
一

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
朝
鮮
総
督
府
の
日
刊
朝
鮮
語
版
機
関
紙
「
毎
日
新

報
」
で
「
国
語
欄
」「
国
語
教
室
」、「
国
語
毎
新
」
な
ど
の
タ
イ

ト
ル
を
付
し
、
朝
鮮
民
衆
に
対
す
る
「
国
語
普
及
」
を
図
り
、

「
国
語
」
に
よ
る
記
事
を
通
じ
て
戦
時
総
動
員
体
制
に
朝
鮮
民
衆

を
組
み
込
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
編
輯
さ
れ
た
日
本
語
紙
面
に

つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。
な
お
、「
毎
日
新
報
」
第
四
面
全
体
に

「
国
語
」
欄
を
拡
充
さ
せ
た
一
九
四
三
年
九
月
十
四
日
（
第
一
二

九
六
五
号
）
以
後
は
、
こ
の
紙
面
の
「
国
語
」
欄
に
は
タ
イ
ト

ル
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。「
毎
日
新
報
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
国

語
」（
＝
日
本
語
）
記
事
は
小
さ
な
ベ
タ
組
の
も
の
か
ら
始
ま

り
、
第
四
面
の
半
分
か
ら
三
分
の
二
程
度
を
割
い
た
段
階
を
経

て
、
第
四
面
全
体
が
「
国
語
」
紙
面
が
割
り
当
て
ら
れ
る
ま
で

に
拡
充
し
て
い
っ
た
。
筆
者
は
こ
れ
ら
を
「
国
語
」
欄
と
総
称

し
て
、
本
稿
の
タ
イ
ト
ル
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
の
タ

イ
ト
ル
“「
国
語
」
欄
”
は
、
一
九
三
九
年
七
月
二
十
五
日
（
一

一
四
六
二
）
か
ら
一
九
四
一
年
七
月
十
二
日
（
一
二
一
七
六
）

ま
で
「
国
語
欄
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
掲
載
さ
れ
た
紙
面
だ
け

を
さ
す
も
の
で
は
な
い
。

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た

「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

熊
　
　
谷
　
　
明
　
　
泰



二

　
「
毎
日
新
報
」
の
前
身
は
「
毎
日
申
報
」
で
、
経
営
権
の
再
編

に
と
も
な
っ
て
一
九
三
八
年
四
月
十
六
日
に
「
毎
日
新
報
」
に

紙
名
が
変
更
さ
れ
は
し
た
が
、
そ
の
後
も
朝
鮮
総
督
府
の
朝
鮮

語
版
機
関
紙
で
あ
り
続
け
た
。

　
「
毎
日
申
報
」
は
、
一
九
〇
四
年
に
イ
ギ
リ
ス
人
ア
ー
ネ
ス

ト
・
ベ
ッ
セ
ル
（Bethell. E. T

）
を
発
行
人
兼
編
集
者
、
朝

鮮
人
ヤ
ン 

ギ
タ
ク
（
梁
起
鐸
）
を
総
務
と
し
て
発
刊
さ
れ
た

「
大
韓
毎
日
申
報
」
が
韓
国
統
監
府
に
買
収
さ
れ
、
そ
の
後
紙
名

か
ら
「
大
韓
」
を
削
り
取
っ
て
、「
毎
日
申
報
」
と
し
て
韓
国
併

合
の
翌
日
（
一
九
一
〇
年
八
月
三
十
日
）
に
創
刊
さ
れ
た
も
の

で
あ
る）

（
（

。「
毎
日
新
報
」
は
八
・
一
五
解
放
後
の
一
九
四
五
年
十

一
月
十
日
に
廃
刊
さ
れ
る
ま
で
発
行
さ
れ
た
。
こ
の
廃
刊
は
朝

鮮
総
督
府
に
代
わ
っ
て
南
朝
鮮
地
域
を
統
治
し
た
米
軍
政
当
局

に
協
力
的
で
は
な
い
と
い
う
理
由
で
、
米
軍
政
庁
よ
り
停
刊
命

令
が
下
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。
ま
た
、
朝
鮮
総
督
府
の
日
本
語

版
日
刊
機
関
紙
だ
っ
た
「
京
城
日
報
」
は
、
十
二
月
十
一
日
に

廃
刊
さ
れ
た
。

　

朝
鮮
総
督
府
が
米
第
八
軍
の
南
朝
鮮
占
領
軍
司
令
官
に
対
し

て
降
伏
し
た
一
九
四
五
年
九
月
九
日
以
後
も
、
こ
れ
ら
朝
鮮
総

督
府
機
関
紙
が
発
行
さ
れ
続
け
た
の
は
、
当
時
上
記
「
京
城
日

報
」
と
「
毎
日
新
報
」
の
二
紙
以
外
に
朝
鮮
で
は
全
国
紙
が
発

行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
米
軍
政
庁
は
南
朝
鮮

を
軍
事
支
配
し
つ
つ
、
朝
鮮
総
督
府
の
さ
ま
ざ
ま
な
統
治
機
構
、

行
政
機
構
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
、
産
業
組
織
な
ど
を
米
軍
政
の
も

と
で
新
た
に
組
織
再
編
す
る
た
め
に
、
自
ら
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

下
に
あ
っ
た
朝
鮮
総
督
府
の
旧
機
構
を
利
用
し
た
た
め
だ
っ
た
。

　
「
毎
日
新
報
」
は
、
朝
鮮
語
版
新
聞
で
あ
る
た
め
、
そ
の
読
者

の
ほ
と
ん
ど
が
朝
鮮
人
だ
っ
た
。
本
稿
で
紹
介
す
る
「
毎
日
新

報
」
の
記
事
は
、
す
べ
て
朝
鮮
民
衆
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
あ
っ
た
点
に
、
特
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

　

民
族
資
本
に
よ
っ
て
一
九
二
〇
年
に
創
刊
さ
れ
た
「
東
亜
日

報
」、「
朝
鮮
日
報
」
は
朝
鮮
総
督
府
の
言
論
統
制
政
策
に
よ
っ

て
一
九
四
〇
年
八
月
に
強
制
廃
刊
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

植
民
地
時
代
の
全
期
間
を
通
じ
て
発
行
さ
れ
た
朝
鮮
語
新
聞
は

「
毎
日
申
報
」
と
「
毎
日
新
報
」
だ
け
だ
っ
た
。
ゆ
え
に
、
歴
史

的
資
料
と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
わ
ざ
わ
ざ
指
摘



三

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

す
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
は
、
景
仁
文
化
社
（
ソ
ウ
ル
）
で
一
九
八
九
年
に
復
刻

刊
行
さ
れ
た
『
毎
日
申
（
新
）
報　

一
九
一
〇
・
八
～
一
九
四

五
・
八
』（
全
八
十
五
冊
）
の
う
ち
、
第
六
十
七
冊
（
一
九
三
九

年
四
月
～
一
九
三
九
年
七
月
）
か
ら
第
八
十
五
冊
（
一
九
四
四

年
九
月
～
一
九
四
五
年
八
月
）
ま
で
に
収
録
さ
れ
た
も
の
を
も

と
に
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
を
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
が
取
り
扱
う
「
国
語
」
欄
は
「
毎
日
申
報
」
か
ら
「
毎
日

新
報
」
に
紙
名
変
更
さ
れ
た
後
に
登
場
す
る
。

　

な
お
、「
毎
日
新
報
」
で
は
朝
鮮
文
字
の
濃
音
は
ᄊ
以
外
は
、

例
外
な
く
す
べ
て
合
用
並
書
（
異
な
る
子
音
字
の
併
用
）
で
表

記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
に
転
載
す
る
に
あ
た
っ
て
は
入
力
の

都
合
上
、
ᄭ
・
ᄯ
・
ᄲ
・
ᄶ
は
現
行
正
書
法
の
各
自
並
書
（
同

じ
子
音
字
の
併
用
：
ᄁ
・
ᄄ
・
ᄈ
・
ᄍ
）
に
置
き
換
え
て
示
し

た
。

一
．「
国
語
全
解
・
国
語
常
用
運
動
」
に
よ
る
「
毎
日
新

報
」
の
「
国
語
欄
」
の
変
容

　
「
毎
日
新
報
」
に
初
め
て
「
国
語
」
欄
が
登
場
す
る
の
は
一
九

三
九
年
七
月
二
十
二
日
（
一
一
四
五
九
）
の
「
曙
だ
よ
り
」
だ

っ
た
。
そ
の
後
、
持
続
的
に
「
国
語
欄
」、「
国
語
教
室
」
が
掲

載
さ
れ
る
が
、
一
九
四
二
年
七
月
一
日
（
一
二
五
二
八
）
か
ら

は
紙
面
が
拡
張
さ
れ
、「
毎
日
新
報
」
第
四
面
の
半
面
を
割
い
て

「
国
語
」
に
よ
る
「
国
語
毎
新
」
欄
が
掲
載
さ
れ
始
め
た
。
そ
の

後
、
一
九
四
三
年
九
月
十
四
日
（
一
二
九
六
五
）
か
ら
は
第
四

面
全
体
が
「
国
語
」
紙
面
と
な
っ
た
が
、
物
資
不
足
の
為
「
毎

日
新
報
」
が
二
面
建
て
に
完
全
に
縮
小
さ
れ
た
一
九
四
四
年
十

月
二
十
八
日
（
一
三
三
七
三
）
を
最
後
に
「
国
語
」
欄
は
消
滅

し
た
。

　
「
国
語
毎
新
」
欄
は
、
一
九
四
二
年
五
月
以
後
、
朝
鮮
総
督
府

お
よ
び
国
民
総
力
朝
鮮
聯
盟
に
よ
っ
て
朝
鮮
全
土
で
総
力
運
動

と
し
て
展
開
さ
れ
た
「
国
語
全
解
・
国
語
常
用
運
動
」
に
呼
応

し
て
登
場
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
「
国
語
全
解
・
国



四

語
常
用
運
動
」
は
、
一
九
四
四
年
か
ら
朝
鮮
で
徴
兵
を
実
施
す

る
と
い
う
閣
議
決
定
（
一
九
四
二
年
五
月
八
日
）
を
直
接
的
な

契
機
に
し
て
始
め
ら
れ
た
。「
国
語
」
が
理
解
で
き
な
い
限
り
、

朝
鮮
青
年
を
徴
兵
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
「
国
語
全
解
・
国
語
常
用
運
動
」
遂
行
の
た
め
に
、
国
民
総
力

朝
鮮
聯
盟
指
導
委
員
会
は
そ
の
施
策
の
雛
形
と
し
て
、「
国
語
普

及
運
動
要
綱
」（
一
九
四
二
年
五
月
六
日
）
を
策
定
し
た
。
そ
の

「（
四
）
文
化
方
面
に
対
す
る
方
策
」
で
、「
…
…
ラ
ジ
オ
第
二
放

送
に
国
語
を
よ
り
多
く
取
入
れ
る
こ
と
。
諺
文
新
聞
に
国
語
欄

を
設
く
る
こ
と
」
と
決
め
て
い
た
。

　

一
九
四
二
年
五
月
、
朝
鮮
総
督
府
は
、
朝
鮮
全
土
の
地
方
行

政
機
関
に
対
し
、
こ
の
「
国
語
普
及
運
動
要
綱
」
を
モ
デ
ル
に

し
て
各
地
方
の
実
情
に
沿
っ
た
「
国
語
全
解
・
国
語
常
用
」
を

推
進
す
る
た
め
の
施
策
を
練
る
こ
と
を
命
じ
た
。
こ
の
地
方
行

政
機
関
が
策
定
し
た
施
策
に
は
、「
国
語
普
及
運
動
要
綱
」
に
な

ら
っ
て
、
朝
鮮
語
新
聞
に
国
語
欄
を
設
け
る
こ
と
を
主
張
し
た

例
が
多
く
見
ら
れ
た）

（
（

。

　

朝
鮮
総
督
府
編
修
官
廣
瀨
續
は
、「
國
語
普
及
の
新
段
階）

（
（

」

で
、「（
国
語
）
講
習
用
の
雜
誌
と
し
て
は
、（
中
略
）
新
聞
で
は

京
城
日
報
社
か
ら
「
皇
民
日
報
」
が
日
刊
さ
れ
、
毎
日
新
報
社

か
ら
「
国
語
教
室
」
と
い
ふ
附
録
が
毎
週
木
、
日
の
両
日
発
行

さ
れ
、
共
に
入
門
の
指
導
を
も
行
つ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
如
何
に

本
運
動
を
徹
底
的
な
ら
し
め
ん
と
す
る
か
を
観
ず
る
好
箇
の
見

本
で
あ
ら
う
」
と
「
毎
日
新
報
」
を
「
国
語
普
及
」
運
動
に
協

力
さ
せ
て
い
る
状
況
を
述
べ
て
い
る
。

　

当
時
、
朝
鮮
総
督
府
編
修
官
森
田
梧
郎
は
、「
朝
鮮
の
国
語
普

及
全
解
運
動）

（
（

」
と
い
う
文
で
、「
国
語
講
習
会
」
だ
け
で
は
「
国

語
全
解
運
動
」
を
展
開
し
き
れ
な
い
状
況
下
に
お
い
て
、
朝
鮮

語
新
聞
が
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し

て
い
る
。

［
国
語
講
習
会
は
］
限
ら
れ
た
人
員
を
收
容
す
る
講
習
会
だ
け
に
、

全
解
運
動
の
す
べ
て
を
囑
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
こ
で
広
く

全
未
解
者
へ
の
入
門
手
ほ
ど
き
と
し
て
、
朝
鮮
唯
一
の
諺
文
新
聞

（
朝
鮮
語
新
聞
）
で
あ
る
『
毎
日
新
報
』
紙
の
一
面
に
、「
コ
ク
ゴ

ノ
ペ
ー
ジ
」
を
設
け
、
生
活
用
語
の
基
礎
語
及
び
基
本
文
型
を
表



五

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

音
的
仮
名
遣
に
よ
っ
て
示
し
、
一
般
大
衆
へ
の
国
語
学
習
の
便
と

し
て
い
る
。
他
方
、
国
語
講
習
会
の
終
了
者
、
乃
至
国
語
入
門
の

過
程
を
了
え
た
も
の
に
対
す
る
読
物
と
し
て
『
皇
民
日
報
』
を
発

刊
せ
し
め
て
い
る
。
新
聞
紙
半
截
型
の
四
ペ
ー
ジ
も
の
で
、
国
民

学
校
四
年
程
度
の
国
語
力
で
読
解
し
得
ら
れ
る
内
容
の
も
の
を
も

っ
て
編
輯
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
新
聞
に
よ
る
全
鮮
の
国
語
全

解
運
動
に
協
力
し
、
更
に
ラ
ジ
オ
に
よ
る
国
語
普
及
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
こ
で
森
田
が
書
い
て
い
る
「
コ
ク
ゴ
ノ
ペ
ー
ジ
」
と
は
、

実
際
に
そ
の
よ
う
な
名
称
の
紙
面
が
「
毎
日
新
報
」
に
あ
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、
一
九
四
二
年
七
月
一
日
（
一
二
五
二
八
）
か

ら
掲
載
さ
れ
て
い
た
「
国
語
毎
新
」
を
仮
に
こ
の
よ
う
に
呼
ん

だ
も
の
で
あ
る
。

　
「
国
語
全
解
・
国
語
常
用
運
動
」
の
要
請
を
う
け
、
新
た
に
掲

載
を
始
め
た
「
国
語
毎
新
」
欄
は
、
従
来
の
「
国
語
欄
」、「
国

語
教
室
」
よ
り
紙
面
の
ス
ペ
ー
ス
を
よ
り
多
く
割
き
、
そ
の
内

容
は
「
国
体
明
徴
」、「
内
鮮
一
体
化
」、「
皇
国
臣
民
化
」、
戦
意

昂
揚
、
節
約
貯
蓄
、
物
資
の
供
出
、
ヤ
ミ
経
済
の
統
制
、
反
ス

パ
イ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
る
言
論
統
制
の
更
な
る
強
化
を
煽
り
、

更
に
は
戦
死
へ
の
諦
念
を
迫
る
記
事
が
立
て
続
け
に
掲
載
さ
れ

る
な
ど
、
国
家
総
動
員
体
制
の
も
と
朝
鮮
民
衆
を
戦
争
に
駆
り

た
て
る
も
の
だ
っ
た
。「
国
語
」
学
習
用
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
日

本
語
文
の
内
容
も
、
そ
れ
以
前
の
「
国
語
欄
」
や
「
国
語
教
室
」

の
も
の
と
は
比
べ
よ
う
も
な
い
ほ
ど
、
国
家
総
動
員
体
制
を
反

映
し
た
戦
時
色
の
強
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

徴
兵
が
始
ま
る
一
九
四
四
年
に
な
る
と
、「
毎
日
新
報
」
紙
の

掲
載
文
は
、
い
よ
い
よ
差
し
迫
っ
た
論
調
に
な
っ
て
行
っ
た
。

そ
の
論
調
は
戦
況
に
お
い
て
圧
倒
的
に
優
位
に
立
つ
米
英
に
対

し
て
、
精
神
主
義
的
に
ひ
と
り
よ
が
り
な
虚
勢
を
張
る
も
の
だ

っ
た
。

　

一
九
四
四
年
四
月
二
十
二
日
（
一
三
一
八
四
）
の
「
毎
日
新

報
」
記
事
「
今
年
こ
そ
み
ん
な
国
語
を
習
お
う
」
で
は
、「
い
よ

い
よ
今
年
か
ら
半
島
の
若
者
は
み
ん
な
兵
隊
に
な
れ
る
徴
兵
制

が
布
か
れ
ま
し
た
の
で
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
国
語
を
覚

え
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
青
年
特
別
錬
成



六

所
、
女
子
特
別
錬
成
所
は
勿
論
の
こ
と
、
各
村
々
で
も
み
な
夜

学
を
開
い
て
国
語
を
教
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。」
と
書
い

て
、
徴
兵
制
実
施
の
も
と
で
「
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
国
語

を
覚
え
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
」
と
発
破
を
か
け
て

い
る
。

　

徴
兵
制
が
実
施
さ
れ
た
当
時
の
「
毎
日
新
報
」
に
は
、「
国

語
」
普
及
運
動
を
更
に
徹
底
さ
せ
る
た
め
の
、
次
に
紹
介
す
る

よ
う
な
国
民
総
力
朝
鮮
聯
盟
の
方
針
や
同
聯
盟
総
長
の
談
話
が

載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、「
日
本
の
男
児
と
し
て
、
日
本

の
国
民
と
し
て
日
本
語
が
分
か
ら
な
い
こ
と
」
が
「
矛
盾
」
し

た
こ
と
で
あ
る
な
ど
と
、
文
字
言
語
も
兼
ね
備
え
た
独
自
の
民

族
言
語
を
有
す
る
朝
鮮
民
族
か
ら
す
れ
ば
本
来
全
く
矛
盾
で
し

か
あ
り
え
な
い
、「
朝
鮮
」
を
消
し
去
っ
た
論
理
が
あ
け
っ
ぴ
ろ

げ
に
展
開
さ
れ
て
い
た
。

国
語
全
解
へ
大
進
軍‖

適
齢
者
か
ら
ど
ん
ど
ん
教
え
て
行
く）

（
（

半
島
に
も
国
民
と
し
て
の
最
も
大
き
い
光
栄
で
あ
る
徴
兵
制
が
布
か

れ
、
い
ま
第
一
次
検
査
が
行
わ
れ
て
、
憧
れ
の
入
営
の
日
も
間
近
に

迫
っ
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
は
、
ま
だ
国
語
の
分
か
ら
な
い

者
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
男
児
と
し
て
、
日
本
の
国
民
と

し
て
日
本
語
が
分
か
ら
な
い
こ
と
ほ
ど
矛
盾
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
総
力
聯
盟
［
国
民
総
力
朝
鮮
聯
盟
］
で
は
、
次
の
よ
う

な
方
法
で
今
ま
で
よ
り
も
っ
と
国
語
普
及
に
力
を
入
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

▲
国
語
を
教
え
る
人

一
．
国
語
の
分
か
ら
な
い
徴
兵
適
齢
者
か
ら
真
っ
先
に
教
え
る
。

二
．
適
齢
者
の
ほ
か
に
も
二
五
歳
ま
で
の
者
に
は
教
え
ら
れ
る
だ
け

教
え
る
。

三
．
役
所
、
学
校
、
会
社
な
ど
に
は
一
般
の
模
範
に
な
る
よ
う
に
必

ず
国
語
を
常
用
さ
せ
る
。

▲
国
語
を
普
及
さ
せ
る
方
法

一
．
愛
国
班
を
通
じ
て
国
語
を
知
ら
な
い
者
の
名
前
を
調
べ
て
お
い

て
、
国
語
講
習
会
を
開
い
て
教
え
る
。

二
．
講
習
を
受
け
る
者
も
徴
兵
適
齢
者
か
ら
先
に
す
る
こ
と
。

三
．
講
習
を
受
け
て
国
語
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
者
に
は
認
定
章

を
授
け
る
。



七

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

四
．
国
語
が
分
か
る
者
に
は
す
べ
て
国
語
を
常
用
さ
せ
る
。

國
語
を
習
お
う
、
常
用
し
よ
う
、
特
に
壮
丁
た
ち
は
一
刻
も
早
く　

韓
総
長
談）

（
（

八
月
一
日
か
ら
全
鮮
一
斉
に
徴
兵
制
に
伴
う
国
語
常
用
と
国
語
全
解

の
運
動
を
起
こ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
韓
（
か

ん
）
聯
盟
総
長
は
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
ま
し
た
。

本
当
の
内
鮮
一
体
は
、
ま
ず
国
語
を
使
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

こ
と
に
徴
兵
制
が
布
か
れ
た
今
、
皇
軍
の
一
人
と
な
っ
た
者
が
国
語

が
分
か
ら
な
く
て
は
本
当
の
立
派
な
兵
隊
と
な
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
と
こ
ろ
が 

今
の
と
こ
ろ
で
は
兵
隊
に
行
く
年
頃
の
若
者
の
な

か
で
、
ま
だ
国
語
を
知
ら
な
い
も
の
が
い
る
の
で
、
聯
盟
で
は
こ
れ

ら
の
人
に
す
っ
か
り
国
語
を
教
え
る
と
と
も
に
、
一
般
の
人
も
こ
の

若
者
た
ち
を
助
け
て
国
語
生
活
へ
突
き
進
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
特
に
指
導
者
、
学
問
の
あ
る

人
た
ち
が
常
に
国
語
を
使
っ
て
手
本
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
国
語
は
知
っ
て
い
て
も
使
わ
な
く
け
れ
ば
、
い
つ
ま
で
も
上
手

な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
誰
も
み
な
普
段
の
生
活
に
国
語
を
使
う
よ
う
に

し
、
特
に
兵
隊
に
行
く
青
年
た
ち
は
心
を
奮
い
起
こ
し
て
、
ど
の
よ

う
に
し
て
で
も
国
語
を
覚
え
る
や
う
に
し
て
も
ら
ひ
た
い
と
思
い
ま

す
。［
原
文
は
カ
タ
カ
ナ
だ
け
で
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
平
仮
名
漢

字
交
じ
り
文
に
置
き
換
え
て
示
し
た
。］

　

ま
た
、
徴
兵
検
査
が
終
わ
っ
た
直
後
に
朝
鮮
軍
参
謀
長
が
語

っ
た
次
の
よ
う
な
話
も
「
毎
日
新
報
」
紙
上
に
紹
介
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
こ
で
は
朝
鮮
民
衆
の
間
に
徴
兵
忌
避
の
風
潮
が
あ
っ

た
こ
と
を
お
お
や
け
に
認
め
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
の
状
況
が
語

ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
度
重
な
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
も

拘
ら
ず
、
多
く
の
「
半
島
の
お
母
さ
ん
や
姉
さ
ん
た
ち
」
は
、

我
が
子
や
弟
が
戦
場
に
連
れ
去
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
「
一
視
同

仁
の
有
難
き
天
皇
陛
下
の
思
し
召
し
」
に
首
肯
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。

や
が
て
軍
人
に
な
る
半
島
壮
丁
は
内
地
の
壮
丁
に
劣
ら
ぬ　

井
原
軍

参
謀
長
談）

（
（

朝
鮮
最
初
の
徴
兵
検
査
は
一
億
国
民
の
大
き
い
期
待
を
浴
び
て
、
さ



八

る
四
月
か
ら
内
外
地
と
も
一
斉
に
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
朝
鮮
内

は
予
定
の
と
お
り
大
へ
ん
良
い
成
績
を
収
め
て
、
去
る
八
月
二
十
日

め
で
た
く
終
わ
り
ま
し
た
。

か
え
り
み
れ
ば
一
視
同
仁
の
有
難
き
天
皇
陛
下
の
思
し
召
し
に
感
激

し
た
半
島
若
人
た
ち
の
愛
国
の
血
潮
は
、
い
や
が
う
え
に
も
高
ま

り
、
敵
米
英
撃
滅
の
決
意
を
い
よ
い
よ
固
く
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

続
く
壮
丁
た
ち
の
兄
と
し
て
の
誇
り
を
失
わ
ず
、
そ
の
態
度
は
り
り

し
く
、
皇
国
臣
民
た
る
の
心
構
え
も
ま
た
内
地
の
若
人
た
ち
に
決
し

て
劣
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
た
び
の
検
査
の
大
き
な
収
穫
で
あ

り
ま
し
た
。
国
語
の
理
解
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
も
、
大
き
な
注
意

を
払
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
官
民
一
致
の
ま
じ
め
な
努
力
に
よ
り
、

入
営
後
ほ
と
ん
ど
差
し
支
え
な
い
程
度
に
達
し
て
お
り
ま
す
。

強
い
母
と
な
れ

し
か
し
、
い
さ
さ
か
遺
憾
に
思
っ
た
の
は
母
親
た
ち
の
無
理
解
に
よ

り
、
徴
兵
を
嫌
が
っ
た
お
こ
な
い
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
わ

が
夫
を
、
わ
が
子
を
こ
と
ご
と
く
御
国
に
捧
げ
、
し
か
も
な
お
勇
敢

に
国
の
た
め
に
戦
い
抜
く
母
の
姿
こ
そ
本
当
の
日
本
の
姿
で
あ
り
ま

す
。「
額
に
は
箭や

は
た
つ
と
も
背
に
は
た
て
じ
」
と
い
っ
て
、
卑
怯

な
振
る
舞
い
が
な
い
よ
う
に
、
心
か
ら
お
祈
り
を
捧
げ
た
の
が
日
本

の
母
で
あ
り
ま
し
た
。
半
島
の
お
母
さ
ん
や
姉
さ
ん
た
ち
も
こ
の
点

に
つ
い
て
、
一
段
と
自
覚
と
反
省
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

心
身
を
き
た
へ
よ

ほ
ま
れ
あ
る
現
役
兵
と
し
て
入
営
す
る
者
は
、
近
い
う
ち
本
人
の
も

と
へ
入
営
部
隊
と
期
日
な
ど
の
知
ら
せ
が
行
く
は
ず
で
す
。
ま
た
補

充
兵
、
国
民
兵
と
な
っ
た
も
の
も
、
お
国
の
干
城
に
間
違
い
は
あ
り

ま
せ
ん
。
常
に
心
身
の
鍛
錬
に
努
め
、
身
の
ま
は
り
を
整
え
て
、
い

つ
お
召
を
受
け
よ
う
と
も
大
君
の
御
前
に
馳
せ
参
じ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
心
掛
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。［
原
文
は
カ
タ
カ
ナ

の
み
で
表
記
さ
れ
て
い
る
］

　

徴
兵
制
実
施
の
た
め
の
「
国
語
」
普
及
は
、
徴
兵
適
齢
期
青

年
だ
け
を
対
象
と
す
る
の
で
は
な
く
、
家
族
を
も
巻
き
込
ん
だ

も
の
と
し
て
「
国
語
全
解
運
動
」
が
行
わ
れ
て
い
た
。「
半
島
の

女
の
人
を
本
当
に
立
派
な
兵
隊
の
母
や
妻
に
な
る
よ
う
に
教
え

導
く
た
め
」
に
一
九
四
四
年
四
月
十
日
か
ら
、
朝
鮮
全
域
二
千

四
百
五
ヶ
所
に
「
女
子
青
年
錬
成
所
」
を
開
き
、「
女
子
青
年
練



九

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

成
」
で
は
十
六
、
七
歳
か
ら
二
十
歳
ま
で
の
女
性
を
対
象
と
し

た
「
国
語
」
普
及
運
動
も
行
わ
れ
て
い
た）

（
（

。
そ
し
て
、
国
民
総

力
朝
鮮
聯
盟
で
は
「
立
派
な
兵
隊
を
出
す
た
め
に
国
語
生
活
実

行
し
よ
う
」
と
い
っ
た
ポ
ス
タ
ー
を
掲
げ
て
、「
一
人
も
国
語
の

分
か
ら
な
い
兵
隊
が
出
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
骨
を
折
っ
て
お

り
ま
す
。
立
派
な
国
語
の
よ
く
分
か
る
兵
隊
を
出
す
た
め
に
は
、

半
島
の
す
べ
て
の
人
が
家
で
も
外
で
も
国
語
生
活
を
し
、
ど
の

家
庭
に
も
国
語
の
分
か
ら
な
い
人
が
一
人
も
い
な
い
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
と
に
兵
隊
を
出
す
家
庭
で
は
国
語

生
活
に
努
め
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
て
い
た）

（
（

。

　
「
毎
日
新
報
」
の
「
国
語
」
紙
面
は
物
資
不
足
の
た
め
の
紙
面

縮
小
に
よ
っ
て
一
九
四
四
年
十
月
二
十
八
日
を
最
後
に
消
え
る

が
、
徴
兵
実
施
後
も
「
国
語
全
解
・
国
語
常
用
」
は
続
け
ら
れ

て
い
た
。
以
下
、
本
稿
で
は
「
毎
日
新
報
」
に
お
け
る
「
国
語

欄
」
の
登
場
（
一
九
三
九
年
七
月
）
か
ら
「
国
語
」
紙
面
が
無

く
な
る
ま
で
の
記
事
を
分
析
に
、
そ
の
変
遷
を
み
て
い
く
こ
と

に
す
る
。

二
．「
国
語
欄
」
の
登
場
―
「
曙
だ
よ
り
」・「
国
語
欄
」

一
一
四
五
九
（
一
九
三
九
・
七
・
二
十
二
）
～
一
一
八
四
五
（
一
九

四
〇
・
八
・
十
二
）　

　
「
毎
日
新
報
」
で
初
め
て
「
国
語
」（
＝
日
本
語
）
に
よ
る
欄

が
登
場
す
る
の
は
、
一
九
三
九
年
七
月
二
十
二
日
（
一
一
四
五

九
）
付
第
二
面
紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
「
曙
だ
よ
り
」
か
ら
で
あ

る
。「
曙
だ
よ
り
」
は
こ
れ
に
続
く
一
九
三
九
年
七
月
二
十
三
日

（
一
一
四
六
〇
）
付
第
二
面
紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
だ
け
で
終
わ
っ

て
い
る
。

　
「
暁
だ
よ
り
」
の
表
記
は
漢
字
ひ
ら
が
な
交
り
文
で
、
す
べ
て

の
漢
字
に
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
語
版
の
朝

鮮
総
督
府
機
関
紙
「
京
城
日
報
」
と
同
様
で
あ
り
、「
毎
日
新

報
」
の
「
国
語
」
で
書
か
れ
た
文
で
用
い
ら
れ
る
漢
字
の
ほ
と

ん
ど
総
て
に
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、「
曙
だ
よ
り
」
及

び
こ
れ
に
引
き
続
い
て
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
欄
」
で
は
日
本
語

に
対
す
る
朝
鮮
語
対
訳
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。
ル
ビ
を
振
る
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
た
め
か
、「
国
語
」
欄
で
は
日
本
語
の
活
字



一
〇

の
大
き
さ
は
他
の
紙
面
の
朝
鮮
語
の
活
字
よ
り
少
し
大
き
く
な

っ
て
い
て
、
読
み
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

　
「
曙
だ
よ
り
」
の
内
容
は
、
以
下
の
よ
う
に
他
愛
も
な
い
冗
談

話
だ
っ
た
。
な
お
、
本
稿
で
は
、「
毎
日
新
報
」
の
記
事
を
転
載

す
る
に
あ
た
り
、
漢
字
に
振
ら
れ
た
ル
ビ
は
す
べ
て
省
略
し
た
。

ま
た
、
角
括
弧
（［　

］）
内
の
記
述
は
す
べ
て
筆
者
に
よ
る
注

記
で
あ
る
。
横
棒
「
｜
」
や
「‖

」
は
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し

て
筆
者
が
挿
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
四
角
（
□
）
は
判
読
で
き

な
か
っ
た
部
分
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

一）
（（
（

一
四
五
九
（
一
九
三
九
・
七
・
二
十
二
）「
曙
だ
よ
り
」

一
日
繰
上
げ

朝
鮮
は
い
は
ゆ
る
大
陸
性
氣
候
と
か
な
ん
と
か
云
ふ
て
、
昼
は
随
分

暑
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
か
は
り
夜
は
涼
し
い
の
で
凌
ぎ
よ
か
っ
た
の

で
す
が
、
近
頃
は
天
氣
ま
で
も
、
完
全
に
内
鮮
一
體
に
な
っ
た
ら
し

く
、
昨
今
の
夜
の
蒸
暑
さ
つ
た
ら
、
誠
に
閉
口
も
の
で
す
。
昨
夕
も

寢
つ
か
れ
ぬ
ま
ゝ
に
、
う
つ
ら
う
つ
ら
し
て
ゐ
る
と
隣
の
家
で
時
な

ら
ぬ
子
供
□
、
續
い
て
の
泣
聲
が
聞
旦
那
さ
ま
の
辧
明
が
聞
え
て
來

る
の
で
す
。

「
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
、
子
ど
も
を
𠮟
る
の
で
す
か
」

「
こ
い
つ
は
明
日
成
績
表
を
持
っ
て
來
る
ん
で
ね
…
本
當
は
明
日

や
る
べ
き
な
ん
だ
が
、
實
は
明
日
朝
早
く
出
張
す
る
ん
で
、
仕
方

が
な
い
か
ら
一
日
繰
上
げ
て
𠮟
る
の
で
す
…
」

一
一
四
六
〇
（
一
九
三
九
・
七
・
二
十
三
）「
曙
だ
よ
り
」

資
源
愛
護

資
源
愛
護
、
資
源
節
約
は
今
の
時
代
の
合
言
葉
で
、
ご
時
勢
が
ご
時

勢
だ
か
ら
、
誰
し
も
異
存
は
な
か
ら
う
が
、
さ
て
そ
れ
も
程
度
の
問

題
、
こ
ん
な
男
は
一
寸
考
へ
も
の
で
す
…
…
或
る
男
が
電
燈
の
側
で

本
を
読
ん
で
ゐ
た
が
、
二
、
三
分
毎
に
起
ち
上
が
っ
て
電
氣
を
消

し
、
数
秒
の
後
に
ま
た
點
け
る
の
で
す
。
い
つ
ま
で
も
之
を
繰
返
す

の
で
、
傍
の
人
が
不
思
議
に
思
つ
て
、
そ
の
譯
を
聞
く
と
、
そ
の
男

「
頁
を
め
く
る
間
は
、
電
燈
が
要
ら
な
い
の
で
、
時
節
柄
資
源
愛
好

で
あ
ゝ
し
て
消
す
の
で
す
」

　
「
曙
だ
よ
り
」
の
掲
載
は
わ
ず
か
二
回
で
終
わ
り
、
こ
の
「
曙



一
一

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

ば
な
し
」
に
類
し
た
内
容
の
日
本
語
文
が
一
九
三
九
年
七
月
二

十
五
日
の
号
か
ら
「
国
語
欄
」
と
タ
イ
ト
ル
を
変
え
て
第
四
面

に
連
載
さ
れ
始
め
た
。「
曙
ば
な
し
」
か
ら
「
国
語
欄
」
に
タ
イ

ト
ル
が
急
き
ょ
変
更
さ
れ
た
事
実
か
ら
、「
毎
日
新
報
」
が
「
曙

ば
な
し
」
の
タ
イ
ト
ル
の
も
と
に
初
め
て
日
本
語
文
の
掲
載
を

行
っ
た
時
点
に
お
い
て
、「
国
語
」
文
を
掲
載
す
る
こ
と
の
明
確

な
意
味
付
け
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
な

お
、
日
本
語
に
よ
る
紙
面
、
す
な
わ
ち
本
稿
で
い
う
“「
国
語
」

欄
”
は
「
曙
だ
よ
り
」
が
第
二
面
に
掲
載
さ
れ
た
以
外
は
、「
国

語
」
欄
が
消
滅
す
る
一
九
四
四
年
十
月
二
十
八
日
ま
で
終
始
一

貫
し
て
第
四
面
（
最
終
面
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
当
時
の
「
国
語
欄
」
の
連
載
は
一
九
四
〇
年
八
月
十
二

日
（
一
一
八
四
五
）
ま
で
続
き
、
本
稿
で
利
用
し
た
「
毎
日
新

報
」
復
刻
版
で
は
、
百
九
十
回
分
の
掲
載
が
確
認
で
き
る
。
こ

の
時
期
の
「
国
語
欄
」
は
、
大
き
く
二
つ
の
時
期
に
区
分
で
き

る
。
前
半
の
時
期
は
、
一
九
三
九
年
七
月
二
十
五
日
（
第
一
一

四
六
二
号
）
か
ら
一
九
四
〇
年
四
月
十
一
日
（
第
一
一
七
二
二

号
）
ま
で
で
、
こ
の
前
半
期
の
も
の
は
読
者
の
日
本
語
読
解
能

力
の
水
準
を
考
慮
し
た
文
章
で
は
な
く
、
普
通
に
日
本
語
が
読

め
る
読
者
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
国
語
普
及
」
の
手
段

と
し
て
掲
載
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
も
の
で
あ
る
。
朝
鮮
語
新

聞
で
あ
る
「
毎
日
新
報
」
に
日
本
語
の
文
章
を
掲
載
す
る
と
い

う
事
実
自
体
に
そ
の
意
義
を
見
出
し
て
い
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
の
「
国
語
欄
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
日
本
語
文
は
、

一
九
四
〇
年
四
月
十
一
日
（
一
一
七
二
三
）
ま
で
は
、
そ
の
八

割
が
他
愛
も
な
い
笑
い
話
で
あ
る
。
本
稿
で
利
用
し
た
「
毎
日

新
報
」
復
刻
版
で
は
、
こ
の
時
ま
で
の
「
国
語
欄
」
は
百
三
十

二
回
分
が
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
う
ち
三
回
は
二
つ
ず
つ
話
が

載
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
実
際
に
は
百
三
十
五
の
話
の
掲
載
が

確
認
さ
れ
る
。

　

掲
載
さ
れ
た
話
は
、
下
に
示
す
よ
う
に
、
そ
の
内
容
か
ら
主

要
な
読
者
対
象
は
「
国
語
普
及
」
運
動
の
対
象
者
で
は
な
く
、

相
当
な
日
本
語
読
解
力
を
有
す
る
層
の
朝
鮮
人
を
想
定
し
て
い

た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
、
笑
い
話
を
多
数
掲
載
し
た
の

は
、
と
も
か
く
も
読
者
の
俗
な
興
味
・
関
心
を
引
き
付
け
る
こ

と
を
意
識
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
と
き
の



一
二

「
国
語
欄
」
連
載
初
期
に
は
「
国
語
普
及
」
を
計
画
的
に
推
進
す

る
た
め
の
紙
面
づ
く
り
を
意
識
し
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

ま
た
、
時
局
を
反
映
し
た
話
は
一
切
載
せ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ

の
時
期
の
「
国
語
欄
」
は
、
日
中
戦
争
の
さ
中
で
は
あ
っ
た
が

「
国
語
普
及
」
の
手
段
と
し
て
利
用
し
よ
う
と
す
る
明
確
な
方
針

が
打
ち
立
て
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
戦
時
体
制
に

朝
鮮
民
衆
を
か
り
立
て
る
思
想
統
制
の
手
段
と
し
て
も
考
え
ら

れ
て
い
な
い
段
階
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

こ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
笑
い
話
を
全
体
的
に
見
る
と
、
い
つ
の

世
も
綺
麗
ご
と
だ
け
で
は
生
き
て
行
け
そ
う
も
な
い
一
般
社
会

に
お
け
る
「
ユ
ー
モ
ア
」
感
覚
を
垣
間
見
る
こ
と
も
出
来
る
。

一
一
四
七
五
（
一
九
三
九
・
八
・
七
）「
国
語
欄
」

こ
れ
は
思
ひ
つ
き

遅
く
ま
で
、
外
で
遊
ん
で
ゐ
た
姉
と
弟
と
の
は
な
し

姉
の
英
姫
「
さ
あ
、
英
男
ち
や
ん
、
家
へ
帰
ら
う
よ
。
も
う
八
時
だ

か
ら
」

弟
の
英
男
「
い
や
今
は
駄
目
。
こ
ん
な
に
遊
び
過
ぎ
て
歸
れ
ば
ひ
ど

く
叱
ら
れ
る
ば
か
り
だ
よ
。
だ
け
ど
十
時
頃
ま
で
待
つ
て
歸
れ
ば
、

ま
あ
よ
く
無
事
だ
つ
た
ね
と
云
つ
て
、
お
父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も
キ

ツ
ス
し
て
く
れ
る
よ
」

一
一
四
八
九
（
一
九
三
九
・
八
・
二
十
一
）「
国
語
欄
」

赤
い
も
の

Ａ
「
ヤ
レ
、
赤
い
思
想
だ
、
そ
れ
赤
字
だ
な
ん
て
赤
い
物
に
は
碌
な

も
の
は
な
い
ね
」

Ｂ
「
し
か
し
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の
赤
い
字
は
日
曜
日
だ
ぜ
」

一
一
四
九
二
（
一
九
三
九
・
八
・
二
十
四
）「
国
語
欄
」

父
親
「
コ
ラ
、
ま
た
お
前
は
お
隣
の
子
を
、
泣
か
し
た
か
。
お
前
の

こ
と
を
世
間
で
な
ん
と
云
ふ
て
ゐ
る
か
知
つ
て
ゐ
る
か
」

そ
の
子
「
お
父
さ
ん
の
子
供
の
時
そ
つ
く
り
だ
と
、
云
ふ
て
ゐ
る
よ
」

一
一
五
〇
四
（
一
九
三
九
・
九
・
五
）「
国
語
欄
」

下
心



一
三

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

先
生
「
私
た
ち
は
何
故
貧
乏
な
人
に
親
切
で
あ
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん

か
」

生
徒
「
ひ
よ
つ
と
し
た
ら
そ
の
人
た
ち
が
、
近
い
中
に
金
持
に
な
る

か
も
知
れ
な
い
か
ら
で
す
」

一
一
五
一
二
（
一
九
三
九
・
九
・
十
三
）「
国
語
欄
」

世
の
中

息
せ
き
切
つ
て
驅
込
ん
で
來
た
男

「
今
、
貴
社
の
社
員
が
電
車
に
轢
か
れ
ま
し
た
か
ら
代
り
に
私
を
雇

つ
て
下
さ
い
。」

一
一
五
七
二
（
一
九
三
九
・
十
一
・
十
二
）「
国
語
欄
」

空
氣
税

「
衛
生
試
驗
所
で
空
氣
の
こ
と
を
調
べ
た
さ
う
だ
」

「
へ
え
ー
」

「
さ
う
し
た
ら
一
日
一
人
が
百
リ
ッ
ト
ル
の
空
氣
を
吸
う
さ
う
だ
」

「
た
ま
げ
た
な
ア
、
そ
れ
で
ま
た
、
税
金
を
か
け
よ
う
つ
て
の
か
い
！
」

一
一
六
〇
六
（
一
九
三
九
・
十
二
・
十
六
）「
国
語
欄
」

好
景
氣
來

職
業
紹
介
所
を
の
ぞ
い
た
田
舎
者
。「
不
景
氣
、
不
景
氣
つ
て
云
ふ

が
こ
の
繁
盛
は
、
ど
う
だ
ん
で
！
」

一
一
六
一
一
（
一
九
三
九
・
十
二
・
二
十
一
）「
国
語
欄
」

こ
れ
は
無
理

「
君
、
い
よ
い
よ
劇
場
へ
就
職
し
た
つ
て
ね
。
入
場
券
位
く
れ
給
へ

よ
」

「
い
ゝ
と
も
。
だ
が
、
君
は
う
ま
く
銀
行
に
入
れ
た
ん
だ
も
の
、
僕

に
紙
幣
の
一
、
二
枚
く
れ
る
だ
ら
う
」

一
一
六
一
三
（
一
九
三
九
・
十
二
・
二
十
三
）「
国
語
欄
」

五
分
五
分

金
を
貸
し
た
男
「
お
い
、
こ
の
前
君
に
貸
し
た
金
の
こ
と
、
ま
さ
か

忘
れ
て
る
ん
ぢ
ゃ
あ
る
ま
い
ね
。
一
體
幾
度
請
求
さ
せ
る
つ
も
り
だ

い
？
こ
れ
で
六
度
目
だ
ぜ
」

金
を
借
り
た
男
「
忘
れ
て
や
せ
ん
さ
。
だ
け
ど
僕
が
借
り
る
時
は
一



一
四

體
幾
度
頼
ん
だ
と
思
つ
て
る
？
こ
れ
で
五
分
五
分
だ
よ
」

一
一
六
五
六
（
一
九
四
〇
・
二
・
五
）「
国
語
欄
」

当
世
奥
さ
ま
氣き

だ
て質

奥
様
「
お
前
な
ん
か
、
お
嫁
に
行
つ
て
も
、
と
て
も
、
家
が
や
つ
て

行
け
ま
せ
ん
よ
」

下
女
「
ま
あ
、
ど
う
し
て
で
御
座
い
ま
せ
う
？
」

奥
様
「
だ
つ
て
お
前
、
先
程
料
理
屋
か
ら
と
つ
た
、
お
膳
は
す
つ
か

り
、
返
し
て
し
ま
つ
た
で
せ
う
」

下
女
「
は
い
」

奥
様
「
馬
鹿
だ
ね
、
氣
の
利
い
た
小
皿
の
一
つ
位
家
に
殘
し
て
お
く

も
の
で
す
よ
」

一
一
七
二
三
（
一
九
四
〇
・
四
・
十
二
）「
国
語
欄
」

お
べ
ん
と
う

先
生
「
さ
あ
、
何
で
も
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
つ
た
ら
、
お
き
ゝ
な

さ
い
。
太
郎
さ
ん
、
な
ん
で
す
か
」

太
郎
「
先
生
、
あ
の
う
こ
れ
か
ら
ど
れ
程
ま
て
ば
、
お
辨
當
で
す
か
」

　

上
掲
の
よ
う
な
笑
い
話
は
、
一
九
四
〇
年
四
月
十
二
日
発
行

の
号
ま
で
の
「
国
語
欄
」
掲
載
文
の
主
流
を
な
し
て
い
た
。

　

一
方
、
笑
い
話
で
は
な
い
話
の
中
に
は
、
以
下
に
示
す
「
ド

レ
イ
ク
先
生
」
の
よ
う
に
西
欧
人
の
英
語
の
先
生
が
見
せ
た
紳

士
的
な
姿
を
紹
介
し
た
り
、「
点
字
の
放
送
プ
ロ
」
の
よ
う
に
、

イ
ギ
リ
ス
で
は
盲
人
用
の
ラ
ジ
オ
放
送
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
点
字
で

作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
話
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
日
本
に
比

し
て
進
ん
だ
福
祉
施
策
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
話
題
の

取
り
上
げ
方
が
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
後
の
太
平
洋
戦
争
期

に
は
、
英
米
に
関
す
る
話
題
が
一
貫
し
て
「
鬼
畜
米
英
」
の
論

調
に
変
化
し
、
米
英
を
見
下
し
た
り
あ
ざ
笑
っ
た
り
す
る
内
容

に
変
化
す
る
た
め
で
あ
る
の
に
反
し
て
太
平
洋
戦
争
勃
発
直
前

の
こ
の
時
期
の
「
国
語
欄
」
に
は
、
そ
う
し
た
内
容
の
文
が
一

切
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

一
一
四
七
七
（
一
九
三
九
・
八
・
九
）「
国
語
欄
」

ド
レ
イ
ク
先
生

電
車
に
は
若
い
母
親
が
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
い
て
乘
つ
て
い
た
。
隣



一
五

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

に
は
英
語
の
先
生
の
ド
レ
イ
ク
さ
ん
が
居
ら
れ
る
。
子
供
は
先

生
の
持
つ
て
ゐ
る
ス
テ
つ
キ
に
眼
を
つ
け
た
。
欲
し
さ
う
に
幾

度
か
小
さ
な
手
を
出
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
氣
が
つ
い
て
、
母

親
が
む
き
を
か
へ
る
や
う
に
し
た
が
、
徒
勞
だ
つ
た
。

や
が
て
、
先
生
は
實
直
に
ス
テ
ツ
キ
を
渡
し
た
。
子
供
の
嬉
し

さ
う
な
顔
が
目
に
見
え
る
や
う
で
あ
る
。
暫
く
し
て
、
先
生
は

思
ひ
出
し
た
や
う
に
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
手
帳
を
取
出
し
て
、
一
枚

の
紙
を
破
つ
て
そ
れ
を
子
供
に
渡
し
た
。
そ
し
て
、
ち
ょ
つ
と

ス
テ
ツ
キ
を
引
い
て
み
た
。
が
、
余
程
ス
テ
ツ
キ
が
氣
に
入
つ

て
ゐ
る
ら
し
い
。
す
る
と
今
度
は
、
そ
の
一
枚
の
紙
を
お
だ
や

か
に
取
戻
し
て
、
そ
れ
を
二
つ
に
切
つ
て
、
一
枚
宛
、
子
供
に

持
た
せ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
ス
テ
ツ
キ
は
先
生
の
手
に
取
戻
さ
れ
た
。
先
生
の
下

車
す
べ
き
停
留
場
へ
來
た
の
で
あ
る
。

　

ド
レ
イ
ク
先
生
は
私
の
恩
師
で
、
今
歸
國
し
て
居
ら
れ
る
。

ナ
ル
ホ
ド
紳
士
道
と
は
、
そ
ん
な
も
の
か
と
、
今
も
と
き
ど
き
、

そ
の
車
中
風
景
を
思
ひ
だ
す
の
で
あ
る
。

一
一
五
一
四
（
一
九
三
九
・
九
・
十
五
）「
国
語
欄
」

點
字
の
放
送
プ
ロ

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
最
近
盲
人
用
の
點
字
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
出
來
ま

し
た
。
こ
の
プ
ロ
さ
へ
あ
れ
ば
盲
人
は
他
人
の
助
け
を
借
り
な

い
で
、
自
分
の
好
き
な
放
送
の
時
間
が
分
か
る
の
で
、
大
變
評

判
が
よ
い
さ
う
で
す
。

　

こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
本
國
に
あ
る
盲
人
七
萬
三
千
人
に
充
分
ラ

ヂ
オ
を
樂
し
ま
せ
た
い
と
言
ふ
の
で
始
め
ら
れ
た
の
で
す
。
今

イ
ギ
リ
ス
の
盲
人
が
使
つ
て
ゐ
る
ラ
ヂ
オ
セ
ツ
ト
は
、
四
萬
四

千
臺
あ
る
さ
う
で
す
か
ら
、
こ
の
放
送
プ
ロ
が
出
來
た
の
で
、

ほ
ど
な
く 

全
盲
人
に
聽
取
機
が
行
き
渡
る
だ
ら
う
と
の
こ
と
で

す
。

　

そ
の
後
、
一
九
四
〇
年
四
月
十
五 

日
（
一
一
七
二
六
）
か
ら

は
編
輯
方
針
が
変
わ
り
、
こ
の
「
国
語
欄
」
に
小
学
生
の
綴
り

方
が
載
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
段
階
で
、「
国
語

欄
」
を
「
国
語
普
及
」
に
資
す
る
も
の
と
す
べ
し
と
い
う
目
的

意
識
が
顕
在
化
し
始
め
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
小
学
生
の
綴
り
方
は
「
毎
日
新
報
」
復
刻
版
で
は
一
九



一
六

四
〇
年
四
月
十
五
日
か
ら
同
年
八
月
十
二
日
（
一
一
八
四
五
）

ま
で
五
十
七
回
（
五
十
八
話
）
に
わ
た
っ
て
執
筆
者
の
名
前
お

よ
び
所
属
小
学
校
名
を
明
記
し
た
う
え
で
連
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
、
そ
の
多
く
は
小
学
校
高
学
年
（
五
年
生
、
六

年
生
）
の
朝
鮮
人
児
童
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
表
記
は
す
べ

て
漢
字
ひ
ら
が
な
交
じ
り
文
で
、
総
ル
ビ
と
な
っ
て
い
る
。
ル

ビ
は
編
輯
段
階
で
振
ら
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
綴
り
方
の
文
章
は
、
日
本
語
能
力
が
日
本
語
母
語

話
者
に
劣
ら
な
い
水
準
の
者
で
な
け
れ
ば
書
け
そ
う
に
も
な
い

も
の
で
あ
り
、
ま
た
用
い
ら
れ
た
漢
字
は
、
相
当
に
日
本
語
が

書
け
る
一
般
人
レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
お

よ
そ
小
学
生
が
綴
っ
た
ま
ま
掲
載
さ
れ
た
文
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　

最
初
に
掲
載
さ
れ
た
綴
り
方
「
神
社
参
拝
」
は
、
そ
れ
ま
で

掲
載
さ
れ
た
類
の
話
と
は
全
く
性
格
を
異
に
し
、
皇
民
化
政
策

を
煽
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
段
階
か
ら
、「
国
語
欄
」
の

編
輯
は
、
植
民
地
統
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
朝
鮮
民
衆
の
間
に
浸

透
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
意
識
的
に
図
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

確
認
さ
れ
た
五
十
七
回
分
の
小
学
生
の
綴
方
の
う
ち
、
皇
国

臣
民
化
や
時
局
絡
み
の
内
容
の
文
は
全
体
の
四
分
の
一
に
当
た

る
十
六
回
の
も
の
に
見
ら
れ
る
。

一
一
七
二
六
（
一
九
四
〇
・
四
・
十
五
）「
国
語
欄
」

神
社
參
拝

和
順
大
□
尋
小
校
［
尋
常
小
学
校
］（
六
男
）［
六
年
男
子
］ 

崔
□
□

　

神
社
の
大
□
で
あ
た
り
を
見
廻
し
た
。
大
人
も
子
供
も
皆
参
拝
に

來
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
神
國
日
本
を
お
い
て
は
、
外
に
見
ら
れ
ぬ
事

だ
。
私
は
つ
く
づ
く
日
本
に
生
れ
た
事
を
有
難
く
思
ふ
様
に
成
つ

た
。
私
は
眼
を
ず
つ
と
下
の
方
に
移
し
た
。
に
ぎ
や
か
な
和
順
の
町

も
一
目
見
ら
れ
る
。
大
小
幾
多
の
建
物
が
軒
を
接
し
て
竝
ん
で
ゐ

る
。
私
は
あ
た
り
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
、
さ
く
さ
く
と
、
玉
砂
利

の
上
を
歩
く
。
折
か
ら
の
朝
も
や
に
囲
ま
れ
、
千
木
が
見
へ
た
り
、

か
く
れ
た
り
す
る
の
も
、
神
社
で
無
く
て
は
見
ら
れ
ぬ
風
情
だ
と
思

つ
た
。

　

や
が
て
私
共
は
拝
殿
の
前
に
立
つ
た
。
此
の
時
は
何
と
も
言
ひ
あ

ら
は
す
事
の
出
來
無
い
實
に
敬
虔
な
氣
持
だ
つ
た
。

　

朝
鮮
を
お
守
り
く
だ
さ
る
天
照
大
神
様
、
明
治
天
皇
様
、
朝
鮮
が



一
七

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

ま
す
ま
す
発
展
し
て
行
き
ま
す
様
に
、
言
葉
に
は
言
は
れ
な
い
が
、

心
の
中
で
は
、
か
う
言
は
ず
に
は
居
ら
れ
無
い
。
私
は
西
行
法
師
の

作
つ
た
歌
を
思
ひ
だ
し
て
、
校
長
先
生
の
な
さ
れ
る
通
り
柏
手
を
打

つ
て
頭
を
下
げ
て
、
黙
禱
し
た
。

　
「
何
事
の
お
は
し
ま
す
か
は
知
ら
ね
ど
も
、
か
た
じ
け
な
さ
に

涙
こ
ぼ
る
る
。」

　

小
学
校
六
年
生
の
朝
鮮
人
児
童
が
書
い
た
も
の
と
は
お
よ
そ

信
じ
が
た
い
「
神
社
参
拝
」
と
い
う
こ
の
綴
り
方
が
掲
載
さ
れ

た
あ
と
に
な
っ
て
か
ら
、
一
九
四
〇
年
四
月
十
八
日
（
一
一
七

二
九
）
の
紙
面
に
「
国
文
綴
方
募
集
」
と
題
し
た
、
次
の
よ
う

な
毎
日
新
報
社
学
芸
部
か
ら
の
案
内
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
一
九
四
〇
年
四
月
二
十
二
日
（
一
一
七
三
三
）
に
も
、

全
く
同
じ
案
内
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
綴
り
方
募
集
案
内

の
掲
載
以
前
に
「
神
社
参
拝
」
の
よ
う
な
文
を
載
せ
た
こ
と
は
、

「
い
い
綴
り
方
」
の
方
向
性
を
暗
示
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

今
ま
で
の
國
語
欄
を
拡
張
し
て
、
こ
れ
か
ら
、
小
學
校
の
皆
様
の

す
ぐ
れ
た
綴
方
を
毎
日
の
せ
て
行
き
ま
す
。
國
語
欄
は
國
語
普
及

に
備
へ
る
の
で
す
か
ら
、
な
る
べ
く
や
さ
し
い
分
か
り
易
い
文
章

を
と
り
ま
す
。
長
短
は
随
意
で
す
が
、
な
る
べ
く
短
い
の
が
よ
く

二
百
字
詰
二
枚
を
適
宜
と
し
ま
す
。
ど
し
ど
し
い
ゝ
綴
方
を
お
送

り
く
だ
さ
い
。（
學
藝
部
）

　

こ
の
案
内
記
事
で
、「
国
語
欄
」
は
「
国
語
普
及
に
備
え
る
」

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。「
国
語
普

及
」
は
単
な
る
日
本
語
そ
れ
自
体
の
普
及
の
み
な
ら
ず
、
む
し

ろ
「
国
語
普
及
」
を
通
じ
て
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
浸
透
さ

せ
、
戦
時
総
動
員
体
制
に
民
衆
を
組
み
込
む
こ
と
を
重
視
し
て

い
た
こ
と
が
、
以
下
の
よ
う
な
「
す
ぐ
れ
た
綴
方
」
を
掲
載
し

て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

一
一
七
四
二
（
一
九
四
〇
・
五
・
一
）「
国
語
欄
」

志
願
兵
の
勇
士
へ

□
□
小 
金
□
□

　

陸
軍
志
願
兵
の
皆
様
方
お
變
り
は
御
座
い
ま
せ
ん
か
。
私
は
元
氣



一
八

で
居
り
ま
す
。
皆
様
方
は
名
譽
あ
る
志
願
兵
と
し
て
何
千
人
の
中
か

ら
選
ば
れ
て
、
お
國
の
爲
に
盡
す
こ
と
が
出
來
る
の
は
、
日
本
國
民

と
し
て
、
こ
の
上
も
な
い
名
譽
で
あ
り
ま
す
。
私
は
新
聞
や
ラ
ヂ
オ

で
、
皆
様
方
の
狀
況
を
良
く
知
つ
て
居
り
ま
す
。

私
も
大
き
く
な
つ
た
ら
、
戰
場
に
出
よ
う
と
思
ひ
ま
す
け
れ
ど
、
女

で
出
る
こ
と
が
出
來
な
い
か
ら
、
愛
國
婦
人
に
な
ら
う
と
思
つ
て
居

り
ま
す
。
さ
や
う
な
ら

一
一
七
七
三
（
一
九
四
〇
・
六
・
一
）「
国
語
欄
」

教
育

黄
海
道
□
明
□
書
堂
（
三
年
）
□
□
□

敎
育
は
、
獨
り
大
日
本
帝
國
だ
け
で
無
く
、
世
界
中
何
れ
の
國
で

も
、
最
も
大
切
が
ら
れ
る
物
で
あ
り
ま
す
。
も
し
わ
が
國
に
敎
育
が

な
い
と
す
れ
ば
、
古
今
に
輝
く
大
日
本
の
歷
史
を
、
知
る
こ
と
も
出

來
な
け
れ
ば
、
話
さ
へ
も
よ
く
出
來
な
い
か
も
分
り
ま
せ
ん
。
我
等

が
、
學
校
や
書
堂
で
べ
ん
き
ゃ
う
し
て
ゐ
る
の
も
、
皆
天
皇
陛
下
の

御
恩
と
思
は
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
昔
に
は
ゆ
め
に
も
思
は
な
か

つ
た
飛
行
機
や
自
動
車
が
今
日
敎
育
の
力
に
よ
つ
て
發
明
す
る
こ
と

が
出
來
た
の
を
見
て
も
、
敎
育
は
「
此
の
上
も
な
い
寶
物
だ
」
と
思

ひ
ま
す
。

一
一
七
七
六
（
一
九
四
〇
・
六
・
四
）「
国
語
欄
」

報
恩
感
謝

□
南
通
二
□
□
□
小
校
（
六
年
）
金
東
明

私
共
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
、
君
の
恩
、
親
の
恩
、
師
の
恩
、
そ

の
他
社
會
の
恩
、
又
は
自
然
の
恩
を
受
け
て
ゐ
ま
す
。
今
私
達
が
平

和
に
暮
せ
る
の
は
、
皆
ひ
と
へ
に
、
天
皇
陛
下
の
御み

い

つ
稜
威
と
、
あ
ら

ゆ
る
辛
苦
と
戰
ひ
な
が
ら
東
洋
永
遠
の
平
和
の
為
に
、
ひ
い
て
は
世

界
平
和
の
為
に
、
將
兵
が
、
よ
く
奮
闘
し
て
下
さ
る
お
蔭
で
ご
ざ
い

ま
す
。（
續
）

一
一
七
七
八
（
一
九
四
〇
・
六
・
六
）「
国
語
欄
」

報
恩
感
謝

□
南
通
二
□
□
□
小
校
（
六
年
）
金
東
明

私
達
は
、
共
に
將
來
立
派
な
人
間
に
な
つ
て
、
國
民
を
赤
子
の
や
う

に
、
お
思
ひ
下
さ
る
大
君
の
御
恩
に
む
く
ゐ
、
又
自
分
の
子
の
爲
に



一
九

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

は
、
汗
と
血
と
に
ま
み
れ
な
が
ら
、
働
い
て
下
さ
る
親
の
恩
、
又
弟

子
の
為
に
は
、
夜
も
ろ
く
〳
〵
眠
れ
ず
に
、
私
達
を
敎
へ
て
下
さ
る

師
の
恩
や
、
夜
の
寒
い
日
に
も
暖
か
く
勉
强
出
來
る
火
の
有
難
さ
、

又
夏
の
暑
い
日
、
の
ど
を
う
る
ほ
し
て
く
れ
る
有
難
い
水
等
の
自
然

の
恩
を
受
け
て
、
日
々
に
伸
び
行
く
の
で
あ
り
ま
す
。（
續
く
）

一
一
七
七
九
（
一
九
四
〇
・
六
・
七
）「
国
語
欄
」

報
恩
感
謝

□
南
通
二
□
□
□
小
校
（
六
年
）
金
東
明

こ
れ
ら
の
有
難
い
恩
を
忘
れ
ず
に
此
の
恩
に
報
ゐ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思

ひ
ま
す
。
私
共
は
榮
あ
る
三
千
年
の
永
い
歷
史
に
飾
ら
れ
て
ゐ
る
大

日
本
帝
國
の
臣
民
と
し
て
恥
ぢ
ざ
る
行
ひ
を
し
、
報
恩
感
謝
の
美
風

が
わ
が
國
に
溢
る
や
う
に
。
何
時
も
□
け
て
居
り
ま
す
。（
お
は
り
）

一
一
八
一
八
（
一
九
四
〇
・
七
・
十
六
）「
国
語
欄
」

節
約

□
□
□
州
明
□
□
□
□　

白
川
□
□

今
の
時
代
は
、
節
約
時
代
で
す
か
ら
。
私
達
は
な
る
べ
く
節
約
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
達
が
節
約
す
る
の
は
、
國
民
の
義
務
と
し

て
、
も
つ
と
も
大
切
な
事
で
す
か
ら
、
節
約
す
る
の
は
、
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
私
達
は
或
日
、
先
生
に
次
の
や
う
な
話
を
聞
き
ま
し

た
。
兵
隊
さ
ん
は
煙
草
一
本
で
も
お
互
ひ
に
分
け
て
吸
ふ
こ
と
を
考

へ
れ
ば
私
共
は
仕
事
も
節
約
し
な
い
で
を
ら
れ
な
い
、
と
。
そ
の
こ

と
を
き
ゝ
な
が
ら
、
目
に
涙
が
出
る
程
の
感
激
を
受
け
ま
し
た
。
私

達
は
節
約
し
て
御
國
の
為
に
つ
く
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
ひ
ま
す
。

一
一
八
二
六
（
一
九
四
〇
・
七
・
二
四
）「
国
語
欄
」

愛
國
貯
金

□
田
公
立
尋
小
校
（
二
年
）
金
□
姫

　

支
那
じ
へ
ん
は
又
つ
ゞ
い
て
ゐ
ま
す
。
こ
と
し
は
う
れ
し
い
紀
元

二
千
六
百
年
で
ご
ざ
い
ま
す
。
我
が
皇
軍
は
强
く
戰
つ
て
ゐ
る
で
し

よ
う
。
し
か
し
我
が
少
國
民
が
も
つ
と
も
銃
後
を
ま
も
ら
な
け
れ
ば

早
く
じ
へ
ん
は
か
た
つ
か
な
い
で
し
よ
う
。
こ
の
銃
後
を
よ
く
ま
も

る
に
は
儉
約
が
大
切
で
あ
る
と
校
長
先
生
が
朝
會
に
は
な
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
で
私
は
學
習
帳
や
鉛
筆
や
學
用
品
み
ん
な
を
せ
つ
や
く
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
さ
う
し
て
お
と
う
さ
ん
か
ら
毎
月
七
〇
錢
づ



二
〇

つ
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
七
〇
錢
か
ら
授
業
料
と
學
用
品

ぜ
ん
ぶ
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
が
、
私
は
其
の
中
か
ら
せ
つ
や
く

し
て
毎
月
二
〇
錢
づ
つ
愛
國
貯
金
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の

貯
金
が
だ
ん
だ
ん
ふ
え
て
ゐ
る
と
う
れ
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
友

だ
ち
が
飴
を
か
つ
て
た
べ
る
の
を
見
る
と
、
私
も
た
べ
た
が
つ
て
、

一
し
ょ
に
買
つ
て
む
だ
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
貯
金

を
は
じ
め
て
か
ら
は
一
錢
で
も
あ
ま
つ
た
ら
す
ぐ
貯
金
と
思
つ
て
、

飴
を
買
つ
て
く
ふ
な
ど
の
や
う
な
む
だ
つ
か
い
を
し
た
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
先
生
か
ら
も
た
び
〳
〵
ほ
め
ら
れ
て
ゐ
ま
す
。

一
一
八
二
八
（
一
九
四
〇
・
七
・
二
六
）「
国
語
欄
」

一
錢
の
力

□
田
公
立
尋
常
小
學
校 

李
鳳
求

我
が
日
本
は
今
新
東
亞
建
設
、
朗
ら
か
な
明
る
い
ア
ジ
ヤ
を
作
る
と

い
ふ
大
き
な
仕
事
の
た
め
澤
山
な
お
金
と
物
が
要
る
時
で
あ
り
ま

す
。
タ
ン
ク
を
動
か
し
、
大
砲
を
う
ち
、
軍
艦
を
作
り
飛
行
機
を
と

ば
せ
る
の
に
も
澤
山
な
お
金
が
な
け
れ
ば
出
來
な
い
こ
と
で
あ
り
、

又
い
ろ
〳
〵
な
産
業
を
盛
に
し
て
行
く
た
め
に
も
多
く
の
お
金
と
物

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
此
の
お
金
と
物
は
い
く
ら
入
ら
う
と
私
共
日

本
人
が
作
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
よ
つ
て
一
枚
の
紙
一
錢

の
お
金
で
も
决
し
て
無
駄
に
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。「
た
つ
た
一
錢

が
」
と
い
つ
て
か
ろ
ん
ず
る
人
は
一
錢
の
力
を
し
ら
な
い
者
と
い
は

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
時
の
「
国
語
欄
」
に
は
こ
の
よ
う
な
戦
時
体
制
や
天
皇
制

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
へ
の
従
属
を
煽
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
次

の
よ
う
な
素
朴
な
日
常
生
活
を
描
い
た
綴
り
方
も
多
数
掲
載
さ

れ
て
い
た
。

一
一
七
六
一
（
一
九
四
〇
・
五
・
二
十
）「
国
語
欄
」

鶏（
四
年
）
趙
東
□

小
屋
の
中
で
雌
鶏
の
鳴
き
聲
が
、
さ
わ
が
し
く
聞
え
る
。
父
は
「
今

卵
を
産
む
の
だ
」
と
お
つ
し
ゃ
つ
た
。
暫
く
た
つ
て
行
つ
て
見
る

と
、
成
程
箱
の
中
に
真
白
な
卵
が
さ
も
温
か
さ
う
に
横
は
つ
て
ゐ

た
。
私
の
家
に
來
て
か
ら
か
れ
こ
れ
十
一
程
産
ん
だ
。
雌
鶏
が
五
羽



二
一

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

雄
鶏
一
羽
、
一
間
四
方
に
仕
切
つ
た
中
に
、
さ
わ
ぎ
な
が
ら
□
ま
つ

て
ゐ
る
、
雌
鶏
は
、
茶
の
コ
ー
チ
ン
で
、
雄
鶏
は
白
の
レ
グ
ホ
ン
で

あ
る
。
今
年
の
五
月
頃
か
ら
六
月
頃
に
か
け
て
、
□
を
孵
化
す
る
ん

だ
さ
う
で
す
。
雌
鶏
は
、
雪
の
未
だ
振
ら
な
い
十
二
月
始
め
頃
に
川

の
□
か
ら
五
羽
、
籠
に
入
れ
て
送
つ
て
來
た
の
で
す
。

一
一
八
一
三
（
一
九
四
〇
・
七
・
十
一
）「
国
語
欄
」

生
意
氣
な
鼠

□
松
尋
小
校 

洪
性
□

此
の
頃
毎
晩
の
や
う
に
、
台
所
で
かマ

マ

だ
か
だ
す
る
音
が
聞
え
て
來

る
。
一
昨
晩 

兄
さ
ん
が
、
僕
に
あ
の
鼠
を
取
ら
う
と
言
つ
た
の
で
、

僕
は
「
よ
し
」
と
言
ふ
が
早
い
か
、
ほ
う
き
を
取
り
出
し
、
兄
さ
ん

は
は
た
き
を
持
つ
て
台
所
に
下
り
た
。
兄
さ
ん
は
は
た
き
で
、
板
を

た
ゝ
き
な
が
ら
探
し
た
が
、
見
つ
か
ら
な
い
の
で
、
ふ
と
□
□
の
す

み
の
方
を
見
る
と
、
鼠
が
小
さ
く
な
つ
て
ち
ゞ
こ
ま
つ
て
う
ぃ
る
。

僕
は
ほ
う
き
で
な
ぐ
ら
う
と
す
る
と
、
何
時
の
間
に
か
棚
の
上
に
上

つ
て
し
ま
つ
た
。（
續
）

一
一
八
一
五
（
一
九
四
〇
・
七
・
十
三 

生
意
氣
な
鼠
（
下
）「
国
語

欄
」

生
意
氣
な
鼠
（
下
）

□
松
尋
小
校 

洪
性
□

や
が
て
鼠
は
棚
の
上
で
辧
當
箱
や
皿
な
ど
を
、
落
し
た
り
わ
つ
た
り

し
て
あ
ば
れ
だ
し
た
。
僕
は
此
れ
を
見
て
し
ゃ
く
に
さ
わ
る
の
で
、

「
し
ゆ
つ
〳
〵
」
と
言
つ
て
追
ひ
ま
く
つ
た
。
す
る
と
間
も
な
く
板

の
上
に
下
り
て
來
た
の
を
ほ
う
き
で
た
ゝ
か
う
と
し
た
ら
｜
す
ば
し

こ
く
又
棚
の
上
に
上
つ
た
り
下
り
た
り
す
る
中
に
、
鼠
は
と
う
〳
〵

兄
さ
ん
の
は
た
き
に
う
た
れ
て
足
を
ふ
る
へ
な
が
ら
死
ん
で
し
ま
つ

た‖

）
（（
（

　

そ
れ
を
見
る
と
何
だ
か
か
は
い
さ
う
な
氣
が
し
た
。（
お
は

り
）

　

小
学
生
の
綴
り
方
の
連
載
は
、
一
九
四
〇
年
八
月
十
二
日

（
一
一
八
四
五
）
の
「
学
校
が
始
ま
る
ま
で
」
で
終
わ
り
、
そ
の

後
「
国
語
欄
」
は
約
二
カ
月
間
掲
載
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
一
九

四
〇
年
十
月
十
日
（
一
一
九
〇
四
）
よ
り
、
新
た
な
装
い
で
再

度
掲
載
さ
れ
始
め
た
。



二
二

三
．「
国
語
欄
」
の
「
国
語
講
座
」

一
一
九
〇
四
（
一
九
四
〇
・
十
・
十
）
～
一
二
一
七
六
（
一
九
四

一
・
七
・
十
二
）　

　

一
九
四
〇
年
十
月
十
日
（
一
一
九
〇
四
）
か
ら
「
国
語
欄
」

は
再
度
掲
載
さ
れ
始
め
る
が
、
一
九
四
〇
年
八
月
十
二
日
（
一

一
八
四
五
）
ま
で
の
「
国
語
欄
」
に
比
し
て
、
掲
載
ス
ペ
ー
ス

を
拡
大
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
は
ベ
タ
組
で
主
に
笑
い
話
や
小

学
生
の
綴
り
方
を
掲
載
す
る
だ
け
だ
っ
た
が
、
こ
の
時
点
か
ら

「
国
語
欄
」
は
毎
回
一
段
あ
た
り
一
五
行
か
ら
二
〇
行
（
一
行
当

た
り
一
五
文
字
）
で
、
五
段
か
ら
六
段
の
紙
面
を
割
く
よ
う
に

な
り
、
各
回
複
数
の
記
事
を
載
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
、

「
毎
日
新
報
」
の
紙
面
の
サ
イ
ズ
は
下
段
広
告
の
ス
ペ
ー
ス
も
含

め
る
と
、
一
〇
五
行
一
五
段
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
第
四
面
の

五
％
弱
か
ら
八
％
弱
の
ス
ペ
ー
ス
が
割
か
れ
て
い
た
計
算
に
な

る
。

　
「
国
語
欄
」
で
は
、
日
本
語
の
文
字
の
ポ
イ
ン
ト
は
朝
鮮
語
の

文
字
よ
り
一
段
階
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
読
み
や
す
く
な
っ
て

い
る
点
は
従
来
通
り
で
あ
る
。

　

こ
の
時
か
ら
「
国
語
欄
」
に
お
い
て
「
国
語
講
座
」
の
連
載

を
始
め
る
と
と
も
に
、
同
時
に
毎
号
、
日
中
戦
争
な
ど
の
時
事

問
題
を
扱
っ
た
記
事
を
一
本
ず
つ
掲
載
し
始
め
た
。
こ
れ
ら
の

記
事
は
タ
イ
ト
ル
以
外
の
ほ
と
ん
ど
の
漢
字
に
は
ル
ビ
が
ふ
ら

れ
て
お
り
、
次
に
紹
介
す
る
記
事
の
よ
う
に
、
そ
の
文
体
や
使

用
語
彙
は
一
般
の
日
本
語
の
新
聞
記
事
と
変
わ
ら
な
い
水
準
の

も
の
で
あ
る
。

一
一
九
一
〇
（
一
九
四
〇
・
十
・
十
六
）　

わ
れ
等
も
戰
士
｜
力
を
出
し
切
ら
う
｜
劃
期
的
な
國
民
總
力
運
動

　

總そ
う
と
く
ふ

督
府
で
は
非ひ

じ
ょ
う常
時
局き

よ
くに
處し

よ

し
て
の
覺か

く
ご悟
を
新
た
に
し
國こ

く
み
ん
ぜ
ん
ぶ

民
全
部

の
有あ

り

つ
た
け
の
力ち

か
ら
を
遺い

か
ん憾
な
く
発は

っ
き揮
さ
せ
る
た
め
に
朝て

う
せ
ん鮮
の

國こ
く
み
ん
そ
し
き
し
ん
た
い
せ
い

民
組
織
新
體
制
に
つ
い
て
前ぜ

ん
し
ゅ
う週か

ら
屡し

ば

々
局

き
よ
く
ち
よ
う長

會
議ぎ

を
重か

さ

ね
て

來
ま
し
た
が
今
度
漸よ

う
やく

そ
の
成せ

い
あ
ん案

を
得え

ま
し
た
の
で
來
る
十
六
日
に

臨り
ん

時
道
知ち

事
會
議ぎ

を
開
催さ

い

し
正
式し

き

に
こ
れ
を
發は

つ
ぺ
う表
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

朝て
う
せ
ん
こ
く

鮮
國
民み

ん

組そ
し
き織

の
新
體た

い

制せ
い

は
こ
れ
を
國

こ
く
み
ん
そ
う
り
よ
く

民
總
力
運う

ん
ど
う動

と
名な

づ付
け
ま



二
三

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

す
。
目め

ざ指
す
と
こ
ろ
と
こ
ろ
は
、
わ
が
國こ

く
た
い體
の
本ほ

ん
ぎ義
に
基も

と
づい
て
内な

い
せ
ん鮮

一
體た

い

の
實じ

つ

を
擧あ

げ
、
各か

く
じ
ん人
が
自
分
の
受
け
持
つ
て
ゐ
る
仕し

事
を
通つ

う

じ

て
滅め

つ

私し

奉ほ
う
こ
う公

の
誠ま

こ
とを

い
た
し
、
以も

つ

て
國こ

く

防ぼ
う

國こ
く

家
體た

い
せ
い制

を
完か

ん
せ
い成

せ
し

め
、
東
亞
新
秩ち

つ
じ
よ序

の
建け

ん
せ
つ設

へ
邁ま

い
し
ん進

せ
し
め
る
に
あ
る
の
で
す
。

　

南
總そ

う
と
く督
閣
下
が
總そ

う
さ
い裁
と
な
り
、
そ
の
指し

き揮
下
に
國こ

く

民み
ん

精せ
い

神し
ん

總そ
う

動ど
う
い
ん員

運う
ん
ど
う動
や
農の

う

村
振し

ん
こ
う興
運う

ん
ど
う動
等
と
密み

つ
せ
つ接
に
結む

す

び
つ
い
て
物
心し

ん

兩り
よ
う

方ほ
う
め
ん面
の

運う
ん
ど
う動

を
益ま

す

々
力ち

か
ら
づ
よ强い

も
の
と
し
て
、
國こ

く

民み
ん

の
全ぜ

ん
ぶ部

の
力ち

か
らを

惜お
し

み
な
く

出
し
き
ら
う
と
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

若
干
の
例
外
を
除
き
、
こ
の
時
期
の
「
国
語
欄
」
の
紙
面
は

「
国
語
講
座
」
と
、
一
般
記
事
か
ら
構
成
さ
れ
、
一
般
記
事
は
復

刻
版
で
は
一
九
四
〇
年
十
月
十
日
（
一
一
九
〇
四
）
か
ら
一
九

四
一
年
七
月
十
二
日
（
一
二
一
七
六
）
ま
で
二
百
二
十
二
本
の

記
事
が
確
認
で
き
る
。
一
般
記
事
の
約
三
分
の
一
は
戦
勝
気
分

に
酔
わ
せ
る
日
中
戦
争
絡
み
の
話
題
、
三
分
の
一
は
枢
軸
国
と

連
合
国
と
の
戦
争
絡
み
の
話
題
を
テ
ー
マ
と
し
た
文
と
な
っ
て

い
る
。

　

一
方
、「
国
語
講
座
」
で
は
「
一
、
二
、
三
」
な
ど
の
漢
語
数

詞
や
「
金
」、「
李
貞
子
」
な
ど
の
姓
名
な
ど
、
ご
く
少
数
の
漢

字
以
外
は
総
て
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
さ
れ
た
デ
ス
・
マ
ス
体
の
文

と
な
っ
て
お
り
、
ま
ず
カ
タ
カ
ナ
で
日
本
語
を
学
ぶ
小
学
校
低

学
年
ま
で
も
読
者
対
象
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
日
本
語
に
朝
鮮
語
の
対
訳
が
付
さ
れ
て
い

る
。
朝
鮮
語
の
活
字
は
日
本
語
の
活
字
よ
り
小
さ
く
な
っ
て
お

り
、
日
本
語
本
文
を
主
と
す
る
位
置
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

当
時
、「
内
鮮
一
体
化
」
を
口
実
に
し
た
第
三
次
教
育
令
の
施

行
（
一
九
三
八
年
）
に
し
た
が
い
、
学
校
教
育
で
朝
鮮
語
教
科

が
廃
止
さ
れ
て
い
っ
た
当
時
、
朝
鮮
人
学
童
た
ち
は
学
校
で
朝

鮮
語
の
読
み
書
き
を
学
ぶ
機
会
を
剥
奪
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
「
国
語
講
座
」
の
朝
鮮
語
対
訳
文
は
、「
国
語
欄
」

を
通
じ
た
「
国
語
」
学
習
の
過
程
で
、
使
い
よ
う
に
よ
っ
て
は

朝
鮮
語
の
読
み
書
き
能
力
を
も
高
め
る
こ
と
に
寄
与
す
る
も
の

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。「
国
語
講
座
」
の
紙
面
づ
く
り
を
担
当
し
て

い
た
「
毎
日
新
報
」
編
集
部
ス
タ
ッ
フ
が
こ
の
こ
と
を
認
識
し

て
い
な
か
っ
た
は
ず
は
な
く
、
む
し
ろ
「
国
語
普
及
」
を
目
的

と
し
た
欄
で
は
あ
る
が
、
日
・
朝
対
訳
文
を
も
と
に
、
朝
鮮
語



二
四

読
読
み
書
き
能
力
の
向
上
を
も
期
待
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

同
じ
く
毎
日
新
報
社
が
朝
鮮
人
読
者
向
け
に
発
行
し
て
い
た

週
刊
の
日
本
語
新
聞
「
国
民
新
報
」（
一
九
三
九
年
四
月
三
日
創

刊
、
毎
日
曜
日
発
行
）
で
は
、「
国
語
全
解
・
国
語
常
用
運
動
」

の
要
請
を
受
け
、
一
九
四
二
年
六
月
七
日
（
第
百
六
十
五
号
）

か
ら
、
二
面
分
を
割
い
て
「
こ
く
ご
は
や
わ
か
り
」
と
い
う
紙

面
を
作
り
始
め
た
。
同
年
七
月
五
日
（
第
百
六
十
九
号
）
か
ら

は
「
国
語
工
夫
室
」（「
国
語
勉
強
室
」
の
意
）
と
紙
面
の
タ
イ

ト
ル
が
変
わ
り
、
同
年
七
月
十
二
日
付
け
「
国
語
工
夫
室
」
面

に
は
「
国
語
を
お
ぼ
え
る
た
め
に
は
」
と
い
う
掲
載
文
で
、
次

の
よ
う
に
、「
諺
文
」（
朝
鮮
文
字
）
も
同
時
に
学
ぶ
こ
と
を
推

奨
し
て
い
た
。

　

國こ
く
ご語
を 

お
ぼ
え
る 

に
は 

ど
う
し
て
も
「
ひ
ら
が
な
」
と
「
カ

タ
カ
ナ
」
と
こ
の
二
つ
の 

文も

じ字
を 

な
ら
は
な
く
て
は 

な
り
ま
せ

ん
。

　

ア　

イ　

ウ　

エ　

オ

　

아　

이　

우　

에　

오

　

あ　

い　

う　

え　

お

　

こ
れ
は 

二
と
ほ
り 

こ
こ
に 

表へ
う

に
し
て 

あ
り
ま
す
か
ら 

諺お
ん
も
ん文

と 

あ
は
せ
て 

べ
ん
き
ゃ
う
し
て 

く
だ
さ
い 

こ
の 

“
あ
い
う
え
お
”

と
“
ア
イ
ウ
エ
オ
”
は 

諺お
ん
も
ん文

の 

“
아
야
어
여
오
요
”
と 

お
な
じ
も

の
で 

こ
れ
は 

五
十
一
字
づ
つ 

あ
は
せ
て 

百
二
字 

あ
り
ま
す 

こ

れ
さ
へ 

お
ぼ
え
れ
ば 

國
語
も 

さ
う 

む
づ
か
し
い 

も
の
で
は 

あ

り
ま
せ
ん
。

　

朝
鮮
総
督
府
治
政
下
の
学
校
教
育
で
は
、「
国
語
」
科
は
直
接

教
授
法
に
依
る
も
の
と
さ
れ
、「
国
語
」
教
科
書
に
朝
鮮
語
対
訳

は
載
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
毎
日
新
報
の
「
国
語
」

欄
は
こ
の
壁
を
突
き
破
っ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　

解
放
後
、
日
本
語
版
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
「
京
城
日
報
」
社

か
ら
日
本
人
従
業
員
が
十
月
末
を
も
っ
て
排
除
さ
れ
た
直
後
の

十
一
月
二
日
号
に
、「
朝
鮮
人
従
業
員
一
同
」
の
署
名
入
り
で

「
謹
告
」
と
い
う
一
文
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
こ
に



二
五

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

は
か
つ
て
植
民
地
統
治
に
協
力
し
て
き
た
紙
面
づ
く
り
に
対
す

る
慙
愧
の
思
い
が
、
次
の
よ
う
に
綴
ら
れ
て
い
る
。

八
月
十
五
日
を
契
機
と
し
て
、
朝
鮮
内
の
凡
ゆ
る
も
の
は
我
等
に

戻
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
線
に
沿
っ
て
「
京
城
日
報
」
も
今
日
を
以

て
我
等
の
手
に
帰
し
た
が
、
我
等
は
そ
の
何
と
遅
か
り
し
を
□
つ

の
み
で
あ
る
。
偖さ

て
「
京
城
日
報
」
が
過
ぐ
る
四
十
年
間
の
長
き

に
亘わ

た

っ
て
歩
ん
で
来
た
途
程
に
就
て
は
、
我
等
朝
鮮
同
胞
と
し
て

許
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
の
多
々
あ
る
は
否
み
難
い
。
仍よ

つ
て
、
い

く
ら
か
な
り
と
も
職
を
奉
じ
て
ゐ
た
我
等
と
し
て
は
、
圧
力
に
強

い
ら
れ
て
動
い
て
来
た
と
は
い
へ
、
其
の
責
に
悶
え
て
ゐ
る
の
で

あ
る
。

　

朝
鮮
総
督
府
の
機
関
紙
編
輯
と
い
う
「
朝
鮮
同
胞
と
し
て
許

す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
」
に
た
ず
さ
わ
っ
た
「
京
城
日
報
」
従
業

員
の
負
い
目
は
、
こ
の
時
に
始
ま
っ
た
も
の
で
も
な
か
っ
た
だ

ろ
う
し
、「
毎
日
新
報
」
従
業
員
も
同
じ
思
い
で
あ
っ
た
だ
ろ

う
。
朝
鮮
語
科
目
が
学
校
教
育
か
ら
完
全
に
一
掃
さ
れ
た
時
代
、

更
に
「
国
語
普
及
」
の
た
め
の
「
国
語
」
欄
に
「
毎
日
新
報
」

の
紙
面
が
割
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
日
本
語
も
朝
鮮
語
も

い
ず
れ
も
読
め
な
い
非
識
字
者
が
朝
鮮
民
衆
の
過
半
数
を
は
る

か
に
越
え
て
い
た
状
況
で
、「
国
語
欄
」
の
朝
鮮
語
対
訳
文
の
方

に
む
し
ろ
注
目
し
て
学
習
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
編
集
者

た
ち
が
抱
い
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
語
本
文
中
で
、
漢
字
で
表
記
さ
れ
た
姓
名

は
、
そ
の
朝
鮮
語
対
訳
文
で
は
下
に
示
す
よ
う
に
朝
鮮
漢
字
音

を
ハ
ン
グ
ル
表
記
し
た
場
合
と
漢
字
で
表
記
し
た
場
合
が
混
在

し
て
い
る
。
こ
の
朝
鮮
語
対
訳
文
は
完
全
な
ハ
ン
グ
ル
専
用
文

で
書
か
れ
て
い
る
の
に
、
た
だ
姓
名
だ
け
漢
字
で
書
か
れ
て
い

る
の
は
意
図
的
で
す
ら
あ
る
。
次
の
リ
ス
ト
で
矢
印
の
上
は
日

本
語
文
、
矢
印
の
下
は
対
訳
朝
鮮
語
文
に
お
け
る
文
字
表
記
で

あ
る
。

金
サ
ン
→
김
선
생
（
一
九
四
〇
年
十
月
二
十
三
日
）、
李
→
李

（
同
上
）、
金
サ
ン
→
金
선
생
（
同
上
）、
金
→
김
（
同
年
十
月
二

十
四
日
）、
金
サ
ン
→
김
선
생
（
十
月
二
十
五
日
）、
李
→
李
（
十



二
六

月
二
十
五
日
）、
李
貞
子
→
李
貞
子
（
十
一
月
十
五
日
）、
昌
植

→
창
식
이
（
十
二
月
九
日
）

　

一
九
四
二
年
以
後
に
な
る
と
、
創
氏
改
名
さ
れ
た
名
前
は

「
国
語
読
み
」（
日
本
漢
字
音
で
読
ん
だ
り
、
話
し
た
り
す
る
こ

と
）
が
露
骨
に
強
要
さ
れ
た
が）

（（
（

、
一
九
四
〇
年
の
時
点
で
も
こ

う
し
た
「
国
語
読
み
」
の
圧
力
が
か
か
っ
て
お
り
、
こ
の
「
国

語
講
座
」
の
執
筆
者
が
躊
躇
し
な
が
ら
も
こ
う
し
た
圧
力
に
抵

抗
す
る
様
子
を
こ
こ
か
ら
読
み
取
る
の
は
、
読
み
す
ぎ
で
あ
ろ

う
か）

（（
（

。

　
「
国
語
講
座
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
日
本
語
文
は
、
日
常
生
活

を
場
面
に
し
た
話
題
を
も
と
に
し
た
話
し
こ
と
ば
の
文
体
に
な

っ
て
い
る
が
、
最
初
の
一
九
四
〇
年
十
月
十
日
（
一
一
九
〇
四
）

か
ら
一
九
四
〇
年
十
月
十
五
日
（
一
一
九
〇
九
）
ま
で
の
五
回

は
対
話
文
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
「
数
、
曜
日
、
年

月
日
、
台
所
用
具
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　

以
下
、「
国
語
講
座
」
の
第
一
回
目
と
二
回
目
だ
け
紹
介
す

る
。

一
一
九
〇
四
（
一
九
四
〇
・
十
・
十
）「
国
語
欄
」
の
「
国
語
講
座
」

カ
ズ
［
数
］

ミ
ナ
サ
ン 

カ
ズ
ヲ
カ
ゾ
ヘ
マ
セ
ウ

　

여
러
분 

수
효
를 

세
이
십
시
다

一 

二 

三 

四 

五 

六 

七 

八 

九 

十

ヒ
ト
ツ 

フ
タ
ツ 

ミ
ッ
ツ 

ヨ
ッ
ツ 

イ
ツ
ツ 

ム
ッ
ツ 

ナ
ナ
ツ 

ヤ
ッ

ツ 

コ
コ
ノ
ツ 

ト
ウ

　

하
나 

둘 

셋 

넷 

다
섯 

여
섯 

일
곱 

여
덜 

아
홉 

열

イ
チ
マ
イ 

한 

장 

イ
チ
ジ
ョ
ウ
［
一
畳
］ 

일 

조 

イ
ッ
ポ
ン 

한
자

루 

イ
ッ
サ
ツ 

한 

권 

ヒ
ト
ビ
ン 

한 

병 

イ
チ
ダ
イ 

일 

대 

イ
ッ

カ
イ
［
一
階
］ 

한 

층 

イ
ッ
コ 

한 

개 

イ
ッ
ソ
ク 

한
켜
레

ヨ
ウ
ビ
［
曜
日
］

日
ヨ
ウ
ビ
ハ 

ヤ
ス
ム
日
デ 

ゴ
ザ
イ
マ
ス

　

일
요
일
은 

쉬
는 

날
입
니
다

月
ヨ
ウ
ビ
ニ
ハ 
ガ
ク
コ
ウ
ヘ 

ユ
キ
マ
ス



二
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朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

　

월
요
일
에
는 

학
교
에 

갑
니
다

火
ヨ
ウ
ビ
ハ 

ワ
タ
ク
シ
ノ 

オ
ソ
ウ
ジ
ノ 

ヒ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス

　

화
요
일
은 

저
의 

소
제
하
는 

날
입
니
다

水
ヨ
ウ
ビ
ハ 
五
ジ 

カ
ン
ノ
日
デ 

ハ
ヤ
ク 

カ
ヘ
リ
マ
ス

　

수
요
일
은 

다
섯
시
간 

이
니
까 

일
직 

도
라
갑
니
다

木
ヨ
ウ
ビ 

ニ
ハ 

オ
バ
ア
サ
ン
ノ 

ト
コ
ロ
ヘ 

イ
ツ
テ 

マ
イ
リ
マ

ス
　

목
요
일
에
은 

할
머
니
한
테 
갓
다
옵
니
다

金
ヨ
ウ
ビ
ハ 

イ
チ
バ
ン 

タ
ノ
シ
ウ
ゴ
ザ
イ
マ
ス

　

금
요
일
은 

제
일 

질
겁
습
니
다

ナ
ゼ
デ
ス
カ

　

무
엇
때
문
입
니
까

土
ヨ
ウ
ビ
ト 

ニ
チ
ヨ
ウ
ビ
ガ 

ツ
ヅ
イ
テ 

キ
マ
ス
カ
ラ

　

토
요
일
과 

일
요
일
은 

계
속
해
서 

오
니
까
요

土
ヨ
ウ
ビ
ハ 

オ
フ
ロ
ヘ 

ハ
イ
ッ
テ 

ア
タ
ラ
シ
イ
モ
ノ
ニ 

キ
カ
ヘ

マ
ス
。
ソ
シ
テ 

バ
ン
ゴ
ハ
ン
ハ 

ト
テ
モ 

ゴ
チ
ソ
ウ
ガ 

デ
マ
ス

토
요
일
에
는 

목
욕
을
하
고 

새
옷
을 

가
라
입
습
니
다
。
그
리
고 

저
녁
에
는 

만
수
성
찬
이 

나
옵
니
다

　
「
国
語
講
座
」
の
初
回
に
掲
載
さ
れ
た
「
ヨ
ウ
ビ
」
は
小
学
生

の
一
週
間
の
生
活
を
描
い
た
も
の
で
、
学
童
を
読
者
対
象
と
見

な
し
て
い
る
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
前
に
掲

載
さ
れ
て
い
た
綴
り
方
に
く
ら
べ
、「
国
語
」
の
初
歩
的
な
学
習

に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
。「
ヨ
ウ
ビ
」
の
あ
と
は
、
日
常
卑
近

な
話
題
の
会
話
文
体
の
文
（
対
話
文
で
は
な
い
）
で
“
ツ
キ

【
月
】、
ヒ
【
日
】、
と
し
【
年
】”
な
ど）

（（
（

が
一
九
四
〇
年
十
月
十

五
日
（
一
一
九
〇
九
）
ま
で
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
一
九
四
〇
年
十
月
十
六
日
（
一
一
九
一
〇
）
か
ら

は
対
話
文
に
な
っ
て
お
り
、「
電
車
、
天
気
、
掃
除
、
火
鉢
、
朝

の
暮
ら
し
、
電
話
、
他
家
へ
の
訪
問
、
来
客
、
お
悔
み
、
誕
生
」

な
ど
、
日
常
生
活
の
卑
近
な
場
面
を
設
定
し
た
対
話
文
が
一
九

四
〇
年
十
一
月
二
十
日
（
一
一
九
四
四
）
ま
で
二
十
九
回
に
わ

た
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
一
一
九
二
五
（
一
九
四
〇
・

十
一
・
一
）
ま
で
は
、
対
話
文
の
タ
イ
ト
ル
に
は
朝
鮮
語
訳
が

付
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
一
九
二
八
（
一
九
四
〇
・
十
一
・
四
）

か
ら
は
「
フ
ネ
【
배
】」
の
よ
う
に
対
話
文
の
タ
イ
ト
ル
に
ま
で

朝
鮮
語
訳
が
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。



二
八

　
「
国
語
講
座
」
初
回
の
一
九
四
〇
年
十
月
十
日
（
一
一
九
〇

四
）
か
ら
一
九
四
〇
年
十
一
月
二
十
一
日
（
一
一
九
四
四
）
ま

で
の
三
十
四
回
の
中
で
は
、
次
の
「
シ
ン
ブ
ン
」
と
い
う
文
で

時
局
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

一
一
九
三
三
（
一
九
四
〇
・
一
一
・
九
）「
国
語
講
座
」

シ
ン
ブ
ン
［
新
聞
］

コ
ノ
ゴ
ロ
ノ
シ
ン
ブ
ン
ハ 

セ
ン
ソ
ウ
ノ 

コ
ト
デ 

イ
ッ
パ
イ
デ 

ゴ

ザ
イ
マ
ス
ネ

ナ
ニ
シ
ロ 

ヒ
ジ
ョ
ウ 

ジ 

デ
ス
カ
ラ

ケ
サ
ノ 

テ
ウ
カ
ン
ヲ 

ゴ
ラ
ン
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
カ

イ
ヽ
ヘ 

マ
ダ 

ミ
マ
セ
ン
ガ

キ
ノ
フ
ノ 

ゴ
ウ
グ
ヮ
イ
デ 

ナ
イ
カ
ク
ノ 

ソ
ウ
ジ
シ
ョ
ク
ガ 
ハ
ウ

ゼ 

ラ
レ
タ
デ
セ
ウ 

ア
ノ
コ
ト
ガ 

ク
ワ
シ
ク 

デ
テ 

ヰ
マ
シ
タ 
ユ

ウ
カ
ン 

ニ
モ 

デ
ル
デ
セ
ウ

コ
ノ 

ゴ
ロ
ノ 

シ
ャ
カ
イ
メ
ン
ハ 

ヒ
ジ
ャ
ウ
ニ 

オ
モ
シ
ロ
イ
デ
ス

ネカ
テ
イ 

ラ
ン
ハ 

サ
ン
カ
ウ
ニ 

ナ
ル
コ
ト
ガ 

ト
テ
モ 

タ
ク
サ
ン

デ
テ
ヰ
マ
ス
ネ

フ
ジ
ン 

タ
チ
モ 

ケ
イ
ザ
イ
ラ
ン
ヲ 

ヨ
ク 

ミ
ル
ヤ
ウ
ニ 

ナ
ラ
ナ

ケ
レ
バ 

ダ
メ
デ
ス
ヨ

ム
ツ
カ
シ
ク
テ 

ハ
ジ
メ
ハ 

ナ
カ
ナ
カ 

ダ
メ
デ
ス
ネ

　

一
九
四
〇
年
十
一
月
二
十
一
日
（
一
一
九
四
五
）
か
ら
十
二

月
六
日
（
一
一
九
六
〇
）
ま
で
は
、
十
四
回
に
わ
た
っ
て
童
話

が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
題
目
は
「
忘
れ
た
お
金
入
れ
」、

「
王
様
と
お
百
姓
」、「
ウ
サ
ギ
の
相
談
」、「
力
」、「
カ
タ
ツ
ム

リ
」、「
感
心
な
犬
」
で
あ
る
。

　

一
九
四
〇
年
十
二
月
七
日
（
一
一
九
六
一
）
か
ら
は
日
常
対

話
文
「
イ
チ
ビ
【
장
날
】」［
市
日
］、「
メ
イ
シ
ン
【
미
신
】」［
迷

信
］、「
ア
イ
サ
ツ
【
인
사
】」［
挨
拶
］、「
コ
ク
キ
【
국
기
】」［
国

旗
］、「
シ
ホ
ウ
【
사
방
】」［
四
方
］”
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
以

下
に
示
す
よ
う
に
「
コ
ク
キ
」
は
日
の
丸
掲
揚
を
強
要
す
る
内

容
で
、
そ
れ
ま
で
「
国
語
講
座
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
文
と
は

様
相
を
異
に
し
て
い
る
。



二
九

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

一
一
九
六
三
（
一
九
四
〇
・
十
二
・
九
）「
国
語
欄
」
の
「
国
語
講

座
」

一
一
九
六
五
（
一
九
四
〇
・
十
二
・
十
一
）「
国
語
欄
」
の
「
国
語

講
座
」

コ
ク
キ
【
국
기
】［
国
旗
］

コ
ン
ニ
チ
ハ

ナ
ニ
カ 

ゴ
ヨ
ウ
デ 

ゴ
ザ
イ
マ
ス
カ

オ
タ
ク
デ
ハ 

コ
ク
キ
ヲ 

タ
テ
ル
コ
ト
オ 
ワ
ス
レ
テ 

ヰ
マ
ス
ネ

ア
ヽ 

サ
ウ
デ
シ
タ 

ワ
ス
レ
テ 

ヰ
マ
シ
タ‖
ス
グ
タ
テ
マ
ス

ソ
コ
ニ 

ア
ル 

リ
ヤ
ク
レ
キ
［
略
歴
］
ニ 

コ
ク
キ
ノ 
シ
ル
シ
ガ 

ツ

イ
テ 

ヰ
ル 

ヒ
ガ
ア
リ
マ
セ
ウ‖

ソ
ノ 

ヒ
ガ 

コ
ク
キ
ヲ 
タ
テ
ル

ヒ
デ
ス
カ
ラ 

ワ
ス
レ
ナ
イ
ヤ
ウ
ニ 

シ
テ
ク
ダ
サ
イ

コ
レ
カ
ラ
ハ 

ワ
ス
レ
ナ
イ
ヤ
ウ
ニ 

キ
ヲ
ツ
ケ
マ
ス

ソ
レ
カ
ラ 

ユ
ウ
ガ
タ
ニ
ハ 

カ
ナ
ラ
ズ 

シ
マ
ツ
テ 

ク
ダ
サ
イ

ハ
イ 

シ
マ
ヒ
マ
ス

ヨ
ク
ア
サ
マ
デ 

タ
テ
テ
オ
ク 

ウ
チ
ガ 

ア
ル
ガ 

ア
サ
タ
テ
タ
ラ 

ユ

ウ
ガ
タ
ニ
ハ 

カ
ナ
ラ
ズ 

シ
マ
ツ
テ 

タ
イ
セ
ツ
ニ 

シ
テ
ク
ダ
サ
イ

　

こ
の
あ
と
、
一
九
四
〇
年
十
二
月
十
三
日
（
一
一
九
六
七
）

か
ら
ふ
た
た
び
童
話
「
テ
フ
ト
コ
ド
モ
【
나
비
와
아
이
】」［
蝶

と
子
ど
も
］
な
ど）

（（
（

が
同
年
十
二
月
三
十
日
（
一
一
九
八
四
）
ま

で
十
五
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
四
一
年
一
月
九
日
（
一
一
九
九
三
）
か
ら
一
九
四
一
年

一
月
十
六
日
（
一
二
〇
〇
〇
）
ま
で
は
七
回
に
わ
た
っ
て
、
日

常
会
話
の
対
話
文
「
挨
拶
の
仕
方
【
朝
の
挨
拶
】（
아
침
인
사
）」

な
ど）

（（
（

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
一
九
四
一
年
一
月
十
七
日
（
一
二
〇
〇
一
）
か
ら

「
寶
石
ノ
ネ
ウ
チ
［
宝
石
の
値
打
ち
］」
な
ど）

（（
（

三
十
六
の
童
話
が

一
九
四
一
年
七
月
十
二
日
（
一
二
一
七
六
）
ま
で
百
二
回
に
わ

た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
あ
と
、「
国
語
欄
」
に
お
け
る
「
国
語
講

座
」
の
連
載
は
終
了
し
て
い
る
。

　

以
上
概
観
し
た
よ
う
に
、「
国
語
欄
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
国

語
」
学
習
用
の
日
本
語
文
は
時
局
と
距
離
を
お
い
た
類
の
も
の

だ
っ
た
。

　

な
お
、
こ
の
間
一
九
四
一
年
二
月
十
七
日
（
一
二
〇
三
二
）



三
〇

か
ら
同
年
四
月
十
三
日
（
一
二
〇
八
七
）
ま
で
三
十
八
回
に
わ

た
っ
て
京
城
師
範
学
校
、
淑
明
高
女
な
ど
中
等
学
校
の
国
語
科

の
「
今
年
度
の
入
学
試
験
問
題
」
が
連
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
「
国
語
の
普
及
」
を
目
的
と
し
た
「
国
語
欄
」
が
取
り
扱

っ
て
い
る
会
話
文
と
は
全
く
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、

対
話
文
と
童
話
が
交
互
に
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
編
集
方
針
に
一

貫
性
が
見
ら
れ
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
科
」
入
試
問
題
の

聴
き
取
り
問
題
に
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
日
中
戦
争
へ
の
出

征
兵
士
を
送
り
出
す
風
景
や
、
日
中
戦
争
で
戦
死
し
た
兵
士
を

日
本
に
送
り
戻
す
上
海
を
舞
台
に
し
た
風
景
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。
あ
る
中
学
校
で
は
、「
一
死
報
国
」
が
模
範
回
答
と
さ

れ
そ
う
な
、「
あ
な
た
は
ど
う
い
う
風
に
し
て
、
天
皇
陛
下
に
恩

義
を
盡
す
つ
も
り
で
す
か
」
と
い
う
質
問
が
口
頭
試
験
問
題
と

さ
れ
て
い
た
。

一
二
〇
五
六
（
一
九
四
一
・
三
・
十
三
）　

「
今
年
度
入
學
試
驗
問
題
」
誠
信
家
政
女
學
校

一　

聽
取
（
兵
隊
さ
ん
）

　

空
は
良
く
晴
れ
て
風
も
な
く
春
の
や
う
な
暖
か
い
日
、
私
は

吉
田
さ
ん
と
二
人
で
京
城
驛
へ
と
向
つ
た
。
今
日
は
兵
隊
さ
ん

が
京
城
を
通
過
し
て
支
那
へ
行
か
れ
る
の
で
す
。

驛
に
行
つ
て
見
る
と
、
身
動
き
も
出
來
ぬ
位
に
詰
め
か
け
た
見

送
の
人
々
、
靑
年
團
、
婦
人
會
、
大
人
、
子
供
、
赤
ん
坊
を
連

れ
た
人
な
ど
數
知
れ
ぬ
人
達
が
手
に
手
に
旗
を
持
つ
て
滿
洲
の

野
で
戰
ふ
私
が
勇
士
の
姿
を
今
か
今
か
と
待
つ
て
ゐ
る
。

汽
車
の
着
く
時
刻
は
近
づ
い
た
。

俄
か
に
起
る
出
征
の
歌
。

　

天
に
代
り
て
不
義
を
討
つ

　

忠
勇
無
雙
の
我
が
兵
は

　

歡
呼
の
聲
に
送
…
…

人
々
は
太
鼓
と
と
も
に
歌
ひ
出
し
た
。

も
う
皆
は
胸
を
を
ど
ら
せ
て
ゐ
る
。

ま
も
な
く
汽
車
は
威
勢
よ
く
プ
ラ
ツ
ト
ホ
ー
ム
に
す
べ
り
込
ん

だ
。



三
一

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

　
「
萬
歳
〳
〵
〳
〵
。」

叫
び
聲
は
大
人
も
子
供
も
一
緒
に
な
つ
て
天
地
を
震
わ
す
や
う

な
勢
で
あ
る
。
兵
隊
さ
ん
も
日
に
や
け
た
元
氣
な
顔
で
、
旗
を

打
ち
振
り
萬
歳
を
叫
ぶ
。
プ
ラ
ツ
ト
ホ
ー
ム
は
旗
の
波
で
あ
る
。

突
然
す
み
か
ら
君
が
代
を
歌
ふ
聲
が
起
つ
た
。
皆
が
聲
を
合
は

せ
て
歌
ひ
出
し
た
。
兵
隊
さ
ん
も
歌
つ
て
居
る
。
靑
年
達
の
太

鼓
は
い
く
ほ
ひ
よ
く
な
り
ひ
ゞ
く
。
私
も
聲
を
限
り
に
歌
つ
た
。

一
二
〇
六
九
（
一
九
四
一
・
三
・
二
十
六
）　

「
今
年
度
入
學
試
驗
問
題
」
東
星
商
業
學
校

聽
取
（
四
十
分
）

其
ノ
一

　

夕
日
が
い
ま
に
も
西
の
方
へ
姿
を
消
さ
う
と
し
て
ゐ
た
時
で

あ
つ
た
。
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
や
う
な
音
が
、
長
い
上
海
の
街

路
に
沿
つ
て
、
僕
の
家
に
傳
は
つ
た
。
悲
壯
な
ラ
ツ
パ
の
音
で

あ
る
。
僕
も
其
の
音
を
聞
く
と
靜
か
に
し
て
ゐ
る
事
が
出
來
な

い
で
急
い
で
驅
出
し
て
行
つ
た
。
さ
う
す
る
と
軍
艦
旗
を
先
頭

に
し
て
數
十
柱
の
無
言
の
凱
旋
で
あ
る
、
僕
は
其
の
な
く
な
ら

れ
た
兵
隊
さ
ん
の
遺
骨
に
對
し
て
自
然
に
頭
が
下
が
つ
た
。
あ

の
中
に
は
す
ぐ
れ
た
功
績
を
立
て
ら
れ
て
ゐ
る
人
も
あ
る
だ
ら

う
。
又
多
く
の
困
難
な
め
に
あ
つ
て
死
ん
だ
人
も
あ
る
だ
ら
う
。

僕
ら
は
幸
福
だ
。
あ
の
戰
死
さ
れ
た
兵
隊
さ
ん
は
、
此
の
□
れ

果
て
た
支
那
を
良
き
平
和
に
す
る
爲
に
力
を
盡
し
て
ゐ
る
の
だ
。

さ
う
で
あ
る
か
ら
僕
は
心
の
中
で
お
禮
を
述
べ
、
又
故
郷
で
永

遠
に
安
ま
れ
る
や
う
に
祈
つ
て
、
遠
い
上
海
か
ら
兵
隊
さ
ん
を

見
送
つ
た
。

イ　

今
ノ
話
ノ
中
ニ
名
ニ
ハ
カ
カ
レ
テ
ア
リ
マ
シ
タ
カ

ロ　

何
處
ノ
オ
話
デ
シ
タ
カ

四
．
国
語
教
室

一
二
一
七
七
（
一
九
四
一
・
七
・
十
三
）
～
一
二
五
二
七
（
一
九
四

二
・
六
・
三
十
）　

四
―
一
．
国
語
教
室

　

一
九
四
一
年
七
月
十
二
日
（
一
二
一
七
六
）
を
も
っ
て
「
国

語
欄
」
の
連
載
が
終
わ
り
、
引
き
続
い
て
同
年
七
月
十
三
日
（
一



三
二

二
一
七
七
）
か
ら
一
九
四
二
年
六
月
三
十
日
（
一
二
五
二
七
）

ま
で
二
百
七
十
一
回
に
わ
た
っ
て
「
国
語
教
室
」
が
連
載
さ
れ

る
。「
国
語
教
室
」
の
紙
面
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
こ
れ
に
先
行
す
る

「
国
語
欄
」
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

　

一
九
四
一
年
七
月
十
三
日
（
一
二
一
七
七
）
か
ら
一
九
四
二

年
一
月
二
十
日
（
一
二
三
六
七
）
ま
で
の
百
四
十
四
回
は
、
各

号
に
基
礎
的
な
「
国
語
」
学
習
用
の
カ
タ
カ
ナ
書
き
の
読
み
物

と
、
漢
字
ひ
ら
が
な
交
じ
り
文
（
総
ル
ビ
）
の
一
般
的
な
日
本

語
レ
ベ
ル
の
読
み
物
が
朝
鮮
語
訳
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

カ
タ
カ
ナ
書
き
の
文
は
、
子
ど
も
が
書
い
た
作
文
の
よ
う
な
体

裁
を
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
四
一
年
九
月
十
七
日
（
一
二

二
四
三
）
ま
で
は
、
次
の
よ
う
な
政
治
性
を
感
じ
さ
せ
な
い
文

ば
か
り
で
あ
る
。

　

な
お
、
角
括
弧
（［　

］）
内
の
記
述
は
、
す
べ
て
本
稿
執
筆

者
（
熊
谷
）
に
よ
る
注
記
で
あ
る
。

一
二
一
七
七
（
一
九
四
一
・
七
・
十
三
）「
国
語
教
室
」

メ
ダ
カ
【
송
사
리
】［
め
だ
か
］

ワ
タ
ク
シ
ハ 

オ
ニ
イ
サ
ン
タ
チ
ト 

カ
ハ
ヘ 

メ
ダ
カ
ヲ 

ス
ク
ヒ
ニ 

イ
キ
マ
シ
タ
ガ 

オ
ニ
イ
サ
ン
タ
チ
ガ 

ナ
ン
ビ
キ
モ 

メ
ダ
カ
ヲ 

ス

ク
フ
ア
イ
ダ
ニ 

ワ
タ
ク
シ
ハ 

マ
タマ

マ

一
ピ
キ
モ 

ト
レ
マ
セ
ン
。
メ

ダ
カ
ス
ク
ヒ
ニ 

ム
チ
ユ
ウ
ニ
ナ
ツ
テ 

ヰ
ル
ウ
チ
ニ 

ワ
タ
ク
シ
ハ 

ヒ
ト
リ
ノ
コ
サ
レ 

ミ
チ
ニ
マ
ヨ
ツ
テ 

コ
マ
リ
マ
シ
タ
。

一
二
一
七
九
（
一
九
四
一
・
七
・
十
五
）「
国
語
教
室
」

カ
メ
（
거
북
）［
亀
］

マ
チ
ノ 

マ
ガ
リ
カ
ド
デ 

カ
メ
コ
［
亀
の
子
］
ヲ 

ウ
ツ
テ
ヰ
マ
シ

タ‖

ヒ
ト
リ
ノ 

コ
ド
モ
ガ 

ヤ
ツ
テ
キ
テ 

ソ
ノ 

カ
メ
ノ
コ
ヲ 

カ

ツ
テ 

カ
ヘ
ツ
テ 

オ
ウ
チ
ノ
イ
ケ
ニ 

ハ
ナ
シ
テ 

ヤ
リ
マ
シ
タ‖

カ

メ
ハ 

ナ
ン
ベ
ン
モ 

オ
ジ
キマ

マ

ヲ 

シ
ナ
ガ
ラ 

イ
ヒ
マ
シ
タ　
「
ア
リ

ガ
タ
ウ 

ア
ナ
タ
ハ 

ホ
ン
ト
ニ
ヨ
イ 

ヒ
ト
デ
ス 

イ
マ
ノ 

ウ
ラ
シ

マ
タ
ラ
ウ 

ナ
ン
デ
ス
」　

ス
ル
ト 

コ
ド
モ
ハ 

イ
ヒ
マ
シ
タ　
「
チ

ガ
フ
ヨ 

ウ
ラ
シ
マ
タ
ラ
ウ
ヂ
ャ
ナ
ク 

ボ
ク
ハ 

タ
マ
ノ
タ
ラ
ウ
タマ

マ

ヨ
」

一
二
二
四
三
（
一
九
四
一
・
九
・
十
七
）「
国
語
教
室
」



三
三

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

キ
レ
イ
ナ
テ
フ
（
귀
여
운
나
비
）［
き
れ
い
な
蝶
］

ド
コ
カ
ラ
カ 

テ
フ
ガ 

ト
ン
デ
キ
マ
シ
タ

テ
フ
ハ 
ホ
ン
ト
ウ
ニ 

キ
レ
イ
デ
ス

テ
フ
ハ 

ド
コ
カ
ラ 

ク
ル
ノ
デ
セ
ウ

テ
フ
ハ 

ム
シ
カ
ラ
デ
タ
ノ
デ
ス

ム
シ
ハ 

ナ
ク
ノ
ニ 
テ
フ
ハ 

ナ
ゼ 

ウ
タ
ヲ 

ワ
ス
レ
タ
ノ
デ
セ
ウ

　

し
か
し
、
そ
の
後
掲
載
さ
れ
た
一
九
四
一
年
九
月
十
八
日

（
一
二
二
四
四
）
の
「
み
ん
な
は
た
ら
け
」
を
は
じ
め
と
し
て
、

「
貯
金
」（
一
九
四
一
・
十
・
二
）、「
勤
労
奉
仕
」（
一
九
四
一
・

十
・
十
）、「
我
等
の
汗
」（
一
九
四
一
・
十
・
二
十
）、「
モ
ス
コ

ー
の
運
命
」（
一
九
四
一
・
十
・
二
八
）、「
戦
地
の
先
生
」（
一

九
四
一
・
十
・
二
九
・
一
九
四
一
・
十
・
三
十
）、「
国
民
皆
労

日
」（
一
九
四
一
・
十
一
・
十
七
）、「
お
正
月
」（
一
九
四
一
・

十
二
・
二
六
）、「
新
年
の
誓
い
」（
一
九
四
二
・
一
・
七
）、「
職

域
奉
公
」（
一
九
四
二
・
一
・
十
）、「
え
ら
い
兵
隊
」（
一
九
四

二
・
一
・
十
二
）、「
税
金
」（
一
九
四
二
・
一
・
十
四
）
の
十
二

回
の
文
は
明
確
な
政
治
性
を
帯
び
た
も
の
で
、
勤
労
奉
仕
、
節

約
・
貯
蓄
、
将
兵
慰
問
な
ど
、
戦
時
総
動
員
体
制
へ
の
協
力
を

煽
る
文
章
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
十
二
回
と
い
う
回
数
は
、
一

九
四
一
年
七
月
十
三
日
（
一
二
五
二
十
七
）
か
ら
一
九
四
二
年

一
月
二
十
日
ま
で
の
間
に
復
刻
版
で
掲
載
が
確
認
さ
れ
た
、
こ

ど
も
が
書
い
た
形
で
の
カ
タ
カ
ナ
文
読
み
物
百
四
十
回
全
体
に

比
べ
れ
ば
、
さ
ほ
ど
多
く
な
い
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
太
平

洋
戦
争
の
勃
発
（
一
九
四
一
年
十
二
月
八
日
）
の
あ
と
に
比
較

的
多
く
現
れ
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。

一
二
二
四
四
（
一
九
四
一
・
九
・
十
八
）「
国
語
教
室
」

ミ
ン
ナ
ハ
タ
ラ
ケ
（
모
두
일
하
자
）［
み
ん
な
働
け
］

ハ
タ
ラ
キ
ザ
カ
リ
ノ
モ
ノ
ハ 

モ
チ
ロ
ン 

コ
ド
モ
モ 

ロ
ウ
ジ
ン
モ 

ハ
タ
ラ
ク
チ
カ
ラ
ノ 

ア
ル
モ
ノ
ガ 

ブ
ラ
ブ
ラ 

ア
ソ
ン
デ
ヰ
イ 

ヨ

イ
ト
キ
デ
ハ
ア
リ
マ
セ
ン‖

コ
ク
ミ
ン 

ゼ
ン
ブ
ガ 

ヘ
イ
タ
イ
サ

ン
ト 

オ
ナ
ジ 

ヤ
ウ
ニ 

ケ
ツ
シ
ノ 

カ
ク
ゴ
デ
｜
ハ
タ
ラ
ク
ト
キ
デ

ス‖

ツ
ヨ
イ
イ
キ
デ 

ミ
ン
ナ 

ゼ
ン
リ
ョ
ク
ヲ
サ
サ
ゲ
マ
セ
ウ

一
二
二
五
八
（
一
九
四
一
・
十
・
二
）「
国
語
教
室
」



三
四

チ
ヨ
キ
ン
（
저
금
）［
貯
金
］

「
チ
リ
モ 

ツ
モ
レ
バ
ヤ
マ
ト
ナ
ル
」
ト
イ
ヒ
マ
ス‖

ム
ダ
ツ
カ
ヒ

ヲ 

ヤ
メ
テ 
一
セ
ン
デ
モ 

チ
ヨ
キ
ン
シ
マ
セ
ウ‖

ヤ
ガ
テ 

ソ
レ

ハ 

タ
ク
サ
ン
ノ 
オ
カ
ネ
ニ
ナ
ツ
テ 

コ
ク
カ
［
国
家
］
ノ 

オ
ヤ
ク

ニ
タ
ツ
ノ
デ
ス

一
二
二
六
六
（
一
九
四
一
・
十
・
十
）「
国
語
教
室
」

キ
ン
ロ
ウ
ホ
ウ
シ
（
근
로
봉
사
）［
勤
労
奉
仕
］

サ
ア 

ゲ
ン
キ
ヨ
ク 

ナ
ラ
バ
ウ
。
セ
イ
レ
ツ
ダ
。
ア
サ
ヒ
モ 

イ
キ

ホ
イ
ヨ
ク
ノ
ボ
リ
ハ
ジ
メ
タ
。
ザ
ク
ザ
ク
ト 
ジ
ャ
リ
ミ
チ
ヲ 

フ
ミ

シ
メ
テ
ユ
ク
。
ミ
ン
ナ 

カ
タ
ニ 

シ
ヤ
ベ
ル
ヲ 
カ
ツ
イ
ダ
。
ボ
ク

ラ
ハ 

ヤ
ル
ゾ 

キ
ン
ロ
ウ
ホ
ウ
シ
。

一
二
二
八
四
（
一
九
四
一
・
十
・
二
十
九
）「
国
語
教
室
」

セ
ン
チ
ノ
セ
ン
セ
イ
（
一
）（
전
지
에
계
신 

선
생
님
）［
戦
地
の
先

生
］

セ
ン
セ
イ 

ソ
ノ
ゴ
オ
カ
ハ
リ 

ゴ
ザ
イ
マ
セ
ン
カ
。
ア
ツ
イ
ナ
ツ
モ 

イ
ツ
ノ
マ
ニ
カ 

ス
ギ
テ 

ス
ズ
シ
イ 

ア
キ
ヲ 

ム
カ
ヘ
マ
シ
タ
。
二

ガ
ク
キ 

ニ
ハ 

ヨ
ク 

ベ
ン
キ
ヤ
ウ
シ
テ 

ヨ
イ 

セ
イ
セ
キ
ヲ 

ト
リ

タ
イ
ト 

オ
モ
ヒ
マ
ス‖

セ
ン
チ
［
戦
地
］
デ 

ヘ
イ
タ
イ
サ
ン
ハ 

オ
ク
ニ
ノ 

タ
メ
ニ 

タ
ヽ
カ
ツ
テ 

ヰ
ル
ノ
デ
ス
カ
ラ

一
二
二
八
五
（
一
九
四
一
・
十
・
三
十
）「
国
語
教
室
」

セ
ン
チ
ノ
セ
ン
セ
イ
（
二
）（
전
지
에
계
신 

선
생
님
）［
戦
地
の
先

生
］

ワ
タ
ク
シ
タ
チ 

コ
ド
モ
モ 

ア
ソ
ン
デ 

バ
カ
リ
ハ 

ヰ
ラ
レ
マ
セ
ン
。

ム
ダ
ヅ
カ
ヒ
ヲ 

シ
ナ
イ
デ 

ネ
ツ
シ
ン
ニ 

ベ
ン
キ
ヤ
ウ
シ
テ 

リ
ッ

パ
ナ 

ヒ
ト
ト
ナ
ル
ノ
ガ 

一
バ
ン 

ヨ
イ
コ
ト
ダ
ト
オ
モ
ヒ
マ
ス
。
セ

ン
セ
イ 

オ
ク
ニ
ノ
タ
メ
ニ 

リ
ツ
パ
ナ 

オ
テ
ガ
ラ
ヲ 

タ
テ
テ 

ク

ダ
サ
イ
。
ソ
シ
テ 

マ
タ 

ワ
タ
ク
シ
タ
チ
ノ
タ
メ
ニ 

ガ
ク
コ
ウ
ニ 

カ
ヘ
ツ
テ
ク
ダ
サ
イ
。

一
二
二
九
〇
（
一
九
四
一
・
十
一
・
四
）「
国
語
教
室
」

セ
キ
タ
ン
セ
ツ
ヤ
ク
［
石
炭
節
約
］

セ
キ
タ
ン
ハ 

ヒ
ジ
ヨ
ウ
ニ 

タ
イ
セ
ツ
ナ
モ
ノ
デ
ス
。
イ
チ
ニ
チ
モ 

ナ
ク
テ
ハ 
コ
マ
リ
マ
ス
。
セ
キ
タ
ン
ヲ 

チ
ノ
ソ
コ
カ
ラ 

ホ
リ
ダ



三
五

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

ス
ヒ
ト
ニ 

ホ
ン
ト
ウ
ニ 

カ
ン
シ
ャ
シ
ナ
ケ
レ
バ 

ナ
リ
マ
セ
ン
。
コ

ノ
コ
ト
ヲ 

カ
ン
ガ
ヘ
テ 

ワ
レ
ワ
レ
ハ 

セ
キ
タ
ン
ヲ 

ウ
ン
ト
セ
ツ

ヤ
ク
シ
マ
セ
ウ
。

一
二
三
〇
三
（
一
九
四
一
・
十
一
・
十
七
）「
国
語
教
室
」

コ
ク
ミ
ン
カ
イ
ロ
ウ
ビ
（
국
민
개
로
일
）［
国
民
皆
労
日
］

ケ
フ
ハ 

コ
ク
ミ
ン
カ
イ
ロ
ウ
ビ
ダ‖

コ
ク
ミ
ン
ガ 

一
オ
ク
一
シ

ン
ニ 

ナ
ツ
テ 

ク
ニ
ノ 

タ
メ
ニ 
ツ
ク
ス
ノ
ダ‖

ワ
タ
ク
シ
タ
チ

モ 

オ
ト
ナ
ニ 

マ
ケ
ズ
ニ 

リ
ツ
パ
ニ 
ハ
タ
ラ
カ
ウ

一
二
三
五
四
（
一
九
四
二
・
一
・
七
）「
国
語
教
室
」

シ
ン
ネ
ン
ノ
チ
カ
ヒ
（
새
해
의
맹
세
）［
新
年
の
誓
い
］

ワ
タ
ク
シ
ハ 

シ
ン
ネ
ン
ヲ 

ム
カ
ヘ
テ 

カ
タ
ク 

コ
コ
ロ
ニ
チ
カ
ヒ

マ
シ
タ‖

ド
ン
ナ 

チ
ヒ
サ
ナ 

ゴ
ホ
ウ
コ
ウ
デ
モ 

ヂ
ウ
ゴ
［
銃
後
］

ノ 

コ
トマ

マ

モ
ト
シ
テ 

マ
モ
ツ
テ 

ユ
カ
ウ‖

ミ
ン
ナ
ノ 

マ
ゴ
コ
ロ

ノ
チ
カ
ラ
ハ 

キ
ツ
ト 

ニ
ツ
ポ
ン
ヲ 

ツ
ヨ
ク 

ス
ル
ダ
ラ
ウ
、
ト‖

ヘ
イ
タ
イ
サ
ン
ヲ 

オ
モ
フ
ト 

オ
セ
ウ
ガ
ツ
モ 

ノ
ン
キ
ニ
ハ 

デ
キ

マ
セ
ン

一
二
三
五
七
（
一
九
四
二
・
一
・
十
）「
国
語
教
室
」

シ
ョ
ク
ヰ
キ
ホ
ウ
コ
ウ
（
직
역
봉
공
）［
職
域
奉
公
］

ボ
ク
タ
チ
ハ 

カ
タ
ネ
バ 

ナ
リ
マ
セ
ン‖

ソ
ノ
タ
メ
ニ
ハ 

ゼ
ン
コ

ク
ミ
ン
ガ ‖

イ
ツ
チ
ダ
ン
ケ
ツ
セ
ネ
バ
ナ
リ
マ
セ
ン‖

ボ
ク
タ
チ

ハ 

イ
ツ
セ
ウ
ケ
ン
メ
イ
ベ
ン
キ
ヤ
ウ
シ
マ
セ
ウ‖

ソ
レ
ガ 

ボ
ク

タ
チ 

コ
ド
モ
ノ 

シ
ヨ
ク
イ
キ
ホ
ウ
コ
ウ
デ
ス

一
二
三
五
九
（
一
九
四
二
・
一
・
十
二
）「
国
語
教
室
」

エ
ラ
イ
ヘ
イ
タ
イ
（
용
한
병
정
）［
偉
い
兵
隊
］

ア
ラ
イ
ナ
ミ
ヲ
｜
テ
デ
｜
ワ
ケ
ナ
ガ
ラ
｜
オ
ヨ
イ
デ
イ
ツ
タ
サ
ウ
ダ

‖

フ
リ
ソ
ヽ
グ
｜
タ
マ
ノ
ナ
カ
ヲ
｜
ス
ツ
パ
ダ
カ
デ
オ
ヨ
イ
デ
イ

ツ
タ
ト‖

エ
ラ
イ
ダ
ラ
ウ
｜
ヘ
イ
タ
イ
サ
ン
ハ‖

ホ
ン
コ
ン
ガ
オ

チ
タ
ヒ
｜
オ
ト
ウ
サ
ン
カ
ラ
｜
キ
イ
タ
ハ
ナ
シ

一
二
三
六
一
（
一
九
四
二
・
一
・
十
四
）「
国
語
教
室
」

ゼ
イ
キ
ン
（
세
금
）［
税
金
］

ヘ
イ
タ
イ
サ
ン
ハ 

セ
ン
ソ
ウ
ニ
デ
テ 

ク
ニ
ノ
タ
メ
ニ
一
セ
ウ
ケ
ン

メ
イ
ニ 
ハ
タ
ラ
ヰ
テ
イ
マ
ス‖

ソ
レ
ダ
ノ
ニ 

ワ
レ
ワ
レ
ハ 

マ
イ



三
六

ニ
チ
ブ
ジ
ニ 

ク
ラ
シ
テ
ヰ
マ
ス‖

オ
ク
ニ
ノ
オ
カ
ゲ
デ
｜
シ
ア
ワ

セ
ニ 
ク
ラ
セ
ル 

コ
ト
ヲ 

カ
ン
ガ
ヘ
ル
ト 

ワ
タ
ク
シ
タ
チ
ハ 

ゼ

イ
キ
ン
ダ
ケ
デ
モ 

ヨ
ク 

オ
サ
メ
テ
｜
ゴ
オ
ン
ガ
ヘ
シ
ヲ 

シ
ナ
ケ

レ
バ
ナ
リ
マ
セ
ン

四
―
二
．「
国
語
教
室
」
の
「
日
常
会
話
」

　

一
九
四
二
年
一
月
二
十
二
日
（
一
二
三
六
九
）
か
ら
は
紙
面

構
成
が
変
わ
る
。
子
ど
も
が
書
い
た
よ
う
に
装
っ
た
カ
タ
カ
ナ

文
の
子
供
向
け
読
み
物
の
掲
載
が
終
わ
り
、「
日
常
会
話
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
の
も
と
に
日
常
会
話
文
が
朝
鮮
語
訳
と
共
に
掲
載

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。「
日
常
会
話
」
は
復
刻
版
で
は
一
九
四
二

年
六
月
三
十
日
（
一
二
五
二
七
）
ま
で
の
間
に
百
二
十
六
回
の

掲
載
が
確
認
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
内
容
面
か
ら
三
つ
の
時
期
に

分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
一
九
四
二
年
一
月
二
十
二
日
（
一
二

三
六
九
）
か
ら
二
月
二
十
六
日
（
一
二
四
〇
四
）
ま
で
は
「
挨

拶
」、「
天
気
」、「
時
間
」、「
立
居
」、「
食
事
」、「
初
対
面
」、「
方

位
」、「
道
を
尋
ね
る
」、「
訪
問
」
な
ど
を
題
目
と
し
た
、
カ
タ

カ
ナ
だ
け
で
表
記
さ
れ
た
日
常
対
話
文
を
載
せ
て
い
る
。
ま
た

朝
鮮
語
の
対
訳
が
付
さ
れ
て
い
る

　

こ
の
日
本
語
対
話
文
に
添
え
ら
れ
た
朝
鮮
語
訳
を
み
る
と
、

朝
鮮
語
の
階
称
に
留
意
し
て
丁
寧
に
訳
さ
れ
て
お
り
、
著
述
の

力
点
は
、
朝
鮮
語
訳
の
方
に
も
置
か
れ
て
い
る
感
が
あ
る
。
執

筆
者
の
朝
鮮
語
に
対
す
る
愛
着
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、

前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
点
か
ら
も
「
国
語
普
及
」
の
建

前
の
も
と
で
、
植
民
地
言
語
政
策
に
よ
っ
て
崩
さ
れ
つ
つ
あ
っ

た
朝
鮮
語
言
語
共
同
体
の
維
持
・
発
展
を
図
っ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
。
下
に
示
し
た
「
인
사
【
ア
イ
サ
ツ
】」
の
よ
う

に
日
本
語
対
話
文
の
標
題
が
、
ま
ず
朝
鮮
語
で
表
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、「
国
語
教
室
」
が
「
国
語
」
紙
面
に
載
せ
ら
れ
た
記

事
だ
と
は
い
え
、
朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」
編
輯
の
基
本
的

立
場
を
保
持
し
、
朝
鮮
語
を
媒
介
語
と
し
て
「
国
語
」
を
学
ぼ

う
と
す
る
民
族
的
主
体
性
を
闡
明
し
て
い
る
も
の
だ
と
解
す
る

こ
と
が
出
来
る
。

　

注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
太
平
洋
戦
争
の
さ
な
か
に
あ
っ
て
も

「
国
語
教
室
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
会
話
文
に
は
、
当
時
の
軍
国

主
義
を
に
お
わ
せ
る
文
が
全
く
見
ら
れ
な
い
点
で
あ
る
。
こ
こ



三
七

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

か
ら
は
、
当
時
の
戦
時
体
制
に
対
す
る
編
集
者
の
消
極
的
非
協

力
の
姿
勢
を
読
み
と
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

一
二
三
六
九
（
一
九
四
二
・
一
・
二
十
二
）「
日
常
会
話
」

一
．
인
사
【
ア
イ
サ
ツ
】

オ
ハ
ヤ
ウ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
。

밤
새 

안
녕
하
십
니
까
。

オ
ハ
ヤ
ウ
。

안
녕
히 

주
무
섯
소
。
평
안
히 

쉬
엇
나
。
잘
잣
니
。

コ
ン
ニ
チ
ハ
。

진
지 

잡
수
섯
습
니
까
。
식
후
시
오
。
밥
먹
엇
니
（
낮
에 

하
는
인

사
）

コ
ン
バ
ン
ハ
。

진
지
잡
수
섯
습
니
까
。
밥
먹
엇
니
。（
밤
에
하
는
인
사
）

オ
ヤ
ス
ミ
ナ
サ
イ
。

안
녕
히 

주
무
십
시
오
。
안
녕
히
주
무
시
오
。

オ
ヤ
ス
ミ
。

잘
자
게
。
잘
자
거
라
。

ゴ
キ
ゲ
ン
ハ
イ
カ
ヾ
デ
ス
カ
。

안
녕
하
십
니
까
。

一
二
四
〇
四
（
一
九
四
二
・
二
・
二
十
六
）「
日
常
会
話
」

九
、
訪
問
【
三
】

「
チ
ユ
ウ
シ
ョ
ク
ヲ 

イ
ッ
シ
ョ
ニ 

メ
シ
ア
ガ
リ
マ
セ
ン
カ
。」

　
「
점
심
을 

가
치 

하
시
지
요
。」

「
ア
リ
ガ
ト
ウ 

ゴ
ザ
イ
マ
ス
。
チ
ョ
ッ
ト 

ホ
カ
ニ 

ヨ
リ
ミ
チ
ヲ 

セ

ネ
バ
ナ
ラ
ン 

ト
コ
ロ
ガ 

ア
リ
マ
ス
ノ
デ 

コ
ン
ニ
チ
ハ 

コ
レ
デ 

オ

イ
ト
マ 

サ
セ
テ 

イ
タ
ダ
キ
マ
ス
。」

「
고
맙
습
니
다
。
잠
깐 

들
러
가
야
할 

될
데
가 

잇
서
서 

오
늘
은 

이
것
으
로 

실
례
하
겟
습
니
다
。」

「
ソ
ウ
デ
ス
カ
。
デ
ハ 

ソ
ノ
ウ
チ
ニ 

マ
タ 

オ
メ
ニ 

カ
カ
リ
マ
セ

ウ
。
ド
ウ
カ 

ミ
ナ
サ
ン
ニ
モ
ヨ
ロ
シ
ク 

モ
ウ
シ 

ア
ゲ
テ 

ク
ダ
サ

イ
。」

「
그
러
십
니
까
。
그
럼 

일
간 

또 

뵙
지
요
。
부
디 

여
러
분
께 

안

부 
전
해
주
십
시
오
。」

「
カ
シ
コ
マ
リ
マ
シ
タ
。
サ
ヤ
ウ
ナ
ラ
。」



三
八

　
「
잘
알
앗
습
니
다
。
갑
니
다
。」

「
サ
ヤ
ウ
ナ
ラ
。」

　
「
평
안
히 
가
시
오
。」

　

一
九
四
二
年
二
月
二
十
七
日
（
一
二
四
〇
五
）
か
ら
一
九
四

二
年
五
月
二
十
一
日
（
一
二
四
八
七
）
ま
で
は
、
そ
の
前
と
同

じ
く
「
日
常
会
話
」
の
タ
イ
ト
ル
の
も
と
に
「
基
本
会
話
」
と

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
付
し
て
六
十
一
回
に
わ
た
っ
て
、
基
礎
的
な

会
話
文
学
習
教
材
を
掲
載
し
て
い
る
。
表
記
は
漢
字
カ
タ
カ
ナ

交
じ
り
と
な
っ
て
い
る
。
す
べ
て
の
漢
字
に
ル
ビ
が
振
ら
れ
て

い
る
が
、
以
下
、
本
稿
に
転
載
す
る
に
あ
た
っ
て
は
こ
れ
を
省

略
し
た
。

一
二
四
〇
五
（
一
九
四
二
・
二
・
二
十
七
）「
日
常
会
話
」

基
本
會
話

　
（
1
）
現
在
・
過
去
・
未
来
【
一
】

　
　
（
一
）
本
ヲ
讀
ミ
マ
ス
。

　
　
　
　

本
ヲ
読
ミ
マ
シ
タ
。

　
　
　
　
　
（
책
을 

봅
니
다
。
책
을 

봣
습
니
다
。）

　
（
2
）
道
ヲ
歩
キ
マ
ス
。

　
　
　

道
ヲ
歩
キ
マ
シ
タ
。

　
　
　
　
（
길
을 

걸
읍
니
다
。
길
을 

걸
엇
습
니
다
。）

　
（
3
）
字
ヲ
書
キ
マ
ス
。

　
　
　

字
ヲ
書
キ
マ
シ
タ
。

　
　
　
　
（
글
씨
를 

씁
니
다
。
글
씨
를 

썻
습
니
다
。）

　
（
4
）
子
供
ガ
笑
ヒ
マ
ス

　
　
　

子
ド
モ
ガ
笑
ヒ
マ
シ
タ
。

　
　
　
　
（
아
이
가 

웃
습
니
다
。
아
이
가 

웃
엇
습
니
다
。）

　
（
5
）
早
ク
起
キ
マ
ス
。

　
　
　

早
ク
起
キ
マ
シ
タ
。

　
　
　
　
（
일
찍 

일
어
납
니
다
。
일
찍 

일
어
낫
습
니
다
。）

一
二
四
八
七
（
一
九
四
二
・
五
・
二
十
一
）「
日
常
会
話
」

基
本
會
話

【
一
一
】
敬
語
會
話

【
五
五
】
何
處
か
へ
御
旅
行
さ
れ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
何い

つ時
御
出
發



三
九

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

で
す
か
。

明
日
か
ら
南
鮮
地
方
に
出
張
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
어
디 
여
행
하
신
다
더
니 

언
제 

떠
나
십
니
까
． 

내
이
부
트 

남

선
지
방
에 
출
장
가
기
로 

되
엇
습
니
다
）

【
五
六
】
何
時
に　

お
立
ち
に
な
り
ま
す
か
。

朝
十
時
に
汽
車
で
行
き
ま
す
。
今
度
の
旅
行
は
汽
車
、
汽
船
、
自
動

車
等
凡
ゆ
る
も
の
に
乘
る
や
う
に
な
り
ま
す
。

（
아
침 

열
시
차
로 

갑
니
다
．
이
번 
여
행
은 

기
차 

기
선 

자
동

차 

할
것
업
시 

말
끔 

타
게 

됩
니
다
）

　

一
九
四
二
年
五
月
二
十
二
日
（
一
二
四
八
八
）
か
ら
六
月
三

十
日
（
一
二
五
二
七
）
ま
で
の
「
日
常
会
話
」
で
は
復
刻
版
で

確
認
さ
れ
る
限
り
三
十
二
回
に
わ
た
っ
て
「
基
礎
会
話
」
と
い

う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
外
さ
れ
て
対
話
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

六
月
二
十
九
日
（
一
二
五
二
五
）
ま
で
は
す
べ
て
「
一
、
인
사

【
一
】」［
挨
拶
］
が
テ
ー
マ
で
、
最
後
の
六
月
三
十
日
（
一
二
五

二
七
）
だ
け
が
「
二
、
인
사
【
二
】」［
挨
拶
］
と
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
見
る
と
、
急
に
編
集
方
針
が
転
換
さ
れ
た
た
め
に
、

こ
う
し
た
不
自
然
な
形
で
連
載
が
中
途
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
ろ
は
、
一
九
四
四
年
か
ら
朝
鮮
で
徴
兵

制
を
実
施
す
る
こ
と
が
閣
議
決
定
（
一
九
四
二
年
五
月
八
日
）

さ
れ
、
徴
兵
制
実
施
に
備
え
て
「
国
語
全
解
・
国
語
常
用
」
運

動
が
強
力
に
推
進
さ
れ
は
じ
め
た
時
期
に
当
た
り
、
こ
の
こ
と

が
編
輯
方
針
の
変
更
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

以
下
は
、「
国
語
教
室
」
期
に
連
載
さ
れ
た
「
日
常
会
話
」
の

例
で
あ
る
。

一
二
四
九
二
（
一
九
四
二
・
五
・
二
十
六
）「
日
常
会
話
」

一
、
인
사
【
一
】［
挨
拶
］

【
一
】
아
침
인
사
【
四
】［
朝
の
挨
拶
］

〇
昨
夜
ハ
良
ク
眠
レ
マ
シ
タ
カ
。

　
（
어
젯
밤
은 

잘 

주
무
셧
습
니
까
）

〇
明
方
カ
ラ
目
ガ
醒
メ
テ
、
眠
レ
マ
セ
ン
デ
シ
タ
。

　
（
새
벽
부
터 

눈
이 

떠
져
｜
잠
을 

못
잣
습
니
다
）

〇
朝
ラ
ジ
オ
體
操
ヲ
オ
ヤ
リ
デ
ス
カ
。

　
（
아
침
에 
라
디
오 

체
조
를
｜
하
십
니
까
）



四
〇

〇
私
ハ
毎
朝
冷
水
浴
ヲ
ヤ
リ
マ
ス
。

　
（
나
는 

매
일
｜
아
침 

냉
수
욕
을 

합
니
다
）

〇
朝
食
前
三
十
分
位
近
ク
ヲ
サ
ン
ポ
シ
マ
ス
。

　
（
아
침
｜
먹
기
전
에 

반
시
간 

가
량
｜
근
방
을 

산
뽀
합
니
다
）

一
二
五
二
五
（
一
九
四
二
・
六
・
二
十
八
）「
日
常
会
話
」（
挨
拶
）

一
、
인
사
【
一
】［
挨
拶
］

【
六
】
겨
울
인
사
【（
六
）】［
冬
の
挨
拶
］

【
補
充
会
話
】

〇
酷
イ
吹
雪
デ
ス
ネ
、
之
デ
ハ
外
ヘ
一
歩
モ
出
ラ
レ
マ
セ
ン

（
눈
보
라
가 

지
독
하
네
요‖

이
래
서
는 

박
을 
한
발
자
죽
도 

나

갈
수 

업
습
니
다
。）

〇
寒
イ
時
ハ
家
ノ
中
デ
、
火
鉢
ニ
カ
ジ
リ
ツ
イ
テ
ヰ
タ
方
ガ
良
イ
デ

ス（
치
운
때
는 

집
속
에
서 

화
로
에 

달
라
부
터 

잇
는
편
이 

좃
습

니
다
。）

〇
雪
解
ケ
デ
道
ガ
惡
イ
デ
ス
ネ
。

　
（
눈
이 

녹
아
서 

길
이 

진
데
요
。）

一
二
五
二
七
（
一
九
四
二
・
六
・
三
十
）「
日
常
会
話
」（
挨
拶
）

二
、
인
사
【
二
】［
挨
拶
］

【
一
】
초
면
인
사
【
一
】［
初
対
面
ノ
挨
拶
］

【
甲
】
初
メ
テ
オ
目
ニ
掛
カ
リ
マ
ス
。
私
ハ
木
村
ト
モ
ウ
シ
マ
ス
。

　
（
처
음 

뵙
습
니
다　

저
는 

목
촌
이
라
고 

합
니
다
）

【
乙
】
私
ハ
青
木
ト
申
シ
マ
ス
。

　
（
저
는 

청
목
이
라
고 

합
니
다
）

【
甲
】
オ
名
前
ハ
伊
藤
君
カ
ラ　

伺
ツ
テ　

存
ジ
テ
居
リ
マ
ス
。

　
（
성
함
은 

이
등
군
한
테
서 

듯
□
□ 

알
고
잇
습
니
다
）

【
乙
】
デ
ハ
、
貴
方
ハ
伊
藤
サ
ン
ト 

オ
知
合
デ
ス
カ
。

　
（
그
러
면 

노
형
은 

이
등
씨
와 

친
분
이 

계
십
니
까
）

【
甲
】
サ
ウ
デ
ス
。
私
ガ
今
度
京け

い
じ
ゃ
う
城
ヘ
參
ツ
タ
ノ
モ
、
伊
藤
君
ノ
オ

世
話
デ
ス
。

（
그
럿
습
니
다
、
제
가 

이
번 

경
성 

온
것
도 

이
등
군
의 

주
선
입

니
다
）

　

一
九
四
二
年
五
月
二
十
一
日
（
一
二
四
八
七
）
に
「
日
常
会

話
」
の
「
基
本
会
話
」
が
終
わ
り
、
一
九
四
二
年
五
月
二
十
二



四
一

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

日
（
一
二
四
八
八
）
か
ら
再
び
「
日
常
会
話
」
が
始
ま
る
。

一
二
四
八
八
（
一
九
四
二
・
五
・
二
十
二
）「
日
常
会
話
」

一
、
인
사
【
一
】［
挨
拶
］

【
一
】
아
침
인
사
【
四
】［
朝
の
挨
拶
］

〇
昨
夜
ハ
良
ク
眠
レ
マ
シ
タ
カ
。

　
（
어
젯
밤
은 

잘 

주
무
셧
습
니
까
）

〇
明
方
カ
ラ
目
ガ
醒
メ
テ
、
眠
レ
マ
セ
ン
デ
シ
タ
。

　
（
새
벽
부
터 

눈
이 

떠
져
잠
을 

못
잣
습
니
다
）

〇
朝
ラ
ジ
オ
體
操
ヲ
オ
ヤ
リ
デ
ス
カ
。

　
（
아
침
에 

라
디
오 

체
조
를
하
십
니
까
）

〇
私
ハ
毎
朝
冷
水
浴
ヲ
ヤ
リ
マ
ス
。

　
（
나
는 

매
일
아
침 

냉
수
욕
을 

합
니
다
）

〇
朝
食
前
三
十
分
位
近
ク
ヲ
サ
ン
ポ
シ
マ
ス
。

　
（
아
침
먹
기
전
에 

반
시
간 

가
량
근
방
을 

산
뽀
합
니
다
）

　

こ
の
「
国
語
教
室
」
は
、「
国
語
普
及
」
運
動
で
も
活
用
さ
れ

て
い
た
。
一
九
四
二
年
五
月
、
朝
鮮
総
督
府
が
「
国
語
全
解
・

国
語
常
用
」
の
た
め
の
施
策
の
立
案
を
各
地
方
行
政
機
関
に
求

め
た
際
、
た
と
え
ば
江
原
道
知
事
が
道
内
の
地
方
行
政
機
関
に

向
け
て
行
っ
た
諮
問
「
國
語
生
活
ノ
促
進
徹
底
ヲ
圖
ル
ガ
爲
ニ

採
ル
ベ
キ
方
策
如
何
」
に
対
し
、
同
道
楊
口
郡
は
「［
国
語
］
講

習
所
修
了
後
ニ
於
ケ
ル
指
導
」
方
針
と
し
て
「
從
來
ノ
國
語
普

及
奬
励
施
設
ト
シ
テ
ノ
朝
鮮
放
送
協
會
發
刊
放
送
敎
本
國
語
講

座
（
初
等
中
等
ニ
分
科
シ
テ
毎
日
放
送
ス
）
ニ
依
リ
毎
日
「
ラ

ヂ
オ
」
ヲ
通
ジ
テ
又
ハ
毎
日
新
報
掲
載
ノ
「
國
語
敎
室
」
等
ニ

依
リ
講
習
修
了
後
ニ
於
テ
モ
凡
ユ
ル
施
設
機
關
ヲ
利
用
シ
繼
續

シ
テ
習
得
翫
味
セ
シ
メ
以
テ
皇
國
臣
民
ト
シ
テ
ノ
精
神
修
養
ニ

努
メ
シ
ム
ル
コ
ト）

（（
（

」
と
答
申
し
、
ラ
ジ
オ
放
送
の
「
国
語
講
座
」

や
、
当
時
連
載
し
て
い
た
「
毎
日
新
報
」
の
「
国
語
教
室
」
を

利
用
す
る
と
し
て
い
た
。

　
「
国
語
教
室
」
に
は
、
一
九
四
二
年
一
月
二
十
二
日
（
一
二
三

六
九
）
か
ら
同
年
六
月
三
十
日
ま
で
百
二
十
一
回
に
わ
た
っ
て

毎
号
「
今
日
の
諺
」
が
小
さ
な
囲
み
記
事
と
し
て
掲
載
さ
れ
、

以
下
の
よ
う
な
諺
（
漢
字
は
総
ル
ビ
）
と
こ
れ
に
対
応
す
る
朝



四
二

鮮
語
の
諺
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、

こ
れ
ら
の
諺
の
中
に
は
朝
鮮
語
の
諺
が
日
本
語
訳
さ
れ
た
り
、

日
本
語
の
諺
が
朝
鮮
語
に
翻
訳
さ
れ
、
長
年
用
い
ら
れ
る
過
程

を
通
じ
て
、
朝
鮮
伝
来
の
諺
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

諺
の
研
究
に
と
っ
て
は
、
こ
う
し
た
言
語
接
触
（
翻
訳
借
用
）

の
解
明
は
不
可
欠
な
課
題
で
あ
り
、
研
究
が
進
め
ら
れ
る
べ
き

余
地
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

一
二
三
七
〇
（
一
九
四
二
・
一
・
二
十
三
）「
今
日
の
諺
」

へ
ま
な
奴
は
仰
向
け
に
轉
ん
で
も
鼻
が
缺
け
る
（
안
되
는
놈
은 

자
빠
저
도 

코
가 

깨
진
다
）

手
馴
れ
た
斧
で
足
を
斫き

る
（
아
는
도
끼
에 

발
찍
힌
다
）

憎
ら
し
い
子
供
に
餅
一
切
餘
計
に
や
る
（
미
운
아
이 
떡
한
개 

더
준
다
）

夫
婦
喧
嘩
は
刀
で
水
を
斬
る
如
し
（
내
외
싸
움
은 

칼
로 

물
베

기
라
）

角
立
つ
た
石
は
餘
計
に
切
ら
れ
る
（
모
진 

돌
이 

좀
더 

맛
는

다
）

事
な
ら
ざ
れ
ば
祖
先
を
怨
む
（
안
되
면 

조
상
탓
）

叔
父
さ
ん
叔
父
さ
ん
と
い
つ
て
荷
物
を
負
は
せ
る
（
아
저
씨 

아

저
씨
하
고 

길
짐 

지
운
다
）

船
賃
の
な
い
も
の
が
先
に
乘
る
（
선
가 

업
는 

놈
이 

먼
저 

오

른
다
）

熱
い
汁
の
味
知
ら
ず
（
끌
른
국
에 

맛
모
른
다
）

牛
の
耳
に
經
を
讀
む
（
쇠
귀
에 

경
읽
기
）

闇
夜
に
搗
衣
木
を
突
き
出
す
（
아
닌
밤
중
에 

홍
두
깨 

내
민
다
）

脚
の
な
い
話
が
千
里
行
く
（
발
업
는 

말
이 

천
리 

간
다
）

煮
上
げ
た
鍋
に
鼻
汁
（
다
끌
흔 

솟
에
코
풀
기
）

虎
も
自
分
の
噂
さ
れ
れ
ば
や
つ
て
來
る
（
호
랑
이
도
제
말
하
면 

온
다
）

耳
を
掩
ふ
て
鈴
を
盗
む
（
귀
가
리
고 

방
울
도
적
）

餅
つ
き
の
杵
音
聴
い
て
漬
物
の
汁
か
ら
欲
し
が
る
（
떡
치
는 

공

이
소
리
듯
고 

김
칫
국
부
터
달
란
다
）

皿
の
飯
も
盛
り
や
う
一
つ
（
접
싯
밥
도
담
기
나
름
）

焚
か
な
い
煙
突
か
ら
煙
が
出
る
も
の
か
（
아
니
땐 

굴
뚝
에
서 

연
기
나
랴
）



四
三

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

泣
き
な
が
ら
芥
子
を
食
ふ
（
울
며
겨
자
먹
기
）

針
の
往
く
所
に
絲
も
往
く
（
바
늘
간
데
실
간
다
）

旱ひ
で
りに
豆
の
生
え
る
や
（
가
물
에 

공
나
기
）

牛
取
ら
れ
て
牛
小
屋
を
な
ほ
す
（
소
일
코 

외
양
깐
고
친
다
）

蛙
が
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
時
の
こ
と
を
考
へ
な
い
（
개
고
리
가

올
창
이
쩍 

생
각
을
못
한
다
） 

密
を
食
つ
た
啞
の
や
う
（
꿀
먹
은 

벙
어
리 

갓
다
）

粥
に
も
飯
に
も
な
ら
な
い
（
죽
도 
밥
도 

안
된
다
）

舌
先
に
斧
（
혀
끗
헤 

도
끼
）

虎
も
自
分
の
こ
と
を
話
せ
ば
や
つ
て
來
る
（
호
랑
이
도 

제
말
하

면 

온
다
）

淺
き
川
も
深
く
渡
れ
（
야
튼
내
도 

깁
게
건
너
라
）

生
け
る
犬
は
死
せ
る
虎
に
勝
る
（
산
개
가 

죽
은
범
보
다 
낫
다
）

醫
者
と
味
噌
は
古
い
程
好
い
（
애
사
하
고 

된
장
은 

오
래
될
수

록 

조
타 

）

家
貧
し
く
し
て
孝
子
出
づ
（
가
난
한 

집
에 

효
자
난
다
）

大
水
に
飲
水
な
し
（
홍
수
에 

먹
을
물
업
다
）

あ
ま
り
圓ま

る

き
は
こ
ろ
び
易
し
（
너
무
둥
글
면 

구
르
기 

쉽
다
）

小
兒
喧
嘩
が
大
人
喧
嘩
に
な
る
（
아
이
싸
움
이 

어
른
싸
움
된

다
）

天
を
見
な
け
れ
ば
星
は
取
れ
ぬ
（
하
늘
을 

보
아
야 

별
을 

따

지
）

臍
が
腹
よ
り
大
き
い
（
배
꼽
이 

배
보
다 

크
다
）

圓
い
卵
も
切
り
よ
で
四
角
（
덩
근 

달
걀
도 

비
기
에 

따
라 

네

모
진
다
）

囁
き
千
里
（
귓
속 

말
이 

천
리
）

餓
え
た
る
犬
は
棒
を
恐
れ
ず
（
주
린
개
는 

몽
둥
이
맛 

무
서
안

는
다
）

豆
腐
で
頭
を
打
っ
て
死
ぬ
（
두
부
로 

머
리
를 

치
고
죽
는
다
）

湯
を
水
に
す
る
（
숭
늉
을 

냉
수
로 

만
든
다
）

蒔
か
ぬ
種
は
生
え
ぬ
（
안
뿌
린 

씨
는 

나
지 

안
는
다
）

魚
の
眼
に
水
見
え
ず
（
고
기
눈
깔
에 

물 

안
뵌
다
）

瓜
の
種
子
に
茄
子
は
生
え
ぬ
（
외
씨
로 

가
지
는 

안
난
다
）

上
見
ぬ
鷲
（
위
못
보
는 

수
리
）

秋
の
扇
（
가
을 

부
채
）

樽
に
滿
た
ざ
る
酒
は
音
が
す
る
（
통
에 

안
찬
술
은 

소
리
가
난



四
四

다
）

泣
き
な
が
ら
芥
子
を
食
ふ
（
울
며 

겨
자
먹
기
）

毬い
が
ぐ
り栗
も
内
か
ら
破わ

れ
る
（
밤
송
이
도 

속
에
서
부
터 

벌
어
진
다
）

四
―
三
．「
国
語
教
室
」
の
「
틀
리
기
쉬
운
말
」［
間
違
え
や

す
い
こ
と
ば
］

　

一
九
四
二
年
一
月
二
十
二
日
（
一
二
三
六
九
）
か
ら
一
九
四

二
年
六
月
三
十
日
（
一
二
五
二
十
七
）
ま
で
百
二
十
二
回）

（（
（

に
わ

た
っ
て
「
틀
리
기
쉬
운
말
」（
間
違
え
や
す
い
こ
と
ば
）
が
連
載

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
日
朝
両
言
語
間
の
構
造
的
相
違
か
ら
、

当
時
生
じ
て
い
た
（
あ
る
い
は
生
じ
か
ね
な
い
）
卑
近
な
言
語

干
渉
事
例
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
日
朝
両
言
語
に
精
通

し
た
者
に
と
っ
て
は
、
さ
ほ
ど
真
新
ら
し
い
情
報
や
分
析
が
記

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
当
時
に
お
け
る
日
朝
両
言
語

の
対
照
分
析
の
紹
介
と
し
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
以
下
は
、

そ
の
一
例
で
あ
る
。
な
お
、
原
文
の
解
説
部
分
に
は
日
本
語
訳

を
付
し
た
。

一
二
三
六
九
（
一
九
四
二
・
一
・
二
十
二
）［
間
違
え
や
す
い
こ
と

ば
］

기
차
를 

타
오
＝
汽
車
に
乗
る

（
조
선
말
로
는
「
기
차
를 

타
오
」「
말
을 

타
오
」「
자
전
거
를 

타
오
」。
그
러
나 

국
어
에 

잇
서
서
는 

반
드
시
「
汽
車
に
乘
る
」

「
馬
に
乘
る
」「
自
轉
車
に
乘
る
」
로
서
「
を
」
아
니
요
「
に
」。）

［
朝
鮮
語
で
は
「
기
차
를4 

타
오
」（
逐
語
訳
は
“
汽
車
を
乗
る
”―

訳
注
）「
말
을 

타
오
」（
逐
語
訳
は
“
馬
を
乗
る
”
―
訳
注
）「
자

전
거
를 

타
오
」（
逐
語
訳
は
“
自
転
車
を
乗
る
”
―
訳
注
）。
し

か
し
国
語
［
＝
日
本
語
―
訳
注
］
に
お
い
て
は
必
ず
「
汽
車
に
乗

る
」「
馬
に
乗
る
」「
自
転
車
に
乗
る
」
で
あ
っ
て
、「
を
」
で
は

な
く
「
に
」。］

물
을 

먹
는
다

4

4

4

＝
水
を
飲
む

（「
食
べ
る
」
가 

아
니
라
「
飲
む
」。「
담
배
를 

먹
는
다
」
는
「
煙

草
を
吸
ふ
」。）

［「
食
べ
る
」
で
は
な
く
「
飲
む
」。「
담
배
를 

먹
는
다
」（
逐
語
訳

は
“
煙
草
を
食
べ
る
”
―
訳
注
）
は
「
煙
草
を
吸
ふ
」。］



四
五

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

一
二
三
七
〇
（
一
九
四
二
・
一
・
二
十
三
）［
間
違
え
や
す
い
こ
と

ば
］

주
인
은 
출
입

4

4

하
엿
소
＝
主
人
は
外
出
し
ま
し
た

（
국
어
의 
잇
서
서
의
「
出
入
」
은
「
で
い
り
」
로
서 

들
고 

날

고
하
는
것
。
동
내
의
。）

［
国
語
に
お
け
る
「
出
入
」
は
「
で
い
り
」
で
、
出
た
り
入
っ
た

り
す
る
こ
と
。
近
所
に
。］

열
급 

먹
는

4

4

｜
사
람
은 

편
하
겟
소
＝
月
給
取
り
が
樂
で
せ
う

（「
월
급
먹
는
다
」
을 

직
역
하
면
「
月
給
を
喰
ふ
」「
월
급
탄
다
」

또
는
「
월
급
타
먹
는
다
」
라
고
도
하
는
바 
어
느
거
나 

다
「
月

給
を
取
る
」
의 

뜻
）

［「
월
급　

먹
는
다
」
を
直
訳
す
れ
ば
「
月
給
を
喰
ふ
」‖
「
월
급

｜
탄
다
」
ま
た
は
「
월
급　

타
먹
는
다
」
と
も
い
う
が
、
ど
ち
ら

も
「
月
給
を
取
る
」
の
意
。］

　

こ
の
「
틀
리
기
쉬
운
말
」（
間
違
え
や
す
い
こ
と
ば
）
に
書
か

れ
て
い
る
内
容
を
項
目
別
に
整
理
し
て
紹
介
す
れ
ば
、
以
下
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

A　

助
詞
の
意
味
用
法

　

朝
鮮
語
の
対
格
助
詞
（
를
／
을
）
と
補
格
助
詞
（
가
／
이
）

が
日
本
語
で
は
「
を
」
や
「
が
」
で
対
応
し
な
い
以
下
の
よ
う

な
例
を
取
り
上
げ
て
、
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。
な
お
、
角
括

弧
の
な
か
に
逐
語
訳
を
示
し
た
。

対
格
助
詞

기
차
를 

타
오
．
　

汽
車
に
乗
る
。（
一
二
三
六
九
）

나
라
를 

위
하
여 

싸
운
다
．　

国
の
た
め
に
戦
う
。（
一
二
三
七

七
）

바
람
을 

쏘
인
다
．　

風
に
当
た
る
。（
一
二
四
三
六
）。

그 

사
람
을 

보
고 

왓
소
．　

そ
の
人
に
逢
っ
て
来
ま
し
た
。（
一

二
五
一
一
）

補
格
助
詞

시
간
이 

되
엇
다
．　

時
間
に
な
っ
た
。（
一
二
三
七
七
）

군
인
이 

되
다
．　

軍
人
に
な
る
。（
一
二
三
七
七
）

잘 
때
가 

되
엇
다
．　

寝
る
時
に
な
っ
た
。（
一
二
四
四
一
）

술
이 
취
햇
다
．　

酒
に
酔
う
た
。（
一
二
五
〇
六
）



四
六

日
本
語
と
異
な
り
、
朝
鮮
語
で
は
属
格
助
詞
（
의
）
や
処
格
助

詞
（
에
・
로
）
が
顕
現
し
な
い
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
る
、
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
以
下
の
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。

助
詞
の
非
顕
現

고
향 

사
람　

故
郷
の
人
（
一
二
三
八
三
）

그 

사
람
것　

そ
の
人
の
も
の
（
一
二
三
八
三
）

우
리 

집 

아
이　

内
の
子
供
（
一
二
五
二
〇
）

여
기 

잇
소
．　

此
処
に
あ
り
ま
す
（
一
二
三
八
一
）

어
듸 

가
오
．　

何
処
に
往
き
ま
す
か
（
一
二
三
八
二
）

이
리 

오
시
오
．　

こ
ち
ら
へ
お
出
で
な
さ
い
。・
어
디 

가
십
니

까 

ど
こ
へ
お
出
で
な
さ
い
ま
す
か
（
一
二
五
二
三
）。

　

上
記
と
逆
の
例
と
し
て
、
日
本
語
で
主
格
助
詞
や
処
格
助
詞

が
顕
現
し
な
い
以
下
の
例
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

공
이 

둘
이 

잇
소  

毬
が
二
つ
あ
り
ま
す
。（
一
二
五
〇
六
）

　

여
기
도 

업
소
．　

こ
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。（
一
二
三
八
二
）

　

ま
た
、
次
の
例
は
与
格
助
詞
（
한
테
）
が
、
日
本
語
の
「
に
」

お
よ
び
「
か
ら
」
に
相
当
す
る
意
味
で
用
い
ら
れ
る
例
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。

그 

사
람
한
테 

어
덧
소
．　

そ
の
人
か
ら
貰
っ
た
。
／
도
적
한
테 

죽
엇
다 

泥
坊
に
殺
さ
れ
た
。（
一
二
五
一
五
）

　
（
一
二
五
二
三
）

B　

逐
語
訳
に
よ
る
誤
用
の
指
摘

　

朝
鮮
語
語
句
の
代
表
的
語
義
に
対
応
す
る
日
本
語
語
句
で
逐

語
訳
す
れ
ば
不
自
然
な
日
本
語
に
な
る
ケ
ー
ス
と
し
て
、
以
下

の
よ
う
な
例
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
カ
ギ
括
弧
内

は
原
典
に
示
さ
れ
て
い
る
逐
語
訳
、
丸
括
弧
内
は
朝
鮮
語
の
対

訳
と
し
て
相
応
し
い
と
さ
れ
た
日
本
語
で
あ
る
。

바
지
를 

입
는
다
．　
「
ズ
ボ
ン
を
着
る
」（
ズ
ボ
ン
を
履
く
）（
一

二
三
八
五
）

불
을 

켜
시
오
．　
「
火
を
付
け
な
さ
い
」（
明あ

か
りを
付
け
な
さ
い
）

（
一
二
四
〇
三
）

길
이 
질
다
．　
「
道
が
穢
た
」（
道
が
悪
い
）（
一
二
四
〇
四
）

잠
이 

온
다
．　
「
眠
り
が
来
る
」（
眠
く
な
る
）（
一
二
四
〇
五
）



四
七

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

안
경
을 

쓴
다
．　
「
眼
鏡
を
被
る
」（
眼
鏡
を
掛
け
る
）（
一
二
四

〇
六
）

손
을 
꼽
아
가
며 

고
대
한
다
．　
「
手
を
折
り
な
が
ら
」（
指
折
り

な
が
ら
）（
一
二
四
〇
九
）

손
바
닥
을 

친
다
．　
「
手
の
う
ら
を
打
つ
」（
手
を
う
つ
）（
一
二

四
一
〇
）

잠
을 

잘 

자
오
．　
「
眠
り
を
よ
く
眠
り
ま
す
」（
よ
く
眠
り
ま

す
）（
一
二
四
一
一
）

그
만 

하
자
「
も
う
、
そ
れ
だ
け
や
ら
う
」（
も
う
や
め
よ
う
、

よ
さ
う
）（
一
二
四
一
二
）

일
을 

본
다
．　
「
仕
事
を
見
る
」（
仕
事
す
る
）（
一
二
四
一
二
）

세
월
이 

간
다
．　
「
歳
月
が
往
く
」（
歳
月
が
経
つ
）（
一
二
四
一

九
）

갑
슬 

깍
는
다
．　
「
値
段
を
削
る
」（
値
切
る
）（
一
二
四
二
〇
）

그 

사
람
까
지 

부
르
시
오
．　
「
そ
の
人
ま
で
お
呼
び
な
さ
い
」

（
そ
の
人
も
お
呼
び
な
さ
い
）（
一
二
四
二
二
）

아,

이
런 

정
신
을 

봐
．　
「
あ
、
こ
の
精
神
を
見
な
さ
い
」（
し

ま
っ
た
！
）（
一
二
四
二
四
）

손
님
이 

차
저
왓
다
．　
「
お
客
が
探
し
て
来
た
」（
お
客
が
た
ず

ね
て
き
た
）（
一
二
四
二
六
）

시
계
가 

병
낫
다
．　
「
時
計
が
病
気
に
な
っ
た
」（
時
計
が
狂
っ

た
）（
一
二
四
二
九
）

시
계
에 

밥
을 

준
다
．　
「
時
計
に
ご
飯
を
や
る
」（
時
計
を
捲

く
）（
一
二
四
二
九
）

새
로 

한
시
「
新
し
く
一
時
」（
一
時
）（
一
二
四
三
〇
）

밤
이 

깁
헛
다
．　
「
夜
が
深
く
な
っ
た
」（
夜
が
更
け
た
）（
一
二

四
三
一
）

내
려
다 

본
다
「
下
し
見
る
」（
見
下
す
）（
一
二
四
三
三
）

마
음
이 

든
다
．　
「
心
に
入
る
」（
気
に
入
る
）（
一
二
四
三
四
）

뺏
어
가
젓
다
．　
「
奪
っ
て
持
っ
た
」（
奪
い
取
っ
た
）（
一
二
四

三
七
）

이
리 

오
너
라
．　
「
こ
っ
ち
来
な
さ
い
」（
御
免
下
さ
い
）（
一
二

四
三
九
）

안
녕
히 

주
무
십
시
오
．　
「
無
事
に
寝
な
さ
い
」（
御
休
み
な
さ

い
ま
せ
）（
一
二
四
四
〇
）

형
제
를 
두
엇
소
．　
「
子
供
二
人
を
置
い
た
」（
子
供
が
二
人
あ



四
八

り
ま
す
）（
一
二
四
四
三
）

병
이 
난
다
．　
「
病
気
が
出
る
」（
病
気
に
か
か
る
）（
一
二
四
四

四
）

나
이
를 

먹
는
다
．　
「
年
を
食
べ
る
」（
年
を
取
る
）（
一
二
四
四

五
）

가
로 

노
혓
다
．　
「
横
に
置
い
て
あ
る
」（
横
た
わ
る
）（
一
二
四

四
六
）

잠
이 

온
다
．　
「
眠
り
が
来
る
」（
ね
む
く
な
る
）（
一
二
四
四

七
）

성
을 

낸
다
．　
「
怒
り
を
出
す
」（
怒
る
）（
一
二
四
五
〇
）

낫 

업
다
．　
「
顔
が
な
い
」（
面
目
な
し
）（
一
二
四
七
一
）

뒷 

대
문
「
後
ろ
の
大
門
」（
裏
門
）（
一
二
四
七
四
）

바
람
이 

잔
다
．　
「
風
が
眠
る
」（
風
が
や
む
）（
一
二
四
八
七
）

손 

아
래
사
람
「
手
下
の
者
」（
目
下
の
者
）（
一
二
四
九
三
）

새
달
「
新
し
い
月
」（
来
月
）（
一
二
四
九
四
）

구
름
이 

버
서
진
다
．　
「
雲
が
剥
げ
る
」（
晴
れ
る
）（
一
二
四
九

六
）

배
가 

부
르
다
．　
「
腹
が
脹
れ
る
」（
満
腹
、
腹
が
一
杯
）（
一
二

四
九
七
）

불
이 

죽
엇
소
．　
「
火
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
」（
火
が
消
え
た
）

（
一
二
四
九
九
）

하
루
밤 

자
고
갑
시
다
．　
「
一
晩
寝
か
し
て
下
さ
い
」（
一
晩
泊

め
て
下
さ
い
）（
一
二
五
〇
二
）

네 

그
럽
시
다
．　
「
ハ
イ
、
そ
う
し
な
さ
い
」（
ハ
イ
、
ど
う
ぞ
）

（
一
二
五
〇
二
）

스
무
살 

먹
엇
소
．　
「
二
十
歳
食
べ
た
」（
二
十
歳
で
す
）（
一
二

五
〇
三
）

저 

두
아
이
는 

형
제
요
．　
「
あ
の
二
つ
の
子
は
兄
弟
で
す
」（
あ

の
二
人
の
子
は
兄
弟
で
す
）（
一
二
五
〇
四
）

술
이 

취
햇
다
「
酒
が
酔
っ
た
」（
酒
に
酔
っ
た
）（
一
二
五
〇

六
）

나
뭇
가
지
에 

새
가 

안
젓
소
．　
「
木
の
枝
に
鳥
が
座
っ
て
い
ま

す
」（
木
の
枝
に
鳥
が
止
ま
っ
て
い
ま
す
）（
一
二
五
〇
八
）

밤
낫
놀
기
만
하
오
．　
「
昼
も
夜
も
遊
ん
で
ば
か
り
お
り
ま
す
」

（
い
つ
も
遊
ん
で
ば
か
り
お
り
ま
す
）（
一
二
五
一
〇
）

그
사
람
을 
보
고
왓
소
「
そ
の
人
を
見
て
来
ま
し
た
」（
そ
の
人



四
九

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

に
逢
っ
て
来
ま
し
た
）（
一
二
五
一
一
）

밧
궈
타
시
오
．　
「
換
え
乗
り
な
さ
い
」（
乗
り
換
え
な
さ
い
）（
一

二
五
一
三
）

새
가 

조
치
못
하
다
．　
「
間
が
悪
い
」（
仲
が
悪
い
）（
一
二
五
一

七
）

바
둑
을 

둔
다
．　
「
碁
を
置
く
」（
碁
を
打
つ
）（
一
二
五
一
八
）

우
리
집 

아
이
「
私
の
家
の
子
供
」（
内
の
子
供
）（
一
二
五
二

〇
）

C　

意
味
用
法
の
異
な
る
漢
字
語

　

日
本
と
は
意
味
が
異
な
る
、
以
下
の
よ
う
な
同
一
形
態
の
漢

字
語
を
取
り
上
げ
て
、
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。（
二
重
括
弧
内

に
朝
鮮
語
の
意
味
を
日
本
語
で
示
し
た
）

出
入｟
外
出
｠（
一
二
三
七
〇
）、
層｟
階
｠（
一
二
三
七
一
）、
是

非｟
争
論
｠（
一
二
三
七
三
）、
議
論｟
相
談
｠（
一
二
三
七
三
）、

內
外｟
夫
婦
｠（
一
二
三
七
四
）、
發
明｟
弁
明
｠（
一
二
三
七
四
）、

點
心｟
間
食
・
お
や
つ
｠（
一
二
三
七
五
）、
形
勢｟
家
計
｠（
一
二

三
七
五
）、
曖
昧｟
無
罪
・
無
実
｠（
一
二
三
七
五
）、
坐
鐘｟
置
時

計
｠（
一
二
三
七
六
）、
山
所｟
墓
｠（
一
二
三
七
六
）、
沙
汰｟
山

崩
れ
｠（
一
二
三
八
八
）、
食
前｟
早
朝
｠（
一
二
三
八
九
）、
所
用

｟
役
立
つ
こ
と
｠（
一
二
三
九
二
）、
工
夫｟
勉
強
｠（
一
二
四
〇

二
）、
無
顔｟
赤
面
｠（
一
二
四
五
五
）、
船
價｟
船
賃
｠（
一
二
四

五
八
）、
旣
往｟
同
じ
く
ば
・
ど
う
せ
｠（
一
二
四
六
二
）

D　

多
義
の
朝
鮮
語
語
彙
に
対
応
す
る
日
本
語
表
現
に
対
す
る

注
意
喚
起

た
と
え
ば
、
朝
鮮
語
動
詞
「
뜨
다
」（
一
二
四
七
九
）
の
コ
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
、
対
応
す
る
日
本
語
で
は
「（
月
が
）
出

る
、（
紙
を
）
漉
く
、（
目
を
）
あ
け
る
、（
船
が
）
浮
か
ぶ
、（
お

灸
を
）
据
え
る
、（
水
を
）
汲
む
、（
水
を
）
す
く
う
、（
網
を
）

捲
く
」
の
よ
う
な
動
詞
が
用
い
ら
れ
る
例
を
取
り
上
げ
て
、
多

様
な
日
本
語
表
現
を
習
得
す
る
必
要
性
を
喚
起
し
て
い
る
。
同

様
の
例
と
し
て
、
먹
다
（
一
二
三
六
九
・
一
二
五
〇
三
）、
오

다
、
쓰
다
（
一
二
四
〇
六
）、
놋
다
［
現
代
正
書
法
で
は
놓
다
］

（
一
二
四
〇
八
）、
들
다
（
一
二
四
一
五
）、
기
（
氣
、
一
二
四
六

八
）、
낫
［
現
代
正
書
法
で
は
낮
］、
타
다
（
一
二
四
八
八
）、
배



五
〇

（
一
二
四
九
七
）
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

E　

多
義
の
日
本
語
語
彙
に
対
応
す
る
朝
鮮
語
表
現
に
対
す
る

注
意
喚
起

た
と
え
ば
、
日
本
語
動
詞
「
か
け
る
」（
一
二
四
一
七
）、「
あ
が

る
」（
一
二
五
二
二
）
の
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
、
対
応
す

る
朝
鮮
語
で
は
「（
竿
に
）
걸
다
、（
塩
を
）
지
다
、（
水
を
）
뿌

리
다
、（
腰
を
）
걸
어 

앉
다
、（
錠
を
）
채
우
다
、（
お
目
に
）

보
여 

드
리
다
、（
言
葉
を
）
부
치
다 
、（
…
し
）
―

기 

시
작
하

다
」、「（
雨
が
）
개
다
、（
二
階
に
）
오
르
다
、（
お
宅
に
）
가

다
、（
魚
が
）
죽
다
、（
柿
が
）
익
다
、（「
お
上
が
り
く
だ
さ
い
」）

올
라
오
다
・
잡
수
시
다
」
の
よ
う
な
朝
鮮
語
動
詞
が
用
い
ら
れ

る
例
を
取
り
上
げ
て
、
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。
こ
の
注
意
喚

起
は
日
本
語
か
ら
の
語
彙
干
渉
を
予
防
す
る
役
割
を
果
た
す
。

　

名
詞
「
気
」（
一
二
四
六
八
）
を
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
で
は
、

「
気
が
知
れ
ぬ
（
마
음
을 

알
수 

업
다
）、
気
が
あ
る
（
생
각
이 

있
다
）、
気
が
利
く
（
재
치
가 

잇
다
）、
気
が
気
で
な
い
（
정
신

이 

업
다
［
現
代
正
書
法
で
は
없
다
］）、
気
が
く
さ
く
さ
す
る

（
속
이 

답
답
하
여
진
다
）、
気
が
つ
く
（
생
각
이 

나
다
）、
気
に

懸
る
（
마
음
에 

걸
린
다
）、
気
に
す
る
（
걱
정
을 

한
다
）、
気

に
す
る
（
걱
정
을 

한
다
）、
気
に
な
る
（
염
려
가 

된
다
）、
気

を
腐
ら
す
（
속
을 

썩
인
다
）、
気
を
晴
ら
す
（
손
창
을 

한
다
）、

気
を
も
む
（
애
를 

쓴
다
）」
な
ど
の
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
示
し

て
い
る
。
類
例
と
し
て
、「
打
つ
」（
一
二
五
一
八
）、「
上
げ
る
」

（
一
二
五
二
一
）、「
上
が
る
」（
一
二
五
二
二
）、「
置
く
」（
一
二

五
二
四
）、「
―

屎
（
く
そ
）」（
一
二
五
二
五
）、「
着
せ
る
」（
一

二
五
二
七
）
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
他
、
複
合
語
の
語
構
成
要
素
の
並
び
が
日
本
語
と
反
対

の
次
の
よ
う
な
語
を
取
り
上
げ
て
、
日
本
語
表
現
で
混
乱
を
起

さ
な
い
よ
う
に
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。
な
お
、
カ
ギ
括
弧
内

は
原
典
に
示
さ
れ
て
い
る
逐
語
訳
、
丸
括
弧
内
は
朝
鮮
語
の
対

訳
と
し
て
相
応
し
い
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
日
本
語
で
あ
る
。

내
려
다 

보
다
（
一
二
四
三
三
）「
下
し
見
る
」（
見
下
す
）、
뺏

어
가
지
다
（
一
二
四
三
七
）「
奪
っ
て
持
つ
」（
奪
い
取
る
）

전
답
（
一
二
五
〇
九
）「
畑
田
」（
田
畑
）、
밧
꿔
타
다
［
現
代
正

書
法
で
は
바
꿔
타
다
］「
換
え
乗
る
」（
乗
り
換
え
る
）（
一
二
五



五
一

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

一
三
）

F　

そ
の
他

助
詞
로
／
으
로
・
만
・
고
・
나
、
副
詞
그
만
・
딱
・
꼭
・
꿈
쩍
、

名
詞
발
・
물
（w

ater

）・
손
、
依
存
名
詞
것
・
김
（
에
）・
가

량
・
바
람
、
動
詞
보
다
・
굴
다
・
길
들
이
다
・
놀
리
다
・
다
니

다
・
뒤
집
다
、
接
頭
辞
맨
―

、
接
尾
辞
―

들
・
―

투
성
이
・
―

감
、
連
体
詞
새
・
분
（
忿 

憤
）・
한
な
ど
に
対
応
す
る
日
本
語

表
現
を
解
説
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
語
「
恥
」
に
対
応
す
る

朝
鮮
語
は
「
亡
身
、
羞
恥
」、「
先
生
님
」
に
対
応
す
る
日
本
語

は
「
先
生
様
」
で
な
く
「
先
生
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
り
、

朝
鮮
語
の
漢
字
語
「
午
正
」（
日
本
語
で
は
「
正
午
」）、「
山
所
」

（
日
本
語
で
は
「
墓
」）
の
よ
う
な
日
本
語
で
は
用
い
ら
れ
な
い

漢
字
語
の
例
が
示
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

五
．「
国
語
毎
新
」

一
二
五
二
八
（
一
九
四
二
・
七
・
一
）
～
一
二
九
六
三
（
一
九
四

三
・
九
・
十
二
）　

　

一
九
四
二
年
五
月
か
ら
、
総
力
運
動
と
し
て
朝
鮮
全
土
で
展

開
さ
れ
始
め
た
「
国
語
全
解
・
国
語
常
用
運
動
」
は
、「
毎
日
新

報
」
の
編
輯
方
針
に
も
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
こ
れ
に
と

も
な
っ
て
、
一
九
四
二
年
七
月
一
日
（
一
二
五
二
八
）
か
ら
「
毎

日
新
報
」
の
「
国
語
」
欄
は
一
新
さ
れ
、
割
り
当
て
紙
面
を
拡

大
し
一
面
の
半
分
か
ら
三
分
の
二
を
割
い
て
「
国
語
毎
新
」
が

新
た
に
設
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
掲
載
記
事
は
多
彩
に
な
り
、

戦
時
総
動
員
体
制
へ
の
屈
服
を
迫
る
内
容
の
様
々
な
記
事
が
掲

載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

な
お
、「
国
語
毎
新
」
は
一
九
四
三
年
九
月
十
二
日
（
一
二
九

六
三
）
ま
で
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
四
三
年
九
月
十
四

日
（
一
二
九
六
五
）
か
ら
は
日
本
語
紙
面
が
第
四
面
の
全
面
を

当
て
て
作
ら
る
こ
と
に
よ
り
、「
国
語
毎
新
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

は
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
こ
の
日
本
語
紙
面
は
一
九
四
四
年

十
月
二
十
八
日
（
一
三
三
七
三
）
ま
で
維
持
さ
れ
た
。
用
紙
不

足
の
た
め
、
か
つ
て
は
八
面
建
て
や
六
面
建
て
で
発
行
さ
れ
て

い
た
「
毎
日
新
報
」
は
、
一
九
四
四
年
に
は
二
面
建
て
で
発
行



五
二

さ
れ
た
り
四
面
建
て
で
発
行
さ
れ
た
り
す
る
ま
で
に
縮
小
さ
れ
、

四
面
建
て
の
号
に
の
み
第
四
面
に
「
国
語
」
欄
が
設
け
ら
れ
て

い
た
。
そ
し
て
、
一
九
四
四
年
十
月
二
十
九
日
以
後
は
常
時
二

面
建
て
で
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
国
語
」

欄
は
完
全
に
廃
止
さ
れ
た
。

　
「
国
語
毎
日
」
欄
は
、
当
時
強
硬
に
展
開
さ
れ
は
じ
め
た
「
国

語
全
解
・
国
語
常
用
」
運
動
に
対
応
し
て
設
け
ら
れ
た
紙
面
で

あ
る
。
一
九
四
二
年
五
月
八
日
、
日
本
政
府
は
閣
議
に
お
い
て
、

「
朝
鮮
同
胞
に
対
し
徴
兵
制
を
施
行
し
昭
和
十
九
年
度
よ
り
こ
れ

を
徴
集
し
得
る
如
く
準
備
を
進
む
る
こ
と
」
と
決
定
し
、
朝
鮮

総
督
府
の
す
べ
て
の
行
政
機
関
、
お
よ
び
官
製
御
用
団
体
と
し

て
朝
鮮
全
土
の
地
域
末
端
に
ま
で
組
織
を
張
り
巡
ら
せ
て
い
た

国
民
総
力
朝
鮮
聯
盟
を
総
動
員
し
た
「
国
語
全
解
・
国
語
常
用
」

が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
一
九
四
二
年
五
月
六
日
、
国
民
総
力
朝

鮮
聯
盟
指
導
委
員
会
は
「
国
語
全
解
・
国
語
常
用
」
運
動
の
基

本
プ
ラ
ン
と
し
て
、「
国
語
普
及
要
綱
」
を
決
定
し
、
朝
鮮
全
土

に
お
い
て
、
こ
の
基
本
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
運
動
を
展
開
さ
せ
た
。

「
国
語
普
及
要
綱
」
の
「（
四
）
文
化
方
面
に
対
す
る
方
策
」
に

お
い
て
「
諺
文
新
聞
、
雑
誌
に
国
語
欄
を
設
く
る
こ
と
」
と
し

て
い
た
が
、「
毎
日
新
報
」
が
「
国
語
毎
新
」
面
を
設
け
る
こ
と

に
し
た
の
は
、
こ
の
方
針
に
基
づ
く
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
、
同

年
七
月
五
日
か
ら
毎
週
日
曜
日
に
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
「
日
曜
附
録

国
語
教
室
」
を
発
行
し
始
め
た
。
一
九
四
二
年
七
月
一
日
の
「
毎

日
新
報
」
第
一
面
に
掲
載
さ
れ
た
公
告
文
は
、
一
九
四
四
年
度

か
ら
の
徴
兵
実
施
の
為
に
「
一
人
残
ら
ず
国
語
を
解
得
」
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、「
国
語
全
解
運
動
」
に
一
層
拍
車
を
か
け
る
た

め
だ
と
書
い
て
い
る
。

　

こ
の
公
告
文
（
原
文
は
朝
鮮
語
で
筆
者
に
よ
る
訳
文
）
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
こ
の
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
「
日

曜
附
録
国
語
教
室
」
は
「
毎
日
申
（
新
）
報
」
復
刻
版
に
は
収

録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
を
考
察
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。

一
二
五
二
八
（
一
九
四
二
・
七
・
一
）
第
一
面

國
語
初
學
の
好
伴
侶
｜
日
曜
附
録
國
語
敎
室
｜
毎
週
一
回
日
曜
發

行
｜
七
月
五
日
始
刊



五
三

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

　

國
語
の
解
得
は
皇
國
臣
民
た
る
者
の
絶
対
の
義
務
で
あ
る
。
國
語

を
解
得
で
き
な
く
て
は
眞
正
な
皇
國
臣
民
と
は
い
え
な
い
。
皇
國
臣

民
と
し
て
の
光
榮
と
矜
持
は
國
語
を
解
得
し
て
こ
そ
初
め
て
持
つ
こ

と
が
出
來
る
。
し
か
も
再
来
年
か
ら
半
島
に
徴
兵
制
が
實
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
だ
け
に
、
二
、
四
〇
〇
萬
民
衆
は
一
日
も
早
く

一
人
殘
ら
ず
國
語
を
解
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

本
社
で
は
か
ね
て
か
ら
紙
面
の
一
部
を
割
い
て
國
語
欄
を
開
設

し
、
國
語
普
及
運
動
に
努
力
し
て
き
た
と
こ
ろ
だ
が
、
今
日
全
半
島

で
展
開
し
て
い
る
國
語
全
解
運
動
に
一
層
拍
車
を
か
け
る
た
め
に
、

従
來
の
國
語
欄
を
一
層
擴
充
し
、
あ
ら
た
め
て
新
た
に
國
語
初
學
者

の
た
め
の
新
聞
附
録
を
發
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
國
語
附
録

は
毎
週
一
回
、
日
曜
日
附
本
紙
に
添
付
さ
れ
、
全
讀
者
に
無
料
で
配

布
さ
れ
る
。
體
裁
は
新
聞
半
折
型
の
「
タ
ブ
ロ
イ
ド
」
型
一
頁
で
、

國
語
初
學
者
の
學
習
に
適
切
な
も
の
と
な
る
よ
う
に
編
輯
し
て
活
字

を
配
置
し
、
國
語
初
級
者
の
讀
本
に
も
な
り
、
彼
ら
の
良
き
伴
侶
と

な
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
大
方
の
指
示
と
鞭
撻
を
お
願
い
す
る
次

第
で
あ
る
。

昭
和
十
七
年
七
月　

毎
日
新
報
社

五
―
一
．「
国
語
毎
新
」
の
「
カ
タ
カ
ナ
教
室
」

一
二
五
二
九
（
一
九
四
二
・
七
・
二
）
～
一
二
六
三
一
（
一
九
四

二
・
十
・
十
三
）　

　
「
カ
タ
カ
ナ
教
室
」
は
固
有
名
詞
な
ど
若
干
の
語
彙
を
漢
字
表

記
し
て
い
る
ほ
か
は
、
基
本
的
に
カ
タ
カ
ナ
だ
け
で
表
記
さ
れ

た
読
み
物
で
、
特
に
教
材
と
い
う
体
裁
は
取
っ
て
い
な
い
。
カ

タ
カ
ナ
文
な
の
で
、
多
く
の
読
者
の
獲
得
を
狙
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　
「
国
語
毎
新
」
の
掲
載
が
始
ま
っ
た
一
九
四
二
年
七
月
一
日
号

に
は
「
カ
タ
カ
ナ
教
室
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
付
さ
れ
て
い
な

い
が
、「
カ
タ
カ
ナ
教
室
」
の
も
の
と
同
様
の
カ
タ
カ
ナ
文
が
掲

載
さ
れ
て
お
り
、「
カ
タ
カ
ナ
教
室
」
は
実
質
的
に
は
「
国
語
毎

新
」
と
と
も
に
始
ま
っ
た
と
み
な
す
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
七

月
一
日
号
に
「
カ
タ
カ
ナ
教
室
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
忘

れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
急
遽
次
の
七
月
二
日
号
か
ら
タ
イ
ト

ル
を
付
す
こ
と
に
し
た
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
前
で
指
摘
し
た

「
曙
だ
よ
り
」
か
ら
「
国
語
欄
」
に
タ
イ
ト
ル
が
変
更
さ
れ
た
ケ

ー
ス
や
、
次
に
指
摘
す
る
「
キ
ョ
ー
ノ
レ
ン
シ
ュ
ー
」
か
ら
「
キ



五
四

ョ
ー
ノ
ベ
ン
キ
ョ
ー
」
へ
の
急
な
タ
イ
ト
ル
変
更
と
同
様
、「
毎

日
新
報
」
の
「
国
語
」
欄
編
集
に
お
け
る
一
貫
性
に
欠
け
る
側

面
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
一
九
四
二
年
十
月
十
三
日
以
後
も
「
カ
タ
カ
ナ
教
室
］

と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
付
さ
れ
て
い
な
い
が
、
最
後
の
日
本
語
面

と
な
っ
た
一
九
四
四
年
十
月
二
十
九
日
の
紙
面
ま
で
、「
カ
タ
カ

ナ
教
室
」
所
載
の
カ
タ
カ
ナ
文
と
同
様
の
カ
タ
カ
ナ
文
が
掲
載

さ
れ
続
け
た
。

一
二
五
二
九
（
一
九
四
二
・
七
・
二
）「
カ
タ
カ
ナ
教
室
」

“
ウ
ミ
ユ
カ
バ
”
ノ 

ウ
タ
ハ 

千
二
百
ネ
ン
マ
エ
ニ
デ
キ
タ

　
“
ウ
ミ
ユ
カ
バ 

ミ
ヅ
ク
カ
バ
ネ 

ヤ
マ
ユ
カ
バ 

ク
サ
ム
ス
カ
バ
ネ

…
…
…
”
ノ 

ウ
タ 

ハ 

イ
マ
カ
ラ 

千
二
百
ネ
ン
バ
カ
リ 

マ
ヘ
（
天

平
二
十
年
ゴ
ロ
）
大
伴
家
持
ト 

イ
フ 

チ
ウ
ギ
ナ 

ヒ
ト 

ガ 

ツ
ク

ッ
テ 

テ
ン
テ
ン
ノ
ウ
ヘ
イ
カ 

ニ 

サ
サ
ゲ
タ 

モ
ノ
デ
ス

日
本
ノ
ジ
ド
ウ
シ
ヤ

　

ニ
ッ
ポ
ン 

ニ 

ハ
ジ
メ
テ 

ジ
ド
ウ
シ
ャ 

ガ 

ユ
ニ
フ
［
輸
入
］ 

サ

レ
タ 

ノ
ハ 

明
治
三
十
七
ネ
ン 

デ 

チ
ャ
ウ
ド 

日
露
セ
ン
ソ
ウ 

ノ 

サ
イ
チ
ュ
ウ 

デ
シ
タ
。
フ
ラ
ン
ス 

カ
ラ 

一
ダ
イ 

二
マ
ン
五
セ
ン

エ
ン 

デ 

三
井
八
郎
衛
門
ト 

イ
フ
ヒ
ト 

ガ 

ユ
ニ
フ
シ
マ
シ
タ
。

七
ツ
ノ
海

　

イ
ギ
リ
ス 

ガ 

七
ツ
ノ 

海
ハ 

ジ
ブ
ン
ノ 

モ
ノ
ダ
ト 

ホ
コ
ツ
テ 

ヰ
タ 

ノ
ヲ 

日
本
軍
ノ 

タ
メ
ニ 

サ
ン
ザ
ン 

ウ
チ 

ヤ
ブ
ラ
レ 

一
ツ

ノ
海
モ 

カ
ツ
テ
ニ 

デ
キ
ナ
ク 

ナ
リ
マ
シ
タ
。
七
ツ
ノ
海 

ト
ハ 

北

太
平
洋
、
南
太
平
洋
、
北
大
西
洋
、
南
大
西
洋
、
イ
ン
ド
洋
、
北
氷

洋
、
南
氷
洋 

ノ 

七
ツ
デ
ス
。

一
二
五
三
〇
（
一
九
四
二
・
七
・
三
）「
カ
タ
カ
ナ
教
室
」

農
村
ヘ
オ
テ
ツ
ダ
ヒ
｜
食
ベ
物
ノ
セ
ツ
ヤ
ク
ト 

肥
料
ヲ
サ
シ
ア
ゲ

マ
セ
ウ

　

農
村
ノ
ヒ
ト
ビ
ト
ハ 

セ
ン
ソ
ウ 

ヲ 

シ
テ
ヰ
ル
日
本
ノ 

タ
ベ
モ

ノ
ガ 

シ
ン
パ
イ 

ナ
イ
ヤ
ウ
ニ 

タ
ク
サ
ン 

ツ
ク
ラ
ネ
バ 

ナ
ラ
ナ

イ 
ト 

夜
モ 

ヤ
ス
マ
ナ
イ
デ 

一
生
ケ
ン
メ
イ 

ニ 

ハ
タ
ラ
イ
テ 

ヰ

マ
ス
。
ノ
ウ
ギ
ョ
ウ
ヲ 

シ
ナ
イ 

モ
ノ
ハ 

オ
百
姓
サ
ン
ニ 

オ
テ
ツ

ダ
ヒ 

ヲ 
ス
ル 
ツ
モ
リ 

デ 

タ
ベ
モ
ノ
ヲ 

セ
ツ
ヤ
ク 

ス
ル
コ
ト
ハ 



五
五

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

モ
チ
ロ
ン 

デ
ス
ガ 

肥
料
ナ
ド
モ 

オ
テ
ツ
ダ
ヒ 

シ
タ
イ 

モ
ノ
デ

ス
。
マ
キ

4

4 

モ
ク
タ
ン

4

4

4

4 

ワ
ラ

4

4

ナ
ド
ノ
灰
ハ 

大
ヘ
ン 

ヨ
イ
肥
料 

デ

ス
カ
ラ 
ス
テ
ナ
イ
デ 

肥
料
ノ 

タ
リ
ナ
イ 

オ
百
姓
サ
ン 

ヘ 

ア
ゲ

マ
セ
ウ
。
マ
タ 
一
坪
エ
ン
ゲ
イ
ノ 

ハ
タ
ケ
ニ 

イ
レ
テ
モ 

ヨ
イ
デ

セ
ウ
。
セ
キ
タ
ン

4

4

4

4 
レ
ン
タ
ン

4

4

4

4 

マ
メ
タ
ン

4

4

4

4 

ナ
ド
ノ 

灰
ハ 

ダ
メ
デ

ス
。

タ
バ
コ

4

4

4 

4デ
ス

4

4

　

―
タ
ン
ベ 

ヲ 

ク
ダ
サ
イ

　

―
ア
リ
マ
セ
ン

　

―
ソ
コ 

ニ
タ
ク
サ
ン 

ツ
ン
デ 

ア
リ
マ
ス
ヨ

　

―
チ
ガ
イ 

マ
ス 

コ
レ
ハ

　

―
ナ
ニ
ガ 

チ
ガ
フ
カ 

ソ
レ
ガ 

タ
ン
ベ 

ダ

　

―
コ
レ 

ワ 

タ
バ
コ 

デ
ス

一
二
五
三
八
（
一
九
四
二
・
七
・
十
一
）「
カ
タ
カ
ナ
教
室
」

ス
パ
イ
ヲ 

フ
セ
ゲ
！

　

十
三
日
カ
ラ 

一
シ
ュ
ー
カ
ン
ノ 

ア
イ
ダ 

ス
パ
イ

4

4

4

オ 

フ
セ
グ
コ

コ
ロ 

オ 

マ
ス
マ
ス 

カ
タ
ク 

ス
ル 

イ
ロ
イ
ロ 

ナ 

モ
ヨ
ホ
シ
（
行

事
・
행
사
）
オ 

シ
マ
ス
。
ス
パ
イ

4

4

4 

ワ 

日
本 

ノ 

テ
キ 

イ
ギ
リ
ス 

ヤ 

ア
メ
リ
カ 

マ
タ 

シ
ョ
ー
カ
イ
セ
キ 

ナ
ド 

ノ 

メ
イ
レ
イ 

オ 

ウ
ケ
テ 

日
本
ガ 

セ
ン
ソ
ー 

ニ 

マ
ケ
ル
ヨ
ー 

ニ 

日
本
ノ 

ヒ
ミ
ツ

オ 

サ
グ
ッ
タ
リ 

日
本
ノ 

コ
ク
ミ
ン 

ガ 

コ
マ
ル 

ヨ
ー
ナ 

コ
ト 

オ 

タ
ク
ラ
ン 

デ 

イ
ル
ノ
デ
ス
。
コ
ノ 

ス
パ
イ
ハ 

イ
ツ
モ 

ワ
レ

ワ
レ 

ノ 

ミ
ノ 

マ
ワ
リ
デ 

メ
オ 

ヒ
カ
ラ
セ
テ 

イ
ル 

ノ
デ
ス
カ
ラ 

ス
コ
シ
デ
モ 

ア
ヤ
シ
イ 

モ
ノ 

ニ
ワ 

ミ
ン
ナ 

キ
オ 

ツ
ケ
マ
シ
ヨ

ー
。

五
―
二
．「
国
語
毎
新
」
の
「
キ
ョ
ー
ノ
レ
ン
シ
ュ
ー
」

一
二
五
三
五
（
一
九
四
二
・
七
・
八
）
～
一
二
五
四
〇
（
一
九
四

二
・
七
・
十
三
）　

　
「
キ
ョ
ー
ノ
レ
ン
シ
ュ
ー
」
は
一
九
四
二
年
七
月
八
日
（
一
二

五
三
五
）
か
ら
連
載
が
始
ま
る
が
、
タ
イ
ト
ル
が
カ
タ
カ
ナ
で

記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
全
文
が
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
さ
れ
、
こ

れ
に
朝
鮮
語
対
訳
が
付
さ
れ
た
紙
上
学
習
教
材
で
あ
る
。
冒
頭

に
は
囲
み
記
事
の
形
で
「
キ
ョ
ー
ノ
レ
ン
シ
ュ
ウ
ー
」
の
趣
旨



五
六

説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
。
体
裁
は
数
語
の
基
礎
的
語
彙
を
示
し

た
あ
と
、
そ
の
語
を
用
い
た
会
話
文
を
示
す
形
に
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
角
括
弧
（［  

］）
内
の
記
述
は
筆
者
（
熊
谷
）
に
よ

る
注
記
で
あ
る
。

一
二
五
三
五
（
一
九
四
二
・
七
・
八
）「
キ
ョ
ー
ノ
レ
ン
シ
ュ
ー
」

み
な
さ
ん
の 

こ
く
ご 

を 
な
ら
は
れ
る 

べ
ん
り 

の 

た
め
に 

こ
れ

か
ら 

毎
號 

國
語
と
諺
文
と
の 
こ
と
ば
を 

い
く
つ
か
づ
ゝ
か 

こ
ゝ

に 

か
き
ま
す
。
こ
れ
を 

よ
く 

お
ぼ
え
ら
れ
る
と 

そ
の
つ
ぎ
に
は 

こ
の
こ
と
ば 

で 

一
つ
の
は
な
し
を 

ま
と
め
て
れ
ん
し
ふ
（
련
습
）

さ
れ
る
や
う
に
し
ま
す
。

ウ
シ
（
소
）［
牛
］　

ウ
マ
（
말
）［
馬
］

ウ
シ 

ガ 

イ
マ
ス
カ
。

　
（
소
가 

잇
습
니
까
）

ハ
イ
、
ウ
シ 

ガ 

イ
マ
ス
。

　
（
네
、
소
가
잇
습
니
다
）

ウ
マ 

モ 

イ
マ
ス
カ
。

　
（
말
도
잇
습
니
까
）

イ
ー
エ
、
ウ
マ 

ワ 

イ
マ
セ
ン
。

　
（
아
뇨
、
말
은
업
습
니
다
）

一
二
五
三
六
（
一
九
四
二
・
七
・
九
）「
キ
ョ
ー
ノ
レ
ン
シ
ュ
ー
」

エ
ン
ピ
ツ
（
연
필
）［
鉛
筆
］、
カ
ミ
（
조
히
）［
紙
］

△
エ
ン
ピ
ツ 

ト 

カ
ミ 

オ 

ク
ダ
サ
イ
。

〇
ド
ノ 

グ
ラ
イ 

ア
ゲ
マ
シ
ョ
ー
カ
。

△
エ
ン
ピ
ツ 

ヲ 

二
ホ
ン 

ト 

カ
ミ 

オ 

十
マ
イ
ダ
ケ 

ク
サ
ダ
イ
。

〇
ハ
イ 

ア
リ
ガ
ト
ー 

ゴ
ザ
イ
マ
ス
。

一
二
五
三
七
（
一
九
四
二
・
七
・
十
）「
キ
ョ
ー
ノ
レ
ン
シ
ュ
ー
」

オ
カ
ー
サ
ン
（
어
머
니
）［
お
母
さ
ん
］、
ネ
ー
サ
ン
（
누
나
）［
姉
さ

ん
］

オ
カ
ー
サ
ン 

ハ 

ヤ
サ
イ
バ
タ
ケ 

デ 

ハ
タ
ラ
イ
テ 

イ
マ
ス
。

ネ
ー
サ
ン 

ワ 

コ
モ
リ 

オ 

シ
テ
イ
マ
ス
。

一
二
五
三
八
（
一
九
四
二
・
七
・
十
一
）「
キ
ョ
ー
ノ
レ
ン
シ
ュ
ー
」



五
七

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

ヒ
ガ
シ
（
동
쪽
）［
東
］
ニ
シ
（
서
쪽
）［
西
］
ミ
ナ
ミ
（
남
쪽
）［
南
］

キ
タ
（
북
쪽
）［
北
］

ヒ 

ワ 
ヒ
ガ
シ 

カ
ラ 

ノ
ボ
ッ
テ 

ニ
シ 

ニ 

シ
ズ
ミ 

マ
ス
。
ミ
ナ

ミ
ノ 

ホ
ー 
ワ 
ア
タ
タ
カ
ク 

キ
タ 

ノ 

ホ
ー 

ワ 

サ
ム
イ
デ
ス
。

一
二
五
四
〇
（
一
九
三
九
・
七
・
十
三
）「
キ
ョ
ー
ノ
レ
ン
シ
ュ
ー
」

マ
チ
（
거
리
）［
街
］、
デ
ン
シ
ャ
（
전
차
）［
電
車
］、
ジ
ド
ー
シ
ャ

（
자
동
차
）［
自
動
車
］、
ジ
ン
リ
キ
シ
ャ
（
인
력
거
）［
人
力
車
］

コ
コ 

ワ 

マ
チ 

デ
ス
。
ヒ
ト 

ガ 

オ
ー
ゼ
イ 

ト
ー
ッ
テ 

イ
マ
ス
。

デ
ン
シ
ャ 

モ 

ジ
ド
ー
シ
ャ 

モ 

ジ
ン
リ
キ
シ
ャ 

モ 

ト
ー
ッ
テ 

イ
マ
ス
。

（
ソ
ー
ト
ク
フ 

ハ
ツ
コ
ー
ノ
「
コ
ク
ゴ
」
ニ 

ヨ
ル
）

五
―
三
．「
国
語
毎
新
」
の
「
キ
ョ
ー
ノ
ベ
ン
キ
ョ
ー
」

一
二
五
四
一
（
一
九
四
二
・
七
・
十
四
）
～
一
二
六
八
八
（
一
九
四

二
・
十
二
・
九
）　

　
「
キ
ョ
ー
ノ
レ
ン
シ
ュ
ー
」
が
五
回
連
載
さ
れ
た
後
、
一
九
四

二
年
七
月
十
四
日
（
一
二
五
四
一
）
か
ら
「
キ
ョ
ー
ノ
レ
ン
シ

ュ
ー
」
と
同
じ
よ
う
な
内
容
の
文
が
、
全
く
同
じ
記
述
パ
タ
ー

ン
の
ま
ま
タ
イ
ト
ル
の
み
「
キ
ョ
ー
ノ
ベ
ン
キ
ョ
ー
」
に
変
更

さ
れ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
一
九
四
二
年
七
月
十
八 

日
（
一
二
五
四
五
）
の
紙
面
の
み
「
キ
ョ
ー
ノ
レ
ン
シ
ュ
ー
」

に
タ
イ
ト
ル
が
戻
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
編
集
段
階
で
の
単

純
ミ
ス
の
結
果
と
し
か
思
わ
れ
な
い
。

　
「
キ
ョ
ー
ノ
レ
ン
シ
ュ
ー
」
も
「
キ
ョ
ー
ノ
ベ
ン
キ
ョ
ー
」
も

カ
タ
カ
ナ
だ
け
で
表
記
さ
れ
た
「
国
語
」
学
習
用
教
材
で
、
朝

鮮
語
の
対
訳
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
一
九
四
二
年
十
二

月
八
日
（
一
二
六
八
七
）
と
十
二
月
九
日
（
一
二
六
八
八
）
の

号
に
は
、
ひ
ら
が
な
文
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
十
二

月
十
一
日
（
一
二
六
九
〇
）
か
ら
「
け
ふ
の
べ
ん
き
ゃ
う
」
と

タ
イ
ト
ル
を
変
え
て
新
た
に
連
載
さ
れ
始
め
た
「
国
語
」
学
習

用
教
材
の
「
あ
」
と
「
い
」
に
相
当
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
実

質
的
は
カ
タ
カ
ナ
教
材
の
「
キ
ョ
ー
ノ
ベ
ン
キ
ヨ
ー
」
は
一
二

月
五
日
（
一
二
六
八
四
）
で
終
了
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
十
二
月
七
日
（
一
二
六
八
六
）
の
紙
面
に
は
次
の

よ
う
に
、
ひ
ら
が
な
文
の
学
習
に
移
行
す
る
旨
が
案
内
さ
れ
て



五
八

い
る
。

　

ミ
ナ
サ
ン 

カ
タ
カ
ナ 

ノ 

「
キ
ョ
ー
ノ 

ベ
ン
キ
ョ
ー
」
ワ 

イ
ヨ
イ
ヨ 
オ
ワ
リ
マ
シ
タ
。「
ア
」
ギ
ョ
ー 

カ
ラ 

「
ワ
」
ギ
ョ

ー 

マ
デ 

ト 

ダ
ク
オ
ン
（
탁
음
）
ノ 

「
ガ
」「
ザ
」「
ダ
」「
バ
」

ノ 

サ
ン
ギ
ョ
ー 

ト 
ア
ワ
セ
テ 

七
十
カ
イ 

グ
ラ
イ 

マ
イ
ニ

チ 

ヤ
ッ
ツ 

ズ
ツ 

ノ 

コ
ト
バ 
ト 

ヤ
サ
シ
ー 

ヨ
ミ
カ
タ 

オ 

ベ
ン
キ
ョ
ー
シ
マ
シ
タ
。
ミ
ナ
サ
ン 
ワ 

ソ
ノ 

ア
イ
ダ 

ネ
ッ

シ
ン
ニ 

オ
ボ
エ
テ 

モ
ー 

カ
タ
カ
ナ 
ワ 
ス
ラ
ス
ラ 

ト 

オ
ヨ

ミ 

ニ 

ナ
レ
ル
コ
ト
デ
シ
ョ
ー
。
ソ
レ
デ
ワ 
ア
ス 

カ
ラ
ワ 

イ

マ 

マ
デ 

ナ
ラ
ッ
テ 

イ
ナ
イ 

ヒ
ラ
ガ
ナ 

ノ 
ベ
ン
キ
ョ
ー 

ニ 

ウ
ツ
リ
マ
シ
ョ
ー
。
ベ
ン
キ
ョ
ー 

ノ 

ハ
ジ
メ 

ニ 
マ
ズ 
ヒ
ラ

ガ
ナ 

ノ 

五
十
オ
ン 

オ 

オ
ボ
エ
テ 

ク
ダ
サ
イ
。

　

右
の
案
内
文
に
あ
る
「
七
十
回
ぐ
ら
い
」
の
「
ア
イ
ウ
エ
オ
」

順
の
教
材
は
一
九
四
二
年
九
月
十
一
日
（
一
二
六
〇
〇
）
か
ら

始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
始
ま
る
ま
で
、
す
で
に
「
キ

ョ
ー
ノ
ベ
ン
キ
ョ
ー
」
が
四
十
二
回
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ

で
特
徴
的
な
こ
と
は
、「
神
社
参
拝
」、「
愛
国
班
常
会
」、「
貯
蓄

運
動
」
に
関
す
る
三
回
の
文
の
掲
載
以
外
に
は
、
時
局
に
関
わ

る
文
が
殆
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、

時
局
を
反
映
し
な
い
次
に
し
め
す
よ
う
な
文
が
主
流
を
な
し
て

い
た
。

一
二
五
四
一
（
一
九
四
二
・
七
・
十
四
）「
キ
ョ
ー
ノ
ベ
ン
キ
ョ
ー
」

ナ
ツ
（
여
름
）　

ム
ラ
（
마
을
）　

セ
ミ
（
매
미
）　

ノ
ハ
ラ
（
들
）　

ノ
ー
フ
（
농
부
）

ナ
ツ 

ニ 

ナ
リ
マ
シ
タ

　
（
여
름
이 

되
엇
습
니
다
）

ム
ラ 

デ
ワ 

セ
ミ 

ガ 

ミ
ン
ミ
ン 

ナ
イ
テ 

イ
マ
ス

　
（
마
을 

에
서
는 

매
미
가 

맴
맴 

울
고 

있
습
니
다
）

ノ
ハ
ラ 

デ
ワ 

ノ
ー
フ 

ガ 

イ
ソ
ガ
シ 

ソ
ー
ニ 

ハ
タ
ラ
イ
テ 

イ
マ

ス
　
（
들
에
서
는 

농
사
꾼
이 

분
주
하
게 

일
을
하
고 

있
습
니
다
）

一
二
五
四
五
（
一
九
四
二
・
七
・
十
八
）「
キ
ョ
ー
ノ
レ

マ

マ

ン
シ
ュ
ー
」



五
九

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

ソ
ラ
（
하
늘
）、
ウ
ミ
（
바
다
）、
ヤ
ス
ミ
（
휴
가
、
방
학
）、
カ
ラ

ダ
（
몸
）

ソ
ラ 
ガ 
キ
レ
イ 

ニ 

ハ
レ
マ
シ
タ

　
（
하
늘
이 
맑
게
개
엇
습
니
다
）

サ
ー
、
ウ
ミ 

エ 
イ
ツ
テ 

オ
ヨ
ギ 

マ
シ
ョ
ー

　
（
자
아
、
바
다
로 
가
서 
헤
염
을 

칩
시
다
）

ナ
ツ
ヤ
ス
ミ 

ノ 

ウ
チ
ニ 
カ
ラ
ダ 

ヲ 

ウ
ン
ト
ヒ
ョ
ー
ブ 

ニ 

キ
タ

エ
マ
シ
ョ
ー

　
（
여
름 

방
학 

동
안
에 

몸
을 

아
주 
튼
튼
하
게 

단
련
합
시
다
）

　

十
二
月
五
日
（
一
二
六
八
八
）
ま
で
の
百
二
回
に
わ
た
る
「
キ

ョ
ー
ノ
ベ
ン
キ
ョ
ー
」
全
体
に
つ
い
て
み
る
と
、
時
局
に
関
わ

る
内
容
を
取
り
扱
っ
て
い
る
の
は
三
十
回
（
全
体
の
三
十
％
）

だ
っ
た
。
ま
た
、「
キ
ョ
ー
ノ
ベ
ン
キ
ョ
ー
」
で
は
童
話
類
が
多

く
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、「
国
語
」
欄
を
時
局
か

ら
距
離
を
置
く
内
容
に
と
ど
め
る
た
め
の
朝
鮮
人
編
集
者
た
ち

の
「
策
略
」
だ
っ
た
と
見
る
の
は
、
筆
者
の
考
え
す
ぎ
で
あ
ろ

う
か
。

五
―
四
．「
国
語
毎
新
」
の
「
け
ふ
の
べ
ん
き
ゃ
う
」

一
二
六
九
〇
（
一
九
四
二
・
十
二
・
十
一
）
～
一
二
八
五
九
（
一
九

四
二
・
五
・
三
十
一
）　

　

カ
タ
カ
ナ
表
記
の
「
キ
ョ
ー
ノ
ベ
ン
キ
ョ
ー
」
に
引
き
続
く
、

ひ
ら
が
な
表
記
に
よ
る
同
様
の
紙
上
教
材
で
あ
る
。
当
時
の
初

等
教
育
は
カ
タ
カ
ナ
文
か
ら
ひ
ら
が
な
文
へ
と
段
階
を
踏
ん
で

進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
、「
け
ふ
の
べ
ん
き
ゃ
う
」
は

「
キ
ョ
ー
ノ
ベ
ン
キ
ョ
ー
」
よ
り
学
習
段
階
を
引
き
上
げ
た
も
の

で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
実
際
に
ひ
ら
が
な
表
記
教
材
に
切
り
替
わ
る
の

は
十
二
月
十
一
日
で
は
な
く
十
二
月
八
日
（
一
二
六
八
七
）
の

「
あ
」
の
項
か
ら
で
あ
る
。
当
日
の
「
キ
ョ
ー
ノ
ベ
ン
キ
ョ
ー
」

の
と
こ
ろ
に
、
次
の
よ
う
な
「
オ
コ
ト
ワ
リ
」
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

　

オ
コ
ト
ワ
リ

キ
ョ
ー 

カ
ラ 

ヒ
ラ
ガ
ナ 

ノ 

ベ
ン
キ
ョ
ー 

ニ 

ハ
イ
リ
マ
ス
ガ 

イ
マ 
マ
デ 
ノ 

ヨ
ー
ナ
｜
ヒ
ョ
ー
オ
ン
（
表
音
）
ホ
ー
デ 

ナ
ク 



六
〇

レ
キ
シ
テ
キ 

ナ 

カ
ナ
ズ
カ
イ 

ホ
ー 

オ 

ツ
カ
イ 

マ
ス
カ
ラ 

ヨ

ク 
キ
オ 

ツ
ケ
テ 

ベ
ン
キ
ョ
ー
シ
テ 

ク
ダ
サ
イ
。

　

十
二
月
九
日
（
一
二
六
八
八
）
の
「
い
」
の
項
ま
で
タ
イ
ト

ル
は
「
キ
ョ
ー
ノ
ベ
ン
キ
ョ
ー
」
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、「
け
ふ
の
べ
ん
き
ゃ
う
」
は
実
質
的
に
は
次
に
示
す

同
年
十
二
月
八
日
か
ら
は
じ
ま
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
。

一
二
六
八
七
（
一
九
四
二
・
十
二
・
八
）「
キ
ョ
ー
ノ
ベ
ン
キ
ョ
ー
」

あ
ア

あ
い
さ
つ
（
인
사
）　

あ
か
ち
ゃ
ん
（
애
기
）　

あ
く
び
（
하
품
）　

あ

ご
（
턱
）　

あ
し
（
발
）　

あ
づ
き
（
팟
）　

あ
せ
（
땀
）　

あ
た
ま

（
머
리
）　

あ
ひ
る
（
오
리
）　

あ
ぶ
ら
（
기
름
）

一
二
六
八
七
（
一
九
四
二
・
十
二
・
八
）「
キ
ョ
ー
ノ
ベ
ン
キ
ョ
ー
」

十
二
月
八
日

昨
年
十
二
ぐ
ゎ
つ
八
か 

か
し
こ
く
も 

せ
ん
せ
ん
の 

た
い
し
ょ
う

［
宣
戦
の
大
詔
］
が 

は
っ
せ
ら
れ
ま
し
て 

か
ら

작
년 

十
二
월
八
일 

황
송
하
옵
께
도 

선
전
의 

대
조
가 

내
리
신

후
は
や
く
も 

こ
こ
に 

一
し
ゅ
う
ね
ん
を 

む
か
へ
る 

こ
と
に 

な
り

ま
し
た

　

벌
서 

여
기
에 

일
주
년
을 

마
지 

하
게 

되
엇
습
니
다

わ
た
く
し
た
ち 

一
お
く 

こ
く
み
ん
は 

あ
の
ひ 

あ
の
あ
さ
の 

ふ

る
ひ
た
つ
や
う
な

　

우
리
들 

一
억 

국
민
은 

그
날 

그
아
침
의 

날
뛸 

듯
한

か
ん
げ
き
を 

ま
ざ
ま
ざ
と 

お
も
ひ
お
こ
さ
ず
に
は 

ゐ
ら
れ
ま
せ

ん
。

　

감
격
을 

뚜
렷
하
게 

생
각
해
내
지 

안
을
수 

업
습
니
다

一
二
六
九
〇
（
一
九
四
二
・
十
二
・
十
一
）「
け
ふ
の
べ
ん
き
ゃ
う
」

う
ウ
（
우
）

う
を
（
붕
어
）［
魚
］、
う
さ
ぎ
（
토
끼
）［
兎
］、
う
す
（
절
구
）

［
臼
］、
う
ち
わ
（
부
채
）［
団
扇
］、
う
ま
い
（
맛
잇
다
）［
美
味
い
］、

う
む
（
낫
는
다
）［
産
む
］、
う
る
（
판
다
）［
売
る
］、
う
れ
し
い

（
기
쁘
다
）［
嬉
し
い
］、
う
ん
ど
う
（
운
동
―
運
動
）［
運
動
］



六
一

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

ぶ
し
た
ち
は 

こ
の 

た
て
ふ
だ 

を 

み
て
、

　
（
무
사
들
은 

이 

부
친
패
를 

보
고
）

み
ん
な 
い
さ
み
た
ち 

わ
れ
も 

わ
れ
も 

と 

あ
ら
そ
っ
て 

し

ゅ
っ
せ
い 
す
る
や
う
に 

ね
が
ひ
で
ま
し
た
。

　
（
모
두 

용
감
히 
나
도
나
도 

하
고 

다
투
어 

출
정 

하
기
를 

자
원
햇
습
니
다
）

ぶ
し
た
ち 

だ
け
で
な
く 
に
っ
ぽ
ん
じ
ん 

は 

を
と
こ
も 

を
ん

な
も 

と
し
よ
り
も 

こ
ど
も
も

　
（
무
사
들 

뿐
이 

아
니
라 

일
본
사
람
은 

남
자
도 

여
자
도 

늙
은
이
도 

아
이
도
）

み
ん
な
こ
こ
ろ 

を 

ひ
と
つ
に 

あ
は
せ 

く
に
の
た
め
に 

つ
く

さ
う 

と 

い
ふ 

こ
こ
ろ
に 

も
え
た
ち
ま
し
た
。

　
（
모
두 

마
음
을 

하
나
로 

합
해
서 

나
라
를 

위
하
야 
진
력

하
고
저 

하
는
마
음
에 

불
탓
습
니
다
。

そ
の
う
ち 

げ
ん 

の 

た
い
ぐ
ん
は 

に
っ
ぽ
ん
に 

お
し
よ
せ
て 

き
ま
し
た
が
、
さ
ん
ざ
ん
に 

や
ぶ
れ
て 

し
ま
ひ
ま
し
た
。

　
（
그
후 

원
의 

대
군
은 

일
본
에 

처
들
어
왓
스
나 

여
지
업
시 

패
하
고 

말
엇
습
니
다
。

　
「
け
ふ
の
べ
ん
き
ゃ
う
」
の
タ
イ
ト
ル
が
付
さ
れ
た
七
十
六
回

の
掲
載
分
の
う
ち
、
次
の
「
か
つ
た
め
に
」
の
よ
う
な
時
局
に

関
わ
る
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
二
十
八
回
（
全
体
の
三
十

七
％
）
で
あ
り
、
こ
れ
は
先
に
連
載
さ
れ
て
い
た
「
キ
ョ
ー
ノ

ベ
ン
キ
ョ
ー
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

一
二
七
三
四
（
一
九
四
三
・
一
・
二
十
五
）「
け
ふ
の
べ
ん
き
ゃ
う
」

か
つ
た
め
に
（
이
기
기 

위
하
야
）［
勝
つ
た
め
に
］

ま
い
に
ち 

ま
い
に
ち
の 

わ
た
く
し
ど
も
の 

く
ら
し
は 

な
に
も
か

も 

み
な

　
（
매
일
매
일
의 

우
리
들
의 

생
활
은 

무
엇
이
나 

다
）

い
く
さ
に 

か
つ
た
め
に 

と
い
ふ 

け
っ
し
ん
と 

か
く
ご
と
で 

す

ご
さ
な
け
れ
ば 

な
り
ま
せ
ん
。

　
（
전
쟁
에 

이
기
기
위
하
야 

라
는 

결
심
과 

각
오
로 

지
나
지
안

흐
면 

안
됩
니
다
）

ご
は
ん
を 

い
た
ゞ
い
た
り 

う
ん
ど
う
を 

し
た
り 

す
る
こ
と
も

　
（
밥
을 

먹
는
다
든
지 

운
동
을 

한
다
든
지 

하
는
것
도
）

い
く
さ
に 
か
つ 

た
め
に 

か
ら
だ
を 

ぢ
ゃ
う
ぶ
に 

す
る 

た
め
だ



六
二

と 
か
ん
が
へ 

な
け
れ
ば 

な
り
ま
せ
ん
。

　
（
전
쟁
에 

이
기
기 

위
하
야 

몸
을 

튼
튼
히 

하
기 

위
하
여
서
라

고 

생
각
하
지
안
흐
면 

안
됩
니
다
）

え
ん
ぴ
つ
や 
か
み
を 

せ
つ
や
く
し
て 

つ
か
ふ
こ
と
も 

い
く
さ
に 

か
つ 

た
め
だ 

と 
お
も
は
な
け
れ
ば 

い
け
ま
せ
ん
。

　
（
연
필
이
나 

종
이
를 
절
약
해 

쓰
는
것
도 

전
쟁
에 

이
기
기 

위

하
야
서
라
고 

생
각
하
지 

안
흐
면 

안
됩
니
다
）

五
―
五
．「
国
語
毎
新
」
の
「
キ
ョ
ー
ノ
ベ
ン
キ
ョ
ー
」

一
二
八
六
一
（
一
九
四
三
・
六
・
二
）
～
一
二
九
六
三
（
一
九
四

三
・
九
・
十
二
）　

　

第
一
二
八
五
九
号
ま
で
の
ひ
ら
が
な
表
記
の
会
話
文
学
習
教

材
「
き
ょ
う
の
べ
ん
き
ゃ
う
」
に
比
べ
て
格
段
に
レ
ベ
ル
を
落

と
し
た
「
キ
ョ
ー
ノ
ベ
ン
キ
ョ
ー
」
は
、
国
民
学
校
（
小
学
校
）

低
学
年
を
も
読
者
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
構
成
は
、

以
下
の
よ
う
に
若
干
の
基
礎
的
語
彙
を
提
示
し
、
そ
の
日
本
語

の
発
音
を
朝
鮮
文
字
で
表
記
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
カ
タ
カ
ナ
も
知
ら
な
い
初
学
者
を
も
対
象
と
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
提
示
さ
れ
た
語
彙
を
用
い
た
語

句
が
示
さ
れ
、
朝
鮮
語
対
訳
が
付
さ
れ
て
い
る
。

一
二
八
六
一
（
一
九
四
三
・
六
・
二
）「
キ
ョ
ー
ノ
ベ
ン
キ
ョ
ー
」

ア
カ
イ 

ア
カ
イ

　
（
아
카
이
） 

빨
가
타

ア
サ
ヒ 

ア
サ
ヒ

　
（
아
사
히
） 

아
침
해

ア
カ
イ 

リ
ン
ゴ

　

빨
간 

사
과

ア
カ
イ 

モ
モ

　

빨
간 

복
숭
아

ア
サ
ヒ
ガ 

ノ
ボ
ル

　

아
침
해
가 

돗
는
다

ア
サ
ヒ
ガ 

ミ
エ
ル

　

아
침
해
가 

보
인
다

一
二
八
六
三
（
一
九
四
三
・
六
・
四
）「
キ
ョ
ー
ノ
ベ
ン
キ
ョ
ー
」



六
三

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

コ
ウ
シ
（
고
우
시
）
…
송
아
지

ノ
ハ
ラ
（
노
하
라
）
…
들

ナ
ク
（
나
꾸
）
…
운
다

タ
カ
イ
（
다
까
이
）
…
놉
픈

ヤ
マ
（
야
마
）
…
산

ヒ
ク
イ
（
히
꾸
이
）
…
나
즌

オ
カ
（
오
카
）
…
언
덕

コ
ウ
シ
ガ 

ノ
ハ
ラ
デ 

ナ
キ
マ
ス

　
（
송
아
지
가 

들
에
서 

웁
니
다
）

タ
カ
イ 

ヤ
マ
ガ 

ミ
エ
マ
ス

　
（
놉
픈
산
이 

보
입
니
다
）

ヒ
ク
イ 

オ
カ
ニ 

キ
ガ 

ア
リ
マ
ス

　
（
나
즌 

언
덕
에 

나
무
가 

잇
습
니
다
）

五
―
六
．「
国
語
毎
新
」
の
「
ミ
ナ
サ
ン
ノ
サ
ク
ブ
ン
」

一
二
七
一
六
（
一
九
四
三
・
一
・
七
）
～
一
二
九
五
四
（
一
九
四

三
・
九
・
三
）　

　

一
九
四
三
年
一
月
か
ら
「
国
語
毎
新
」
は
そ
れ
ま
で
週
五
回

程
度
掲
載
さ
れ
て
い
た
回
数
を
週
三
回
（
火
・
木
・
同
）
に
減

ら
す
と
と
も
に
、
一
九
四
二
年
七
月
五
日
か
ら
毎
週
日
曜
日
に

発
行
さ
れ
た
き
た
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
「
日
曜
附
録
国
語
教
室
」
は

「
国
語
教
室
」
と
改
題
し
て
週
三
回
（
月
・
水
・
金
）
発
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
次
の
「
お
知
ら
せ
」
は
こ
の
こ
と
を
公
告

し
た
記
事
で
あ
る
。

一
二
七
〇
九
（
一
九
四
二
・
十
二
・
三
十
）「
国
語
毎
新
」

オ
シ
ラ
セ

附
錄
國
語
敎
室
オ
週
三
回
皆
様
ニ
オ
送
リ
シ
マ
ス

　

コ
ト
シ
モ 

イ
ヨ
イ
ヨ 

オ
ワ
リ
ト 

ナ
リ
マ
シ
タ
。
ミ
ナ
サ
ン
ノ 

ネ
ッ
シ
ン
ナ 

ベ
ン
キ
ョ
ー
ノ 

オ
ト
モ
ダ
チ 

國
語
毎
新
モ 

コ
ト
シ

ワ 

コ
レ
デ 

オ
シ
マ
イ
ト 

イ
タ
シ
マ
ス
ガ 

ラ
イ
ネ
ン
カ
ラ
ワ 

ミ

ナ
サ
ン
ノ 

コ
ク
ゴ
ノ 

ベ
ン
キ
ョ
ー
ニ 

モ
ッ
ト 

ベ
ン
リ
ノ 

ヨ
イ

ヨ
ー
ニ 

フ
ロ
ク
ノ
「
國
語
敎
室
」
オ 

フ
ヤ
シ
テ 

月
曜
水
曜
金
曜

ノ
三
カ
イ 

ミ
ナ
サ
ン
ニ 

オ
オ
ク
リ
シ
「
國
語
毎
新
」
ワ 

火
曜
木

曜
土
曜
ノ
三
カ
イ 

本
紙
ニ 

ノ
セ
ル
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
。
キ
ッ
ト 

ミ
ナ
サ
ン
ガ 
コ
ク
ゴ
ノ 

ベ
ン
キ
ョ
ー
ノ 

ヨ
イ
オ
ト
モ
ダ
チ 

ト
シ



六
四

テ 
ヨ
ロ
コ
ン
デ 

イ
タ
ダ
ケ
ル
ト 

オ
モ
イ
マ
ス
。
ラ
イ
ネ
ン
オ 

オ

マ
チ
ク
ダ
サ
イ
。

　

一
九
四
三
年
一
月
七
日
か
ら
は
「
国
語
毎
新
」
に
「
ミ
ナ
サ

ン
ノ
サ
ク
ブ
ン
」
の
連
載
が
始
め
ら
れ
た
。「
国
語
全
解
運
動
」

と
し
て
全
国
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
た
「
国
語
講
習
会
」
受
講

者
の
作
文
を
募
っ
て
、
掲
載
し
た
も
の
だ
っ
た
。
以
下
は
そ
の

公
告
文
で
あ
る
。

一
二
七
二
三
（
一
九
四
三
・
一
・
十
四
）「
国
語
毎
新
」

ミ
ナ
サ
ン
ノ
サ
ク
ブ
ン
｜
ド
シ
ド
シ
｜
オ
オ
ク
リ
ク
ダ
サ
イ

コ
ト
シ
モ 

ハ
ヤ
ク
モ 

ネ
ッ
シ
ン
ナ 

コ
ク
ゴ 

コ
ー
シ
ュ
ー 
ガ 

ハ

ジ
マ
リ
マ
シ
タ
ガ
「
國
語
毎
新
」
編
輯
部 

デ
モ
｜
ミ
ナ
サ
ン
ト 
ト

モ
ニ 

ベ
ン
キ
ョ
ー
シ
テ 

ヨ
イ 

オ
ト
モ
ダ
チ
オ 

オ
ト
ド
ケ
ス
ル
コ

ト
ニ 

ツ
ト
メ
テ
イ
マ
ス
。
ミ
ナ
サ
ン
ガ 

シ
ッ
カ
リ 

ベ
ン
キ
ョ
ー

シ
テ 

コ
ク
ゴ
ガ 

ジ
ョ
ー
ズ
ニ 

ナ
リ 

リ
ッ
パ
ナ 

サ
ク
ブ
ン
ガ 

デ

キ
マ
シ
タ
ラ
「
國
語
講
習
會
」
デ 

ト
リ
マ
ト
メ
テ
「
京
城
府
太
平

通
リ
毎
日
新
報
社
國
語
毎
新
係
」
ア
テ 

ド
シ
ド
シ 

オ
オ
ク
リ
ク
ダ

サ
イ
。

　
「
ミ
ナ
サ
ン
ノ
サ
ク
ブ
ン
」
欄
は
「
毎
日
新
報
」
復
刻
版
で
は

六
十
七
回
の
掲
載
が
確
認
さ
れ
、
百
六
編
の
作
文
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
「
国
語
講
習
会
」
の
講
習
生
た
ち
が
書
い

た
も
の
で
、
国
語
講
習
会
名
、
所
在
地
、
筆
者
名
が
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
に
登
場
す
る
「
佳
山
金
順
」
や
「
金
本
香
欽
」
な

ど
の
氏
名
は
創
氏
改
名
に
よ
る
も
の
で
、
筆
者
は
す
べ
て
朝
鮮

語
を
母
語
と
す
る
朝
鮮
人
で
あ
る
。「
ミ
ナ
サ
ン
ノ
サ
ク
ブ
ン
」

に
は
カ
タ
カ
ナ
だ
け
の
文
、
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
文
、
漢
字

ひ
ら
が
な
交
じ
り
文
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
文
字
表
記
の
作
文
が

載
せ
ら
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
表
記
の
文
で
あ
れ
、
い
ず
れ

も
整
っ
た
日
本
語
で
書
か
れ
て
い
て
、
そ
の
文
章
は
国
語
講
習

会
に
通
う
程
度
の
ひ
と
び
と
に
は
、
お
よ
そ
書
け
そ
う
も
な
い

水
準
の
文
章
で
あ
る
。
作
文
は
講
習
会
ご
と
に
取
り
ま
と
め
て

毎
日
新
報
社
に
投
稿
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
執
筆
者

以
外
の
人
間
に
よ
っ
て
相
当
に
手
直
し
さ
れ
た
こ
と
は
確
実
だ

が
、
そ
の
内
容
か
ら
、
講
習
会
の
様
子
の
一
端
が
伺
え
る
点
は



六
五

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

注
目
に
値
す
る
。
皇
民
化
教
育
と
し
て
の
「
国
語
」
講
習
で
は

あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
参
加
し
た
講
習
生
た
ち
の
多
く
は
小
学
校

に
も
通
え
な
か
っ
た
人
々
で
、「
夜
学
」
で
勉
強
が
出
来
る
よ
う

に
な
っ
た
喜
び
が
素
直
に
表
現
さ
れ
て
い
た
り
も
す
る
。

　

当
時
、「
国
語
講
習
会
」
は
小
学
校
に
就
学
し
た
経
験
が
無
か

っ
た
り
、
小
学
校
を
中
退
し
た
よ
う
な
人
々
を
対
象
と
し
た
「
国

語
全
解
」
の
た
め
の
社
会
教
育
と
し
て
、
朝
鮮
全
土
で
展
開
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
「
ミ
ナ
サ
ン
ノ
サ
ク
ブ
ン
」
に
は
、
当
時
の

講
習
生
た
ち
の
声
が
反
映
さ
れ
て
い
る
点
で
、
興
味
深
い
も
の

で
あ
る
。「
国
語
講
習
会
」
講
習
生
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
「
無

識
者
」
自
身
の
声
が
文
字
化
さ
れ
る
こ
と
は
さ
ほ
ど
な
か
っ
た

た
め
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
少
し
多
め
に
紹
介
す
る
こ

と
に
す
る
。

　

な
お
、
角
括
弧
（［　

］）
内
の
記
述
は
す
べ
て
本
稿
筆
者
（
熊

谷
）
に
よ
る
注
記
で
あ
る
。

一
二
八
五
四
（
一
九
四
三
・
五
・
二
十
六
）　

私
ノ
講
習
所

　
　

新
□
郡
新
□
面
私
設
學
術
所　

佳
山
金
順

私
ハ 

毎
朝 

講
習
所
ニ
行
ク
ト 

宮
城
遥
拝
ヲ
シ
マ
ス
。
先
生
ニ 

ア

イ
サ
ツ
シ
マ
ス
。
ソ
ウ
シ
テ 

友
達
ト
タ
ノ
シ
ク
ベ
ン
キ
ョ
ウ
シ
マ

ス
。
私
ハ
サ
ク
ネ
ン
十
二
サ
イ
ノ
時 

一
年
ニ
ハ
イ
リ
マ
シ
タ
。
ハ

ジ
メ
ハ 

ナ
ニ
モ 

ワ
カ
ラ
ナ
カ
ッ
タ
ノ
デ
ス
ガ 

先
生
ノ
敎
ヘ
ヲ 

ヨ

ク
マ
モ
ッ
タ
タ
メ
ニ 

三
學
期
ニ
ハ
一
等
ニ 

ナ
リ
マ
シ
タ
。
私
ハ
家

ニ
カ
ヘ
ッ
テ
カ
ラ
ハ 

子
供
ノ
セ
ワ
ヲ
シ 

父
母
ノ 

オ
テ
ツ
ダ
イ
ヲ 

シ
ナ
ガ
ラ 

二
學
年
デ
マ
ダマ

マ

一
等
ニ
ナ
ラ
ウ
ト 

ネ
ッ
シ
ン
ニ 

ベ
ン

キ
ョ
ウ
シ
テ 

イ
マ
ス
。

一
二
七
一
六
（
一
九
四
三
・
一
・
七
）「
ミ
ナ
サ
ン
ノ
サ
ク
ブ
ン
」

ム
ラ
ノ
ヤ
ガ
ク
［
村
の
夜
学
］

　
　

慶
北
榮
州
郡
順
興
面
石
橋
里　

金
本
香
欽

タマ
マ

イ
ニ
ッ
ポ
ン 

コ
ク
ミ
ン
ト
シ
テ 

コ
ク
ゴ
ヲ 

ワ
カ
ラ
ナ
イ
ト 

オ

ー
キ
ナ 

ハ
ジ
ニ 

ナ
ル
ト 

ム
ラ
ノ 

ヤ
ク
イ
ン
ノ 

カ
タ
ガ
タ
カ
ラ 

イ
ワ
レ 

ダ
ン
シ
モ 

ジ
ョ
シ
モ 

ミ
ナ 

ム
ラ
ノ 

ヤ
ガ
ク
ニ 

マ
イ
バ

ン 
ベ
ン
キ
ョ
ウ
ニ 

イ
ッ
テ 

ヘ
タ
デ
モ 

コ
ク
ゴ
ガ 

ハ
ナ
セ
ル
ヨ

ウ
ニ 
ナ
リ
マ
シ
タ
。
コ
レ
ハ 

ミ
ナ 

ヘ
イ
タ
イ
サ
ン 

ノ 

オ
カ
ゲ



六
六

デ 
ア
リ
マ
ス
。

一
二
七
二
七
（
一
九
四
三
・
一
・
十
八
）　　

　

先
生

［
平
壤
國
語
講
習
會
］
女
甲　

東
原
奇
禮

私
共
ノ 

ガ
ッ
コ
ウ
ノ 
先
生
ハ 

ホ
ン
ト
ウ
ニ 

ア
リ
ガ
タ
イ
先
生
デ

ス
。
コ
ウ
シ
ュ
ウ
カ
イ
ヲ 
始
メ
テ
カ
ラ 

早 

三
カ
月
ニ 

ナ
リ
マ
シ

タ
ガ 

先
生
ハ 

ヒ
ト
バ
ン
ノ 

ケ
ッ
セ
キ
モ 

ナ
シ
ニ 

ヒ
ル
ノ 

シ
ゴ

ト
ニ 

ツ
カ
レ
タ 

オ
カ
ラ
ダ
モ 

オ
休
ミ
ニ 
ナ
ラ
ズ 

元
氣
ヨ
ク 

夜

オ
ソ
ク
マ
デ 

ネ
ッ
シ
ン
ニ 

オ
シ
エ
テ 

ク
ダ
サ
イ
マ
ス
。
先
生
ノ 

ソ
ノ
オ
ン
ハ 

ウ
ミ
ヨ
リ
モ 

フ
カ
ク 

山
ヨ
リ
モ 
高
イ
デ
ス
。
ド
ン

ナ
ニ 

シ
タ
ラ 

ソ
ノ
｜
オ
ン
ガ
エ
シ
ガ 

出
來
マ
セ
ウ
。
私
共
ハ 

一

シ
ョ
ウ
ケ
ン
メ
イ
ニ 

ベ
ン
キ
ョ
ウ
シ
テ 

一
ニ
チ
モ 

早
ク 
リ
ッ
パ

ナ 

ク
ワ
ウ
コ
ク
シ
ン
ミ
ン
［
皇
国
臣
民
］
ト
ナ
ル
ノ
ガ 

セ
ン
セ
イ

ノ
ゴ
オ
ン
ニ
モ 

ム
ク
ユ
ル 

コ
ト
ダ
ト
思
ヒ
マ
ス
。

先
生

［
平
壤
國
語
講
習
會
］　

豊
山
九
範

先
生
ハ 

イ
ツ
モ 

生
徒
ヲ 

カ
ワ
イ
ガ
ッ
テ 

ク
ダ
サ
イ
マ
ス
。
私
タ

チ
ガ 

マ
チ
ガ
ッ
タ 

コ
ク
ゴ
ヲ 

ツ
カ
フ
ト 

先
生
ハ 

ヤ
サ
シ
ク 

ナ

ホ
シ
テ 

ク
ダ
サ
イ
マ
ス
。
ソ
シ
テ 

ト
キ
ド
キ 

セ
ン
ソ
ウ
ノ 

オ
モ

シ
ロ
イ 

オ
ハ
ナ
シ
ヲ 

キ
カ
セ
テ 

ク
ダ
サ
ル
ノ
デ
ス
。
私
ハ
ベ
ン

キ
ョ
ウ
ヲ
ネ
ッ
シ
ン
ニ 

シ
テ 

リ
ッ
パ
ナ 

兵
タ
イ
ニ 

ナ
ラ
ウ
ト 

オ

モ
ヒ
マ
ス
。
シ
ッ
カ
リ 

ベ
ン
キ
ョ
ウ
ヲ
シ
テ 

オ
ク
ニ
ノ 

タ
メ
ニ 

ツ
ク
サ
ナ
ケ
レ
バ 

ナ
ラ
ナ
イ
ト 

先
生
ガ 

マ
イ
バ
ン 

オ
ッ
シ
ャ
テ 

ク
ダ
サ
イ
マ
ス
。
私
ハ 

リ
ッ
パ
ナ 

兵
タ
イ
ト 

ナ
ッ
テ 

テ
ン
ノ
ウ

ケ
イ
カ
ノ 

タ
メ
ニ 

ツ
ク
シ
タ
イ
ト
｜
オ
モ
ヒ
マ
ス
。
ソ
レ
カ
ラ 

先

生
ノ
オ
ン
モ 

一
シ
ョ
ウ
ガ
イ 

ワ
ス
レ
マ
セ
ン
。

フ
ユ

［
咸
南
永
興
郡
□
□
面
□
里
國
語
講
習
會
］　

全
金
玉

フ
ユ
ニ
ナ
ル
ト 

ユ
キ
ガ
フ
リ
マ
ス
。
ユ
キ
ガ 

フ
ッ
タ
ア
ト
ハ 

ツ

メ
タ
イ
カ
ゼ
ガ 

フ
イ
テ 

ヒ
ト
ハ 

サ
ム
イ
〳
〵 

ト
イ
ッ
テ 

カ
ケ

テ 
イ
キ
マ
ス
。
川
ヲ
見
ル
ト 

川
ノ
水
ガ
コ
［
オ
］
ッ
テ 

人
タ
チ

ガ
コ
ウ
リ
ノ
ウ
エ
ヲ 

ト
オ
リ
マ
ス
。
ヤ
マ
ヤ 

ノ
ハ
ラ
ハ 

ユ
キ
ガ

フ
ッ
テ 
マ
ッ
シ
ロ
ク 

ナ
リ
マ
シ
タ
。
オ
ヒ
サ
マ
ガ 

デ
ル
ト 

ノ
ハ



六
七

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

ラ
ノ
ユ
キ
ガ 

ギ
ン
ノ
ヨ
ウ
ニ 

ヒ
カ
ッ
テ
イ
マ
ス
。
木
ニ
ハ 

マ
ッ

シ
ロ
イ 

ハ
ナ
ガ
サ
イ
タ
ヨ
ウ
デ
ス
。
フ
ユ
ハ 

ド
チ
ラ
ヲ
見
テ
モ 

マ

ッ
シ
ロ
イ
ノ
デ 

キ
モ
チ
ガ
ヨ
イ
デ
ス
。
フ
ユ 

サ
ム
イ 

ヨ
ル
ニ 

セ

ン
セ
イ
ガ 
サ
ム
サ
モ 

カ
マ
ワ
ズ
ニ 

ヤ
ガ
ク
［
夜
学
］
ニ 

オ
イ
デ

ニ
ナ
ッ
テ 

一
二
モ 
ワ
カ
ラ
ナ
イ 

ワ
タ
ク
シ
タ
チ
ヲ 

オ
シ
エ
テ
ク

ダ
サ
ル
ノ
ハ 

タ
イ
ヘ
ン 
ア
リ
ガ
タ
イ
コ
ト
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
。

一
二
七
四
七
（
一
九
四
三
・
二
・
八
）　

國
語
講
習
會

　
　

全
南
潭
陽
郡
月
本
里
国
語
講
習
會 
近
安
富
徳

私
共
ノ
講
習
會
ハ
昭
和
十
五
年
ニ 

デ
キ
テ
カ
ラ 
イ
マ
マ
デ 

ツ
ズ

イ
テ
イ
マ
ス‖

昭
和
十
五
年
カ
ラ
十
七
年
マ
デ
モ 
夜ヤ

ガ
ッ
コ
ウ

學
校
ト 

ヨ

ン
デ
オ
リ
マ
シ
タ
ガ 

近
頃
ハ
講
習
會
ト 

ヨ
ン
デ
オ
リ
マ
ス‖
滿

三
年
目
ニ 

ナ
ッ
テ
イ
マ
ス‖

先
生
ハ 

二
人
デ
ス
ガ 

一
人
ノ
先
生

ハ
イ
マ
マ
デ 

ヤ
メ
ナ
イ
デ 

ツ
ズ
イ
テ 

オ
リ
マ
ス
。
一
人
ノ
先
生

ハ 

ト
チ
ュ
ウ
デ 

一
回 

カ
ハ
リ
マ
シ
タ‖

生
徒
ノ
ス
ウ
ガ
七
〇
名

位
ニ 

ナ
リ
マ
ス
ガ 

イ
マ
マ
デ 

先
生
カ
ラ 

ナ
グ
ラ
レ
テ
［
殴
ら
れ

て
］
フ
ク
レ
タ
リ
［
膨
れ
た
り
］
チ
ガ
デ
タ
リ
［
血
が
出
た
り
］
シ

タ
コ
ト
ガ 

一
回
モ 

ア
リ
マ
セ
ン‖

先
生
方
ハ 

ジ
ツ
ニ 

エ
ラ
イ 

方
デ
ス‖

私
共
ハ 

ガ
ク
ゲ
イ
カ
イ
ヲ 

一
月
一
日
ニ 

ヒ
ラ
キ
マ
シ

タ
ガ 

ヨ
ク
デ
キ
タ
ト 

ホ
メ
ラ
レ
マ
シ
タ‖

コ
レ
カ
ラ
モ 

ツ
ヅ
ケ

テ 

ヤ
メ
ル
コ
ト
ガ 

ナ
イ
ヨ
ウ
ニ 

シ
タ
イ
ト 

ト
モ
ダ
チ
モ
皆
ガ 

イ

ッ
テ
オ
リ
マ
ス‖

シ
ッ
カ
リ 

ベ
ン
キ
ョ
ウ
シ
テ
國
ノ
タ
メ
ニ 

ツ

ク
シ
タ
イ
ト 

思
ッ
テ 

イ
マ
ス
。

ユ
キ

咸
南
元
山
府
□
川
町
地
□
里
国
語
講
習
所 

清
原
鳳
玉

フ
ユ
ニ 

ナ
ル
ト 

ユ
キ
ガ 

フ
リ
マ
ス
。
カ
レ
タ 

キ
ノ 

エ
ダ
ニ
ハ 

シ
ロ
イ 

ユ
キ
ガ 

ツ
モ
ッ
テ 

マ
ッ
シ
ロ
イ 

ハ
ナ
ヲ 

サ
カ
セ
マ
ス
。

ワ
タ
ク
シ
ノ 

ウ
チ
ノ 

ク
ロ
イ 

イ
ヌ
ハ 

ユ
キ
ガ 

フ
ル
ト
キ 

ニ
ハ

ニ 

デ
テ 

ア
ソ
ン
デ 

イ
ル
ウ
チ 

シ
バ
ラ
ク 

シ
ロ
イ
ヌ
ニ 

ナ
リ
マ

シ
タ
。
ユ
キ
ガ 

フ
ル
ト 

セ
カ
イ
ワ 

キ
ウ
ニ 

シ
ロ
イ 

セ
カ
イ
ニ 

カ
ワ
ッ
テ 

シ
マ
ヒ
マ
ス
。
ワ
タ
ク
シ
ハ 

ア
ル
ヒ 

サ
ム
イ
ト 

イ
ッ

テ 
ヒ
バ
チ
ノ 

ソ
バ
ニ 

ユ
ク
ト 

オ
ト
ウ
サ
ン
ハ
「
ナ
ニ
ガ 

サ
ム

イ
カ 
セ
ン
チ
ノ 

ヘ
イ
タ
イ
サ
ン
ニ 

ハ
ズ
カ
シ
ク 

ナ
イ
カ
。
セ
ン

チ
［
戦
地
］
ノ 

ヘ
イ
タ
イ
サ
ン
［
兵
隊
さ
ん
］
ワ 

イ
ク
ラ 

サ
ム



六
八

ク
テ
モ 

ガ
マ
ン
シ
テ 

タ
タ
カ
フ
ヨ
」
ト 

オ
ハ
ナ
シ
シ
テ 

ク
ダ
サ

イ
マ
シ
タ
。
ワ
タ
ク
シ
ワ 

キ
ュ
ウ
ニ 

ゲ
ン
キ
ガ 

デ
マ
シ
タ
。

一
二
七
五
九
（
一
九
四
三
・
二
・
十
九
）　

私
ノ
ケ
ッ
シ
ン

　
　

忠
清
北
道
陰
城
郡
甘
谷
面 

□
今
婦
人
国
語
講
習
會 

金
昌
順

ワ
タ
ク
シ
ハ 

ヤ
ガ
ク
［
夜
学
］
ヘ 

イ
ッ
テ 

コ
ク
ゴ
［
国
語
］
ガ 

ハ
ナ
セ
ル 

ヨ
ウ
ニ 

ナ
リ
マ
シ
タ
。
コ
ノ
マ
ヘ
モ 

オ
ト
ウ
サ
ン
ガ 

昌シ
ョ
ー
ジ
ュ
ン

順
モ 

コ
ノ
ゴ
ロ
ハ 

ダ
イ
ブ 

コ
ク
ゴ
ガ 
デ
キ
ル
ネ 

ト 

オ
ッ

シ
ャ
イ
マ
シ
タ
ノ
デ　

ワ
タ
ク
シ
ハ 

ウ
レ
シ
ク
テ 
ウ
レ
シ
ク
テ 

タ

マ
リ
マ
セ
ン
デ
シ
タ
。
ワ
タ
ク
シ
ハ 

ア
サ 

八
ジ
ノ 
サ
イ
レ
ン
ガ 

ブ
ー
ト 

ナ
ル
ト 

ヒ
ガ
シ
ノ 

ホ
ウ
ヲ 

ム
イ
テ 

サ
イ
ケ
イ
レ
イ
ヲ 

シ
マ
ス
。
ソ
ウ
シ
テ 

ゴ
ゴ
ノ 

七
ジ
ニ
ハ 

ベ
ン
キ
ョ
ウ
ヲ
シ
ニ 
イ

キ
マ
ス
。
イ
ヘ
ニ 

カ
ヘ
ッ
テ
「
オ
ト
ウ
サ
ン 

タ
ダ
イ
マ 

オ
カ
ア

サ
ン 

タ
ダ
イ
マ
」
ト 

ア
イ
サ
ツ
ヲ 

シ
テ 

ス
コ
シ 

ベ
ン
キ
ョ
ウ

シ
テ 

ス
グ 

ネ
マ
ス
。
コ
レ
カ
ラ
モ 

シ
ッ
カ
リ 

セ
ン
セ
イ
ノ 

オ

シ
ヘ
ヲ 

マ
モ
ッ
テ 

ヨ
ク 

コ
ク
ゴ
ガ 

ハ
ナ
セ
ル 

ヨ
ウ
ニ 

ナ
リ
タ

イ
ト 

オ
モ
ヒ
マ
シ
タ
。
ソ
ウ
シ
テ 

ヒ
ト
リ
マ
ヘ
ノ 

リ
ッ
パ
ナ 

コ

ウ
コ
ク
シ
ン
ミ
ン
［
皇
国
臣
民
］
ニ 

ナ
リ
、
テ
ン
ノ
ウ
ヘ
イ
カ
［
天

皇
陛
下
］
ノ 

ゴ
オ
ン
［
御
恩
］
ニ
ム
ク
イ 

ク
ニ
［
国
］
ノ 

タ
メ

ニ 

ス
コ
シ
デ
モ 

ツ
ク
ソ
ウ
ト 

オ
モ
ッ
テ 

オ
リ
マ
ス
。

一
二
七
六
四
（
一
九
四
三
・
二
・
二
十
四
）「
ミ
ナ
サ
ン
ノ
サ
ク
ブ

ン
」

父
の
よ
ろ
こ
び

　
　

咸
南
永
興
郡
宣
興
面
城
里
講
習
會 

金
剛
玉
周

私
は 

こ
う
し
ゅ
う
か
い
［
講
習
会
］
に 

か
よ
っ
て
か
ら 

も
は
や 

半
年
に
な
り
ま
す
が 

は
じ
め
の
う
ち
は
「
ア
イ
ウ
エ
オ
」「
一
二
三

四
」
を
な
ら
い
ま
し
た
が 

其
の
と
き 

ま
え
か
ら 

か
よ
っ
た 

女
の

人
た
ち
が 

じ
ょ
う
ず
に 

か
く 

ひ
ら
が
な
が 

と
て
も 

う
ら
や
ま

し
く
て 

た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
十
二
月
二
十
九
日
の
夜
に 

ひ
さ

し
く 

な
ら
っ
て
ゐ
た 

國
語 

ま
き
［
巻
］
の
三
を 

お
へ
ま
し
た
。

そ
の
と
き
先
生
が 

お
正
月
か
ら
は 

あ
ら
た
な 

き
ぶ
ん
を
も
っ
て 

あ
ら
た
な
四
の
ま
き
に 

は
い
る
つ
も
り
で
す
が 

ま
ず 

ひ
ら
が
な

の 
べ
ん
き
ょ
う
を 

は
じ
め
ま
し
ょ
う
と 

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
な

が
ひ
あ
ひ
たマ

マ 
ま
ち
に
ま
っ
た 

ひ
ら
が
な
の 

べ
ん
き
ょ
う
が
で
き



六
九

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

る
の
で 

私
は 

あ
ま
り
の 

う
れ
し
さ
に 

な
ん
だ
か 

ゆ
め
の
や
う

な 
か
ん
じ
が 

し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら 

す
ぐ 

家
に
か
へ
り
「
ろ
う

そ
く
」
の
下
で 

叺か
ま
すを

お
る 

お
父
さ
ん
に 

さ
う
申
し
ま
す
と 

父
は 

う
れ
し
さ
に 
思
は
ず 

私
の
そ
ば
に 

よ
っ
て
き
て 

き
も
ち
よ
さ
そ

う
に 

わ
ら
ひ
な
が
ら 
い
ろ
い
ろ 

べ
ん
き
ょ
う
に 

つ
い
て
の
お
は

な
し
を
し 

ど
こ
ま
で
も 
が
ん
ば
っ
て 

人
に
ま
け
な
い 

國
語
を
つ

か
う
や
う
に
と 

い
っ
て 
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

一
二
七
六
六
（
一
九
四
三
・
二
・
二
十
六
）　

私
タ
チ
ノ
ヤ
ク
ソ
ク
［
私
た
ち
の
約
束
］

　
　

全
北
益
山
郡
望
城
面
茂
形
里
国
語
講
習
會
生 
國
本
先
童

私
タ
チ
ノ 

コ
ウ
シ
ウ
カ
イ
デ
ハ 

マ
イ
ツ
キ 

キ
ソ
ク
ヲ
キ
メ
テ 

ソ

レ
ヲ 

マ
モ
ッ
テ
イ
マ
ス
。

一
．
コ
ク
ゴ
ジ
ャ
ウ
ヨ
ウ
。
コ
ク
ゴ
ハ 

ジ
ノ
ト
ウ
リ 

オ
ク
ニ
ノ 
コ

ト
バ
デ
ス
。
デ
ス
カ
ラ 

ダ
レ
デ
モ 

國
語
ヲ 

ツ
カ
ハ
ナ
ケ
レ
バ 

ナ
リ
マ
セ
ン
。
國
語
ヲ 

シ
リ
ナ
ガ
ラ 

ツ
カ
ワ
ナ
イ
ヒ
ト
ガ 

イ

マ
ス
ガ 

コ
レ
ハ 

ゼ
ン
ゼ
ン 

シ
ラ
ナ
イ
ヒ
ト
ヨ
リ
モ 

イ
ケ
マ
セ

ン
。
コ
ン
ナ
イ
ミ
デ 

私
タ
チ 

コ
ウ
シ
ウ
セ
イ
ハ 

ワ
カ
ル
コ
ト

バ
ハ 

カ
ナ
ラ
ズ 

ハ
ナ
ス
コ
ト
ニ 

シ
マ
シ
タ
。
モ
シ 

ワ
カ
ル
コ

ト
バ
ヲ 

ツ
カ
ハ
ナ
イ
ト 

三
日
カ
ン 

ソ
ウ
ジ
ヲ 

ス
ル
コ
ト
ニ 

シ

マ
シ
タ
。

二
．
シ
ン
セ
ツ
。
ヒ
ト
ハ 

オ
タ
ガ
イ
ニ 

タ
ス
ケ
ア
ッ
テ 

シ
ン
セ

ツ
ニ 

ス
ル
ノ
ガ 

タ
イ
セ
ツ
デ
ス
。
モ
シ 

ホ
カ
ノ
ヒ
ト
カ
ラ 

キ

ニ
カ
カ
ル
コ
ト
ヲ 

イ
ハ
レ
テ
モ 

シ
ン
ボ
ウ
シ
テ 

マ
ヘ
ヨ
リ
モ 

モ
ッ
ト 

シ
ン
セ
ツ
ニ
シ
タ
ラ 

ソ
ノ
ヒ
ト
モ 

ダ
ン
ダ
ン
ト 

シ
ン

セ
ツ
ニ
ナ
ル
ノ
デ
ス
。
ソ
レ
デ 

コ
ウ
シ
ウ
セ
イ
ガ 

モ
シ 

ケ
ン

カ
ヲ 

シ
タ
ラ 

バ
ツ
ト
シ
テ 

三
日
カ
ン 

ソ
ウ
ジ
ヲ 

ス
ル
コ
ト

ニ
シ
マ
シ
タ
。
私
ハ 

コ
ノ 

フ
タ
ツ
ヲ 

シ
ッ
カ
リ 

マ
モ
ラ
ウ
ト 

オ
モ
ヒ
マ
ス
。

一
二
七
七
六
（
一
九
四
三
・
三
・
八
）「
ミ
ナ
サ
ン
ノ
サ
ク
ブ
ン
」

私
達
の
講
習
會

　
　

黄
海
信
川
邑
温
泉
里
五
區
国
語
講
習
會
男
子
部 

平
山
彦
標

私
達
の
講
習
會
は 

毎
晩
七
時
か
ら 

十
時
迄 

勉
强
し
ま
す
。
必
ず

勉
强
す
る
前
に
国
民
儀
禮
を
し
て
か
ら 

始
め
ま
す
。
此
頃
は 

朝
鮮

半
島
を 
習
っ
て
居
ま
す
。
先
生
が 

地
図
を
書
い
て 

皆 

く
わ
し
く 



七
〇

お
し
へ
て 

下
さ
い
ま
す
。
朝
鮮
十
三
道
も 

わ
か
り 

道
廰
所
在
地

や 
産
物
は 

な
に
が
あ
る
か
ま
で 

習
ひ
ま
し
た
。
明
日
は 

主
な
川

を
習
ひ
ま
す
。
私
は 

來
年 

へ
い
た
い
に 

行
け
る
と 

先
生
が 

お

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
の
で
、
も
っ
と
〳
〵 

勉
强
し
て 

立
派
な
兵
隊
さ

ん
に 

な
る
つ
も
り
で
す
。

一
二
七
九
〇
（
一
九
四
三
・
三
・
二
十
二
）「
ミ
ナ
サ
ン
ノ
サ
ク
ブ

ン
」

靑
年
團

　
　

慶
北
安
東
邑
□
安
町
国
語
講
習
會 

杉
林
在
夏

私
タ
チ
ノ 

部
落
ニ
ハ 

百
十
名
ノ
青
年
團
員
ガ 
オ
リ
マ
ス
ガ 

其
ノ 

大
部
分
ワ 

國
語
講
習
生
デ 

ゴ
ザ
イ
マ
ス‖

毎
月 
一
日
ト 

十
五

日
ノ
朝 

六
時
半
ニ
ハ 

必
ズ 

全
團
員
ガ 

村
マ
エ
ノ 

ヒ
ロ
バ
ニ 
ア

ツ
マ
ッ
テ 

訓
練
ヲ 

ウ
ケ
ル 

コ
ト
ニ 

ナ
ッ
テ 

イ
マ
ス‖

訓
練
ノ

日
ニ
ハ 

イ
ツ
モ 

邑
内
ノ
青
年
隊
分
隊
長
ヤ 

役
員
ノ 

方
方
ガ 

寒

イ
ノ
ニ
モ 

カ
カ
ワ
ラ
ズ 

オ
イ
デ
ニ 

ナ
ル
ノ
ニ 

徒
タ
ダ 

感
謝
ノ 

外
ア
リ
マ
セ
ン‖

今
月
ノ 

一
日
ノ
朝
ハ 

特
ニ
團
長
先
生
モ
オ
イ

デ
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ‖

訓
練
ガ 

ス
ン
デ
カ
ラ 

團
長
サ
ン
ハ 

ニ
コ
ニ

コ
シ
ナ
ガ
ラ 

私
タ
チ
ヲ 

ホ
メ
テ
下
サ
イ
マ
シ
タ‖

コ
レ
ハ 

マ
ッ

タ
ク 

本
部 

ナ
ラ
ビ
ニ 

国
語
講
習
會
ノ 

先
生
ノ 

オ
カ
ゲ
デ 

ア
リ

マ
ス‖

ワ
カ
レ
テ 

カ
ヘ
ル
時 

東
ノ
山
ノ
上
ニ
ハ 

朝
日
ガ 

ノ
ボ

リ
ハ
ジ
メ
テ 

イ
マ
シ
タ
。

一
二
七
九
二
（
一
九
四
三
・
三
・
二
十
四
）「
ミ
ナ
サ
ン
ノ
サ
ク
ブ

ン
」

戰
地
の
兵
隊
さ
ん
へ

咸
南
北
青
郡
德
城
面
□
□
□
里
九
億
国
語
講
習
會 

四
年 

安
川
尚

節大
東
亞
戰
爭
勃
発
以
來 

南
に
北
に 

御
国
の
た
め
に 

命
を
す
て
ゝ 

働
い
て 

い
ら
っ
し
ゃ
る 

兵
隊
さ
ん 

お
元
氣
で
す
か‖

私
達
は 

毎

日 

仕
事
に 

勉
强
に 

は
げ
ん
で
い
ま
す
。
私
達
は 

學
校
に 

か
よ

ふ
こ
と
が 

出
來
な
く
と
も 

學
生
に 

ま
け
な
い
や
う
に 

努
力
し
て

い
ま
す
か
ら 

安
心
し
て
下
さ
い
。
海
に 

空
に 

あ
の
輝
か
し
い 

大

戰
果
を 

あ
げ
ら
れ
た
事
は
新
聞
で
見
た
り 

ラ
ヂ
オ
で
聞
い
た
り
し

て
い
ま
す
。
昨
年
の
夏 

學
校
で 

映
画
を
み
さ
せ
て 

も
ら
ひ
ま
し

た
。
そ
れ
を
見
て 

私
は 

お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
し
か
し 

あ
の
や
う



七
一

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

に 

大
戰
果
を 

あ
げ
ら
れ
た
の
は 

ま
っ
た
く 

兵
隊
さ
ん
が 

一
死

報
国
と
い
う 

大
和
魂
を 

も
っ
て
い
る
か
ら
だ
と 

思
ひ
ま
す
。
私

は
家
が
ま
ず
し
い
た
め
に 

国
民
學
校
に 

か
よ
ふ
事
が 

出
來
ま
せ

ん
で
し
た
。
私
は
講
習
會
に
か
よ
っ
て 

勉
强
を
熱
心
に
し　

家
に 

か
へ
っ
て
は 

仕
事
を
ね
っ
し
ん
に
し
て 

む
だ
な 

お
か
ね
は
つ
か

わ
な
い
や
う
に
し 
戰
地
の
兵
隊
さ
ん
に 

慰
問
袋
を 

送
る
つ
も
り

で
す‖

で
は 

お
わ
り
に 
み
な
さ
ん
の 

武
運
長
久
を 

お
祈
り
し

ま
す
。

一
二
七
九
七
（
一
九
四
三
・
二
・
十
九
）「
ミ
ナ
サ
ン
ノ
サ
ク
ブ
ン
」

國
語

平
北
□
州
郡
□
□
面
明
上
洞
第
二
區
一
班 

金
田
源
道

私
ハ 

以
前
ハ
国
語
ガ 

ワ
カ
ラ
ナ
イ
ノ
デ 

ホ
ン
ト
ウ
ニ 
不
安
デ
有

リ
マ
シ
タ
ガ 

昨
年
ノ 

秋
カ
ラ 

夜
遅
ク
國
語
ヲ
ナ
ラ
ヒ 

ハ
ジ
メ
テ

カ
ラ 

ホ
ン
ト
ウ
ニ 

仕
合
セ
ダ
ト 

思
イ
マ
ス‖

夜
學
生
ハ
皆
デ 

十

餘
人
デ
ス
ガ 

親
兄
弟
ノ
ヨ
ウ
ニ 

互
イ
ニ 

敎
エ
テ
ヤ
リ
ナ
ガ
ラ 

毎

晩
ネ
ッ
シ
ン
ニ 

勉
强
シ
テ
イ
マ
ス‖

私
達
ハ
昼
ハ 

一
生
懸
命
ニ 

働
イ
テ 

ヨ
ル
ハ 

國
語
ヲ 

習
ヒ
ツ
ヅ
ケ
テ
イ
マ
ス‖

イ
マ
デ
ハ 

タ

イ
テ
イ
ノ 

言
葉
ハ 

ハ
ナ
セ
ル
ヨ
ウ
ニ 

ナ
リ
マ
シ
タ‖

私
達
ノ
セ

ン
セ
イ
ガ 

ネ
ッ
シ
ン
ニ 

敎
エ
テ
下
サ
ッ
タ 

御
蔭
デ
ス‖

私
タ
チ

ハ 

一
生
懸
命
ニ 

習
ッ
テ 

國
語
ガ
上
手
ニ
ナ
ル
ト 

一
人
マ
エ
ノ 

國
民
ニ
ナ
ル 

ワ
ケ
デ
ス
。

一
二
八
〇
七
（
一
九
四
三
・
四
・
九
）「
ミ
ナ
サ
ン
ノ
サ
ク
ブ
ン
」

コ
ク
ゴ
ト 

セ
ン
セ
イ
［
國
語
と
先
生
］

全
南
羅
州
郡
□
□
□
□
□
里
國
語
講
習
會 

星
山
鍾
乙

ワ
タ
ク
シ
ハ 

イ
セマ

マ

ン
ハ 

コ
ク
ゴ
ガ 

ワ
カ
リ
マ
セ
ン
デ
シ
タ‖

ト

コ
ロ
ガ 

サ
ク
ネ
ン
ノ
十
一
月
カ
ラ 

ワ
タ
ク
シ
タ
チ
ノ 

ム
ラ
ニ
モ 

ヤ
ガ
ク
［
夜
学
］
ガ 

ハ
ジ
マ
ッ
タ
ノ
デ 

ワ
タ
ク
シ
ハ 

マ
イ
バ
ン 

ヤ
ガ
ク
ニ
カ
ヨ
ッ
テ
イ
マ
ス‖

ハ
ジ
メ
ハ 

ジ
モ
ワ
カ
ラ
ナ
イ
シ 

コ

ク
ゴ
モ 

ハ
ナ
セ
マ
セ
ン
デ
シ
タ
ガ 

マ
イ
バ
ン
ネ
ッ
シ
ン
ナ 

セ
ン

セ
イ
ニ 

オ
シ
エ
ラ
レ 

イ
ッ
シ
ョ
ウ 

ケ
ン
メ
イ
ニ 

ベ
ン
キ
ョ
ウ
ヲ 

シ
タ
ノ
デ 

イ
マ
ハ
コ
ク
ゴ
デ 

ハ
ナ
セ
ル
ヨ
ウ
ニ 

ナ
リ
マ
シ
タ‖

カ
タ
カ
ナ
モ 

ジ
ユ
ウ
ニ 

カ
ケ
ル
ヨ
ウ
ニ 

ナ
リ
マ
シ
タ‖

コ
ク
ゴ

モ 
ワ
カ
ル
ヨ
ウ
ニ 

ナ
リ 

ジ
モ 

カ
ケ
ル
ヨ
ウ
ニ 

ナ
ッ
タ
ノ
ハ 

セ

ン
セ
イ
ノ 
オ
カ
ゲ
ダ
ト 

オ
モ
ヒ
マ
ス‖

ワ
タ
ク
シ
タ
チ
ハ 

モ
ッ



七
二

ト
モ
ッ
ト 

ネ
ッ
シ
ン
ニ 

ベ
ン
キ
ョ
ウ
ヲ
シ
テ 

ヒ
ト
リ
マ
エ
ニ 

コ

ク
ゴ
ガ 
ワ
カ
ル
ヤ
ウ
ニ 

ナ
ル
ノ
ガ 

セ
ン
セ
イ
ノ 

ゴ
オ
ン
ニ 

ム

ク
イ
ル 
ミ
チ
ダ
ト 

オ
モ
ヒ
マ
ス
。

一
二
八
二
一
（
一
九
四
三
・
四
・
二
十
三
）「
ミ
ナ
サ
ン
ノ
サ
ク
ブ
ン
」

ワ
タ
ク
シ
タ
チ
ノ
ベ
ン
キ
ョ
ー
［
私
た
ち
の
勉
強
］

新
井
淳
宗

ワ
タ
ク
シ
タ
チ
ハ 

サ
ク
ネ
ン
ノ 
九
ガ
ツ
八
ニ
チ 

タ
イ
シ
ョ
ウ
ホ

ー
タ
イ
ビ
［
大
詔
奉
戴
日
］
ヨ
リ 

コ
ク
ゴ
ノ 

ベ
ン
キ
ョ
ー
オ 

ハ

ジ
メ
マ
シ
タ
。
コ
ク
ゴ
ノ
ベ
ン
キ
ョ
ー
ノ 

ハ
ジ
マ
ッ
タ 

ト
キ
ワ 

ム

ラ
ノ 

ヒ
ト
タ
チ
ノ
ナ
カ
ニ 

コ
ク
ゴ
オ 

ナ
ラ
ッ
テ 
ナ
ニ
ヲ
ス
ル
ノ

カ 

ユ
ウ
ヒ
ト
モ 

ア
リ
マ
シ
タ
ガ 

コ
ク
ゴ
ヲ 

ナ
ラ
ッ
テ 
ナ
イ
チ

ノ
ヒ
ト
モ 

チ
ョ
ウ
セ
ン
ノ 

ヒ
ト
モ 

ミ
ン
ナ 

イ
ッ
シ
ョ
ニ
ナ
ッ
テ 

コ
ク
ゴ
デ 

ハ
ナ
ス
タ
メ
デ
ス
ト 

ユ
ウ
ヒ
ト
モ 

ア
リ
マ
シ
タ‖
サ

ウ
シ
テ 

コ
ク
ゴ
ノ 

ベ
ン
キ
ョ
ー
ガ 

ハ
ジ
マ
ッ
テ 

ヒ
ト
バ
ン
ナ
ラ

イ 

フ
タ
バ
ン
ナ
ラ
ッ
テ 

十
日
ホ
ド
タ
ツ
ト 

モ
ウ 

コ
ク
ゴ
ガ 

ス

コ
シ
ズ
ツ 

ハ
ナ
セ
ル
ヤ
ウ
ニ 

ナ
リ
マ
シ
タ
。
ソ
ウ
ス
ル
ト
モ
ウ 

マ

チ
ガ
ッ
テ
モ 

コ
ク
ゴ
デ 

ハ
ナ
シ
ヲ
シ
タ
ク
ナ
リ
マ
シ
タ
。
コ
ク
ゴ

ヲ 

ナ
ラ
イ
ハ
ジ
メ
テ
「
キ
ミ
ガ
ヨ
」
ガ 

ワ
カ
リ 

コ
ウ
コ
ク
シ
ン

ミ
ン
ノ 

セ
イ
シ
［
皇
国
臣
民
の
誓
詞
］
ガ 

ワ
カ
ッ
テ 

モ
ウ 

ジ
ュ

ウ
ブ
ン
オ
ボ
エ
ル
コ
ト
ガ 

デ
キ
マ
シ
タ
。
ワ
タ
ク
シ
ワ 

ウ
レ
シ
ク

テ 

タ
マ
リ
マ
セ
ン
。
ハ
ジ
メ
ハ 

ナ
ニ
モ 

ワ
カ
ラ
ナ
カ
ッ
タ
モ
ノ

ガ 

イ
マ
デ
ワ 

モ
ウ 

コ
レ
ホ
ド 

カ
ケ
ル
ヨ
ウ
ニ
ナ
リ
、
マ
タ 

コ

レ
ホ
ド 

ワ
カ
ル
ヨ
ウ
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
。
ワ
タ
ク
シ
タ
チ
ワ 

イ
チ
ニ

チ
モ
ハ
ヤ
ク 

コ
ク
ゴ
ノ 

セ
イ
カ
ツ
ガ 

デ
キ
ル
ヨ
ウ
ニ
シ
タ
イ
ト 

オ
モ
イ
マ
ス
。

一
二
八
三
五
（
一
九
四
三
・
五
・
七
）「
ミ
ナ
サ
ン
ノ
サ
ク
ブ
ン
」

ボ
ク
モ
來
年
ハ
兵
隊
だ

平
北
昌
城
郡
大
倉
面
□
西
洞
一
區 

□
□
國
語
講
習
會
男
子
部 

山

本
善
政

イ
ヨ
イ
ヨ 

來
年
ハ 

私
モ
兵
隊
ダ‖

大
君
ノ
為
ニ 

戰
ウ
時
ハ
來
タ

‖

體
中
ノ
血
ハ 

湧
キ
ア
ガ
ル‖

イ
ヨ
イ
ヨ 

來
年
ハ
ボ
ク
モ 

銃
ヲ

ト
ル
カ
ト
思
ウ
ト 

ト
テ
モ 

ウ
レ
シ
ク
テ 

タ
マ
ラ
ナ
イ 

私
ハ 

來

年
ヲ 
ユ
ビ
オ
リ
カ
ゾ
エ
テ 

マ
ッ
テ
イ
マ
ス
。
先
ヅ 

國
語
ガ 

ヘ
タ

ナ
ノ
デ 
今 
講
習
會
ヘ
通
イ
ナ
ガ
ラ 

國
語
ヲ
ナ
ラ
ッ
テ 

オ
リ
マ
ス
。



七
三

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

先
生
ハ 

敎
練
モ
オ
シ
エ
テ
ク
ダ
サ
イ
マ
ス
。
私
達
ハ 

自
分
デ
作
ッ

タ
木
銃
ヲ
モ
ッ
テ
「
サ
サ
ゲ
ー
ツ
ツ
」「
ニ
ナ
エ
ー
ツ
ツ
」
ト 

先
生

ノ
勇
マ
シ
イ 

ゴ
ウ
レ
イ
ノ 

モ
ト
ニ
「
一
二
三
四
」
ト 

カ
ケ
ゴ
エ

モ 

勇
マ
シ
ク 
オ
シ
エ
ヲ
ウ
ケ
テ
イ
マ
ス
。
コ
ン
ナ
ニ 

カ
ラ
ダ
ヲ 

キ
タ
エ
テ 

來
年
兵
隊
ニ 

ナ
ッ
タ
ラ 

天
皇
陛
下
ノ
爲
ニ 

一
身
ヲ
サ

サ
ゲ
タ
イ
ト 

决
心
シ
テ
居
リ
マ
ス
。

一
二
八
五
四
（
一
九
四
三
・
五
・
二
十
六
）「
ミ
ナ
サ
ン
ノ
サ
ク
ブ
ン
」

私
ノ
講
習
所

新
□
郡
新
□
面
私
設
學
術
所　

佳
山
金
順

私
ハ 

毎
朝 

講
習
所
ニ
行
ク
ト 

宮
城
遥
拝
ヲ
シ
マ
ス
。
先
生
ニ 

ア

イ
サ
ツ
シ
マ
ス
。
ソ
ウ
シ
テ 

友
達
ト
タ
ノ
シ
ク
ベ
ン
キ
ョ
ウ
シ
マ

ス
。
私
ハ
サ
ク
ネ
ン
十
二
サ
イ
ノ
時 

一
年
ニ
ハ
イ
リ
マ
シ
タ
。
ハ

ジ
メ
ハ 

ナ
ニ
モ 

ワ
カ
ラ
ナ
カ
ッ
タ
ノ
デ
ス
ガ 

先
生
ノ
敎
ヘ
ヲ 
ヨ

ク
マ
モ
ッ
タ
タ
メ
ニ 

三
學
期
ニ
ハ
一
等
ニ 

ナ
リ
マ
シ
タ
。
私
ハ
家

ニ
カ
ヘ
ッ
テ
カ
ラ
ハ 

子
供
ノ
セ
ワ
ヲ
シ 

父
母
ノ 

オ
テ
ツ
ダ
イ
ヲ 

シ
ナ
ガ
ラ 

二
學
年
デ
マ
だマ

マ

一
等
ニ
ナ
ラ
ウ
ト 

ネ
ッ
シ
ン
ニ 

ベ
ン

キ
ョ
ウ
シ
テ 

イ
マ
ス
。

五
―
七
．「
今
夜
の
放
送
用
語
」・「
今
日
ノ
放
送
国
語
」

一
二
七
五
九
（
一
九
四
三
・
二
・
十
）
～
一
二
九
六
三
（
一
九
四

三
・
九
・
十
二
）　

　

ラ
ジ
オ
放
送
に
よ
る
「
国
語
」
講
座
用
の
簡
単
な
教
材
と
し

て
、
一
九
四
三
年
二
月
十
日
か
ら
「
今
夜
の
放
送
用
語
」
と
い

う
小
さ
な
囲
み
の
欄
が
連
載
さ
れ
始
め
た
。「
今
夜
の
放
送
用

語
」
は
連
載
当
初
の
四
回）

（（
（

の
み
で
、
同
年
二
月
十
九
日
か
ら
は

「
今
日
ノ
放
送
国
語
」
と
タ
イ
ト
ル
が
変
わ
る
。
タ
イ
ト
ル
名
変

更
の
経
緯
は
分
か
ら
な
い
が
、
内
容
に
は
変
化
は
な
く
八
十
六

回
連
載
さ
れ
た
（「
今
夜
の
放
送
用
語
」
を
含
め
る
と
九
〇
回
連

載
）。
四
回
目
掲
載
の
「
今
夜
の
放
送
用
語
」（
一
九
四
三
・
二
・

十
七
）
の
冒
頭
に
は
、「
コ
コ
ニ 

ノ
セ
ル
ノ
ワ 

ヨ
ル
ノ 

コ
ク

ゴ 

ホ
ー
ソ
ー
ニ
デ
テ
ク
ル
「
ア
タ
ラ
シ
ー 

コ
ト
バ
」
デ
ス
。

コ
ク
ゴ 

キ
ョ
ー
ホ
ン
オ 

オ
モ
チ
デ 

ナ
イ 

カ
タ
ワ 

コ
レ
オ 

ツ
カ
ッ
テ 

ベ
ン
キ
ョ
ー
シ
テ　

ク
ダ
サ
イ
。」
と
、
教
材
に
つ

い
て
の
案
内
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
国
語
教
本
」
と

は
『
初
等
国
語
教
本
』
の
こ
と
で）

（（
（

、
一
九
四
三
年
三
月
三
十
一

日
（
一
二
七
九
九
）
掲
載
の
「
今
日
ノ
放
送
国
語
」
ま
で
は
、



七
四

そ
の
何
課
の
部
分
を
取
り
扱
っ
て
い
る
か
を
明
記
し
て
い
る
が
、

そ
の
後
は
語
句
が
示
さ
れ
る
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。
年
度
末
の

三
月
三
十
一
日
と
い
う
切
れ
目
の
良
さ
か
ら
み
る
と
、
こ
の
時

点
で
そ
れ
ま
で
の
『
初
等
国
語
教
本
』
に
基
づ
く
従
来
の
方
針

を
変
更
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
今
夜
の
放
送
用
語
」
の
二
回
目
（
一
二
七
五
二
）
と
三
回
目

（
一
二
七
五
五
）
は
日
本
語
だ
け
書
か
れ
、
朝
鮮
語
の
対
訳
は
付

さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
回
目
、
お
よ
び
「
今
日
ノ
放
送
国
語
」

の
全
て
に
日
本
語
の
単
語
に
対
す
る
朝
鮮
語
対
訳
が
併
記
さ
れ

て
い
る
。

一
二
七
五
〇
（
一
九
四
三
・
二
・
十
）「
今
夜
の
放
送
用
語
」

二
月
十
日
（
水
）

四
方
（
사
방
）
ヒ
ガ
シ
（
동
）
ニ
シ
（
서
）
ミ
ナ
ミ
（
남
）
キ
タ
（
북
）

　
　

初
等
國
語
講
座
敎
本
第
二
十
二
課
新
單
語

一
二
七
五
二
（
一
九
四
三
・
二
・
十
二
）「
今
夜
の
放
送
用
語
」

二
月
十
二
日
（
金
曜
日
）

月
ト
四
季

△
一
年
ワ　

何
カ
月
デ
ス
カ

▲
十
二
カ
月 

デ
ス

△
月
ノ
名
ヲ 

一
月
カ
ラ 

順
ニ
イ
ッ
テ 

ゴ
ラ
ン
ナ
サ
イ

▲
一
月 

二
月 

三
月 

四
月 

五
月 

六
月 

七
月 

八
月 

九
月 

十
月 

十
一
月 

十
二
月

△
三
月
カ
ラ
五
月
マ
デ
オ 

ナ
ン
ト 

イ
ー
マ
ス
カ

▲
春
ト
イ
ー
マ
ス

△
六
月
カ
ラ
八
月
マ
デ
オ 

ナ
ン
ト 

イ
ー
マ
ス
カ

▲
夏
ト
イ
ー
マ
ス

△
九
月
カ
ラ
十
一
月
マ
デ
ヲ
ナ
ン
ト 

イ
ー
マ
ス
カ

▲
ア
キ
ト
イ
ー
マ
ス

△
十
二
月
カ
ラ
二
月
マ
デ
ヲ
ナ
ン
ト
イ
ー
マ
ス
カ

▲
冬
ト
イ
ー
マ
ス

△
春
・
夏
・
秋
・
冬
オ 

ナ
ン
ト 

イ
ー
マ
ス
カ

▲
四
季
ト
イ
ー
マ
ス

　
　

初
等
國
語
敎
本
（
第
二
十
三
課
）



七
五

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

一
二
七
五
五
（
一
九
四
三
・
二
・
十
五
）「
今
夜
の
放
送
用
語
」

日
ニ
チ

△
一
月
ワ 
何
日
デ
ス
カ

▲
小
ノ
月
ワ 
三
十
日
デ
ス

△
カ
ゾ
エ
テ 

ゴ
ラ
ン
ナ
サ
イ

　

ツ
イ
タ
チ 

フ
ツ
カ 
ミ
ッ
カ 

ヨ
ッ
カ 

イ
ツ
カ 

ム
イ
カ 

ナ
ヌ
カ 

ヨ
ー
カ 

コ
コ
ノ
カ 

ト
ー
カ 
ジ
ュ
ー
イ
チ
ニ
チ 

ジ
ュ
ー
ヨ
ッ
カ 

ハ
ツ
カ 

ニ
ジ
ュ
ー
イ
チ
ニ
チ 
ニ
ジ
ュ
ー
ヨ
ッ
カ 

ミ
ソ
カ

△
大
ノ
月
ワ 

ナ
ン
ニ
チ 

デ
ス
カ

▲
大
ノ
ツ
キ
ワ 

三
十
一
日
デ
ス

△
二
月
モ
三
十
日
ア
リ
マ
ス
カ

▲
イ
ー
エ 

チ
ガ
イ
マ
ス

△
二
月
ワ 

二
十
八
日
シ
カ 

ア
リ
マ
セ
ン

▲
ウ
ル
ウ
年
ワ 

ド
ー
ナ
リ
マ
ス
カ

△
ウ
ル
ウ
年
ワ 

二
月
ガ 

二
十
九
日
ニ
ナ
リ
マ
ス

（
初
等
國
語
敎
本
第
二
十
四
課
）

一
二
七
五
七
（
一
九
四
三
・
二
・
十
七
）「
今
夜
の
放
送
用
語
」

コ
コ
ニ 

ノ
セ
ル
ノ
ワ 

ヨ
ル
ノ 

コ
ク
ゴ 

ホ
ー
ソ
ー
ニ
デ
テ
ク
ル

「
ア
タ
ラ
シ
ー 

コ
ト
バ
」
デ
ス
。

コ
ク
ゴ 

キ
ョ
ー
ホ
ン
オ 

オ
モ
チ
デ 

ナ
イ 

カ
タ
ワ 

コ
レ
オ 

ツ
カ

ッ
テ 

ベ
ン
キ
ョ
ー
シ
テ 

ク
ダ
サ
イ
。

二
月
十
七
日

曜
日
（
요
일
）
銀
行
（
은
행
）
魚
つ
り
（
낙
시
질
）
土
曜
日
（
토
요

일
）
一
週
（
일
주
일
）
商
賣
（
장
사
）
遠
足
（
원
족
）　
（
初
等
國
語

敎
本
二
十
五
課
新
單
語
）

二
月
十
九
日

冬
（
겨
울
）
以
上
（
이
상
）
鏡
（
거
울
）
氷
す
べ
り
（
어
름
지
치

기
）
キ
セ
ツ
（
계
절
・
철
）
景
色
（
경
치
）
銀
世
界
（
은
세
게
）　

（
初
等
國
語
敎
本
三
十
二
課
新
單
語
）

一
二
七
五
九
（
一
九
四
三
・
二
・
十
九
）「
今
日
ノ
放
送
国
語
」

二
月
十
九
日
（
金
）

冬
（
겨
울
）
以
上
（
이
상
）
鏡
（
거
울
）
氷
す
べ
り
（
어
름
지
치

기
）
キ
セ
ツ
（
계
절
・
철
）
景
色
（
경
치
）
銀
世
界
（
은
세
게
）　

（
初
等
國
語
敎
本
三
十
二
課
新
單
語
）
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ア
イ
サ
ツ
（
인
사
）、
冷
水
マ
サ
ツ
（
랭
수
마
찰
）、
新
體
制
（
신
체

제
）、
習
慣
（
습
관
）、
健
康
法
（
건
강
법
）、
來
年
（
래
년
）　
（
初

等
國
語
敎
本
三
十
三
課
新
單
語
）

一
二
七
六
二
（
一
九
四
三
・
二
・
二
十
二
）「
今
日
ノ
放
送
國
語
」

ア
イ
サ
ツ
（
인
사
）、
冷
水
マ
サ
ツ
（
랭
수
마
찰
）、
新
體
制
（
신
체

제
）、
習
慣
（
습
관
）、
健
康
法
（
건
강
법
）、
來
年
（
래
년
）　
（
初

等
國
語
敎
本
三
十
三
課
新
單
語
）

病
氣
（
병
）、
昨
日
（
어
제
）、
頭
痛
（
두
통
）、
鼻
ジ
ル
（
콧
물
）、

熱
（
열
）、
涙
（
눈
물
）、
食
慾
（
식
욕
）、
薬
（
약
）　
（
初
等
國
語

敎
本
三
十
四
課
新
單
語
）

五
―
八
．「
国
語
毎
新
」
の
「
今
日
の
つ
と
め
」

一
二
五
二
八
（
一
九
四
二
・
七
・
一
）
～
一
二
六
〇
〇
（
一
九
四

二
・
九
・
十
一
）　

　

朝
鮮
民
衆
を
戦
時
総
動
員
体
制
に
駆
り
立
て
る
内
容
の
話
が

五
十
七
回
連
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交

じ
り
文
は
八
回
だ
け
で
、
そ
の
他
は
漢
字
ひ
ら
が
な
交
じ
り
文

で
あ
る
。
漢
字
の
使
用
は
一
般
の
新
聞
記
事
の
文
に
比
べ
て
相

当
に
抑
制
的
で
、
日
本
語
読
解
力
が
十
分
で
な
い
読
者
を
も
対

象
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。
使
用
漢
字
の
選
定
は
、
漢
字
の
字

体
の
難
易
度
や
使
用
頻
度
だ
け
を
基
準
に
し
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
。
戦
時
総
動
員
体
制
、
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
関
連
す

る
語
句
は
極
力
漢
字
で
表
記
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
こ
に
は
、

漢
字
が
持
つ
権
威
主
義
的
イ
メ
ー
ジ
を
背
景
に
し
て
お
り
、
ま

た
朝
鮮
民
衆
に
対
す
る
「
国
語
普
及
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
が

反
映
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
国
粋
主
義
者
た
ち
は
、
自
ら
の
思

想
・
理
念
を
言
語
的
に
展
開
す
る
際
、
意
外
に
も
や
ま
と
言
葉

で
は
な
く
漢
語
語
彙
に
た
よ
る
傾
向
が
強
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ

は
、
朝
鮮
の
民
族
主
義
者
が
漢
語
語
彙
を
な
る
べ
く
排
斥
し
つ

つ
朝
鮮
固
有
語
彙
を
尊
重
す
る
傾
向
を
み
せ
る
こ
と
と
好
対
照

を
な
し
て
い
る
。

　

京
城
第
二
放
送
（
朝
鮮
語
放
送
）
で
も
、
日
本
語
語
彙
の
「
国

語
読
み
」
が
推
奨
さ
れ
た
が
、
真
っ
先
に
皇
室
関
連
の
「
テ
ン

ノ
ー
ヘ
イ
カ
」
や
朝
鮮
総
督
府
の
「
チ
ョ
ー
セ
ン
ソ
ー
ト
ク
」、

「
ダ
イ
ト
ー
ア
セ
ン
ソ
ウ
」、
地
名
の
「
ケ
ー
ジ
ョ
ー
」
な
ど
か
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七

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

ら
徹
底
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
方
針
は
「
毎
日
新
報
」

の
「
国
語
」
欄
で
も
採
用
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

以
下
の
語
彙
リ
ス
ト
は
、「
今
日
の
つ
と
め
」
の
九
つ
の
文
の

な
か
で
、
漢
字
表
記
さ
れ
た
名
詞
と
仮
名
表
記
さ
れ
た
名
詞
を

抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

仮
名
表
記
さ
れ
た
語
の
中
に
は
、「
戦
争
、
総
力
、
黙
祷
、
総

進
軍
、（
徴
兵
）
適
齢
期
、
志
願
、
訓
練
所
」
な
ど
、
戦
時
体
制

を
反
映
し
た
語
彙
も
見
ら
れ
る
が
、
総
じ
て
こ
う
し
た
漢
字
語

彙
は
、
そ
の
表
記
の
難
易
度
や
漢
字
習
得
段
階
に
た
い
す
る
考

慮
な
し
に
漢
字
表
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。「
毎
日

新
報
」
を
通
じ
た
朝
鮮
民
衆
に
対
す
る
「
国
語
普
及
」
が
、
朝

鮮
民
衆
に
求
め
た
日
本
語
習
得
の
様
相
を
示
す
側
面
の
一
つ
で

あ
る
。

〈
漢
字
で
表
記
さ
れ
た
名
詞
〉

（
第
一
二
五
二
八
号
）
七
月
、
心
、
朝
鮮
、
國
民
總
力
聯
盟
、
愛
國

班
、
七
月
、
申
合
せ
、
誰
、
國
語
、
氣
、
全
朝
鮮
、
皇
國
臣
民
、
何
、

毎
日
、
大
東
亞
戰
爭
、
一
億
、
國
民
、
世
界
、
大
國
、
時
、
三
つ
、

皆
、
國
、
一
大
、
一
人；

（
第
一
二
五
二
九
号
）
五
つ
、
訓お

し

へ
、
小

磯
總
督
、
總
力
聯
盟
、
理
事
會
、
國
民
、
五
つ
、
戒
め
、
一
つ
、
日

本
、
國
、
國
、
二
つ
、
一
視
同
仁
、
内
鮮
、
事
、
朝
鮮
、
三
つ
、
人
、

者
、
行
ひ
、
四
、
上
位
下
達
、
下
意
上
達
、
上
の
者
、
心
、
下
の

者
、
六
年
目
、
聖
戰
、
何
、
决
心
、
上
、
下
、
陛
下
、
御
心
、
御
奉

公；

（
第
一
二
五
三
〇
号
）
職
場
、
國
語
、
日
本
、
腹
、
皇
國
臣
民
、

朝
鮮
、
二
千
四
百
萬
人
、
一
人
、
生
活
、
國
體
の
本
義
、
第
一
、
京

畿
道
廰
、
會
社
、
工
場
、
十
人
以
上
、
人
、
朝
、
ひ
る
休
み
、
時

間
、
誰
、
勉
强；

（
第
一
二
五
三
一
号
）
街
、
場
、
頭
、
一
億
、
人
、

皇
軍
、
英
靈
、
大
東
亞
戰
爭
、
一
億
一
心
、
心
、
間
、
武
運
長
久；

（
第
一
二
五
三
三
号
）
兵
隊
、
二
年
、
朝
鮮
、
今
、
學
校
、
二
年
、

徴
兵
制
、
日
、
靑
少
年
、
日
本
、
軍
人
、
覺
悟
、
男
、
子
、
天
子
さ

ま；

（
第
一
二
五
三
四
号
）
七
月
七
日
、
日
本
、
日
、
朝
鮮
、
女
、

人
、
兵
、
朝
鮮
、
兵
隊
、
姿
、
帝
國
、
軍
人
、
一
あ
し
前
、
母
、
姉
、

軍
國
、
徴
兵
、
陛
下
、
家
庭；

（
第
一
二
五
三
五
号
）
國
語
、
耳
、

本
、
目
、
皇
國
臣
民
、
兵
隊
、
命
が
け
、
何
、
心
、
一
日
、
一
つ
、

氣；
（
第
一
二
五
三
六
号
）
顔
、
事
變
、
五
年
、
六
年
目
、
先
、
百

年
、
戰
爭
、
戰
時
下
、
國
民
、
町
、
電
車
、
人
人
、
人
、
親
切
、
禮



七
八

儀
、
銃
後
、
戰
塲
、
戰
勝
國
民
、
銃
後；

（
第
一
二
五
三
七
号
）
四

十
九
勇
士
、
海
戰
、
海
、
九
軍
神
、
國
民
、
一
人
、
偉
勲
、
時
、
飛

行
機
、
二
十
九
機
、
海
軍
航
空
部
隊
、
勇
士
、
四
十
九
名
、
花
、
護

國
の
神
、
天
皇
陛
下
、
隊
長
牧
野
三
郎
大
尉
、
全
部
、
戰
死
者
、
二

階
級
、
英
靈
、
感
謝

〈
ひ
ら
が
な
で
表
記
さ
れ
た
名
詞
（
ひ
ら
が
な
を
漢
字
に
代
え
て
示
す
）〉

（
第
一
二
五
二
八
号
）
本
、
愚
痴
、
不
滿
、
通
知
、
暮
ら
し
向
き
、

不
足
、
不
自
由
、
事
、
我
慢
、
相
手
、
戰
争
、
注
意
、
話
、
遊
び
、

難
関
、
突
破
、
試
し
、
歷
史
、
總
力
、
怠
け
者；
（
第
一
二
五
二
九

号
）
言
葉
、
区
別
、
世
話；

（
第
一
二
五
三
〇
号
）
本
当
、
中
、
普

段
、
話
、
何
、
近
道
、
所
、
練
習；

（
第
一
二
五
三
一
号
）
黙
禱
、

時
間
、
誰
、
皆
、
お
祈
り
、
態
度
、
感
謝
、
姿
、
總
進
軍
、
塊；

（
第
一
二
五
三
三
号
）
僕
ら
、
者
、
職
場
、
皆
、
適
齢
期
、
筈
、
感

激；

（
第
一
二
五
三
四
号
）
國
民
、
志
願
、
訓
練
所
、
見
學
、
靑
年
、

訓
練
、
実
際
、
足
、
稽
古
、
事
、
お
召
し；

（
第
一
二
五
三
五
号
）

言
葉
、
决
心
、
中；

（
第
一
二
五
三
六
号
）
滿
、
覺
悟
、
皆
、
態
度
、

名
折
れ；

（
第
一
二
五
三
七
号
）
時
、
發
表
、
お
耳
、
心
、
冥
福

　

以
下
は
、
前
の
語
彙
調
査
で
対
象
と
し
た
九
つ
の
「
今
日
の

つ
と
め
」
の
全
文
で
あ
る
。

一
二
五
二
八
（
一
九
四
二
・
七
・
一
）「
今
日
の
つ
と
め
」

七
月
の
心

朝
鮮
の
國
民
總
力
聯
盟
（
愛
國
班
の
も
と
）
で
は
七
月
の
申
合
せ
に

誰
で
も
か
な
ら
ず
國
語
を
つ
か
ふ
こ
と
、
ぐ
ち
や
ふ
ま
ん
を
い
は
ぬ

こ
と 

ス
パ
イ
に
氣
を
つ
け
る
こ
と
を 

全
朝
鮮
の
愛
國
班
に
む
か
つ

て
つ
う
ち
を
し
た
。
皇
國
臣
民
は
何
が
な
ん
で
も 

國
語
を
つ
か
ふ

こ
と 

毎
日
の
く
ら
し
む
き
の
上
で 

ふ
そ
く
な
こ
と
や
ふ
じ
ゆ
う
な

こ
と
が
あ
っ
て
も 

そ
れ
は
大
東
亞
戰
爭
を 

な
し
と
げ
る
た
め
に 

一

億
の
國
民
が 

ど
ん
な 

苦
し
い
こ
と
で
も 

し
の
ん
で 

が
ま
ん
す
る

こ
と 

世
界
の
大
國
を
あ
ひ
て
に
し
て 

大
せ
ん
そ
う
を
し
て
ゐ
る
時

で
あ
る
か
ら 

ス
パ
イ
に
ち
う
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
三

つ
の
こ
と
を
皆
が
ま
も
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
古
い
は
な
し
で
は

あ
る
が 

國
民
が
そ
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と 

あ
そ
び
ま
は
つ
て
ゐ
て 

そ
れ
で

國
の
一
大
な
ん
く
わ
ん
が 

と
つ
ぱ
さ
れ
た
た
め
し
は 

世
界
の
れ
き

し
に
な
い
。
國
の
一
大
な
ん
く
わ
ん
を
｜
と
つ
ぱ
す
る
の
は 

一
億



七
九

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

國
民
の 

そ
う
り
よ
く
［
総
力
］
で
あ
る‖

一
人
の
な
ま
け
も
の
が

ゐ
て
も 

こ
の
大
な
ん
く
わ
ん
は
と
つ
ぱ
で
き
な
い
。

一
二
五
二
九
（
一
九
四
二
・
七
・
二
）「
今
日
の
つ
と
め
」

五
つ
の
訓お

し

へ

　

小
磯
總
督
は
總
力
聯
盟
の
理
事
會
で 

國
民
に
五
つ
の
戒
め
の
こ

と
ば
を
語
ら
れ
た
。
そ
の
一
つ
は
、
日
本
と
い
ふ
國
は 

ど
う
い
ふ

有
難
い
國
で
あ
る
か 

と
い
ふ
こ
と
を
は
つ
き
り
と
心
得
る
。
二
つ

は 

一
視
同
仁
で 

内
鮮
の
く
べ
つ
の
な
い
事
か
ら 

正
し
い
朝
鮮
を

こ
し
ら
へ
て
行
く
こ
と
。
三
つ
は
人
の
せ
わ
を
す
る
者
か
ら
ま
づ 

り
つ
ぱ
に
行
ひ
を
正
し
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
四
に
は 

上
位
下

達 

下
意
上
達
の
上
の
者
の
心
と 

下
の
者
の
心
と
を 
ぴ
つ
た
り
一

つ
に
す
る
。
五
つ
に
は 

六
年
目
に
も
な
る
聖
戰
を
何
が
な
ん
で
も

や
り
ぬ
く 

堅
い
决
心
を
か
た
め
る
。
こ
の
五
つ
を
上
も
下
も
守
つ

て
陛
下
の
御
心
を
安
ん
じ
奉
る 

御
奉
公
を
は
げ
ま
ね
ば
な
ら
ず
。

一
二
五
三
〇
（
一
九
四
二
・
七
・
三
）「
今
日
の
つ
と
め
」

職
場
の
國
語

　

ほ
ん
と
う
の 

日
本 

を 

し
つ
か
り
と
腹
の
な
か
に 

い
れ
る
に
は 

ど
う
し
て
も 

ふ
だ
ん
に 

國
語
を
つ
か
ふ
や
う
に
し
な
け
れ
ば 

い

け
な
い
。
ほ
ん
と
う
の 

皇
國
臣
民
と
な
り
き
る
た
め
に
は 

國
語
が

は
な
せ
な
い
や
う
な 

こ
と
で
は 

な
ら
な
い
。
朝
鮮
の
二
千
四
百
萬

人
が 

一
人
の
こ
ら
ず
國
語
で
は
な
し
が
で
き
國
語
で
生
活
の
で
き

る
や
う
に 

な
る
こ
と
が 

な
に
よ
り
も 

國
體
の
本
義
を
し
る 

第
一

の
ち
か
み
ち
で
あ
る
。
京
畿
道
廰
で
は 

會
社
や
工
場
な
ど 

十
人
以

上
の
人
を
使
ふ 

と
こ
ろ
で
は 

朝
と
か 

ひ
る
休
み 

と
か 

の
時
間

に 

國
語
の
れ
ん
し
ふ 

を 

す
る
や
う
に
し
た
。
誰
で
も 

そ
の
職
場

で 

國
語
を 

つ
か
ふ
や
う
に
勉
强
し
な
け
れ
ば 

な
ら
ぬ
。

一
二
五
三
一
（
一
九
四
二
・
七
・
四
）「
今
日
の
つ
と
め
」

も
く
た
う

　

街
で
も
く
た
う
（
默
禱
）
の 

じ
か
ん
に 

な
る
と 

だ
れ
で
も 

み

な 

そ
の
場
に 

立
ち
ど
ま
っ
て
頭
を
さ
げ
て 

お
い
の
り
を
し
ま
す
。

一
億
の
人
た
ち
が
、
そ
ろ
っ
て 

つ
つ
ま
し
や
か
な 

た
い
ど
で 

皇

軍
と
英
靈
に 

か
ん
し
ゃ
す
る 

す
が
た
は 

と
り
も
直
さ
ず 

大
東
亞

戰
爭
は
一
億
一
心
の 

そ
う
し
ん
ぐ
ん
だ
と 

い
ふ
こ
と
で
す
。
だ
か



八
〇

ら 
ど
こ
に
ゐ
て
も 

サ
イ
レ
ン
が 

な
っ
た
な
ら 

必
ず 

も
く
た
う

を
し
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
。
し
か
も 

そ
れ
は 

よ
そ
の
人
が
見
て

ゐ
る
か
ら
と
か 

だ
れ
も 

見
て
ゐ
な
い
と
か 

い
う
の
で
は 

い
け
ま

せ
ん
。
心
か
ら 
か
ん
し
ゃ
し 

こ
の
間
は 

も
く
た
う
の 

か
た
ま
り

に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
り
が
た
う 

ご
ざ
い
ま
し
た 

武
運

長
久
で 

戰
っ
て
下
さ
い 
と
い
の
る
の
で
す
。

一
二
五
三
三
（
一
九
四
二
・
七
・
六
）「
今
日
の
つ
と
め
」

ぼ
く
ら
は
兵
隊

　

あ
と
二
年
た
つ
と 

朝
鮮
で
は 

あ
た
ら
し
い 
兵
隊
さ
ん
が
で
き

る
。
今
學
校
に
を
る
も
の
で
も 

ほ
か
の 

し
ょ
く
ば
で 
は
た
ら
い

て
ゐ
る
も
の
で
も 

み
ん
な
兵
隊
に
な
れ
る
。
い
や 
み
な 
ぜ
ひ
と

も 

り
っ
ぱ
な 

兵
隊
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ま
で
に
は 

ま
だ
二
年
あ
る
か
ら 

ゆ
っ
く
り
し
て
ゐ
て
ゐ
ゝ 

と
い
っ
た
や
う
な 

考
へ
を 

も
つ
も
の
が 

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
朝
鮮
に 

徴
兵
制
が 

し
か
れ
た 

そ
の
日
か
ら 

て
き
れ
い
き
の
靑
少
年
は 

も
う
日
本
の

軍
人
だ 

と
い
ふ
覺
悟
を 

も
っ
て 

ゐ
る
は
ず
で
あ
る
。
日
本
で
は 

男
の
子
が
生
ま
れ
る
と
“
兵
隊
さ
ん
が
生
れ
た
”
と
い
っ
て
喜
ぶ
。

天
子
さ
ま
の 

兵
隊
に
な
る 

か
ん
げ
き
を 

し
っ
か
り
と 

つ
か
む
こ

と
だ
。

一
二
五
三
四
（
一
九
四
二
・
七
・
七
）「
今
日
の
つ
と
め
」

し
が
ん
兵

　

七
月
七
日
は 

日
本
こ
く
み
ん
と
し
て 

ど
う
し
て
も 

忘
れ
て
は

な
ら
な
い
日
で
あ
る
。
こ
の
日
に 

朝
鮮
の
女
の
人
た
ち
が 

し
が
ん

兵 

く
ん
れ
ん
し
ょ
を 

け
ん
が
く
す
る
。
朝
鮮
の
せ
い
ね
ん
が 

し

が
ん
兵
と
な
つ
て 

ど
ん
な
く
ん
れ
ん
を 

受
け
て
ゐ
る
か 

兵
隊
に

な
る
に
は 

ど
う
す
る
の
か
と 

い
ふ
こ
と
の
じ
つ
さ
い
の 

姿
を
見

る
の
で
あ
る
。
し
が
ん
兵
は 

朝
鮮
の
せ
い
ね
ん
が 

帝
國
の
軍
人
と

な
る
。
一
あ
し
前
の
け
い
こ
（
공
부
）
で
あ
る
。
そ
れ
を
兵
隊
の
母

や
姉
や 

ま
た
軍
國
の
母
と
な
る
女
が 

知
ら
な
い
で
ゐ
て
は
な
ら
ぬ
。

徴
兵
と
い
ふ
こ
と
は
、
陛
下
の
兵
隊
に
お
め
し
に
あ
づ
か
る 

と 

い

ふ
こ
と
だ
と
は
っ
き
り
家
庭
（
식
구
）
の
も
の
が 

知
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

一
二
五
三
五
（
一
九
四
二
・
七
・
八
）「
今
日
の
つ
と
め
」



八
一

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

正
し
い
こ
と
ば

　

國
語
を
お
ぼ
え
る
に
は 

耳
か
ら
き
い
て 

お
ぼ
え
る
の
と 

本

（
책
）
を
よ
ん
で 

目
か
ら
な
ら
ふ
の
と
あ
る
。
ど
ち
ら
か
ら 

な
ら

ひ
お
ぼ
え
る
に
も
｜
心
を
こ
め
て 

ど
う
し
て
も 

こ
の
こ
と
ば
を
お

ぼ
え
な
け
れ
ば 
な
ら
な
い 

と
い
ふ 

强
い
堅
い 

け
つ
し
ん
で
な
く

て
は
｜
な
か
な
か 

お
ぼ
え
ら
れ
る 

も
の
で
は
な
い
。“
あ
あ 

め
ん

ど
う
く
さ
い
”
な
ど
と
い
ふ
や
う
で
は 

と
て
も
皇
國
臣
民
と
は
な

れ
な
い
。
兵
隊
さ
ん
た
ち
が 

ど
ん
な
熱
い
と
こ
ろ
で
も 

ジ
ャ
ン
グ

ル
の
な
か
で
も 

命
が
け
で 

す
す
む
こ
と
を
思
つ
て
｜
何
が
な
ん
で

も 

お
ぼ
え
る
と
い
ふ
心
で
た
と
ひ 

一
日
に
一
つ
の
こ
と
ば
で
も
よ

い 

し
つ
か
り
と
お
ぼ
え
る
。
ま
た
お
ぼ
え
る
た
め
に 
氣
を
つ
け
る

こ
と
は 

正
し
い
よ
い
こ
と
ば
を 

お
ぼ
え
る
。
下
ら
な
い 
バ
カ
だ

の 

コ
ノ
ヤ
ロ
ー
だ
の
と
い
ふ
こ
と
ば
は 

い
く
ら
お
ぼ
え
て
も 
や

く
に
は
た
た
な
い
。

一
二
五
三
六
（
一
九
四
二
・
七
・
九
「
今
日
の
つ
と
め
」

明
る
い
顔

　

事
變
は 

ま
ん
五
年
を 

す
ぎ
て 

こ
れ
か
ら 

六
年
目
に
は
い
る
。

こ
れ
か
ら
先
は 

ま
だ
百
年
も 

戰
爭
が
つ
ゞ
く
か
も
知
れ
な
い
。
そ

の
か
く
ご
で 

戰
時
下
の
國
民
は 

す
す
ま
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
れ

に
は 

國
民
が 

も
っ
と
も
っ
と
明
る
く
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

町
を
あ
る
い
て
み
て
も 

電
車
に
の
っ
て
も 

ど
こ
へ
行
っ
て
も 

人

人
の
顔
は
暗
い
。
こ
れ
で
は
い
け
な
い
。
ど
こ
へ
い
っ
て
も 

あ
ふ

人
は 

み
な 

に
こ
に
こ
と 

笑
っ
て
ゐ
な
け
れ
ば 

親
切
（
다
정
）
も

な
け
れ
ば 

禮
儀
も 

お
こ
な
は
れ
な
い
。
銃
後
も
戰
塲
だ 

と
い
っ

た 

た
い
ど
は 

よ
い
が
、
暗
く
な
っ
て
は 

戰
勝
國
民
の
な
を
れ
で

あ
る
。
ど
こ
ま
で
も
明
る
く 

ま
た 

ほ
が
ら
か
に 

銃
後
を
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
二
五
三
七
（
一
九
四
二
・
七
・
十
）「
今
日
の
つ
と
め
」

四
十
九
勇
士

　

ハ
ワ
イ 

海
戰
の
と
き 

海
の
は
な
と
ち
っ
た 

九
軍
神
の 

こ
と
は 

國
民
の
一
人
と
し
て
わ
す
れ
て
ゐ
る
も
の
は
な
い
か
。
お
な
じ
海
戰

で 
ま
た
も
や 

四
十
九
勇
士
の 

い
さ
ま
し
い 

偉
勲
が 

は
っ
ぺ
う

さ
れ
ま
［
し
］
た
。
そ
れ
は 

あ
の
ハ
ワ
イ
海
戰
の
時
“
ま
だ
か
へ

ら
な
い
飛
行
機
が
二
十
九
機
”
と
い
は
れ
た 

そ
の
海
軍
航
空
部
隊



八
二

の
勇
士 

四
十
九
名
が 

九
軍
神
と
お
な
じ
や
う
に 

ハ
ワ
イ
海
戰
の

花マ
マ

と
ち
り 

護
國
の
神
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
が 

か
し
こ
く
も 

天

皇
陛
下
の 
お
み
み
に
た
っ
し 

隊
長
牧
野
三
郎
大
尉
を
は
じ
め 

全

部
の
戰
死
者
に
た
い
し
て 

と
く
に
二
階
級
を
お
す
す
め 

下
さ
っ
た
。

こ
の
英
靈
に 

こ
こ
ろ
か
ら
感
謝
し 

め
い
ふ
く
を 

い
の
り
た
い
。

六
．
そ
の
他

六
―
一
．「
皇
民
読
本
」

　
「
毎
日
新
報
」
の
「
国
語
毎
新
」
欄
に
は
、
上
記
以
外
に
「
皇

民
読
本
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
も
と
に
、
次
の
読
み
物
が
連
載

さ
れ
て
い
る
。

（
一
）「
徴
兵
と
國
語
」

一
二
八
一
七
（
一
九
四
三
・
四
・
十
九
）
～
一
二
八
五
九
（
一
九
四

三
・
五
・
三
十
一
）　

　

著
者
は
素
木
柾
夫
。
ど
う
い
う
人
物
か
は
不
詳
。「
国
語
毎

新
」
第
一
二
八
一
七
号
の
「
国
語
毎
新
」
欄
に
「
徴
兵
と
国
語

（
二
）」
が
載
せ
ら
れ
、
そ
の
後
、「（
四
）、（
六
）、（
八
）、（
十
）、

（
十
二
）、（
十
四
）、（
十
六
）、（
十
八
）、（
二
十
）、（
二
十
二
）、

（
二
十
四
）、（
二
十
六
）、（
二
十
八
）、（
三
十
）、（
三
二
）、（
三

四
）、（
三
六
）、（
三
八
九
）」
と
一
回
お
き
に
、
合
計
十
八
回
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
以
外
は
「
毎
日
新
報
」
の

付
録
「
国
語
教
室
」
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
二
）「
海
（
う
み
）
ゆ
か
ば
」　

一
二
八
六
一
（
一
九
四
三
・
六
・
二
）
～
一
二
八
七
三
（
一
九
四

三
・
六
・
十
四
）　

　

著
者
は
素
木
柾
夫
。「
毎
日
新
報
」
第
一
二
八
六
一
号
の
「
国

語
毎
新
」
欄
に
「
海
（
う
み
）
ゆ
か
ば
（
一
）」
が
掲
載
さ
れ
、

そ
の
後
「（
三
）、（
五
）、（
七
）、（
九
）、（
十
一
）」
と
一
回
お

き
に
、
合
計
六
回
掲
載
さ
れ
て
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
以

外
は
「
毎
日
新
報
」
の
付
録
「
国
語
教
室
」
に
掲
載
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。



八
三

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

（
三
）「
無
敵
皇
軍
」　

一
二
八
七
五
（
一
九
四
三
・
六
・
十
六
）　

　

著
者
は
素
木
柾
夫
。「
毎
日
新
報
」
第
一
二
八
七
五
号
に
「
無

敵
皇
軍
（
二
）」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
は
不

明
。

六
―
二
．
四
コ
マ
漫
画

（
一
）「
勝か

ち
ぬ
く抜
三
ク
ン
」　

一
二
七
一
六
（
一
九
四
三
・
一
・
七
）
～
一
二
七
七
六
（
一
九
四

三
・
三
・
八
）　

　

著
者
名
は
「
凡
太
郎
」。
タ
イ
ト
ル
「
勝
抜
三
ク
ン
」
の
上
に

「
ツ
ヅ
キ
マ
ン
グ
ワ
」［
続
き
ま
ん
が
］
と
書
か
れ
て
い
る
。
二

十
五
回
掲
載
さ
れ
、
日
本
語
吹
き
出
し
の
朝
鮮
語
訳
が
各
コ
マ

の
右
側
に
書
か
れ
て
い
る
。

（
二
）「
タ
カ
ゾ
ウ
ノ
日
記
」　

一
二
七
八
〇
（
一
九
四
三
・
三
・
十
二
）
～
一
二
八
九
八
（
一
九
四

三
・
七
・
九
）　

　

著
者
名
と
し
て
、「
允
錡
画
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル

「
タ
カ
ゾ
ウ
ノ
日
記
」
の
上
に
「
ツ
ヅ
キ
マ
ン
グ
ワ
」［
続
き
ま

ん
が
］
と
書
か
れ
て
い
る
。
四
十
九
回
掲
載
さ
れ
、
日
本
語
吹

き
出
し
の
朝
鮮
語
訳
が
各
コ
マ
の
右
側
に
書
か
れ
て
い
る
。

（
三
）「
日
ノ
丸
坊
ヤ
」　

一
二
九
〇
一
（
一
九
四
三
・
七
・
十
二
）
～
一
二
九
六
三
（
一
九
四

三
・
九
・
十
二
）　

　

著
者
名
は
「
凡
太
郎
」。
二
十
七
回
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
日
本

語
吹
き
出
し
の
朝
鮮
語
訳
が
各
コ
マ
の
右
側
に
書
か
れ
て
い
る
。

六
―
三
．
連
載
読
み
物

　

一
九
四
二
年
七
月
八
日
（
第
一
二
五
三
五
号
）
か
ら
「
国
語
」

欄
の
紙
面
拡
充
に
と
も
な
い
、
読
み
物
が
次
々
と
連
載
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

（
一
）「
＝
明
る
い
讀
物
＝　

幼
い
百
姓
」　

一
二
五
二
八
（
一
九
四
二
・
七
・
一
）
～
一
二
五
三
四
（
一
九
四



八
四

二
・
七
・
七
）　

　

春
山
明
著
、
六
回
連
載

（
二
）「
★
戰
地
だ
よ
り
★　

鏡
（
거
울
）」　

一
二
五
三
五
（
一
九
四
二
・
七
・
八
）
～
一
二
五
四
一
（
一
九
四

二
・
七
・
十
四
）　

　

山
野
杢
二
郎
著
・
尹
喜
淳
（
絵
）
六
回
連
載

（
三
）「
軍
國
モ
ノ
ガ
タ
リ　

兵
丁
の
母
」　

一
二
五
四
二
（
一
九
四
二
・
七
・
十
五
）
～
一
二
五
四
七
（
一
九
四

二
・
七
・
二
十
）　

　

栗
栖
萬
□
夫
著
。
四
回
連
載

（
四
）「
家
庭
の
防
空
」　

一
二
五
四
九
（
一
九
四
二
・
七
・
二
十
二
）
～
一
二
五
六
一
（
一
九

四
二
・
八
・
三
）　

　
「
家
庭
の
防
空
」
の
タ
イ
ト
ル
の
も
と
、
十
一
回
に
わ
た
っ
て

空
襲
対
策
な
ど
を
書
い
た
文
。
筆
者
は
司
狩
四
郎
。
十
一
回
の

テ
ー
マ
は
「
戰
時
下
の
覺
悟
」、「
燒
夷
弾
」、「
バ
ク
彈
の
被
害
」、

「
防
空
壕
」、「
ガ
ス
彈
」、「
水
を
か
け
る
な
」、「
避
難
」、「
防
空

壕
」、「
防
空
壕
」、「
防
毒
」、「
空
襲
下
で
」

（
五
）「
時
局
ら
く
ご　

ス
パ
イ
退
治
」　

一
二
五
六
二
（
一
九
四
二
・
八
・
四
）
～
一
二
五
七
〇
（
一
九
四

二
・
八
・
十
二
）　

　

大
和
玉
著
・
朴
性
圭
（
絵
）、
八
回
連
載

（
六
）「
幼
年
の
よ
み
も
の　

北
の
燈
台
」　

一
二
五
七
二
（
一
九
四
二
・
八
・
十
四
）
～
一
二
五
八
〇
（
一
九
四

二
・
八
・
二
十
二
）　

海
野
幸
男
著
。
七
回
連
載
。

（
七
）「
軍
国
よ
み
も
の　

少
年
航
空
兵
」

一
二
五
八
二
（
一
九
四
二
・
八
・
二
十
四
）
～
一
二
五
九
〇
（
一
九

四
二
・
九
・
一
）　

　

曾
長
尾
衛
著
。
八
回
連
載



八
五

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

（
八
）「
徴
兵
制
度
」

一
二
五
九
一
（
一
九
四
二
・
九
・
二
）
～
一
二
六
二
五
（
一
九
四

二
・
十
・
七
）　

　

朝
鮮
軍
参
謀
総
長
高
橋
坦
著
。
二
十
三
回
連
載

（
九
）「
國
體
の
本
義
」

一
二
六
二
七
（
一
九
四
二
・
十
・
九
）
～
一
二
六
四
六
（
一
九
四

二
・
十
・
二
十
八
）　

　

新
美
武
著
。
十
五
回
連
載

（
十
）「
日
本
武
勇
傳　

御
朱
印
船
」

一
二
六
四
八
（
一
九
四
二
・
十
・
三
十
）
～
一
二
六
五
三
（
一
九
四

二
・
十
一
・
四
）　

　

井
野
梧
雄
著
。
五
回
連
載

（
十
一
）「
聖
將
も
の
が
た
り　

乃
木
將
軍
」

一
二
六
五
五
（
一
九
四
二
・
十
一
・
六
）
～
一
二
六
六
〇
（
一
九
四

二
・
十
一
・
十
一
）　

　

井
野
梧
雄
著
。
五
回
連
載

（
十
二
）「
聖
將
も
の
が
た
り　

東
郷
元
帥
」　

一
二
六
六
二
（
一
九
四
二
・
十
一
・
十
三
）
～
一
二
六
七
二
（
一
九

四
二
・
十
一
・
二
十
三
）　

　

井
野
梧
雄
著
。
八
回
連
載

（
十
三
）「
少
し
て
い
ど
の
高
い
よ
み
も
の　

低
溫
生
活
」

一
二
六
七
三
（
一
九
四
二
・
十
一
・
二
十
四
）
～
一
二
六
八
四
（
一

九
四
二
・
十
二
・
五
）　

　

火
野
内
史
著
。
九
回
連
載

（
十
四
）「
增
産
」　

一
二
六
八
六
（
一
九
四
二
・
十
二
・
七
）
～
一
二
六
九
五
（
一
九
四

二
・
十
二
・
十
六
）　

　

畑
野
芋
作
著
。
八
回
連
載
。



八
六

（
十
五
）「
國
民
皆
兵
」　

一
二
六
九
五
（
一
九
四
二
・
十
二
・
十
六
）
～
一
二
七
〇
九
（
一
九

四
二
・
十
二
・
三
十
一
）　

　

大
東
健
兒
著
、
十
回
連
載

（
十
六
）「
輝
く
皇
民
生
活
」

一
三
〇
一
七
（
一
九
四
三
・
一
・
六
）
～
一
三
〇
五
五
（
一
九
四

三
・
十
二
・
十
四
）　

　

朝
鮮
各
地
の
「
毎
日
新
報
」
特
派
員
の
署
名
入
り
。
ル
ポ
の

よ
う
な
も
の
。

　

二
十
四
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
、
最
後
に
「
ご
あ
い
さ
つ

（
인
사
）―
輝
く
「
皇
民
生
活
」
に
つ
い
て
―
」
と
い
う
総
括
記

事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
文
の
冒
頭
に
は
、「
こ
の
“
輝
く

皇
民
生
活
”
は　

か
き
は
じ
め
て
か
ら　

二
十
四
回　

半
島
に

お
け
る
皇
民
の
あ
り
か
た
が　

し
か
も　

国
語
を
通
じ
て　

ど

ん
な
に
な
っ
て
ゐ
る
か
と
い
う
こ
と
を　

か
き
つ
け
ま
し
た
。」

と
連
載
の
趣
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
十
七
）「
玉
碎
生
活
」　

一
三
〇
六
六
（
一
九
四
三
年
十
二
月
二
十
五
日
）
～
一
三
〇
七
二

（
一
九
四
三
・
十
二
・
三
十
一
）　

　

五
回
の
み
の
連
載
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
。

一
三
〇
六
七
（
一
九
四
三
・
十
二
・
二
十
六
）「
玉
砕
生
活
」

組
長
覺
書
（
二
）
素
木
柾
夫

班
長
と
組
長

朝
鮮
の
愛
国
班
を
五
十
萬
と
み
る
と 

班
長
は 

五
十
萬
人 

ゐ
る
こ

と
に
な
る
。
組
長
は 

そ
の 

十
分
の
一
と
み
て 

五
萬
人
と
な
る
。
こ

の 

班
長
や 

組
長
は 

み
な 

い
つ
も 

戦
闘
配
置
に
つ
い
て 

ゐ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
け
れ
ど
も 

愛
國
班
の 

じ
っ
さ
い
は 

な
か
な
か 

さ
う
は 

い
か
な
い
。
總
力
聯
盟
の 

く
み
た
て
か
ら 

い
へ
ば 

京
城

の
や
う
な 

都
會
で
は 

各
町
に 

理
事
會
と 

い
ふ
も
の
が
あ
り
、
そ

の
下
に 

防
衛
、
配
給
、
經
濟
な
ど
の 

せ
わ
を
す
る 

部
長
と 

い
ふ

も
の
が
あ
り 

そ
の
下
に
組
長
、
班
長
と 

い
ふ
も
の
が
ゐ
て 

國
民

總
力
の
戦
闘
配
置
に
つ
い
て 

ゐ
る
の
で
あ
る
が 

こ
れ
が 

な
か
〳
〵 

う
ま
く 
は
こ
ば
な
い
。
そ
れ
は 

組
長
や
班
長
に
も 

ゆ
き
と
ゞ
か



八
七

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

な
い
こ
と
も 

あ
ら
う
が 

じ
っ
さ
い
は 

班
長
の
一
人
一
人
が 

愛
國

班
と
い
ふ
も
の
に 

つ
い
て
そ
れ
が 

自
分
達
の 

せ
い
か
つ
の
も
と

に
な
る
も
の
だ 

と
い
ふ
こ
と
を 

は
っ
き
り
と 

み
と
め
て
ゐ
な
い
。

と
り
わ
け 
物
資
の
配
給
な
ど
に 

な
る
と 

ち
ぐ
は
ぐ
な
も
の
に
な

り
、
不
平
や
不
滿
の
聲
が
お
ほ
い
。
理
事
長
や 

部
長
な
ど
の 

上
層

の 

人
た
ち
は 

町
會
の
事
務
員
な
ど
に 

命
令
と
か 

さ
し
づ
を 

す

る
だ
け
で 

じ
っ
さ
い
の 
班
員
の 

す
が
た
と
い
ふ
も
の
は 

わ
か
っ

て
ゐ
な
い
。
班
内
の
い
ろ
〳
〵
な 
苦
情
を 

き
く
の
は 

班
長
で
あ

る
。
そ
の
つ
ぎ
は 

組
長
で
あ
る
。
だ
か
ら 
愛
國
班
の 

じ
っ
さ
い

の 

運
營
に
あ
た
る
も
の
は
、
班
長
と
組
長
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。

い
ま
の
と
こ
ろ
、
班
長
は 

そ
の
班
の
輪
番
…
…
…
ま
は
り
ば
ん
に 

つ
ぎ
〴
〵
に 

や
っ
て
ゐ
て 

た
い
て
い 

三
月
く
ら
ゐ
で 
つ
ぎ
の
人

に 

ま
は
す
や
う
な 

し
く
み
に
な
っ
て
ゐ
る
。
だ
か
ら 
よ
い
い
み

で
は 

み
ん
な
が 

班
長
を
く
り
か
へ
す
た
め
に 

班
長
の
く
る
し
み

と 

い
ふ
も
の
が
わ
か
る
が 

ま
た 

や
っ
と
な
れ
た
こ
ろ
に
は 

つ
ぎ

の
あ
た
ら
し
い
人
に
か
は
る
。

六
―
四
．
連
載
小
説
欄
の
読
み
物

（
一
）「
海
戰
實
話　

海
鷲
」　

一
二
九
六
五
（
一
九
四
三
・
九
・
十
四
）
～
一
二
九
七
四
（
一
九
四

三
・
九
・
二
十
三
）　

　

芦
田
松
太
郎
作
、
朴
性
圭
画
。
九
回
連
載
。

（
二
）「
日
本
人
」　

一
二
九
七
五
（
一
九
四
三
・
九
・
二
十
四
）
～
一
二
九
八
八
（
一
九

四
三
・
十
・
七
）　

　

江
下
力
・
作
。
十
回
連
載
。

（
三
）「
陸
鷲
も
の
が
た
り　

武
山
隆
大
尉
」　

一
二
九
八
九
（
一
九
四
三
・
十
・
八
）
～
一
三
〇
一
〇
（
一
九
四

三
・
十
・
三
十
）　

　

わ
た
な
べ　

さ
ぶ
ろ
う
著　

二
十
回
連
載
。

（
四
）「
決
戦
物
語　

義
足
」

一
三
〇
一
一
（
一
〇
四
三
・
十
・
三
十
一
）
～
一
三
〇
三
二
（
一
九



八
八

四
三
・
十
一
・
二
十
一
）　

　

え
し
た　

つ
と
む
作　

十
六
回
連
載
。

（
五
）「
世
界
戦
争
物
語　

戰
勝
國
」　

一
三
〇
三
四
（
一
九
四
三
・
十
一
・
二
十
三
）
～
一
三
〇
五
一
（
一

九
四
三
・
十
二
・
十
）　

　

坪
内
襄
二
作
、
金
村
武
雄
画　

十
一
回
連
載
。

（
六
）「
赤
穂
義
士
譚　

忠
臣
義
士
」　

一
三
〇
五
二
（
一
九
四
三
・
十
二
・
十
一
）
～
一
三
〇
六
九
（
一
九

四
三
・
十
二
・
二
十
八
）　

　

武
木
た
か
を
作 

十
三
回
連
載
。

七
．
第
四
面
全
面
化
期

七
―
一
．「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」　

一
二
九
六
五
（
一
九
四
三
・
九
・
十
四
）
～
一
三
〇
七
八
（
一
九
四

四
・
一
・
七
）　

　

一
九
四
三
年
九
月
十
二
日
（
一
二
九
六
三
）
付
け
の
紙
面
ま

で
「
毎
日
新
報
」
の
「
国
語
」
欄
に
は
「
国
語
毎
新
」
と
タ
イ

ト
ル
が
付
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
四
三
年
九
月
十
四
日
（
一
二

九
六
五
）
か
ら
こ
の
タ
イ
ト
ル
は
付
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
し

て
、「
時
局
に
備
え
」
て
「
皇
民
を
ま
す
ま
す
錬
成
」
す
る
目
的

で
「
国
語
」
を
普
及
す
る
た
め
、「
国
語
」
欄
が
第
四
面
「
全

面
」
に
割
り
当
て
ら
れ
紙
面
が
拡
充
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
次

の
「
お
知
ら
せ
」
で
公
告
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
四
面
上
部
の

半
分
程
度
の
ス
ペ
ー
ス
で
、
そ
の
下
に
は
朝
鮮
語
の
小
説
や
広

告
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

一
二
九
六
五
（
一
九
四
三
・
九
・
十
四
）　

お
知
ら
せ

今
日
か
ら 

國
語
ら
ん
が 

こ
の 

第
四
め
ん
ぜ
ん
た
い
に 

わ
た
る
や

う
に 

な
り
ま
し
た
。
時
局
に 

そ
な
へ
る
の
と 

皇
民
を 

ま
す
ま
す 

れ
ん
せ
い
す
る
た
め
に 

國
語
を 

ふ
き
ふ
［
普
及
］
さ
せ
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
。
讀
者
の
若
者
が 

兵
に
め
さ
れ
る
日
は 

刻
々
に 

ち
か

づ
い
て 
き
ま
す　

陸
に
、
海
に
。
ま
た 

義
務
教
育
が 

一
せ
い
に 



八
九

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

し
か
れ
る
の
も 

も
う 

と
ほ
い 

こ
と
で
は 

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に 
一
日
も 

は
や
く 

り
っ
ぱ
に 

國
語
で 

よ
み
か
き
な
さ
る
や

う
に
と 
こ
の
全
面
を 

み
な 

國
語
ら
ん
と 

し
ま
し
た
。
そ
し
て 

國

語
れ
ん
し
ふ
［
練
習
］
の 

ら
ん
も 

こ
れ
ま
で
よ
り 

う
ん
と 

ひ
ろ

げ
ま
し
た
。
米
英
を 
う
ち
の
め
し 

戰
爭
に 

か
ち
ぬ
く
た
め
に 

こ

の
國
語
面
を 

す
み
ず
み
ま
で 

利
用
し
て 

く
だ
さ
い
。

　

一
九
四
三
年
九
月
三
日
（
一
二
九
五
四
）
に
「
ミ
ナ
サ
ン
ノ

サ
ク
ブ
ン
」
の
連
載
が
終
わ
り
、
一
九
四
三
年
九
月
十
四
日
（
一

二
九
六
五
）
か
ら
「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」
の
掲
載
が
始
ま
る
。

　
「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」
で
は
、
す
べ
て
の
日
本
語
に
朝
鮮
文
字

に
よ
る
日
本
語
音
の
音
声
表
記
が
表
音
主
義
に
徹
し
た
ル
ビ
の

形
で
付
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
朝
鮮
語
対
訳
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　
「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」
は
一
九
四
四
年
一
月
七
日
（
一
三
〇
七

八
）
ま
で
掲
載
さ
れ
た
会
話
文
体
の
「
国
語
」
学
習
用
教
材
で
、

そ
の
内
容
は
、「
国
語
」
学
習
を
通
じ
て
朝
鮮
民
衆
を
総
力
戦
体

制
に
動
員
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
濃
厚
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」
は
本
稿
で
利
用
し
た
「
毎
日
新
報
」
復
刻

版
で
は
、
八
十
三
回
分
が
確
認
さ
れ
た
が
、
こ
の
う
ち
六
十
七

回
分
に
、
戦
争
協
力
、
軍
隊
、
供
出
、
貯
蓄
・
節
約
、
国
家
神

道
な
ど
の
話
題
で
構
成
さ
れ
た
会
話
文
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

全
体
の
八
割
が
総
力
戦
体
制
に
協
力
す
る
こ
と
を
煽
る
会
話
文

で
あ
る
。

　

次
に
紹
介
す
る
「
金
物
」
や
「
特
別
志
願
兵
制
」
は
金
物
供

出
の
為
に
台
所
の
隅
々
ま
で
監
視
し
協
力
し
な
い
者
を
「
非
国

民
」
と
レ
ッ
テ
ル
貼
り
し
て
い
じ
め
た
り
、「
特
別
志
願
兵
」
へ

の
「
志
願
」
を
息
子
に
代
わ
っ
て
父
親
が
や
る
こ
と
す
ら
煽
り

立
て
る
以
下
の
よ
う
な
文
か
ら
も
、
太
平
洋
戦
争
期
に
朝
鮮
民

衆
が
押
し
付
け
ら
れ
た
閉
塞
感
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

一
九
四
一
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
「
金
属
回
収
令
」

は
、
同
年
十
月
一
日
よ
り
朝
鮮
で
も
施
行
さ
れ
た
。
真
鍮
製
の

食
器
や
祭
具
を
多
用
す
る
朝
鮮
民
族
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な

施
策
が
平
凡
な
日
常
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
か
っ
た
。

　

な
お
、
本
稿
附
録
の
資
料
一
で
「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」
を
す

べ
て
紹
介
し
て
お
い
た
。



九
〇

一
三
〇
五
二
（
一
九
四
三
・
十
二
・
十
一
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

カ
ナ
モ
ノ
（
쇠
부
치
）［
金
物
］

「
マ마

다ダ 
シ신

쥬

우

노

ン
チ
ュ
ウ
ノ 

シ쇽

기

오

ョ
ク
キ
ヲ 

カ가

꾸

시

데

ク
シ
テ 

オ오

이

데

イ
テ 

ツ쓰

까

우

カ
フ 

イ이

에

가

ヘ
ガ 
ア아

리

마

스

네

リ
マ
ス
ネ
」

　
（
아
직
두 

놋
그
릇
을 

감
춰 

두
구 

쓰
구 

잇
는 

집
이 

잇
서

요 

글
세
）

「
セ세

도

모

노

오

ト
モ
ノ
ヲ 

ツ쓰

까

에

바

カ
ヘ
バ 
イ이

이

데

스

노

니

イ
デ
ス
ノ
ニ 

セ센

소

오

니

ン
サ
ウ
ニ 

ヒ히

쓰

요

오

나

ツ
エ
ウ
ナ 

カ가

나

모

노

오

ナ
モ
ノ
ヲ 

ド도

오

시

데

ウ
シ
テ 
ア
안ン

ナ나

니ニ 

カ가

꾸

시

데

마

데

ク
シ
テ
マ
デ 

ツ쓰

까

우

노

까

カ
フ
ノ
カ 

ワ와

가

리

마

カ
リ
マ
セ
센ン

ネ네

」

　
（
사
기
그
릇
을 

쓰
며
는 

죠
흘
텐
데 

전
쟁
에 

필
요
한 

쇠
부

치
를 

무
엇 

때
문
에 

감
춰
가
면
서
까
지 

쓰
는
지 

알
수
업
서

요
）

「
ケ겍

ッ
キ교

꾸
ョ
ク 

ク구

니

오

ニ
ヲ 

ア아

이

스

루

イ
ス
ル 

マ마

고

꼬

로

가

ゴ
コ
ロ
ガ 

タ다

리

나

이

까

라

リ
ナ
イ
カ
ラ 

デ데

스

요

ス
ヨ
」

　
（
결
국 

나
라
를 

사
랑
하
는 

성
의
가 

부
족
한 

탓
이
지
요
）

「
ホ혼

ン
ト또

니ニ 

ヒ히

고

꾸

コ
ク
ミ민

ン
ト또 

イ이

와

레

데

모

ハ
レ
テ
モ 

シ시

가

다

가

カ
タ
ガ 

ナ나

이

데

스

네

イ
デ
ス
ネ
」

　
（
참
말 

비
국
민
이
란 

말
을 

들
어
두 

할
수
업
슬
거
얘
요
）

一
三
〇
二
八
（
一
九
四
三
・
十
一
・
十
七
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ト도

꾸

베

쓰

ク
ベ
ツ 

シ시

강

 

헤

이

세

이

グ
ヮ
ン
ヘ
イ
セ
イ
（
특
별 

지
원
병
제
）［
特
別
志

願
兵
制
］

「
ト도

꾸

베

쓰

ク
ベ
ツ 

シ시

강

 

헤

이

와

グ
ヮ
ン
ヘ
イ
ハ 

イ이

쓰

마

데

니

ツ
マ
デ
ニ 

シ시

강

 

 

스

레

바

グ
ヮ
ン
ス
レ
バ 

ヨ요

이

노

데

스

까

イ
ノ
デ
ス
カ
」

　
（
특
별 

지
원
병
은 

언
제
까
지 

지
원
하
면 

됩
니
가
）

「
コ공

 

게

쓰

노

ン
ゲ
ツ
ノ 

ハ하

쓰

까

마

데

데

스

ツ
カ
マ
デ
デ
ス
」

　
（
이
달 

수
무
날 

까
집
니
다
）

「
ア아

아ア 

ソ소

레

데

와

レ
デ
ハ 

シ시

메

끼

리

メ
キ
リ 

マ마

데

니

デ
ニ 

ア아

또ト 

ヨ엿

까

시

까

ッ
カ
シ
カ 

ノ노

꼿

 

떼

コ
ッ
テ 

ヰ이

마

센

 

네

マ
セ
ン
ネ
」

　
（
아
아
、
그
럼 

마
감
까
지 

인
제 

사
흘
바
께 

남
지
안
엇
군

요
）

「
サ소

오

데

스

ウ
デ
ス 

マ마

다ダ 

マ마

욧

데

ヨ
ッ
テ 

ヰ이

루

히

도

와

ル
ヒ
ト
ハ 

コ고

노

사

이

ノ
サ
イ 

シ시

강

 

시

데

グ
ヮ
ン
シ
テ
シ시

마

와

나

이

또

マ
ハ
ナ
イ
ト 

マ마

니

아

와

나

꾸

ニ
ア
ハ
ナ
ク 

ナ나

리

마

스

リ
マ
ス
」

　
（
그
럿
습
니
다 

아
직
도 

망
서
리
고
잇
는 

사
람
은 

이
때
에 

지
원
해 

버
리
지 

안
으
면 

때
를 

노
치
고
맙
니
다
）

「
デ데

와ハ 
イ이

소

이

데

ソ
イ
デ 

カ가

엣

 

데

ヘ
ッ
テ 

ム무

스

꼬

노

ス
コ
ノ 

グ강

 

 

쇼

 

오

ヮ
ン
シ
ョ
ヲ 

カ가

꾸

고

도

니

ク
コ
ト
ニ 
シ시

마

스

マ
ス
」



九
一

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

　
（
그
럼 

빨
리
가
서 

아
들
의 

원
서
를 

쓰
기
로 

하
겟
습
니

다
）

　

次
の
文
は
国
家
神
道
の
押
し
付
け
に
違
和
感
を
抱
く
朝
鮮
民

衆
の
心
情
を
描
い
て
お
り
、
そ
の
前
半
部
分
は
朝
鮮
民
衆
の
共

感
を
呼
び
起
し
か
ね
な
い
も
の
だ
が
、
よ
く
検
閲
を
か
い
く
ぐ

っ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

一
三
〇
五
八
（
一
九
四
三
・
十
二
・
十
七
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

タ
イ
マ 

ホ
ウ
サ
イ
（
一
）（
대
마
봉
재
）［
大
麻
奉
斎
］

「
オ오

다

꾸

데

와

タ
ク
デ
ハ 

タ다

이

마

오

イ
マ
ヲ 

ホ호

오

사

이

시

데

ウ
サ
イ
シ
テ 
ヰ이

마

스

까

マ
ス
カ
」

　
（
댁
에
서
는 

대
마
를 

봉
재
하
섯
습
니
까
）

「
ハ하

즈

까

시

이

ヅ
カ
シ
イ 

ハ하

나

시

데

스

가

ナ
シ
デ
ス
ガ 

マ마

다ダ 

ホ호

오

사

이

시

데

ウ
サ
イ
シ
テ 

ヰ이

마

셍

マ
セ
ン
」

　
（
부
끄
러
운 

말
입
니
다
만 

아
직 

봉
재
하
지
안
혓
습
니
다
）

「
ソ소

레

와

レ
ハ 

イ이

께

마

센

 

네

ケ
マ
セ
ン
ネ
。
ス수

루

요

오

니

ル
ヤ
ウ
ニ 

シ시

마

쇼

오

マ
セ
ウ
」

　
（
그
건 

안
되
겟
군
요 

빨
리 

봉
재
하
도
록
하
십
시
요
）

「
ジ지

쓰

오

ツ
ヲ 

イ유

우

또

フ
ト 

イ이

따

다

이

데

タ
ダ
イ
テ 

オ오

이

데

와

イ
テ
ハ 

ア아

리

마

스

께

도

リ
マ
ス
ケ
ド 

イ이

마

마

데

니

マ
マ
デ
ニ 

カ가

미

사

마

오

ミ
サ
マ
ヲ 

マ마

씃

 

다

꼬

도

가

ツ
ッ
タ
コ
ト
ガ 

ナ나

이

모

노

데

스

까

라

イ
モ
ノ
デ
ス
カ
ラ 

ナ난

다

까

ン
ダ
カ
…
」

　
（
사
실
을 

말
하
면 

밧
자
□
［
워
］
는 

두
엇
습
니
다
만 

지
금

까
지 

신
을 

모
셔
본
적
이 

업
스
므
로 

어
쩐
지
…
…
）

一
三
〇
五
九
（
一
九
四
三
・
十
二
・
十
八
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

タ
イ
マ 

ホ
ウ
サ
イ
（
二
）（
대
마
봉
재
）［
大
麻
奉
斎
］

「
ソ소

노

요

오

나

ノ
ヤ
ウ
ナ 

キ기

모

찌

까

라

モ
チ
カ
ラ 

マ마

다ダ
｜
ホ호

오

사

이

시

데

ウ
サ
イ
シ
テ 

ヰ이

나

이

ナ
イ 

カ가

다

가

タ
ガ 

オ오

오

이

요

오

데

스

ホ
イ
ヤ
ウ
デ
ス
」

　
（
그
런 

마
음
에
서 

아
직 

봉
재
하
지
안
코 

잇
는 

분
들
이 

만
흔
것
갓
습
니
다
）

「
ヤ야

하

리

ハ
リ 

ワ와

다

꾸

시

또

タ
ク
シ
ト 

オ오

나

지

까

다

모

ナ
ジ
カ
タ
モ 

ヲ오

리

마

스

까

リ
マ
ス
カ
」

　
（
역
시 

나
와 

가
튼 

사
람
도 

잇
습
니
까
）

「
ア아

리

마

스

또

모

リ
マ
ス
ト
モ
。
シ시

까

시

カ
シ 

ジ짓

 

사

이

니

ッ
サ
イ
ニ 

ヲ오

간

 

데

ガ
ン
デ 

ミ미

루

？

ル
ト 

ソ손

 

나

ン
ナ 

キ기

모

찌

낭

 

까

モ
チ
ナ
ン
カ 

ト돈

 

데

시

맛

 

데

ン
デ
シ
マ
ッ
テ 

ホ혼

또

오

니

ン
タ
ウ
ニ 

カ가

미

사

마

니

ミ
サ
マ
ニ 

タ다

이

스

루

イ
ス
ル 

キ기

가ガ 

オ오

꼬

루

コ
ル 

モ모

노

데

스

요

ノ
デ
ス
ヨ
」

　
（
잇
구 

말
구
요
。
그
러
치
만 

실
제
루 

배
례
해
보
면 

그
런

생
각
은 

날
러
가
버
리
고 

참
말
로 

신
을 

대
하
는
마
음
이 

생

기
는
것
입
니
다
）



九
二

「
ワ와

다

꾸

시

모

タ
ク
シ
モ 

サ소

오

쟈

 

나

이

까

또

ウ
ジ
ャ
ナ
イ
カ
ト 

オ오

못

 
 
？

モ
ッ
テ 

チ찌

까

이

カ
イ 

ウ우

찌

니

チ
ニ 

ホ호

오

사

이

ウ
サ
イ 

シ시

요

오

또

와

ヨ
ウ
ト
ハ
オ오

못

 

데

モ
ッ
テ 

ヰ이

마

시

다

マ
シ
タ
」

　
（
저
도 
그
러
치 

안
흘
까 

생
각
하
구 

곳 

봉
재
할
켜
구
는 

생
각
하
고
잇
섯
습
니
다
）

「
サ소

오

데

스

까

ウ
デ
ス
カ 
イ이

찌

니

찌

모

チ
ニ
チ
モ 

ハ하

야

꾸

ヤ
ク 

ホ호

오

사

이

ウ
サ
イ 

ス스

루

요

오

니

ル
ヤ
ウ
ニ 

シ시

마

쇼

오

マ
セ
ウ
」

　
（
그
럿
습
니
까
。
하
로
밥
비 
봉
재
하
도
록 

하
십
시
다
）

　
「
国
語
の
チ
カ
ミ
チ
」
の
最
後
の
二
回
（
一
九
四
四
年
一
月
五

日
・
一
月
七
日
）
だ
け
は
最
初
に
単
語
が
示
さ
れ
、
そ
の
後
に

こ
の
単
語
を
用
い
た
会
話
文
を
示
す
体
裁
を
取
っ
て
い
る
（
そ

れ
以
前
は
単
語
を
示
す
場
合
は
会
話
文
の
後
に
置
か
れ
て
い
る
）

が
、
こ
の
体
裁
は
一
九
四
四
年
一
月
八
日
か
ら
新
た
に
連
載
が

始
ま
る
「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」
と
同
じ
で
あ
り
、
連
載
物
移
行

期
で
生
じ
た
混
乱
を
示
す
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

一
二
九
六
五
（
一
九
四
三
・
九
・
一
四
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

バ보

―

꾸

―

ウ
ク
ウ
エ엔

 

슈

―

ン
シ
フ
（
방
공
연
습
）［
防
空
演
習
］

イ이

마

카

라

マ
カ
ラ
｜
バ보

―

꾸

―

ウ
ク
ウ
エ엔

 

슈

―

오

ン
シ
フ
ヲ 

ハ하

지

메

마

스

ジ
メ
マ
ス

　
（
지
금
부
티 

방
공
연
습 

시
작
합
니
다
）

モ몬

페
ン
ヘ
［
モ
ン
ペ
の
誤
植
］
ボ보

―

시

ウ
シ 

テ데

부

꾸

로

ブ
ク
ロ 

サ산

 

까

꾸

낀

 

ン
カ
ク
キ
ン 

タ다

오

루

オ
ル 

ミ미

나ナ 

ソ소

로

이

마

시

다

가

ロ
ヒ
マ
シ
タ
カ

　
（
몸
페 

모
자 

장
갑 

삼
각
건 

수
건 

다 

가
추
엇
습
니
다マ

マ

）

ハ하

이イ 

ミ미

나ナ 

ソ소

로

이

마

시

다

ロ
ヒ
マ
シ
タ

　
（
네 

다 

가
추
엇
습
니
다
）

セ쇼

―

이

단

ウ
イ
ダ
ン
［
焼
夷
弾
］
ニ니

와ハ 

ユ유

시

쇼

―

이

단

シ
セ
ウ
イ
ダ
ン
［
油
脂
焼
夷

弾
］
ト또 

ワ오

―

린

ウ
リ
ン 

セ쇼

―

이

단

ウ
イ
ダ
ン
［
黄
燐
焼
夷
弾
］
ガ가 

ア아

리

마

스

네

リ
マ
ス
ネ

　
（
소
이
탄
에
는 

유
지
소
이
탄
과 

황
린
소
이
탄
이 

잇
지
요
）

ハ하

이イ 

サ소

―

데

스

ウ
デ
ス

　
（
네 

그
럿
습
니
다
）

「
ユ유

시

쇼

―

이

단

シ
セ
ウ
イ
ダ
ン 

ラ락

까
ク
カ
［
落
下
］
ノ노 

ト도

끼

니

와

キ
ニ
ハ 

ド도

ウ―

シ시

マ마

ス스

カ까

　
（
유
지
소
이
탄
이 

떠
러
진 

때
에
는 

어
떠
케 

합
니
가マ

マ

）

ヌ누

레

다

レ
タ
｜
ム무

시

로

오

シ
ロ
ヲ 

カ가

부

세

ブ
セ 

ス스

나

오

ナ
ヲ 

カ가

부

세

ブ
セ 

ソ소

노

쓰

기

니

ノ
ツ
ギ
ニ 

ミ미

즈

오

ヅ
ヲ 
カ가

케

마

스

ケ
マ
ス

（
저
즌 
가
마
니
를 

덥
고 

모
래
로 

덥
고 

그
다
음
에
는 

물



九
三

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

을 

끼
언
습
니
다
）

サ소

―

데

스

ウ
デ
ス 

モ모

―

히

도

쓰

ウ
ヒ
ト
ツ 

ワ오

―

린

 

쇼

―

이

단

 

가

ウ
リ
ン
セ
ウ
イ
ダ
ン
ガ
｜
ア아

리

마

스

네

リ
マ
ス
ネ

‖

ソ소

노

토

끼

와

ノ
ト
キ
ニ
ハ 

ド도

―

시

마

스

까

ウ
シ
マ
ス
カ

（
그
럿
습
니
다 

또
하
나 

황
린
소
이
탄
이 

잇
지
요 

그 

땐 

어
떠
케
합
니
가マ

マ

）

ユ유

시

쇼

―

이

단

노

シ
セ
ウ
イ
ダ
ン
ノ 
バ바

아

이

도

ア
ヒ
ト 

オ오

나

지

데

스

가

ナ
ジ
デ
ス
ガ
｜
ワ오

―

린

ウ
リ
ン

セ쇼

―

이

단

와

ウ
イ
ダ
ン
ハ
ア아

쓰

꾸

데

ツ
ク
テ 
ケ게

무

리

가

ム
リ
ガ 

タ다

꾸

상

ク
サ
ン 

デ데

마

수

카

라

マ
ス
カ
ラ 

ス스

꼬

시

コ
シ 

ハ하

나

레

데

ナ
レ
テ 

ヒ히

오ヲ 

ケ세

시

마

스

シ
マ
ス

（
유
리 

소
이
탄
의 

경
우
와 

갓
습
니
다
만 

황
린
소
이
탄
은 

뜨
겁
고 

연
기
가 

만
히
나
니
까 

좀
떠
러
저 
불
을
끕
니
다
）

ハ하

이イ 

サ소

―

데

스

ウ
デ
ス 

ソ소

레

데

와

レ
デ
ハ 

エ엔

 

슈

―

ン
シ
フ
［
演
習
］
ヲ오 

ハ하

ジ지

メ메

マ마

セ쇼

ウ―

　
（
네 

그
럿
습
니
다 

그
러
면 

연
습
을 

합
시
다
）

一
三
〇
七
八
（
一
九
四
四
・
一
・
七
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ユ유

끼キ
（
눈
）［
雪
］

イ이

에ヘ
（
집
）　

キ기

（
나
무
）　

イ이

누ヌ
（
개
）　

ミ미

찌チ
（
길
）　

ヤ야

마マ

（
산
）

ユ유

끼

가

キ
ガ 

フ후

리

마

쓰

リ
マ
ス

　
（
눈
이 

옵
니
다
）

ド
돈

동

ン
ド
ン 

ツ쓰

모

리

마

스

モ
リ
マ
ス

　
（
작
구
작
구 

싸
입
니
다
）

イ이

에

모

ヘ
モ 

ミ미

찌

모

チ
モ 

キ기

모モ 

ヤ야

마

모

マ
モ 

マ맛

시

로

니

ッ
シ
ロ
ニ 

ナ나

리

마

시

다

リ
マ
シ
タ

　
（
집
도 

길
도 

나
무
도 

산
도 

하
애 

젓
습
니
다
）

イ이

누

가

ヌ
ガ 

ウ우

레

시

소

오

니

レ
シ
サ
ウ
ニ 

カ가

께

마

와

리

마

스

ケ
マ
ハ
リ
マ
ス

　
（
개
가 

기
뿐
듯
이 

뛰
여
다
닙
니
다
）

七
―
二
．「
一
日
一
語
」　

一
二
九
八
三
（
一
九
四
三
・
十
・
二
）
～
一
三
〇
六
二
（
一
九
四

三
・
十
二
・
二
十
一
）　

　
「
一
日
一
語
」
運
動
は
一
九
四
二
年
五
月
か
ら
始
ま
る
「
国
語

全
解
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
小
学
生
（
国
民
学
校
）
児
童
に

「
国
語
」
の
基
礎
語
彙
を
持
ち
帰
ら
せ
、
家
庭
内
の
非
識
字
者
に

一
日
一
語
宛
修
得
す
る
よ
う
に
促
す
こ
と
を
通
じ
て
、
す
べ
て

の
朝
鮮
民
衆
に
「
国
語
」
を
少
し
で
も
習
得
さ
せ
、
た
と
え
わ

ず
か
な
語
彙
だ
け
で
も
、
こ
れ
を
朝
鮮
語
の
中
に
混
用
し
て
用



九
四

い
さ
せ
よ
う
と
し
た
運
動
で
あ
っ
た
。

　

一
九
四
二
年
四
月
二
十
日
か
ら
四
日
間
の
日
程
で
朝
鮮
総
督

府
で
開
催
さ
れ
た
朝
鮮
総
督
府
定
例
知
事
会
議
は
「
国
語
全

解
・
国
語
常
用
運
動
」
の
新
た
な
展
開
を
提
起
し
た
。
会
議
二

日
目
の
国
語
常
用
問
題
に
つ
い
て
の
朝
鮮
総
督
の
諮
問
に
対
す

る
答
申
で
、
咸
鏡
南
道
瀬
戸
知
事
、
江
原
道
柳
生
知
事
、
全
羅

北
道
金
村
知
事
な
ど
六
道
の
知
事
が
朝
鮮
全
域
で
の
「
全
解
運

動
」
を
展
開
す
べ
き
で
あ
る
と
提
唱
し
、
会
議
三
日
目
に
は
金

村
知
事
は
「
国
語
一
日
一
語
普
及
票
を
作
製
し
、
国
民
学
校
児

童
に
教
え
て
、
簡
単
な
日
常
語
を
家
庭
で
普
及
せ
し
め
る
。
時

に
該
校
訓
導
が
各
家
庭
を
査
察
に
赴
け
ば
、
そ
の
普
及
の
程
度

も
判
明
す
る
し
、
優
秀
な
る
家
庭
に
は
標
識
を
掲
げ
て
こ
れ
を

表
彰
す
る
な
ど
の
方
法
も
あ
る
」
と
、「
一
日
一
語
運
動
」
展
開

の
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
答
申
し
た）

（（
（

。

　

一
九
四
二
年
五
月
六
日
、
国
民
総
力
朝
鮮
聯
盟
指
導
委
員
会

が
「
国
語
全
解
・
国
語
常
用
運
動
」
の
基
本
指
針
と
し
て
策
定

し
た
「
国
語
普
及
運
動
要
綱
」
の
「（
三
）
国
語
を
解
せ
ざ
る
者

に
対
す
る
方
策
」
で
「
児
童
生
徒
に
よ
る
一
日
一
語
運
動
」
を

取
り
上
げ
た
こ
と
か
ら
、「
一
日
一
語
運
動
」
は
朝
鮮
全
土
に
お

い
て
活
発
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
日
、
朝
鮮
総

督
府
学
務
局
島
田
編
輯
課
長
は
「
一
日
一
語
運
動
」
で
修
得
す

べ
き
語
彙
数
が
二
百
語
な
い
し
三
百
語
程
度
で
あ
る
と
語
っ
た

こ
と
が
、
次
の
よ
う
に
「
毎
日
新
報
」
で
報
道
さ
れ
た
こ
と
も
、

こ
の
運
動
に
拍
車
を
か
け
た
。

こ
の
要
綱
［
国
語
普
及
運
動
要
綱
］
で
、
老
人
や
若
者
、
男
や
女
を

問
わ
ず
、
誰
で
も
容
易
に
実
践
で
き
る
国
語
普
及
の
方
法
と
し
て
、

「
一
日
一
語
運
動
」［
記
事
の
原
文
で
は
“
하
로 

한
마
듸
의 

운
동
”

と
訳
さ
れ
て
い
る
］
を
提
唱
し
て
い
る
こ
と
と
、
す
べ
て
の
家
族

が
国
語
を
常
に
用
い
て
い
る
家
庭
を
「
国
語
常
用
家
庭
」
と
し

て
広
く
表
彰
し
、
公
職
そ
の
他
の
就
職
で
も
国
語
を
常
用
す
る
者
を

優
先
的
に
優
待
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
適
切
な
方
策
と
し
て
注

目
さ
れ
る
が
、
お
お
よ
そ
国
語
を
何
語
ぐ
ら
い
知
っ
て
お
れ
ば
簡
単

な
対
話
が
で
き
る
の
か
？
こ
の
方
面
の
専
門
家
で
あ
る
総
督
府
島
田

編
輯
課
長
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
二
百
な
い
し
三
百
語
だ
け
知
っ
て
お

れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
一
日
に
一
語
ず
つ
習
え
ば
半
年
な



九
五

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

い
し
一
年
も
経
た
ず
し
て
簡
単
な
話
は
理
解
し
、
話
せ
る
よ
う
に
な

る
と
い
う
わ
け
だ
。
島
田
課
長
は
次
の
よ
う
に
話
す
。
何
語
ぐ
ら
い

知
れ
ば
日
常
生
活
で
必
要
な
対
話
が
出
来
る
の
か
と
い
う
標
準
は
、

男
女
と
生
活
水
準
に
よ
っ
て
異
な
り
、
定
め
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

お
お
よ
そ
二
百
語
な
い
し
三
百
語
な
ら
簡
単
な
対
話
は
で
き
る
。
し

た
が
っ
て
、
総
力
聯
盟
か
ら
無
料
で
広
く
全
朝
鮮
の
各
層
に
配
布

し
よ
う
と
し
て
今
作
っ
て
い
る
初
歩
教
科
書
と
し
て
コ
ク
ゴ
に
収
録

し
た
語
数
も
二
百
五
、
六
十
語
程
度
で
あ
る）

（（
（

。

　
「
国
語
普
及
運
動
要
綱
」
を
モ
デ
ル
に
し
て
、
朝
鮮
各
道
の
地

方
行
政
機
関
で
作
成
さ
れ
、
朝
鮮
総
督
府
に
送
付
さ
れ
た
「
国

語
全
解
・
国
語
常
用
」
に
関
す
る
諮
問
答
申
書
で
は
、
例
え
ば

以
下
の
よ
う
に
、
各
地
方
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
実
施
プ
ラ
ン
が

示
さ
れ
た）

（（
（

。

　
「
一
日
一
語
運
動
」
は
国
民
学
校
（
当
時
の
初
等
教
育
機
関
）

の
み
な
ら
ず
、
簡
易
学
校
、
書
堂
、
青
年
隊
、
総
力
聯
盟
の
愛

国
班
の
常
会
、
企
業
所
な
ど
に
お
い
て
行
わ
れ
、
さ
ら
に
は
刑

務
所
の
受
刑
者
に
対
し
て
も
行
わ
れ
て
い
た）

（（
（

。
学
校
で
は
、
朝

礼
や
終
礼
等
で
全
生
徒
児
童
に
同
一
の
一
語
を
伝
授
し
て
、
村

じ
ゅ
う
一
語
を
充
満
さ
せ
る
（
黄
海
道
平
山
郡
）
な
ど
と
い
う

答
申
書
も
あ
っ
た
。
こ
の
運
動
に
は
小
学
生
の
み
な
ら
ず
、
休

暇
中
に
帰
省
し
た
中
等
学
校
生
徒
に
協
力
さ
せ
る
（
咸
鏡
北
道

吉
州
郡
）
と
し
た
行
政
機
関
も
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
運
動
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
、「
受
持
教
師
を
し

て
月
一
回
巡
回
指
導
督
励
を
加
え
る
」（
咸
鏡
南
道
文
川
郡
）、

「
教
職
員
は
常
に
査
察
を
厳
に
し
、
実
行
の
徹
底
を
図
る
」（
黄

海
道
長
淵
郡
）、「
時
々
そ
の
成
績
を
審
査
し
て
、
物
資
配
給
に

考
慮
を
加
え
る
」（
全
羅
南
道
求
禮
郡
）、「
毎
日
其
の
状
況
を
聴

取
、
採
点
す
る
等
、
積
極
的
に
指
導
監
督
を
加
う
る
」（
全
羅
南

道
長
城
郡
）、「
教
職
員
に
於
て
は
隨
時
巡
廻
、
之
が
実
践
状
況
、

並
に
実
状
を
査
察
指
導
（
実
践
は
実
績
査
察
簿
を
備
付
、
之
に

記
入
の
こ
と
）
す
る
こ
と
」（
全
羅
南
道
珍
島
郡
）
な
ど
と
、
教

員
に
よ
る
巡
回
査
察
を
お
こ
な
う
と
し
て
い
た
。

　

平
壌
府
の
城
南
公
立
国
民
学
校
で
編
纂
さ
れ
た
小
冊
子
『
一

日
一
語
集
』
の
は
し
が
き
で
は
、「
…
…
常
に
国
語
常
用
に
努
力

し
て
い
る
が
、
こ
ん
ど
徴
兵
制
施
行
決
定
に
伴
い
、
い
よ
い
よ
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必
要
性
が
加
重
せ
ら
れ
て
来
た
の
で
長
期
国
語
普
及
運
動
の
一

つ
と
し
て
登
壇
し
た
の
が
こ
の
一
日
一
語
運
動
で
あ
る
」
と
説

明
し
、「
同
校
で
は
、
近
く
こ
の
本
を
利
用
し
て
一
斉
に
一
日
一

語
運
動
を
展
開
し
ま
す
が
、
方
法
は
毎
日
五
分
間
校
内
放
送
時

間
を
設
け
一
日
一
語
を
児
童
に
知
ら
せ
る
と
同
時
に
、
放
送
の

声
に
唱
和
さ
せ
、
正
し
い
発
音
を
覚
え
さ
せ
て
帰
宅
の
上
、
早

速
家
族
に
伝
へ
、
国
語
の
わ
か
ら
な
い
父
兄
、
母
姉
等
に
指
導

し
国
語
全
解
に
努
力
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。」
と
書
か
れ

て
い
る
こ
と
が
、
当
時
の
「
朝
日
新
聞
南
鮮
版）

（（
（

」
で
報
じ
ら
れ

て
い
る
。

　

ま
た
京
畿
道
で
は
「
国
語
を
解
し
な
い
者
に
対
し
て
は
、
愛

国
班
の
申
合
せ
に
よ
り
必
ず
国
語
講
習
会
へ
出
席
さ
せ
る
一
方
、

創
氏
と
旧
氏
名
の
国
語
読
み
、
一
日
一
語
習
得
、
一
日
習
得
し

た
国
語
の
常
時
使
用
、
汽
車
、
電
車
、
自
動
車
等
の
行
先
、
自

己
住
居
の
町
名
、
班
名
等
の
国
語
読
み
、
就
学
前
の
児
童
の
簡

易
児
童
保
育
所
施
設
の
強
化
に
よ
る
国
語
習
得
、
ラ
ジ
オ
の
国

語
講
座
の
利
用
」
等
の
徹
底
に
努
め
万
全
を
期
す
と
し
て
い
た）

（（
（

。

　
「
毎
日
新
報
」
で
一
九
四
三
年
十
月
二
日
か
ら
五
六
回
に
わ
た

っ
て
連
載
さ
れ
た
「
一
日
一
語
」
は
、
学
童
の
い
な
い
家
庭
、

子
ど
も
が
未
就
学
の
家
庭
の
家
族
に
ま
で
運
動
を
浸
透
さ
せ
る

役
割
を
に
な
わ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
国
民
総
力
朝
鮮
聯
盟

の
「
愛
国
班
」（
地
域
末
端
組
織
で
、
当
時
の
日
本
の
隣
組
の
よ

う
な
も
の
）
の
常
会
な
ど
で
も
活
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

毎
回
三
語
ず
つ
カ
タ
カ
ナ
で
掲
載
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
の
日

本
語
音
が
朝
鮮
文
字
で
示
さ
れ
る
と
共
に）

（（
（

、
対
応
す
る
朝
鮮
語

が
記
さ
れ
て
い
る
。「
一
日
一
語
」
は
基
礎
的
な
日
本
語
語
彙
を

修
得
さ
せ
る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で
、
当
時
、
日
本
語
の
仮
名

文
字
も
朝
鮮
文
字
も
全
く
解
し
な
い
完
全
非
識
字
者
が
過
半
数

を
占
め
る
状
況
へ
の
対
応
策
だ
っ
た
。「
毎
日
新
報
」
に
五
十
六

回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
「
一
日
一
語
」
の
語
彙
は
五
十
六

語
で
、
各
回
ご
と
に
関
連
語
が
二
語
ず
つ
提
示
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の
関
連
語
を
含
め
る
と
合
計
一
六
三
語）

（（
（

だ
っ
た
。

　

従
来
、
朝
鮮
に
お
け
る
「
国
語
普
及
」
は
、
初
等
教
育
へ
の

就
学
率
を
次
第
に
高
め
て
い
く
こ
と
を
通
じ
て
達
成
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
、
未
就
学
者
に
は
「
国
語
講
習
会
」
等
の
社
会
教

育
で
補
充
す
る
と
い
う
の
が
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
っ
た
。
小



九
七

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

学
校
の
「
国
語
」
教
育
で
は
、
第
二
言
語
と
し
て
の
教
授
法
な

ど
は
準
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
教
師
が
身
振
り
手
振
り
で
教
え
て

い
く
類
の
も
の
だ
っ
た
。
朝
鮮
は
日
本
帝
国
の
版
図
内
に
あ
り
、

朝
鮮
人
は
天
皇
の
赤せ

き
し子
で
あ
る
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
内
地
」

に
お
け
る
国
語
教
育
の
延
長
線
上
で
し
か
植
民
地
「
国
語
」
教

育
を
と
ら
え
て
い
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
徴
兵
制
施
行
に
と
も
な
い
「
国
語
普
及
」
が
そ
の

成
否
を
決
す
る
状
況
に
お
い
て
、
未
就
学
の
徴
兵
適
齢
者
に
は

朝
鮮
全
土
二
千
数
百
ヶ
所
に
設
置
し
た
「
朝
鮮
青
年
特
別
錬
成

所
」（
一
年
間
六
〇
〇
時
間
の
日
本
語
等
の
訓
練
課
程
）
へ
の
入

所
を
強
制
し
た
の
み
な
ら
ず
、「
国
語
」
を
修
得
し
な
け
れ
ば

「
日
本
精
神
」
も
体
得
で
き
な
い
と
い
う
言
語
観
の
も
と
、
朝
鮮

民
衆
総
て
が
「
国
語
」
を
解
す
る
よ
う
に
す
る
「
国
語
全
解
」

を
求
め
で
行
な
っ
た
の
が
「
一
日
一
語
運
動
」
だ
っ
た
。

　
「
毎
日
新
報
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
一
日
一
語
」
は
次
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
。
太
字
で
示
し
た
語
が
「
一
日
一
語
」
の
語
で
、

頭
に
星
印
（
☆
）
が
付
さ
れ
た
語
は
関
連
語
で
あ
る
こ
と
を
示

す
。
な
お
、
角
括
弧
（［　

］）
内
の
記
述
は
筆
者
に
よ
る
注
記
。

一
二
九
八
三
（
一
九
四
三
・
十
・
二
）「
一
日
一
語
」

ア아　

イ이　

ウ우　

エ에　

オ오

ア
イ
コ
ク
ハ
ン
（
애
구
반
）［
愛
国
班
］ 

☆
ア
イ
コ
ク
ハ
ン
チ
ャ
ウ

（
애
국
반
장
）［
愛
国
班
長
］ 

☆
ア
イ
コ
ク
ハ
ン
ヰ
ン
（
애
국
반
원
）

［
愛
国
班
員
］

一
二
九
八
四
（
一
九
四
三
・
十
・
三
）「
一
日
一
語
」

ア아　

イ이　

ウ우　

エ에　

オ오

イ
ヌ
［
犬
］（
이
누
）（
개
）
☆
オ
ヤ
イ
ヌ
［
親
犬
］（
오
야
이
누
）

（
에
매
개
）
☆
コ
イ
ヌ
［
仔
犬
］（
고
이
누
）（
강
아
지
）

一
二
九
八
七
（
一
九
四
三
・
十
・
六
）「
一
日
一
語
」

ア아　

イ이　

ウ우　

エ에　

オ오

ウ
シ
ロ
［
後
］（
우
시
로
）（
뒤
）
☆
マ
エ
［
前
］（
마
에
）（
압
）
☆

ヨ
コ
［
横
］（
요
꼿
）（
엽
）

一
二
九
八
八
（
一
九
四
三
・
十
・
七
）「
一
日
一
語
」

ア아　

イ이　

ウ우　

エ에　

オ오
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エ
ン
ピ
ツ
［
鉛
筆
］（
엠
피
쓰
）（
연
필
）
☆
マ
ン
ネ
ン
ヒ
ツ
［
万
年

筆
］（
만
넹
히
쓰
）（
만
년
필
）
☆
フ
デ
［
筆
］（
후
데
）（
붓
）

一
二
九
八
九
（
一
九
四
三
・
十
・
八
）「
一
日
一
語
」

ア아　

イ이　

ウ우　

エ에　

オ오

オ
ト
ウ
サ
ン
［
お
父
さ
ん
］（
오
도
오
상
）（
아
버
지
）　

☆
オ
カ
ア

サ
ン
［
お
母
さ
ん
］（
오
카
아
상
）（
어
머
니
）　

☆
オ
バ
ア
サ
ン
［
お

婆
さ
ん
］（
오
바
아
상
）（
할
머
니
）

　
「
カ
」
以
後
の
「
一
日
一
語
」
に
は
次
の
よ
う
な
語
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
日
本
語
音
の
朝
鮮
文
字
転
写
は
省
略
す
る
。
角
括

弧
（［　

］）
内
の
記
述
は
す
べ
て
本
稿
執
筆
者
（
熊
谷
明
泰
）

に
よ
る
注
記
で
あ
る
。
太
字
で
示
し
た
の
が
「
一
日
一
語
」
で
、

そ
の
他
は
関
連
語
で
あ
る
。

カ
キ
［
柿
］（
가
끼
）（
감
）、
シ
ブ
ガ
キ
［
渋
柿
］（
시
부
가

끼
）（
떨
분
감
）、
ホ
シ
ガ
キ
［
干
柿
］（
호
시
가
끼
）（
곡
감
）；

キ
シ
ャ
［
汽
車
］（
기
샤
）（
기
차
）、
デ
ン
シ
ャ
［
電
車
］（
덴

샤
）（
전
차
）、
ジ
ド
ウ
シ
ャ
［
自
動
車
］（
지
도
오
샤
）（
자

동
차
）:

ク
チ
［
口
］（
구
찌
）（
입
）、
ク
チ
ビ
ル
［
唇
］（
구

찌
비
루
）（
입
술
）、
ク
チ
ゴ
タ
ヘ
［
口
答
え
］（
구
찌
고
다
에
）

（
말
대
답
）；

ケ
モ
ノ
［
獸
］（
게
모
노
）（
즘
생
）、
ケ
ダ
モ
ノ

［
獣
］（
게
다
모
노
）（
즘
생
）、
カ
チ
ク
［
家
畜
］（
가
찌
꾸
）

（
집
에
서 

길マ

マ
으
는 

즘
생
）［
家
で
飼
っ
て
い
る
け
も
の
］；

コ

ド
モ
［
子
供
］（
고
도
모
）（
아
해
）、
オ
ト
ナ
［
大
人
］（
오
도

나
）（
어
른
）、
ラ
ウ
ジ
ン
［
老
人
］（
로
오
징
）（
로
인
）；

サ

ラ
［
皿
］（
사
라
）（
접
시
）、
チ
ャ
ワ
ン
［
茶
碗
］（
차
왕
）（
공

기
）、
ユ
ノ
ミ
［
湯
呑
］（
유
노
미
）（
차
잔
）；

シ
ン
ブ
ン
［
新

聞
］（
심
붕
）（
신
문
）、
ザ
ッ
シ
［
雑
誌
］（
잣
시
）（
잡
지
）、

ケ
ウ
ク
ヮ
シ
ョ
［
教
科
書
］（
교
오
까
쇼
）（
교
과
서
）；

ス
ズ

メ
［
雀
］（
스
즈
메
）（
참
새
）、
ツ
バ
メ
［
燕
］（
쓰
바
메
）

（
제
비
）、
カ
ラ
ス
［
硝
子
］（
가
라
스
）（
까
치
）；

セ
ミ
［
蝉
］

（
세
미
）（
매
미
）、
ト
ン
ボ
［
蜻
蛉
］（
돔
보
）（
잠
자
리
）、
コ

ホ
ロ
ギ
［
コ
オ
ロ
ギ
］（
고
오
로
기
）（
귀
뜨
라
미
）；

ソ
ラ

［
空
］（
소
라
）（
하
늘
）、
ク
モ
［
雲
］（
구
모
）（
구
름
）、
カ

ゼ
［
風
］（
가
제
）（
바
람
）；

タ
マ
ゴ
［
卵
］（
다
마
고
）（
달

걀
）、
メ
ン
ド
リ
［
雌
鶏
］（
멘
도
리
）（
암
탉
）、
ヒ
ヨ
コ
［
ひ
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朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

よ
こ
］（
히
요
꼬
）（
병
아
리
）；

チ
リ
ト
リ
［
塵
取
り
］（
지
리

도
리
）（
쓰
레
바
기
）、
ハ
ウ
キ
［
箒
］（
호
오
끼
）（
빗
자
루
）、

ザ
フ
キ
ン
［
雑
巾
］（
조
오
낑
）（
걸
레
）；

ツ
キ
［
月
］（
쓰

끼
）（
딸
）、
タ
イ
ヤ
ウ
［
太
陽
］（
다
이
요
오
）（
태
양
）、
ホ

シ
［
星
］（
호
시
）（
별
）；

テ
ガ
ミ
［
手
紙
］（
데
가
미
）（
편

지
）、
フ
ウ
シ
ョ
［
封
書
］（
후
우
쇼
）（
봉
투
에
너
흔
편
지
）

［
封
筒
に
入
れ
た
手
紙
］、
ハ
ガ
キ
［
葉
書
］（
하
가
끼
）（
엽

서
）；

ト
ケ
イ
［
時
計
］（
도
께
이
）（
시
계
）、
ハ
シ
ラ
ド
ケ

イ
［
柱
時
計
］（
하
시
라
도
께
이
）（
괘
죵
・
掛
鐘
）、
ウ
デ
ド

ケ
イ
［
腕
時
計
］（
우
데
도
께
이
）（
괼
뚝
시
계
）；

ナ
ス
［
茄

子
］（
나
스
）（
가
지
）、
キ
ウ
リ
［
胡
瓜
］（
규
우
리
）（
오

이
）、
カ
ボ
チ
ャ
［
南
瓜
］（
가
보
짜
）（
호
박
）；
ニ
ン
ニ
ク

［
に
ん
に
く
］（
닌
니
꾸
）（
마
늘
）、
ネ
ギ
［
葱
］（
네
기
）（
파
）、

シ
ャ
ウ
ガ
［
生
姜
］（
쇼
오
가
）（
생
강
）；

ヌ
マ
［
沼
］（
누

마
）（
늡
）、
イ
ケ
［
池
］（
이
께
）（
못
）、
ミ
ヅ
ウ
ミ
［
湖
］

（
미
즈
우
미
）（
호
수
）；

ネ
コ
［
猫
］（
네
꼬
）（
고
양
이
）、
ノ

ラ
ネ
コ
［
野
良
猫
］（
노
라
네
꼬
）（
도
적
고
양
이
）、
ネ
ズ
ミ

［
鼠
］（
네
즈
미
）（
쥐
）；

ノ
ミ
［
蚤
］（
노
미
）（
벼
룩
）、
ナ

ン
キ
ン
ム
シ
［
南
京
虫
］（
낭
낑
무
시
）（
빈
대
）、
カ
［
蚊
］

（
가
）（
모
기
）；

ハ
ト
［
鳩
］（
하
도
）（
비
둘
기
）、
デ
ン
シ

ョ
バ
ト
［
伝
書
鳩
］（
데
쇼
바
도
）（
편
지
전
하
는
비
둘
기
）

［
手
紙
を
伝
え
る
鳩
］、
コ
バ
ト
［
小
鳩
］（
고
바
도
）（
색
기
비

둘
기
）；

ヒ
ト
［
人
］（
히
도
）（
사
람
）、
ヒ
ト
ビ
ト
［
人
々
］

（
히
도
비
도
）（
사
람
들
）、
ニ
ン
ゲ
ン
［
人
間
］（
닌
겡
）（
인

간
）；

フ
ネ
［
船
］（
후
네
）（
배
、
船
）、
キ
シ
ャ
［
汽
車
］（
기

샤
）（
기
차
）、
ジ
ド
ウ
シ
ャ
［
自
動
車
］（
조
도
오
샤
）（
자

동
차
）；

ヘ
イ
タ
イ
［
兵
隊
］（
헤
이
따
이
）（
군
인
）、
リ
ク

グ
ン
［
陸
軍
］（
리
꾸
궁
）（
육
군
）、
カ
イ
グ
ン
［
海
軍
］（
가

이
궁
）（
해
군
）；

ホ
シ
［
星
］（
호
시
）（
별
）、
ヨ
ル
［
夜
］

（
요
루
）（
밤
）、
ソ
ラ
［
空
］（
소
라
）（
하
널
）；

マ
ス
［
升
］

（
마
스
）（
되
）、
ハ
カ
リ
［
秤
］（
하
까
리
）（
저
울
）、
モ
ノ

サ
シ
［
物
差
し
］（
모
노
사
시
）（
자
）；

ミ
チ
［
道
］（
미
찌

（
길
）、
ミ
チ
バ
タ
［
道
端
］（
미
찌
바
다
）（
길
가
）、
オ
ホ
ド

ホ
リ
［
大
通
り
］（
오
오
도
오
리
）（［
判
読
不
能
］）；

ム
ギ

［
麦
］（
무
기
）（
보
리
）、
キ
ビ
［
黍
］（
기
비
）（
수
수
）、
ア

ハ
［
粟
］（
아
와
）（
조
）；

メ
［
目
］（
메
）（
눈
）、
メ
ガ
ネ



一
〇
〇

［
眼
鏡
］（
메
가
네
）（
안
경
）、
メ
ク
ラ
［
目
暗
］（
메
꾸
라
）

（
장
님
）；

モ
ン
［
門
］（
몽
）（
문
）、
マ
ド
［
窓
］（
마
도
）

（
장
문
）、
フ
ス
マ
［
襖
］（
후
스
마
）（
미
다
지
）；

ヤ
マ
［
山
］

（
야
마
）（
산
）、
カ
ワ
［
川
］（
가
와
）（
강
）、
ノ
ハ
ラ
［
野

原
］（
노
하
라
）（
들
）；

イ
モ
ウ
ト
［
妹
］（
이
모
오
도
）（
누

이
동
생
）、
オ
ト
ウ
ト
［
弟
］（
오
도
오
도
）（（
사
내
동
생
）、

ネ
イ
サ
ン
［
姉
さ
ん
］（
네
에
상
）（
누
님
）；

ユ
メ
［
夢
］（
유

메
）（
꿈
）、
フ
ト
ン
［
布
団
］（
후
동
）（
이
불
）、
マ
ク
ラ

［
枕
］（
마
꾸
라
）（
벼
개
）；

エ
ビ
［
蝦
］（
에
비
）（
새
우
）、

カ
ニ
［
蟹
］（
가
니
）（
게
）、
カ
ヒ
［
貝
］（
가
이
）（
조
개
）；

コ
ヨ
ミ
［
暦
］（
고
요
미
）（
책
력
）、
ハ
シ
ラ
ゴ
ヨ
ミ
［
柱
暦
］

（
하
시
라
고
요
미
）（
달
력
）；

ラ
ッ
パ
［
喇
叭
］（
랍
빠
）（
라

팔
）、
フ
エ
［
笛
］（
후
에
）（
피
리
）、
タ
イ
コ
［
太
鼓
］（
다

이
꼬
）（
북
）；

リ
ン
ゴ
［
林
檎
］（
링
고
）（
사
과
）、
ク
ダ
モ

ノ
［
果
物
］（
구
다
모
노
）（
과
일
）、
ナ
シ
［
梨
］（
나
시
）

（
배
）；

リ
ン
ゴ
［
林
檎
］（
링
고
）（
사
과
）、
ナ
シ
［
梨
］（
나

시
）（
배
））

（（
（

、
カ
キ
［
柿
］（
가
끼
）（
감
）；

ツ
ル
［
鶴
］（
쓰

루
）（
학
）、
サ
ギ
［
鷺
］（
사
기
）（
황
새
）、
ガ
ン
［
鴈
］（
강
）

（
기
러
기
）；

レ
ン
コ
ン
［
蓮
根
］（
렝
꽁
）（
연
근
）、
ニ
ン
ジ

ン
［
人
参
］（
닌
징
）（（
홍
당
무
、
인
삼
）、
サ
ト
イ
モ
［
里

芋
］（
사
도
이
모
）（
토
란
）；

ロ
バ
［
驢
馬
］（
로
바
）（
당
나

귀
）、
ウ
マ
［
馬
］（
우
마
）（
말
）、
ウ
シ
［
牛
］（
우
시
）

（
소
）；

ワ
シ
［
鷲
］（
와
시
）（
수
리
）、
タ
カ
［
鷹
］（
다
까
）

（
매
）、
ト
ビ
［
鳶
］（
도
비
）（
솔
개
）；

ヰ
ド
［
井
戸
］（
이

도
）（
우
물
）、
ヰ
ド
バ
タ
［
井
戸
端
］（
이
도
바
따
）（
우
물

까
）、
ツ
ル
ベ
［
釣
瓶
］（
쓰
루
베
）（
드
래
박
）；

ウ
ミ
［
海
］

（
우
미
）（
바
다
）、
ウ
ミ
ベ
［
海
辺
］（
우
미
베
）（
바
닷
가
）、

ナ
ミ
［
波
］（
나
미
）（
파
도
）；

ヱ
ン
ソ
ク
［
遠
足
］（
엔
소

꾸
）（
원
족
）、
サ
ン
ポ
［
散
歩
］（
산
보
）（
산
보
）、
リ
ョ
カ

ウ
［
旅
行
］（
료
꼬
오
）（
여
행
）；

ヲ
ト
コ
［
男
］（
오
도
꼬
）

（
남
자
）、
ヲ
ン
ナ
［
女
］（
온
나
）（
여
자
）、
コ
ド
モ
［
子
供
］

（
고
도
모
）（
아
해

））
（（
（

；

ガ
ン
［
鴈
］（
기
러
기
）、
カ
モ
［
鴨
］

（
오
리
）、
ツ
ル
［
鶴
］（
학

））
（（
（

；

ギ
ン
［
銀
］（
은
）、
ギ
ン
イ

ロ
［
銀
色
］（
은
빗
）、
キ
ン
［
金
］（
금
）；

グ
ン
ジ
ン
［
軍

人
］（
군
인
）、
グ
ン
タ
イ
［
軍
隊
］（
군
대
）、
グ
ン
カ
ン
［
軍

艦
］（
군
함
）；

ゲ
タ
［
下
駄
］（
게
다
）、
ク
ツ
［
靴
］（
구
두
）、



一
〇
一

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

ハ
キ
モ
ノ
［
履
き
物
］（
신
발
）；

ゴ
ミ
［
塵
］（
쓰
레
기
）、
ゴ

ミ
バ
コ
［
塵
箱
］（
스
레
기
통
）、
ホ
コ
リ
［
埃
］（
몬マ

マ

지
）

七
―
三
．「
敢
闘
生
活
」

一
二
九
六
八
（
一
九
四
三
・
九
・
十
七
）
～
一
三
〇
一
一
（
一
九
四

三
・
十
・
三
十
一
）　

　

従
来
の
「
国
語
」
欄
か
ら
、
広
告
欄
以
外
の
第
四
面
全
体
を

ぶ
ち
抜
く
「
国
語
」
面
へ
と
紙
面
拡
大
を
し
た
一
九
四
三
年
九

月
十
四
日
（
一
二
九
六
五
）
の
「
お
知
ら
せ
」
は
、“
米
英
を
う

ち
の
め
し
、
戦
争
に
勝
ち
抜
く
た
め
に
こ
の
国
語
面
を
す
み
ず

み
ま
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
”
と
呼
び
か
け
て
い
る
。
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
戦
争
の
戦
局
が
悪
化
す
る
中
で
、
朝
鮮
民
衆
を
戦
時
体

制
に
従
属
さ
せ
る
た
め
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
ま
す
ま
す
強
化
さ

れ
て
い
た
が
、
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
敢
闘
生
活
」
と
題
し
た

読
み
物
が
一
九
四
三
年
十
月
三
十
一
日
（
一
三
〇
一
一
）
ま
で

三
十
八
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
。
さ
ら
に
こ
れ
に
引
き
続

き
、「
決
戦
語
」
と
題
し
た
読
み
物
が
一
九
四
三
年
十
一
月
二
日

（
一
三
〇
一
三
）
か
ら
掲
載
さ
れ
始
め
た
が
、
三
回
の
掲
載
だ
け

で
終
わ
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
、
戦
場
で
の
「
死
」
を
美
化
し
、

十
分
な
戦
費
を
持
た
ざ
る
帝
国
ゆ
え
の
精
神
主
義
を
強
調
し
て

耐
乏
生
活
を
強
い
る
類
の
も
の
だ
っ
た
。
漢
字
使
用
が
抑
制
さ

れ
た
漢
字
ひ
ら
が
な
交
じ
り
や
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
の
文
で
、

日
本
語
読
解
力
が
比
較
的
高
く
な
い
読
者
層
を
も
取
り
込
も
う

と
し
て
い
る
。「
毎
日
新
報
」
の
「
国
語
」
紙
面
が
す
べ
て
そ
う

で
あ
る
よ
う
に
、「
一
」
な
ど
の
漢
数
詞
以
外
の
漢
字
に
は
基
本

的
に
ほ
と
ん
ど
総
て
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
る
。「
今
日
の
つ
と

め
」
の
と
こ
ろ
で
も
言
及
し
た
こ
と
だ
が
、
漢
字
使
用
を
抑
制

し
て
広
い
読
者
層
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
次

に
紹
介
す
る
「
敢
闘
生
活
」
の
記
事
に
お
い
て
、
多
く
の
語
が

ひ
ら
が
な
で
表
記
さ
れ
つ
つ
も
、「
戰
時
下
、
大
東
亞
戰
爭
、
敵

米
英
、
决
死
の
勇
、
戰
爭
生
活
、
飛
行
機
、
軍
艦
、
靖
國
神
社　

陛
下
の
御
親
拝
、
臣
下
の
靈
、
護
國
の
神
、
日
本
精
神
、
戰
時

決
戰
、
戦
塲
、
産
業
戰
士
の
徴
用
」
な
ど
、
時
局
関
連
用
語
や

軍
事
関
連
用
語
の
多
く
は
漢
字
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

朝
鮮
民
衆
の
間
に
「
国
語
」
を
普
及
す
る
「
国
語
全
解
運
動
」



一
〇
二

の
政
治
的
意
図
が
露
骨
に
伺
わ
れ
る
側
面
で
も
あ
る
。

一
二
九
七
〇
（
一
九
四
三
・
九
・
十
九
）「
敢
闘
生
活
」

が
ん
ば
れ
！

が
ん
ば
れ
と
は
、
漢
字
で
は
頑
張
れ
と
か
き
、
が
ん
ば
れ
と 

は
つ

お
ん
し
、
一
ど
［
一
度
］
か
う
だ
と
き
め
た
こ
と
、
き
め
ら
れ
た
こ

と
は
、
ど
こ
ま
で
も 

や
り
と
ほ
す
、
な
し
と
げ
る
と
い
ふ
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
戰
時
下
の
生
活
の
う
ち
で
、
一
ば
ん
こ
れ
が 

た
い
せ

つ
で
あ
り
ま
す
。
世
界
を
た
て
な
ほ
す
、
と
い
ふ
大
東
亞
戰
爭
で

す
。
ま
た
敵
米
英
は
、
は
じ
め
と
は
ち
が
っ
て
、
ち
か
ご
ろ
は
、
ど

う
し
て
も 

わ
が
日
本
を 

う
ち
ほ
ろ
ぼ
す
の
だ
と 
た
い
へ
ん
な 

が

ん
ば
り
か
た
で
す
。
一
億
の
國
民
は
、
さ
か
え
る
か
、
ほ
ろ
び
る
か

と
い
ふ 

あ
ぶ
な
い
時
で
す
。
な
り
あ
が
り
や
、
わ
た
り
も
の
の 
米

英
な
ど
に 

ま
け
て
な
る
も
の
で
す
か
、
ど
ん
な
に 

く
る
し
い
こ
と

が 

あ
っ
て
も
、
が
ん
ば
り
と
ほ
す
。
こ
れ
が 

日
本
國
民
の 

か
く

ご
で
す
。

一
二
九
七
二
（
一
九
四
三
・
九
・
二
十
一
）「
敢
闘
生
活
」

死
を
喜
ぶ

誰
で
も
死
ぬ
こ
と
を 

よ
ろ
こ
ぶ
も
の
は
な
い
。
そ
の
世
に
う
ま
れ

た
か
ら
に
は 

一
日
で
も 

長
生
し
て 

お
國
の
た
め
に 

人
の
た
め
に 

つ
く
し
た
い 

と
お
も
は
ぬ
も
の
は
な
い 

と
い
っ
て 

百
年
も
千
年

も 

い
つ
ま
で
も 

死
な
ず
に
は 

す
ま
な
い
。
一
ど
は
か
な
ら
ず 

死

な
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
て
み
れ
ば 

死
ん
で
か
ひ
あ
る 

死
に
か

た
を 

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
日
本
人 

こ
と
に
軍
人
は
い
つ
で
も 

死

ぬ
か
く
ご
を
し
て
ゐ
る‖

か
っ
て
は 

决
死
の
勇
と
い
っ
た
が 

今

は
必
死
で
あ
る
。
す
な
は
ち
喜
ん
で
死
ぬ
。
日
本
軍
の
つ
よ
い
の
は 

こ
れ
が
た
め
で
あ
る
。
人
は
死
を
喜
ぶ
决
心
さ
へ
あ
れ
ば 

ど
ん
な

こ
と
で
も 

で
き
る
。

一
二
九
七
三
（
一
九
四
三
・
九
・
二
十
二
）「
敢
闘
生
活
」

隘
路

隘
路
ト 

イ
フ 

コ
ト
バ
ハ 

モ
ト 

軍
隊
用
語
デ
ア
ッ
タ
ガ 

ナ
ニ
モ 

カ
モ 
ス
ベ
テ
ガ 

セ
ン
サ
ウ
ニ 

カ
チ
ヌ
ク 

ト
イ
フ 

セ
イ
シ
ン
カ

ラ 
コ
ノ 
コ
ト
バ
ハ 

ド
コ
デ
モ 

ツ
カ
ハ
レ
ル
ヤ
ウ
ニ 

ナ
ッ
タ
。
ア

イ
ロ
ト
ハ 
“
セ
マ
イ
ミ
チ
”
ト
イ
フ
コ
ト
デ 

イ
マ
デ
ハ
｜
ナ
ミ
タ



一
〇
三

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

イ
テ
イ
ナ
コ
ト
デ
ハ 

ト
ホ
レ
ナ
イ
ミ
チ 

ト
イ
フ
ホ
ド
ノ 

イ
ミ
ト 

カ
イ
シ
ャ
ク
シ
ナ
ケ
レ
バ 

ナ
ラ
ナ
イ
。
コ
レ
カ
ラ 

日
マ
シ
ニ 

サ

ム
サ
ニ 
ム
カ
ッ
テ
ユ
ク
ガ 

戰
爭
ニ
カ
ツ
タ
メ
ニ 

セ
キ
タ
ン
、
ス

ミ
、
マ
キ 
ナ
ド
ノ 

タ
キ
モ
ノ
ヲ 

ケ
ン
ヤ
ク
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ

‖

シ
タ
ガ
ッ
テ 
寒
氣
ヲ 

コ
ラ
ヘ
テ 

ユ
カ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
。
コ

レ
モ 

一
ツ
ノ
戰
爭
生
活
ノ 
タ
メ
ノ 

ア
イ
ロ
ダ
ガ 

ド
ウ
シ
テ
モ 

コ

レ
ヲ 

キ
リ
ヒ
ラ
イ
テ 

ス
ス
マ
ナ
ケ
レ
バ 

ナ
ラ
ナ
イ
。

一
二
九
七
四
（
一
九
四
三
・
九
・
二
十
三
）「
敢
闘
生
活
」

自
分

こ
の
大
戰
爭
の
と
き 

一
ば
ん
わ
る
い
こ
と
は 
自
分
と
い
ふ
も
の
を 

か
ん
が
へ
る
こ
と
で
す
。
な
に
を
す
る
に
も
、
ま
づ 
自
分
と
い
ふ

も
の
を 

な
げ
だ
し 

わ
が
身
と
い
ふ
も
の
を 

わ
す
れ
て
、
か
か
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
分
を 

か
ん
が
へ
る
と 

う
ま
い
も
の
を 

ほ
し
い
、
ら
く
を
し
た
い
、
く
る
し
い
こ
と
は 

し
た
く
な
い
、
電

車
に
は 

は
や
く
の
り
た
い
、
な
ど
と
、
じ
ぶ
ん
ば
か
り
、
つ
が
ふ

［
都
合
］
の
よ
い
こ
と
が 

さ
き
に
た
ち
ま
す
。
今
は 

自
分
な
ど 

毛

ほ
ど
も 

お
も
は
ず
、
す
べ
て
は 

お
國
の
た
め
だ
、
米
英
を 

た
た

き
つ
ぶ
す
た
め
だ
、
ど
ん
な 

不
自
由
な
こ
と
も
、
こ
の
戰
爭
に 

か

つ
た
め
に
は 

し
の
ば
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
。
も
し
戰
爭
に 

ま
け

た
ら
、
ど
う
な
る
か
。
だ
ん
じ
て
ま
け
な
い
、
じ
ぶ
ん
を
す
て
て
、

お
國
の
た
め 

つ
く
す
こ
と
で
す
。

一
二
九
七
九
（
一
九
四
三
・
九
・
二
十
八
）「
敢
闘
生
活
」

輸
送
力

輸
送
力
ト
ハ 

モ
ノ
ヲ
ハ
コ
ブ
チ
カ
ラ
ト
イ
フ
コ
ト
デ 

チ
カ
ゴ
ロ
ハ 

セ
ン
サ
ウ
［
戦
争
］
ニ 

カ
チ
ヌ
ク
タ
メ
ニ 

ユ
ソ
ウ
リ
ョ
ク
ト
イ
フ

モ
ノ
ガ 

イ
ク
ラ
ア
ッ
テ
ッ
モ 

タ
リ
ナ
イ
ノ
デ
ス
。
セ
ン
サ
ウ
［
戦

争
］
ニ
ハ 

飛
行
機
ヤ 

軍
艦
ヤ
船
ガ 

イ
ク
ラ
ア
ッ
テ
モ 

タ
リ
ナ
イ

ヤ
ウ
ニ 

モ
ノ
ヲ 

ハ
コ
ブ 

ユ
ソ
ウ
リ
ョ
ク
、
タ
ト
ヘ
バ 

汽
車
ト
カ 

ジ
ド
ウ
シ
ャ 

デ
ン
シ
ャ
ナ
ド
モ 

イ
ク
ラ
デ
モ 

イ
リ
ヨ
ウ
ナ
ノ
デ

ス
。
ソ
コ
デ 

タ
タ
カ
フ 

チ
カ
ラ
ヲ 

ウ
ン
ト 

ツ
ヨ
メ
ル
タ
メ
ニ 

國

民
ハ 

デ
キ
ル
ダ
ケ 

旅
行
シ
タ
リ 

モ
ノ
ヲ
オ
ク
ル
コ
ト
ヲ 

サ
シ
ヒ

カ
ヘ
ル
ヤ
ウ
ニ 

シ
ナ
ケ
レ
バ 

ナ
ラ
ナ
イ
。

一
二
九
八
六
（
一
九
四
三
・
十
・
五
）「
敢
闘
生
活
」



一
〇
四

闘
魂

日
本
ハ
日
清
ノ
セ
ン
サ
ウ
モ 

日
露
ノ
ト
キ
モ 

イ
ク
サ
ニ 

イ
リ
ヨ

ウ
ナ
｜
シ
ザ
イ
ハ 

イ
ツ
モ 

敵
ニ
ク
ラ
ベ
ル
ト
、
オ
ハ
ナ
シ
ニ 

ナ

ラ
ヌ
ホ
ド 
ス
ク
ナ
カ
ツ
タ
。
ケ
レ
ド
モ
、
イ
ツ
ノ 

タ
タ
カ
ヒ
デ
モ 

鐵
ヤ
船フ

ネ艦
ガ 

ス
ク
ナ
ク
テ
モ 

一
ド
モ 

マ
ケ
タ 

タ
メ
シ
ハ
ナ
イ
。

ア
ノ 

元
寇
ノ
ト
キ
デ
モ 
日
本
軍
ニ
ハ 

四
千
五
千
ト
イ
フ 

船
ハ 

ナ
カ
ッ
タ
ガ
、
十
萬
ア
マ
リ
ノ 
大
敵
ヲ 

ミ
ナ
ゴ
ロ
シ
ニ
シ
タ
。
今

ノ 

大
東
亞
戰
ハ
、
ナ
ニ
モ
カ
モ 
モ
テ
ル
國
ト 

ゴ
ジ
マ
ン
ノ 

英
米

ヲ 

ム
カ
フ
［
向
こ
う
］
ニ 

マ
ハ
シ
ナ
ガ
ラ 
イ
ツ
デ
モ 

タ
ダ 

ド

ン
ド
ン
ス
ス
ム
、
勝カ

チ
イ
ク
サ軍バ

カ
リ
ダ
。
ソ
レ
ハ 
ナ
ゼ
ダ
ラ
ウ
。
ベ
ツ

ニ 

フ
シ
ギ
ハ
ナ
イ
。
ヨ
ソ
ノ
國
ニ
ハ 

ダ
ン
ジ
テ
ナ
イ 
“
闘
魂
”
ト

イ
フ
、
タ
タ
カ
ヒ
ヌ
ク 

日
本
精
神
ガ 

ア
ル
カ
ラ
ダ
。

一
二
九
九
九
（
一
九
四
三
・
十
・
十
九
）「
敢
闘
生
活
」

靖
國
の
子

靖
國
神
社
の 

秋
の
お
ま
つ
り
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
お
や
し

ろ
は
ま
う
す
［
申
す
］
ま
で
も
な
く
お
國
の
た
め
に
た
ふ
れ
た 

か

た
が
た
を 

お
ま
つ
り
す
る
と
こ
ろ
で 

こ
の
お
ま
つ
り
に
は 

全
國
か

ら 

そ
の
遺
族
た
ち
が 

さ
ん
ぱ
い
す
る
ば
か
り
で
な
く 

か
し
こ
く

も 

陛
下
の
御
親
拝
が
あ
り
ま
す‖

臣
下
の
靈
に 

御
親
拝
く
だ
さ

る
と
い
ふ
こ
と
は 

ま
こ
と
に
も
っ
た
い
な
い
か
ぎ
り
で
す
。“
靖
國

の
子
”
と
い
ふ
の
は 

お
父
さ
ん
が
護
國
の
神
と
な
っ
て 

お
國
に
つ

く
し
た 

そ
の
子
ど
も
の
こ
と
で 

こ
ゝ
で
お
父
さ
ま
の
靈
と
た
い
め

ん
を
す
る
の
で
す‖

お
な
じ
や
う
に 

“
靖
國
の
妻
”
と
い
ふ
こ
と

も
い
は
れ
ま
す‖

そ
れ
は
夫
が
神
に
ま
つ
ら
れ
て
を
る 

の
こ
っ
た

妻
の
人
を
さ
う
い
ひ
ま
す‖

ど
れ
も
み
な 

か
ゞ
や
く
人
た
ち
で
す
。

一
三
〇
〇
〇
（
一
九
四
三
・
一
〇
・
二
十
）「
敢
闘
生
活
」

死
に
塲
所

人
は 

き
っ
と 

一
ど
は
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど
ん
な
に
幸
福

な
人
で
も 

百
年
も
千
年
も 

い
き
つ
づ
け
る
と
い
ふ 

こ
と
は 

ど
う

し
て
も 

で
き
な
い‖

と
き
が
く
れ
ば 

き
っ
と
死
ぬ
。
し
か
し 

お

な
じ
死
ぬ
な
ら
ば 

君
國
の
た
め 

ま
た
世
の
な
か
の
た
め 

人
の
た

め
に 
つ
く
し
て
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
道
ば
た
で 

犬
や 

猫

の
や
う
に 
の
た
れ
じ
に
を
し
て
も 

戦
塲
で
め
い
よ
の
戰
死
を
し
て

も 

死
ぬ
の
は
死
ぬ
の
で
あ
る
。
人
は
そ
の
死
に
塲
所
を 

え
ら
ば
な



一
〇
五

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

け
れ
ば
な
ら
な
い‖

日
本
の
武
士 

軍
人
た
ち
は 

お
國
の
た
め
に 

て
が
ら
を
た
て
て 

戰
塲
で
死
ぬ
の
を 

こ
の
う
へ
も
な
い 

め
い
よ

と 

お
も
っ
て
ゐ
る
。
花
の
や
う
に
ち
る
と
い
ふ
こ
と
ば
は 

か
う
い

ふ
と
こ
ろ
か
ら
で
て
ゐ
る
。

一
三
〇
〇
八
（
一
九
四
三
・
十
・
二
十
八
）「
敢
闘
生
活
」

學
徒
出
陣

學
徒
と
は 

學
校
の 

學
生
や 

生
徒
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
出
陣
と

は 

へ
い
た
い
に
ゆ
く 

い
く
さ
に
ゆ
く 
と 
い
ふ
ほ
ど
の 

い
み
で

あ
る
。
敵
を 

う
ち
の
め
す
た
め
に 

日
本
の
専
門
學
校
や
大
學
の
學

生
は 

み
な 

そ
の
學
業
（
學
校
の
勉
强
）
を
や
め
て 
一
せ
い
に 

戦

塲
に 

で
む
い
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
食
ふ
か 
食
は
れ
る
か 

た
ふ
す
［
倒
す
］
か 

た
ふ
さ
れ
る
か 

と
い
ふ 

お
國
の 
一
大
事
に 

あ
ん
か
ん
［
安
閑
］
と
し
て 

わ
か
い
學
生
が 

勉
强
ば
か
り
し
て 
ゐ

る
時
で
は
な
い‖

そ
の
う
ち 

お
め
し
［
お
召
し
］
が
あ
る
の
を 

ま

っ
て
ゐ
る 

と
い
ふ
こ
と
で
は 

戰
時
決
戰
た
い
せ
い
［
体
制
］
で
は

な
い
。
お
め
し
［
お
召
し
］
を 

う
け
な
い
さ
き
か
ら 

す
す
ん
で 

出

陣
す
る 

こ
れ
が 

い
ま
の 

日
本
の 

學
徒
の 

し
ん
け
ん
な 

す
が
た

で
あ
る‖

お
國
が
あ
っ
て
の 

學
問
で
あ
り 

國
家
が 

あ
っ
て
の 

學

生
だ
と
い
ふ
こ
と
が 

た
い
せ
つ
で
あ
る
。

一
三
〇
一
一
（
一
九
四
三
・
十
・
三
十
一
）「
敢
闘
生
活
」

徴
用

徵
は
徴
兵
な
ど
に 

つ
か
は
れ
る
字
で 

用
は
も
ち
ひ
る
、
つ
か
ふ
と

い
ふ
い
み
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は 

あ
ま
り 

つ
か
は
れ
た
こ
と
は
な

い
が 

時
局
が
ら 

こ
の
こ
と
ば
は 

た
い
せ
つ
な
こ
と
で
、
わ
か
り

や
す
く
い
へ
ば
“
メ
シ
ダ
サ
レ
ル
”
と
い
っ
て
よ
い
。
婦
人
の
徴

用
、
産
業
戰
士
の
徴
用
な
ど 

た
く
さ
ん
あ
る
が
、
こ
と
ば
の
な
い

よ
う
は 

私
を
す
て
ゝ 

お
國
の 

ご
用
に
た
つ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

國
民
學
校
か
ら 

し
た
の
こ
ど
も
や 

六
十
、
七
十
の
老
人
で
は
い
け

な
い
が
、
さ
う
で
な
い
も
の
は 

男
で
も
女
で
も 

だ
れ
で
も
、
か
た

わ
や
病
人
で 

な
い
か
ぎ
り 

一
人
で
も
お
ほ
く 

お
國
の
ご
用
に 

た

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
っ
し
ゃ
な
も
の
は 

一
人
で
も
ぶ
ら
ぶ

ら
あ
そ
ん
で
ゐ
る
こ
と
は 

ゆ
る
さ
れ
な
い
と
き
で
あ
る
。



一
〇
六

七
―
四
．「
決
戦
語
」　

一
三
〇
一
三
（
一
九
四
三
・
十
一
・
二
）・
一
三
〇
一
四
（
一
九
四

三
・
十
一
・
三
）・
一
三
〇
一
六
（
一
九
四
三
・
十
一
・
五
）　

　

三
十
八
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
「
敢
闘
生
活
」
に
か
わ

っ
て
、「
決
戦
語
」
は
三
回
だ
け
掲
載
さ
れ
た
読
み
物
。
第
一
三

〇
一
三
号
の
「
決
戦
」
に
は
、
こ
の
読
み
物
を
掲
載
す
る
意
義

に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
一
回
目
の
文
は
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交

じ
り
、
二
回
目
と
三
回
目
は
漢
字
ひ
ら
が
な
交
じ
り
の
文
で
あ

る
。
三
回
目
の
「
学
徒
よ
立
て
」
で
書
か
れ
た
、「
第
一
線
に

は
、
ア
メ
リ
カ
の
學
徒
が
、
あ
の
學
校
を
わ
す
れ
て 

戰
爭
に
で

て
ゐ
る
。
か
れ
ら
は 

ま
っ
た
く
、
あ
の
自
由
主
義
の
な
か
に
、

そ
だ
ち
な
が
ら
も
、
一
た
ん
祖
国
の 

た
め
と
な
る
と
、
よ
ろ
こ

び
い
さ
ん
で
、
戰
線
に
で
る
」
な
ど
と
い
う
文
章
の
書
き
手
は
、

日
本
の
軍
部
や
特
高
警
察
な
ど
か
ら
は
危
険
思
想
の
持
ち
主
だ

と
睨
ま
れ
か
ね
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
の
「
決
戦
語
」
が
三
回

で
連
載
を
終
え
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
何
の
確
証
も
持
ち
合
わ

せ
て
は
い
な
い
が
、「
決
戦
語
」
の
筆
者
の
身
の
上
に
筆
禍
事
件

で
も
起
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
わ
れ
る
。

一
三
〇
一
三
（
一
九
四
三
・
十
一
・
二
）「
決
戦
語
」

决
戰

今
日
カ
ラ 

カ
ン
ト
ウ
セ
イ
ク
ヮ
ツ
［
敢
闘
生
活
］
ト
イ
フ 

コ
ノ
ラ

ン
［
欄
］
ガ 

“
决
戰
語
”
ト 

カ
ハ
リ
マ
ス
。
コ
コ
デ
ハ 

讀
者
ノ
國

語
ノ
チ
カ
ラ
ガ 

ド
コ
マ
デ
ス
ス
ン
デ
ヰ
ル
カ 

ソ
シ
テ 

ミ
ナ
サ
ン

ガ 

ジ
ブ
ン
ノ 

チ
カ
ラ
デ
タ
メ
シ
テ
ミ
ラ
レ
ル
ヤ
ウ
ナ 

テ
イ
ド
ノ 

ブ
ン
タ
イ
［
文
体
］
デ
カ
キ
、
マ
タ 

コ
ノ
戰
時
下
デ 

国
民
ト
シ
テ 

ド
ウ
シ
テ
モ 

ジ
ッ
セ
ン
シ
ナ
ケ
レ
バ 

ナ
ラ
ナ
イ
ヤ
ウ
ナ 

コ
ト
バ

ヲ 

ワ
カ
リ
ヤ
ス
ク 

セ
ツ
メ
イ
モ
シ 

カ
ネ
テ 

時
局
セ
イ
シ
ン
ヲ 

マ

ス
マ
ス 

タ
カ
メ
テ 

イ
タ
ダ
カ
ウ
ト 

ス
ル
ノ
デ
ス
。“
决
戰
語
”
ト

イ
フ
ノ
ハ 

ナ
ニ
ガ 

ナ
ン
デ
モ 

敵
ヲ
ウ
チ
ホ
ロ
ボ
シ
テ 

コ
ノ
大
セ

ン
サ
ウ
［
戦
争
］
ニ 

ド
ウ
シ
テ
モ 

カ
タ
ナ
ケ
レ
バ 

ナ
ラ
ナ
イ 

ツ

マ
リ 

勝
ツ
カ 

負
ケ
ル
カ 

死
ス
カ 

生
キ
ル
カ 

食
フ
カ 

食
ハ
レ
ル

カ
ヲ 

シ
ッ
カ
リ
ト 

キ
メ
ル
ト
イ
フ 

イ
ミ
デ
ス
。

一
三
〇
一
四
（
一
九
四
三
・
十
一
・
三
）「
決
戦
語
」

明
治
節

十
一
月
三
日
は 
明
治
節
で
す
。
こ
の
日
は
菊
の
お
い
は
ひ
日
と
も 



一
〇
七

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

ま
う
し
ま
す 

も
と
明
治
天
皇
の
天
長
節
（
お
う
ま
れ
あ
そ
ば
さ
れ

た
日
）
で
し
た
。
明
治
天
皇
は
四
十
五
ね
ん
か
ん
も
の 

お
な
が
い

あ
ひ
だ 
み
く
ら
ゐ
に 

つ
か
せ
た
ま
ひ 

そ
の
み
く
ら
ゐ
に 

お
つ
き

あ
そ
ば
し
た
こ
ろ
の 

國
内
は 

ま
だ
徳
川
氏
が 

國
の
ま
つ
り
ご
と

を 

わ
た
く
し 
し
て
ゐ
て 

今
の
敵
米
英
な
ど
が 

日
本
を
ご
ま
か
さ

う
と
し
て 

わ
る
い
謀
略
の
魔
手
を 

だ
し
て
ゐ
た
と
き
で 

天
皇
は 

ず
ゐ
ぶ
ん 

い
ろ
い
ろ
な 
ご
く
ら
う
を
あ
そ
ば
さ
れ
ま
し
た
。
大
政

奉
還
と
い
っ
て 

ま
つ
り
ご
と
を 
調
停
へ
お
も
ど
し
に
な
り 

そ
れ

か
ら 

日
清
、
日
露
の
た
た
か
ひ 

今
日
の
内
鮮
一
體
の
も
と
な
ど
も 

お
さ
だ
め
く
だ
さ
っ
た
の
も 

こ
の 

明
治
大
帝
で
あ
り
ま
し
た
。

一
三
〇
一
六
（
一
九
四
三
・
十
一
・
五
）「
決
戦
語
」

學
徒
よ
立
て

こ
の
ま
へ
に
、
東
京
空
襲
に 

や
っ
て
き
た 

敵
機
に
は
、
ほ
と
ん
ど 

青
年
學
生
ば
か
り
が 

の
っ
て
ゐ
た
と
い
ふ
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、

第
一
線
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
學
徒
が
、
あ
の
學
校
を
わ
す
れ
て 

戰

爭
に
で
て
ゐ
る
。
か
れ
ら
は 

ま
っ
た
く
、
あ
の
自
由
主
義
の
な
か

に
、
そ
だ
ち
な
が
ら
も
、
一
た
ん
祖
国
の 

た
め
と
な
る
と
、
よ
ろ

こ
び
い
さ
ん
で
、
戰
線
に
で
る
。
わ
が
日
本
の
學
徒
も
、
豫
備
學
生

を
は
じ
め 

研
究
を
中
途
に
し
て
、
め
さ
る
ゝ
ま
へ
に 

も
う
、
み
な

大
君
の 

お
ん
た
め
、
國
の
た
め
に 

挺
身
し
て
ゐ
る
。
こ
の
種
の
學

徒
は 

ず
ゐ
ぶ
ん 

た
く
さ
ん
あ
る
。
一
人
で
も 

お
ほ
く 

国
難
に
挺

身
す
る
學
徒
が 

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
こ
そ 

無
上
の 

光

榮
で
も
あ
り
、
諸
君
が 

ほ
ん
た
う
に 

幸
福
に
な
る
道
で
あ
る
。

七
―
五
．「
愛
国
い
ろ
は
カ
ル
タ
」

一
三
〇
〇
二
（
一
九
四
三
・
十
・
二
十
二
）
～ 

？　

　
「
愛
国
い
ろ
は
カ
ル
タ）
（（
（

」
の
連
載
が
一
九
四
三
年
十
月
二
十
二

日
（
一
三
〇
〇
二
）
か
ら
小
さ
な
紙
面
を
割
い
て
始
ま
っ
て
い

る
。
し
か
し
「
毎
日
新
報
」
紙
上
で
は
「
い
」（
一
三
〇
〇
二
）、

「
ろ
」（
一
三
〇
〇
三
）、「
に
」（
一
三
〇
〇
六
）、「
ほ
」（
一
三

〇
〇
七
）、「
へ
」（
一
三
〇
〇
八
）、「
ち
」（
一
三
〇
十
一
）、

「
り
」（
一
三
〇
十
三
）
の
七
つ
し
か
掲
載
が
確
認
で
き
な
い
。

こ
れ
ら
以
外
の
も
の
は
「
毎
日
新
報
」
の
附
録
と
し
て
配
布
さ

れ
た
タ
ブ
ロ
イ
ド
型
「
国
語
教
室
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。



一
〇
八

　

こ
の
「
愛
国
い
ろ
は
カ
ル
タ
」
は
、
一
九
四
三
年
十
二
月
十

日
に
財
団
法
人
日
本
少
国
民
文
化
協
会
制
定
・
財
団
法
人
日
本

玩
具
統
制
協
会
発
行
の
「
愛
國
イ
ロ
ハ
カ
ル
タ
」
と
お
な
じ
内

容
の
も
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
の
カ
ル
タ
は
カ
タ
カ
ナ
書
き
で
、

そ
の
箱
に
は
「
あ
い
こ
く
い
ろ
は
か
る
た
」
と
印
字
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
カ
ル
タ
は
情
報
局
、
文
部
省
、
大
政
翼
賛
会
の
後
援

の
も
と
に
日
本
少
国
民
文
化
協
会
が
一
般
公
募
し
て
作
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
公
募
要
項
で
は
、「
…
…
大
東
亜
の
指
導
者
と

な
る
べ
き
少
国
民
の
気
宇
を
雄
大
に
、
情
操
を
清
純
に
し
、
そ

の
日
常
生
活
を
指
導
し
て
忠
君
愛
国
の
念
を
涵
養
す
る
も
の
」

を
内
容
と
し
、
十
七
字
以
内
の
も
の
で
「
国
民
学
校
低
学
年
の

児
童
に
も
十
分
理
解
し
得
る
、
平
易
に
し
て
明
朗
な
も
の
」
と

い
う
条
件
が
付
さ
れ
て
い
た
。

　
「
毎
日
新
報
」
で
は
「
愛
国
い
ろ
は
カ
ル
タ
」
の
掲
載
に
あ
た

り
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
一
つ
ず
つ
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
戦
意
高
揚
を
は
か
る
類
の
も
の
で
あ
る
。

一
三
〇
〇
二
（
一
九
四
三
・
十
・
二
十
二
）「
愛
国
い
ろ
は
カ
ル
タ
」

　

こ
の
ま
え
に
は 

愛
国
百
人
一
首
と
い
ふ
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
ん
ど
は 

少
國
民
文
化
協
會
か
ら 

え
ら
ば
れ
た 

“
愛
國
い
ろ
は
カ

ル
タ
”
が
で
ま
し
た
。
い
ろ
は
カ
ル
タ
は 

い
ろ
は
の
か
ず
の 

四
十

七
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
か
る
た
の 

は
じ
め
に 

い
ろ
は
の
字
が 

つ

い
て
ゐ
ま
す

い 

伊
勢
の
神
風 

敵
國
降
伏

　

伊
勢
の
神
風
で 

元
の
大
軍
を
み
な
ご
ろ
し
に 

し
た
こ
と
で
す
。

一
三
〇
〇
三
（
一
九
四
三
・
十
・
二
十
三
）「
愛
国
い
ろ
は
カ
ル
タ
」

（
ろ
）
爐
端
で 

き
く 

先
祖
の
話

　

爐
は 

家
の
な
か
で 

火
を
た
く
と
こ
ろ‖

そ
の 

火
の
ま
は
り

に 

家
の
も
の
が 

あ
つ
ま
っ
て 

祖
先
が 

お
國
の
た
め
に 

つ
く

し
た
り 

戰
爭
を
し
て 

か
っ
た
と
い
ふ
や
う
な 

た
の
し
い 

お
話

を
す
る
こ
と

一
三
〇
〇
四
（
一
九
四
三
・
十
・
二
十
四
）「
愛
国
い
ろ
は
カ
ル
タ
」

（
は
）「
ハ
イ
」
で 

は
じ
ま
る 

御
奉
公

　

な
ん
に
も 
い
は
な
い
で 

た
だ
「
ハ
イ
」
と 

こ
た
へ
て 

ご
奉



一
〇
九

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

公
を
す
る‖

も
く
も
く
と
し
て 

戰
爭
の
た
め 

米
英
を 

た
た
き

つ
ぶ
す
た
め
に 

は
た
ら
く
。
こ
れ
が 

な
に
よ
り
の 

お
國
へ
の

ご
奉
公

一
三
〇
〇
六
（
一
九
四
三
・
十
・
二
十
六
）「
愛
国
い
ろ
は
カ
ル
タ
」

（
に
）
日
本
晴
の
天
長
節

　

こ
れ
こ
そ
は 

わ
が
國
の
も
の
ば
か
り
の 

か
ん
ず
る 

よ
い
天

氣
で
、
今
日
こ
そ
は 

天
皇
陛
下
の 
お
う
ま
れ
あ
そ
ば
し
た
よ
き

日
、
空
に
は
一
て
ん
［
一
点
］
の 
く
も
り
も
な
い
。
い
ま
に 

世

界
晴
と
い
ふ
や
う
に 

は
れ
が
ひ
ろ
が
り
ま
す
。

一
三
〇
〇
七
（
一
九
四
三
・
十
・
二
十
七
）「
愛
国
い
ろ
は
カ
ル
タ
」

（
ほ
）“
ほ
ま
れ
は 

た
か
し 

九
軍
神
”

　

ほ
ま
れ
と
は 

め
い
よ
と
い
ふ
こ
と
。
あ
の
ハ
ワ
イ
海
戰
の
は

じ
め
に 

ア
メ
リ
カ
を 

メ
チ
ヤ
メ
チ
ヤ
に 

た
た
き
つ
ぶ
し
た 

い

さ
ま
し
い 

九
軍
神
、
ま
っ
た
く 

む
ね
の 

す
く
や
う
な
め
い
よ

で
す
。

一
三
〇
〇
八
（
一
九
四
三
・
十
・
二
十
八
）「
愛
国
い
ろ
は
カ
ル
タ
」

（
へ
）“
平
和
な
島
に 

日
の
御
旗
”

　

こ
れ
ま
で
は 

米
英
の
し
ん
り
ゃ
く
の
た
め
に
、
一
日
と
し
て

へ
い
わ
と
い
ふ
も
の
の
な
か
っ
た
の
に
、
日
本
軍
が 

米
英
を
ほ

ろ
ぼ
し
て
、
ほ
ん
た
う
に 

た
の
し
い
平
和
な 

島
と
な
り
、
日
本

の
國
旗
が 

は
た
め
い
て
ゐ
る
。

七
―
六
．「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

一
三
〇
七
九
（
一
九
四
四
・
一
・
八
）
～
一
三
三
七
三
（
一
九
四

四
・
十
・
二
十
八
）　

　
「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」
は
一
九
四
四
年
一
月
八
日
か
ら
連
載
が

始
ま
り
、「
毎
日
新
報
」
か
ら
「
国
語
」
紙
面
が
な
く
な
る
一
九

四
四
年
十
月
二
十
八
日
ま
で
掲
載
さ
れ
、
復
刻
版
で
は
百
七
十

一
回
に
わ
た
る
掲
載
が
確
認
さ
れ
る
「
国
語
」
教
材
で
、
日
本

語
は
す
べ
て
カ
タ
カ
ナ
だ
け
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
四
四
年
一
月
二
十
八
日
ま
で
の
十
五
回
は
、
提
示
さ
れ

た
日
本
語
語
彙
の
発
音
を
朝
鮮
文
字
で
転
写
し
、
朝
鮮
語
対
訳

を
付
し
て
い
る
。
こ
の
十
五
回
は
「
ア
行
、
カ
行
、
サ
行
、
タ



一
一
〇

行
、
ナ
行
、
ハ
行
、
マ
行
、
ヤ
行
、
ラ
行
、
ワ
行
、
ガ
行
、
ザ

行
、
ダ
行
、
バ
行
、
パ
行
」
の
一
五
の
行
を
取
り
上
げ
て
、
カ

タ
カ
ナ
と
、
そ
の
読
み
方
を
一
通
り
取
り
上
げ
た
形
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
日
本
語
語
彙
の
朝
鮮
語
対
訳

が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
十
六
回
目
以
後
は
、
日
本
語
音
の
朝
鮮

文
字
に
よ
る
転
写
は
付
さ
れ
ず
、
朝
鮮
語
対
訳
の
み
が
載
せ
ら

れ
て
い
る
。
一
回
目
に
は
、「
今
日
か
ら
新
し
く
国
語
の
お
稽
古

を
始
め
ま
す
。
み
な
さ
ん
し
っ
か
り
勉
強
し
ま
し
ょ
う
」
と
、

新
た
な
連
載
を
始
め
る
旨
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

な
お
「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」
の
す
べ
て
を
本
稿
附
録
の
資
料

二
に
転
載
し
て
お
い
た
（
た
だ
し
、
朝
鮮
語
対
訳
の
部
分
は
省

略
し
た
）。

一
三
〇
七
九
（
一
九
四
四
・
一
・
八
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ア
メ
（
아
메
）［
雨
］
…
비　

イ
ハ
（
이
와
）［
岩
］
…
바
위　

ウ
マ

（
우
마
）［
馬
］…
말　

エ
ン
ピ
ツ
（
엔
삐
쓰
）［
鉛
筆
］…
연
필　

オ

ホ
カ
ミ
（
오
오
까
미
）［
狼
］
…
늑
대

ア
メ
ガ 

フ
リ
マ
ス
（
비
가 

옵
니
다
）

イ
ハ
ガ 

ア
リ
マ
ス
（
바
위
가 

잇
습
니
다
）

ウ
マ
ガ 

ハ
シ
リ
マ
ス
（
말
이 

달
립
니
다
）

エ
ン
ピ
ツ
ガ 

ア
リ
マ
ス
（
연
필
이 

있
습
니
다
）

オ
ホ
カ
ミ
ガ 

ホ
エ
マ
ス
（
늑
대
가 

짓
습
니
다
）

ケ
フ
カ
ラ 

ア
タ
ラ
シ
ク 

コ
ク
ゴ
ノ
オ
ケ
イ
コ
ヲ 

ハ
ジ
メ
マ
ス
。
ミ

ナ
サ
ン 

シ
ッ
カ
リ 

ベ
ン
キ
ヤ
ウ 

シ
マ
セ
ウ
。（
오
늘
부
터 

새
로 

국
어
공
부
를 

시
작
합
니
다
．
여
러
분 

열
심
으
로 

공
부
합
시
다
．）

「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」
は
最
初
は
や
さ
し
い
単
文
か
ら
掲
載
を
始

め
、
次
第
に
比
較
的
複
雑
な
文
を
掲
載
し
て
い
る
。
戦
時
総
動

員
体
制
や
戦
時
統
制
経
済
、
勤
労
動
員
な
ど
へ
の
服
従
・
協
力

を
煽
り
立
て
る
た
ぐ
い
の
日
本
語
文
が
は
じ
め
て
あ
ら
わ
れ
る

の
は
、
次
の
第
一
三
一
〇
六
号
か
ら
で
あ
る
。
筆
者
の
計
算
で

は
、
全
百
七
十
一
回
の
う
ち
、
九
十
五
回
（
全
体
の
六
十
三
％
）

が
そ
の
よ
う
な
文
で
あ
る
。（
詳
細
は
本
稿
附
録
の
資
料
二
を
参

照
の
こ
と
）

一
三
一
〇
六
（
一
九
四
四
・
二
・
四
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」



一
一
一

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

ア
イ
コ
ク
ハ
ン
（
애
국
반
）［
愛
国
班
］

タ
イ
セ
ウ 

ホ
ウ
タ
イ
ビ
（
대
조
봉
대
일
）［
大
詔
奉
戴
日
］、
コ
ク

キ
（
국
기
）［
国
旗
］、
ハ
ン
チ
ャ
ウ
（
반
장
）［
班
長
］、
ハ
ン
ヰ
ン

（
반
원
）［
班
員
］、
ジ
ャ
ウ
ク
ヮ
イ
（
상
회
）［
常
会
］

ケ
フ
ハ 

タ
イ
セ
ウ
ホ
ウ
タ
イ
ビ
デ
ス
。

（
오
늘
은 

대
조
봉
대
일 
이
요
）

ド
ノ 

イ
ヘ
ニ
モ 

コ
ク
キ
ヲ 
タ
テ
マ
シ
タ
。

（
어
느
집
에
나 

국
기
를 

세
웟
습
니
다
）

ハ
ン
チ
ャ
ウ
モ 

ハ
ン
ヰ
ン
モ 

ミ
ナ 
ジ
ャ
ウ
ク
ヮ
イ
ニ 

デ
マ
ス
。

（
반
장
도 

반
원
도 

다 

상
회
에 

나
갑
니
다
）

七
―
七
．「
時
の
こ
と
ば
」・「
と
き
の
こ
と
ば
」

一
三
〇
七
五
（
一
九
四
四
・
一
・
四
）
～
一
三
一
〇
〇
（
一
九
四

四
・
一
・
二
十
九
）　

　

漢
字
ひ
ら
が
な
交
じ
り
文
の
読
み
物
。
よ
り
多
く
の
読
者
を

得
る
た
め
に
、
漢
字
の
使
用
は
抑
制
的
で
あ
る
。

　
「
時
の
こ
と
ば
」
は
一
九
四
四
年
一
月
四
日
（
一
三
〇
七
五
）

と
一
月
五
日
（
一
三
〇
七
六
）
の
二
回
掲
載
さ
れ
、
そ
の
後

「
と
き
の
こ
と
ば
」
と
タ
イ
ト
ル
が
ひ
ら
が
な
書
き
に
換
え
ら

れ
、
一
九
四
四
年
一
月
七
日
（
一
三
〇
七
八
、「
い
た
づ
ら
」）、

八
日
（
一
三
〇
七
九
、「
勇
士
の
心
」）、
九
日
（
一
三
〇
八
〇
、

「
補
給
戰
」）、
十
一
日
（「
一
三
〇
八
二
、「
量
と
質
」）、
十
二
日

（
一
三
〇
八
三
、「
徴
用
」）、
十
四
日
（
一
三
〇
八
五
、「
總
員
配

置
」）、
十
五 

日
（
一
三
〇
八
六
、「
搭
乗
員
」）、
十
六 

日
（
一

三
〇
八
七
、「
未
歸
還
」）、
二
十
九
日
（
一
三
一
〇
〇
、「
よ
ろ

こ
び
」）
の
九
回
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

一
三
〇
七
八
（
一
九
四
四
・
一
・
七
）「
と
き
の
こ
と
ば
」

い
た
づ
ら

“
い
た
づ
ら
”
は 

わ
る
い
こ
と
で
あ
る
。
が 

人
を
こ
ろ
す
と
か 

國

や 

人
の
た
め
に 

わ
る
い
こ
と
を
す
る
。
に
く
ん
で
も 

あ
ま
り
あ

る
ほ
ど
の
わ
る
い
こ
と
で
は
な
い
。
ひ
ょ
っ
と
し
た 

は
ず
み
に 

あ

ま
り 

よ
く
な
い 

こ
と
を
す
る
。
こ
ん
な
の
を 

國
語
で
は
い
た
づ

ら
を
す
る
な
ど
と 

い
は
れ
る
。
こ
の 

新
年
な
ど
は 

國
を
あ
げ
て

の 
い
は
ひ
の
た
め
に 

ど
こ
の
家
に
も 

日
の
丸
の
國
旗
が 

た
て
ら

れ
る
。
す
る
と 

こ
の
國
旗
を 

夜
な
ど 

人
の
し
ら
ず
に 

ゐ
る
時
に 



一
一
二

ぬ
す
ん
で 

ゆ
く
も
の
が 

あ
る
。
こ
ん
な
の
を 

ほ
ん
の
で
き
心
の

い
た
づ
ら 

と
い
ふ
の
で
あ
る
が 

い
た
づ
ら
と
い
っ
て
も 

こ
ん
な 

ど
ろ
ぼ
う 
窃
盗
と
お
な
じ 

た
ち
の
わ
る
い 

い
た
づ
ら
は 

し
て
は

な
ら
な
い
し 
ま
た 

夜
ま
で 

だ
い
じ
な 

國
旗
を
わ
す
れ
て 

ゐ
る

も
の
も 

わ
る
い
。

一
三
〇
七
九
（
一
九
四
四
・
一
・
八
）「
と
き
の
こ
と
ば
」

勇
士
の
心

死
ぬ
ま
で 

こ
ゝ
を
ま
も
る‖

そ
し
て 
大
君
の
お
ん
た
め
に 

玉
碎

す
る
。
こ
れ
は 

前
線
將
兵
の
心
で
あ
る
。
鐵
よ
り
も 

か
た
い 

勇

士
の 

し
ん
ね
ん
で
あ
る
。
こ
と
ば
や 

文
字
で
は 
死
ぬ
と
か 

玉
砕

す
る
と
か
い
は
れ
る
が 

ほ
ん
た
う
に 

死
ぬ
こ
と
、
玉
と
く
だ
け
て 

死
ぬ
と
い
ふ
こ
と
は 

そ
ん
な
に 

た
や
す
い 

こ
と
で
は
な
い
。
前

線
の 

將
兵
は 

い
つ
も 

こ
の
か
た
い 

し
ん
ね
ん
で 

敵
と
む
か
ひ

あ
っ
て
ゐ
る
。
あ
ゝ 

玉
砕
！ 

と
大
本
營
の 

發
表
を
き
い
た
時
だ

け 

か
ん
げ
き
し
て
ゐ
た
の
で
は 

い
け
な
い
。
い
つ
も 

こ
の
勇
士

の
决
心
を 

心
に
お
い
て 

い
つ
で
も 

お
國
の
た
め
に
は 

死
ぬ 

よ

ろ
こ
ん
で 

自
分
を
す
て
る 

と
い
ふ 

か
く
ご
で 

わ
た
く
し
た
ち
は 

い
つ
も 

は
り
き
っ
て
ゐ
な
け
れ
ば 

な
ら
ぬ
。

七
―
八
．「
か
ち
い
く
さ
」　

一
三
一
一
五
（
一
九
四
四
・
二
・
十
三
）
～
一
三
二
〇
六
（
一
九
四

四
・
五
・
十
四
）　

　

五
十
七
回
に
わ
た
る
連
載
が
確
認
さ
れ
る
読
み
物
。
漢
字
ひ

ら
が
な
交
じ
り
文
で
、
よ
り
多
く
の
読
者
を
得
る
た
め
、
漢
字

使
用
は
抑
制
的
で
あ
る
。「
毎
日
新
報
」
の
「
国
語
」
欄
全
体
が

常
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
漢
字
に
ル
ビ
が
振

ら
れ
て
い
る
。

　

漢
字
表
記
の
様
相
に
つ
い
て
は
、
本
稿
五
―

八
で
も
触
れ
た

が
、
た
と
え
ば
、
以
下
に
転
載
し
た
「
か
ち
い
く
さ
」、「
あ
ゆ

む
道
」、「
抹
殺
」
を
み
る
と
、
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
字
は
「
敵
、

毎
日
毎
夜
、
戰
争
、
敵
機
、
日
本
、
飛
行
機
、
聖
戰
、
道
、
國

家
、
一
億
、
敵
米
英
、
抹
殺
、
英
米
、
三
千
年
、
神
國
、
决
心
、

力
」
だ
け
で
、
そ
の
特
徴
は
戦
争
関
連
の
語
彙
に
集
中
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
う
し
た
漢
字
と
仮
名
の
使
い
分
け
は
漢

字
の
習
得
に
お
い
て
、
言
語
内
的
な
効
率
性
や
言
語
習
得
に
お



一
一
三

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

け
る
段
階
的
方
策
に
か
か
わ
り
な
く
、
戦
時
体
制
に
関
わ
る
語

彙
を
優
先
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
朝
鮮
人
に
「
国
語
」
を
修

得
さ
せ
る
上
で
の
目
的
意
識
性
を
示
し
て
い
る
。「
か
ち
い
く

さ
」
の
文
章
は
、
敗
戦
続
き
で
追
い
詰
め
ら
れ
た
悲
壮
感
が
漂

う
も
の
で
、
空
威
張
り
の
論
調
に
終
始
し
て
い
る
。

一
三
一
一
五
（
一
九
四
四
・
二
・
十
三
）「
か
ち
い
く
さ
」

き
っ
と
か
つ

敵
は 

い
よ
〳
〵 

ま
ぢ
か
に 

せ
ま
っ
て
き
た
。
毎
日
毎
夜 

は
げ
し

い
戰
爭
が
つ
ゞ
い
て
ゐ
る
。
い
く
ら 

た
ゝ
き
お
と
さ
れ
て
も 

敵
機

は 

あ
と
か
ら 

あ
と
か
ら 

と
ん
で
く
る
。
皇
軍
が 
く
る
し
い
た
た

か
ひ
を
し
て 

ゐ
る
の
が
ま
ざ
〳
〵
と 

み
え
る
や
う
だ
。
し
か
し 

日

本
は
け
っ
し
て 

ま
け
な
い
。
こ
ち
ら
か
ら
も 

飛
行
機
は 
ど
し
〳
〵 

お
く
る
。
き
っ
と 

か
つ
に
き
ま
っ
て
ゐ
る
。
こ
ち
ら
に
は 

敵
が 
ど

ん
な
に
あ
せ
っ
て
も 

な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は 

や
ま
と
だ
ま
し

4

4

4

4

4

4

ひ4

だ
。
だ
ん
じ
て 

ま
け
な
い 

き
っ
と
か
つ 

こ
れ
が 

や
ま
と
だ
ま

し
ひ
だ
。
ど
ん
な
に 

つ
よ
い
敵
が 

せ
め
こ
ん
で
き
て
も 

び
く
と

も
し
な
い‖

き
っ
と
か
つ‖

こ
れ
が 

や
ま
と
だ
ま
し
い
だ
。
ど

ん
な
に 

つ
よ
い
敵
が 

せ
め
こ
ん
で
き
て
も 

び
く
と
も 

し
な
い‖

き
っ
と 

か
っ
て 

か
ち
ぬ
く‖

こ
れ
が 

日
本
の 

聖
戰
で
あ
る
。

一
三
一
一
八
（
一
九
四
四
・
二
・
十
六
）「
か
ち
い
く
さ
」

あ
ゆ
む
道

“
あ
ゆ
む
道
”
は 

わ
た
く
し
た
ち
の 

あ
る
く
道
で
す
。
戰
爭
の
は

じ
ま
る
ま
え
で
は 

一
億
の
も
の
が 

み
な 

そ
れ
〴
〵 

お
も
ひ
〳
〵

に 

か
っ
て
な
道
を 

あ
る
い
て
ゐ
ま
し
た
。
し
か
し
い
ま
は 

だ
れ

で
も 

あ
る
く
道
は 

た
だ 

一
つ
で
す
。
そ
れ
は
國
家
の
あ
ゆ
む
道

を 

ま
っ
し
ぐ
ら
に 

あ
ゆ
む
こ
と
で
す
。
み
ぎ
も 

ひ
だ
り
も 

み
な

い
。
う
へ
に
も 

し
た
に
も 

む
か
な
い
。
だ
ゞ 

ま
っ
す
ぐ
に 

國
家

の
道
に
そ
っ
て 

あ
ゆ
み 

つ
ゞ
け
て
ゆ
く
。
そ
れ
が 

わ
れ
〳
〵
の

い
ま 

あ
ゆ
む
み
ち
で
す
。
で
は 

そ
の
あ
ゆ
み
は 

な
に
を 

め
あ
て

に
し
て 

す
ゝ
む
の
か‖

い
ふ
ま
で
も
な
く 

い
く
さ
に 

か
つ
た
め

で
す
。
敵
米
英
を
た
ゝ
き
つ
ぶ
す 

た
め
で
す
。

一
三
一
二
一
（
一
九
四
四
・
二
・
十
九
）「
か
ち
い
く
さ
」

抹
殺



一
一
四

英
米
の 

せ
ん
さ
う
も
く
て
き
は 

日
本
を 

こ
の
せ
か
い
か
ら 

ま
っ

さ
つ
し
よ
う
と 

い
ふ
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の 

や
う
な 

な
り
あ

が
り
の 
よ
り
あ
ひ
も
の
ゝ 

あ
つ
ま
っ
た
國
な
ら 

い
つ
で
も
ま
っ

さ
つ
で
き
る
が 
三
千
年
か
ら
の 

れ
き
し
を
も
つ
神
國
が 

さ
う 

た

や
す
く 

ま
っ
さ
つ
さ
れ
る
も
の
で
な
い
。
ま
っ
さ
つ
と
は 

す
り
つ

ぶ
し
て
し
ま
ふ 

な
く
し
て
し
ま
ふ 

と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
か
ら 

ど

ん
な
に 

英
米
が 

き
ち
が
ひ
じ
み
て 

あ
わ
て
ゝ
み
て
も 

そ
れ
こ
そ 

ほ
ね
を
り
ぞ
ん
に 

き
ま
っ
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も 

敵
は 

な
か
〳
〵 

さ
う
は 

お
も
は
な
い
。
そ
こ
で
日
本
は 
あ
べ
こ
べ
に 

か
れ
ら
を 

ま
っ
さ
つ
し
て
や
る
決
心
で 

す
べ
て
の
力
を 
ま
っ
さ
つ
に
む
け
て 

た
ゝ
か
ふ
こ
と
で
す
。

一
三
一
二
二
（
一
九
四
四
・
二
・
二
十
）「
か
ち
い
く
さ
」

た
り
な
い

飛
行
機
は
、
い
く
ら
つ
く
っ
て
も 

た
り
な
い‖

敵
ア
メ
リ
カ
は 

す

ば
ら
し
い
は
や
さ
と 

力
で 

つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
に 

飛
行
機
を
つ
く
っ

て
は 

戦
場
へ
お
く
り
だ
す‖

だ
か
ら 

い
く
ら 

た
ゝ
き 

お
と
さ

れ
て
も 

こ
り
な
い
で 

ど
し
ど
し 

お
く
る
。
し
か
し 

そ
の
う
ち
に

は 

き
っ
と 

た
ね
ぎ
れ
に 

な
る
こ
と
は 

わ
か
り
き
っ
て
ゐ
る
。
な

に
し
ろ 

增
産
（
た
く
さ
ん
つ
く
る
）
と
い
う
こ
と
に
か
け
て
は 

ま

へ
か
ら 

た
く
ら
ん
で
ゐ
た
こ
と
で 

自
動
車
な
ど
は 

山
の
鑛
鐵
か

ら 

自
動
車
に 

な
る
の
に 

□
の
三
日
と
十
二
時
間 

八
十
餘
時
間
で 

で
き
る 

と
い
ふ 

は
や
わ
ざ
を 

や
っ
て
ゐ
る‖

一
分
の 

や
す
み

も
な
く 

機
械
を
は
た
ら
か
せ
る
。
日
本
は 

こ
れ
に 

ま
け
た
ら 

戰

爭
に
か
て
な
い 

と
い
ふ
こ
と
を 

か
く
ご
す
べ
き
だ
。

一
三
一
二
五
（
一
九
四
四
・
二
・
二
十
三
）「
か
ち
い
く
さ
」

追
放

追
放
と
は 

お
ひ
は
ら
ふ 

と
い
ふ
こ
と
で
す
。
わ
る
も
の
が 

き
た

ら 

お
ひ
だ
す
。
わ
る
い
病
氣
に
な
っ
た
ら 

お
ひ
は
ら
ふ
。
な
ん
に

で
も 

ど
ん
な
と
き
で
も 

よ
く
つ
か
は
れ
る 

こ
と
ば
で
す
。
だ
か

ら 

な
に
ご
と
に
よ
ら
ず 

よ
い
こ
と
に 

つ
か
は
な
い
こ
と
ば
で
す
。

戰
時
下
で
は 

米
英
を 

こ
の 

せ
か
い
か
ら 

お
ひ
は
ら
ふ
こ
と
は 

も

ち
ろ
ん
で
す
が 

わ
れ
わ
れ
は 

じ
ぶ
ん
の 

み
の
ま
は
り
か
ら 

お
ひ

は
ら
は
な
け
れ
ば 

な
ら
ぬ
も
の
が 

あ
り
ま
す
。
あ
そ
ん
だ
り 

な

ま
け
た
り
、 
ぜ
い
た
く
を 

し
た
り
、
う
ま
い
も
の
を 

ほ
し
が
っ
た



一
一
五

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

り 

す
る
や
う
な
わ
る
い
心
を 

の
こ
ら
ず
追
放
す
る
こ
と
、
そ
し
て 

あ
べ
こ
べ
に 

敵
を
マ
ー
シ
ャ
ル 

ち
か
く
か
ら 

お
ひ
は
ら
ふ
こ
と

で
す
。

一
三
一
二
八
（
一
九
四
四
・
二
・
二
十
六
）「
か
ち
い
く
さ
」

か
ま
へ

“
か
ま
へ
”
と
は 

身
が
ま
へ 
心
が
ま
へ 

な
ど
と 

ど
こ
に
も 

つ
か

は
れ
る 

こ
と
ば
で
あ
る
。
い
ま
は 
だ
れ
で
も
“
戰
爭
の
か
ま
へ
”

に 

な
ら
な
け
れ
ば 

な
ら
ぬ
と
き
で
あ
る
。
戰
爭
の
か
ま
へ 

と
は 

た
た
か
ふ
た
め
の 

し
た
く
、
用
意
で
、
ご
は
ん
を
た
べ
る
と
き
も 

晩
に
や
す
む
と
き
で
も 

戰
爭
の
た
め
だ 

敵
を
ほ
ろ
ぼ
す
た
め
だ 

と

い
ふ
こ
と
を 

か
た
と
き
も 

わ
す
れ
て
は 

な
ら
な
い
。
ど
ん
な
に 

く
る
し
く
て
も 

戰
爭
の
た
め
だ‖

戰
爭
は 

お
國
の
た
め
に 
敵
を 

う
ち
や
ぶ
る
こ
と
で 

此
の
戰
爭
に 

か
た
な
け
れ
ば 

國
も
國
民
も 

ほ
ろ
び
て 

し
ま
ふ
ば
か
り
で
な
く 

東
亞
十
億
の
も
の
が 

み
な 

ほ

ろ
び
る
の
だ
。

七
―
九
．「
せ
ん
ぢ
ん
」　

一
三
二
〇
八
（
一
九
四
四
・
五
・
十
六
）
～
一
三
二
七
五
（
一
九
四

四
・
七
・
二
十
二
）　

　

四
十
二
回
に
わ
た
る
連
載
が
確
認
さ
れ
る
読
み
物
。
漢
字
ひ

ら
が
な
交
じ
り
文
で
、
漢
字
使
用
は
抑
制
的
で
あ
る
。
第
一
三

二
〇
六
号
ま
で
連
載
さ
れ
た
「
か
ち
い
く
さ
」
を
改
題
し
た
も

の
で
、
次
に
転
載
し
た
「
戦
陣
」
は
改
題
の
こ
と
に
触
れ
て
い

る
が
、「
銃
後
も
戦
場
」
で
あ
っ
て
、「
毎
日
生
活
す
る
と
こ
ろ

も
戦
陣
と
か
わ
り
な
い
」
と
し
て
、「
銃
後
」
の
引
き
締
め
を
図

ろ
う
と
い
う
意
図
が
込
め
ら
れ
た
改
題
で
あ
る
。
こ
の
「
せ
ん

ぢ
ん
」
も
、
漢
字
表
記
は
「
か
ち
い
く
さ
」
と
同
じ
様
相
を
見

せ
て
い
る
。
下
の
「
戦
陣
」
と
い
う
文
で
漢
字
表
記
さ
れ
た
語

は
「
戦
陣
、
戦
陣
訓
、
時
局
、
陣
、
銃
後
、
戦
場
、
毎
日
、
戦

争
、
敵
、
目
、
一
億
」
だ
け
で
、
一
般
語
彙
で
あ
る
「
毎
日
、

目
」
だ
け
が
む
し
ろ
特
異
に
見
え
る
ほ
ど
で
あ
る
。

一
三
二
〇
八
（
一
九
四
四
・
五
・
十
六
）「
せ
ん
ぢ
ん
」

戰
陣



一
一
六

け
ふ
か
ら
“
か
ち
い
く
さ
”
を
“
せ
ん
ぢ
ん
”
と
あ
ら
た
め
ま
す
。

せ
ん
ぢ
ん
と
は
“
戰
陣
”
と
か
き 

戰
陣
訓
な
ど
と
い
は
れ 

み
な
さ

ん
は 
も
う
た
い
て
い 

時
局
の 

こ
と
ば
と
し
て 

し
っ
て 

を
ら
れ

る
は
ず
で
す
。
い
く
さ
の
陣
と 

い
ふ
こ
と
で 

ぐ
ん
た
い
の 

た
む

ろ
す
る
と
こ
ろ
で 
ぐ
ん
た
い
の 

を
る
と
こ
ろ
な
ど
と
い
ふ 

い
み

で
す
。
し
か
し 

い
ま
は 
銃
後
も 

戰
塲
で 

ぜ
ん
せ
ん
で 

い
く
さ

を 

す
る
と
こ
ろ
ば
か
り
が 
戰
陣
で
は
な
く 

わ
れ
わ
れ
の 

毎
日
せ

い
く
ゎ
つ
す
る 

と
こ
ろ
も 

せ
ん
ぢ
ん
と 

か
は
り
な
く 

い
つ
で
も

戰
爭
を
し 

ま
た 

敵
を 

目
の
ま
へ
に 
に
ら
み
つ
け
て
ゐ
る 

き
も

ち
で 

ゐ
な
け
れ
ば 

な
り
ま
せ
ん
。
一
億
み
な 
戰
陣
に
あ
る 

こ
こ

ろ
も
ち
で 

な
く
て
は 

な
り
ま
せ
ん
。

一
三
二
〇
九
（
一
九
四
四
・
五
・
十
七
）「
せ
ん
ぢ
ん
」

若
櫻

ワ
カ
ザ
ク
ラ
と
よ
み 

ワ
カ
サ
ク
ラ
と
よ
ん
で
は 

い
け
な
い
。
わ
か

い
櫻
で 

櫻
の
な
か
の
櫻
。
日
本
武
士
は
櫻
の
は
な
の
や
う
に 

い
さ

ま
し
く 

う
る
は
し
く 

か
ほ
り
た
か
く 

さ
い
て 

ま
た 

さ
っ
と 

う

つ
く
し
く 

ち
る
。
や
ま
と
心
も 

そ
の
と
ほ
り
で 

朝
日
に
に
ほ
ふ

山
櫻
と
い
は
れ
て
ゐ
ま
す
。
こ
の 

わ
か
ざ
く
ら
は 

青
少
年
の
軍
人

と
い
ふ
こ
と
で 

い
ま
の
青
少
年
は 

つ
ぎ
の
日
本
を
つ
ぐ
と 

い
ふ

こ
と
で
な
く 

今
日 

た
ゞ
い
ま
の 

日
本
を
ま
も
り 

敵
を
げ
き
め
つ

し 

さ
く
ら
の
や
う
に 

は
な
ば
な
し
く 

大
君
の
お
ん
た
め 

皇
國
の

た
め
に 

ち
っ
て
ゆ
く 

わ
か
ざ
く
ら
の 

い
さ
ま
し
さ
を 

た
と
へ
た 

こ
と
ば
で
あ
り 

徴
兵
合
格
者
は
、
み
な
こ
の
若
櫻
で
す
。

一
三
二
一
二
（
一
九
四
四
・
五
・
二
十
）「
せ
ん
ぢ
ん
」

決
戰
型

ケ
ッ
セ
ン
ガ
タ
と
よ
む‖

ケ
ッ
セ
ン
と
は 

か
つ
か 

ま
け
る
か
を 

き
め
る 

さ
い
ご
の 

た
た
か
ひ 

と
い
ふ
こ
と
で
あ
り 

ガ
タ
と
は 

そ

れ
が
た
め
の 

カ
タ
チ
と
い
ふ
こ
と
で 

み
な
り
も 

こ
ゝ
ろ
も 

さ
い

ご
の
た
た
か
ひ
を
す
る 

と
い
ふ 

か
た
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
と
か

く 

人
目
に 

た
ち
や
す
い 

女
の 

み
な
り
は 

モ
ン
ペ
ガ
タ
で
な
く

て
は 

な
ら
な
い
。
モ
ン
ペ
は 

下
の
は
う
ば
か
り
で
う
は
ぎ
は 

な

が
い
そ
で
な
ど 

ふ
ら
ふ
ら
さ
せ
て
ゐ
て
は 

な
ん
に
も 

な
ら
な
い
。

モ
ン
ペ
の 
う
は
ぎ
は 

つ
ゝ
そ
で
で 

な
く
て
は 

な
ら
ぬ
や
う
に 

朝

鮮
婦
人
の
チ
マ
な
ど
も 

や
は
り
筒
型
に
し
な
く
て
は 

な
ら
な
い
。



一
一
七

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

そ
れ
で
な
い
と 

は
た
ら
く
に 

ふ
べ
ん
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く 

は

り
き
っ
た 

け
っ
せ
ん
が
た
と
は 

い
へ
な
い
。
男
の
國
民
服
、
女
の

モ
ン
ペ
服
、
ケ
ッ
セ
ン
ガ
タ
は 

ぜ
ひ
や
っ
て
ほ
し
い
。

一
三
二
一
三
（
一
九
四
四
・
五
・
二
十
一
）「
せ
ん
ぢ
ん
」

ぐ
ち

ぐ
ち
と
は 

愚
痴
と
か
き 
文
字
の
う
へ
で
は 

バ
カ
と
い
ふ
字
が 

ふ

た
つ 

か
さ
な
っ
て
ゐ
る
。
魚
に
も
グ
チ
と
よ
ば
れ
る
の
が
あ
る
が
、

そ
れ
と
は 

ち
が
っ
た
わ
け
で
“
グ
チ
を
こ
ぼ
す
”
な
ど
と 

國
語
で

つ
か
は
れ
る
。
こ
と
ば
を
か
へ
る
と 

な
き
ご
と
を
い
ふ
と
い
ふ
こ

と 

た
べ
も
の
が 

た
り
な
い 

と
か
牛
肉
が
な
い
と 
い
っ
て 

な
き

ご
と
を
い
ふ
。
つ
ま
り 

グ
チ
を
こ
ぼ
す
の
で
あ
る
。
か
う
い
ふ 

こ

と
ば
は 

决
戰
生
活
に
は 

だ
ん
じ
て 

い
ら
な
い
こ
と
ば
で
あ
る
。
さ

た
う
が
な
い 

あ
ぶ
ら
が
な
い 

な
ど
と 

グ
チ
を 

こ
ぼ
し
た 
と
こ

ろ
で 

で
て
く
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
よ
り
も 

な
く
て
も 

く
ら

せ
る
决
心
を
す
る
の
が 

決
戰
生
活
で
あ
る
。

一
三
二
一
五
（
一
九
四
四
・
五
・
二
十
三
）「
せ
ん
ぢ
ん
」

内
證
話

ナ
イ
シ
ョ
ウ
バ
ナ
シ
と
は
、
ほ
か
の
人
に
は 

き
か
せ
な
い 

き
み
と 

ぼ
く
だ
け 

あ
な
た
と 

わ
た
し
だ
け
の 

話
と
い
ふ
こ
と
。
ふ
た
り

だ
け
の 

は
な
し 

ひ
み
つ
な
こ
と
の 

ば
あ
ひ
に 

つ
か
ふ
が 

ふ
つ

う
に 

ナ
イ
シ
ョ
ウ
と
は 

は
っ
き
り
い
は
ず 

ナ
イ
シ
ョ
と
い
ふ
や

う
に 

つ
か
わ
れ 

漢
字
で
は 

内
密
と
か
い
て 

ナ
イ
シ
ョ
と
い
っ
て

も
よ
い
。
し
か
し 

た
だ
し
い
こ
と
ば
か
り 

お
こ
な
は
れ
る 

と
こ

ろ
で
は 

ナ
イ
シ
ョ
や 

ひ
み
つ
な
ど 

と
い
ふ
こ
と
は
な
い
。
と
こ

ろ
が 

よ
く 

こ
そ
こ
そ 

人
に 

し
れ
な
い
や
う
に 

は
な
す
も
の
が

あ
る
。
防
諜
な
ど
に
は 

一
ば
ん 

き
ん
も
つ
な
こ
と
で 

な
に
か 

こ

そ
こ
そ 

ば
な
し 

ナ
イ
シ
ョ
に 

し
ゃ
べ
る
や
つ
は 

と
も
す
る
と 

國

の
秘
密
を 

ナ
イ
シ
ョ
で
し
ゃ
べ
る
。

七
―
十
．「
必
勝
」　

一
三
二
八
二
（
一
九
四
四
・
七
・
二
十
九
）
～
一
三
三
七
三
（
一
九

四
四
・
十
・
二
十
八
）　

　

三
十
一
回
に
わ
た
る
連
載
が
確
認
さ
れ
る
読
み
物
。
第
一
三

二
七
五
号
ま
で
連
載
さ
れ
た
「
せ
ん
ぢ
ん
」
を
改
題
し
た
も
の



一
一
八

で
あ
る
。
次
に
転
載
し
た
「
き
っ
と
か
つ
」
に
は
、「
ひ
っ
し
ょ

う
」
と
改
題
し
た
理
由
を
、「
戦
争
は
ど
う
し
て
も
勝
た
な
く
て

は
な
ら
な
く
な
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
」
と
し
て
お
り
、
戦
争

の
展
望
を
失
っ
た
日
本
の
状
況
に
対
す
る
悲
壮
感
漂
う
論
調
の

文
が
並
ん
で
い
る
。

一
三
二
七
六
（
一
九
四
四
・
七
・
二
十
三
）「
必
勝
」

き
っ
と
か
つ

こ
れ
ま
で
“
せ
ん
ぢ
ん
”
と
い
っ
た
こ
の
欄
を
“
ひ
っ
し
ょ
う
”
と

あ
ら
た
め
る
。
な
ぜ 

そ
ん
な
こ
と
を
す
る
か 
い
ふ
ま
で
も
な
く 

戰

爭
は 

も
う
ど
う
し
て
も 

か
た
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
て
き
た
か

ら
で
あ
る
。
必
勝
と
决
勝 

ど
ち
ら
も 

か
つ
こ
と
で
あ
る
が 

必
勝

は
な
に
が
な
ん
で
も 

ど
う
あ
っ
て
も 

か
た
な
く
て
は 

な
ら
な
い

と 

い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
ど
ん
な
に
敵
が
つ
よ
く
と
も 

ま
た
ど
ん
な

に
あ
ば
れ
こ
ん
で
き
て
も 

か
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
た
た
き
の
め

し
て 

グ
ウ
の
ね
（
音
）
も 

で
な
い
ま
で
に 

こ
っ
ぱ
み
じ
ん
に 

し

て
や
ら
な
け
れ
ば 

護
國
の
英
霊
に 

た
い
し
て 

ま
う
し
わ
け
が
な

い
。
国
民
は
み
な 

さ
う
お
も
っ
て
と
っ
し
ん 

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

一
三
二
八
九
（
一
九
四
四
・
八
・
五
）「
必
勝
」

負
け
ぬ

勝
つ 

は
ん
た
い
の 

こ
と
ば
は 

ま
け
る
で
あ
る
。
勝
つ
と
い
へ
ば 

負
け
な
い
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
日
本
は 

こ
れ
ま
で 

ど
ん
な 

つ

よ
い 

敵
と 

た
ゝ
か
っ
て
も 

一
ど
も 

ま
け
た 

た
め
し
は
な
い
。

た
ゝ
か
へ
ば 

き
っ
と 

か
っ
た
。
す
な
は
ち 

こ
れ
ま
で 

ま
だ 

ま

け
た 

歷
史
は
な
い
。
大
東
亞
戰
爭
は 

世
界
一
と
い
ば
っ
て
ゐ
た 

大

國
の 

英
米
を 

む
か
ふ
に
ま
は
し
て 

た
ゝ
か
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る

か
ら 

な
か
〳
〵 

戰
爭
も 

ら
く
で
は
な
い
。
皇
軍
將
兵
の 

苦
戰
は 

一
と
ほ
り
で
は
な
い
が 

け
っ
し
て 

ま
け
は
し
な
い
。
か
な
ら
ず 

勝

つ
に 

き
ま
っ
て
ゐ
る
が 

敵
も
な
か
〳
〵 

よ
わ
く
な
い
か
ら 

だ
ん

じ
て 

負
け
な
い
。
き
っ
と 

勝
つ
と
ぐ
わ
ん
ば
ら
な
け
れ
ば 

な
ら

ぬ
。

一
三
二
九
〇
（
一
九
四
四
・
八
・
六
）「
必
勝
」

興
亡

興
は 
お
こ
る 

亡
は
ホ
ロ
ビ
ル
と
い
ふ
わ
け
。
興
亡
と
い
ふ
と
き
は 

お
こ
る
か
な
く
な
る
か
と 

い
ふ
こ
と
で 

戰
爭
で
は 

勝
つ
か 

ま
け



一
一
九

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

る
か
と 

い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
戰
爭
は
國
の
興
亡
を
か
け
た 

重

大
戰
で
あ
る
。
ま
け
た
ら 

國
は
な
く
な
り 

日
本
人
も
ほ
ろ
び
る
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
は 

も
う
一
億
の
だ
れ
で
も 

し
ら
ぬ
も
の
は
な
い
。

け
れ
ど
も 
み
ん
な
の
一
人
一
人
が 

じ
ぶ
ん
と
い
ふ
も
の
を 

す
て

て
た
た
か
ふ
の
で 
な
く
て
は 

ど
ん
な
こ
と
に 

な
る
か 

そ
れ
を 

か

ん
が
へ
る
と
き
は 

ど
ん
な
こ
と
が
身
の
ま
は
り
に 

ふ
り
か
か
っ
て

き
て
も 

び
く
と
も
し
な
い 
か
く
ご
で 

た
だ
戰
爭
に 

か
つ
た
め
だ

と
し
の
ん
で 

た
た
か
ひ
つ
づ
け
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
。

一
三
二
九
三
（
一
九
四
四
・
八
・
九
）「
必
勝
」

七
生

人
間
は 

か
な
ら
ず
一
ど
は
死
ぬ
。
生
き
が
ひ
の
あ
る
人
間
と
し
て 

い
き
ぬ
く
と 

お
な
じ
や
う
に 

死
ぬ
と
き
も 

死
に
が
ひ
の
あ
る 
死

に
か
た
を 

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
お
國
の
た
め
に 

め
い
よ
あ
る
死

に
か
た
、
つ
ま
り
戰
死
す
る
の
は 

ま
っ
た
く 

死
に
が
ひ
の
あ
る
り

っ
ぱ
な 

死
に
か
た
と
い
ふ
も
の
で
あ
る
。
し
か
も 

大
楠
公
の
や
う

に 

忠
誠
を
つ
く
し
て
死
ん
で
も 

な
ほ 

忠
義
の
た
ま
し
ひ
は 

七
た

び
も
う
ま
れ
か
は
っ
て 

皇
國
を
ま
も
る 

と
い
っ
て
ゐ
る
。
か
う
い

う
の
を
“
七
生
報
國
”
と 

い
は
れ
る
。
七
と
い
ふ
の
は 

七
へ
ん
と 

き
ま
っ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
。
な
ん
べ
ん
も 

い
き
か
は
り 

死
に
か

は
り
と 

い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

八
．「
マ
チ
ガ
ヘ
ヤ
ス
イ
國
語
」

一
三
三
四
五
（
一
九
四
四
・
九
・
三
十
）
～
一
三
三
七
三
（
一
九
四

四
・
十
・
二
十
八
）　

　

日
本
語
と
朝
鮮
語
の
動
詞
の
語
義
の
幅
の
相
違
か
ら
、
朝
鮮

語
か
ら
の
意
味
干
渉
を
受
け
た
日
本
語
の
誤
用
例
を
取
り
上
げ

て
い
る
。
掲
載
回
数
は
八
回
だ
け
で
、「
国
語
」
欄
の
消
滅
と
共

に
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
日
本
語
と
朝
鮮
語
の
対
照
は
、

当
時
優
位
言
語
と
し
て
振
る
舞
っ
て
い
た
「
国
語
」
に
対
し
て
、

朝
鮮
語
を
対
等
の
位
置
で
論
じ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

一
三
三
四
五
（
一
九
四
四
・
九
・
三
十
）「
マ
チ
ガ
ヘ
ヤ
ス
イ
国
語
」

물
을 
먹
엇
습
니
다

〇
ミ
ヅ
ヲ 
ノ
ミ
マ
シ
タ



一
二
〇

×
ミ
ヅ
ヲ 

タ
ベ
マ
シ
タ

一
三
三
四
九
（
一
九
四
四
・
十
・
四
）「
マ
チ
ガ
ヘ
ヤ
ス
イ
国
語
」

좀 

비
켜
주
십
시
요

〇
チ
ョ
ッ
ト
ノ
イ
テ
ク
ダ
サ
イ

×
チ
ョ
ッ
ト 

ノ
ケ
テ
ク
ダ
サ
イ

一
三
三
五
二
（
一
九
四
四
・
十
・
七
）「
マ
チ
ガ
ヘ
ヤ
ス
イ
国
語
」

안
경
을 

썻
습
니
다

〇
メ
ガ
ネ
ヲ 

カ
ケ
テ
ヰ
マ
ス

×
メ
ガ
ネ
ヲ 

カ
ブ
ッ
テ 

ヰ
マ
ス

一
三
三
五
六
（
一
九
四
四
・
十
・
十
一
）「
マ
チ
ガ
ヘ
ヤ
ス
イ
国
語
」

우
산
을 

쓰
고 

가
십
시
요

〇
カ
サ
ヲ
サ
シ
テ 

ユ
キ
ナ
サ
イ

×
カ
サ
ヲ 

カ
ブ
ッ
テ 

ユ
キ
ナ
サ
イ

一
三
三
五
九
（
一
九
四
四
・
十
・
十
四
）「
マ
チ
ガ
ヘ
ヤ
ス
イ
国
語
」

밥
을 

짓
습
니
다

マ
ル
ゴ
ハ
ン
ヲ 

タ
イ
テ
ヰ
マ
ス

×
ゴ
ハ
ン
ヲ 

ツ
ク
ッ
テ
ヰ
マ
ス

一
三
三
六
二
（
一
九
四
四
・
十
・
十
七
）「
マ
チ
ガ
ヘ
ヤ
ス
イ
国
語
」

밥
을 

짓
습
니
다

マ
ル
ゴ
ハ
ン
ヲ 

タ
イ
テ
ヰ
マ
ス

×
ゴ
ハ
ン
ヲ 

ツ
ク
ッ
テ
ヰ
マ
ス

［
一
三
三
五
九
と
同
じ
内
容
］

一
三
三
六
三
（
一
九
四
四
・
十
・
十
八
）「
マ
チ
ガ
ヘ
ヤ
ス
イ
国
語
」

전
화
를 

거
십
시
요

〇
デ
ン
ワ
ヲ　

カ
ケ
ナ
サ
イ

×
デ
ン
ワ
ヲ　

シ
ナ
サ
イ

一
三
三
七
三
（
一
九
四
四
・
十
・
二
十
八
）「
マ
チ
ガ
ヘ
ヤ
ス
イ
国

語
」

전
등
불
이 
왓
습
니
다



一
二
一

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

〇
デ
ン
ト
ウ
ガ　

ツ
キ
マ
シ
タ

×
デ
ン
ト
ウ
ガ
キ
マ
シ
タ

전
화
를 
거
십
시
요

九
．
そ
の
他
の
記
事
な
ど

九
―
一
．「
軍
事
」　

一
二
九
六
六
（
一
九
四
三
・
九
・
十
五
）
～
一
二
九
七
二
（
一
九
四

三
・
九
・
二
十
一
）　

　

一
二
九
六
六
（
一
九
四
三
・
九
・
十
五
、
監
視
艇
）、
一
二
九

六
八
（
一
九
四
三
・
九
・
十
七
、
應
召
の
心
得
）
一
二
九
六
九

（
一
九
四
三
・
九
・
十
八
、
召
集
の
種
類
）、
一
二
九
七
〇
（
一

九
四
三
・
九
・
十
九
、
簡
閲
點
呼
）、
一
二
九
七
二
（
一
九
四

三
・
九
・
二
十
一
一
、
簡
閲
點
呼
）
の
五
回
だ
け
掲
載
さ
れ
た

軍
事
関
連
の
読
み
物
。
漢
字
ひ
ら
が
な
交
じ
り
文
で
、
漢
字
の

使
用
は
一
般
の
日
本
語
新
聞
レ
ベ
ル
か
、
若
干
そ
れ
よ
り
漢
字

使
用
が
少
な
い
程
度
。

一
二
九
六
六
（
一
九
四
三
・
九
・
十
五
）「
軍
事
」

監
視
艇

大
平
洋
の 

怒
濤
の
中
で 

活
躍
す
る 

監
視
艇
は 

わ
が
本
土
を 

敵

の 

空
襲
か
ら
守
る
目
で
す
。
速
力
も
早
く
な
く 

ま
た
乘
組
員
も 

〇

名
位
で
す
が
、
晝
も
夜
も 

空
を
に
ら
ん
で 

頑
張
っ
て
ゐ
ま
す
。
そ

し
て 

敵
機
の
空
襲
を 

う
け
る
こ
と
も
あ
れ
ば 

敵
潜
水
艦
の 

攻
擊

を 

う
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し 

監
視
艇
は 

ど
ん
な
不
自

由
を 

し
の
ん
で
も 

ど
ん
な 

危
險
に
あ
っ
て
も 

一
心
に
な
っ
て 

お

國
を
守
っ
て 

ゐ
ま
す
。
監
視
艇
の 

勇
士
に
慰
問
袋
を
送
っ
て 

慰

め
て 

あ
げ
ま
せ
う
。

九
―
二
．「
飛
行
機
と
少
年
飛
行
兵
」　

一
二
九
七
五
（
一
九
四
三
・
九
・
二
十
三
）
～
一
二
九
八
八
（
一
九

四
三
・
十
・
七
）　

　

朝
鮮
軍
報
道
部
中
川
大
尉
が
青
少
年
に
向
け
た
講
話
。
十
二

回
連
載
さ
れ
て
い
る
。



一
二
二

九
―
三
．「
健
兵
の
母
姉
へ 

小
磯
總
督
の
膳お

く
り
も
の物」

一
二
三
〇
八
九
（
一
九
四
四
年
・
一
・
十
八
～
一
三
〇
九
九
（
一
九

四
四
・
一
・
二
十
八
）　

　

八
回
連
載
。
小
磯
朝
鮮
総
督
か
ら
朝
鮮
青
年
の
母
や
姉
に
与

え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
か
た
ち
を
と
っ
た
文
で
あ
る
。
息
子
や
兄

を
戦
場
に
取
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
て
抵
抗
の
意
志
を
示
し
て
い

た
母
姉
を
説
き
伏
せ
る
意
図
の
も
と
に
連
載
さ
れ
た
も
の
。

九
―
四
．
連
載
小
説
欄

　

次
の
読
み
物
が
連
載
さ
れ
て
い
る
。

　
「
海
國
魂
」　

一
三
〇
七
八
（
一
九
四
四
・
一
・
七
）
～
一
三
一
〇
三
（
一
九
四

四
・
二
・
一
）　

　

来
栖
ま
す
を
作　

十
九
回
連
載

　
「
船
長
自
刃
」　

一
三
一
〇
四
（
一
九
四
四
・
二
・
二
）
～
一
三
一
二
九
（
一
九
四

四
・
二
・
二
十
七
）　

　

坪
内
襄
二
作　

十
八
回
連
載

　
「
撃
沈
」　

一
三
一
三
一
（
一
九
四
四
・
二
・
二
十
九
）
～
一
三
一
五
九
（
一
九

四
四
・
三
・
二
十
八
）　

　

松
岡
ゆ
づ
る
作
・
金
村
武
雄
画
。
二
十
一
回
連
載

　
「
日
日
ノ
戰
ヒ
」　

一
三
一
六
〇
（
一
九
四
四
・
三
・
二
十
九
）
～
一
三
二
一
五
（
一
九

四
四
・
五
・
二
十
三
）　

　

陸
軍
中
将
波
田
重　

三
八
回
連
載

　
「
冒
険
少
年
」　

一
三
一
七
七
（
一
九
四
四
・
四
・
十
三
）
～
一
三
二
一
九
（
一
九
四

四
・
五
・
二
十
七
）　

　

高
島
の
ぼ
る
作　

三
十
回
連
載

　
「
だ
れ
に
も
よ
く
わ
か
る　

日
本
歷
史
」　

一
三
二
二
〇
（
一
九
四
四
・
五
・
二
十
八
）
～
一
三
三
五
九
（
一
九

四
四
・
十
・
十
四
）　

　

小
野
寛
著
・
金
村
武
雄
画　

七
一
回
連
載



一
二
三

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

九
―
五
．
四
コ
マ
漫
画

（
一
）「
방
울
이
実
踐
」　

一
二
九
六
六
（
一
九
四
三
・
九
・
十
五
）
～
一
二
九
八
二
（
一
九
四

三
・
十
・
一
）　

　

著
者
名
は
「
東
周
画
」
と
あ
る
の
で
、「
東
周
」
か
？
。
十
四

回
掲
載
さ
れ
、
日
本
語
吹
き
出
し
の
朝
鮮
語
訳
が
各
コ
マ
の
右

側
に
書
か
れ
て
い
る
。

（
二
）「
鈴
男
の
実
踐
」　

一
二
九
八
三
（
一
九
四
三
・
十
・
二
）
～
一
三
〇
七
〇
（
一
九
四

三
・
十
二
・
二
十
九
）　

　

著
者
名
は
「
東
周
画
」
と
あ
る
の
で
、「
東
周
」
か
？
。
四
十

七
回
掲
載
さ
れ
、
日
本
語
吹
き
出
し
の
朝
鮮
語
訳
が
各
コ
マ
の

右
側
に
書
か
れ
て
い
る
。

九
―
六
．「
座
右
銘
」

一
二
九
九
三
（
一
九
四
三
・
十
・
十
二
）
～
（
一
九
四
四
・
十
・
二

十
八
）　

　

第
一
二
九
九
三
号
お
よ
び
第
一
二
九
九
四
号
の
第
四
面
に
、

「
座
右
銘
」
を
連
載
す
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
て
い

る
。「
座
右
銘
」
は
、「
国
語
」
欄
が
無
く
な
る
時
ま
で
、
ほ
ぼ

毎
号
掲
載
さ
れ
た
。
一
九
四
三
年
に
日
本
文
学
報
国
会
で
定
め

ら
れ
た
こ
の
座
右
銘
は
、
一
九
四
四
年
に
朝
日
新
聞
社
か
ら
『
定

本
国
民
座
右
銘
』
と
い
う
書
名
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。

一
二
九
九
三
（
一
九
四
三
・
十
・
十
二
）

座
右
銘

“
座
右
銘
” 

ざ
い
う
の
め
い
と
よ
む
座
右
と
は
、
す
は
っ
て
ゐ
る 

右

が
は
で 

銘
と
は
人
の
こ
と
ば
や 

お
こ
な
ひ
の
い
ま
し
め
と 

す
る

も
の
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
ん
ど 

日
本
文
學
報
國
會
で
、
一
年

の 

毎
日
毎
日
、
か
ん
が
へ
て
、
自
分
の 

お
こ
な
ひ
や 

こ
と
ば
を

た
だ
し
く 

す
る
や
う
に
と
、
そ
の 

座
右
銘
と
い
う
も
の
が 

で
き

ま
し
た
。
こ
れ
は 

む
か
し
の
、
え
ら
い
人
、
た
だ
し
い
人
、
お
國

の
た
め
に 

つ
く
し
た 

人
た
ち
が 

の
こ
さ
れ
た 

あ
り
が
た
い 

こ

と
ば
ば
か
り
で 

で
き
て
ゐ
ま
す
。
じ
ぶ
ん
は
、
ま
ち
が
っ
た 

お
こ

な
ひ
や
、
こ
と
ば
は 

つ
か
っ
て
は
な
い
、
と
い
っ
て
も 

な
か
な
か 



一
二
四

さ
う
は
ゆ
か
な
い
、
こ
れ
か
ら 

毎
日
一
つ
づ
つ 

こ
ゝ
に
か
き
ま
す
。

そ
の
日 
そ
の
日
を 

わ
す
れ
ず
に 

一
億
の
も
の
は
、
心
の
な
か
で 

よ
く
よ
み
お
ぼ
え
て 

く
だ
さ
い
。

一
二
九
九
四
（
一
九
四
三
・
十
・
十
三
）

座
右
銘

こ
ん
ど 

え
ら
ば
れ
た 

座
右
銘
は 
一
日
一
言
と 

い
っ
て
、
一
日
に 

一
つ
づ
つ
の
こ
と
ば
で
、
一
年
の
日
か
ず
に 

あ
は
せ
て 

三
百
六
十

六
あ
る
。
九
月
の
三
十
日
に 

は
っ
ぺ
う
に
な
っ
た
も
の
で 

あ
る
か

ら 

年
の 

は
じ
め
か
ら 

と
い
ふ
わ
け
に
は 
ゆ
か
な
い
。
さ
し
あ
た

り 

十
月
の
ぶ
ん
か
ら
一
つ
づ
つ 

か
き
ま
す
が 
そ
れ
も 

も
う 

な

ん
に
ち
か 

す
ぎ
ま
し
た
の
で
、
し
き
ん
の 

も
の
を 
一
つ
二
つ
か

き 

時
局
へ
の 

心
が
ま
へ
を
、
さ
ら
に 

よ
び
お
こ
す
や
う
に 
す
る

た
め
、
あ
す
は 

山
本
五
十
六
元
帥
の 

こ
の
世
に 

の
こ
さ
れ
た 
お

こ
と
ば
を 

お
つ
た
へ
す
る
。

一
二
九
九
七
（
一
九
四
三
・
十
・
十
五
）

座
右
銘

わ
か
い
い
の
ち

“
今
の
若
い
者
は
”
な
ど
ゝ 

口
幅
っ
た
き
こ
と
は 

申
す
ま
じ
”

　
　
　
　
　
　
　

 

山
本
五
十
六
元
帥

　

昔
の
人
は 

よ
く 

若
い
も
の
た
ち
を 

か
う
い
っ
て
ば
か
に
し
た

が
、
今
日
は 

若
い
青
少
年
が
國
を
ま
も
る
の
だ
、
と
ほ
め
ら
れ
た

こ
と
、
口
幅
っ
た
き
は
、
な
ま
い
き
な
言
。

一
二
九
九
七
（
一
九
四
三
・
十
・
十
五
）

座
右
銘

護
國
の
神
靈

“
護
國
の　

神
靈
と
し
て　

悠
久
の
大
義
に　

生
く　

快
な
る
か
な
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
保
代
部
隊
長
遺
書

　

命
を
す
て　

神
の　

靈
と
な
っ
て　

い
つ
ま
で
も　

お
國
を
ま
も

っ
て
ゆ
く　

な
ん
と　

男
子
と
し
て　

愉
快
な
事
で
は
な
い
か
。

こ
う
し
た
「
座
右
銘
」
は
、「
毎
日
新
報
」
四
面
の
「
国
語
」
欄

が
無
く
な
る
時
ま
で
、
毎
号
掲
載
さ
れ
て
い
た
。



一
二
五

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

九
―
七
．
標
語
（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）

　

縦
二
段
、
横
七
行
か
ら
九
行
分
ほ
ど
の
サ
イ
ズ
の
枠
の
中
に

標
語
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
初
出
は
一
九
四
二
年
十
二
月
三
十

日
の
紙
面
に
載
せ
ら
れ
た
「
ヒ
ト
リ 

ヒ
ト
リ
ガ 

ミ
ク
ニ
ノ 

ハ

シ
ラ
」
だ
っ
た
。
掲
載
さ
れ
た
標
語
は
七
十
三
種
類
が
確
認
さ

れ
た
。
以
下
の
標
語
は
そ
の
一
部
で
あ
る
。

け
ふ
も
决
戰 

あ
す
も
决
戰 12723
（1943.1.14

）

ス
パ
イ
ワ 

ド
コ
ニ 

ジ
ブ
ン
ノ 

ク
チ
ニ 12766

（1943.2.26

）

そ
ら
に 

ふ
た
な
し 

し
た
か
ら 

ぼ
う
ぎ
ょ 12799

（1943.3.31

）

心
せ
よ 

な
い
し
ょ
話
が 

う
み
こ
え
る 12819
（1943.4.21

）

た
へ
ぬ
く 

一
億 

か
ち
ぬ
く 

日
本 12835

（1943.5.7
）

な
が
し
た 

あ
せ
を 

な
が
さ
ぬ 

ち
ょ
き
ん 12840

（1943.5.12
）

虫
歯 

金
歯
は 

な
い
の
が 

じ
ま
ん 12866

（1943.6.7

）

せ
つ
ま
い
は 

ま
い
に
ち 

で
き
る 

ご
ほ
う
こ
う 12947

（1943.8.27

）

頑
張
れ
！ 

ワ
シ
ン
ト
ン
に 

白
旗 

あ
が
る
ま
で 13268

（1944.7.15

）

オ
ホ
ギ
ミ
ヘ 

マ
モ
リ
育
テ
ヨ 

ヨ
イ 

コ
ド
モ 13272

（1944.7.19

）

に
く
を 

き
ら
し
て 

ほ
ね
を 

き
れ
！ 13283

（1944.7.30

）

空
襲
だ
！ 

水
だ 

バ
ケ
ツ
だ 

ひ
た
ゝ
き 

砂
だ 13314

（1944.8.30

）

鬼
畜 

米
英
！ 

撃
ち
撃
ち
て 

う
ち
て
し 

や
ま
ん 13321

（1944.9.6

）

お
わ
り
に

　

以
上
、
朝
鮮
総
督
府
の
朝
鮮
語
版
機
関
紙
「
毎
日
新
報
」
に

掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
に
つ
い
て
、
主
に
「
国
語
」
教
材
に

焦
点
を
当
て
て
全
体
を
概
観
し
た
。

　
「
国
語
」
欄
は
、
一
九
三
九
年
七
月
二
十
二
日
の
紙
面
に
、

「
曙
だ
よ
り
」
と
題
し
た
ベ
タ
組
の
ほ
ん
の
小
さ
な
記
事
か
ら
始

ま
っ
た
。
そ
の
後
、
徐
々
に
「
国
語
」
欄
の
紙
面
が
拡
大
し
て

い
っ
た
。
朝
鮮
に
お
け
る
徴
兵
制
施
行
計
画
の
発
表
（
一
九
四

二
年
五
月
九
日
）
と
と
も
に
展
開
さ
れ
始
め
た
「
国
語
全
解
・

国
語
常
用
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、「
毎
日
新
報
」
に
「
国
語
毎

新
」
欄
が
設
け
ら
れ
、
更
に
一
九
四
三
年
九
月
か
ら
は
第
四
面

全
体
を
「
国
語
」
面
と
す
る
拡
充
を
見
る
に
至
っ
た
。

　

本
稿
附
録
で
紹
介
し
た
「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」（
一
九
四
三
年

九
月
～
一
九
四
四
年
一
月
）、
及
び
こ
れ
に
続
い
て
連
載
さ
れ
た



一
二
六

「
国
語
」
教
材
「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」（
一
九
四
四
年
一
月
～
一

九
四
四
年
十
月
）
は
、
戦
時
総
動
員
体
制
に
朝
鮮
民
衆
を
か
り

立
て
る
内
容
の
文
章
を
多
く
載
せ
て
い
る
。
教
科
書
の
よ
う
な

単
行
本
教
材
と
紙
上
教
材
の
特
徴
的
な
相
違
点
は
、
紙
上
教
材

は
日
々
の
時
代
状
況
に
合
わ
せ
た
内
容
を
取
り
扱
え
る
と
い
う

と
こ
ろ
に
あ
る
。「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」
が
連
載
さ
れ
た
当
時
、

陸
軍
特
別
志
願
兵
制
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
一
九
四
三
年
十
一

月
七
日
か
ら
志
願
締
切
日
の
十
一
月
二
十
日
ま
で
、
連
日
志
願

を
求
め
る
「
国
語
」
教
材
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
そ

の
一
例
で
あ
る
。
十
一
月
二
十
日
付
け
「
毎
日
新
報
」
の
「
国

語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」
で
は
、「
締
切
日
」
と
題
し
て
、
志
願
を
促
す

対
話
文
が
掲
載
さ
れ
（
本
稿
附
録
一
を
参
照
の
こ
と
）、
ま
た
同

じ
紙
面
に
、
次
の
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

一
三
〇
三
一
（
一
九
四
三
・
十
一
・
二
十
）　

さ
あ
、
最
後
の
一
日
だ
｜
學
徒
よ
、
も
う 

考
へ
る
余
地
は 

な
い
ぞ

　

か
ん
げ
き
の 

あ
ら
し
で 

む
か
へ
ら
れ
た 

志
願
兵
の 

し
め

き
り
の
日
も 

い
よ
〳
〵 

今
日
に 

せ
ま
り
ま
し
た
。
半
島
學
生

の 

み
な
さ
ん
、
み
な
さ
ん
の 

な
か
に
は 

ま
だ 

あ
れ
こ
れ
と 

た
め
ら
っ
て 

志
願
し
な
い
人
が 

を
り
ま
す
か
。
さ
う
だ
と
す

れ
ば 

み
な
さ
ん
は 

な
に
を 

か
ん
が
へ
て 

ゐ
る
の
で
せ
う
。
み

な
さ
ん
の 

父
兄
は 

一
月
と
い
ふ 

な
が
い
あ
ひ
だ 

み
な
さ
ん

に 

こ
ん
〳
〵
と 

と
き 

き
か
せ
、
お
な
じ
敎
室
で 

か
た
を 

な

ら
べ
て 

學
ん
で
ゐ
た 

み
な
さ
ん
の 

と
も
だ
ち
は 

ほ
と
ん
ど 

ぜ
ん
ぶ 

祖
國
の 

た
め
に 

か
ん
ぜ
ん
と 

た
ち
あ
が
っ
て 

今
は 

敵
げ
き
め
つ
の 

决
戰
塲
へ 

お
も
む
く 

は
れ
の
日
を 

ま
っ
て 

ゐ
る
ば
か
り
で
す
。
こ
れ
ら
の 

ゆ
う
か
ん
な 

と
も
だ
ち
と 

い

ま
だ
に 

た
め
ら
っ
て
ゐ
る 

み
な
さ
ん
自
身
と
を 

く
ら
べ
て
み

て 

く
だ
さ
い
。
ま
た 

み
な
さ
ん
を 

ひ
け
ふ
も
の
と 

し
て 

ま

っ
て
ゐ
る 

み
な
さ
ん
の 

將
來
を 

お
も
ひ 

ゑ
が
い
て 

み
て
く

だ
さ
い
。
じ
ぶ
ん
を 

い
か
す 

た
め
に
も 

み
な
さ
ん
は 

こ
の 

さ
い
ご
の
日
に 

た
ち
あ
が
ら
な
け
れ
ば 

な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
顕
著
な
例
か
ら
よ
く
分
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期

の
朝
鮮
に
お
け
る
「
国
語
普
及
」
運
動
は
、
朝
鮮
民
衆
を
戦
時

総
動
員
体
制
に
繰
り
込
む
た
め
の
思
想
統
制
を
意
図
し
た
も
の



一
二
七

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

だ
っ
た
。

　

本
稿
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、「
毎
日
新
報
」
に
掲
載
さ
れ
た

「
国
語
」
紙
上
教
材
に
は
、
日
本
語
本
文
と
と
も
に
、
朝
鮮
語
対

訳
が
付
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
学
校
教
育
か
ら
朝
鮮
語
科
目
が

排
除
さ
れ
、
学
校
で
朝
鮮
語
の
読
み
書
き
を
学
ぶ
機
会
が
剥
奪

さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
、「
毎
日
新
報
」
に
連
載
さ
れ
た
日

朝
対
訳
形
式
の
「
国
語
普
及
」
教
材
は
、
朝
鮮
語
の
読
み
書
き

能
力
を
高
め
る
う
え
で
も
役
立
て
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
と
、
筆
者

は
考
え
て
い
る
。
朝
鮮
語
使
用
に
対
す
る
抑
圧
が
強
ま
っ
て
い

た
当
時
、「
毎
日
新
報
」
の
編
集
者
た
ち
が
「
国
語
普
及
」
教
材

の
こ
う
し
た
隠
れ
蓑
的
活
用
法
に
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
筈
は

な
く
、
民
族
語
を
窒
息
さ
せ
よ
う
と
す
る
植
民
地
支
配
に
対
し

て
、
消
極
的
方
法
で
は
あ
れ
抵
抗
し
続
け
た
姿
を
見
出
す
こ
と

が
出
来
る
だ
ろ
う
。

　

本
稿
で
紹
介
し
た
資
料
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
戦
争
期
の
「
国
語
」
教
育
は
皇
国
臣
民
化
教
育
の
骨
幹

を
な
し
、
朝
鮮
民
衆
の
主
体
性
は
全
く
無
視
さ
れ
て
い
た
。
こ

う
し
た
「
国
語
」
教
育
の
経
験
は
、
解
放
後
の
朝
鮮
民
族
に
対

し
て
、
日
本
語
を
一
つ
の
「
外
国
語
」
と
し
て
位
置
付
け
難
く

す
る
心
情
を
抱
か
せ
続
け
た
。

　

朝
鮮
総
督
府
が
編
纂
し
た
学
校
教
育
用
「
国
語
」
教
材
の
分

析
・
研
究
に
加
え
、
本
稿
で
概
観
し
た
社
会
教
育
に
お
け
る
「
国

語
」
教
材
の
分
析
・
研
究
も
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
に

お
け
る
植
民
地
言
語
教
育
の
様
相
を
、
よ
り
明
ら
か
に
し
得
る

だ
ろ
う
。

主
要
参
考
文
献

李
鍊
（
二
〇
一
三
）『
일
제
강
점
기 

조
선
언
론 

통
제
사
』、
박
영
사

熊
谷
明
泰
（
二
〇
〇
四
）『
朝
鮮
総
督
府
の
「
国
語
」
政
策
資
料
』、
関

西
大
学
出
版
部

毎
日
新
報
社
「
国
民
新
報
」（
復
刻
版
、
全
九
冊
、
二
〇
〇
九
、
청
운
）

景
仁
文
化
社
（
一
九
八
九
）『
毎
日
申
（
新
）
報　

一
九
一
〇
・
八
～

一
九
四
五
・
八
』（
全
八
十
五
冊
）



一
二
八

附
録
：
「
毎
日
新
報
」
記
事
抜
粋

資
料
一
．「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

　
「
毎
日
新
報
」
の
「
国
語
」
欄
か
ら
の
転
載
に
当
た
り
、
文
字
表

記
、
分
か
ち
書
き
な
ど
を
原
典
通
り
に
写
す
よ
う
に
心
掛
け
た
。
た

だ
、
本
稿
「
は
じ
め
に
」
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、「
毎
日
新
報
」
で

は
ᄊ
以
外
の
濃
音
字
の
表
記
は
、
筆
者
が
見
る
限
り
一
つ
の
例
外
も

な
く
「
ᄭ 

ᄯ 

ᄲ 

ᄶ
」
の
よ
う
に
合
用
並
書
さ
れ
て
い
る
が
、
本

稿
で
は
朝
鮮
文
字
入
力
の
都
合
上
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
「
ᄁ 

ᄄ 

ᄈ 

ᄍ
」
の
よ
う
に
各
自
並
書
に
置
き
換
え
て
示
し
た
。

　

ま
た
、「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」
で
は
、
す
べ
て
の
記
述
に
お
い
て
、

朝
鮮
文
字
を
用
い
て
日
本
語
音
を
ル
ビ
の
形
で
表
記
し
、
日
本
語
に

対
す
る
朝
鮮
語
対
訳
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
こ
の
ル
ビ
と

朝
鮮
語
対
訳
は
初
め
の
方
だ
け
記
載
し
、
そ
の
後
の
部
分
は
省
略
し

た
。。
角
括
弧
（［　

］）
内
の
記
述
は
筆
者
に
よ
る
注
記
。
記
号

「‖

」「
｜
」
は
、
読
み
や
す
さ
の
便
宜
を
考
え
、
転
載
に
あ
た
っ
て

筆
者
が
書
き
加
え
た
も
の
。

一
二
九
六
五
（
一
九
四
三
・
九
・
十
四
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

バ보

―

꾸

―

엔

 

슈

―

ウ
ク
ウ
エ
ン
シ
フ
（
방
공
연
습
）［
防
空
演
習
］

イ이

마

카

라

マ
カ
ラ|

バ보

―

꾸

―

ウ
ク
ウ
エ엔

 

슈

―

오

ン
シ
フ
ヲ 

ハ하

지

메

마

스

ジ
メ
マ
ス

　
（
지
금
부
티 

방
공
연
습 

시
작
합
니
다
）

モ몬

페
ン
ヘ
［
ペ
の
誤
植
］ 

ボ보

―

시

ウ
シ 

テ데

부

꾸

로

ブ
ク
ロ 

サ상

까

꾸

신

ン
カ
ク
キ
ン 

タ다

오

루

オ
ル 

ミ미

나ナ 

ソ소

로

이

마

시

다

가

ロ
ヒ
マ
シ
タ
カ

　
（
몸
페 

모
자 

장
갑 

삼
각
건 

수
건 

다 

가
추
엇
습
니
다マ

マ

）

ハ하

이イ 

ミ미

나ナ 

ソ소

로

이

마

시

다

ロ
ヒ
マ
シ
タ

　
（
네 

다 

가
추
엇
습
니
다
）

セ쇼

―

이

단

ウ
イ
ダ
ン
［
焼
夷
弾
］
ニ니

와ハ 

ユ유

시

쇼

―

이

단

 

シ
セ
ウ
イ
ダ
ン
［
油
脂
焼
夷

弾
］
ト또 

ワ오

―

린

 

ウ
リ
ン 

セ쇼

―

이

단

 

ウ
イ
ダ
ン
［
黃
燐
焼
夷
弾
］
ガ가 

ア아

리

마

스

네

リ
マ
ス
ネ

　
（
소
이
탄
에
는 

유
지
소
이
탄
과 

황
린
소
이
탄
이 

잇
지
요
）

ハ하

이イ 

サ소

―

데

스

ウ
デ
ス

　
（
네 

그
럿
습
니
다
）

「
ユ유

시

쇼

―

이

단

 

シ
セ
ウ
イ
ダ
ン 

ラ락

까

ク
カ
［
落
下
］」
ノ노 

ト도

끼

니

와

キ
ニ
ハ 

ド도

―

시

마

스

까

ウ
シ
マ
ス
カ

　
（
유
지
소
이
탄
이 

떠
러
진 

때
에
는 

어
떠
케 

합
니
가マ

マ

）



一
二
九

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

ヌ누

레

다

レ
タ|

ム무

시

로

오

シ
ロ
ヲ 

カ가

부

세

ブ
セ 

ス스

나

오

ナ
ヲ 

カ가

부

세

ブ
セ 

ソ소

노

쓰

기

니

ノ
ツ
ギ
ニ 

ミ미

즈

오

ヅ
ヲ 

カ가

케

마

스

ケ
マ
ス

　
（
저
즌 
가
마
니
를 

덥
고 

모
래
로 

덥
고 

그|

다
음
에
는 

물

을 

끼
언
습
니
다
）

サ소

―

데

스

ウ
デ
ス 

モ모

―

히

도

쓰

ウ
ヒ
ト
ツ 

ワ오

―

린

 

쇼

―

이

단

 

가

ウ
リ
ン
セ
ウ
イ
ダ
ン
ガ|

ア아

리

마

스

네

リ
マ
ス
ネ

∥
ソ소

노

토

끼

와

ノ
ト
キ
ニ
ハ 
ド도

―

시

마

스

까

ウ
シ
マ
ス
カ

　
（
그
럿
습
니
다 

또
하
나 
황
린
소
이
탄
이 

있
지
요 

그 

땐 

어
떠
케
합
니
가マ

マ

）

ユ유

시

쇼

―

이

단

 

노

シ
セ
ウ
イ
ダ
ン
ノ 

バ바

아

이

도

ア
ヒ
ト 
オ오

나

지

데

스

가

ナ
ジ
デ
ス
ガ
∥

ワ오

―

린

쇼

―

이

단

 

와

ウ
リ
ン
セ
ウ
イ
ダ
ン
ハ
ア아

쓰

꾸

데

ツ
ク
テ 
ケ게

무

리

가

ム
リ
ガ 

タ다

꾸

상

ク
サ
ン 

デ데

마

수

카

라

マ
ス
カ
ラ 

ス스

꼬

시

コ
シ 

ハ하

나

레

데

ナ
レ
テ 

ヒ히

오ヲ 

ケ게

시

마

스

シ
マ
ス

　
（
유
리 

소
이
탄
의 

경
우
와 

갓
습
니
다
만 

황
린
소
이
탄
은 

뜨
겁
고 

연
기
가 

만
히
나
니
까 

좀
떠
러
저 

불
을
끕
니
다
）

ハ하

이イ 

サ소

―

데

스

ウ
デ
ス 

ソ소

레

데

와

レ
デ
ハ 

エ엔

 

슈

ン
シ
フ
［
演
習
］
ヲ오 

ハ하

지

메

마

쇼

ジ
メ
マ
セ
ウ

　
（
네 

그
럿
습
니
다 

그
러
면 

연
습
을 

합
시
다
）

一
二
九
六
六
（
一
九
四
三
・
九
・
十
五
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

カ가

이

모

노

ヒ
モ
ノ
（
물
건
살
때
）［
買
い
物
］

「
イ이

랏

 

샤

 

이

마

세

ラ
ッ
シ
ャ
イ
マ
セ
」

　
（
어
서 

오
십
시
요
）

「
コ고

도

모

후

꾸

오

ド
モ
フ
ク
ヲ 

ミ미

세

데

セ
テ 

ク구

다

사

이

ダ
サ
イ
」

　
（
어
린
애 

양
복
을 

보
여
주
십
시
요
）

「
ハ하

이イ 

コ고

레

와

レ
ハ 

イ이

카

가

데

쇼

カ
ガ
デ
セ
ウ
」

　
（
네 

이
것
은 

어
떠
켓
습
니
까
）

「
ス스

꼬

시

コ
シ 

チ지

―

사

이

ヒ
サ
イ 

ヤ요

―

데

스

ウ
デ
ス
ネ네

」

　
（
좀
、
적
은
것 

갓
흔
데
요
）

「
コ고

찌

라

니

チ
ラ
ニ 

オ오

―

키

―

ホ
キ
イ 

モ모

노

모

ノ
モ 

ゴ고

자

이

마

스

ザ
イ
マ
ス
、
コ고

레

와

レ
ハ 

イ이

카

가

데

스

까

カ
ガ
デ
ス
カ
」

　
（
이
쪽
에 

큰
것
도 

잇
습
니
다 

이
것
은 

어
떠
습
니
까
）

「
コ고

레

니

レ
ニ 

シ시

마

쇼

マ
セ
ウ
、
オ오

이

꾸

라

イ
ク
ラ 

デ데

스

까

ス
カ
」

　
（
이
것
으
로 

하
지
요 

얼
맙
니
까
）

「
八하

찌

엔圓
五고

짓十
セ센

데
ン
デ 

ゴ고

사

이

마

스

ザ
イ
マ
ス
」

　
（
八
원 

五
十
전
이 

올
시
다
）

「
十쥬

―
엔圓
デ데

스ス
、
コ고

레

데

レ
デ 

ト돗

데
ッ
テ 

ク구

다

사

이

ダ
サ
イ
」

　
（
十
圓
입
니
다
、
이
것
으
로 

바
다
주
십
시
요
）



一
三
〇

「
オ오

마

다

세

マ
タ
セ 

シ시

마

시

다

マ
シ
タ
、
一이

찌

엔圓
五고

짓

센

 

노

十
セ
ン
ノ 

オ오

쓰

리

데

ツ
リ
デ 

ゴ고

사

이

마

스

ザ
イ
マ
ス
」

　
（
기
다
리 
섯
습
니
다
、
一
원
五
十
전 

거
슬
러 

드
리
겟
습
니

다
）

「
サ사

요

―

나

라

ヤ
ウ
ナ
ラ
」

　
（
안
녕
히 

계
십
시
요
）

「
マ마

이

도

イ
ド 

ア아

리

가

도

リ
ガ
タ
ウ 
ゴ고

사

이

마

스

ザ
イ
マ
ス
」

　
（
매
양 

고
맙
습
니
다
）

一
二
九
六
七
（
一
九
四
三
・
九
・
十
六
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

テ데

가

미

ガ
ミ
（
편
지
）［
手
紙
］

「
オ오

카

―

상

 

カ
ア
サ
ン 

ニ니

―

상

 

까

라

イ
サ
ン
カ
ラ 

オ오

데

가

미

데

스

요

テ
ガ
ミ
デ
ス
ヨ
」

　
（
아
머
니
、
형
님
한
테
서 

편
지
가 

왓
세
요
）

「
ド도

레レ 

ド도

레レ 

ハ하

야

꾸

ヤ
ク 

ヨ욘

 

데

ン
デ 

ゴ고

람
ラ
ン
」

　
（
어
디
、
어
디
、
빨
리 

읽
어 

보
아
라
）

「
ミ미

낫

상

ナ
サ
ン 

オ오

카

와

리

カ
ハ
リ
ハ 

ゴ꼬

사

이

ザ
イ 

マ마

셍

 

까

セ
ン
カ
」

　
（
여
러
분 

별
고 

업
스
십
니
까
）

「
ボ보

꾸

와

ク
ハ 

ゲ갱

끼

데

ン
キ
デ 

マ마

이

니

찌

イ
ニ
チ 

ハ하

다

라

이

데

タ
ラ
イ
テ 

ヰ이

마

스

까

라

マ
ス
カ
ラ 

ゴ고

안

 

싱

ア
ン
シ
ン 

ク구

다

사

이

ダ
サ
イ
」

　
（
저
는 

몸
성
히 

매
일 

일
하
고 

잇
스
니 

안
심
하
십
시
요
）

「
オ오

메

시

니

メ
シ
ニ 

ア아

즈

짜

루

ヅ
カ
ル 

ヒ히

마

데

와

マ
デ
ハ 

ド돈

 

나

ン
ナ 

コ고

도

까

ト
ガ 

ア앗

 

데

모

ッ
テ
モ 

ビ뵤

―

 

끼

ャ
ウ
キ 

ナ낭

 

까

ン
カ 

イ이

다

시

タ
シ 

マ마

셍
セ
ン
」

　
（
부
르
심 

밧
자
올 

날
까
지
는 

무
슨 

일
이 

잇
든
지 

알
커

나 

하
지
는 

안
켓
습
니
다
）

「
ヒ히

다

스

라

タ
ス
ラ 

カ가

라

다

오

ラ
ダ
ヲ 

ネ네

리リ
［
練
り
］ 

コ고

꼬

로

오

コ
ロ
ヲ 

ミ미

가

끼

ガ
キ 

リ릿

바

나

ッ
パ
ナ 

ク고

―

 

궁

 

 

ヮ
ウ
グ
ン
［
皇
軍
］
ノ노 

ヒ히

도

리

니

ト
リ
ニ 

ナ나

루ル 

カ가

꾸

고

데

스

ク
ゴ
デ
ス
」

　
（
오
직 

몸
을 

단
련
하
고 

맘
을 

닥
가 

흘
륭
한 

황
군
의 

한

사
람
이 

될 

각
오
입
니
다
）

「
ゴ고

부

사

다

ブ
サ
タ 

イ이

다

시

마

시

다

タ
シ
マ
シ
タ
」

　
（
오
랫
동
안 

적
조
햇
습
니
다
）

「
オ오

가

라

다

カ
ラ
ダ 

ゴ고

다

이

세

쓰

니

タ
イ
セ
ツ
ニ
」

　
（
몸 

조
심
하
십
시
요
）

一
二
九
六
八
（
一
九
四
三
・
九
・
十
七
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ガ각

 

꼬

ク
カ
ウ
（
학
교
）［
学
校
］



一
三
一

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

「
ヤ야

나

기

상

ナ
ギ
サ
ン
」

　
（
야
나
기
상
）

「
ハ하

이イ
」

　
（
네
）

「
ホ홍

 

오

ン
ヲ 

オ오

요

미

나

사

이

ヨ
ミ
ナ
サ
イ
」

　
（
책
을 

읽
어
보
아
라
）

「
ハ하

이イ
」

　
（
네
）

「
タ다

이

헹

イ
ヘ
ン 

ヨ요

꾸ク 

ヨ요

메

마

시

다

メ
マ
シ
タ
」

　
（
퍽 

잘 

읽
엇
다
）

「
コ고

노

에

와

ノ
エ
ハ 

ナ난

 

데

스

까

ン
デ
ス
カ
」

　
（
이
그
림
은 

무
엇
이
냐
）

「
ニ닛

뽄

 

노

ッ
ポ
ン
ノ 

ヘ헤

이

다

이

상

イ
タ
イ
サ
ン 

デ데

스ス
」

　
（
일
본 

군
인 

입
니
다
）

「
サ소

―

데

스

ウ
デ
ス
｜
ツ쓰

요

이

ヨ
イ 

ツ쓰

요

이

ヨ
イ 

ニ닛

 

뽄

 

노

ッ
ポ
ン
ノ 

ヘ헤

이

다

이

상

イ
タ
イ
サ
ン 

デ데

스ス
」

　
（
그
러
타 

굿
세
고 

굿
센 

일
본
군
인
이
다
）

「
ボ보

구ク 

タ다

지

모

チ
モ 

オ
오

ホ
キ
ク 

ナ낫

 

다

라

ッ
タ
ラ 

ヘ헤

이

다

이

상

 

니

イ
タ
イ
サ
ン
ニ 

ナ나

리

마

스

リ
マ
ス
」

　
（
우
리
들
도 

크
면 

군
인
이 

되
겟
습
니
다
）

「
エ에

라

이

ラ
イ 

ミ민

 

나

ン
ナ 

ヨ요

꾸ク 

オ오

벤

 
 
꾜

―

 
시

ベ
ン
キ
ャ
ウ
シ 

ツ쓰

요

이

ヨ
イ 

カ가

라

다

오

ラ
ダ
ヲ 

キ기

다

에

데

タ
ヘ
テ 

リ릿

 

빠

나

ッ
パ
ナ 

ヘ헤

이

다

이

상

 

니

イ
タ
イ
サ
ン
ニ 

ナ나

리

마

쇼

リ
マ
セ
ウ
ネ
」

　
（
장
하
다
、
모
두 

잘
공
부
하
고 

튼
튼
한 

몸
을 

단
련
하
야 

흘
륭
한 

군
인
이 

되
자
）

ガ
ク
カ
ウ
（
학
교
）　

ケ
ウ
シ
ツ
（
교
실
）　

セ
ン
セ
イ
（
선
생

님
）　

セ
イ
ト
（
생
도
）

一
二
九
六
九
（
一
九
四
三
・
九
・
十
八
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ト도

오

 

짜

ウ
ク
ヮ 

ク간

 

세

이

ヮ
ン
セ
イ
（
등
화
관
제
）［
灯
火
管
制
］

「
ヨ요

나

짜

니

ナ
カ
ニ 

ケ게

이

호

오

イ
ハ
ウ［
警
報
］ガ가 

オ오

리

다

라

リ
タ
ラ 

ド도

오ウ 

シ시

마

스

까

マ
ス
カ
」

　
（
밤
중
에 

경
보
가 

내
리
면 

어
떡
케
합
니
까
）

「
ケ게

이

호

오

니

イ
ハ
ウ
ニ 

ヨ욧

 

데

ッ
テ 

ソ소

레

소

레

レ
ゾ
レ 

ト도

오

 

까

ウ
ク
ヮ 

ク간

 

 

세

이

ヮ
ン
セ
イ

［
灯
火
管
制
］
ヲ오 

オ오

꼬

나

이

コ
ナ
ヒ 

マ마

스ス
」

　
（
경
보
에 

따
라
서 

각
각 

등
화
관
제
를 

합
니
다
）

「
ケ게

이

호

오

니

와

イ
ハ
ウ
ニ
ハ 

ケ게

이

까

이

게

이

호

오

イ
カ
イ
ケ
イ
ハ
ウ
［
警
戒
警
報
］
ト또 

ク구

우

슈

우

게

이

호

오

ウ
シ
フ
ケ
イ
ハ
ウ
［［

空
襲
警
報
］
ガ가 

ア아

리

마

스

네

リ
マ
ス
ネ
」



一
三
二

　
（
경
보
에
는 

경
계
경
보
와 

공
습
경
보
가 

잇
지
요
）

「
サ소

오

데

스

ウ
デ
ス 

ケ게

이

까

이

게

이

호

오

와

イ
カ
イ
ケ
イ
ハ
ウ
ハ 

三삼

プ
풍

깡

ン
カ
ン 

ツ쓰

즈

께

데

ヅ
ケ
テ 

ナ나

라

시

마

스

ラ
シ
マ
ス 

ク구

우

슈

우

게

이

호

오

와

ウ
シ
フ
ケ
イ
ハ
ウ
ハ 

ハ하

찌

뵤

오

즈

쓰

チ
ビ
ャ
ウ
ヅ
ツ 

ア아

이

다

오

ヒ
ダ
ヲ 
オ오

끼キ 
四용

ビ뵤

오

깡

 

즈

쓰

ョ
ウ
カ
ン
ヅ
ツ 

十
ク까

이
ヮ
イ 

ナ나

라

시

ラ
シ 

マ마

스ス
」

　
（
그
럿
습
니
다 

경
계
경
보
는 

십
분
간 

게
속
해
서 

울
리
고 

공
습
경
보
는 

팔
초
식 

새
를
두
고 

사
초
간
식 

열
번
을 

울
립

니
다
）

「
ケ게

이

까

이

게

이

호

오

노

イ
カ
イ
ケ
イ
ハ
ウ
ノ 

ト도

끼

니

와

キ
ニ
ハ 
ド도

오

시

마

스

까

ウ
シ
マ
ス
カ
」

　
（
경
계
경
보
때
에
는 

어
떠
케
합
니
가
）

「
ア아

까

리

가

カ
リ
ガ 

ソ소

도

니

ト
ニ 

モ모

레

나

이

요

오

니

レ
ナ
イ
ヤ
ウ
ニ 

オ오

오

이

ホ
イ
［
覆
い
］
ヲ오

시シ 

シ시

고

도

와

ゴ
ト
ハ 

ソ소

노

마

마

 

쓰

즈

께

마

스

ノ
マ
マ 

ツ
ヅ
ケ
マ
ス
」

　
（
비
치 

박
그
로 

새
지
안
케 

덥
고 

일
은 

그
대
로 

게
속
합

니
다
）

「
ク구

우

슈

우

게

이

호

오

노

ウ
シ
フ
ケ
イ
ハ
ウ
ノ 

ト도

끼

모

キ
モ 

オ오

나

시

데

스

까

ナ
ジ
デ
ス
カ
」

　
（
공
습
경
보
의 

때
에
도 

갓
습
니
가
）

「
イ이

이

에

イ
エ 

ア아

짜

리

가

カ
リ
ガ 

ゼ젠

 

젱

ン
ゼ
ン 

モ모

레

나

이

요

오

니

レ
ナ
イ
ヤ
ウ
ニ 

マ맛

 

꾸

라

니

시

ッ
ク
ラ
ク
シ 

メ메

이

메

이

イ
メ
イ 

ク구

우

슈

우

니

ウ
シ
フ
ニ 

ソ소

나

에

루

ナ
ヘ
ル 

ジ쥰

 

비

 

오

ュ
ン
ビ
ヲ 

イ이

다

시

마

스

タ
シ
マ
ス
」

　
（
아
니
요 

불
비
치 

전
전 

새
지
안
케
하
야 

깡
깜
하
게
하
고 

제
각
금 

공
습
에 

대
처
할 

준
비
를 

합
니
다
）

バ바

께

쓰

ケ
ツ
（
바
께
쓰
）、
ス스

이

소

오

ヰ
サ
ウ
（
물
통
）、
ト도

비

구

찌

ビ
グ
チ
（
갈
궹

이
）、
ヒ히

다

다

끼

タ
タ
キ
（
불
똥
끄
는
것
）

一
二
九
七
〇
（
一
九
四
三
・
九
・
十
九
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

チ죠

찌

꾸

ョ
チ
ク
（
저
축
）［
貯
蓄
］

「
セ센

 

세

이

ン
セ
イ 

チ죠

 

찌

꾸

오

ョ
チ
ク
ヲ 

ス스

스

메

루

노

와

ス
メ
ル
ノ
ハ|

ド도

오

유

우

ウ
イ
フ 

ワ와

게

데

쇼

오

까

ケ
デ
セ
ウ
カ
」

　
（
선
생
님 

저
축
을 

장
려
하
는
것
은 

어
떠
한 

까
닭
입
니
가
）

「
ム무

다

즈

가

이

오

ダ
ヅ
カ
ヒ
ヲ 

ハ하

부

끼

ブ
キ 

ナ나

구

스

ク
ス 

シ신

 

빠

이

가

ン
パ
イ
ガ 

ナ나

이

데

쇼

오

イ
デ
セ
ウ
」

　
（
헛
돈
을 

쓰
지
안
코 

일
허
버
릴 

걱
정
이
업
지
요
）

「
ハ하

이イ 

サ소

오

데

스

ウ
デ
ス
」

　
（
네 

그
럿
습
니
다
）

「
ソ소

레

까

라

レ
カ
ラ 

イ이

마

노

マ
ノ 

ジ지

꾜

꾸

니

와

キ
ョ
ク
ニ
ハ 

チ죠

찌

꾸

와

ョ
チ
ク
ハ 

ソ소

노

마

마

ノ
マ
マ 

セ센

 

소

오

ン
サ
ウ
［
戦
争
］
ノ노 

チ지

까

라

또

カ
ラ
ト 

ナ나

루

모

노

데

스

ル
モ
ノ
デ
ス
」

　
（
그
리
고 
지
금
시
국
에
는 

저
축
은 

그
대
로 

전
쟁
의 

힘
이 



一
三
三

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

되
는
것
입
니
다
）

「
ソ소

레

데

와

レ
デ
ハ 

ユ유

우

빙

 

죠

 

낑

 

오

ウ
ビ
ン
チ
ョ
キ
ン
ヲ 

ス스

레

바

レ
バ 

ヨ요

이

데

스

까

イ
ノ
デ
ス
カ
」

　
（
그
러
면 

우
편
저
금
을 

하
면 

좃
습
니
가
）

「
ユ유

우

빙

 

죠

낑

 

바

까

리

데

와

ウ
ビ
ン
チ
ョ
キ
ン
バ
カ
リ
デ
ハ 

ア아

리

마

셍

リ
マ
セ
ン
。

ギ깅

꼬

오

요

낑

 

모

ン
カ
ウ
ヨ
キ
ン
モ
［
銀
行
預
金
］
ア아

리リ 

サ사

이

켕

 

오

イ
ケ
ン
ヲ 

カ가

우

고

도

모

フ
コ
ト
モ 
ホ호

껜

 

니

ケ
ン
ニ 

ハ하

이

루

고

도

모

イ
ル
コ
ト
モ 

ミ미

나ナ 

チ죠

 

찌

꾸

또

나

루

모

노

데

스

ョ
チ
ク
ト
ナ
ル
モ
ノ
デ
ス
」

　
（
우
편
저
금
뿐
이 

아
닙
니
다 
은
행
예
금
도 

있
고 

채
권
을 

사
는
것
도 

보
험
에 

드
는 

것
도 

저
축
이
됩
니
다
）

「
コ고

도

시

노

ト
シ
ノ 

チ죠

찌

꾸

ョ
チ
ク 

モ모

꾸

효

오

가

꾸

ク
ヘ
ウ
ガ
ク
ハ와 
イ이

꾸

라

데

스

까

ク
ラ
デ
ス
カ
」

　
（
금
년 

저
축 

목
표
액
은 

얼
마
입
니
가
）

「
ゼ센

 

센

ン
セ
ン
［
全
鮮
］
ノ노 

チ죠

 

찌

꾸

모

꾸

효

오

가

꾸

와

ョ
チ
ク
モ
ク
ヘ
ウ
ガ
ク
ハ 

十
二

オ오

구

엥

 

데

스

ク
エ
ン
デ
ス
、
シ시

다

갓

떼

タ
ガ
ッ
テ 

ヒ히

도

리

아

다

리

ト
リ
ア
タ
リ 

四
十
八
エ
엥ン 

ト또

유

우

イ
フ 

ワ와

리

아

이

니

リ
ア
ヒ
ニ 

ナ나

리

마

스

リ
マ
ス
」

　
（
전
선
의 

저
축
목
표
액
은 

십
이
억
원
입
니
다
。
따
라
서 

한

사
람
압
헤 

사
십
팔
원
이
라
는 

비
율
이 

됩
니
다
）

「
ヨ요

꾸

와

까

리

마

시

다

ク
ワ
カ
リ
マ
シ
タ
。
イ이

마

까

라

マ
カ
ラ
ハ 

デ데

끼

루

다

께

キ
ル
ダ
ケ 

ケ겡

 

야

꾸

시

데

ン
ヤ
ク
シ
テ 

チ죠

 

찌

꾸

니

ョ
チ
ク
ニ 

ツ쓰

도

메

다

이

또

ト
メ
タ
イ
ト 

オ오

모

이

마

스

モ
ヒ
マ
ス
。

　
（
잘
알
엇
습
니
다
。
지
금
부
터
는 

될
수
잇
는 

대
로 

저
축
에 

힘
쓸
가
합
니
다
）

「
ツ쓰

우

죠

오

ウ
チ
ャ
ウ
（
통
장
）　

マ마

메

사

이

껭

 

メ
サ
イ
ケ
ン
（
꼬
마
채
권
）　

セ세

이

메

이

호

껭

 

イ
メ
イ
ホ
ケ
ン
（
생
명
보
험
）

一
二
九
七
二
（
一
九
四
三
・
九
・
二
十
一
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

イ유

우

빙

교

꾸

데

ウ
ビ
ン
キ
ョ
ク
デ
（
우
편
국
에
서
）［
郵
便
局
で
］

「
ダ당

 

강

 

 

깃

 

떼

ン
グ
ヮ
ン
キ
ッ
テ
［
弾
丸
切
手
］
ヲ오 

二니

マ마

이イ 

ク구

다

사

이

ダ
サ
イ
」

　
（
탄
활
절
수
［
탄
환
절
수
の
誤
植
］
를 

두
장 

주
십
시
요
）

「
ハ하

이イ 

二니

マ마

이

데

イ
デ 

四요

エ엔

 

데

ン
デ 

ゴ고

자

이

마

스

ザ
イ
マ
ス
∥
ア아

리

가

도

오

リ
ガ
タ
ウ 

ゴ고

자

이

마

시

다

ザ
イ
マ
シ
タ
」

　
（
네 

두
장
에 

四
원
입
니
다 

고
맙
습
니
다
）

「
ソ소

레

까

라

レ
カ
ラ 

ア아

노

오

ノ
ウ 

デ덴

뽀

오

ン
パ
ウ
［
電
報
］
ヲ오 

ウ우

찌

다

이

노

데

스

가

チ
タ
イ
ノ
デ
ス
ガ
」

　
（
그
리
고 

저
어 

전
보
를 

처
야
겟
는
데
요
）

「
ソ소

레

데

와

レ
デ
ハ 

コ고

노ノ 

ラ라

이

신

 

시

イ
シ
ン
シ
［
頼
信
紙
］
ニ니 

ア아

데

나

또

テ
ナ
ト 

ヨ요

오

무

끼

또

ウ
ム
キ
ト 

ア아

나

다

노

ナ
タ
ノ 

オ오

도

꼬

로

또

ト
コ
ロ
ト 

オ오

나

마

에

오

ナ
マ
ヘ
ヲ 

カ가

이

데

イ
テ 

ア아

찌

라

노

チ
ラ
ノ 
マ마

도

구

찌

니

ド
グ
チ
ニ 

オ오

다

시

ダ
シ 

ク구

다

사

이

ダ
サ
イ
」



一
三
四

　
（
그
러
면 

이 

전
보
지
（
뢰
신
지
）
에
다 

저
쪽 

주
소
와 

용

건
과 
당
신 

주
소 

성
명 

써
서 

저
쪽 

창
에
다 

내
주
십
시
요
）

「
デ덴

 

뽀

오

료

오

ン
パ
ウ
レ
ウ
［
電
報
料
］
ハ와 

オ오

이

꾸

라

데

イ
ク
ラ
デ 

ゴ고

자

이

마

스

까

ザ
イ
マ
ス
カ
」

　
（
전
보
료
는 
얼
맙
니
까
）

「
テ죠

오

센

 

나

이

ウ
セ
ン
ナ
イ
［
朝
鮮
内
］
ナ나

라ラ 

十쥬

우

고五
ジ시

마

데

가

マ
デ
ガ 

四욘

짓〇

セ센

데

스

ン
デ
ス
」

　
（
조
선
안
이
면 

열
다
섯
자 
까
지
가 

사
십
전
입
니
다
）

チ죠

 

낑

ョ
キ
ン
（
저
금
）　

ゼ제

이

낑

イ
キ
ン
（
세
금
）　

キ깃

떼
ッ
テ
（
절
수
）　

ハ하

가

끼

ガ
キ
（
엽
서
）

一
二
九
七
三
（
一
九
四
三
・
九
・
二
十
二
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

キ교

오

슈

쓰

ョ
ウ
シ
ュ
ツ
（
공
출
）［
供
出
］

「
オ오

따

꾸

니

모

タ
ク
ニ
モ 

オ오

꼬

메

노

コ
メ
ノ 

キ교

오

슈

쓰

료

오

오

ョ
ウ
シ
ュ
ツ
リ
ャ
ウ
ヲ 

シ시

라

세

데

ラ
セ
テ 

キ기

마

시

다

가

マ
シ
タ
カ
」

　
（
댁
에
도 

벼
의 

공
출
량 

통
지
가 

왓
습
니
가
）

「
ハ하

이イ 

キ기

노

오

ノ
ウ 

メ
멩ン
［
面
］
カ까

라ラ 

シ시

라

세

가

ラ
セ
ガ 

ア아

리

마

시

다

リ
マ
シ
タ
。」

　
（
네 

어
제 

면
에
서 

통
지
가 

잇
섯
습
니
다
）

「
コ고

도

시

와

ト
シ
ハ 

ハ하

야

이

데

스

네

ヤ
イ
デ
ス
ネ
」

　
（
금
년
은 

빨
으
드
군
요
）

「
サ소

오

데

스

ウ
デ
ス 

ソ소

레

오

レ
ヲ 

ジ지

젱

 

와

리

아

데

ゼ
ン
ワ
リ
ア
テ
［
事
前
割
當
］
ト또 

イ이

이ヒ 

コ고

도

시

노

ト
シ
ノ 

ア아

끼

와

キ
ハ 

ソ소

레

다

께

レ
ダ
ケ 

ヲ오

사

메

다

라

サ
メ
タ
ラ 

ヨ요

이

노

데

스

イ
ノ
デ
ス
」

　
（
그
럿
습
니
다 

그
것
을 

사
전 

할
당
이
라
하
야 

금
년
가
을

에
는 

그
것
만
내
면 

된
답
니
다
）

「
キ교

오

슈

쓰

호

오

ョ
ウ
シ
ュ
ツ
ハ
ウ
［
供
出
法
］
ハ와 

イ이

마

마

데

또

マ
マ
デ
ト 

カ가

와

리

아

리

마

셍

까

ハ
リ
ア
リ
マ
セ
ン
カ
」

　
（
공
출
방
법
은 

지
금
까
지
와 

다
름
업
습
니
가
）

「
ハ하

이イ 

ベ베

쓰

니

ツ
ニ 

カ가

와

리

아

리

마

셍

ハ
リ
ア
リ
マ
セ
ン
」

　
（
네
、
별
로 

달
라
지
지 

안
핫
습
니
다
）

「
ア아

리

가

도

오

リ
ガ
タ
ウ 

ゴ과

이

마

시

다

ザ
イ
マ
シ
タ 

イ잇

 

쇼

 

오

 

껜

메

이

니

ッ
シ
ャ
ウ
ケ
ン
メ
イ
ニ 

ヤ야

리

마

스

リ
マ
ス
」

　
（
고
맙
습
니
다
。
열
심
히 

하
겟
습
니
다
）

「
オ오

네

가

이

ネ
ガ
ヒ 

イ이

다

시

마

스

タ
シ
マ
ス
。
オ오

꼬

메

노

コ
メ
ノ 

キ교

오

ョ
ウ
シ슈

쓰

가

ュ
ツ
ガ 

イ이

찌

방

チ
バ
ン 

オ오

꾸

니

노

ク
ニ
ノ 

タ다

다

까

우

タ
カ
フ 

チ지

까

라

오

カ
ラ
ヲ 

ツ쓰

요

메

루

노

데

스

ヨ
メ
ル
ノ
デ
ス
」

　
（
그
러
케 

해
주
십
시
요
。
쌀
공
출
이 

우
리 

나
라
의 

싸
우

는 
힘
을 
강
하
게 

하
는 

것
입
니
다
）



一
三
五

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

一
二
九
七
四
（
一
九
四
三
・
九
・
二
十
三
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ビ뵤

오

끼

미

마

이

ャ
ウ
キ
ミ
マ
ヒ
（
문
병
）［
病
気
見
舞
い
］

「
イ이

까

가

데

カ
ガ
デ 

ゴ고

자

이

마

스

까

ザ
イ
マ
ス
カ
。
ス스

꼬

시

와

コ
シ
ハ 

オ오

요

로

슈

우

ヨ
ロ
シ
ウ 

ゴ고

자

이

마

스

까

ザ
イ
マ
ス
カ
」

　
（
어
떠
십
니
까
。
좀 

나
섯
습
니
까
）

「
ワ와

자

와

자

ザ
ワ
ザ 

オ오

이

데

イ
デ 
ク구

다

사

이

마

시

데

ダ
サ
イ
マ
シ
テ 

ア아

리

가

도

오

リ
ガ
タ
ウ 

ゴ고

자

이

마

스

ザ
イ
マ
ス
。
オ오

까

게

사

마

데

カ
ゲ
サ
マ
デ 
タ다

이

헹

イ
ヘ
ン 

ヨ요

꾸

나

리

마

시

다

ク
ナ
リ
マ
シ
タ
」

　
（
일
부
러 

오
셔
서 

대
단
히 
고
맙
습
니
다.

염
려
해 

주
신 

덕
택
으
로 

퍽
낫
습
니
다
）

「
ソ소

레

와

レ
ハ 

ケ겍

 

꼬

오

데

ッ
コ
ウ
デ|

ゴ고

자

이

마

시

다

ザ
イ
マ
シ
タ
。
モ모

오ウ 

オ오

네

쓰

모

ネ
ツ
モ 

ゴ고

자

이

마

센

까

ザ
イ
マ
セ
ン
カ
」

　
（
그
건 

참 

다
행
입
니
다
。
인
제 

열
두 

업
스
세
요
）

「
ハ하

이イ 

モ모

오ウ 

ホ호

돈

 

도

ト
ン
ド 

ゴ고

자

이

마

셍

ザ
イ
マ
セ
ン
」

　
（
네
、
인
제 

거
이 

업
서
젓
습
니
다
）

「
デ데

모モ 

ビ뵤

 

오

끼

와

ャ
ウ
キ
ハ 

ナ나

오

리

기

와

가

ホ
リ
ギ
ワ
ガ 

ダ다

이

지

데

스

까

라

イ
ジ
デ
ス
カ
ラ 

ゴ고

요

오

징

ヨ
ウ
ジ
ン 

ナ나

사

이

마

세

サ
イ
マ
セ
」

　
（
그
러
나 

병
은 

낫
기 

시
작
할
때
가 

어
려
우
니
까 

조
섭

［
調
攝
］ 

잘 

하
십
시
요
）

「
イ이

리

이

로

ロ
イ
ロ 

ゴ고

싱

 

빠

이

シ
ン
パ
イ 

イ이

다

다

끼

 

마

시

데

タ
ダ
キ
マ
シ
テ 

ホ혼

 

또

오

니

ン
タ
ウ
ニ 

ア아

리

가

도

오

リ
ガ
タ
ウ 

ゴ고

자

이

마

스

ザ
イ
マ
ス
」

　
（
여
러
가
지
로 

근
심
하
여 

주
셔
서 

참 

고
맙
습
니
다
）

オ오

이

 

샤

イ
シ
ャ
（
의
사

）　

デ덴

센

 

뵤

오

ン
セ
ン
ビ
ャ
ウ
（
전
염
병

）　

ケ겡

 

옹

 

끼

ン
オ
ン
キ
（
검
온
기
）

一
二
九
七
五
（
一
九
四
三
・
九
・
二
四
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

サ상

뽀
ン
ポ
（
산
보
）［
散
歩
］

「
イ이

이イ 

オ오

뎅

 

끼

데

스

네

テ
ン
キ
デ
ス
ネ
。
ド도

찌

라

에

チ
ラ
ヘ 

イ이

랏

 

샤

 

이

마

스

까

ラ
ッ
シ
ャ
イ
マ
ス
カ
」

　
（
조
흔 

날
씹
니
다
。
어
디
가
십
니
까
）

「
シ시

고

도

가

ゴ
ト
ガ 

ヒ히

도

도

―

리

ト
ト
ホ
リ 

カ가

다

즈

끼

タ
ヅ
キ 

マ마

시

다

노

데

シ
タ
ノ
デ 

ブ부

라

부

라

ラ
ブ
ラ 

サ삼

 

뽀

니

ン
ポ
ニ 

デ데

가

께

루

カ
ケ
ル 

ト도

고

로

데

스

コ
ロ
デ
ス
」

　
（
일
이 

대
강 

끗
낫
기
에 

정
처
업
시 

산
뽀
를 

나
온 

길
입

니
다
）

「
ソ소

로

소

로

ロ
ソ
ロ 

サ삼

 

뽀

니

와

ン
ポ
ニ
ハ 

イ이

―イ 

ト도

끼

데

스

네

キ
デ
ス
ネ
。」

　
（
차
차 

산
보
하
기
에 

조
흔 

때
입
니
다
）

「
ゴ고

잇

 

쇼

 

니

イ
ッ
シ
ョ
ニ 

マ마

이

리

마

셍

까

ヰ
リ
マ
セ
ン
カ
。
ア아

노ノ|

モ모

리

노

リ
ノ 

ナ나

까

와

カ
ハ 



一
三
六

ト도

데

모

テ
モ 

シ시

즈

까

데

ヅ
カ
デ 

イ이

―イ 

ト도

고

로

데

스

요

コ
ロ
デ
ス
ヨ
」

　
（
가
치 

안
가
십
니
까
。
저 

숩
속
은 

참
조
용
하
고 

조
흔 

곳

입
니
다
）

「
オ오

도

모

ト
モ 
イ이

다

시

마

쇼

タ
シ
マ
セ
ウ
」

　
（
가
치 

가
십
시
다
）

「
ワ와

다

구

시

와

タ
ク
シ
ハ 

ア아

노ノ 
モ모

리

가

リ
ガ 

ス스

끼

데

キ
デ 

タ다

이

데

이

イ
テ
イ 

ア아

사

방

 

니

サ
バ
ン
ニ 

イ이

찌

도

즈

쓰

와

チ
ド
ヅ
ツ
ハ 

マ마

이

리

마

스

ヰ
リ
マ
ス
」

　
（
저
는 

그 

숩
풀
을 

조
와
해
서 
대
개 

아
침
저
녁 

한
번
식

은 

갑
니
다
）

一
二
九
七
六
（
一
九
四
三
・
九
・
二
十
五
）

　
［「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」
は
掲
載
さ
れ
ず
、「
国
語
よ
み
も
の
」

と
し
て
「
あ
こ
が
れ
の
靑
空
」（
わ
た
な
べ 

さ
ぶ
ら
う
）
が
紙

面
左
三
分
の
一
、
八
段
組
み
で
載
せ
ら
れ
て
い
る
。］

一
二
九
七
七
（
一
九
四
三
・
九
・
二
十
六
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ア아

사

노

아

이

사

쓰

サ
ノ
ア
イ
サ
ツ
（
아
침
인
사
）［
朝
の
挨
拶
］

「
オ오

하

요

오

ハ
ヤ
ウ 

ゴ고

자

이

마

스

ザ
イ
マ
ス
」

　
（
안
녕
히 

주
무
섯
습
니
까
）

「
キ기

모

찌

노

モ
チ
ノ 

イ이

이イ 

ア아

사

데

스

네

サ
デ
ス
ネ
」

　
（
상
쾌
한 

아
침
입
니
다
）

「
ミ미

나

상

ナ
サ
ン 

オ오

까

와

리

カ
ハ
リ
モ 

ゴ고

자

이

마

셍

까

ザ
イ
マ
セ
ン
カ
」

　
（
여
러
분
들 

안
녕
하
십
니
까
）

「
ハ하

이イ 

オ오

까

게

사

마

데

カ
ゲ
サ
マ
デ 

ミ미

나ナ|

ゲ겡

기

데

스

ン
キ
デ
ス
」

　
（
네 

덕
분
에 

다 

잘
잇
습
니
다
）

「
ア아

사

반

サ
バ
ン 

メ멧

끼

리

ッ
キ
リ 

ス스

즈

시

꾸

ズ
シ
ク 

ナ나

리

마

시

다

네

リ
マ
シ
タ
ネ
」

　
（
아
침
저
녁
으
로 

무
쩍 

시
원
해
젓
지
요
）

「
オ오

까

제

오

カ
ゼ
ヲ 

メ메

사

나

이

요

오

니

サ
ナ
イ
ヤ
ウ
ニ 

ゴ고

요

오

진

ヨ
ウ
ジ
ン 

ナ나

사

이

마

세

サ
イ
マ
セ
」

　
（
감
기 

안
드
시
도
록 

몸
조
심
하
십
시
요
）

「
ア아

리

가

도

오

リ
ガ
タ
ウ 

ゴ고

자

이

마

스

ザ
イ
マ
ス
。
ド도

오

조

ウ
ゾ 

オ옥

 

사

마

니

ク
サ
マ
ニ 

ヨ요

로

시

꾸

ロ
シ
ク 

マ모

오

시

아

게

？

ウ
シ
ア
ゲ
テ
［
申
し
上
げ
て
］
ク구

다

사

이

ダ
サ
イ
」

　
（
고
맙
습
니
다
。
부
인
께 

문
안
여
쭈
어 

주
십
시
요
）

一
二
九
七
九
（
一
九
四
三
・
九
・
二
十
八
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

バ방

 

노

ン
ノ 
ア아

이

사

쓰

イ
サ
ツ
（
저
녁 

인
사
）［
晩
の
挨
拶
］

「
コ곤

방

와

ン
バ
ン
ハ
」



一
三
七

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

　
（
곤
방
와
、
저
녁
인
사
）

「
イ이

랏

 

샤

 

이

마

세

ラ
ッ
シ
ャ
イ
マ
セ
」

　
（
어
서 
오
십
시
요
）

「
イ이

이イ 

オ오

쯔

끼

요

데

ツ
キ
ヨ
デ 

ゴ고

자

이

마

스

네

ザ
イ
マ
ス
ネ
」

　
（
조
흔 

달
밤
이 
올
시
다
그
려
）

「
ホ혼

 

또

―

니

ン
タ
ウ
ニ 

キ기

레

이

나

レ
イ
ナ 
オ오

쓰

끼

사

마

데

스

네

ツ
キ
サ
マ
デ
ス
ネ
」

　
（
참
으
로 

아
름
다
운 
달
님
이
지
요
）

「
一이

찌
니
찌日 

ハ하

다

라

이

떼

タ
ラ
イ
テ 

カ고

―

시

데

ウ
シ
テ 
一히
도

ア아

세

나

가

시

다

セ
ナ
ガ
シ
タ 

ア아

도

노

ト
ノ 

キ기

모

찌

와

モ
チ
ハ 

ナ난

또

모

ン
ト
モ 

イ이

에

마

센

네

ヘ
マ
セ
ン
ネ
」

　
（
종
일 

일
하
고 

이
러
케 

땀
을
씻
고 
난
후
의 

기
분
이
란 

무
어
라
고 

말
할
수 

업
지
요
）

「
マ맛

 

따

구

데

스

ッ
タ
ク
デ
ス 

カ고

―

유

―

노

오

ウ
イ
フ
ノ
ヲ 

ハ하

다

라

꾸

모

노

노

タ
ラ
ク
モ
ノ
ノ 
ヨ요

로

꼬

비

또

ロ
コ
ビ
ト 

イ유

―

노

데

쇼

―

フ
ノ
デ
セ
ウ
」

　
（
과
연 

그
럿
습
니
다 

이
런
것
을 

일
하
는 

사
람
의 

기
쁨
이

라 

하
겟
지
요
）

「
セ센

찌

노

ン
チ
ノ 

ヘ헤

이

따

이

상

 

와

イ
タ
イ
サ
ン
ハ 

コ곤

 

나

ン
ナ 

バ밤

 

모

ン
モ 

ヤ야

하

리

ハ
リ 

オ오

꾸

니

노

ク
ニ
ノ 

タ다

메

니

メ
ニ 

タ다

다

깟

데

タ
カ
ッ
テ 

ヰ이

루

데

쇼

ル
デ
セ
ウ
ネ
」

　
（
전
지
의 

군
인
들
은 

이
런
밤
에
도 

역
시 

나
라
를
위
하
야 

싸
우
고 

잇
겟
지
요
）

「
ホ혼

 

또

―

니

ン
タ
ウ
ニ 

ア아

리

가

다

이

リ
ガ
タ
イ 

コ고

도

데

스

ト
デ
ス
」

　
（
참
으
로 

고
마
운 

일
입
니
다
）

「
コ곤

 

밤

ン
バ
ン 

カ가

엣

다

라

ヘ
ッ
タ
ラ 

サ삿

 

소

꾸

ッ
ソ
ク 

ヰ이

몸

 

붕

モ
ン
ブ
ン
［［

慰
問
文
］

ヲ오 

カ가

끼

마

스

キ
マ
ス
」

　
（
오
늘
밤 

가
서 

곳 

위
문
편
지
를 

쓰
겟
습
니
다
）

「
ワ와

다

구

시

모

タ
ク
シ
モ 

カ가

꾸ク 

ツ쓰

모

리

데

스

モ
リ
デ
ス
」

　
（
나
도 

쓸
작
정 

입
니
다
）

「
デ데

와ハ 

コ고

레

데

レ
デ 

シ시

쓰

레

이

ツ
レ
イ 

イ이

다

시

마

스

タ
シ
マ
ス 

サ사

요

―

나

라

ヤ
ウ
ナ
ラ
」

　
（
그
럼 

이
만 

실
레
하
겟
습
니
다  

아
녕
히 

게
십
시
요
）

「
サ사

요

―

나

라

ヤ
ウ
ナ
ラ 

マ마

다タ 

ア아

소

비

니

ソ
ビ
ニ 

オ오

이

데

イ
デ 

ク구

다

사

이

ダ
サ
イ
マ마

세セ
」

　
（
안
녕
히 

가
세
요 

또 

놀
러
와 

주
십
시
요
）

一
二
九
八
〇
（
一
九
四
三
・
九
・
二
十
九
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

四시

끼季
ノ노 

ア아

이

사

쓰

イ
サ
ツ
（
ハ하

루ル
）（
사
시
의 

인
사
、
봄
）［
四
季
の
挨
拶

（
春
）］

「
ア아

다

다

까

이

タ
タ
カ
イ 

イ이

―イ 

オ오

히

요

리

데

ヒ
ヨ
リ
デ 

ゴ고

자

이

마

스

네

ザ
イ
マ
ス
ネ
」

　
（
따
뜻
한 
조
흔 

날
씨
올
시
다
）



一
三
八

「
ホ혼

 

또

―

니

ン
タ
ウ
ニ 

カ가

제

모

나

꾸

ゼ
モ
ナ
ク 

ア아

다

다

까

데

タ
タ
カ
デ 

ヨ요

이イ 

キ기

모

찌

데

스

モ
チ
デ
ス
」

　
（
참
으
로 

바
람
도 

업
고 

따
뜻
해
서 

조
흔 

기
분
입
니
다
）

「
ア아

노ノ 
サ사

꾸

라

오

ク
ラ
ヲ 

ゴ고

란

 

나

사

이

ラ
ン
ナ
サ
イ 

イ이

마

가

マ
ガ 

マ맛

 

사

까

리

ッ
サ
カ
リ 

デ데

와ハ 

ア아

리

마

센

까

リ
マ
セ
ン
カ
」

　
（
저 

벗
꼿
츨 
보
십
시
요 

지
금
이 

한
창
이 

아
닙
니
까
）

「
ホ혼

 

또

―

니

ン
タ
ウ
ニ 

ヒ히

도

메

데

ト
メ
デ 
イ
이
イ
カ
ラ 

コ고

노ノ 

サ사

꾸

라

노

ク
ラ
ノ 

ハ하

나

오

ナ
ヲ 

オ오

꾸

니

노

ク
ニ
ノ 

タ다

메

니

メ
ニ 

イ이

노

찌

오

ノ
チ
ヲ 
サ사

사

게

따

サ
ゲ
タ 

ヘ헤

이

따

이

상

 

가

다

니

イ
タ
イ
サ
ン
ガ
タ
ニ 

ミ미

세

따

이

セ
タ
イ 

モ모

노

데

스

네

ノ
デ
ス
ネ
」

　
（
참
으
로 

한
번
이
라
도 

조
흐
니 
이
벗
꼿
을 

나
라
를
위
해 

목
슴
을 

바
친 

군
인
들
에
게 

보
여
들
이
고 
십
습
니
다
）

一
二
九
八
一
（
一
九
四
三
・
九
・
三
十
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

四시

끼季
ノ노 

ア아

이

사

쓰

イ
サ
ツ
（
ナ나

쓰ツ
）（
사
시
의 

인
사
、
여
름
）［
四
季
の
挨

拶
（
夏
）］

「
コ곤

 

니

찌

와

ン
ニ
チ
ハ
」

　
（
안
녕
하
십
니
까
）

「
イ이

랏

 

샤

 

이

마

세

ラ
ッ
シ
ャ
イ
マ
セ 

オ오

아

쓰

ア
ツ
ウ 

ゴ고

자

이

마

스

ザ
イ
マ
ス
ネ
」

　
（
어
서 

오
십
시
요 

매
우 

덥
습
니
다
）

「
オ오

다

꾸

노

タ
ク
ノ 

ミ미

나

상

ナ
サ
ン 

オ오

까

와

리

カ
ハ
リ 

ゴ고

자

이

마

셍

까

ザ
イ
マ
セ
ン
カ
」

　
（
댁 

여
러
분
들 

별
고 

업
스
십
니
까
）

「
ア아

리

가

또

リ
ガ
タ
ウ 

ゴ고

자

이

마

스

ザ
イ
マ
ス 

ジ지

쓰

와

ツ
ハ 

コ고

노ノ
二니

산三
ニ니

찌チ 

コ고

도

모

가

ド
モ
ガ 

ハ하

라

오

ラ
ヲ 

コ고

와

시

ハ
シ
テ 

ネ네

떼テ 

ヲ오

리

마

스

リ
マ
ス
」

　
（
고
맙
습
니
다 

실
상
은 

이 

二
三
일 

어
린
것
이 

배
탈
이
나

서 

누
어 

잇
답
니
다
）

「
マ마

아ア 

マ마

아ア 

ソ소

레

와

レ
ハ 

ゴ꼬

심

 

빠

이

데

쇼

シ
ン
パ
イ
デ
セ
ウ
∥
ド도

―

조

ウ
ゾ 

オ오

대

지

니

ダ
イ
ジ
ニ 

ナ나

사

이

마

세

サ
イ
マ
セ
」

　
（
아
이
고 

그
것
참 

걱
정 

되
시
겟
습
니
다 

부
대 

잘 

조
섭

하
십
시
요
）

「
ア아

리

가

또

リ
ガ
タ
ウ 

ゴ고

자

이

마

스

ザ
イ
マ
ス
」

　
（
고
맙
습
니
다
）

一
二
九
八
二
（
一
九
四
三
・
十
・
一
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

四
季
ノ 

ア
イ
サ
ツ
（
ア
キ
）（
사
시
의 

인
사
、
가
을
）［
四
季
の
挨

拶
（
秋
）］

「
カ가

제

가

ゼ
ガ 
ス스

즈

슈

우

ズ
シ
ウ 

ゴ고

자

이

마

스

ザ
イ
マ
ス
」

　
（
바
람
이 
시
원
합
니
다
）



一
三
九

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

「
ホ혼

 

또

오

니

ン
タ
ウ
ニ 

ク구

라

이

요

이

ラ
シ
ヨ
イ 

ト도

끼

니

キ
ニ 

ナ나

리

마

시

다

リ
マ
シ
タ
」

　
（
챰 

지
내
기 

조
흔 

때
가 

됏
습
니
다
）

「
ア안

 

나

니

ン
ナ
ニ 
イ이

네

가

ネ
ガ 

キ기

이

로

꾸

イ
ロ
ク 

ミ미

노

리

마

시

다

ノ
リ
マ
シ
タ
」

　
（
저
러
케 
벼
가 

누
러
케 

익
엇
습
니
다
）

「
コ고

레

까

라

レ
カ
ラ 

ト도

리

이

레

데

リ
イ
レ
デ 

ヒ히

도

사

와

기

데

ト
サ
ハ
ギ
デ 

ゴ고

자

이

마

스

ザ
イ
マ
ス
」

　
（
인
제
부
터 

추
수
로 
야
단 

입
니
다
）

「
デ데

모モ 

コ곤

 

나

니

ン
ナ
ニ 

ヨ요

꾸ク 
デ데

끼

마

스

또

キ
マ
ス
ト 

オ오

이

소

가

시

꾸

데

모

イ
ソ
ガ
シ
ク
テ
モ 

オ오

다

노

시

미

데

タ
ノ
シ
ミ
デ 

ゴ꼬

사

이

마

쇼

오

ザ
イ
マ
セ
ウ
」

　
（
그
래
두 

이
레
케 

잘
되
면 

바
쁘
서
두 

기
쁘
실
거
에
요
）

「
サ사

요

오

데

ヤ
ウ
デ 

ゴ고

자

이

마

스

ザ
イ
マ
ス
∥
オ오

고

메

오

コ
メ
ヲ 
タ다

꾸

상

ク
サ
ン 

ツ쓰

꾸

루

노

가

ク
ル
ノ
ガ 

ワ와

다

구

시

다

찌

노

タ
ク
シ
タ
チ
ノ 

ツ쓰

도

메

데

ト
メ
デ 

ゴ고

자

이

마

스

짜

라

ザ
イ
マ
ス
カ
ラ 

ホ호

오

사

꾸

데

스

또

ウ
サ
ク
デ
ス
ト 

ホ혼

 

도

오

니

ン
タ
ウ
ニ 

ホ홋

 

또

ッ
ト 

イ이

다

시

마

스

タ
シ
マ
ス
」

　
（
그
럼
은
요 

쌀
을 

만
히 

만
드
는
것
이 

우
리
들
의 
직
책
인

고
로 

풍
년
이
들
면 

참
한
시
름 

이
즙
니
다
）

「
ソ소

노ノ 

オ오

고

꼬

로

가

께

가

コ
コ
ロ
ガ
ケ
ガ 

ワ와

다

꾸

시

다

찌

니

와

タ
ク
シ
タ
チ
ニ
ハ 

ア아

리

가

다

꾸

リ
ガ
タ
ク 

ウ우

레

시

이

노

데

レ
シ
イ
ノ
デ 

ゴ고

자

이

마

스

ザ
イ
マ
ス
」

　
（
그
러
케 

생
각
하
시
는
게 

저
이
들
에
게
도 

참 

고
맙
고 

기

뿜
니
다
）

「
ワ따

다

꾸

시

다

찌

와

タ
ク
シ
タ
チ
ハ 

ソ소

레

요

리

レ
ヨ
リ 

ホ호

까

니

カ
ニ 

オ오

꾸

니

니

ク
ニ
ニ 

ツ쓰

꾸

스

ク
ス 

ハ호

오

호

오

ウ
ハ
フ
［
方
法
］
ヲ오 

ソ존

 

지

마

셍

ン
ジ
マ
セ
ン
」

　
（
우
리
들
은 

그
박
게 

나
라
위
해 

일
하
는 

방
법
을 

몰
른
답

니
다
）

一
二
九
八
三
（
一
九
四
三
・
十
・
二
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

四시

끼季
ノ노 

ア아

이

사

쓰

イ
サ
ツ
（
フ
ユ
）（
사
시
의 

인
사
、
겨
울
）［
四
季
の
挨

拶
（
冬
）］

「
オ오

사

무

우

サ
ム
ウ 

ゴ고

자

이

마

스

ザ
イ
マ
ス
」

　
（
매
우 

춥
습
니
다
）

「
キ기

노

오

ノ
フ 

ケ교

오フ 

ホ혼

또

오

니

ン
タ
ウ
ニ 

ツ쓰

메

또

오

メ
タ
ウ 

ゴ고

자

이

마

스

네

ザ
イ
マ
ス
ネ
」

　
（
어
제 

오
늘 

참 

춥
군
요
）

「
ヘ헤

야

노

ヤ
ノ 

ナ나

까

노

カ
ノ 

ミ미

즈

마

데

ヅ
マ
デ 

コ고

옷

 

떼

ホ
ッ
テ 

シ시

마

운

 

데

스

모

노

マ
フ
ン
デ
ス
モ
ノ
」

　
（
방
안
의 

물
까
지 

얼
어
붓
는
걸
요
）

「
ウ우

？

데

모

チ
デ
モ 

ス스

이

도

오

ヰ
ダ
ウ
［
水
道
］
ガ가 

コ고

옷

 

떼

ホ
ッ
テ 

シ시

맛

 

떼

マ
ッ
テ 

コ고

마

 

떼

マ
ッ
テ 

ヲ오

리

마

스

リ
マ
ス
」

　
（
저
이 

집
에
서
두 

수
도
가 

얼
어
부
터
서 

고
생
이
랍
니
다
）

「
デ데

모モ 
コ고

도

모

다

찌

와

ド
モ
タ
チ
ハ 

ホ혼

 

또

오

니

ン
タ
ウ
ニ 

ゲ겐

 

키

데

ン
キ
デ 

ゴ고

자

이

마

스

네

ザ
イ
マ
ス
ネ
」



一
四
〇

　
（
그
래
두 

아
이
들
은 

참
기
운
이 

조
하
요
）

「
エ에

에エ
、
ア안

나

니

ン
ナ
ニ 

ユ유

끼

노

キ
ノ 

ウ우

에

데

エ
デ 

ス스

모

오

マ
フ
［
相
撲
］
ヲ오 

ト돗

 

데

ッ
テ 
ア아

손

 

데

ソ
ン
デ 

ヰ이

룬

 

데

스

모

노

ル
ン
デ
ス
モ
ノ
」

　
（
네
에
、
저
러
케 

눈
위
에
서 

씨
름
을 

하
면
서 

놀
고 

잇
는

걸
요
）

「
コ고

도

모

다

찌

니

ド
モ
タ
チ
ニ 

マ마

께

나

이

데

ケ
ナ
イ
デ 

ワ와

다

꾸

시

다

찌

모

タ
ク
シ
タ
チ
モ 

ゲ겡

 

끼

데

ン
キ
デ 

ハ하

다

라

끼

마

쇼

오

タ
ラ
キ
マ
セ
ウ
。」

　
（
아
이
들
에
게 

지
지 

안
케 
우
리
들
도 

기
운
잇
게 

일
하
십

시
다
）

一
二
九
八
四
（
一
九
四
三
・
十
・
三
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ミ미

찌

오

チ
ヲ 

キ기

꾸ク
（
길
을 

뭇
다
）［
道
を
き
く
］

「
チ좃

 

또

ョ
ッ
ト 

オ오

우

가

가

이

ウ
カ
ガ
ヒ 

イ이

다

시

마

스

タ
シ
マ
ス
」

　
（
잠
간 

말
슴 

여
쭈
어 

보
겟
습
니
다
）

「
ハ하

이イ 

ナ난

데
ン
デ 

ゴ고

자

이

마

스

까

ザ
イ
マ
ス
カ
」

　
（
네
、
왜 

그
러
십
니
까
）

「
ア아

노

오

ノ
ウ
、
ソ소

오

도

꾸

후

ウ
ト
ク
フ
［
総
督
府
］
ハ와 

ド도

노ノ 

ヘ헨

 

데

ン
デ 

ゴ고

자

이

마

쇼

오

까

ザ
イ
マ
セ
ウ
カ
」

　
（
저
어
、
총
독
부
는 

어
디
쯤
입
니
까
）

「
ソ소

오

도

꾸

후

데

스

까

ウ
ト
ク
フ
デ
ス
カ
。
コ고

노ノ 

ミ미

찌

오

チ
ヲ 

マ맛

 

스

구

ッ
ス
グ 

イ이

랏

 

샤

 

이

마

스

또

ラ
ッ
シ
ャ
イ
マ
ス
ト 

ム무

꼬

오

니

カ
フ
ニ 

デ덴

샤

 

미

찌

가

ン
シ
ャ
ミ
チ
ガ 

ミ미

에

마

스

데

쇼

오

エ
マ
ス
デ
セ
ウ
」

　
（
총
독
부
말
슴
입
니
까
。
이
길
을  

곳
장 

가
시
면 

저
기 

전

차
길
이 

보
이
지 

안
습
니
까
）

「
ハ하

이イ 

ア아

노ノ 

デ덴

 

샤

 

미

찌

데

ン
シ
ャ
ミ
チ
デ 

ゴ고

자

이

마

스

네

ザ
イ
マ
ス
ネ
」

　
（
네
、
저 

전
차
길 

말
슴
이
지
요
）

「
サ소

오

데

스

ウ
デ
ス
。
ア아

노ノ 

デ덴

샤

 

미

찌

니

ン
シ
ャ
ミ
チ
ニ 

ズ즛

또

ッ
ト 

ツ쓰

이

데

イ
テ 

イ이

랏

 

샤

 

이

마

스

또

ラ
ッ
シ
ャ
イ
マ
ス
ト 

シ시

로

이

ロ
イ 

オ오

오

끼

나

ホ
キ
ナ 

タ다

데

모

노

가

テ
モ
ノ
ガ 

ミ미

에

마

스

エ
マ
ス
。
ソ소

레

가

レ
ガ 

ソ소

오

도

꾸

후

데

ウ
ト
ク
フ
デ 

ゴ고

자

이

마

스

ザ
イ
マ
ス
」

　
（
그
럿
습
니
다
。
저 

전
차
길
을 

한
참 

따
라
가
면 

힌 

커
다

란 

집
이 

보
입
니
다
。
그
것
이 

총
독
부
입
니
다
。）

「
ヨ요

꾸ク 

ワ와

까

리

마

시

다

カ
リ
マ
シ
タ
。
ド도

오

모

ウ
モ 

ア아

리

가

도

오

リ
ガ
タ
ウ 

ゴ고

자

이

마

시

다

ザ
イ
マ
シ
タ
」

　
（
잘 

알
앗
습
니
다
。
매
우 

고
맙
습
니
다
）

一
二
九
八
六
（
一
九
四
三
・
十
・
五
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ヒ히

노ノ 

マ마

루

노

ル
ノ 
ハ하

다タ
（
일
장
기
）［
日
の
丸
の
旗
］



一
四
一

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

「
ヒ히

노ノ 

マ마

루

노

ル
ノ 

ハ하

다

와

タ
ハ 

ワ와

가ガ 

ク구

니

노

ニ
ノ 

シ시

루

시

데

ル
シ
デ 

ア아

리

마

스

リ
マ
ス
」

　
（
일
장
기
는 

우
리 

나
라
의 

표
적
입
니
다
）

「
ア아

사

히

노

サ
ヒ
ノ 
ノ노

보

루

ボ
ル 

イ이

끼

오

이

오

キ
ホ
ヒ
ヲ 

ソ소

노ノ 

マ마

마マ 

ア아

라

와

시

다

ラ
ハ
シ
タ 

ホ혼

또

오

니

ン
タ
ウ
ニ 
イ이

사

마

시

꾸

サ
マ
シ
ク 

ウ우

쓰

꾸

시

이

ツ
ク
シ
イ 

ハ하

다

데

스

タ
デ
ス
」

　
（
아
침
해
가 
떠
오
르
는 

기
세
를 

그
대
로 

나
타
내
인 

참 

힘
차
고 

아
름
다
운 
기
입
니
다
）

「
ア아

오

조

라

ヲ
ゾ
ラ 

タ다

까

꾸

カ
ク 
ヒ히

루

가

에

루

ル
ガ
ヘ
ル 

ヒ히

노ノ 

マ마

루

노

ル
ノ 

ハ하

다

오

タ
ヲ 

ミ미

아

게

루

또

ア
ゲ
ル
ト

　
（
푸
른 

하
늘 

노
피 

휘
날
리
는 
일
장
기
를 

처
다
보
면
）

「
ア아

리

가

다

이

リ
ガ
タ
イ 

ク구

니

니

ニ
ニ 

ウ우

마

레

다

マ
レ
タ 

ヨ요

로

꼬

비

오

ロ
コ
ビ
ヲ 

カ간

 

지

마

스

ン
ジ
マ
ス
」

　
（
고
마
운 

나
라
에 

태
어
난 

기
쁨
을 

느
낌
니
다
）

「
ヒ히

노

마

루

노

ノ
マ
ル
ノ 

ハ하

다

와

タ
ハ 

コ곤

 

나

니

ン
ナ
ニ 

タ도

오

또

이

フ
ト
イ
［
尊
い
］ 

ハ하

다

데

스

가

라

タ
デ
ス
カ
ラ
」

　
（
일
장
기
는 

이
러
케 

존
귀
한 

기
이
니
까
）

「
ヨ요

고

시

다

리

ゴ
シ
タ
リ 

ソ소

마

쓰

니

マ
ツ
ニ 

シ시

다

리

タ
リ 

シ시

나

이

데

ナ
イ
デ 

ダ다

이

지

니

イ
ジ
ニ 

ア아

쓰

까

와

나

께

레

바

ツ
カ
ハ
ナ
ケ
レ
バ 

ナ나

리

마

셍

リ
マ
セ
ン
」

　
（
드
럽
히
거
나 

소
홀
히 

하
지
말
고 

소
중
하
게 

취
급
하
지

안
흐
면 

안
됩
니
다

一
二
九
八
七
（
一
九
四
三
・
十
・
六
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ジ
진

쟈

ン
ジ
ャ 

サ산

 

빠

이

ン
パ
イ
（
신
사 

참
배
）［
神
社
参
拝
］

「
ナ난

 

노

ン
ノ 

タ다

메

니

メ
ニ 

ミ미

나

상

 

와

ナ
サ
ン
ハ 

ジ진

쟈

 

에

ン
ジ
ャ
ヘ 

サ산

 

빠

이

ン
パ
イ 

ス스

루

노

데

스

까

ル
ノ
デ
ス
カ
」

　
（
무
엇
때
문
에 

여
러
분
은 

신
사
에 

참
배
하
십
니
까
）

「
ワ와

다

꾸

시

다

찌

가

タ
ク
シ
タ
チ
ガ 

カ고

오

시

데

ウ
シ
テ 

ナ난

 

노

ン
ノ 

シ신

 

빠

이

모

ン
パ
イ
モ 

ナ나

꾸ク 

ク구

라

시

데

ラ
シ
テ 

イ이

께

루

노

와

ケ
ル
ノ
ハ 

ミ민

 

나

ン
ナ 

カ가

미

사

마

노

ミ
サ
マ
ノ 

オ오

까

게

데

스

까

라

カ
ゲ
デ
ス
カ
ラ 

ソ소

노ノ 

オ오

레

이

니

レ
イ
ニ 

オ오

마

이

리

マ
ヰ
リ 

ス스

루

노

ル
ノ 

デ데

스ス
」

　
（
우
리
들
이 

이
러
케 

아
무
걱
정 

업
시 

살
아 

갈
수 

잇
는

것
이 

모
두
「
가
미
사
마
」
의 

은
헤
니
까 

그 

치
하
말
슴 

드
리

기 

위
하
야 

참
배
하
는 

것
입
니
다
）

「
サ소

오

데

스

ウ
デ
ス
。
ワ와

가ガ 

ク구

니

와

ニ
ハ 

カ가

미

노

ミ
ノ 

ク구

니

데

스

까

라

ニ
デ
ス
カ
ラ 

カ고

오

시

데

ウ
シ
テ 

ワ와

레

와

레

까

レ
ワ
レ
ガ 

イ이

끼

데

キ
テ 

イ이

께

루

노

모

ケ
ル
ノ
モ 

ミ민

 

나

ン
ナ 

カ가

미

사

마

노

ミ
サ
マ
ノ 

オ오

까

게

데

스

カ
ゲ
ナ
ノ
デ
ス
。
デ데

와ハ 

オ오

마

이

리

マ
ヰ
リ 

シ시

다

도

끼

タ
ト
キ 

ド돈

 

나

고

도

오

ン
ナ
コ
ト
ヲ 

オ오

이

노

리

イ
ノ
リ 

シ시

마

스

까

マ
ス
カ
」

　
（
그
럿
습
니
다
。
우
리
나
라
도 

신
국
（
神
國
）
인
고
로 

우
리

들
이 
이
러
케 

살
아
갈
수 

잇
는
것
도 

모
두
「
가
미
사
마
」
덕

입
니
다
。
그
러
면 

참
배
해
서 

어
떤
것
을 

기
도
하
십
니
까
）



一
四
二

「
イ이

찌

니

찌

모

チ
ニ
チ
モ 

ハ하

야

꾸

ヤ
ク|

ワ와

가ガ 

ク구

니

가

ニ
ガ 

セ센

 

소

오

니

ン
サ
ウ
ニ 

カ가

쓰

요

오

니

ツ
ヤ
ウ
ニ 

ヘ헤

이

다

이

상

가

イ
タ
イ
サ
ン
ガ 

ゴ고

부

지

데

ブ
ジ
デ 

ゴ꼬

호

오

꼬

오

ホ
ウ
コ
ウ 

デ데

끼

루

요

오

니

キ
ル
ヤ
ウ
ニ 

オ오

이

노

리

시

イ
ノ
リ
シ 

ワ와

다

꾸

시

다

찌

와

タ
ク
シ
タ
チ
ハ 

カ가

다

꾸

タ
ク 

ジ쥬

 

우

고

오

ュ
ウ
ゴ
ヲ 

マ마

모

리

누

끼

마

스

또

モ
リ
ヌ
キ
マ
ス
ト 

オ오

지

까

이

시

마

스

チ
カ
ヒ
シ
マ
ス
」

　
（
하
루
라
도 

속
히 
우
리 

나
라
가 

전
쟁
에 

익
이
도
록
군
인

들
이 

무
사
하
게 

봉
공
할
수 

잇
도
록 

기
원
하
고 

우
리
들
은 

굿
게  

총
후
를 

지
키
겟
습
니
다
라
고 

맹
서
합
니
다
）

「
サ소

오

데

스

ウ
デ
ス
。
デ데

와ハ 

コ고

레

까

라

レ
カ
ラ 
オ오

마

이

리

니

マ
ヰ
リ
ニ 

イ이

끼

마

쇼

오

キ
マ
セ
ウ
」

　
（
그
럿
습
니
다
。
그
럼 

지
금
부
터 
참
배
하
러 

가
겟
습
니

다
）

一
二
九
八
八
（
一
九
四
三
・
十
・
七
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

オ오

소

소

지

サ
ウ
ヂ
（
소
제
）［
お
掃
除
］

「
タ다

로

오

ラ
ウ
［
太
郎
］
サ
상ン 

ハ하

나

꼬

상

ナ
コ
サ
ン 

オ오

하

요

오

ハ
ヤ
ウ
」

　
（
다
로
오
야
、
하
나
꼬
야 

잘
잣
니
）

「
オ오

까

아

상

カ
ア
サ
ン 

オ오

하

요

오

ハ
ヤ
ウ 

ゴ고

자

이

마

스

ザ
イ
マ
ス
」

　
（
어
머
니 

안
녕
히 

주
무
섯
세
요
）

「
カ가

오

오

ホ
ヲ 

ア아

라

우

ラ
フ 

マ마

에

니

ヘ
ニ 

オ오

소

오

지

오

サ
ウ
ジ
ヲ 

イ이

다

시

마

쇼

오

タ
シ
マ
セ
ウ
」

　
（
세
수
하
기 

전
에 

소
제
를
하
자
）

「
ハ하

이イ 

ワ와

다

꾸

시

와

タ
ク
シ
ハ 

オ오

니

와

오

ニ
ハ
ヲ 

ハ하

끼

마

스

キ
マ
ス
」

　
（
네
、
저
는 

마
당
을 

쓸
겟
습
니
다
）

「
ボ보

꾸

와

ク
ハ 

オ오

헤

야

오

ヘ
ヤ
ヲ 

ハ하

끼

마

쇼

오

キ
マ
セ
ウ
」

　
（
저
는 

방
을 

쓸
겟
습
니
다
）

「
デ드

와ハ 

オ오

까

아

상

 

가

カ
ア
サ
ン
ガ 

マ마

도

가

라

스

오

ド
ガ
ラ
ス
ヲ 

フ후

끼キ 

ザ조

오

낑

 

까

게

오

フ
キ
ン
ガ
ケ
ヲ

|

シ시

마

쇼

오

マ
セ
ウ
」

　
（
그
럼 

어
머
니
가 

유
리
창
을 

닥
고 

걸
레
질
을 

치
겟
다
）

「
ア아

리

가

도

오

リ
ガ
タ
ウ 

ト도

데

모

テ
モ 

キ기

레

이

니

나

리

마

시

다

レ
イ
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
」

　
（
고
맙
다 

참 

정
해
젓
구
나
）

「
オ오

까

아

상

カ
ア
サ
ン 

キ기

모

찌

가

モ
チ
ガ 

イ이

이

데

스

네

イ
デ
ス
ネ
」

　
（
어
머
니 

참 

기
분
이 

조
하
요
）

「
サ사

아ア 

ハ하

야

꾸

ヤ
ク 

オ오

까

오

오

カ
ホ
ヲ 

ア아

랏

 

데

ラ
ッ
テ 

ゴ고

항

 

오

ハ
ン
ヲ 

イ이

다

다

끼

마

쇼

오

タ
ダ
キ
マ
セ
ウ
」

　
（
자
아 

얼
른 

세
수
하
고 

밥
먹
자
）

一
二
九
八
九
（
一
九
四
三
・
十
・
八
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

タ다

이

쇼

오

호

오

다

이

비

イ
セ
ウ
ホ
ウ
タ
イ
ビ
（
대
조
봉
대
일
）［
大
詔
奉
戴
日
］



一
四
三

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

「
ケ교

오

와

フ
ハ 

ヤ요

오

까

ウ
カ
［
八
日
］
デ데

스

네

ス
ネ 

ヤ요

오

까

와

ウ
カ
ハ 

ナ난

 

노

ン
ノ 

ヒ히

데

스

까

デ
ス
カ
」

　
（
오
늘
은 
八
일
이
지
요 

八
일
은 

무
슨 

날
입
니
까
）

「
タ다

이

쇼

오

호

오

다

이

비

데

스

イ
セ
ウ
ホ
ウ
タ
イ
ビ
デ
ス
」

　
（
대
조
봉
대
일
입
니
다
）

「
タ대

쇼

오

호

오

다

이

비

와

イ
セ
ウ
ホ
ウ
タ
イ
ビ
ハ 

ド돈

 

나

ン
ナ 

ヒ히

데

스

까

デ
ス
カ
」

　
（
대
조
봉
대
일
은 

어
떤 
날
입
니
까
）

「
ベ베

이

에

이

니

イ
エ
イ
ニ 

タ다

이

수

루

イ
ス
ル 

セ센

 

센

ン
セ
ン
［
宣
戰
］
ノ노 

タ다

이

쇼

오

イ
セ
ウ

［
大
詔
］
ヲ오 

オ오

구

다

시

니

낫

 

다

ク
ダ
シ
ニ
ナ
ッ
タ 
ヒ히

가ガ　
（
미
영
에 

대
한 

선

전
의 

대
조
를 

내
리
옵
신
날
이
）

「
セ쇼

오

와

ウ
ワ
［
昭
和
］ 

十
六
ネ넨

 

노

ン
ノ 

十
二
ガ가

쓰ツ 
ヤ요

오

까

데

스

까

라

ウ
カ
デ
ス
カ
ラ 

コ고

노ノ 

ト도

끼

노

キ
ノ 

ケ겟

 

싱

 

오

ッ
シ
ン
ヲ 

イ이

쓰

마

데

모

ツ
マ
デ
モ 

ワ와

스

레

나

이

ス
レ
ナ
イ 
タ다

메

니

メ
ニ 

サ사

다

메

다

ダ
メ
タ 

ヒ히

데

스

デ
ス
」

　
（
소
화 

十
六
년 

十
二
월 

八
일
인
고
로 

이
때
의 

결
심
을 

언
제
까
지
든
지 

잇
지 

안
키
위
하
야 

정
한 

날
입
니
다
）

「
ソ소

노ノ 

ト도

끼

노

キ
ノ 

ケ겟

 

싱

 

또

와

ッ
シ
ン
ト
ハ 

ナ난

 

데

스

까

ン
デ
ス
カ
」

　
（
그
때
의 

결
심
이
란 

어
떤
것
입
니
까
）

「
ベ네

이

에

이

오

イ
エ
イ
ヲ 

タ다

다

끼

タ
キ 

ツ쓰

부

시

ブ
シ 

キ깃

 

또

ッ
ト 

タ다

다

까

이

니

タ
カ
ヒ
ニ 

カ가

찌

누

이

데

チ
ヌ
イ
テ 

ダ다

이

또

오

아

교

 

오

에

이

껭

 

오

イ
ト
ウ
ア
キ
ヨ
ウ
エ
イ
ケ
ン
ヲ 

ケ겐

 

세

쓰

스

루

또

ン
セ
ツ
ス
ル
ト 

イ유

우

겟

 

신

데

스

フ
ケ
ッ
シ
ン
デ
ス
」

　
（
미
영
을 

때
려
부
서
고 

반
드
시 

이
전
쟁
을 

이
겨
서 

대
동

아
공
영
권
을 

건
설
하
겟
다
는 

결
심
입
니
다
）

一
二
九
九
〇
（
一
九
四
三
・
十
・
九
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

四시

끼季
（
사
절
）［
四
季
］

「
ア아

나

다

와

ナ
タ
ハ 

イ이

찌

넨

 

쥬

 

우

데

チ
ネ
ン
ヂ
ュ
ウ
デ 

イ이

쓰

가

ツ
ガ 

イ
이

찌

チ
バ
ン 

オ오

스

끼

데

스

까

ス
キ
デ
ス
カ
」

　
（
당
신
은 

일
년
중
에
서 

어
느
때
를 

제
일 

조
하 

하
심
니

까
）

「
ボ보

꾸

와

ク
ハ 

ハ하

루

또

ル
ト 

ア아

끼

가

キ
ガ 

イ이

찌

방

チ
バ
ン 

ス스

끼

데

스

キ
デ
ス
」

　
（
저
는 

봄
과 

가
을
이 

제
일 

좃
습
니
다
）

「
ド도

오

시

떼

ウ
シ
テ 

ス스

끼

데

스

까

キ
デ
ス
カ
」

　
（
왜 

조
하 

하
십
니
까
）

「
ア아

쓰

꾸

모

ツ
ク
モ 

ナ나

꾸ク 

サ사

무

꾸

모

ム
ク
モ 

ナ나

꾸ク 

ケ게

시

끼

가

シ
キ
ガ 

ヨ요

꾸

떼

ク
テ 

ウ운

 

도

오

니

모

ン
ド
ウ
ニ
モ 

ベ벤

꾜

 

오

니

모

ン
キ
ャ
ウ
ニ
モ 

イ이

찌

방

チ
バ
ン 

イ이

이イ 

ト도

끼

다

까

라

데

스

キ
ダ
カ
ラ
デ
ス
」



一
四
四

　
（
더
웁
지
도 

안
코 

춥
지
도 

안
코 

경
치
가 

조
코 

운
동
에

도 
공
부
에
도 

제
일 

조
흔 

때
이
니
까
요
）

「
ボ보

꾸

와

ク
ハ 
フ후

유

가

ユ
ガ 

ス스

끼

데

스

キ
デ
ス
∥
コ고

오

리

ホ
リ 

ス스

베

리

ベ
リ
［
氷
滑
］
ガ가 

デ데

끼

마

스

까

라

キ
マ
ス
カ
ラ
」

　
（
저
는 

겨
울
이 
좃
습
니
다 

어
름
을 

지
칠
수
가 

잇
스
니
까

요
）

「
ミ미

즈

아

소

비

가

ヅ
ア
ソ
ビ
ガ 

デ데

끼

루

까

라

キ
ル
カ
ラ 
ボ보

꾸

와

ク
ハ 

ナ나

쓰

가

ツ
ガ 

ダ다

이

스

끼

데

스

イ
ス
キ
デ
ス
」

　
（
룰
작
난
을 

할
수 

잇
스
니
까 
저
는 

여
름
이 

제
일
좃
습
니

다
）

一
二
九
九
一
（
一
九
四
三
・
十
・
十
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ヱ
ン
ソ
ク
（
원 

적マ
マ

）［
遠
足
］

「
オ
カ
ア
サ
ン 

ア
シ
タ
ハ 

ガ
ク
カ
ウ
［
学
校
］
デ 

ヱ
ン
ソ
ク
ニ 
ユ

ク
サ
ウ
デ
ス
」

「
ソ
レ
ハ 

ヨ
カ
ッ
タ
ネ‖

ド
コ
ヘ 

ユ
ク
ノ
」

「
テ
ウ
セ
ン 

ジ
ン
グ
ウ
［
朝
鮮
神
宮
］
ヘ 

サ
ン
パ
イ
シ
テ
カ
ラ 

ナ

ン
ザ
ン
［
南
山
］
ノ 

イ
タ
ダ
キ 

マ
デ 

ノ
ボ
ル 

サ
ウ
デ
ス
」

「
ヂ
ャ 

オ
ベ
ン
タ
ウ
ハ 

オ
ホ
キ
ク 

ツ
ク
ッ
テ
ア
ゲ
マ
セ
ウ
ネ
」

「
ハ
イ 

オ
カ
ズ
ハ 

ナ
ン
デ
モ 

ヨ
イ
カ
ラ 

ニ
ギ
リ
メ
シ
ニ 

シ
テ
ク

ダ
サ
イ
」

「
ス
イ
ト
ウ
、
ハ
ン
カ
チ
、
チ
リ
ガ
ミ
ハ 

ワ
ス
レ
ナ
イ
ヤ
ウ
ニ 

ヨ

ウ
イ
シ
ナ
サ
イ
ヨ
」

「
デ
ハ 

ア
シ
タ 

ハ
ヤ
ク 

オ
コ
シ
テ 

ク
ダ
サ
イ
ネ
」

「
ハ
イ 

ハ
イ
、
ア
ン
シ
ン
シ
テ 

グ
ッ
ス
リ
オ
ヤ
ス
ミ
」

一
二
九
九
三
（
一
九
四
三
・
十
・
十
二
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ハ
ウ
モ
ン
（
방
문
）（
一
）［
訪
問
］

「
ゴ
メ
ン 

ク
ダ
サ
イ
」

「
ハ
イ 

イ
ラ
ッ
シ
ャ
イ
マ
セ
」

「
ゴ
シ
ュ
ジ
ン
ハ 

オ
イ
デ
ニ 

ナ
リ
マ
ス
カ
」

「
ハ
イ 

ヲ
リ
マ
ス‖

ド
ナ
タ
サ
マ
デ 

イ
ラ
ッ
シ
ャ
イ
マ
ス
カ
」

「
ワ
タ
ク
シ
ハ 

タ
ナ
カ
ト 

マ
ウ
シ
マ
ス‖

チ
ョ
ッ
ト 

オ
メ
ニ 

カ

カ
リ
タ
イ
ト 

マ
ウ
シ 

ア
ゲ
テ 

ク
ダ
サ
イ
」

「
デ
ハ 

セ
ウ
セ
ウ 

オ
マ
チ 

ク
ダ
サ
イ
マ
セ
」

「
オ
マ
タ
セ 

イ
タ
シ
マ
シ
タ‖

ド
ウ
ゾ 

オ
ア
ガ
リ 

ク
ダ
サ
イ
マ

セ
」



一
四
五

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

一
二
九
九
四
（
一
九
四
三
・
十
・
十
三
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ハ
ウ
モ
ン
（
방
문
）（
二
）［
訪
問
］

「
ヨ
ク 
イ
ラ
ッ
シ
ャ
イ
マ
シ
タ
」

「
オ
ヒ
サ
シ
ブ
リ
デ 

ゴ
ザ
イ
マ
ス
」

「
ミ
ナ
サ
ン 

オ
ゲ
ン
キ 

デ
ス
カ
」

「
エ
ヽ 

オ
カ
ゲ
サ
マ
デ 
ミ
ナ
タ
ッ
シ
ャ
デ
ス‖

ア
ナ
タ
モ 

マ
ス

マ
ス 

オ
ゲ
ン
キ
ナ 

ヤ
ウ
デ
ス
ネ
」

「
ハ
イ 

カ
ラ
ダ
ハ 

イ
タ
ッ
テ 
タ
ッ
シ
ャ
デ 

ゴ
ザ
イ
マ
ス
」

「
ナ
ン
ト 

イ
ッ
テ
モ 

ケ
ン
カ
ウ 

ダ
イ
一
デ
ス
ネ
」

一
二
九
九
五
（
一
九
四
三
・
十
・
十
四
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

セ
ン
タ
ク
（
빨
래
）［
洗
濯
］

「
ネ
イ
サ
ン 

オ
ガ
ハ
［
小
川
］
ニ 

セ
ン
タ
ク
ニ 

マ
ヰ
リ
マ
セ
ウ
」

「
ハ
イ
、
コ
ノ 

カ
ゴ
ニ 

ハ
イ
ッ
タ 

セ
ン
タ
ク
モ
ノ
ハ 

ワ
タ
ク
シ

ガ 

モ
ッ
テ 

イ
キ
マ
セ
ウ
」

「
デ
ハ 

セ
ッ
ケ
ン
ト 

セ
ン
タ
ク
ボ
ウ
［
洗
濯
棒
］
ハ 

ワ
タ
ク
シ
ガ 

モ
ッ
テ 

イ
キ
マ
ス
」

「
ケ
フ
ハ 

ミ
ヅ
ガ 

キ
レ
イ
デ
ス
ネ
」

「
サ
ア 

セ
ッ
セ
ト 

ア
ラ
ヒ 

マ
セ
ウ
」

「
ア
ン
マ
リ 

セ
ン
タ
ク
ボ
ウ
デ 

ツ
ヨ
ク 

タ
タ
イ
テ
ハ 

イ
ケ
マ
セ

ン
ヨ
」

「
モ
ウ 

ス
ッ
カ
リ 

キ
レ
イ
ニ 

ナ
リ
マ
シ
タ
」

「
デ
ハ 

ア
タ
マ
ニ 

ノ
セ
テ 

カ
ヘ
リ
マ
セ
ウ
」

一
二
九
九
六
（
一
九
四
三
・
十
・
十
五
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ダ
イ
ド
コ
ロ
（
부
억
）［
台
所
］

「
サ
ア 

ユ
フ
ゴ
ハ
ン
ノ 

シ
タ
ク
ヲ 

シ
マ
セ
ウ
」

「
オ
カ
ア
サ
ン 

ワ
タ
ク
シ
タ
チ
モ 

テ
ツ
ダ
ヒ
マ
ス
」

「
ソ
レ
ハ 

カ
ン
シ
ン
デ
ス
ネ‖

デ
ハ 

ア
キ
コ
サ
ン
ハ 

サ
カ
ナ
ヲ 

ヤ
イ
テ 

ク
ダ
サ
イ
」

「
オ
カ
ア
サ
ン 

ワ
タ
ク
シ
ハ
？
」

「
ア
、
ハ
ル
コ
サ
ン
ハ 

オ
チ
ャ
ワ
ン
ヲ 

ア
ラ
ッ
テ 

ク
ダ
サ
イ
」

「
ハ
イ 

キ
レ
イ
ニ 

ア
ラ
ヒ
マ
ス
」

「
デ
ハ 

オ
カ
ア
サ
ン
ハ 

ゴ
ハ
ン
ヲ 

タ
キ
マ
セ
ウ
」

一
二
九
九
七
（
一
九
四
三
・
十
・
十
六
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」



一
四
六

サ
イ
ハ
ウ
（
바
느
질
）［
裁
縫
］

「
ハ
サ
ミ
ト 

モ
ノ
サ
シ
ト 

ハ
リ
ト 

イ
ト
ヲ 

ヨ
ウ
イ 

シ
マ
シ
タ
カ
」

「
ハ
イ 
ミ
ン
ナ 

コ
ノ 

ハ
リ
バ
コ
ニ 

ハ
イ
ッ
テ 

ヰ
マ
ス
」

「
デ
ハ 

コ
ノ 
キ
レ
ヲ 

ス
ン
パ
フ
［
寸
法
］
ニ 

ア
ハ
セ
テ 

タ
チ
マ

セ
ウ
」

「
ワ
タ
ク
シ
ガ 

コ
レ
ヲ 
ヌ
ヒ
マ
ス
」

「
ソ
コ
ハ 

ホ
ソ
イ 

イ
ト
デ 
テ
イ
ネ
イ
ニ 

ヌ
ッ
テ 

ク
ダ
サ
イ
ネ
」

「
オ
カ
ア
サ
ン 

コ
ノ 

エ
リ
ツ
ケ
ハ 
オ
カ
ア
サ
ン
ガ 

シ
テ 

ク
ダ
サ

イ
」

「
ナ
ニ
ゴ
ト
モ 

レ
ン
シ
フ
［
練
習
］
デ
ス
カ
ラ 
マ
ア 

シ
テ 

ゴ
ラ

ン
ナ
イ
サ
イ‖

オ
カ
ア
サ
ン
ガ 

ヲ
シ
ヘ
テ 

ア
ゲ
ル
カ
ラ
」

一
二
九
九
八
（
一
九
四
三
・
十
・
十
七
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

リ
ョ
カ
ウ
（
여
행
）［
旅
行
］

「
ド
チ
ラ
マ
デ 

イ
ラ
ッ
シ
ャ
イ
マ
ス
カ
」

「
ヘ
イ
ジ
ャ
ウ
［
平
壌
］
マ
デ 

マ
ヰ
リ
マ
ス
」

「
ヘ
イ
ジ
ャ
ウ
ガ 

オ
ク
ニ
デ
ス
カ
」

「
サ
ヤ
ウ
デ 

ゴ
ザ
イ
マ
ス‖

コ
ノ
ゴ
ロ
ノ 

キ
シ
ャ
ハ 

ホ
ン
タ
ウ

ニ 

タ
イ
ヘ
ン
デ 

ゴ
ザ
イ
マ
ス
ネ
」

「
ド
レ
モ 

ミ
ン
ナ 

マ
ン
ヰ
ン
デ 

デ
キ
レ
バ 

リ
ョ
カ
ウ
［
旅
行
］
ナ

ド 

ヤ
メ
タ
イ
モ
ノ
デ
ス
ガ
」

「
セ
ン
サ
ウ
［
戦
争
］
ニ 

ヒ
ツ
ヤ
ウ
ナ 

モ
ノ
ヲ 

ハ
コ
ブ
ノ
デ
ス
カ

ラ 

ナ
ル
ベ
ク 

ム
ダ
ナ 

リ
ョ
カ
ウ
ハ 

ヤ
メ
タ
イ 

モ
ノ 

デ
ス
ネ
」

「
エ
エ
、
ミ
ン
ナ
ガ 

ソ
ノ 

キ
モ
チ
ニ 

ナ
レ
バ 

ヨ
ロ
シ
イ
ノ
デ
ス

ガ
」

「
ナ
ニ
カ 

キ
フ
ナ
［
急
な
］ 

ゴ
ヨ
ウ
デ
モ 

オ
ア
リ
ナ
ノ 

デ
ス
カ
」

「
ハ
イ 

チ
チ
ガ 

キ
フ
ビ
ャ
ウ
デ
…
」

「
ソ
レ
ハ 

ゴ
シ
ン
パ
イ
デ 

ゴ
ザ
イ
マ
セ
ウ
」

一
二
九
九
九
（
一
九
四
三
・
十
・
十
九
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

タ
ヒ
ガ
ウ
（
대
피
호
）［
退
避
壕
］

「
オ
タ
ク
デ
ハ 

ダ
イ
ヒ
ガ
ウ
［
退
避
壕
］
ヲ 

オ
ホ
リ
ニ 

ナ
リ
マ
シ

タ
カ
」

「
イ
イ
エ
、
マ
ダ
デ 

ゴ
ザ
イ
マ
ス
」

「
ハ
ヤ
ク 
オ
ホ
リ 

ク
ダ
サ
イ
」

「
ハ
イ
、
ジ
ツ
ハ 

ド
コ
ニ 

シ
ヨ
ウ
カ
ト 

マ
ヨ
ッ
テ 

ヲ
リ
マ
ス
」



一
四
七

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

「
オ
ニ
ハ
ノ 

ス
ミ
デ 

ヨ
ロ
シ
イ
ノ
デ
ス
ヨ
」

「
ナ
ニ
シ
ロ 

ニ
ハ
ガ 

セ
マ
イ
カ
ラ
」

「
ダ
イ
ド
コ
ロ
デ
モ 

ケ
ッ
カ
ウ
デ
ス
。
ホ
リ
オ
コ
シ
タ 

ツ
チ
ハ 

ヒ

ヲ 

ケ
ス
ト
キ
ニ 
ツ
カ
ヘ
マ
ス
」

「
サ
ッ
ソ
ク 

ケ
フ 
ホ
ル
コ
ト
ニ 

イ
タ
シ
マ
セ
ウ
」

一
三
〇
〇
〇
（
一
九
四
三
・
十
・
二
十
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

カ
ウ
ツ
ウ 

ダ
ウ
ト
ク
（
교
통 
도
덕
）［
交
通
道
徳
］

「
ミ
チ
ヲ 

ア
ル
ク 

ト
キ
ハ 

ド
チ
ラ
ガ
ハ
ヲ 

ア
ル
キ 

マ
ス
カ
」

「
ヒ
ダ
リ
ガ
ハ
ヲ 

ア
ル
キ
マ
ス
」

「
ド
コ
ノ 

ヒ
ダ
リ
ガ
ハ 

デ
ス
カ
」

「
ジ
ン
ダ
ウ
［
人
道
］
ノ 

ヒ
ダ
リ
ガ
ハ
デ
ス
」

「
ミ
チ
ニ
ハ 

チ
ャ
ン
ト 

ジ
ン
ダ
ウ
ト 

シ
ャ
ダ
ウ
［
車
道
］
ノ 
ク

ベ
ツ
ガ 

ア
リ
マ
ス
カ
ラ 

ヨ
ク 

キ
ヲ 

ツ
ケ
マ
セ
ウ
ネ
」

「
ハ
イ
」

「
シ
ン
ガ
ウ
ト
ウ
［
信
号
灯
］
ニ 

ア
カ
ガ 

デ
タ
ラ 

ド
ウ
シ
マ
ス
カ
」

「
ア
ヲ
ガ 

デ
ル
マ
デ 

ミ
チ
ヲ 

ヨ
コ
ギ
ラ
ズ
ニ 

マ
チ
マ
ス
」

「
サ
ウ
デ
ス
、
シ
ン
ガ
ウ
ニ 

シ
タ
ガ
ッ
テ 

ヨ
ク 

カ
ウ
ツ
ウ 

ダ
ウ

ト
ク
［
交
通
道
徳
］
ヲ 

マ
モ
レ
バ 

ケ
ッ
シ
テ 

ア
ブ
ナ
ク 

ア
リ
マ

セ
ン
」

一
三
〇
〇
一
（
一
九
四
三
・
十
・
二
十
一
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

オ
ホ
サ
ウ
ヂ
（
청
결
）［
大
掃
除
］

「
ア
シ
タ
ハ 

オ
ホ
サ
ウ
ヂ
デ
ス
ヨ
」

「
ハ
イ 

シ
ャ
ウ
チ 

イ
タ
シ
マ
シ
タ
」

「
ナ
ル
ベ
ク 

ア
サ 

ハ
ヤ
ク
カ
ラ 

カ
カ
ッ
テ 

ク
ダ
サ
イ
ネ
」

「
エ
エ 

チ
ョ
ウ
ド 

ニ
チ
エ
ウ
［
日
曜
］
デ
ス
カ
ラ 

ミ
ン
ナ
デ 

イ

ッ
シ
ョ
ニ 

ヤ
レ
マ
ス
」

「
フ
ダ
ン 

テ
ノ 

ト
ド
カ
ナ
イ 

ト
コ
ロ
、
メ
ニ 

ミ
エ
ナ
イ 

ト
コ
ロ

ヲ 

キ
ヲ 

ツ
ケ
テ 

ヤ
ッ
テ 

ク
ダ
サ
イ
」

「
カ
シ
コ
マ
リ
マ
シ
タ‖

ダ
レ
ニ
モ 

マ
ケ
ナ
イ 

ヤ
ウ
ニ 

イ
タ
シ

マ
ス
」

一
三
〇
〇
二
（
一
九
四
三
・
十
・
二
十
二
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ジ
ャ
ウ
ク
ヮ
イ
（
상
회
）［
常
会
］

「
カ
ネ
ヤ
マ
サ
ン
、
ジ
ャ
ウ
カ
イ
［
常
会
］
ニ 

マ
ヰ
リ
マ
セ
ウ
」



一
四
八

「
モ
ウ 

オ
ジ
カ
ン
デ 

ゴ
ザ
イ
マ
ス
カ
」

「
エ
エ
、
コ
ノ
マ
ヘ 

オ
ク
レ
マ
シ
タ
カ
ラ 

ケ
フ
ハ 

ス
コ
シ 

ハ
ヤ

メ
ニ 
シ
ュ
ッ
セ
キ
シ
マ
セ
ウ
」

「
サ
ウ
シ
マ
セ
ウ
。
デ
ハ 

ス
グ 

シ
タ
ク
シ
マ
ス
カ
ラ 

チ
ョ
ッ
ト 

オ

マ
チ
ク
ダ
サ
イ
」

「
ソ
ノ 

マ
マ
デ 

イ
イ
ヂ
ャ 
ア
リ
マ
セ
ン
カ
。」

「
イ
イ
エ
、
チ
ョ
ッ
ト 

ヘ
ヤ
ヲ 
カ
タ
ヅ
ケ
ル
ダ
ケ
デ
ス
ヨ
」

「
コ
ノ
ツ
ギ
ノ 

ジ
ャ
ウ
ク
ヮ
イ
ハ 
オ
タ
ク
デ 

ゴ
ザ
イ
マ
ス
ネ
」

「
ハ
イ
、
ヘ
ヤ
ガ 

チ
ヒ
サ
イ
ノ
デ 

シ
ン
パ
イ
シ
テ 

ヲ
リ
マ
ス
。
オ

マ
チ
ド
ホ
サ
マ
」

一
三
〇
〇
三
（
一
九
四
三
・
十
・
二
十
三
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

カ
ラ
ダ
（
몸
）［
体
］

「
ア
ナ
タ
ノ 

シ
ン
チ
ャ
ウ
ハ 

ド
ノ 

ク
ラ
ヰ
デ
ス
カ
」

「
一
メ
ー
ト
ル 

五
十
四
セ
ン
チ
デ 

ゴ
ザ
イ
マ
ス
」

「
タ
イ
ヂ
ュ
ウ
ハ 

ド
ノ 

ク
ラ
ヰ 

ア
リ
マ
ス
カ
」

「
五
十
二
キ
ロ 

ゴ
ザ
イ
マ
ス
」

「
タ
イ
ヘ
ン 

リ
ッ
パ
ナ 

カ
ラ
ダ
デ
ス
」

「
ス
コ
シ 

ヰ
チ
ャ
ウ
ガ 

ヨ
ハ
ク
テ 

コ
マ
ッ
テ
ヲ
リ
マ
ス
」

「
ハ
ヤ
ク 

ナ
ホ
サ
ナ
ケ
レ
バ 

ナ
リ
マ
セ
ン
ネ
」

「
ハ
イ
、
ソ
ノ 

ホ
カ
ニ
ハ 

ベ
ツ
ニ 

ヨ
ハ
イ 

ト
コ
ロ
ハ 

ア
リ
マ
セ

ン
」

「
ナ
ン
ト 

イ
ッ
テ
モ 

カ
ラ
ダ
ガ 

イ
チ
バ
ン 

ダ
イ
ジ
デ
ス
ヨ
」

「
ハ
ヤ
ク 

ケ
ン
カ
ウ
ニ 

ナ
リ
タ
イ
ト 

イ
ッ
シ
ャ
ウ
ケ
ン
メ
イ 

ハ

ゲ
ン
デ 

ヲ
リ
マ
ス
」

「
ア
サ
ノ 

ラ
ヂ
ヲ 

タ
イ
サ
ウ
ハ 

ヰ
チ
ャ
ウ
ノ 

タ
メ
ニ 

イ
イ
デ
ス

ヨ
」

「
サ
ウ
デ
ス
カ 

ア
シ
タ
カ
ラ 

ヤ
ッ
テ 

ミ
マ
セ
ウ
」

一
三
〇
〇
四
（
一
九
四
三
・
十
・
二
十
四
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

サ
イ
ケ
ン
（
채
권
）［
債
券
］

「
コ
ン
ゲ
ツ
ブ
ン
ノ 

サ
イ
ケ
ン
ガ 

デ
マ
シ
タ
」

「
ア
ラ 

サ
ウ
デ 

ゴ
ザ
イ
マ
ス
カ
」

「
コ
ン
ゲ
ツ
ハ 

ス
ク
ナ
ウ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
」

「
ホ
ン
タ
ウ
ニ
ネ
ェ 

ア
マ
ッ
タ
ラ 

ワ
タ
ク
シ
ノ 

ハ
ウ
ニ 

マ
ハ
シ

テ 

ク
ダ
サ
イ
」



一
四
九

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

「
ホ
ホ
ホ 

サ
イ
ケ
ン
ノ 

カ
ヒ
ダ
メ 

バ
カ
リ
ハ 

オ
コ
ラ
レ
マ
セ
ン 

カ
ラ
ネ
ェ
」

「
コ
ト
シ
ノ 
チ
ョ
チ
ク
セ
イ
セ
キ
ハ 

ヨ
ク
｜
ナ
ン
ト 

シ
ン
ブ
ン
ニ 

デ
テ 

ヰ
マ
シ
タ
」

「
エ
エ 

ハ
ヅ
カ
シ
イ 
コ
ト
デ
ス‖

ワ
タ
ク
シ
タ
チ
ノ 

ハ
ン
［
班
］

ダ
ケ
デ
モ 

ウ
ン
ト 
カ
ヒ
マ
セ
ウ
ヨ
」

「
ワ
タ
ク
シ
タ
チ
ノ 

ゴ
ホ
ウ
コ
ウ
［
御
奉
公
］
ハ 

サ
イ
ケ
ン
ヲ 

カ

フ 

コ
ト
デ
ス
ヨ
」

一
三
〇
〇
六
（
一
九
四
三
・
十
・
二
十
六
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ハ
イ
キ
フ
（
배
급
）［
配
給
］

「
ケ
フ
ハ 

セ
ッ
ケ
ン
ノ 

ハ
イ
キ
フ
ガ 

ア
リ
マ
ス
カ
ラ 
オ
カ
ネ
ヲ 

モ
ッ
テ 

ス
グ 

ア
ツ
マ
ッ
テ 

ク
ダ
サ
イ
」

「
ハ
イ 

ワ
カ
リ
マ
シ
タ‖

キ
ン
ジ
ョ
ニ
モ 

サ
ウ 

ツ
タ
ヘ
マ
ス
」

「
サ
ア 

ミ
ン
ナ 

ア
ツ
マ
リ
マ
シ
タ
ネ
」

「
ハ
イ 

オ
カ
ネ
モ 

オ
ツ
リ
ノ 

イ
ラ
ナ
イ 

ヤ
ウ
ニ 

ヨ
ウ
イ 

シ
マ

シ
タ
」

「
デ
ハ 

マ
ツ
バ
ラ
サ
ン 

ヤ
ナ
ガ
ワ
サ
ン 

ト
シ
カ
ハ
サ
ン
ノ 

ト
コ

ロ
ハ 

カ
ゾ
ク
ガ 

オ
ホ
イ
カ
ラ 

四
マ
イ 

ヅ
ツ
デ
ス
」

「
イ
ケ
ヤ
マ
サ
ン
ノ 

ト
コ
ロ
ハ 

三
マ
イ
デ
ス
ネ
」

「
サ
ウ
デ
ス 

ハ
イ
キ
フ 

サ
レ
タ 

セ
ッ
ケ
ン
ハ 

デ
キ
ル
ダ
ケ 

セ
ツ

ヤ
ク
シ
テ 

ハ
イ
キ
フ
ダ
ケ
デ 

マ
ニ 

ア
ハ
セ
マ
セ
ウ
」

一
三
〇
〇
七
（
一
九
四
三
・
十
・
二
十
七
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

オ
ツ
カ
ヒ
（
심
부
름
）［
お
遣
い
］

「
チ
ョ
ッ
ト 

オ
ツ
カ
ヒ
ニ 

イ
ッ
テ 

ク
ダ
サ
イ
」

「
ハ
イ 

オ
カ
ア
サ
ン 

ド
ン
ナ 

オ
ツ
カ
ヒ 

デ
ス
カ
」

「
コ
ノ 

カ
キ
ヲ 

ヲ
ヂ
サ
ン
ノ 

オ
タ
ク
ニ 

ト
ド
ケ
テ 

ク
ダ
サ
イ
」

「
ナ
ン
ト 

イ
ッ
テ 

ト
ド
ケ
マ
セ
ウ
カ
」

「
コ
レ
ハ 

ウ
ラ
ノ 

カ
キ
ノ
キ
ニ 

ナ
ッ
タ
モ
ノ
デ
ス 

ス
コ
シ
デ
ス

ガ 

メ
シ
ア
ガ
ッ
テ 

ク
ダ
サ
イ 

ト
イ
ヘ
バ 

ヨ
イ
ノ
デ
ス
」

「
ハ
イ 

ワ
カ
リ
マ
シ
タ‖

デ
ハ 

イ
ッ
テ
マ
ヰ
リ
マ
ス
」

「
キ
ヲ 

ツ
ケ
テ 

イ
ッ
テ 

イ
ラ
ッ
シ
ャ
イ
ネ
」

一
三
〇
〇
八
（
一
九
四
三
・
十
・
二
十
八
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

テ
ガ
ミ
（
편
지
）［
手
紙
］



一
五
〇

「
オ
カ
ア
サ
ン 

マ
ン
シ
ウ
［
満
洲
］
ノ 

ニ
イ
サ
ン
カ
ラ 

オ
テ
ガ
ミ 

デ
ス
ヨ
」

「
オ
ヤ 
サ
ウ
カ
イ‖

ド
レ
ド
レ 

ハ
ヤ
ク 

ヨ
ン
デ 

ゴ
ラ
ン
」

「
オ
ト
ウ
サ
ン
モ 
オ
カ
ア
サ
ン
モ 

オ
ゲ
ン
キ
デ
ス
カ
」

「
ウ
ン 

ソ
ノ
ツ
ギ
ハ
」

「
コ
チ
ラ
ハ 

ミ
ナ 

ブ
ジ
デ
ス
ゴ
ア
ン
シ
ン
ク
ダ
サ
イ‖

マ
ン
シ
ウ

デ
ハ 

モ
ウ 

ス
ッ
カ
リ 

ア
キ
ガ 
タ
ケ
テ 

マ
イ
ア
サ 

シ
モ
ガ 

オ
リ

マ
ス
。
ア
キ
ノ 

ト
リ
イ
レ
モ 
ダ
イ
タ
イ 

ス
ン
デ 

ヰ
マ
ス
ガ 

オ

コ
メ
ノ
シ
ウ
ク
ヮ
ク
ハ 

サ
ク
ネ
ン
ヨ
リ 
ウ
ン
ト 

フ
エ
マ
シ
タ
。
ナ

ニ
シ
ロ 

オ
コ
メ
ハ 

コ
ク
ミ
ン
ノ 

ダ
イ
ジ
ナ 
シ
ョ
ク
リ
ャ
ウ
デ 

ア

リ
マ
ス
ノ
デ 

ミ
ナ 

ト
テ
モ 

ヨ
ロ
コ
ン
デ 

ヲ
リ
マ
ス
。
ダ
ン
ダ
ン 

キ
コ
ウ
ガ 

サ
ム
ク
ナ
リ
マ
ス 

マ
ス
マ
ス 

オ
カ
ラ
ダ
ヲ 
ダ
イ
ジ
ニ 

ナ
サ
イ
マ
セ
」

一
三
〇
〇
九
（
一
九
四
三
・
十
・
二
十
九
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ヘ
イ
タ
イ
ゴ
ッ
コ
（
一
）（
병
정
노
리
）［
兵
隊
ご
っ
こ
］

「
カ
ネ
ヤ
マ
ク
ン 

ア
ソ
バ
ウ
」

「
ヤ
マ
モ
ト
ク
ン
カ
イ‖

ウ
ン 

ア
ソ
バ
ウ
」

「
ア
ラ 

イ
ラ
ッ
シ
ャ
イ 

ヤ
マ
モ
ト
サ
ン
」

「
ヲ
バ
サ
ン 

コ
ン
ニ
チ
ハ‖

カ
ネ
ヤ
マ
ク
ン
ト 

ア
ソ
ン
デ
モ 

イ

イ
デ
セ
ウ
」

「
エ
エ 

イ
イ
デ
ス
ヨ‖

ダ
ケ
ド 

ア
ン
マ
リ 

ト
ホ
ク
ヘ 

イ
カ
ナ
イ

デ
ネ
」

「
イ
イ
エ 

ウ
ラ
ノ 

ハ
ラ
ッ
パ
デ 

ア
ソ
ビ
マ
ス
」

「
モ
ウ 

ス
グ 

ゴ
ハ
ン
デ
ス
カ
ラ 

ハ
ヤ
ク 

カ
ヘ
ッ
テ 

イ
ラ
ッ
シ
ャ

イ
」

「
サ
ア 

イ
カ
ウ
。
ネ
エ
、
ヤ
マ
モ
ト
ク
ン 

ケ
フ
ハ 

ナ
ニ
ヲ 

シ
テ 

ア
ソ
バ
ウ
カ
」

「
ミ
ン
ナ
ヲ 

ヨ
バ
ウ
ヨ‖

ソ
シ
テ 

ヘ
イ
タ
イ
ゴ
ッ
コ
ヲ 

シ
ヨ
ウ
」

「
ウ
ン 

ソ
レ
ガ 

イ
イ‖

ヂ
ャ 

ボ
ク 

ハ
シ
ッ
テ
イ
ッ
テ 

ヨ
ン
デ 

ク
ル
ヨ
」

「
ボ
ク
モ 

ヨ
ン
デ 

コ
ヨ
ウ
」

「
ア
ノ 

キ
ノ 

シ
タ
ニ 

ア
ツ
マ
ル
ン
ダ
ヨ
」

「
ヨ
ウ
シ 

キ
タ
」

一
三
〇
一
〇
（
一
九
四
三
・
十
・
三
十
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」



一
五
一

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

ヘ
イ
タ
イ
ゴ
ッ
コ
（
二
）（
병
정
노
리
）［
兵
隊
ご
っ
こ
］

「
ミ
ン
ナ 

ア
ツ
マ
レ
ー
ッ
」

「
コ
ノ 
ヤ
マ
ヲ 

ハ
サ
ン
デ 

シ
ロ
ハ 

ミ
ギ 

ア
カ
ハ 

ヒ
ダ
リ
ニ 

ワ

カ
レ
ル
ン
ダ
」

「
シ
ロ
ノ 

ブ
タ
イ
チ
ャ
ウ
ハ 

カ
ネ
ム
ラ
ク
ン 

ア
カ
ノ 

ハ
ウ
ハ 

ヤ

マ
モ
ト 

ク
ン
ダ
」

「
セ
ン
ト
ウ 

カ
イ
シ
」

「
コ
ノ 

マ
ツ
カ
サ
ハ 

テ
リ
ウ
ダ
ン
［
手
榴
弾
］
ダ
ヨ‖

テ
キ
ノ 

ヂ

ン
チ
ニ 

ナ
ゲ 

コ
メ
ー
ツ
」

「
コ
ッ
チ
ハ 

ニ
ク
ダ
ン 

ト
ツ
ゲ
キ
ダ‖
ツ
ッ
コ
メ 

ツ
ッ
コ
メ
」

一
三
〇
一
一
（
一
九
四
三
・
十
・
三
十
一
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

オ
サ
ラ
ヒ
（
복
습
）［
お
さ
ら
い
］

「
ユ
フ
ゴ
ハ
ン
モ 

ス
ミ
マ
シ
タ
カ
ラ 

オ
サ
ラ
ヒ
ヲ 

ナ
サ
イ
ネ
」

「
ハ
イ
」

「
ホ
ン
ヲ 

モ
ッ
テ 

コ
コ
ヘ 

イ
ラ
ッ
シ
ャ
イ‖

ネ
イ
サ
ン
［
姉
さ

ん
、
누
나
］
ト 

一
シ
ョ
ニ 

シ
マ
セ
ウ
」

「
ハ
イ 

ケ
フ
ハ 

サ
ン
ス
ウ
ノ 

シ
ュ
ク
ダ
イ
ガ 

ア
ル
カ
ラ 

ソ
レ
ヲ 

シ
マ
ス‖

ア
ト
デ 

ネ
イ
サ
ン 

ミ
テ 

チ
ャ
ウ
ダ
イ
ネ
」

「
エ
エ 

ワ
カ
ラ
ナ
イ
ト
コ
ロ
ガ 

ア
ッ
タ
ラ 

オ
キ
キ
ナ
サ
イ
」

「
サ
ア 

コ
レ
デ 

シ
ュ
ク
ダ
イ
ハ 

ス
ン
ダ
」

「
ド
レ 

ミ
セ
テ 

ゴ
ラ
ン
ナ
サ
イ
。
ア
ラ 

コ
コ
｜
チ
ガ
ッ
テ 

ヰ
マ

ス
ネ
」

「
サ
ウ
カ
ナ‖

ヂ
ャ 

モ
ウ
一
ド
｜
ヨ
ク 

カ
ン
ガ
ヘ
テ 

ミ
マ
ス
」

一
三
〇
一
三
（
一
九
四
三
・
十
一
・
二
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ビ
ャ
ウ
キ 

ミ
マ
ヒ
（
문
병
）［
病
気
見
舞
い
］

「
オ
カ
ゼ
デ 

ネ
テ
ヲ
ラ
レ
ル 

サ
ウ
デ
ス
ガ 

イ
カ
ガ
デ 

ゴ
ザ
イ
マ

ス
カ
」

「
ハ
イ 

ワ
ザ
ワ
ザ 

オ
ミ
マ
ヒ 

ク
ダ
サ
イ
マ
シ
テ 

ア
リ
ガ
タ
ウ 

ゴ

ザ
イ
マ
ス
」

「
オ
ネ
ツ
ガ 

タ
カ
イ
ノ
デ
ス
カ
」

「
エ
エ 

ネ
ツ
ガ 

サ
ガ
リ
マ
セ
ン
シ 

セ
キ
ガ 

ヒ
ド
イ
ノ
デ 

コ
マ
リ

マ
ス
」

「
ソ
レ
ハ 
オ
コ
マ
リ
デ
セ
ウ‖

チ
ャ
ウ
ド 

ウ
チ
ニ 

ヨ
ク
キ
ク
セ

キ
グ
ス
リ
ガ 
ア
リ
マ
ス
カ
ラ 

ア
ト
デ 

オ
ト
ド
ケ 

シ
マ
ス
」



一
五
二

「
ア
リ
ガ
タ
ウ 

ゴ
ザ
イ
マ
ス
」

「
デ
ハ 
ド
ウ
ゾ 

オ
ダ
イ
ジ
ニ 

ナ
サ
イ
マ
セ
」

一
三
〇
一
四
（
一
九
四
三
・
十
一
・
三
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

デ
ン
ワ
（
전
화
）［
電
話
］

「
モ
シ 

モ
シ 

ミ
ナ
ミ
サ
ン
ノ 

オ
タ
ク
デ
ス
カ
」

「
ハ
イ 

サ
ヤ
ウ
デ 

ゴ
ザ
イ
マ
ス
」

「
ワ
タ
ク
シ
ハ 

ヤ
マ
モ
ト
ト 

マ
ウ
ス
モ
ノ
デ 

ゴ
ザ
イ
マ
ス‖

ゴ

シ
ュ
ジ
ン
ハ 

イ
ラ
ッ
シ
ャ
イ
マ
ス
カ
」

「
ハ
イ 

チ
ョ
ッ
ト
オ
マ
チ
ク
ダ
サ
イ
マ
セ
」

「
モ
シ
モ
シ 

ミ
ナ
ミ
デ 

ゴ
ザ
イ
マ
ス
」

「
ア
ア
、
オ
ハ
ヤ
ウ 

ゴ
ザ
イ
マ
ス‖

ケ
フ
ハ
メ
イ
ジ
セ
ツ
［
明
治

節
］ 

デ
ス
カ
ラ 

ジ
ン
グ
ウ
［
神
宮
］
ニ 

オ
マ
ヰ
リ
シ
マ
セ
ン
カ
」

「
ワ
タ
ク
シ
モ 

ソ
ノ 

ツ
モ
リ
デ
シ
タ‖

デ
ハ 

十
ジ
ニ 

ト
リ
ヰ
ノ 

マ
ヘ
デ 

オ
ア
ヒ
シ
マ
モマ

マ

［
セ
の
誤
植
］
ウ
」

「
オ
マ
チ 

シ
テ
ヰ
マ
ス‖

サ
ヤ
ウ
ナ
ラ
」

一
三
〇
一
五
（
一
九
四
三
・
十
一
・
四
）

　

＊ 「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」
は
掲
載
さ
れ
ず
、「
国
語
よ
み
も
の
」
の

タ
イ
ト
ル
で
「
兄
弟
の
国
」
が
一
二
段
組
み
で
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

一
三
〇
一
六
（
一
九
四
三
・
十
一
・
五
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ツ
ケ
モ
ノ
（
김
장
）［
漬
物
］

「
ハ
ク
サ
イ
ハ 

ア
ラ
ッ
タ
ラ 

コ
チ
ラ
ヘ 

ハ
コ
ン
デ 

ク
ダ
サ
イ
」

「
ハ
コ
ン
デ 

キ
タ
ブ
ン
ハ 

シ
ホ
［
塩
］
ヲ 

フ
ッ
テ 

カ
メ
ニ 

ツ
ケ

テ 

オ
キ
マ
セ
ウ
カ
」

「
ハ
イ 

オ
ネ
ガ
ヒ 

シ
マ
ス‖

ソ
ノ
ア
ヒ
ダ
ニ 

ニ
ン
ニ
ク
ヤ 

シ
ャ

ウ
ガ
［
生
姜
］
ヲ 

キ
ザ
ン
デ 

オ
キ
マ
セ
ウ
」

「
コ
ノ
ダ
イ
コ
ン
ハ 

セ
ン
ギ
リ
ニ 

ス
ル
ブ
ン
デ
ス
ネ
」

「
サ
ウ
デ
ス
、
セ
ン
ギ
リ
ニ 

シ
テ 

コ
ノ
ザ
ル
ニ 

イ
レ
テ
ク
ダ
サ
イ
」

「
シ
ホ
ヤ 

タ
ウ
ガ
ラ
シ
コ
［
唐
辛
子
粉
］
ハ 

タ
リ
ナ
イ
デ
セ
ウ
カ
」

「
ダ
イ
ジ
ャ
ウ
ブ
デ
ス
、
ナ
ン
デ
モ 

ハ
イ
キ
フ
［
配
給
］
ダ
ケ
デ 

ヤ

ッ
テ 
イ
ク
ト
コ
ロ
ガ 

シ
ュ
フ
ノ
｜
ウ
デ
ジ
ャ 

ア
リ
マ
セ
ン
カ
」

一
三
〇
一
七
（
一
九
四
三
・
十
一
・
六
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」



一
五
三

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

ガ
ク
カ
ウ
（
학
교
）（
一
）［
学
校
］

「
ハ
ル
コ
サ
ン 

ガ
ク
カ
ウ
ヘ 

マ
ヰ
リ
マ
セ
ウ
」

「
ハ
イ 
ア
キ
コ
サ
ン 

チ
ョ
ッ
ト 

マ
ッ
テ 

ク
ダ
サ
イ
ネ
」

「
ケ
フ
ハ 
ジ
ュ
ゲ
フ
レ
ウ
ビ
［
授
業
料
日
］
デ
ス
カ
ラ 

ワ
ス
レ
ナ

イ
ヤ
ウ
ニ 

モ
ッ
テ
イ
キ
マ
セ
ウ
」

「
エ
エ 

モ
ウ 

ユ
フ
ベ 
オ
ト
ウ
サ
ン
ニ 

イ
タ
ダ
イ
テ 

オ
キ
マ
シ
タ
」

「
ワ
タ
ク
シ
モ 

サ
ウ 

シ
マ
シ
タ
」

「
オ
マ
チ
ド
ホ
サ
マ
デ
シ
タ‖
サ
ア 
マ
ヰ
リ
マ
セ
ウ
」

「
ハ
イ 

イ
ソ
イ
デ 

マ
ヰ
リ
マ
セ
ウ
」

一
三
〇
一
八
（
一
九
四
三
・
十
一
・
七
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ガ
ク
カ
ウ
（
학
교
）（
二
）［
学
校
］

「
カ
ネ
ガ 

ナ
リ
マ
シ
タ
」

「
セ
ン
セ
イ
ガ 

オ
ミ
エ
ニ 

ナ
リ
マ
ス
」

「
オ
ケ
イ
コ
ヲ 

ハ
ジ
メ
マ
セ
ウ‖

ソ
ノ
マ
ヘ
ニ 

ヒ
ト
ツ 

ウ
レ
シ

イ 

オ
シ
ラ
セ
ヲ 

イ
タ
シ
マ
ス
」

「
セ
ン
セ
イ 

ハ
ヤ
ク 

キ
カ
セ
テ 

ク
ダ
サ
イ
」

「
カ
ナ
ガ
ワ
サ
ン
ノ 

ニ
イ
サ
ン
ガ 

ト
ク
ベ
ツ
シ
グ
ヮ
ン
ヘ
イ
［
特

別
志
願
兵
］
ニ 

シ
グ
ヮ
ン
シ
マ
シ
タ
」

「
ア
ノ 

ダ
イ
ガ
ク
ニ 

イ
ッ
テ
ヰ
ル 

ニ
イ
サ
ン
デ
ス
カ
」

「
サ
ウ
デ
ス
」

「
セ
ン
セ
イ 

ワ
タ
ク
シ
ノ 

ニ
イ
サ
ン
モ 

ニ
イ
サ
ン
ノ 

ト
モ
ダ
チ

モ 

オ
ホ
ゼ
イ 

シ
グ
ヮ
ン
シ
マ
シ
タ
」

「
ホ
ウ 

サ
ウ
デ
ス
カ 

オ
ト
ウ
サ
ン
ヤ 

オ
カ
ア
サ
ン
モ 

ヨ
ロ
コ
ン

デ 

ヲ
ラ
レ
ル
デ
セ
ウ
」

「
ハ
イ 

ト
テ
モ 

ヨ
ロ
コ
ン
デ 

ハ
ン
タ
ウ
［
半
島
］
ノ 

オ
ヤ
［
親
］

ト
シ
テ 

コ
ン
ナ 

ク
ヮ
ウ
エ
イ
［
光
栄
］
ハ 

ナ
イ
ト 

イ
ッ
テ 

ヲ

リ
マ
ス
。］

一
三
〇
二
〇
（
一
九
四
三
・
十
一
・
九
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ガ
ク
カ
ウ
（
학
교
）（
三
）［
学
校
］

「
ケ
フ
ノ 

オ
ケ
イ
コ
モ 

ス
ミ
マ
シ
タ
」

「
ハ
ヤ
ク 

オ
ソ
ウ
ヂ
ヲ 

シ
テ 

カ
ヘ
リ 

マ
セ
ウ
」

「
サ
ア 

オ
サ
ウ
ヂ
ガ 

ス
ミ
マ
シ
タ‖

ホ
ン
タ
ウ
ニ 

ヨ
イ 

キ
モ
チ 

デ
ス
ネ
」

「
デ
ハ 
マ
ッ
ス
グ 

オ
ウ
チ
ヘ 

カ
ヘ
リ
マ
セ
ウ
」



一
五
四

「
ハ
ヤ
ク 

カ
ヘ
ッ
テ 

オ
カ
ア
サ
ン
ニ 

セ
ン
セ
イ
カ
ラ 

キ
イ
タ 

ト

ク
ベ
ツ 
シ
グ
ヮ
ン
ヘ
イ
［
特
別
志
願
兵
］
ノ 

ハ
ナ
シ
ヲ 

シ
テ 

ア

ゲ
マ
セ
ウ
」

一
三
〇
二
一
（
一
九
四
三
・
十
一
・
十
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ニ
イ
サ
ン
（
옵
바
）［
兄
さ
ん
］

「
オ
カ
ア
サ
ン 

タ
ダ
イ
マ
」

「
ア
ア 

オ
カ
ヘ
リ
ナ
サ
イ‖

ケ
フ
ハ 
ハ
ヤ
カ
ッ
タ
ネ
」

「
ニ
イ
サ
ン
ハ 

マ
ダ 

カ
ヘ
ッ
テ 

ヰ
マ
セ
ン
カ
」

「
エ
エ 

マ
ダ
デ
ス‖

ト
ク
ベ
ツ
シ
グ
ヮ
ン
ヘ
イ
ニ 

シ
グ
ヮ
ン
ス
ル 

コ
ト
デ 

セ
ン
セ
イ
ト
｜
ゴ
サ
ウ
ダ
ン
ガ 

ア
ル
カ
ラ
デ
セ
ウ
」

「
ニ
イ
サ
ン
ハ 

キ
ッ
ト 

リ
ッ
パ
ナ 

ヘ
イ
タ
イ
サ
ン
ニ 
ナ
ル
デ
セ

ウ
ネ
」

「
サ
ウ
デ
ス
ト
モ
」

一
三
〇
二
三
（
一
九
四
三
・
十
一
・
十
二
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ト
ク
ベ
ツ 

シ
グ
ヮ
ン
ヘ
イ
セ
イ
（
특
별 

지
원
병
제
）（
一
）［
特
別

志
願
兵
制
］

「
ド
ン
ナ 

ヒ
ト
ガ 

コ
ン
ド
ノ 

ト
ク
ベ
ツ 

シ
グ
ヮ
ン
ヘ
イ
ニ 

シ
グ

ヮ
ン
デ
キ
ル
ノ 

デ
ス
カ
」

「
ダ
イ
ガ
ク
ヤ 

セ
ン
モ
ン
ガ
ク
カ
ウ
ニ 

イ
ッ
テ
ヰ
ル 

ハ
フ
ブ
ン
ク

ヮ
［
法
文
科
］
ノ 

ハ
ン
タ
ウ
ガ
ク
セ
イ
［
半
島
学
生
］
タ
チ
デ
ス
」

「
ソ
ウ
イ
フ 

ヒ
ト
タ
チ
ハ 

モ
ウ 

チ
ョ
ウ
ヘ
イ
ネ
ン
レ
イ
ハ 

コ
シ

テ 

ヰ
ル
ワ
ケ
デ
ス
ネ
」

「
サ
ウ
デ
ス‖

ダ
カ
ラ 

イ
ク
ラ 

セ
ン
サ
ウ
［
戦
争
］
ニ 

デ
タ
ク

テ
モ 

デ
ラ
レ
ナ
カ
ッ
タ
ノ
デ
ス
ガ 

イ
マ 

ネ
ガ
ヒ
ガ 

カ
ナ
ッ
タ
ワ

ケ
デ
ス
」

「
ソ
レ
デ
ハ 

ヒ
ト
リ
ノ
コ
ラ
ズ 

ミ
ナ
｜
シ
グ
ヮ
ン
シ
テ 

デ
ル
デ
セ

ウ
」

一
三
〇
二
四
（
一
九
四
三
・
十
一
・
十
三
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ト
ク
ベ
ツ 

シ
グ
ヮ
ン
ヘ
イ
セ
イ
（
특
별 

지
원
병
제
）（
二
）［
特
別

志
願
兵
制
］

「
オ
タ
ク
ノ 

ム
ス
コ
サ
ン
ハ 

イ
マ 

ダ
イ
ガ
ク
ニ 

イ
ッ
テ 

イ
ラ
ッ

シ
ャ
イ
マ
ス
ネ
」

「
ハ
イ 

ダ
イ
ガ
ク
ノ 

ハ
フ
ク
ヮ
［
法
科
］
ニ 

ヲ
リ
マ
ス
ガ 

コ
ン



一
五
五

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

ド 

ト
ク
ベ
ツ 

シ
グ
ヮ
ン
ヘ
イ
ニ
｜
シ
グ
ヮ
ン
シ
マ
シ
タ
」

「
ソ
レ
ハ
、
ソ
レ
ハ
、
ヨ
イ
ム
ス
コ
サ
ン
ヲ 

モ
ッ
テ 

シ
ア
ワ
セ
デ

ス
ネ
」

「
ア
リ
ガ
タ
ウ 
ゴ
サマ

マ

イ
マ
ス
」

「
ワ
タ
ク
シ
ノ 
ム
ス
コ
モ 

チ
ュ
ウ
ガ
ク
ニ
｜
イ
ッ
テ 

ヰ
マ
ス
ガ 

デ

タ
ラ 

ス
グ 

ヘ
イ
タ
イ
ニ 
ナ
ル
ノ
ダ
ト 

イ
キ
ゴ
ン
デ 

ヰ
マ
ス
」

一
三
〇
二
五
（
一
九
四
三
・
十
一
・
十
四
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ト
ク
ベ
ツ 

シ
グ
ヮ
ン
ヘ
イ
セ
イ
（
특
별 
지
원
병
제
）（
三
）［
特
別

志
願
兵
制
］

「
コ
ン
ド
ノ 

ト
ク
ベ
ツ 

シ
グ
ヮ
ン
ヘ
イ
ニ 

シ
グ
ヮ
ン
サ
レ
タ 

サ
ウ

デ
ス 

ネ
」

「
ハ
イ 

キ
ノ
フ 

テ
ツ
ヅ
キ
ヲ 

ス
マ
セ
マ
シ
タ
」

「
ワ
タ
ク
シ
タ
チ
ノ 

ブ
ン
マ
デ 

ド
ウ
ゾ
｜
シ
ッ
カ
リ 

オ
ハ
タ
ラ
キ 

ク
ダ
サ
イ
」

「
ア
ナ
タ
モ 

イ
ガ
ク
ノ 

ハ
ウ
［
方
］
ヲ 

マ
ス
マ
ス 

ベ
ン
キ
ャ
ウ

サ
レ
テ 

オ
ク
ニ
ノ 

タ
メ
ニ 

ツ
ク
シ
テ 

ク
ダ
サ
イ
」

「
ハ
イ
、
ソ
ツ
ゲ
フ
シ
タ
ラ 

グ
ン
イ
ト
シ
テ 

カ
ナ
ラ
ズ 

セ
ン
ヂ
ャ

ウ
ヘ
デ
ル 

ツ
モ
リ
デ
ス
」

一
三
〇
二
七
（
一
九
四
三
・
十
一
・
十
六
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ソ
ツ
ゲ
フ 

セ
イ
モ
（
졸
업
생
도
）［
卒
業
生
も
］

「
コ
ン
ド
ハ 

ト
ク
ベ
ツ
シ
グ
ヮ
ン
ヘ
イ
ニ 

ソ
ツ
ゲ
フ
セ
イ
［
卒
業

生
］
モ 

シ
グ
ヮ
ン
デ
キ
ル 

サ
ウ
デ
ス
ネ
」

「
サ
ウ
デ
ス
、
コ
ト
シ
ノ 

ク
グ
ヮ
ツ 

ソ
ツ
ゲ
フ
（
九
月
卒
業
）
シ

タ 

ヒ
ト
モ 

シ
グ
ヮ
ン 

デ
キ
ル
ノ
デ
ス
」

「
シ
ウ
シ
ョ
ク 

シ
テ
ヰ
ナ
イ 

ヒ
ト
ダ
ケ
デ
ス
カ
」

「
イ
イ
エ
、
シ
ウ
シ
ョ
ク
シ
テ 

ヰ
ナ
イ
ヒ
ト
ハ 

モ
チ
ロ
ン
デ
ス
ガ 

シ
ョ
ク
ニ 

ツ
イ
テ 

ヰ
ル
ヒ
ト
デ
モ 

ナ
ル
ベ
ク 

タ
ク
サ
ン 

シ
グ

ヮ
ン
シ
タ 

ハ
ウ
ガ 

ヨ
イ
ノ
デ
ス
」

一
三
〇
二
八
（
一
九
四
三
・
十
一
・
十
七
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ト
ク
ベ
ツ 

シ
グ
ヮ
ン
ヘ
イ
セ
イ
（
특
별 

지
원
병
제
）［
特
別
志
願

兵
制
］

「
ト
ク
ベ
ツ 

シ
グ
ヮ
ン
ヘ
イ
ハ 

イ
ツ
マ
デ
ニ 

シ
グ
ヮ
ン
ス
レ
バ 

ヨ

イ
ノ
デ
ス
カ
」



一
五
六

「
コ
ン
ゲ
ツ
ノ 

ハ
ツ
カ
マ
デ
デ
ス
」

「
ア
ア 
ソ
レ
デ
ハ 

シ
メ
キ
リ 

マ
デ
ニ 

ア
ト 

ヨ
ッ
カ
シ
カ 

ノ
コ

ッ
テ 
ヰ
マ
セ
ン
ネ
」

「
サ
ウ
デ
ス 
マ
ダ 
マ
ヨ
ッ
テ 

ヰ
ル
ヒ
ト
ハ 

コ
ノ
サ
イ 

シ
グ
ヮ
ン

シ
テ
シ
マ
ハ
ナ
イ
ト 
マ
ニ
ア
ハ
ナ
ク 

ナ
リ
マ
ス
」

「
デ
ハ 

イ
ソ
イ
デ 

カ
ヘ
ッ
テ 
ム
ス
コ
ノ 

ク
ヮ
ン
シ
ョ
［
願
書
］
ヲ 

カ
ク
コ
ト
ニ 

シ
マ
ス
」

一
三
〇
三
〇
（
一
九
四
三
・
十
一
・
十
九
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ト
ク
ベ
ツ 

シ
グ
ヮ
ン
ヘ
イ
セ
イ
（
특
별 

지
원
병
제
）［
特
別
志
願

兵
制
］

「
オ
タ
ク
ニ
ハ 

テ
キ
カ
ク
シ
ャ
［
適
格
者
］
ハ 

ヰ
マ
セ
ン
カ
」

「
ヒ
ト
リ 

ヰ
マ
シ
タ
ガ 

モ
ウ 

シ
グ
ヮ
ン
［
志
願
］
シ
テ
シ
マ
ヒ
マ

シ
タ
」

「
ソ
レ
ハ 

ケ
ッ
カ
ウ
デ
シ
タ
」

「
マ
ダ 

シ
グ
ヮ
ン
シ
テ 

ヰ
ナ
イ
ヒ
ト
モ 

ス
コ
シ
ハ 

ア
ル
ヤ
ウ
デ

ス
ガ 

コ
ノ 

ヒ
ト
タ
チ
ハ 

ド
ウ
ナ
リ
マ
ス
カ
」

「
ヘ
イ
タ
イ
サ
ン
ニ 

ナ
ル
カ
ハ
リ
ニ 

コ
ウ
バ 

ハ
ウ
メ
ン
［
工
場
方

面
］
ニ 

チ
ョ
ウ
ヨ
ウ
［
徴
用
］
サ
レ
マ
ス
」

一
三
〇
三
一
（
一
九
四
三
・
十
一
・
二
十
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

シ
メ
キ
リ
ビ
（
마
감
날
）［
締
切
日
］

「
ケ
フ
［
今
日
］
ハ 

ト
ク
ベ
ツ 

シ
グ
ヮ
ン
ヘ
イ 

シ
グ
ヮ
ン
ノ 

シ

メ
キ
リ
ビ 

デ
ス
ネ
」

「
サ
ウ
デ
ス‖

ハ
ン
タ
ウ
［
半
島
］
ノ 

ガ
ク
ト
［
学
徒
］
タ
チ
ガ 

ソ
ノ 

マ
ゴ
コ
ロ
ヲ 

シ
メ
ス 

サ
イ
ゴ
ノ 

ヒ
デ
ス
」

「
モ
シ 

ケ
フ 

シ
グ
ヮ
ン
シ
ナ
カ
ッ
タ 

ナ
ラ
バ 

ア
ト
ニ 

ナ
ッ
テ 

ズ

ヰ
ブ
ン 

コ
ウ
ク
ヮ
イ 

ス
ル
コ
ト
ニ 

ナ
ル
デ
セ
ウ
」

「
サ
ウ
デ
ス
ト
モ‖

シ
カ
シ 

イ
マ
カ
ラ
デ
モ 

オ
ソ
ク
ハ 

ナ
イ
ノ

デ
ス
カ
ラ 

ゼ
ヒ 

ケ
フ
ヂ
ュ
ウ
［
今
日
中
］
ニ 

ヒ
ト
リ 

ノ
コ
ラ
ズ 

シ
グ
ヮ
ン
ス
ル
ヤ
ウ
ニ 

シ
タ
イ
モ
ノ
デ
ス
ネ
」

一
三
〇
三
二
（
一
九
四
三
・
十
一
・
二
十
一
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

シ
ョ
ク
ジ
（
식
사
）［
食
事
］

「
サ
ア 
ミ
ン
ナ 

ゴ
ハ
ン
デ
ス
ヨ
」

「
タ
ラ
ウ
［
太
郎
］
モ 

ハ
ル
コ
［
春
子
］
モ 

キ
レ
イ
ニ 

テ
ヲ 

ア



一
五
七

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

ラ
ッ
テ 

イ
ラ
ッ
シ
ャ
イ
ネ
」

「
ハ
イ
」

「
デ
ハ 
オ
ア
ガ
リ
ナ
サ
イ
」

「
イ
タ
ダ
キ
マ
ス
」

「
コ
ン
ナ 

オ
イ
シ
イ 
ゴ
ハ
ン
ヲ 

イ
タ
ダ
ケ
ル
ノ
モ 

オ
ヒ
［
ャ
］
ク

シ
ャ
ウ
サ
ン 

ガ
タ
ノ 
オ
カ
ゲ
デ
ス
」

「
ダ
カ
ラ 

ボ
ク 

ヒ
ト
ツ
ブ
デ
モ 
コ
ボ
サ 

ナ
イ
ヤ
ウ
ニ 

キ
ヲ 

ツ

ケ
テ
ヰ
マ
ス
」

「
サ
ウ
、
イ
イ
コ
ネ
」

「
ゴ
チ
サ
ウ
サ
マ
」

一
三
〇
三
四
（
一
九
四
三
・
十
一
・
二
十
三
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ニ
ヒ
ナ
メ
マ
ツ
リ
（
니
이
나
메
마
쓰
리
）［
新
嘗
祭
］

「
ケ
フ
ハ 

ニ
ヒ
ナ
メ 

マ
ツ
リ
［
新
嘗
祭
］
デ
ス
カ
ラ 

ハ
タ
［
旗
］

ヲ 

タ
テ
テ 

ク
ダ
サ
イ
」

「
ハ
イ 

シ
ャ
ウ
チ 

シ
マ
シ
タ
」

「
ニ
ヒ
ナ
メ
マ
ツ
リ
ハ 

ド
ン
ナ 

ヒ
カ 

ゴ
ゾ
ン
ジ 

デ
ス
カ
」

「
ア
タ
ラ
シ
イ 

コ
ク
モ
ツ
ニ 

カ
ン
シ
ャ
ス
ル
｜
ヒ
デ
ス
」

「
サ
ウ
デ
ス 

キ
ュ
ウ
チ
ュ
ウ
デ
ハ 

テ
ン
ノ
ウ
ヘ
イ
カ 

オ
ン
ミ
ヅ
カ

ラ 

シ
ン
コ
ク
［
新
穀
］
ヲ 

カ
ミ
ガ
ミ
ニ 

オ
ソ
ナ
ヘ
ア
ソ
バ
サ
レ 

ホ
ウ
サ
ク
ヲ 

オ
イ
ノ
リ 

ア
ソ
バ
サ
レ
マ
ス
」

一
三
〇
三
七
（
一
九
四
三
・
十
一
・
二
十
六
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

セ
ン
タ
ク
（
빨
래
）［
洗
濯
］

「
オ
カ
ア
サ
ン
、
コ
ノ 

シ
ャ
ツ
ハ 

ワ
タ
ク
シ
ガ 

ア
ラ
ヒ
マ
セ
ウ
」

「
ソ
レ
ハ 

ス
フ
デ
ス
カ
ラ 

キ
ヲ
ツ
ケ
テ 

ア
ラ
ッ
テ 

ク
ダ
サ
イ
ネ
」

「
イ
シ
ノ 

ウ
ヘ
デ 

ゴ
シ
ゴ
シ 

コ
ス
ッ
タ
ラ 

イ
ケ
ナ
イ
ノ 

デ
セ
ウ
」

「
サ
ウ
デ
ス‖

ア
ン
マ
リ 

ア
ツ
イ 

オ
ユ
ニ 

ツ
ケ
タ
リ 

セ
ン
タ
ク

ボ
ウ
デ 

ツ
ヨ
ク 

タ
タ
イ
タ
リ 

シ
テ
モ 

イ
ケ
ナ
イ
ノ 

デ
ス
ヨ
」

一
三
〇
三
八
（
一
九
四
三
・
十
一
・
二
十
七
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ボ
ウ
ク
ヮ 

ス
ヰ
サ
ウ
（
방
화 

물
통
）［
防
火
水
槽
］

「
オ
カ
ア
サ
ン 

コ
ノ 

ス
ヰ
サ
ウ
ニ
ハ 

ミ
ヅ
ガ 

ハ
イ
ッ
テ 

ヰ
マ
セ

ン
ネ
」

「
エ
エ 
ミ
ヅ
ハ 

ダ
シ
テ 

シ
マ
ッ
タ
ノ
デ
ス‖

コ
ホ
ッ
タ
ラ 

コ
マ

リ
マ
ス
カ
ラ
」



一
五
八

「
デ
モ 

ケ
イ
ハ
ウ
［
警
報
］
ガ 

デ
タ 

ト
キ
ハ 

ド
ウ
シ
マ
ス
カ
」

「
モ
チ
ロ
ン 

ケ
イ
ハ
ウ
ガ 

デ
タ 

ト
キ
ハ 

ス
グ 

ミ
ヅ
ヲ 

ミ
タ
シ

テ 

オ
キ
マ
ス
ガ 

フ
ダ
ン
ハ 

ス
ヰ
サ
ウ
ガ 

コ
ホ
ラ
ナ
イ
ヤ
ウ
ニ 

カ

ラ
ニ
シ
テ 
オ
ク
ノ
デ
ス
」

一
三
〇
三
九
（
一
九
四
三
・
十
一
・
二
十
八
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

タ
イ
ヒ
ガ
ウ
（
대
피
호
）［
退
避
壕
］

「
ケ
フ
ハ 

ニ
チ
エ
ウ
ビ
［
日
曜
日
］
デ
ス
カ
ラ 

ウ
チ
デ 

キ
ン
ラ
ウ 

ホ
ウ
シ
［
勤
労
奉
仕
］
ヲ 

シ
マ
ス
」

「
ソ
レ
ハ 

ア
リ
ガ
タ
ウ
、
ヂ
ャ 

タ
イ
ヒ
ガ
ウ
［
退
避
壕
］
ノ 

テ
イ

レ
ヲ 

シ
テ
ク
ダ
サ
イ
」

「
ダ
イ
ブ 

マ
ハ
リ
ガ 

ク
ヅ
レ
テ 

ヰ
マ
ス
ネ
、
ソ
レ
ニ 
ナ
カ
ニ
モ 

ミ
ヅ
ガ 

タ
マ
ッ
テ 

ヰ
マ
ス
」

「
ア
タ
リ
ニ 

ア
ル 

カ
ハ
ラ
［
瓦
］
ヤ 

イ
シ
コ
ロ
モ 

カ
タ
ヅ
ケ
テ 

キ
レ
イ
ニ 

サ
ウ
ヂ
シ
テ 

ク
ダ
サ
イ
」

一
三
〇
四
一
（
一
九
四
三
・
十
一
・
三
十
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ユ
キ
（
눈
）［
雪
］

「
ユ
キ
ガ 

ド
ン
ド
ン 

フ
リ
マ
ス
ネ
」

「
ム
カ
フ
ノ 

オ
ニ
ハ 

モ
ウ
ア
ン
ナ
ニ 

ツ
モ
ッ
テ　

ヰ
マ
ス
」

「［
家
モ
道
モ
白
ク
ナ
ッ
テ
］
キ
レ
イ 

デ
ス
ネ
」

「
ア
ノ 

ウ
レ
シ
サ
ウ
ニ 

ハ
シ
リ
マ
ハ
ッ
テ
ヰ
ル 

コ
イ
ヌ
ヲ 

ゴ
ラ

ン
ナ
サ
イ
」

「
サ
ア 

ワ
タ
ク
シ
タ
チ
モ
ユ
キ
カ
キ
ヲ 

□
□
□
□
□
ョ
ウ
」

一
三
〇
四
二
（
一
九
四
三
・
十
二
・
一
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

チ
ョ
チ
ク
（
저
축
）［
貯
蓄
］

「
コ
ン
ゲ
ツ
ノ 

ジ
ッ
セ
ン 

テ
ッ
テ
イ 

ジ
カ
ウ
［
実
践
徹
底
事
項
］

ハ 

ナ
ン
デ
ス
カ
」

「
チ
ョ
チ
ク
ニ 

ツ
ト
メ
ル 

コ
ト
デ
ス
」

「
ソ
レ
ハ 

ヨ
イ 

コ
ト
デ
ス
ネ‖

ト
シ
ノ 

ク
レ
ニ 

ナ
リ
マ
ス
ト 

ド

ウ
シ
テ
モ 

ム
ダ
ヅ
カ
ヒ
ヲ 

シ
ヤ
ス
ク 

ナ
リ
マ
ス
カ
ラ
」

「
コ
ト
シ
ノ 

ネ
ン
マ
ツ
ハ 

一
オ
ク
［
一
億
］
ガ 

ミ
ナ 

セ
ン
サ
ウ

［
戦
争
］
ニ 

デ
タ 

ツ
モ
リ
デ 

ゼ
ッ
タ
イ
ニ 

ム
ダ
ヅ
カ
ヒ
ヲ 

ツ
ツ

シ
ミ 
シ
ャ
ウ
ヨ
［
賞
与
］
ヤ 

リ
ン
ジ
シ
ウ
ニ
フ
［
臨
時
収
入
］
ナ

ド
ハ 

ゼ
ン
ガ
ク
ヲ 

チ
ョ
チ
ク 

ス
ル
コ
ト
ニ 

ナ
ッ
テ
ヰ
マ
ス
」



一
五
九

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

一
三
〇
四
四
（
一
九
四
三
・
十
二
・
三
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

コ
ナ
タ
ン
（
분
탄
）［
粉
炭
］

「
オ
タ
ク
デ
ハ 

マ
キ
［
薪
］
ノ 

ジ
ュ
ン
ビ
ガ 

デ
キ
テ
ヰ
マ
ス
カ
」

「
ワ
タ
ク
シ
ノ 
ト
コ
ロ
デ
ハ 

マ
キ
ハ 

タ
キ
ツ
ケ
ニ 

バ
カ
リ 

ツ
カ

ッ
テ
ヰ
マ
ス
カ
ラ 
マ
イ
ツ
キ
ノ 

ハ
イ
キ
フ
［
配
給
］
ヲ 

ウ
ケ
ル

モ
ノ
デ 

マ
ニ 

ア
ヒ
マ
ス
」

「
デ
ハ 

レ
ン
タ
ン
ヲ 

オ
ツ
カ
ヒ
ニ 

□
□
デ
ス
カ
」

「
イ
イ
エ 

コ
ナ
タ
ン
［
粉
炭
］
ヲ 
マ
ル
メ
テ 

ツ
カ
ッ
テ
ヰ
マ
ス‖

コ
ナ
タ
ン
ハ 

ネ
ダ
ン
モ 

ウ
ン
ト 
ヤ
ス
ク
テ 

モ
ノ
モ 

カ
ヒ
ヤ
ス

イ
デ
ス
ネ
」

「
サ
ウ
デ
ス
カ‖

ソ
レ
デ
ハ 

ワ
タ
ク
シ
ノ 

ト
コ
ロ
デ
モ 

コ
レ
カ

ラ
ハ 

コ
ナ
タ
ン
ヲ 

ツ
カ
ッ
テ 

ミ
マ
セ
ウ
」

一
三
〇
四
五
（
一
九
四
三
・
十
二
・
四
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ク
ヮ
サ
イ
（
화
재
）［
火
災
］

「
マ
イ
ト
シ 

フ
ユ
ニ
ナ
ル
ト 

ド
ウ
シ
テ 

ク
ヮ
サ
イ
［
火
災
］
ガ 

フ

エ
ル
デ
セ
ウ
カ
」

「
サ
ム
ク
ナ
ル
ト 

シ
ゼ
ン
ト 

ヒ
ヲ 

オ
ホ
ク 

ツ
カ
フ
シ 

ク
ウ
キ
モ 

カ
ン
サ
ウ
シ
テ
ヰ
ル
セ
イ
デ
ス
ネ
」

「
オ
ク
ニ
ノ 

ダ
イ
ジ
ナ 

ザ
イ
サ
ン
ヲ 

モ
ヤ
シ
テ 

シ
マ
フ
ト
ハ 

ヲ

シ
イ
コ
ト 

デ
ス
ネ
」

「
マ
ッ
タ
ク
デ
ス
ヨ
。
イ
ク
ラ 

ヒ
ヲ 

オ
ホ
ク 

ツ
カ
ッ
テ
モ 

チ
ュ

ウ
イ
サ
ヘ
｜
ス
レ
バ 

ク
ヮ
ジ
［
火
事
］
ハ 

ダ
サ
ナ
イ 

ハ
ズ
デ
ス

ノ
ニ
ネ
」

一
三
〇
四
六
（
一
九
四
三
・
十
二
・
五
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

タ
イ
セ
ウ
ホ
ウ
タ
イ
ビ
（
대
조
봉
대
일
）［
大
詔
奉
戴
日
］

「
モ
ウ 

ス
グ 

タ
イ
セ
ウ
ホ
ウ
タ
イ
ビ
デ
ス
ネ
」

「
サ
ウ
デ
ス
ヨ
。
ダ
イ
ト
ウ
ア 

セ
イ
セ
ン
［
大
東
亜
聖
戦
］
モ 

コ

レ
デ 

ダ
イ
三
ネ
ン
ニ 

ハ
イ
リ
マ
ス
」

「
コ
ノ 

ヒ
ニ 

ナ
ニ
カ 

キ
ネ
ン
ニ 

ナ
ル
コ
ト
ヲ 

シ
タ
イ
ト 

オ
モ

ヒ
マ
ス
ガ 

ナ
ニ
ガ 

イ
イ
デ
セ
ウ
カ
」

「
ワ
タ
ク
シ
ノ 

イ
ヘ
デ
ハ 

イ
チ
ニ
チ
セ
ン
シ
チ
ョ
キ
ン
［
一
日
戦

士
貯
金
］
ヲ 

シ
ヨ
ウ
ト 

オ
モ
ッ
テ 

ヰ
マ
ス
」

「
サ
ウ
デ
ス
ネ‖

ソ
レ
ガ 

タ
イ
セ
ウ
ホ
ウ
タ
イ
ビ
ヲ 

ム
カ
ヘ
ル
ニ 

フ
サ
ハ
シ
イ 
デ
ス
ネ
」



一
六
〇

一
三
〇
五
一
（
一
九
四
三
・
十
二
・
十
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ケ
ン
サ
（
검
사
）［
検
査
］

「
ア
ス
カ
ラ 
ガ
ク
ト 

シ
グ
ヮ
ン
ヘ
イ
［
学
徒
志
願
兵
］
ノ 

ケ
ン
サ

ガ 

ハ
ジ
マ
リ
マ
ス
ネ
」

「
オ
タ
ク
ノ 

オ
コ
サ
ン
ハ 

カ
ラ
ダ
ガ 

オ
ヂ
ョ
ウ
ブ
デ
ス
カ
ラ 

コ

コ
ロ
ヅ
ヨ
イ 

デ
セ
ウ
ネ
」

「
エ
、
ジ
ブ
ン
モ 

オ
レ
ハ 
カ
フ
シ
ュ
カ
フ
カ
ク
［
甲
種
合
格
］
ダ

ト 

ヰ
バ
ッ
テ
ヰ
マ
ス
」

「
ウ
ラ
ヤ
マ
シ
イ 

デ
ス
ネ
。
ウ
チ
ノ 
コ
ハ 
シ
ン
ザ
ウ
［
心
臓
］
ガ 

ヨ
ハ
イ 

ハ
ウ
デ
ス
カ
ラ 

シ
ン
パ
イ
ニ 

ナ
リ
マ
ス
ヨ
」

一
三
〇
五
二
（
一
九
四
三
・
十
二
・
十
一
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

カ
ナ
モ
ノ
（
쇠
부
치
）［
金
物
］

「
マ
ダ 

シ
ン
チ
ュ
ウ
［
真
鍮
］
ノ 

シ
ョ
ク
キ
［
食
器
］
ヲ 

カ
ク
シ

テ 

オ
イ
テ 

ツ
カ
フ 

イ
ヘ
ガ 

ア
リ
マ
ス
ネ
」

「
セ
ト
モ
ノ
ヲ 

ツ
カ
ヘ
バ 

イ
イ
デ
ス
ノ
ニ 

セ
ン
サ
ウ
［
戦
争
］
ニ 

ヒ
ツ
エ
ウ
［
必
要
］
ナ 

カ
ナ
モ
ノ
［
金
物
］
ヲ 

ド
ウ
シ
テ 

ア
ン

ナ
ニ 

カ
ク
シ
テ
マ
デ 

ツ
カ
フ
ノ
カ 

ワ
カ
リ
マ
セ
ン
ネ
」

「
ケ
ッ
キ
ョ
ク 

ク
ニ
ヲ 

ア
イ
ス
ル 

マ
ゴ
コ
ロ
ガ 

タ
リ
ナ
イ
カ
ラ 

デ
ス
ヨ
」

「
ホ
ン
ト
ニ 

ヒ
コ
ク
ミ
ン
ト 

イ
ハ
レ
テ
モ 

シ
カ
タ
ガ 

ナ
イ
デ
ス

ネ
」

一
三
〇
五
三
（
一
九
四
三
・
十
二
・
十
二
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ガ
ク
ヘ
イ 

ケ
ン
サ
（
학
병
검
사
）［
学
兵
検
査
］

「
一
ラ
ウ
［
一
郎
］
サ
ン
ハ 

ド
コ
ヘ 

イ
カ
レ
タ
ノ
デ
ス
カ
」

「
キ
ノ
フ
カ
ラ 

ガ
ク
ヘ
イ
［
学
兵
］
ノ 

ケ
ン
サ
ガ 

ハ
ジ
マ
ッ
テ 

ヰ

マ
ス
ノ
デ 

ケ
ン
サ
ヲ 

ウ
ケ
ニ 

イ
キ
マ
シ
タ
」

「
キ
ッ
ト 

一
ラ
ウ
サ
ン
ハ 

リ
ッ
パ
ナ 

ヘ
イ
タ
イ
サ
ン
ニ 

ナ
ル
デ

セ
ウ
ネ
」

「
ド
ウ
カ 

ガ
フ
カ
ク
［
合
格
］
シ
テ 

リ
ッ
パ
ナ 

ヘ
イ
タ
イ
サ
ン
ニ 

ナ
ッ
テ 

ク
レ
タ
ラ
ト 

ソ
レ
バ
カ
リ
ヲ 

イ
ノ
ッ
テ
ヰ
マ
ス
」

一
三
〇
五
五
（
一
九
四
三
・
十
二
・
十
四
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

セ
イ
サ
ウ
（
청
소
―
淸
掃
）［
清
掃
］

「
コ
レ
カ
ラ
ハ 
マ
イ
シ
ウ
［
毎
週
］
ノ 

ク
ヮ
エ
ウ
ビ
［
火
曜
日
］
ヲ 



一
六
一

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

ワ
ガ 

ハ
ン
［
班
］
ノ 

セ
イ
サ
ウ
ビ
［
清
掃
日
］
ニ 

キ
メ
マ
シ
タ

‖
ケ
フ
ハ 

ミ
ン
ナ
デ 

マ
チ
ヲ 

ハ
キ
マ
セ
ウ
」

「
ホ
ン
ト
ニ 
コ
ン
ゲ
ツ
ノ 

ジ
ッ
セ
ン 

テ
ッ
テ
イ
ジ
カ
ウ
［
実
践
徹

底
事
項
］
ノ 
ヒ
ト
ツ
ニ 

セ
イ
サ
ウ
ガ 

ア
リ
マ
シ
タ
ネ
」

「
ハ
ウ
キ
ト 

チ
リ
ト
リ
ト
ヲ 

モ
ッ
テ 

ワ
タ
ク
シ
ノ 

イ
ヘ
ノ 

マ
ヘ

ニ 

ア
ツ
マ
ッ
テ 

ク
ダ
サ
イ
。
ソ
レ
カ
ラ 

オ
ト
ナ
リ
ニ
モ 

ヒ
ト
ツ 

オ
シ
ラ
セ 

ネ
ガ
ヒ
マ
ス
」

「
ハ
イ
、
シ
ャ
ウ
チ 

シ
マ
シ
タ
。」

一
三
〇
五
六
（
一
九
四
三
・
十
二
・
十
五
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ド
ウ
ジ
ャ
ウ 

ブ
ク
ロ
（
동
정 

주
머
니
）［
同
情
袋
］

「
カ
ク 

ア
イ
コ
ク
ハ
ン
［
各
愛
国
班
］
ニ 

ド
ウ
ジ
ャ
ウ
ブ
ク
ロ
［
同

情
袋
］
ガ 

デ
テ 

キ
マ
シ
タ
。
ド
ウ
ジ
ャ
ウ
ノ 

オ
カ
ネ
ヲ 
イ
レ
テ 

ダ
シ
テ
ク
ダ
サ
イ
」

「
ア 

サ
ウ
デ
ス
カ‖

ド
ノ 

ク
ラ
ヰ 

イ
レ
レ
バ 

ヨ
イ
デ
セ
ウ
」

「
イ
ク
ラ
ト 

キ
マ
ッ
テ
ハ 

ヰ
マ
セ
ン
。
マ
ヅ
シ
イ 

ヒ
ト
ビ
ト
ニ 

オ

ク
ル 

ド
ウ
ジ
ャ
ウ
デ
ス
カ
ラ 

マ
ゴ
コ
ロ
カ
ラ 

テ
キ
タ
ウ
ニ 

イ
レ

レ
バ 

ヨ
イ
デ
セ
ウ
」

「
サ
ウ
デ
ス
カ‖

ワ
カ
リ
マ
シ
タ
」

一
三
〇
五
八
（
一
九
四
三
・
十
二
・
十
七
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

タ
イ
マ 

ホ
ウ
サ
イ
（
一
）（
대
마
봉
재
）［
大
麻
奉
斎
］

「
オ
タ
ク
デ
ハ 

タ
イ
マ
［
大
麻
］
ヲ 

ホ
ウ
サ
イ
［
奉
斎
］
シ
テ 

ヰ

マ
ス
カ
」

「
ハ
ヅ
カ
シ
イ 

ハ
ナ
シ
デ
ス
ガ 

マ
ダ 

ホ
ウ
サ
イ
シ
テ 

ヰ
マ
セ
ン
」

「
ソ
レ
ハ 

イ
ケ
マ
セ
ン
ネ
。
ス
ル
ヤ
ウ
ニ 

シ
マ
セ
ウ
」

「
ジ
ツ
ヲ 

イ
フ
ト 

イ
タ
ダ
イ
テ 

オ
イ
テ
ハ 

ア
リ
マ
ス
ケ
ド 

イ
マ

マ
デ
ニ 

カ
ミ
ヲ 

マ
ツ
ッ
タ
コ
ト
ガ 

ナ
イ
モ
ノ
デ
ス
カ
ラ 

ナ
ン
ダ

カ
…
」

一
三
〇
五
九
（
一
九
四
三
・
十
二
・
十
八
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

タ
イ
マ 

ホ
ウ
サ
イ
（
二
）（
대
마
봉
재
）［
大
麻
奉
斎
］

「
ソ
ノ
ヤ
ウ
ナ 

キ
モ
チ
カ
ラ 

マ
ダ
｜
ホ
ウ
サ
イ
シ
テ 

ヰ
ナ
イ 

カ

タ
ガ 

オ
ホ
イ
ヤ
ウ
デ
ス
」

「
ヤ
ハ
リ 
ワ
タ
ク
シ
ト 

オ
ナ
ジ
カ
タ
モ 

ヲ
リ
マ
ス
カ
」

「
ア
リ
マ
ス
ト
モ
。
シ
カ
シ 

ジ
ッ
サ
イ
ニ 

ヲ
ガ
ン
デ 

ミ
ル
ト 

ソ



一
六
二

ン
ナ 

キ
モ
チ
ナ
ン
カ 

ト
ン
デ
シ
マ
ッ
テ 

ホ
ン
タ
ウ
ニ 

カ
ミ
サ
マ

ニ 
タ
イ
ス
ル 

キ
ガ 

オ
コ
ル 

モ
ノ
デ
ス
ヨ
」

「
ワ
タ
ク
シ
モ 

サ
ウ
ジ
ャ
ナ
イ
カ
ト 

オ
モ
ッ
テ 

チ
カ
イ 

ウ
チ
ニ 

ホ
ウ
サ
イ 
シ
ヨ
ウ
ト
ハ
｜
オ
モ
ッ
テ 

ヰ
マ
シ
タ
」

「
サ
ウ
デ
ス
カ 

イ
チ
ニ
チ
モ 

ハ
ヤ
ク 

ホ
ウ
サ
イ 

ス
ル
ヤ
ウ
ニ 

シ

マ
セ
ウ
」

一
三
〇
六
〇
（
一
九
四
三
・
十
二
・
十
九
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

テ
イ
コ
ク 

グ
ン
ジ
ン
（
제
국
군
인
）［
帝
国
軍
人
］

「
ケ
フ
［
今
日
］
デ 

ガ
ク
ト 

シ
グ
ヮ
ン
ヘ
イ
［
学
徒
志
願
兵
］
ノ 

ケ
ン
サ
モ 

ヲ
ハ
リ
マ
ス
ネ
」

「
セ
ッ
カ
ク 

シ
グ
ヮ
ン
シ
テ 

カ
ラ
ダ
ガ 

ヨ
ワ
イ 

タ
メ
ニ 
オ
チ
タ 

ヒ
ト
ハ 

キ
ノ
ド
ク
デ
ス
ネ
」

「
デ
モ 

シ
ン
ブ
ン
ヲ 

ヨ
ミ
マ
ス
ト 

ハ
ン
タ
ウ
ノ 

ガ
ク
ヘ
イ
［
学

兵
］
タ
チ
ハ 

ホ
ン
タ
ウ
ニ 

タ
イ
カ
ク
ガ 

リ
ッ
パ
ダ 

サ
ウ
デ
ス
ヨ
」

「
サ
ウ
ラ
シ
イ 

デ
ス
ネ
。
ソ
レ
ニ 

ミ
ン
ナ 

カ
ク
ゴ
モ 

リ
ッ
パ
デ 

マ
ウ
シ
ブ
ン
ノ
ナ
イ 

テ
イ
コ
ク 

グ
ン
ジ
ン
ニ 

ナ
レ
ル
ト 

シ
ン
サ

ク
ヮ
ン
モ 

ホ
メ
テ 

ヰ
ラ
ッ
シ
ャ
イ 

マ
ス
ネ
」

「
ホ
ン
ト
ニ 

タ
ノ
モ
シ
イ 

コ
ト
デ
ス
ネ
」

一
三
〇
六
二
（
一
九
四
三
・
十
二
・
二
十
一
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ジ
ュ
ウ
ゴ
（
총
후
）［
銃
後
］

「
オ
タ
ク
デ
ハ 

ナ
ニ
カ 

オ
シ
ャ
ウ
グ
ヮ
ツ
ノ 

ジ
ュ
ン
ビ
ヲ 

ナ
サ

イ
マ
ス
カ
」

「
イ
イ
エ 

ベ
ツ
ニ 

イ
タ
シ
マ
セ
ン
。
タ
ダ 

モ
チ
ヲ 

ス
コ
シ 

ツ
ク

ッ
テ 

ツ
ツ
マ
シ
ク 

ム
カ
ヘ
ル 

ツ
モ
リ
デ
ス
」

「
コ
ト
シ
ハ 

ア
タ
ラ
シ
イ 

ト
シ
ヲ 

ム
カ
ヘ
ル 

ジ
ュ
ン
ビ
ト 

イ
ッ

テ 

サ
ワ
グ 

イ
ヘ
ガ 

ア
マ
リ 

ミ
ウ
ケ
ラ
レ
マ
セ
ン
ネ
」

「
サ
ウ
イ
ヘ
バ 

ジ
ュ
ウ
ゴ
［
銃
後
］
モ 

ホ
ン
タ
ウ
ニ 

キ
ン
チ
ャ
ウ

シ
テ 

キ
マ
シ
タ
ネ
」

一
三
〇
六
三
（
一
九
四
三
・
十
二
・
二
十
二
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

オ
シ
ャ
ウ
グ
ヮ
ツ
（
정
월
）［
お
正
月
］

「
コ
ン
ド
ノ 

オ
シ
ャ
［
ウ
］
グ
ヮ
ツ
ニ
ハ 

ド
コ
モ 

オ
ヤ
ス
ミ
ガ 

ナ

イ 
サ
ウ
デ
ス
ネ
」

「
ギ
ン
カ
ウ
モ 
ク
ヮ
イ
シ
ャ
モ 

ヘ
イ
ゼ
イ 

ド
ホ
リ
ニ 

ハ
タ
ラ
ク



一
六
三

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

ノ
ハ 

モ
チ
ロ
ン 

コ
ウ
バ
ヤ 

ク
ヮ
ウ
ザ
ン
［
鉱
山
］
デ
モ 

ゾ
ウ
サ

ン
ニ 
ハ
ゲ
ム
コ
ト
ニ 

ナ
ッ
テ
ヰ
マ
ス
」

「
セ
ン
セ
ン
［
戦
線
］
デ
ハ 

オ
シ
ャ
ウ
グ
ヮ
ツ 

ダ
カ
ラ
ト
｜
イ
ッ

テ 

タ
タ
カ
ヒ
ヲ 
ヤ
ス
ム 

コ
ト
ハ 

ア
リ
マ
セ
ン
カ
ラ
ネ
」

「
ソ
レ 

バ
カ
リ
デ 
ナ
シ
ニ 

ジ
ュ
ウ
ゴ
［
銃
後
］
デ 

イ
チ
ニ
チ 

ヤ

ス
メ
バ 

タ
タ
カ
フ 
チ
カ
ラ
ガ 

ソ
レ
デ
ケ 

ヨ
ワ
ク 

ナ
リ
マ
ス
モ

ノ
ネ
」

一
三
〇
六
五
（
一
九
四
三
・
十
二
・
二
十
四
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

カ
ゼ
（
감
기
）［
風
邪
］

「
オ
コ
サ
ン
ガ 

カ
ゼ
デ 

ネ
テ
ヰ
ル 

サ
ウ
デ
ス
ガ 
イ
カ
ガ
デ
ス
カ
」

「
ア
リ
ガ
タ
ウ 

ゴ
ザ
イ
マ
ス
。
イ
チ
ジ
ハ 

ネ
ツ
ガ 
タ
カ
ク
テ 

シ

ン
パ
イ
ダ
ッ
タ
ノ
デ
ス
ガ 

イ
マ
ハ 

ダ
イ
ブ 

ヨ
ク 

ナ
リ
マ
シ
タ
」

「
サ
ウ
デ
ス
カ
。
ソ
レ
ハ 

ヨ
カ
ッ
タ
デ
ス
ネ
」

「
ウ
チ
ノ 

コ
ド
モ
ハ 

カ
ラ
ダ
ガ 

ヨ
ワ
イ 

モ
ノ
デ
ス
カ
ラ 

フ
ユ
ニ

ナ
ル
ト 

ヨ
ク 

カ
ゼ
ヲ 

ヒ
キ
マ
ス
」

「
ナ
ツ
ニ 

ニ
ッ
ク
ヮ
ウ
ヨ
ク
ヲ 

オ
サ
セ
ナ
サ
イ
マ
セ
。
カ
ゼ
ヲ 

フ

セ
グ
ニ
ハ 

ニ
ッ
ク
ヮ
ウ
ヨ
ク
ガ 

ナ
ニ
ヨ
リ
モ 

ヨ
ク 

キ
キ
マ
ス
ヨ
」

一
三
〇
六
六
（
一
九
四
三
・
十
二
・
二
十
五
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ハ
ン
タ
ウ
ノ 

メ
イ
ヨ
（
반
도
의 

명
예
）［
半
島
の
名
誉
］

「
ハ
ン
タ
ウ
ノ 

シ
グ
ヮ
ン
ヘ
イ
ニ
モ 

□
二
カ
イ
キ
フ
［
二
階
級
］
シ

ン
キ
フ
［
進
級
］
ガ 

ア
リ
マ
シ
タ
ネ
」

「
ホ
ン
タ
ウ
ニ 

ム
ネ
ガ 

ワ
ク
ワ
ク
ス
ル 

ウ
レ
シ
イ 

タ
ヨ
リ
ダ
ッ

タ
デ
ス
ネ
」

「
シ
ユ
ウ
シ
ハ 

ジ
ツ
ニ 

リ
ッ
パ
ニ 

タ
タ
カ
ッ
テ 

ク
ダ
サ
イ
マ
シ

タ
ネ
」

「
チ
ョ
ウ
ヘ
イ
セ
イ 

ジ
ッ
シ
ヲ 

マ
ヘ
ニ
シ
テ 

ハ
ン
タ
ウ
［
半
島
］

ノ 

タ
メ
ニ 

コ
ン
ナ 

メ
イ
ヨ
ナ 

コ
ト
ハ 

ナ
イ
ト 

オ
モ
ヒ
マ
ス
」

「
サ
ウ
デ
ス
ト
モ
。
ソ
レ
ニ 

イ
イ 

オ
テ
ホ
ン
ニ 

ナ
リ
マ
ス
ヨ
」

一
三
〇
六
七
（
一
九
四
三
・
十
二
・
二
十
六
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ガ
ク
ヘ
イ 

ク
ン
レ
ン
（
학
병 

훈
련
）［
学
兵
訓
練
］

「
ワ
タ
ク
シ
ノ 

オ
ト
ウ
ト
モ 

ダ
イ
イ
チ 

オ
ツ
シ
ュ
［
第
一
乙
種
］

デ 
ガ
フ
カ
ク
［
合
格
］
シ
テ 

ジ
ブ
ン
デ 

フ
ト
ン
ヲ 

カ
ツ
イ
デ 

ク

ン
レ
ン
ジ
ョ
ヘ 

ユ
キ
マ
シ
タ
ヨ
」

「
ア
ラ
、
オ
ト
ウ
ト
サ
ン
モ 

シ
グ
ヮ
ン 

ナ
サ
ッ
タ
ン
デ
ス
カ
。
ア



一
六
四

ノ
カ
タ
ハ 

モ
ウ 

ガ
ッ
カ
ウ
ヲ 

デ
テ 

ヰ
ラ
シ
タ
ノ
ヂ
ャ 

ナ
カ
ッ

タ
ノ
デ
ス
カ
」

「
エ
、
サ
ク
ネ
ン
ノ 

ア
キ 

ソ
ツ
ゲ
フ
［
卒
業
］
シ
テ 

ク
ヮ
イ
シ
ャ

ニ 

ツ
ト
メ
テ 
ヰ
タ
ノ
デ
ス
ケ
ド 

ジ
ブ
ン
デ 

シ
グ
ヮ
ン 

シ
マ
シ

タ
」

「
サ
ウ
デ
ス
カ
、
ソ
レ
ハ 
リ
ッ
パ
ナ 

カ
タ
デ
ス
ネ
」

一
三
〇
六
九
（
一
九
四
三
・
十
二
・
二
十
八
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ゼ
イ
キ
ン
（
세
금
）［
税
金
］

「
ゼ
イ
キ
ン
ガ 

マ
タ 

ア
ガ
ル
ト 

イ
フ 

ハ
ナ
シ
ガ 

ア
リ
マ
ス
ネ
」

「
サ
ウ
デ
ス
。
シ
ン
ブ
ン
ニ
モ 

ハ
ッ
ペ
ウ
［
発
表
］
サ
レ
テ 

ヰ
マ

ス
ヨ
」

「
ド
ン
ナ 

ゼ
イ
キ
ン
ガ 

ア
ガ
リ
マ
ス
カ
」

「
ス
ベ
テ
ノ 

ゼ
イ
キ
ン
ガ 

ア
ガ
リ
マ
ス
」

「
ソ
ノ 

オ
カ
ネ
ハ 

ド
コ
ニ 

ツ
カ
ハ
レ
ル 

デ
セ
ウ
カ
」

「
モ
チ
ロ
ン 

オ
モ
ニ 

セ
ン
サ
ウ
ニ 

ツ
カ
ワ
レ
マ
ス
ヨ
。
ソ
レ
カ
ラ 

ゼ
イ
キ
ン
ヲ 

ア
ゲ
ル 

モ
ウ 

ヒ
ト
ツ
ノ 

モ
ク
テ
キ
ハ 

コ
ク
ミ
ン

ノ 

ム
ダ
ヅ
カ
ヒ
ヲ 

フ
セ
グ
ノ
ニ
モ 

ア
リ
マ
ス
」

一
三
〇
七
〇
（
一
九
四
三
・
十
二
・
二
十
九
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

ガ
ク
カ
ウ
セ
イ
ビ
（
학
교
정
비
）［
学
校
整
備
］

「
イ
ロ
イ
ロ
ノ 

ガ
ク
カ
ウ
ガ 

ダ
イ
ブ 

セ
イ
ビ
サ
レ
ル
サ
ウ
デ
ス
ネ
」

「
サ
ウ
デ
ス‖

マ
ヅ 

リ
ク
ヮ
［
梨
花
］、
シ
ュ
ク
メ
イ
［
淑
明
］
ノ 

フ
タ
ツ
ノ 

ジ
ョ
シ
セ
ン
モ
ン
ガ
ク
カ
ウ
［
女
子
専
門
学
校
］
ガ 

フ

ジ
ン
シ
ダ
ウ
シ
ャ
［
婦
人
指
導
者
］
ヲ 

ツ
ク
リ
ダ
ス 

ガ
ク
カ
ウ
ト 

ナ
リ
マ
ス
」

「
ジ
ョ
シ 

ノ
ウ
ゲ
フ
ガ
ク
カ
ウ
［
女
子
農
業
学
校
］
モ 

タ
ツ
サ
ウ

デ
ス
ネ
」

「
ハ
イ
、
カ
ウ
シ
テ 

ジ
ョ
シ
ダ
ケ
デ
モ 

ジ
ュ
ウ
ゴ
［
銃
後
］
ヲ 

マ

モ
ッ
テ 

ユ
ケ
ル 

ヤ
ウ
ニ 

ツ
ギ
ツ
ギ
ト 

ヨ
イ
キ
マ
リ
ガ 

デ
キ
テ 

ユ
キ
マ
ス
」

一
三
〇
七
二
（
一
九
四
三
・
十
二
・
三
十
一
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

シ
ン
ネ
ン
（
새
해
）［
新
年
］

「
ケ
フ
デ 

コ
ト
シ
モ 

オ
シ
マ
ヒ
デ
ス
ネ
」

「
イ
ツ
ノ 
マ
ニ
カ 

イ
チ
ネ
ン
ガ 

ス
ギ
マ
シ
タ
ネ
。
ホ
ン
タ
ウ
ニ 

ツ

キ
ヒ
ハ 
ハ
ヤ
イ 

モ
ノ
デ
ス
ネ
」



一
六
五

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

「
フ
リ
カ
エ
レ
バ 

ヘ
イ
タ
イ
サ
ン
モ 

ジ
ュ
ウ
ゴ
［
銃
後
］
デ
モ 

ヨ

ク
タ
タ
カ
ヒ 

ヌ
キ
マ
シ
タ
ネ
」

「
コ
ト
ニ 
ハ
ン
タ
ウ
ニ 

オ
イ
テ
ハ 

チ
ョ
ウ
ヘ
イ
セ
イ
ガ 

ジ
ッ
シ

サ
レ
、
ガ
ク
セ
イ
ガ 

コ
ゾ
ッ
テ 

シ
ュ
ツ
ヂ
ン 

シ
タ 

カ
ン
ゲ
キ
ノ 

イ
チ
ネ
ン
デ
シ
タ
ヨ
」

「
ラ
イ
ネ
ン
ハ 

オ
タ
ガ
ヒ
ニ 

モ
ウ 

イ
ッ
ソ
ウ 

グ
ヮ
ン
バ
リ
マ
セ

ウ
」

一
三
〇
七
六
（
一
九
四
四
・
一
・
五
）「
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ
」

オ
シ
ャ
ウ
グ
ヮ
ツ
［
お
正
月
］

ム
ラ
（
마
을
）　

バ
ウ
シ
（
모
자
）　

キ
モ
ノ
（
옷
）　

オ
ネ
ン
シ
マ

ハ
リ
（
세
배
다
니
는
것
）　

ヒ
ト
（
사
람
）　

オ
ト
ナ
（
어
른
）　

コ

ド
モ
（
어
린
애
）

オ
シ
ャ
ウ
グ
ヮ
ツ
［
お
正
月
］
デ
ス

ム
ラ
ニ
ハ 

ヒ
ト
ガ 

オ
ホ
ゼ
イ 

デ
ア
ル
イ
テ 

ヰ
マ
ス
。
バ
ウ
シ
ヲ 

カ
ブ
ッ
タ 

オ
ト
ナ
モ 

ヰ
マ
ス
。
キ
レ
イ
ナ 

キ
モ
ノ
ヲ 

キ
タ 

コ

ド
モ
モ 

ヰ
マ
ス
。
オ
ネ
ン
シ 

マ
ハ
リ
ヲ 

シ
テ 

ヰ
ル
ノ
デ
セ
ウ
。

一
三
〇
七
八
（
一
九
四
四
・
一
・
七
）
国
語
ノ
チ
カ
ミ
チ

ユ
キ
（
눈
）［
雪
］

イ
ヘ
（
집
）　

キ
（
나
무
）　

イ
ヌ
（
개
）　

ミ
チ
（
길
）　

ヤ
マ
（
산
）

ユ
キ
ガ 

フ
リ
マ
ス

ド
ン
ド
ン 

ツ
モ
リ
マ
ス

イ
ヘ
モ 

ミ
チ
モ 

キ
モ 

ヤ
マ
モ 

マ
ッ
シ
ロ
ニ 

ナ
リ
マ
シ
タ

イ
ヌ
ガ 

ウ
レ
シ
サ
ウ
ニ 

カ
ケ
マ
ハ
リ
マ
ス

資
料
二
．「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

　

次
の
第
一
三
〇
七
九
号
の
転
載
で
示
し
た
よ
う
に
、「
ケ
フ
ノ

オ
ケ
イ
コ
」
で
記
述
さ
れ
た
日
本
語
語
句
と
日
本
語
用
例
文
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
朝
鮮
語
対
訳
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
へ

の
転
載
に
当
た
っ
て
は
、
用
例
文
に
付
さ
れ
た
朝
鮮
語
訳
は
省

略
し
た
。
角
括
弧
（［　

］）
内
の
記
述
は
す
べ
て
本
稿
筆
者
（
熊

谷
）
に
よ
る
注
記
で
あ
る
。

一
三
〇
七
九
（
一
九
四
四
・
一
・
八
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ア
メ
（
아
메
）［
雨
］
…
비
、
イ
ハ
（
이
와
）［
岩
］
…
바
위
、
ウ
マ



一
六
六

（
우
마
）［
馬
］…
말
、
エ
ン
ピ
ツ
（
엔
삐
쓰
）［
鉛
筆
］…
연
필
、
オ

ホ
カ
ミ
（
오
오
까
미
）［
狼
］
…
늑
대

ア
メ
ガ 
フ
リ
マ
ス
（
비
가 

옵
니
다
）

イ
ハ
ガ 

ア
リ
マ
ス
（
바
위
가 

잇
습
니
다
）

ウ
マ
ガ 

ハ
シ
リ
マ
ス
（
말
이 

달
립
니
다
）

エ
ン
ピ
ツ
ガ 

ア
リ
マ
ス
（
연
필
이 

잇
습
니
다
）

オ
ホ
カ
ミ
ガ 

ホ
エ
マ
ス
（
늑
대
가
짓
습
니
다
）

ケ
フ
カ
ラ 

ア
タ
ラ
シ
ク 

コ
ク
ゴ
ノ
オ
ケ
イ
コ
ヲ 

ハ
ジ
メ
マ
ス
。
ミ

ナ
サ
ン 

シ
ッ
カ
リ 

ベ
ン
キ
ヤ
ウ 

シ
マ
セ
ウ
。（
오
늘
부
터 

새
로 

국
어
공
부
를 

시
작
합
니
다
∥
여
러
분‖

열
심
으
로 

공
부
합
시
다
）

一
三
〇
八
〇
（
一
九
四
四
・
一
・
九
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

カ
ミ
（
가
미
）［
紙
］
…
종
이
、
キ
リ
（
기
리
）［
霧
］
…
안
개
、
ク

モ
（
구
모
）［
蜘
蛛
］…
거
미
、
ケ
モ
ノ
（
게
모
노
）［
獸
］…
짐
승
、

コ
マ
（
고
마
）［
独
楽
］
…
팽
이

カ
ミ
ニ 

ジ
ヲ 

カ
キ
マ
ス

キ
リ
ガ 

カ
カ
ッ
テ 

ヰ
マ
ス

ク
モ
ガ 

ヰ
マ
ス

ケ
モ
ノ
ガ 

ヰ
マ
ス

コ
マ
ヲ 

マ
ハ
シ
マ
ス

一
三
〇
八
二
（
一
九
四
四
・
一
・
十
一
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

サ
カ
ナ
（
사
까
나
）［
魚
］
…
생
선
、
シ
ロ
（
시
로
）［
城
］
…
성
、

ス
ズ
リ
（
스
즈
리
）［
硯
］
…
벼
루
、
セ
イ
ト
（
세
이
또
）［
生
徒
］

…
생
도
、
ソ
リ
（
소
리
）［
そ
り
］
…
설
매

サ
カ
ナ
ヲ 

ウ
リ
マ
ス

シ
ロ
ガ 

ク
ズ
レ
マ
シ
タ

ス
ズ
リ
ガ 

ア
リ
マ
ス

セ
イ
ト
タ
チ
ガ 

ア
ソ
ン
デ
ヰ
マ
ス

ソ
リ
ヲ 

ヒ
キ
マ
ス

一
三
〇
八
三
（
一
九
四
四
・
一
・
十
二
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

タ
ヌ
キ
（
다
누
끼
）［
狸
］
…
너
구
리
、
チ
リ
ト
リ
（
지
리
또
리
）

［
塵
取
り
］
…
쓰
레
밧
기
、
ツ
リ
ザ
ヲ
（
쓰
리
자
오
）［
釣
竿
］
…
낙

시
대
、
テ
ヌ
グ
ヒ
（
데
누
구
이
）［
手
拭
い
］…
수
건
、
ト
マ
ト
（
도

마
도
）［
ト
マ
ト
］
…
일
년
감



一
六
七

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

タ
ヌ
キ
ガ 

ニ
ゲ
マ
ス

チ
リ
ト
リ
ヲ 

ツ
カ
ヒ
マ
ス

ツ
リ
ザ
ヲ
ガ 

ア
リ
マ
ス

テ
ヌ
グ
ヒ
デ 
フ
キ
マ
ス

ト
マ
ト
ガ 

ジ
ュ
ク
シ
マ
シ
タ

一
三
〇
八
五
（
一
九
四
四
・
一
・
十
四
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ナ
シ
（
나
시
）［
梨
］…
배
、
ニ
シ
ン
（
니
싱
）［
鰊
］… 

비
웃
、
ヌ

カ
（
누
까
）［
糠
］
…
겨
、
ネ
ズ
ミ
（
네
즈
미
）［
鼠
］
…
쥐
、
ノ
コ

ギ
リ
（
노
꼬
기
리
）［
鋸
］
…
톱

ナ
シ
ヲ 

タ
ベ
マ
ス

ニ
シ
ン
ヲ 

ヤ
キ
マ
ス

ヌ
カ
ヲ 

モ
ヤ
シ
マ
ス

ネ
ズ
ミ
ヲ 

ト
リ
マ
ス

ノ
コ
ギ
リ
デ 

キ
リ
マ
ス

一
三
〇
八
六
（
一
九
四
四
・
一
・
十
五
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ハ
シ
（
하
시
）［
橋
］
…
다
리
、
ヒ
マ
シ
（
히
마
시
）［
蓖
麻
子
］
…

아
주
까
리
、
フ
ロ
シ
キ
（
후
로
시
끼
）［
風
呂
敷
］
…
책
보
、
ヘ
イ

タ
イ
（
헤
이
따
이
）［
兵
隊
］
…
병
정
、
ホ
シ
（
호
시
）［
星
］
…
별

ハ
シ
ヲ 

ワ
タ
リ
マ
ス

ヒ
マ
シ
ヲ 

ウ
ヱ
マ
セ
ウ

フ
ロ
シ
キ
ヲ 

カ
ヒ
マ
ス

ヘ
イ
タ
イ
サ
ン
ガ 

ア
ル
イ
テ 

キ
マ
ス

ホ
シ
ガ 

ヒ
カ
ッ
テ
ヰ
マ
ス

一
三
〇
八
七
（
一
九
四
四
・
一
・
十
六
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

マ
ユ
（
마
유
）［
繭
］
…
고
치
、
ミ
ソ
（
미
소
）［
味
噌
］
…
된
장
、

ム
ラ
（
무
라
）［
村
］
…
마
을
、
メ
ク
ラ
（
메
꾸
라
）［
目
暗
］
…
장

님
、
モ
チ
（
모
찌
）［
餅
］
…
떡

マ
ユ
ヲ 

ハ
カ
リ
マ
ス

ミ
ソ
ヲ 

カ
ヒ
マ
ス

ム
ラ
ガ 

ミ
エ
マ
ス

メ
ク
ラ
ガ 

ヰ
マ
ス

モ
チ
ヲ 
ツ
キ
マ
ス



一
六
八

一
三
〇
八
九
（
一
九
四
四
・
一
・
十
八
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ヤ
リ
（
야
리
）［
槍
］…
창
、
イ
ト
（
이
도
）［
糸
］…
실
、
ユ
キ
（
유

끼
）［
雪
］
…
눈
、
エ
ビ
（
에
비
）［
蝦
］
…
새
우
、
ヨ
ダ
レ
（
요
다

레
）［
涎
］
…
침

ヤ
リ
ヲ 

ナ
ゲ
マ
ス

イ
ト
ヲ 

マ
キ
マ
ス

ユ
キ
ガ 

フ
リ
マ
ス

エ
ビ
ヲ 

ト
リ
マ
ス

ヨ
ダ
レ
ヲ 

ナ
ガ
シ
マ
ス

一
三
〇
九
〇
（
一
九
四
四
・
一
・
十
九
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ラ
ッ
パ
（
랍
빠
）［
喇
叭
］
…
나
팔
、
リ
ン
ゴ
（
링
고
）［
林
檎
］
…

사
과
、
ル
ス
バ
ン
（
루
스
방
）［
留
守
番
］
…
집
보
는
것
、
レ
ン
タ

ン
（
렌
땅
）［
練
炭
］
…
연
탄
、
ロ
バ
（
로
바
）［
驢
馬
］
…
당
나
귀

ラ
ッ
パ
ヲ 

フ
キ
マ
ス

リ
ン
ゴ
ヲ 

タ
ベ
マ
シ
タ

ル
ス
バ
ン
ヲ 

シ
テ
ク
ダ
サ
イ

レ
ン
タ
ン
ヲ 

タ
キ
マ
ス

ロ
バ
ガ 

ト
ホ
リ
マ
シ
タ

一
三
〇
九
二
（
一
九
四
四
・
一
・
二
十
一
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ワ
シ
（
와
시
）［
鷲
］
…
수
리
、
ヰ
ド
（
이
도
）［
井
戸
］
…
우
물
、

ウ
メ
（
우
메
）［
梅
］
…
매
화
、
ヱ
ホ
ン
（
얘
홍
）［
絵
本
］
…
그
림

책
、
ヲ
ノ
（
오
노
）［
斧
］
…
도
끼

ワ
シ
ガ 

ト
ビ
マ
ス

ヰ
ド
ヲ 

ホ
リ
マ
ス

ウ
メ
ノ 

ハ
ナ
ガ 

サ
キ
マ
ス

エ
ホ
ン
ヲ 

ミ
マ
ス

ヲ
ノ
ヲ 

カ
ツ
イ
デ 

イ
キ
マ
ス

一
三
〇
九
三
（
一
九
四
四
・
一
・
二
十
二
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ガ
ク
セ
イ
（
가
꾸
세
이
）［
学
生
］
…
학
생
、
ギ
ョ
ラ
イ
（
교
라
이
）

［
魚
雷
］…
어
뢰
、
グ
ン
カ
ン
（
궁
깡
）［
軍
艦
］…
군
함
、
ゲ
タ
（
게

다
）［
下
駄
］
…
게
다
、
ゴ
ハ
ン
（
고
항
）［
御
飯
］
…
밥

ガ
ク
セ
イ
タ
チ
ガ 

ア
ソ
ン
デ
ヰ
マ
ス

ギ
ョ
ラ
イ
ヲ 
ウ
チ
マ
ス



一
六
九

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

グ
ン
カ
ン
ニ 

ノ
リ
マ
ス

ゲ
タ
ノ 

オ
ヲ 

ス
ゲ
マ
ス

ゴ
ハ
ン
ヲ 
イ
タ
ダ
キ
マ
ス

一
三
〇
九
四
（
一
九
四
四
・
一
・
二
十
三
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ザ
ル
（
자
루
）［
笊
］
…
소
코
리
、
ジ
ド
ウ
シ
ャ
（
지
도
오
샤
）［
自

動
車
］…
자
동
차
、
ズ
キ
ン
（
즈
낑
）［
頭
巾
］…
두
건
、
ゼ
ン
マ
イ

（
젠
마
이
）［
発
条
］
…
태
엽
、
ゾ
ウ
（
조
오
）［
象
］
…
코
끼
리

ザ
ル
ニ 

イ
レ
マ
セ
ウ

ジ
ド
ウ
シ
ャ
ニ 

ノ
リ
マ
ス

ズ
キ
ン
ヲ 

カ
ブ
リ
マ
ス

ゼ
ン
マ
イ
ヲ 

マ
キ
ナ
サ
イ

ゾ
ウ
ガ 

ア
ル
キ
マ
ス

一
三
〇
九
六
（
一
九
四
四
・
一
・
二
十
五
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ダ
イ
コ
ン
（
다
이
꽁
）［
大
根
］
…
무　

ヂ
メ
ン
（
지
멩
）［
地
面
］

…
땅
、
ヅ
グ
ヮ
（
즈
가
）［
図
画
］
…
도
화
、
デ
ン
シ
ャ
（
덴
샤
）

［
電
車
］
…
전
차
、
ド
ウ
ブ
ツ
ヱ
ン
（
도
오
부
쓰
엥
）［
動
物
園
］
…

동
물
원

ダ
イ
コ
ン
ヲ 

ヌ
キ
マ
ス

ヂ
メ
ン
ガ 

ヌ
レ
マ
シ
タ

ヅ
グ
ヮ
ヲ 

カ
キ
マ
ス

デ
ン
シ
ャ
ニ 

ノ
リ
マ
ス

ド
ウ
ブ
ツ
ヱ
ン
ニ 

イ
キ
マ
ス

一
三
〇
九
七
（
一
九
四
四
・
一
・
二
十
六
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

バ
ケ
ツ
（
바
께
쓰
）［
バ
ケ
ツ
］
…
바
께
쓰
、
ビ
ン
（
빙
）［
瓶
］
…

병
、
ブ
タ
（
부
다
）［
豚
］…
도
야
지
、
ベ
ン
タ
ウ
（
벤
또
）［
弁
当
］

…
변
또
、
ボ
タ
ン
（
보
땅
）［
ボ
タ
ン
］
…
단
추

バ
ケ
ツ
ヲ 

カ
ヒ
マ
ス

ビ
ン
ヲ 

コ
ハ
シ
マ
シ
タ

ブ
タ
ヲ 

カ
ヒ
マ
セ
ウ

ベ
ン
タ
ウ
ヲ 

モ
ッ
テ 

イ
ラ
ッ
シ
ャ
イ

ボ
タ
ン
ヲ 

ツ
ケ
マ
ス

一
三
〇
九
九
（
一
九
四
四
・
一
・
二
十
八
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」



一
七
〇

パ
カ
チ
（
바
가
찌
）［
ひ
さ
ご
］
…
바
가
지
、
ピ
ン
（
빙
）［
ピ
ン
］

…
핀
、
プ
ロ
ペ
ラ
（
부
로
페
라
）［
プ
ロ
ペ
ラ
］
…
푸
로
페
라
、
ポ

プ
ラ
（
보
부
라
）［
ポ
プ
ラ
］
…
포
푸
라
、
ペ
ン
（
벵
）［
ペ
ン
］
…

철
필

パ
カ
チ
ヲ 

ツ
ク
リ
マ
ス

ビ
ン
デ 

ト
メ
マ
ス

プ
ロ
ペ
ラ
ガ 

マ
ハ
リ
マ
ス

ポ
プ
ラ
ガ 

ミ
エ
マ
ス

ペ
ン
デ 

カ
キ
ナ
サ
イ

一
三
一
〇
〇
（
一
九
四
四
・
一
・
二
十
九
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

タ
マ
ゴ
ガ 

ア
リ
マ
ス

リ
ン
ゴ
ガ 

ア
リ
マ
ス

ハ
サ
ミ
ガ 

ア
リ
マ
ス

ウ
シ
ガ 

ヰ
マ
ス

ウ
マ
ガ 

ヰ
マ
ス

ブ
タ
ガ 

ヰ
マ
ス

一
三
一
〇
一
（
一
九
四
四
・
一
・
三
十
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ク
ツ
ガ 

ア
リ
マ
ス

ホ
ン
ガ 

ア
リ
マ
ス

ヤ
マ
ガ 

ア
リ
マ
ス

ニ
ハ
ト
リ
ガ 

ヰ
マ
ス

シ
カ
ガ 

ヰ
マ
ス

サ
カ
ナ
ガ 

ヰ
マ
ス

一
三
一
〇
三
（
一
九
四
四
・
二
・
一
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

一
、
カ
ゾ
ク
（
가
족
）［
家
族
］

オ
バ
ア
サ
ン
（
할
머
니
）［
お
婆
さ
ん
］、
ニ
イ
サ
ン
（
형
님
）［
兄

さ
ん
］、
ネ
イ
サ
ン
（
누
님
）［
姉
さ
ん
］、
オ
ト
ウ
ト
（
동
생
）［
弟
］、

イ
モ
ウ
ト
（
누
이
동
생
）［
妹
］

オ
ト
ウ
サ
ン
ハ 

イ
ラ
ッ
シ
ャ
イ
マ
ス
カ

ハ
イ 

ヲ
リ
マ
ス

ア
ノ 
コ
ド
モ
ハ 

ダ
レ
デ
ス
カ

ワ
タ
ク
シ
ノ 

オ
ト
ウ
ト
デ
ス



一
七
一

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

一
三
一
〇
四
（
一
九
四
四
・
二
・
二
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

二
、
ム
ラ
（
마
을
）［
村
］

メ
ン
ジ
ム
シ
ョ
（
면
사
무
소
）［
面
事
務
所
］、
チ
ュ
ウ
ザ
イ
シ
ョ

（
주
재
소
）［
駐
在
所
］、
ガ
ク
カ
ウ
（
학
교
）［
学
校
］　

イ
ウ
ビ
ン

キ
ョ
ク
（
우
편
국
）［
郵
便
局
］

ワ
タ
ク
シ
ノ 

ス
ン
デ
ヰ
ル 
ム
ラ
ハ 

チ
ャ
ウ
ス
ヰ
リ
［
장
수
리
、
長

水
里
］
ト 

イ
ヒ
マ
ス

メ
ン
ジ
ム
シ
ョ
ハ 

マ
ン
ナ
カ
ニ 
ア
リ
マ
ス

ガ
ク
カ
ウ
ト 

イ
ウ
ビ
ン
キ
ョ
ク
ハ 
ソ
ノ 
ト
ナ
リ
ニ 

ア
リ
マ
ス

一
三
一
〇
六
（
一
九
四
四
・
二
・
四
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ア
イ
コ
ク
ハ
ン
（
애
국
반
）［
愛
国
班
］

タ
イ
セ
ウ 

ホ
ウ
タ
イ
ビ
（
대
조
봉
대
일
）［
大
詔
奉
戴
日
］、
コ
ク

キ
（
국
기
）［
国
旗
］、
ハ
ン
チ
ャ
ウ
（
반
장
）［
班
長
］、
ハ
ン
ヰ
ン

（
반
원
）［
班
員
］、
ジ
ャ
ウ
ク
ヮ
イ
（
상
회
）［
常
会
］

ケ
フ
ハ 

タ
イ
セ
ウ
ホ
ウ
タ
イ
ビ
デ
ス
。

ド
ノ 

イ
ヘ
ニ
モ 

コ
ク
キ
ヲ 

タ
テ
マ
シ
タ
。

ハ
ン
チ
ャ
ウ
モ 

ハ
ン
ヰ
ン
モ 

ミ
ナ 

ジ
ャ
ウ
ク
ヮ
イ
ニ 

デ
マ
ス
。

一
三
一
〇
七
（
一
九
四
四
・
二
・
五
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

チ
ョ
ウ
ヘ
イ
セ
イ
（
징
병
제
）［
徴
兵
制
］

テ
ウ
セ
ン
（
조
선
）［
朝
鮮
］、
キ
ミ
（
당
신
）［
君
］、
ボ
ク
（
나
）

［
僕
］、
グ
ン
ジ
ン
（
군
인
）［
軍
人
］

テ
ウ
セ
ン
ニ
モ 

チ
ョ
ウ
ヘ
イ
セ
イ
ガ 

シ
カ
レ
マ
シ
タ

キ
ミ
モ 

ボ
ク
モ 

リ
ッ
パ
ナ 

グ
ン
ジ
ン
ニ 

ナ
リ
マ
セ
ウ

一
三
一
〇
八
（
一
九
四
四
・
二
・
六
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

セ
ン
サ
ウ
（
전
쟁
）［
戦
争
］

ダ
イ
ト
ウ
ア 

セ
ン
サ
ウ
（
대
동
아 

전
쟁
）［
大
東
亜
戦
争
］、
リ
ク

グ
ン
（
육
군
）［
陸
軍
］、
カ
イ
グ
ン
（
해
군
）［
海
軍
］

ワ
ガ
ク
ニ
ハ 

ダ
イ
ト
ウ
ア 

セ
ン
サ
ウ
ヲ
シ
テ 

ヰ
マ
ス

リ
ク
グ
ン
モ 

カ
イ
グ
ン
モ 

イ
サ
マ
シ
ク 

タ
タ
カ
ッ
テ 

ヰ
マ
ス

一
三
一
一
〇
（
一
九
四
四
・
二
・
八
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

タ
イ
セ
ウ 

ホ
ウ
タ
イ
ビ
（
대
조
봉
대
일
）［
大
詔
奉
戴
日
］

マ
イ
ツ
キ
（
매
월
）［
毎
月
］、
ヤ
ウ
カ
（
여
르
레
）［
八
日
］、
シ
ュ

ジ
ン
（
주
인
）［
主
人
］、
シ
ュ
フ
（
주
부
）［
主
婦
］



一
七
二

マ
イ
ツ
キ
ノ 

ヤ
ウ
カ
ハ 

タ
イ
セ
ウ 

ホ
ウ
タ
イ
ビ
デ
ス

カ
ナ
ラ
ズ 

シ
ュ
ジ
ン
ガ 

ア
サ
ノ 

ジ
ャ
ウ
ク
ヮ
イ
ニ 

デ
マ
セ
ウ

一
三
一
一
一
（
一
九
四
四
・
二
・
九
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ヘ
イ
キ
（
병
기
）［
兵
器
］

ゼ
ン
セ
ン
（
전
선
）［
前
線
］、
ヒ
カ
ウ
キ
（
비
행
기
）［
飛
行
機
］、

グ
ン
カ
ン
（
군
함
）［
軍
艦
］

ゼ
ン
セ
ン
ヘ 

ヘ
イ
キ
ヲ 

ド
ン
ド
ン 
オ
ク
リ
マ
セ
ウ

サ
ア 

ヒ
カ
ウ
キ
ヲ 

ツ
ク
リ
マ
セ
ウ

グ
ン
カ
ン
ヲ 

ツ
ク
リ
マ
セ
ウ

一
三
一
一
三
（
一
九
四
四
・
二
・
十
一
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

キ
ゲ
ン
セ
ツ
（
기
원
절
）［
紀
元
節
］

ケ
フ
（
오
늘
）［
今
日
］、
ジ
ン
ム
テ
ン
ノ
ウ
（
신
무
천
황
）［
神
武

天
皇
］、
ク
ニ
（
나
라
）［
国
］、
ヒ
（
날
）［
日
］

ケ
フ
ハ 

キ
ゲ
ン
セ
ツ
デ
ス

ジ
ン
ム
テ
ン
ノ
ウ
サ
マ
ガ 

ニ
ツ
ポ
ン
ノ 

ク
ニ
ヲ 

オ
ハ
ジ
メ 

ア
ソ

バ
サ
レ
タ 

ヒ
デ 

ア
リ
マ
ス

一
三
一
一
五
（
一
九
四
四
・
二
・
十
三
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

バ
ウ
ク
ウ
（
방
공
）［
防
空
］

ヨ
ウ
イ
（
준
비
）［
用
意
］、
ス
ヰ
サ
ウ
（
물
통
）［
水
槽
］、
ム
シ
ロ

（
거
적
）［
筵
］、
ソ
ロ
ヘ
ル
（
가
춘
다
）［
揃
え
る
］

バ
ウ
ク
ウ
ノ 

ヨ
ウ
イ
ハ 

デ
キ
テ 

ヰ
マ
ス
カ

ス
ヰ
サ
ウ 

ヒ
タ
タ
キ 

ト
ビ
グ
チ 

バ
ケ
ツ 

ム
シ
ロ 

ス
ナ
、
ミ
ン

ナ 

ソ
ロ
ヘ
マ
セ
ウ

一
三
一
一
七
（
一
九
四
四
・
二
・
十
五
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

バ
ウ
テ
フ
（
방
첩
）［
防
諜
］

ツ
マ
ラ
ナ
イ
（
쓸
데
업
다
）［
詰
ら
な
い
］、
イ
ヒ
フ
ラ
ス
（
말
을 

퍼
트
리
는
것
）［
言
い
触
ら
す
］、
カ
ン
テ
フ
（
간
첩
，
스
파
이
）［
間

諜
］、
コ
ト
バ
（
말
）［
言
葉
］

ワ
カ
リ
モ 

セ
ズ
ニ 

ツ
マ
ラ
ナ
イ
コ
ト
ヲ 

イ
ヒ 

フ
ラ
ス 

ヒ
ト
ガ

ヰ
マ
ス

コ
レ
ハ 

カ
ン
テ
フ
［
間
諜
］
ト 

オ
ナ
ジ
コ
ト
デ
ス

コ
ト
バ
ヲ 
ツ
ツ
シ
ミ
マ
セ
ウ



一
七
三

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

一
三
一
一
八
（
一
九
四
四
・
二
・
十
六
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

オ
ホ
キ
イ
（
크
다
）［
大
き
い
］、
チ
ヒ
サ
イ
（
작
다
）［
小
さ
い
］、

フ
ト
イ
（
굵
다
）［
太
い
］、
ホ
ソ
イ
（
가
늘
다
）［
細
い
］、
ミ
キ

（
줄
기
）［
幹
］

オ
ホ
キ
イ 

キ
ガ 
ア
リ
マ
ス

ミ
キ
ガ 

フ
ト
イ 

キ
ガ 
ア
リ
マ
ス

チ
ヒ
サ
イ 

キ
ガ 

ア
リ
マ
ス

ミ
キ
ガ 

ホ
ソ
イ 

キ
デ
ス

一
三
一
二
〇
（
一
九
四
四
・
二
・
十
八
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

タ
カ
イ
（
놉
다
）［
高
い
］、
ヒ
ク
イ
（
낫
다
）［
低
い
］、
ヒ
ロ
イ

（
넓
다
）［
広
い
］、
セ
マ
イ
（
좁
다
）［
狭
い
］、
ニ
ハ
（
뜰
）［
庭
］

タ
カ
イ 

ヘ
イ
ガ 

ア
リ
マ
ス

ヒ
ロ
イ 

ニ
ハ
ガ 

ミ
エ
マ
ス

ヒ
ク
イ 

イ
ヘ
ガ 

ア
リ
マ
ス

セ
マ
イ 

ニ
ハ
ガ 

ミ
エ
マ
ス

一
三
一
二
一
（
一
九
四
四
・
二
・
十
九
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

タ
ツ
（
선
다
）［
立
つ
］、
ス
ハ
ル
（
안
는
다
）［
座
る
］、
ア
ル
ク

（
것
는
다
）［
歩
く
］

ハ
ル
コ
サ
ン
ガ 

タ
ッ
テ 

ヰ
マ
ス

ナ
ツ
コ
サ
ン
ガ 

ス
ハ
ツ
テ 

ヰ
マ
ス

ア
キ
コ
サ
ン
ガ 

ア
ル
イ
テ 

ユ
キ
マ
ス

ユ
キ
コ
サ
ン
ガ 

ハ
シ
ッ
テ 

ユ
キ
マ
ス

一
三
一
二
二
（
一
九
四
四
・
二
・
二
十
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

カ
ラ
ダ
（
몸
）［
体
］

カ
ラ
ダ
（
몸
）［
体
］、
キ
タ
ヘ
ル
（
단
련
하
다
）［
鍛
え
る
］、
ツ
ヨ

イ
（
튼
튼
하
다
，
강
하
다
）［
強
い
］

カ
ラ
ダ
ヲ 

ツ
ヨ
ク 

キ
タ
ヘ
マ
セ
ウ

ヨ
ワ
イ 

カ
ラ
ダ
デ
ハ 

リ
ッ
パ
ナ 

グ
ン
ジ
ン
ニ 

ナ
レ
マ
セ
ン

一
三
一
二
四
（
一
九
四
四
・
二
・
二
十
二
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

カ
ホ
（
얼
굴
）［
顔
］

メ
（
눈
）［
目
］、
マ
ユ
（
눈
섭
）［
眉
］、
ハ
ナ
（
코
）［
鼻
］、
ク
チ

（
입
）［
口
］、
ミ
ミ
（
귀
）［
耳
］



一
七
四

カ
ホ
ニ
ハ
、
メ
、
マ
ユ
、
ハ
ナ
、
ク
チ
、
ミ
ミ
ガ 

ア
リ
マ
ス

ク
チ
ヲ 
シ
ッ
カ
リ 

ム
ス
ビ
、
ハ
ナ
ヲ 

タ
ラ
サ
ナ
イ
ヤ
ウ
ニ 

シ
マ

セ
ウ

一
三
一
二
五
（
一
九
四
四
・
二
・
二
十
三
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

カ
ラ
ダ
（
몸
）［
体
］

ア
タ
マ
（
머
리
）［
頭
］、
テ
（
손
）［
手
］、
ア
シ
（
발
）［
足
］、
ム

ネ
（
가
슴
）［
胸
］

カ
ラ
ダ
ニ
ハ 

ア
タ
マ
、
テ
、
ア
シ
、
ム
ネ
、
ハ
ラ
ガ 

ア
リ
マ
ス

ア
タ
マ
ヲ 

ア
ゲ
テ 

ム
ネ
ヲ 

ハ
ル
ト 

シ
セ
イ
ガ 
ヨ
ク
ナ
リ
マ
ス

一
三
一
二
七
（
一
九
四
四
・
二
・
二
十
五
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ア
サ
（
아
침
）［
朝
］

タ
イ
サ
ウ
（
체
조
）［
体
操
］、
レ
イ
ス
ヰ
マ
サ
ツ
（
냉
수
마
찰
）［
冷

水
摩
擦
］、
ハ
（
이
）［
歯
］

オ
ト
ウ
サ
ン
ハ 

ラ
ジ
オ 

タ
イ
サ
ウ
ヲ 

シ
テ
ヰ
マ
ス

ニ
イ
サ
ン
ハ 

レ
イ
ス
イ
マ
サ
ツ
ヲ 

シ
テ
ヰ
マ
ス

マ
サ
ヲ
サ
ン
ハ 

ハ
ヲ 

ミ
ガ
イ
テ 

ヰ
マ
ス

一
三
一
二
八
（
一
九
四
四
・
二
・
二
十
六
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ケ
ン
カ
ウ
（
건
강
）［
健
康
］

タ
ベ
モ
ノ
（
먹
을
것
）［
食
べ
物
］、
キ
モ
ノ
（
옷
）［
着
物
］、
イ
ヘ

（
집
）［
家
］、
セ
イ
ケ
ツ
（
정
결
）［
清
潔
］

タ
ベ
モ
ノ
ニ 

キ
ヲ 

ツ
ケ
マ
セ
ウ

キ
モ
ノ
ヤ 

イ
ヘ
ヲ 

セ
イ
ケ
ツ
ニ 

シ
マ
セ
ウ

サ
ウ
ス
レ
バ 

ケ
ン
カ
ウ
ニ 

ナ
ッ
テ 

ビ
ョ
ウ
キ
ニ 

カ
カ
リ
マ
セ
ン

一
三
一
二
九
（
一
九
四
四
・
二
・
二
十
七
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ワ
タ
ク
シ
ノ 

イ
ヘ
（
우
리
집
）［
私
の
家
］

ワ
ラ
ヤ
（
초
가
집
）［
藁
屋
］、
ヘ
ヤ
（
방
）［
部
屋
］、
ニ
ハ
（
마

당
）［
庭
］、
ブ
タ
（
돼
지
）［
豚
］、
ニ
ハ
ト
リ
（
닭
）［
鶏
］

ワ
タ
ク
シ
ノ 

イ
ヘ
ハ 

チ
ヒ
サ
イ 

ワ
ラ
ヤ
デ
ス

ヘ
ヤ
ニ
ハ 

ヨ
ク 

ヒ
ガ 

ア
タ
リ
マ
ス

ニ
ハ
ニ
ハ 

ブ
タ
ヤ 

ニ
ハ
ト
リ
ガ 

ア
ソ
ン
デ 

ヰ
マ
ス

一
三
一
三
一
（
一
九
四
四
・
二
・
二
十
九
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

キ
モ
ノ
（
옷
）（
一
）［
着
物
］



一
七
五

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

コ
ク
ミ
ン
フ
ク
（
국
민
복
）［
国
民
服
］、
テ
ウ
セ
ン
フ
ク
（
조
선

옷
）［
朝
鮮
服
］、
ヤ
ウ
フ
ク
（
양
복
）［
洋
服
］、
ワ
フ
ク
（
화
복
）

［
和
服
］

オ
ト
ウ
サ
ン
ト 
ニ
イ
サ
ン
ハ 

コ
ク
ミ
ン
フ
ク
ヲ 

キ
テ 

ヰ
マ
ス

オ
カ
ア
サ
ン
ハ 
イ
ツ
モ 

テ
ウ
セ
ン
フ
ク
デ
ス

ワ
タ
ク
シ
ハ 

ヤ
ウ
フ
ク
、
オ
ト
ナ
リ
ノ 

ハ
ル
コ
サ
ン
ハ 

ワ
フ
ク

ヲ 

キ
テ
ヰ
マ
ス

一
三
一
三
二
（
一
九
四
四
・
三
・
一
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

キ
モ
ノ
（
옷
）（
二
）［
着
物
］

ウ
ハ
ギ
（
웃
저
고
리
）［
上
着
］、
ズ
ボ
ン
（
바
지
）［
ズ
ボ
ン
］、
シ

ャ
ツ
（
속
옷
）［
シ
ャ
ツ
］、
ボ
タ
ン
（
단
추
）［
ボ
タ
ン
］、
ハ
メ
ル

（
끼
운
다
）［
嵌
め
る
］

コ
ク
ミ
ン
フ
ク
ハ 

ウ
ハ
ギ
ト 

ズ
ボ
ン
ニ 

ワ
カ
レ
テ 

ヰ
マ
ス

ウ
ハ
ギ
ノ 

シ
タ
ニ
ハ 

シ
ャ
ツ
ヲ
キ
マ
ス

ウ
ハ
ギ
ノ 

ボ
タ
ン
ハ 

イ
ツ
モ 

キ
チ
ン
ト 

ハ
メ
マ
セ
ウ

一
三
一
三
四
（
一
九
四
四
・
三
・
二
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

キ
モ
ノ
（
옷
）（
三
）［
着
物
］

テ
ウ
セ
ン
フ
ク
（
조
선
옷
）［
朝
鮮
服
］、
ヒ
モ
（
고
름
、
끈
）［
紐
］、

ヒ
ラ
ヒ
ラ
ス
ル
（
펄
럭
펄
럭
한
다
）［
ひ
ら
ひ
ら
す
る
］、
ツ
ツ
ガ
タ

（
모
양
이
통
가
치
된
다
）［
筒
型
］、
ツ
ツ
ガ
タ
ノ
チ
マ
（
통
치
다
）

［
筒
型
の
チ
マ
］

オ
カ
ア
サ
ン
ハ 

テ
ウ
セ
ン
フ
ク
ヲ 

キ
テ 

ヰ
マ
ス

ウ
ハ
ギ
ニ
ハ 

ヒ
モ
ヲ
ツ
ケ
テ 

ヰ
マ
シ
タ
ガ 

イ
マ
ハ 

ボ
タ
ン
ニ 

ツ

ケ
カ
ヘ
マ
シ
タ

チ
マ
ハ 

ヒ
ラ
ヒ
ラ
ス
ル 

ナ
ガ
イ 

チ
マ
デ
ハ
ナ
ク 

ツ
ツ
ガ
タ
デ
ス

一
三
一
三
五
（
一
九
四
四
・
三
・
四
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

サ
イ
ホ
ウ
（
바
느
질
）（
一
）［
裁
縫
］

ヲ
ン
ナ
（
여
자
）［
女
］、
シ
ゴ
ト
（
일
）［
仕
事
］、
ヌ
フ
（
꿰
맨

다
）［
縫
う
］、
マ
ゴ
コ
ロ
（
정
성
）［
真
心
］、
テ
イ
ネ
イ
（
공
드
리

는
것
，
공
손
한
것
）［
丁
寧
］

サ
イ
ホ
ウ
ハ 

ヲ
ン
ナ
ノ 

タ
イ
セ
ツ
ナ 

シ
ゴ
ト
デ
ス

ナ
ニ
ヲ 
ヌ
フ
ニ
モ 

マ
ゴ
コ
ロ
ヲ 

コ
メ
テ 

テ
イ
ネ
イ
ニ 

ヌ
ヒ
マ

セ
ウ



一
七
六

一
三
一
三
六
（
一
九
四
四
・
三
・
五
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

サ
イ
ホ
ウ
（
바
느
질
）（
二
）［
裁
縫
］

サ
イ
ホ
ウ
ダ
ウ
グ
（
바
느
질
도
구
）［
裁
縫
道
具
］、
モ
ノ
サ
シ
（
자
）

［
物
差
し
］、
ハ
サ
ミ
（
가
위
）［
鋏
］、
ハ
リ
（
바
늘
）［
針
］、
イ
ト

（
실
）［
糸
］

サ
イ
ホ
ウ
ダ
ウ
グ
ヲ 
ソ
ロ
ヘ
テ 

ミ
マ
セ
ウ

モ
ノ
サ
シ
、
ハ
サ
ミ
、
ハ
リ
、
イ
ト
、
イ
ト
マ
キ
、
ユ
ビ
ヌ
キ
、
ハ

リ
サ
シ 

ミ
ン
ナ 

ア
リ
マ
ス

一
三
一
三
八
（
一
九
四
四
・
三
・
七
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

カ
ヒ
モ
ノ
（
물
건
흥
정
）（
一
）［
買
い
物
］

「
イ
ラ
ッ
シ
ャ
イ
マ
セ
」

「
コ
ノ 

ニ
シ
ン
ハ 

オ
イ
ク
ラ
デ
ス
カ
」

「
百
メ
二
十
六
セ
ン
デ
ス
」

「
ス
ル
ト 

コ
レ 

一
ピ
キ
デ
ハ 

イ
ク
ラ
ニ
ナ
リ
マ
ス
カ
」

一
三
一
三
九
（
一
九
四
四
・
三
・
八
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

カ
ヒ
モ
ノ
（
물
건
흥
정
）（
二
）［
買
い
物
］

「
イ
ラ
ッ
シ
ャ
イ
マ
セ
」

「
コ
ド
モ
ノ 

シ
ャ
ツ
ガ 

ア
リ
マ
ス
カ
」

「
ア
ヒ
ニ
ク 

オ
コ
サ
マ
ノ 

シ
ャ
ツ
ハ 

ウ
リ
キ
レ
テ 

ヲ
リ
マ
ス
ガ
」

「
デ
ハ 

コ
ノ
ツ
ギ
ニ 

シ
マ
セ
ウ
」

「
ド
ウ
モ 

ア
ヒ
ス
ミ
マ
セ
ン
」

「
サ
ヤ
ウ
ナ
ラ
」

「
ア
リ
ガ
タ
ウ 

ゴ
ザ
イ
マ
ス 

マ
タ
ド
ウ
ゾ
」

一
三
一
四
二
（
一
九
四
四
・
三
十
一
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ハ
イ
キ
フ
（
배
급
）［
配
給
］

「
ハ
イ
キ
フ
ノ 

ウ
ン
ド
ウ
グ
ツ
ヲ 

カ
ヒ
ニ
キ
マ
シ
タ
」

「
ハ
イ
キ
フ
フ
ダ
ヲ 

モ
ッ
テ 

イ
ラ
ッ
シ
ャ
イ
マ
シ
タ
カ
」

「
ハ
イ 

ト
コ
ロ
ト 

ナ
マ
ヘ
ヲ 

カ
イ
テ 

モ
ッ
テ 

キ
マ
シ
タ
」

「
ナ
ン
モ
ン
ガ 

オ
イ
リ
ヨ
ウ
デ
ス
カ
」

一
三
一
四
三
（
一
九
四
四
・
三
・
十
二
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ハ
イ
キ
フ
（
배
급
）［
配
給
］

ハ
ン
チ
ャ
ウ
サ
ン
ノ 

オ
タ
ク
デ 

ラ
フ
ソ
ク
［
ろ
う
そ
く
］
ノ 

配



一
七
七

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

給
ガ 

ア
リ
マ
シ
タ

ミ
ン
ナ
ガ 

オ
ツ
リ
ノ 

イ
ラ
ナ
イ
ヤ
ウ
ニ 

オ
カ
ネ
ヲ 

ヨ
ウ
イ
シ
テ 

ア
ツ
マ
リ
マ
シ
タ

ラ
フ
ソ
ク
ハ 
一
シ
ョ
タ
イ
ニ 

二
ホ
ン
ヅ
ツ 

ユ
キ 

ワ
タ
リ
マ
シ
タ

ハ
ン
チ
ャ
ウ
サ
ン
ガ
「
コ
ノ
ラ
ウ
ソ
ク
［
ろ
う
そ
く
］
ハ 

ク
ウ
シ

フ
［
空
襲
］
ノ 

ト
キ
ノ 
ヨ
ウ
イ
ニ 

ヨ
ク 

シ
マ
ッ
テ 

オ
キ
マ
セ

ウ
」
ト 

オ
ッ
シ
ャ
イ
マ
シ
タ

一
三
一
四
五
（
一
九
四
四
・
三
・
十
四
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

セ
ン
タ
ク
（
빨
래
）［
洗
濯
］

オ
ガ
ハ
デ 

セ
ン
タ
ク
ヲ 

シ
マ
シ
タ

セ
ン
タ
ク
モ
ノ
ヲ 

ア
ク
ニ 

ツ
ケ
マ
シ
タ

リ
ャ
ウ
テ
デ 

ヨ
ク 

モ
ン
デ 

キ
レ
イ
ニ 

ナ
ル
マ
デ
ア
ラ
ヒ
マ
シ
タ

キ
レ
イ
ナ 

ミ
ヅ
デ
ス
ス
ギ
マ
シ
タ

シ
ボ
ッ
テ 

ホ
シ
マ
シ
タ

一
三
一
四
六
（
一
九
四
四
・
三
・
十
五
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

祈
年
祭
（
겨
년
제
）［
祈
年
祭
］

ケ
フ
ハ 

コ
ク
モ
ツ
ガ 

タ
ク
サ
ン 

ミ
ノ
ル
ヤ
ウ
ニ 

イ
ノ
ル 

オ
マ

ツ
リ
ノ 

ヒ
デ
ス

コ
ト
シ
コ
ソ
ハ 

米
モ 

ム
ギ
モ 

ア
ハ
モ 

タ
ク
サ
ン 

ミ
ノ
リ
マ
ス 

ヤ
ウ
ニ 

マ
ゴ
コ
ロ 

コ
メ
テ 

イ
ノ
リ
マ
セ
ウ

一
三
一
四
八
（
一
九
四
四
・
三
・
十
七
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ダ
イ
ド
コ
ロ
（
부
억
）（
一
）［
台
所
］

カ
マ
ニ 

ゴ
ハ
ン
ヲ 

タ
キ
マ
シ
タ

シ
チ
リ
ン
ニ 

ナ
ベ
ヲ 

カ
ケ
テ 

ミ
ソ
シ
ル
ヲ 

ツ
ク
ッ
テ
ヰ
マ
ス

コ
ン
ド
ハ 

ヒ
バ
チ
ニ 

ア
ミ
ヲ 

ノ
セ
テ 

サ
カ
ナ
ヲ 

ヤ
キ
マ
セ
ウ

一
三
一
四
九
（
一
九
四
四
・
三
・
十
八
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ダ
イ
ド
コ
ロ
（
부
억
）（
二
）［
台
所
］

ダ
イ
ド
コ
ロ 

ダ
ウ
グ
ニ
ハ 

ド
ン
ナ 

モ
ノ
ガ 

ア
リ
マ
ス
カ

カ
マ
、
ナ
ベ
、
シ
チ
リ
ン
、
ヒ
バ
チ
、
ヤ
ク
ヮ
ン
、
マ
ナ
イ
タ
、
ホ

ウ
チ
ャ
ウ
、
チ
ャ
ワ
ン
、
サ
ラ
、
ソ
ノ
ホ
カ 

イ
ロ
イ
ロ 

ア
リ
マ
ス

一
三
一
五
〇
（
一
九
四
四
・
三
・
十
九
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」



一
七
八

シ
ョ
ク
ジ
（
식
사
）［
食
事
］

「
ゴ
ハ
ン
デ
ス
ヨ
」

「
ハ
イ 
イ
タ
ダ
キ
マ
ス
」

「
タ
ク
サ
ン 
オ
ア
ガ
リ
ナ
サ
イ
」

オ
ゼ
ン
ノ 

ウ
ヘ
ニ
ハ 
ゴ
ハ
ン
ト 

ミ
ソ
シ
ル
ト 

ヤ
イ
タ 

サ
カ
ナ

ト 

ツ
ケ
モ
ノ
ガ 

ア
リ
マ
ス

「
ゴ
チ
サ
ウ
サ
マ
」

一
三
一
五
二
（
一
九
四
四
・
三
・
二
十
一
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

一
ツ
ブ
ノ
コ
メ
（
한
톨
의 

쌀
）［
一
粒
の
米
］

一
ツ
ブ
ノ 

コ
メ
モ 

テ
ン
ノ 

メ
グ
ミ
デ 

ア
リ
マ
ス

ノ
ウ
フ 

タ
チ
ガ 

一
ネ
ン
ヂ
ュ
ウ 

ア
セ
ヲ 

ナ
ガ
シ
テ 
ツ
ク
ッ
タ 

モ
ノ
デ
ス

シ
ョ
ク
ジ
ノ 

タ
ビ
ニ 

カ
ン
シ
ャ
シ
テ 

イ
タ
ダ
キ
マ
セ
ウ

一
三
一
五
三
（
一
九
四
四
・
三
・
二
十
二
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ミ
チ
ヲ 

タ
ヅ
ネ
ル
（
길
을 

뭇
는
다
）［
道
を
尋
ね
る
］

「
チ
ョ
ッ
ト 

ウ
カ
ガ
ヒ
マ
ス
ガ 

イ
ウ
ビ
ン
キ
ョ
ク
［
郵
便
局
］
ハ 

ド
ノ
ヘ
ン
デ
セ
ウ
カ
」

「
コ
ノ 

ロ
ヂ
ヲ 

マ
ッ
ス
グ 

イ
ッ
テ 

オ
ホ
ド
ホ
リ
ニ
デ
タ
ラ 

ス
グ 

ヒ
ダ
リ
ノ 

ハ
ウ
ニ 

ミ
エ
マ
ス
」

「
ド
ウ
モ 

ア
リ
ガ
タ
ウ
ゴ
ザ
イ
マ
シ
タ
」

「
イ
イ
エ 

ド
ウ
イ
タ
シ
マ
シ
テ
」

一
三
一
五
五
（
一
九
四
四
・
三
・
二
十
四
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ア
サ
ノ
ア
イ
サ
ツ
（
아
침
인
사
）［
朝
の
挨
拶
］

「
オ
ハ
ヤ
ウ 

ゴ
ザ
イ
マ
ス
」

「
コ
ン
ナ
ニ 

オ
ハ
ヤ
ク 

ド
チ
ラ
ヘ 

イ
ッ
テ 

イ
ラ
ッ
シ
ャ
イ 

マ
シ

タ
カ
」

「
ジ
ン
グ
ウ
［
神
宮
］
ニ 

サ
ン
パ
イ
シ
テ 

カ
ヘ
ル 

ト
コ
ロ
デ
ス
」

一
三
一
五
六
（
一
九
四
四
・
三
・
二
十
五
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ヒ
ル
ノ 

ア
イ
サ
ツ
（
낫 

인
사
）［
昼
の
挨
拶
］

「
コ
ン
ニ
チ
ハ
」

「
ヨ
イ 
オ
テ
ン
キ
デ
ス
ネ
」

「
ス
ッ
カ
リ 
ハ
ル
ラ
シ
ク 

ナ
リ
マ
シ
タ
」



一
七
九

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

「
ソ
ト
ヘ 

デ
テ 

ハ
タ
ラ
ク
ニ
ハ 

コ
レ
カ
ラ
ガ 

一
バ
ン 

ヨ
イ
ト
キ

デ
ス
ネ
」

「
オ
タ
ガ
ヒ
ニ 

セ
ン
ジ
ャ
ウ
［
戦
場
］
ニ
デ
タ 

ツ
モ
リ
デ 

シ
ッ
カ

リ 

ハ
タ
ラ
キ
マ
セ
ウ
」

一
三
一
五
七
（
一
九
四
四
・
三
・
二
十
六
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

バ
ン
ノ 

ア
イ
サ
ツ
（
저
녁
인
사
）［
晩
の
挨
拶
］

「
コ
ン
バ
ン
ハ
」

「
コ
ン
バ
ン
ハ
、
ヨ
ク 

イ
ラ
ッ
シ
ャ
イ
マ
シ
タ
」

「
コ
ノ
マ
ヘ 

ヤ
ク
ソ
ク
シ
タ 

ヤ
サ
イ
ノ 
タ
ネ
ヲ 

モ
ッ
テ 

キ
マ
シ

タ
」

「
ア
リ
ガ
タ
ウ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
、
オ
イ
ソ
ガ
シ
イ
ノ
ニ 
ス
ミ
マ
セ
ン
」

「
イ
イ
エ 

ド
ウ 

イ
タ
シ
マ
シ
テ 

デ
ハ 

コ
レ
デ 

シ
ツ
レ
イ 
シ
マ

ス
」

「
サ
ヤ
ウ
ナ
ラ
、
オ
ヤ
ス
ミ
ナ
サ
イ
」

一
三
一
五
九
（
一
九
四
四
・
三
・
二
十
八
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ア
キ
チ
リ
ヨ
ウ
（
一
）（
빈
터
이
용
）［
空
地
利
用
］

バ
ウ
ク
ウ
ガ
ウ
［
防
空
壕
］
ノ 

ド
テ
ニ 

ヒ
マ
ヲ
ウ
ヱ
マ
シ
タ

ア
キ
ニ 

ナ
ッ
タ
ラ 

ヒ
カ
ウ
キ
［
飛
行
機
］
ノ
タ
メ
ニ 

ヤ
ク
ダ
ツ 

ア
ブ
ラ
ガ 

タ
ク
サ
ン 

ト
レ
ル
デ
セ
ウ

ク
ヮ
ダ
ン
［
花
壇
］
ニ
ハ 

コ
ト
シ
カ
ラ 

ハ
ナ
ヲ 

ヤ
メ
テ 

ト
マ
ト

ヲ 

ウ
エ
マ
ス

ト
マ
ト
ガ 

タ
ク
サ
ン 

ト
レ
ル
ダ
ケ
デ 

ナ
ク 

ア
カ
イ 

ミ
ガ 

ナ
ッ

テ
イ
ル
ノ
ハ 

ハ
ナ
ヨ
リ 

モ
ッ
ト 

キ
レ
イ
デ
セ
ウ

一
三
一
六
〇
（
一
九
四
四
・
三
・
二
十
九
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ア
キ
チ
リ
ヨ
ウ
（
빈
터
이
용
）［
空
地
利
用
］

ワ
タ
ク
シ
ノ 

イ
ヘ
デ
ハ 

ア
キ
チ
ハ 

ノ
コ
ラ
ズ 

タ
ガ
ヤ
シ
テ 

ハ

タ
ケ
ニ 

シ
マ
シ
タ

ニ
ハ
［
庭
］
ノ 

ス
ミ
ニ
ハ 

ハ
ウ
レ
ン
サ
ウ
［
ほ
う
れ
ん
草
］
ヲ 

マ

キ
マ
シ
タ

モ
ン
ノ 

ソ
バ
ニ
ハ 

ナ
ス
ヲ 

ウ
ヱ
マ
シ
タ

ヘ
イ
［
塀
］
ノ
シ
タ
ニ
ハ
｜
カ
ボ
チ
ャ
ノ
タ
ネ
ヲ 

マ
キ
マ
シ
タ

一
三
一
六
二
（
一
九
四
四
・
三
・
三
十
一
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」



一
八
〇

ハ
ル
サ
メ
（
봄
비
）［
春
雨
］

ハ
ル
サ
メ
ガ 

シ
ト
シ
ト
ト 

フ
ッ
テ
ヰ
マ
ス

ハ
タ
ケ
ガ 
ホ
ド
ヨ
ク 

シ
メ
リ
マ
シ
タ

イ
マ
ノ 

ウ
チ
ニ 
タ
ネ
ヲ 

マ
キ
マ
セ
ウ

ハ
ヤ
ク 

メ
ガ 

デ
テ 
ヨ
ク 

ソ
ダ
チ
マ
ス

一
三
一
六
三
（
一
九
四
四
・
四
・
一
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

モ
ク
ザ
イ
（
목
재
）［
木
材
］

モ
ク
ザ
イ
ハ 

タ
タ
カ
フ 

ブ
キ
デ
ス

［
紙
面
破
損
の
為
、
三
行
判
読
不
能
］

ウ
エ
ル 

コ
ト
ヲ 

ワ
ス
レ
ナ
イ
ヤ
ウ
ニ 

シ
マ
セ
ウ

キ
ッ
タ
ダ
ケ
ハ 

カ
ナ
ラ
ズ 

ウ
ヱ
マ
セ
ウ

一
三
一
六
四
（
一
九
四
四
・
四
・
二
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

タ
ベ
モ
ノ
（
음
식
）［
食
べ
物
］

イ
ロ
イ
ロ
ナ 

モ
ノ
ガ 

ク
サ
リ
ヤ
ス
イ 

ト
キ
デ
ス

タ
ベ
モ
ノ
ニ 

キ
ヲ 

ツ
ケ
マ
セ
ウ

ク
サ
ッ
タ 

モ
ノ
ヲ 

タ
ベ
ル
ト 

ア
タ
リ
マ
ス

カ
ビ
ノ 

ハ
エ
タ 

モ
ノ
モ 

イ
ケ
マ
セ
ン

一
三
一
六
七
（
一
九
四
四
・
四
・
五
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

［
紙
面
破
損
の
為
、
前
半
部
判
読
不
能
］

「
ハ
イ 

コ
コ
ニ 

十
シ
ョ
タ
イ
ノ 

ハ
ン
［
判
］
ガ
ミ
ナ 

ソ
ロ
ッ
テ

イ
マ
ス

「
デ
ハ 

コ
ノ
ニ
ク
ヲ 

ア
イ
コ
ク
ハ
ン
ニ 

オ
ク
バ
リ 

ク
ダ
サ
イ
」

一
三
一
六
九
（
一
九
四
四
・
四
・
七
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

［
紙
面
破
損
の
為
、
判
読
不
能
］

一
三
一
七
〇
（
一
九
四
四
・
四
・
八
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

タ
イ
セ
ウ 

ホ
ウ
タ
イ
ビ
（
대
조
봉
대
일
）［
大
詔
奉
戴
日
］

ケ
フ
ハ 

タ
イ
セ
ウ 

ホ
ウ
タ
イ
ビ
デ
ス

コ
ン
ゲ
ツ
カ
ラ 

ア
サ
ノ 

ジ
ャ
ウ
ク
ヮ
イ
ハ 

六
ジ
ハ
ン
デ
ス

ハ
ヤ
メ
ニ 

オ
キ
テ 

コ
ク
キ
［
国
旗
］
ヲ 

タ
テ
マ
セ
ウ

［
紙
面
破
損
の
為
、
判
読
不
能
］
ケ
フ 

一
ニ
チ 

［
紙
面
破
損
の
為
、

判
読
不
能
］
ク
ラ
シ
マ
セ
ウ



一
八
一

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

一
三
一
七
一
（
一
九
四
四
・
四
・
九
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

［
紙
面
破
損
の
為
、
判
読
不
能
］

一
三
一
七
三
（
一
九
四
四
・
四
・
十
一
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

［
紙
面
破
損
の
為
、
判
読
不
能
］

一
三
一
七
四
（
一
九
四
四
・
四
・
十
二
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

木
（
나
무
）［
木
］

セ
ン
サ
ウ
［
戦
争
］
ハ 

木
ヲ 

タ
ベ
ル
ト 
イ
ヒ
マ
ス

ソ
レ
ハ 

セ
ン
サ
ウ
ニ 

キ
ガ 

タ
ク
サ
ン 
イ
ル
ト 

イ
フ
コ
ト
デ
ス

木
ノ 

ヒ
カ
ウ
キ
ヤ 

フ
ネ
ヲ 

ツ
ク
ル
ニ
モ 

コ
ウ
バ
ヲ 

タ
テ
ル
ニ

モ 

デ
ン
シ
ン
バ
シ
ラ
ヤ 

セ
ン
ロ
ノ 

マ
ク
ラ
ギ
ニ
モ 
ミ
ナ 

木
ガ 

ツ
カ
ハ
レ
マ
ス

「
ス
フ
」
モ 

ジ
ン
ケ
ン
［
人
絹
］
モ 

カ
ミ
モ 

木
カ
ラ 

ツ
ク
ラ
レ

マ
ス

一
三
一
七
五
（
一
九
四
四
・
四
・
十
三
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

リ
ウ
ゲ
ン
ヒ
ゴ
（
유
언
비
어
）［
流
言
蜚
語
］

ド
コ
デ 

ダ
レ
ガ 

キ
イ
テ 

ヰ
ル
カ 

ワ
カ
リ
マ
セ
ン

ヨ
ケ
イ
ナ 

コ
ト
ハ 

イ
ハ
ナ
イ
ヤ
ウ
ニ 

イ
タ
シ
マ
セ
ウ

オ
ク
ニ
ノ 

ヒ
ミ
ツ
ガ 

テ
キ
ニ 

モ
レ
タ
ラ 

タ
イ
ヘ
ン
デ
ス

ワ
ル
イ 

ウ
ハ
サ
［
噂
］
ガ 

ト
ン
デ
モ 

タ
タ
カ
フ 

ヒ
ト
タ
チ
ハ 

フ

ア
ン
デ
ス

リ
ウ
ゲ
ン 

ヒ
ゴ
ヲ 

ツ
ツ
シ
ミ
マ
セ
ウ

一
三
一
七
七
（
一
九
四
四
・
四
・
十
五
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ハ
ナ
（
꼿
）［
花
］

ノ
ヤ
マ
ニ 

ツ
ツ
ジ
ヤ 

レ
ン
ゲ
ウ
［
れ
ん
ぎ
ょ
う
］
ガ 

キ
レ
イ
ニ 

サ
キ
マ
シ
タ

キ
レ
イ
ナ 

ハ
ナ
ヲ 

ナ
ガ
メ
ル
ト 

キ
モ
チ
モ 

タ
ノ
シ
ク 

ナ
リ
マ

スハ
ナ
ハ 

ミ
ン
ナ
デ 

ナ
ガ
メ
テ 

タ
ノ
シ
ム 

モ
ノ
デ
ス
カ
ラ 

カ
ッ

テ
ニ 

ヲ
ッ
タ
リ 

ツ
ン
ダ
リ 

シ
ナ
イ
ヤ
ウ
ニ 

シ
マ
セ
ウ

一
三
一
七
八
（
一
九
四
四
・
四
・
十
六
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ニ
チ
エ
ウ
ビ
（
일
요
일
）［
日
曜
日
］



一
八
二

ワ
ガ
ク
ニ
ハ 

イ
マ 

タ
タ
カ
ッ
テ 

ヰ
マ
ス

ニ
チ
エ
ウ
ビ 

ダ
カ
ラ
ト 

イ
ッ
テ 

シ
ゴ
ト
ヲ 

ヤ
ス
ン
ダ
リ 

ア
ソ

ビ
マ
ハ
ッ
タ
リ 

ス
ル
ヒ
ト
ハ 

ヲ
リ
マ
セ
ン

ミ
ン
ナ 

ニ
チ
エ
ウ
ビ
デ
モ 

シ
ゴ
ト
バ
ニ 

デ
テ 

ハ
タ
ラ
ク
カ 

イ

ヘ
ノ 

シ
ゴ
ト
ヲ 
テ
ツ
ダ
フ
カ
シ
マ
ス

一
三
一
八
〇
（
一
九
四
四
・
四
・
十
八
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ヒ
マ
（
피
마
주
）［
蓖
麻
］

ヒ
マ
ヲ 

ウ
ヱ
マ
セ
ウ

一
ケ
ン
デ 

六
ポ
ン
イ
ジ
ョ
ウ
ハ 

カ
ナ
ラ
ズ 
ウ
ヱ
ナ
ケ
レ
バ 

ナ
リ

マ
セ
ン

ニ
ハ
ノ 

ス
ミ
デ
モ 

ノ
キ
バ
タ
デ
モ 

ド
コ
デ
モ 

ヨ
イ
ノ
デ
ス

ウ
ヱ
タ
ラ 

ヨ
ク 

テ
イ
レ
シ
テ 

リ
ッ
パ
ナ
ミ
ガ 

ナ
ル
ヤ
ウ
ニ 
シ

マ
セ
ウ

ヒ
マ
ノ 

ミ
カ
ラ
ハ 

ヒ
カ
ウ
キ
［
飛
行
機
］
ヤ 

グ
ン
カ
ン
ニ 

ツ
カ

フ 

ア
ブ
ラ
ガ 

ト
レ
ル
ノ
デ
ス

一
三
一
八
一
（
一
九
四
四
・
四
・
十
九
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ツ
ミ
ク
サ
（
나
물
캐
기
）［
摘
草
］

ネ
イ
サ
ン
［
姉
さ
ん
］
ト 

ノ
ハ
ラ
ニ 

ツ
ミ
ク
サ
ニ 

イ
キ
マ
シ
タ

ナ
ヅ
ナ
、
ヨ
モ
ギ
、
セ
リ
、
ノ
ビ
ル
ナ
ド 

タ
ク
サ
ン 

ツ
ミ
マ
シ
タ

カ
ゴ
ニ 

一
パ
イ 

ツ
ン
デ 

ネ
イ
サ
ン
ト 

ウ
タ
ヲ 

ウ
タ
ヒ 

ナ
ガ
ラ 

イ
ヘ
ニ 

カ
ヘ
リ
マ
シ
タ

一
三
一
八
三
（
一
九
四
四
・
四
・
二
十
一
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

チ
ョ
ウ
ヘ
イ 

ケ
ン
サ
（
징
병
검
사
）［
徴
兵
検
査
］

キ
ノ
フ 

チ
ョ
ウ
ヘ
イ
ケ
ン
サ
ヲ 

ウ
ケ
ニ 

イ
ッ
タ 

ニ
イ
サ
ン
ハ 

ユ

ウ
ガ
タ 

カ
ヘ
ッ
テ 

ク
ル
ナ
リ
「
カ
フ
シ
ュ
［
甲
種
］
ダ
」
ト 

ド

ナ
リ
マ
シ
タ

「
ホ
ン
タ
ウ
カ
」
ト 

デ
ム
カ
ヘ
タ 

オ
ト
ウ
サ
ン
モ 

オ
ホ
ヨ
ロ
コ
ビ

デ
シ
タ

ワ
タ
ク
シ
モ 

オ
モ
ハ
ズ
「
バ
ン
ザ
イ
」
ヲ 

サ
ケ
ビ
マ
シ
タ

一
三
一
八
四
（
一
九
四
四
・
四
・
二
十
二
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

シ
フ
ク
ヮ
ン
（
습
관
）［
習
慣
］

チ
ヒ
サ
イ 
ト
キ
カ
ラ 

ヨ
イ 

シ
フ
ク
ヮ
ン
［
習
慣
］
ヲ 

ヤ
シ
ナ
ヒ



一
八
三

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

マ
セ
ウ

ア
サ
ネ
バ
ウ
［
朝
寝
坊
］
ヲ 

シ
タ
リ 

ネ
コ
ロ
ン
デ 

ホ
ン
ヲ 

ヨ
ン

ダ
リ 
ゴ
ハ
ン
ツ
ブ
ヲ 

コ
ボ
シ
タ
リ 

ス
ル
ノ
ハ 

ミ
ン
ナ 

ヨ
ク 

ナ

イ 

シ
フ
ク
ヮ
ン
デ
ス

ハ
ヤ
ク 

イ
マ
ノ 
ウ
チ
ニ 

ナ
ホ
シ
マ
セ
ウ

一
三
一
八
五
（
一
九
四
四
・
四
・
二
十
三
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

オ
サ
ウ
ヂ
（
소
제
）［
掃
除
］

ア
タ
タ
カ
ク 

ナ
ル
ト 

イ
ロ
イ
ロ 

キ
タ
ナ
イ 

モ
ノ
ガ 

メ
ニ 

ツ
キ

マ
ス

ヘ
ヤ
ノ 

ナ
カ
ヤ 

イ
ヘ
ノ 

マ
ハ
リ
ヤ 

ミ
チ
バ
タ
ナ
ド
ヲ 

マ
イ
ア

サ 

ハ
ヤ
ク 

オ
キ
テ 

キ
レ
イ
ニ 

ハ
キ
キ
ヨ
メ
マ
セ
ウ

ス
ム 

ト
コ
ロ
ガ 

キ
レ
イ
ダ
ト 

コ
コ
ロ
モ 

キ
ヨ
ク 

ナ
リ
マ
ス

一
三
一
八
七
（
一
九
四
四
・
四
・
二
十
五
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

グ
ン
ジ
ン
ヱ
ン
ゴ
（
군
인
원
호
）［
軍
人
援
護
］

オ
ク
ニ
ノ 

タ
メ
ニ 

タ
タ
カ
ッ
テ 

ヰ
ル 

ヘ
イ
タ
イ
サ
ン
タ
チ
エ 

ゴ

シ
ン
パ
イ
ヲ 

カ
ケ
テ
ハ 

ナ
リ
マ
セ
ン

ヘ
イ
タ
イ
サ
ン
タ
チ
ヤ 

ヘ
イ
タ
イ
サ
ン
ヲ 

ダ
シ
タ 

オ
ウ
チ
ヲ 

ジ

ュ
ウ
ゴ
［
銃
後
］
ノ 

ヒ
ト
タ
チ
ガ 

シ
ッ
カ
リ 

マ
モ
ラ
ナ
ケ
レ
バ 

ナ
リ
マ
セ
ン

セ
ン
サ
ウ
ニ
カ
ツ
タ
メ
ニ 

ヘ
イ
タ
イ
サ
ン
タ
チ
ノ 

オ
テ
ツ
ダ
ヒ
ヲ

シ
マ
セ
ウ

一
三
一
八
八
（
一
九
四
四
・
四
・
二
十
六
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ハ
ル
（
봄
）［
春
］

ク
サ
ガ 

ア
ヲ
ア
ヲ
ト 

ノ
ビ
マ
シ
タ

サ
ク
ラ
モ 

サ
カ
エ
ル 

ニ
ッ
ポ
ン
ノ 

ス
ガ
タ
ヲ 

ア
ラ
ハ
シ
テ 

マ

ッ
サ
カ
リ
デ
ス

ノ
ウ
フ
［
農
夫
］
ハ 

イ
ソ
ガ
シ
サ
ウ
ニ 

タ
［
田
］
ニ
デ
テ 

ハ
タ

ラ
イ
テ 

ヰ
マ
ス

タ
タ
カ
フ 

ニ
ッ
ポ
ン
ノ 

ハ
ル
ハ 

ノ
ド
カ
ナ
ウ
チ
ニ
モ
｜
ヒ
キ
シ

マ
ッ
タ
キ
モ
チ
ガ 

ア
フ
レ
テ 

ヰ
マ
ス

一
三
一
九
〇
（
一
九
四
四
・
四
・
二
十
八
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ザ
ッ
サ
ウ
（
잡
초
）［
雑
草
］



一
八
四

ハ
ル
ニ 

ナ
ル
ト 

ザ
ッ
サ
ウ
ガ 

マ
ッ
サ
キ
ニ 

メ
ヲ 

ダ
シ
マ
ス

ヘ
イ
ノ 
シ
タ
ニ
モ 

ニ
ハ
ノ 

ス
ミ
ニ
モ 

ミ
チ
バ
タ
ニ
モ 

イ
ロ
イ

ロ
ナ 
カ
ハ
イ
イ 

ク
サ
ガ 

イ
ッ
パ
イ 

ハ
ヘ
マ
ス

ソ
ノ 

ナ
カ
ニ
ハ 
タ
ベ
ラ
レ
ル 

ク
サ
モ 

ス
ク
ナ
ク 

ア
リ
マ
セ
ン

キ
レ
イ
ナ 

ハ
ナ
ガ 
サ
ク 

ク
サ
モ 

ア
リ
マ
ス

一
三
一
九
一
（
一
九
四
四
・
四
・
二
十
九
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ワ
ズ
カ
ナ 

カ
ネ
（
적
은
돈
）［
僅
か
な
金
］

イ
ツ
シ
ャ
ウ
ケ
ン
メ
イ
ニ 

ハ
タ
ラ
イ
テ 
マ
ウ
ケ
タ
［
儲
け
た
］
カ

ネ
ヲ 

ワ
ヅ
カ
ヅ
ツ
デ
モ 

タ
メ
テ 

チ
ョ
キ
ン
シ
マ
セ
ウ

ソ
ノ 

ワ
ヅ
カ
ナ 

チ
ョ
キ
ン
ガ 

タ
タ
カ
フ 

チ
カ
ラ
ヲ 
ツ
ヨ
メ
ル

ノ
デ
ス

セ
ン
サ
ウ
ガ 

ツ
ヅ
ク 

ア
ヒ
ダ
ハ 

デ
キ
ル
ダ
ケ 

ク
ラ
シ
ヲ 
ツ
メ

テ 

チ
ョ
キ
ン 

シ
マ
セ
ウ

一
三
一
九
四
（
一
九
四
四
・
五
・
二
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ハ
ナ
ヲ 

ヲ
ル
ナ
（
꼿
을 

꺽
지
마
라
）［
花
を
折
る
な
］

ハ
ナ
ハ 

ミ
ン
ナ
デ 

ミ
テ 

タ
ノ
シ
ム
モ
ノ
デ
ス

ジ
ブ
ン
ダ
ケ
ノ 

コ
ト
ヲ 

カ
ン
ガ
ヘ
テ 

ハ
ナ
ヲ 

オ
ッ
タ
リ 

シ
テ

ハ 

ナ
リ
マ
セ
ン

キ
ヲ 

イ
タ
メ
ル 

バ
カ
リ
デ
ナ
ク 

ハ
ナ
ノ 

ウ
ツ
ク
シ
サ
モ 

ナ
ク

ナ
リ
マ
ス

ソ
シ
テ 

キ
ノ 

シ
タ
ヲ 

チ
ラ
カ
サ
ナ
イ
ヤ
ウ
ニ 

チ
ュ
ウ
イ
シ
マ
セ

ウ一
三
一
九
五
（
一
九
四
四
・
五
・
三
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

オ
ト
ウ
ト
（
동
생
）［
弟
］

ワ
タ
ク
シ
ノ 

オ
ト
ウ
ト
ハ 

コ
ト
シ 

六
ツ
デ
ス

コ
ノ 

マ
ヘ
ノ 

ヤ
ス
ミ
ニ 

ウ
ラ
ノ 

ヤ
マ
ヘ 

ツ
レ
テ 

イ
キ
マ
シ
タ

オ
ト
ウ
ト
ハ 

ト
テ
モ 

ウ
レ
シ
サ
ウ
ニ 

ド
ン
ド
ン 

サ
キ
ニ 

タ
ッ

テ 

カ
ケ
テ 

イ
キ
マ
シ
タ

ソ
ラ
ハ 

ア
ヲ
ク 

ヒ
ザ
シ
ガ 

ア
ツ
イ
ク
ラ
ヰ
デ
シ
タ

一
三
一
九
七
（
一
九
四
四
・
五
・
五
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

コ
ヅ
ツ
ミ
（
소
포
）［
小
包
］

タ
マ
ゴ
、
ク
ダ
モ
ノ
、
オ
サ
カ
ナ
、
ミ
ソ
ナ
ド
ハ 

コ
ヅ
ツ
ミ
デ 

オ



一
八
五

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

ク
レ
マ
セ
ン

コ
メ
ヤ 

ム
ギ
ナ
ド
ノ 

コ
ク
モ
ツ
モ 

ム
ロ
ン 

オ
ク
レ
マ
セ
ン

ソ
レ
ヲ 
シ
ッ
テ
ヰ
テ 

コ
ヅ
ツ
ミ
ニ
シ
テ 

ダ
ス 

ヒ
ト
ガ 

ア
リ
マ

スイ
ウ
ビ
ン
キ
ョ
ク
［
郵
便
局
］
ニ 

ム
ダ
ナ 

テ
ス
ウ
ヲ 

カ
ケ 

ダ
イ

ジ
ナ 

モ
ノ
ヲ 

オ
ク
ル 
ジ
ャ
マ
ニ 

ナ
リ
マ
ス

コ
ン
ナ 

コ
ト
ハ 

シ
ナ
イ
ヤ
ウ
ニ 

コ
コ
ロ
ガ
ケ
マ
セ
ウ

一
三
一
九
八
（
一
九
四
四
・
五
・
六
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ア
カ
チ
ャ
ン
（
애
기
）［
赤
ち
ゃ
ん
］

キ
ノ
フ
ノ 

ア
サ 

ア
カ
チ
ャ
ン
ガ 

ウ
マ
レ
マ
シ
タ
。

ヲ
ト
コ
ノ 

コ
デ 

ト
テ
モ 

ヨ
ク 

フ
ト
ッ
テ
ヰ
マ
ス

ナ
キ
ゴ
エ
モ 

ゲ
ン
キ
デ 

タ
イ
テ
イ 

一
ニ
チ
ヂ
ュ
ウ 

ネ
テ 
ヰ
マ

スオ
ト
ウ
サ
ン
ハ 

オ
ホ
ヨ
ロ
コ
ビ
デ
「
コ
ノ
コ
ハ 

ア
ワ
ラ
シ
［
荒
鷲
］

ニ 

シ
ヨ
ウ
」
ト 

オ
ッ
シ
ャ
イ
マ
シ
タ
。

一
三
一
九
九
（
一
九
四
四
・
五
・
七
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ナ
ハ
シ
ロ
（
못
자
리
）［
苗
代
］

ハ
ヤ
ク 

ナ
ハ
シ
ロ
ヲ 

ツ
ク
リ
マ
セ
ウ

ホ
ド
ヨ
ク 

ア
メ
ガ 

フ
ッ
テ 

キ
マ
シ
タ
カ
ラ 

ソ
ノ 

ミ
ヅ
ヲ 

一
テ

キ
モ 

ノ
ガ
サ
ズ
ニ 

タ
メ
テ 

ハ
ヤ
メ
ニ 

ナ
ヘ
ヲ 

ウ
ヘ
マ
セ
ウ

コ
ト
シ
コ
ソ
ハ 

ノ
ウ
ゲ
フ
［
農
業
］
モ 

ケ
ッ
セ
ン
ノ
ト
キ
デ
ス

一
三
二
〇
一
（
一
九
四
四
・
五
・
九
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ガ
ス
（
까
스
）［
ガ
ス
］

ガ
ス
ヲ 

セ
ツ
ヤ
ク
シ
テ 

ツ
カ
ヒ
マ
セ
ウ

ガ
ス
モ 

タ
タ
カ
フ 

オ
ク
ニ
ノ 

ブ
キ
デ
ス

ツ
カ
ッ
タ
ラ 

ガ
ス
ノ 

セ
ン
ハ 

カ
ナ
ラ
ズ 

シ
メ
マ
セ
ウ

セ
ン
ヲ 

ア
ケ
テ 

オ
ク
ト 

ガ
ス
ガ 

モ
レ
マ
ス

ク
ウ
シ
フ
ノ 

ト
キ 

ク
ヮ
ジ
［
火
事
］
ノ
モ
ト
ニ
モ 

ナ
リ
マ
ス

一
三
二
〇
二
（
一
九
四
四
・
五
・
十
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

デ
ン
セ
ン
ビ
ャ
ウ
（
전
염
병
）［
傳
染
病
］

ハ
ル
ニ 
ナ
ル
ト 

イ
ロ
イ
ロ
ナ 

デ
ン
セ
ン
ビ
ャ
ウ
ガ 

ハ
ヤ
リ
マ
ス

コ
ト
ニ 
オ
ホ
イ
ノ
ハ 

ハ
ッ
シ
ン
チ
フ
ス
ト 

ク
ヮ
イ
キ
ネ
ツ
［
回



一
八
六

帰
熱
］
デ
ス

コ
レ
ラ
ノ 

ビ
ャ
ウ
キ
ハ 

オ
モ
ニ 

ノ
ミ
、
シ
ラ
ミ
ガ 

ウ
ツ
シ
マ
ス

ミ
ノ 
マ
ハ
リ
ヲ 

キ
レ
イ
ニ
シ 

フ
ト
ン
ハ 

ト
キ
ド
キ 

ニ
ッ
ク
ヮ

ウ
セ
ウ
ド
ク
［
日
光
消
毒
］
ヲ 

イ
タ
シ
マ
セ
ウ

一
三
二
〇
四
（
一
九
四
四
・
五
・
十
二
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ム
ラ
（
마
을
）［
村
］

ワ
タ
ク
シ
ノ 

ム
ラ
ハ 

ヤ
マ
ノ 
フ
モ
ト
ニ 

ア
リ
マ
ス

ト
テ
モ 

シ
ヅ
カ
デ 

キ
レ
イ
ナ 

ム
ラ
デ
ス

ナ
ガ
メ
ガ 

ヨ
イ
バ
カ
リ
デ 

ナ
ク 

ミ
ン
ナ 
ナ
カ
ヨ
ク 

ハ
タ
ラ
ク 

ム
ラ
デ
ス

コ
ノ
マ
ヘ
ノ 

チ
ョ
ウ
ヘ
イ 

ケ
ン
サ
［
徴
兵
検
査
］
デ 
五
ニ
ン
モ 

カ
フ
シ
ュ
［
甲
種
］
ヲ 

ダ
シ
マ
シ
タ

一
三
二
〇
五
（
一
九
四
四
・
五
・
十
三
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ザ
ッ
サ
ウ
（
잡
초
）［
雑
草
］

コ
ノ
マ
ヘ 

ウ
ラ
ノ 

ヤ
マ
ヘ 

イ
ッ
テ 

キ
イ
ロ
イ 

ツ
ボ
ミ
ヲ 

ツ
ケ

タ 

ク
サ
ヲ 

ト
ッ
テ 

キ
マ
シ
タ

ハ
チ
ニ 

ウ
ヱ
テ 

マ
イ
ニ
チ 

ミ
ヅ
ヲ 

カ
ケ
テ 

ヤ
ッ
タ
ラ 

グ
ン
グ

ン 

オ
ホ
キ
ク 

ナ
ッ
テ 

チ
ヒ
サ
イ
ハ
ナ
ガ 

タ
ク
サ
ン 

ヒ
ラ
キ
マ

シ
タ

「
キ
レ
イ
ナ 

ザ
ッ
サ
ウ
ヱ
ン
ダ
コ
ト
」
ト 

ネ
イ
サ
ン
モ 

オ
ホ
ヨ
ロ

コ
ビ
デ
シ
タ

一
三
二
〇
六
（
一
九
四
四
・
五
・
十
四
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

レ
ン
シ
フ
キ
（
연
습
기
）［
練
習
機
］

ア
ヲ
イ 

ア
ヲ
イ 

ソ
ラ
ニ 

バ
ク
オ
ン
ガ 

ト
ド
ロ
キ
マ
シ
タ
。

キ
イ
ロ
イ 

レ
ン
シ
フ
キ
ガ 

ト
ン
デ 

ヰ
ル
ノ
デ
ス

ア
ノ 

ヒ
カ
ウ
キ
［
飛
行
機
］
ニ
ハ 

セ
ウ
ネ
ン
カ
ウ
ク
ウ
ヘ
イ
［
少

年
航
空
兵
］
ガ 

ノ
ッ
テ 

ヰ
マ
ス

ボ
ク
ラ
モ 

イ
キ
マ
セ
ウ 

ソ
ラ
ノ 

ケ
ッ
セ
ン
ヂ
ャ
ウ
［
決
戦
場
］
ヘ

一
三
二
〇
八
（
一
九
四
四
・
五
・
十
六
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ム
ギ
（
보
리
）［
麦
］

ム
ギ
フ
ミ
ヲ 

シ
タ
ノ
ガ 

ツ
イ 

キ
ノ
フ
ノ
コ
ト
ノ 

ヤ
ウ
ニ 

オ
モ

ハ
レ
マ
ス
ノ
ニ 
モ
ウ 

コ
シ
ノ 

タ
カ
サ
ニ 

マ
デ 

ソ
ダ
ッ
テ 

オ
ホ



一
八
七

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

キ
ナ 

ホ
ガ 

デ
マ
シ
タ

ア
ト 
ヒ
ト
ツ
キ
モ 

シ
タ
ラ 

ム
ギ
カ
リ
ガ 

ハ
ジ
マ
リ
マ
ス

コ
ト
シ
ハ 
ホ
ド
ヨ
ク 

ア
メ
ガ 

フ
ッ
テ 

ム
ギ
ハ 

ヒ
ジ
ョ
ウ
ニ 

ジ

ョ
ウ
デ
キ
デ
ス

一
三
二
〇
九
（
一
九
四
四
・
五
・
十
七
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ヒ
カ
ウ
キ
ヲ 

オ
ク
レ
（
비
행
기
를 

보
내
라
）［
飛
行
機
を
送
れ
］

ト
ロ
キ
ナ
［
地
名
］
デ 

チ
ミ
ド
ロ
ノ 
タ
タ
カ
ヒ
ヲ 

ツ
ヅ
ケ
テ
ヰ

ル 

ゼ
ン
セ
ン
［
前
線
］
ノ 

ユ
ウ
シ
［
勇
士
］
タ
チ
ガ 

ジ
ュ
ウ
ゴ

［
銃
後
］
ヘ 

五
マ
ン
ヱ
ン
ト 

イ
フ
カ
ネ
ヲ 
オ
ク
ッ
テ 

キ
マ
シ
タ
。

ス
キ
ナ 

ア
マ
イ
モ
ノ
モ 

タ
ベ
ズ
ニ 

タ
メ
タ 
オ
カ
ネ
デ
ス

「
コ
レ
デ 

ヒ
カ
ウ
キ
ヲ 

ツ
ク
ッ
テ 

ク
ダ
サ
イ
ト
サ
ケ
ブ 
ゼ
ン
セ

ン
ノ 

ユ
ウ
シ
タ
チ
ノ 

コ
ノ 

マ
ゴ
コ
ロ
ニ 

ワ
レ
ワ
レ
ハ 
ド
ウ 
コ

タ
ヘ
タ
ラ 

イ
イ
デ
セ
ウ
カ
。

一
キ
［
一
機
］
デ
モ 

オ
ホ
ク
ノ 

ヒ
カ
ウ
キ
ヲ 

オ
ク
ル
コ
ト
デ
ス
。

一
三
二
一
一
（
一
九
四
四
・
五
・
十
九
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

カ
ナ
モ
ノ
（
쇠
부
치
）［
金
物
］

カ
ナ
モ
ノ
ト 

ナ
ガ 

ツ
ク
モ
ノ
ナ
ラ 

フ
ル
ク
ギ 

一
ポ
ン 

ノ
コ
サ

ズ
ニ 

ミ
ン
ナ 

オ
ク
ニ
ヘ 

サ
シ
ダ
シ
マ
セ
ウ

「
コ
ン
ナ
モ
ノ 

ヒ
ト
ツ
グ
ラ
ヰ
」
ト 

カ
ン
ガ
ヘ
ル
ノ
ハ 

マ
チ
ガ
ヒ
。

ソ
レ
ガ 

ア
ツ
マ
ッ
テ 

ヒ
カ
ウ
キ
［
飛
行
機
］
ト 

ナ
リ
、
セ
ン
シ

ャ
［
戰
車
］
ト　

ナ
リ
、
ダ
ン
グ
ヮ
ン
［
弾
丸
］
ト 

ナ
ル
ノ
デ
ス
。

オ
ク
レ
ズ
ニ 

タ
メ
ラ
ハ
ズ
ニ
、
サ
ア 

イ
マ 

ス
グ 

サ
ガ
シ
テ 

サ
シ
ダ
シ
マ
セ
ウ

一
三
二
一
二
（
一
九
四
四
・
五
・
二
十
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ゴ
ミ
バ
コ
（
쓰
레
기
통
）［
ゴ
ミ
箱
］

ゴ
ミ
バ
コ
ノ 

ナ
カ
ニ 

マ
ダ 

ヤ
ク
ニ 

タ
ツ
モ
ノ
ハ 

ハ
イ
ッ
テ 

ヰ

マ
セ
ン
カ

ア
キ
ビ
ン
、
ア
キ
グ
ヮ
ン
［
空
缶
］、
カ
ミ
ク
ズ
、
ワ
ラ
ク
ズ
、
ア

キ
ダ
ハ
ラ
、
イ
タ
キ
レ
ナ
ド 

モ
ッ
ト 

ヨ
ク 

キ
ヲ 

ツ
ケ
テ 

ホ
ン

タ
ウ
ニ 

ツ
カ
ヘ
ナ
イ 

モ
ノ
ダ
ケ 

ス
テ
ル
ヤ
ウ
ニ 

シ
マ
セ
ウ

イ
ヘ
ノ
ナ
カ
ヲ 

キ
レ
イ
ニ 

ス
ル
ノ
モ 

ケ
ッ
カ
ウ
［
結
構
］
デ
ス

ガ 
ヤ
ク
ニ 

タ
ツ
モ
ノ
ヲ 

ス
テ
ナ
イ
コ
ト
ガ 

モ
ッ
ト 

ダ
イ
ジ
デ

ス



一
八
八

一
三
二
一
三
（
一
九
四
四
・
五
・
二
十
一
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ハ
ヘ
ト 
カ
（
파
리
와
모
기
）［
蠅
と
蚊
］

ハ
ヘ
ト
カ
［
蠅
と
蚊
］
ガ 

フ
エ
ル
ト
キ
デ
ス

ゴ
ミ
ス
テ
バ
ヲ 
キ
レ
イ
ニ 

シ
マ
セ
ウ

ゲ
ス
ヰ
［
下
水
］
ヤ 
ベ
ン
ジ
ョ
モ 

キ
レ
イ
ニ
シ
テ 

ボ
ウ
フ
ラ
ヤ 

ウ
ジ
ガ 

ワ
カ
ナ
イ
ヤ
ウ
ニ 
シ
マ
セ
ウ

バ
ウ
ク
ヮ
ス
ヰ
サ
ウ
［
防
火
水
槽
］
ニ
ハ 

キ
ン
ギ
ョ
ヤ 

メ
ダ
カ
ナ

ド
ヲ 

カ
フ
コ
ト
デ
ス

ア
イ
コ
ク
ハ
ン
［
愛
國
班
］
ゼ
ン
ブ
ガ 
チ
カ
ラ
ヲ 

ア
ハ
セ
テ 

コ

レ
ヲ 

ジ
ッ
カ
ウ
［
実
行
］
シ
マ
セ
ウ

一
三
二
一
五
（
一
九
四
四
・
五
・
二
十
三
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ギ
ャ
ウ
レ
ツ
（
행
렬
）［
行
列
］

ダ
イ
一
セ
ン
［
第
一
線
］
デ
ハ 

ハ
ゲ
シ
イ 

タ
タ
カ
ヒ
［
戦
い
］
ガ 

ツ
ヅ
ケ
ラ
レ
テ 

ヰ
ル
ト 

イ
フ
ノ
ニ 

ジ
ュ
ウ
ゴ
［
銃
後
］
ノ 

ヒ
ト

タ
チ
ガ 

フ
ヒ
ツ
エ
ウ
［
不
必
要
］
ナ 

モ
ノ
ヲ 

カ
ヒ
ア
ツ
メ
ル 

タ

メ
ニ 

ミ
セ
サ
キ
デ 

ナ
ガ
イ 

レ
ツ
ヲ 

ツ
ク
ッ
テ 

ヰ
ル
ノ
ハ 

ハ
ヅ

カ
シ
イ 

コ
ト
デ
ス

オ
タ
ガ
ヒ
ニ 

ユ
ヅ
リ
ア
ッ
テ 

ミ
ニ
ク
イ 

ギ
ャ
ウ
レ
ツ
ヲ 

ナ
ク
サ

ウ
デ
ハ 

ア
リ
マ
セ
ン
カ

一
三
二
一
六
（
一
九
四
四
・
五
・
二
十
四
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

コ
ト
シ
ノ 

ナ
ツ
ハ
（
올
여
름
에
는
）［
今
年
の
夏
は
］

コ
ト
シ
ノ 

ナ
ツ
ハ 

ア
タ
ラ
シ
イ 

キ
モ
ノ
ヲ
ツ
ク
ラ
ズ
ニ 

ス
マ
セ

マ
セ
ウ

ナ
ル
ベ
ク 

フ
ル
イ 

キ
モ
ノ
ヲ 

リ
ヨ
ウ
シ 

ア
マ
ッ
タ 

カ
ネ
ハ 

チ

ョ
チ
ク
ス
ル
ヤ
ウ
ニ 

イ
タ
シ
マ
セ
ウ

ヒ
ト
リ
ガ 

一
シ
ャ
ク
［
一
尺
］
ヅ
ツ 

キ
レ
ヂ
［
切
地
］
ヲ 

ケ
ン

ヤ
ク 

シ
タ
ラ 

一
オ
ク
シ
ャ
ク
［
一
億
尺
］、
ヤ
ク
三
マ
ン
キ
ロ
ノ 

キ
レ
ヂ
ガ 

ア
マ
ル 

カ
ン
ジ
ャ
ウ
デ
ス

カ
チ
ヌ
ク
マ
デ
ハ 

フ
ル
ギ
デ 

ガ
マ
ン
シ
マ
セ
ウ

一
三
二
一
八
（
一
九
四
四
・
五
・
二
十
六
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ユ
ウ
レ
イ
（
유
령
）［
幽
靈
］

ウ
チ
ノ 
ナ
カ
ニ 

イ
マ
デ
モ 

ユ
ウ
レ
イ
ヲ 

カ
ッ
テ 

オ
ク 

ヒ
ト
ガ 

ア
ル
サ
ウ
デ
ス



一
八
九

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

ソ
ノ 

ユ
ウ
レ
イ
ノ 

ブ
ン
マ
デ 

ハ
イ
キ
フ
ヲ
ウ
ケ
テ 

シ
ラ
ヌ 

カ

ホ
ヲ 
シ
テ 

ヰ
ル
サ
ウ
デ
ス

オ
バ
ケ
ト 
イ
ッ
シ
ョ
ニ 

ス
ム 

ナ
ン
テ 

コ
ハ
イ 

ヒ
ト
タ
チ
デ
ハ 

ア
リ
マ
セ
ン
カ

コ
レ
ラ
ノ 

ユ
ウ
レ
イ
ノ 

タ
メ
ニ 

ジ
ュ
ウ
ゴ
［
銃
後
］
ノ 

ム
ス
ビ

ツ
キ
ガ 

コ
ハ
レ
マ
ス

ユ
ウ
レ
イ
ジ
ン
コ
ウ
ヲ 

ゼ
ン
ブ 
ナ
ク
シ
テ 

シ
マ
ハ
ウ
デ
ハ 

ア
リ

マ
セ
ン
カ

一
三
二
一
九
（
一
九
四
四
・
五
・
二
十
七
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

カ
イ
グ
ン
キ
ネ
ン
ビ
（
해
군
기
념
일
）［
海
軍
記
念
日
］

ケ
フ
ハ 

ダ
イ
三
十
九
ク
ヮ
イ
メ
ノ 

カ
イ
グ
ン 

キ
ネ
ン
ビ
デ
ス

メ
イ
ジ
三
十
八
ネ
ン 

五
グ
ヮ
ツ
二
十
七
ニ
チ
、
ロ
シ
ア
ノ 
ダ
イ
カ

ン
タ
イ
ヲ 

ニ
ッ
ポ
ン
カ
イ
グ
ン
デ 

ウ
チ
ヤ
ブ
リ 

カ
ガ
ヤ
ク 
シ
ョ

ウ
リ
ヲ 

エ
タ 

ヒ
デ
ス

コ
ン
ド
ハ 

一
ニ
チ
モ 

ハ
ヤ
ク 

ベ
イ
エ
イ
ノ
カ
イ
グ
ン
ヲ 

コ
ノ
ヤ

ウ
ニ 

ウ
チ
ヤ
ブ
リ 

サ
ラ
ニ 

オ
ホ
キ
ナ 

シ
ョ
ウ
リ
ヲ 

ヲ
サ
メ
ナ

ケ
レ
バ 

ナ
リ
マ
セ
ン

ケ
フ
ノ 

キ
ネ
ン
ビ
ヲ 

ム
カ
ヘ
テ 

ソ
ノ 

カ
ク
ゴ
ヲ 

マ
ス
マ
ス 

カ

タ
メ
マ
セ
ウ

一
三
二
二
〇
（
一
九
四
四
・
五
・
二
十
八
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ヤ
レ
バ 

デ
キ
ル
（
하
면
된
다
）［
や
れ
ば
出
来
る
］

一
ネ
ン 

カ
カ
ッ
テ 

ヤ
ッ
ト 

デ
キ
ル
シ
ゴ
ト
ヲ 

タ
ッ
タ 

四
カ
ゲ

ツ
デ 

シ
ア
ゲ
タ 

ヒ
ト
タ
チ
ガ 

ア
リ
マ
ス

ヤ
ラ
ウ
ト 

オ
モ
ッ
タ
ラ 

ド
ン
ナ 

コ
ト
デ
モ 

デ
キ
マ
ス

ワ
ガ 

カ
イ
グ
ン
ニ
ハ
「
デ
キ
ナ
イ 

コ
ト
デ
モ 

デ
キ
ル
ヤ
ウ
ニ 

ス

ル
」
ト 

イ
フ 

コ
ト
バ
ガ 

ア
リ
マ
ス

コ
ノ 

ケ
ッ
シ
ン
デ 

ド
ン
ナ 

フ
ジ
イ
ウ
［
不
自
由
］
デ
モ
シ
ノ
ビ 

コ
ノ 

セ
ン
サ
ウ
ニ 

カ
ツ
マ
デ 

グ
ヮ
ン
バ
リ
マ
セ
ウ

一
三
二
二
二
（
一
九
四
四
・
五
・
三
十
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

チ
ョ
チ
ク
（
저
축
）［
貯
蓄
］

カ
ネ
ガ 

ア
マ
ッ
タ
ラ 

チ
ョ
チ
ク 

シ
ヨ
ウ
ト 

イ
フ
ノ
ハ 

マ
チ
ガ

ッ
タ 
カ
ン
ガ
ヘ
デ
ス

マ
ヅ 
チ
ョ
チ
ク
、
ソ
ノ 

ツ
ギ
ニ 

セ
イ
ク
ヮ
ツ
デ
ス



一
九
〇

デ
キ
ル
ダ
ケ 

セ
イ
ク
ヮ
ツ
ハ 

キ
リ
ツ
メ 

ア
ト
ハ 

ゼ
ン
ブ 

チ
ョ

チ
ク
シ
マ
セ
ウ

チ
ョ
チ
ク
ハ 
オ
ク
ニ
ノ 

タ
タ
カ
フ 

チ
カ
ラ
ヲ 

ツ
ヨ
メ
ル 

バ
カ

リ
デ
ナ
ク 
イ
ザ
ト 

イ
フ
ト
キ 

ジ
ブ
ン
ノ 

タ
メ
ニ
モ 

ナ
ル
ノ
デ

ス一
三
二
二
三
（
一
九
四
四
・
五
・
三
十
一
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ゲ
ン
キ
ン
（
현
금
）［
現
金
］

タ
ク
サ
ン
ノ 

ゲ
ン
キ
ン
ヲ 

テ
ン
ジ
ャ
ウ
ウ
ラ
［
天
井
裏
］
ニ 

カ

ク
シ
テ
オ
イ
タ 

ヒ
ト
ガ 

ア
リ
マ
シ
タ

ア
ル 

バ
ン 

ク
ヮ
ジ
［
火
事
］
ガ 

オ
コ
ッ
テ 
イ
ヘ
ガ 
マ
ル
ヤ
ケ

ニ 

ナ
リ
マ
シ
タ

ム
ロ
ン 

テ
ン
ジ
ャ
ウ
ウ
ラ
ノ 

ゲ
ン
キ
ン
モ 

ヤ
ケ
テ 

シ
マ
ヒ
マ
シ

タソ
ノ 

ヒ
ト
ハ 

チ
ョ
キ
ン 

シ
ナ
カ
ッ
タ 

コ
ト
ヲ 

ヒ
ジ
ャ
ウ
ニ 

コ

ウ
ク
ヮ
イ
シ
マ
シ
タ

オ
カ
ネ
ハ 

カ
ナ
ラ
ズ 

イ
ウ
ビ
ン
キ
ョ
ク
［
郵
便
局
］
カ 

ク
ミ
ア

ヒ
［
組
合
］
ニ 

ア
ヅ
ケ
マ
セ
ウ

一
三
二
二
五
（
一
九
四
四
・
六
・
二
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ミ
チ
（
길
）［
道
］

コ
ド
モ
タ
チ
ヲ 

ミ
チ
デ 

ア
ソ
バ
セ
テ
ハ 

ナ
リ
マ
セ
ン

ア
ブ
ナ
イ 

バ
カ
リ
デ
ナ
ク 

ミ
チ
モ 

キ
タ
ナ
ク
ナ
リ
マ
ス

マ
キ
［
薪
］
ナ
ド
ヲ 

ツ
ミ
ア
ゲ
テ 

オ
ク
ノ
モ 

ヨ
ク
ア
リ
マ
セ
ン

ミ
チ
ヲ 

ト
ホ
ル 

ヒ
ト
タ
チ
ノ 

ジ
ャ
マ
ニ 

ナ
リ
マ
ス

ジ
ブ
ン
ノ 

イ
ヘ
ノ 

マ
ハ
リ
ノ 

ミ
チ
ハ 

イ
ツ
モ 

キ
レ
イ
ニ
シ
テ 

オ
キ
マ
セ
ウ

一
三
二
二
六
（
一
九
四
四
・
六
・
三
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ジ
ュ
ン
ジ
ュ
ン
ニ
（
차
레
차
레
로
）［
順
々
に
］

キ
シ
ャ
ヤ 

デ
ン
シ
ャ
ニ 

ノ
ル
ト
キ
ハ 

一
レ
ツ
ニ 

ナ
ラ
ン
デ 

ジ

ュ
ン
ジ
ュ
ン
ニ 

ノ
リ
マ
セ
ウ

オ
ホ
キ
ナ 

ニ
モ
ツ
ハ 

モ
チ
コ
マ
ナ
イ
ヤ
ウ
ニ 

シ
マ
セ
ウ

ザ
セ
キ
ハ 

ラ
ウ
ジ
ン
［
老
人
］
ヤ 

コ
ド
モ
ニ 

ユ
ヅ
リ
マ
セ
ウ

ツ
バ
ヲ 

ハ
イ
タ
リ 

ヨ
ゴ
シ
タ
リ 

シ
ナ
イ
ヤ
ウ
ニ 

キ
ヲ
ツ
ケ
マ
セ

ウ



一
九
一

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

一
三
二
二
七
（
一
九
四
四
・
六
・
四
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ア
ル
カ
ウ
（
것
자
）［
歩
こ
う
］

イ
ソ
ガ
ナ
イ 

ト
キ
ハ 

ナ
ル
ベ
ク 

ア
ル
ク
ヤ
ウ
ニ 

シ
マ
セ
ウ

ア
ル
ク 

ハ
ウ
ガ 
カ
ラ
ダ
ノ 

タ
メ
ニ
モ 

ヨ
ク 

ス
ズ
シ
イ 

カ
ゼ
ガ 

フ
イ
テ 

キ
テ 
キ
モ
チ
ノ 

ヨ
イ
モ
ノ
デ
ス

ミ
チ
ヲ 

ア
ル
ク 

ト
キ
ハ 
カ
ナ
ラ
ズ 

ヒ
ダ
リ
ガ
ハ
ヲ 

ア
ル
キ 

ヨ

コ
ギ
ル 

ト
キ
ハ 

マ
ヘ
ヤ 
ウ
シ
ロ
、
ミ
ギ
ヒ
ダ
リ
ニ 

ヨ
ク 

キ
ヲ 

ク
バ
リ
マ
セ
ウ

一
三
二
二
九
（
一
九
四
四
・
六
・
六
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

タ
ウ
ヱ
（
모
내
기
）［
田
植
え
］

ホ
ド
ヨ
ク 

ア
メ
モ 

フ
リ 

ヨ
イ 

オ
テ
ン
キ
ガ 

ツ
ヾ
キ
マ
シ
タ
ノ

デ 

ナ
ハ
シ
ロ
ノ 

ナ
ヘ
ガ 

ス
ク
ス
ク
ト 

ソ
ダ
チ
マ
シ
タ

ツ
ヨ
イ 

ナ
ヘ
ヲ 

エ
ラ
ン
デ 

ソ
ロ
ソ
ロ 

タ
ウ
ヱ
ヲ 

ハ
ジ
メ
マ
セ

ウタ
メ
イ
ケ
ニ
ハ 

ミ
ヅ
ガ 

イ
ッ
パ
イ 

タ
マ
ッ
テ 

ヰ
マ
ス

コ
ト
シ
コ
ソ
ハ 

ウ
ン
ト 

タ
ク
サ
ン
ノ 

オ
コ
メ
ヲ
ツ
ク
リ 

デ
キ
ル

ダ
ケ 

タ
ク
サ
ン 

オ
ク
ニ
ニ 

サ
シ
ダ
シ
マ
セ
ウ

一
三
二
三
〇
（
一
九
四
四
・
六
・
七
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ヨ
バ
ウ
チ
ュ
ウ
シ
ャ
（
예
방
주
사
）［
予
防
注
射
］

ナ
ツ
ニ 

ナ
ル
ト 

セ
キ
リ
ヤ 

チ
ャ
ウ
チ
フ
ス
［
腸
チ
フ
ス
］
ガ 

ハ

ヤ
リ
マ
ス

ヨ
バ
ウ
チ
ュ
ウ
シ
ャ
ヲ 

ウ
ケ
テ 

コ
ン
ナ 

ビ
ョ
ウ
キ
ニ 

カ
カ
ラ
ナ

イ
ヤ
ウ
ニ 

シ
マ
セ
ウ

ナ
ニ
ヨ
リ
モ 

タ
ベ
モ
ノ
ヱ 

キ
ヲ 

ツ
ケ
テ 

イ
ツ
モ 

ジ
ャ
ウ
ブ
ナ 

カ
ラ
ダ
デ 

オ
ク
ニ
ノ 

タ
メ
ニ 

ハ
タ
ラ
キ
マ
セ
ウ

一
三
二
三
二
（
一
九
四
四
・
六
・
九
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

シ
ラ
ミ
（
이
）［
虱
］

シ
ラ
ミ
ハ 

ハ
ッ
シ
ン
チ
フ
ス
ノ 

キ
ン
ヲ 

モ
チ
ア
ル
ク 

ニ
ク
イ 

ヤ

ツ
デ
ス

イ
ツ
モ 

キ
モ
ノ
ヤ 

カ
ラ
ダ
ヲ 

セ
イ
ケ
ツ
ニ 

シ
テ 

シ
ラ
ミ
ガ 

ワ

カ
ナ
イ 

ヤ
ウ
ニ 

イ
タ
シ
マ
セ
ウ

ヒ
ト
リ
ダ
ケ
デ 

ナ
ク 

カ
ゾ
ク 

ゼ
ン
タ
イ
ガ 

キ
レ
イ
ニ 

シ
ナ
ケ

レ
バ 
ナ
リ
マ
セ
ン

ヒ
ト
ゴ
ミ
ノ 
ナ
カ
デ 

ウ
ツ
ル 

コ
ト
モ 

ア
リ
マ
ス
カ
ラ 

キ
ヲ 

ツ



一
九
二

ケ
マ
セ
ウ

一
三
二
三
三
（
一
九
四
四
・
六
・
十
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ト
キ
ノ
キ
ネ
ン
ビ
（
때
의
기
념
일
）［
時
の
記
念
日
］

ケ
フ
［
今
日
］
ハ 
ト
キ
ノ 

キ
ネ
ン
ビ
デ
ス

ワ
ガ 

ク
ニ
デ 

ハ
ジ
メ
テ 
ト
ケ
イ
ヲ 

ツ
カ
ッ
タ 

ヒ
ガ 

ケ
フ
ナ
ノ

デ
ス

コ
ノ
キ
ネ
ン
ビ
ガ 

マ
ウ
ケ
ラ
レ
タ
ノ
ハ 

ジ
カ
ン
ト 

イ
フ
モ
ノ
ガ 

ド
ン
ナ
ニ 

ダ
イ
ジ
ナ 

モ
ノ
デ
ア
ル
カ
ヲ 
コ
ク
ミ
ン
ニ 

シ
ラ
セ
ル

タ
メ
デ
ス

ダ
イ
ト
ウ
ア
セ
ン
サ
ウ
ニ 

カ
チ
ヌ
ク
タ
メ
ニ
ハ 
コ
ト
ニ 

ジ
カ
ン

ヲ 

タ
イ
セ
ツ
ニ
シ
テ 

ハ
タ
ラ
カ
ナ
ケ
レ
バ 

ナ
リ
マ
セ
ン

一
三
二
三
四
（
一
九
四
四
・
六
・
十
一
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

オ
モ
イ 

ニ
モ
ツ
ヲ 

モ
ッ
タ 

オ
バ
ア
サ
ン
ガ 

ユ
レ
ル 

デ
ン
シ
ャ

ノ 

ナ
カ
デ 

ク
ル
シ
サ
ウ
ニ 

タ
ッ
テ 

ヰ
マ
シ
タ

ス
ミ
ノ 

ハ
ウ
ニ 

ス
ハ
ッ
テ 

ヰ
タ 

ヒ
ト
リ
ノ 

ジ
ョ
ガ
ク
セ
イ
ガ 

ツ
イ
ト 

タ
ッ
テ 

オ
バ
ア
サ
ン
ノ 

テ
ヲ 

ヒ
キ 

ジ
ブ
ン
ノ 

ス
ハ
ッ

テ 

ヰ
タ 

バ
シ
ョ
ニ 

ス
ハ
ラ
セ
マ
シ
タ

ソ
レ
ヲ 

ミ
テ 

ワ
タ
ク
シ
ハ 

キ
フ
ニ 

デ
ン
シ
ャ
ノ 

ナ
カ
ガ 

ア
カ

ル
ク 

ナ
ッ
タ
ヤ
ウ
ニ 

オ
モ
ヒ
マ
シ
タ

一
三
二
三
六
（
一
九
四
四
・
六
・
十
三
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ウ
チ
テ
シ
ヤ
マ
ム
（
격
멸
하
고
야
만
다
）［
撃
ち
て
し
止
ま
む
］

「
ウ
チ
テ
シ
ヤ
マ
ム
」
ト 

イ
フ
コ
ト
ハ
「
キ
ッ
ト 

ウ
チ
ホ
ロ
ボ
シ

テ 

シ
マ
フ
ゾ
」
ト 

イ
フ 

イ
ミ
デ
ス

ト
ウ
ア
［
東
亜
］
ノ 

テ
キ
、
ニ
ク
イ 

ベ
イ
エ
イ
ヲ 

ウ
チ
ホ
ロ
ボ

ス
ニ
ハ 

ナ
ニ
ヨ
リ
モ 

マ
ヅ 

タ
ク
サ
ン
ノ 

モ
ノ
ヲ 

ツ
ク
リ
ダ
サ

ナ
ケ
レ
バ 

ナ
リ
マ
セ
ン

ネ
ル
マ
モ 

タ
ベ
ル
マ
モ 

ナ
ク 

ゼ
ン
セ
ン
デ
ハ 

ハ
ゲ
シ
イ 

タ
タ

カ
ヒ
ガ 

ツ
ヅ
ケ
ラ
レ
テ 

ヲ
リ
マ
ス

ジ
ュ
ウ
ゴ
ノ 

タ
タ
カ
ヒ
ニ
モ 

ヤ
ス
ム
ヒ
マ
ハ 

ア
リ
マ
セ
ン

「
ウ
チ
テ
シ
ヤ
マ
ム
」
カ
タ
ト
キ
モ
｜
コ
ノ 

コ
ト
バ
ヲ
ワ
ス
レ
テ
ハ 

ナ
リ
マ
セ
ン

一
三
二
三
七
（
一
九
四
四
・
六
・
十
四
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」



一
九
三

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

ヒ
ナ
ン
（
피
난
）［
避
難
］

キ
ノ
フ
［
昨
日
］
ハ 

ア
サ
カ
ラ 

バ
ウ
ク
ウ
ク
ン
レ
ン
［
防
空
訓
練
］

ガ 

ア
リ
マ
シ
タ

ワ
タ
ク
シ
タ
チ
ハ 

コ
ド
モ
デ
ス
カ
ラ 

オ
テ
ツ
ダ
ヒ
ハ 

デ
キ
マ
セ

ンク
ウ
シ
フ
ケ
イ
ハ
ウ
ガ 
オ
リ
ル
ト 

ワ
タ
ク
シ
タ
チ
ハ 

ス
グ 

タ
イ

ヒ
ガ
ウ
［
退
避
壕
］
ニ 

ヒ
ナ
ン
シ
マ
ス

テ
キ
キ
ガ 

コ
ハ
イ
ノ
デ
ハ 

ア
リ
マ
セ
ン

ヲ
ト
ナ
タ
チ
ノ 

ジ
ャ
マ
ヲ 

シ
テ
ハ 
ナ
ラ
ナ
イ
カ
ラ
デ
ス

一
三
二
三
九
（
一
九
四
四
・
六
・
十
六
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ニ
ジ
（
무
지
개
）［
虹
］

ユ
フ
ダ
チ
ガ 

フ
ッ
タ 

ア
ト
デ 

ウ
ラ
ヤ
マ
ヘ 

ノ
ボ
ッ
テ 
ミ
タ
ラ 

ム
ラ
ノ 

ヤ
ネ
ノ 

ウ
ヘ
ニ 

ウ
ツ
ク
シ
イ 

ニ
ジ
ガ 

カ
カ
ッ
テ 
ヰ
マ

シ
タ

ア
カ
、
ダ
イ
ダ
イ
、
キ
、
ミ
ド
リ
、
ア
ヲ
、
ア
ヰ 

ム
ラ
サ
キ 

ナ
ナ

イ
ロ
ニ 

カ
ガ
ヤ
ク 

ニ
ジ
ノ 

ハ
シ

ア
メ
ノ 

ハ
レ
タ 

ア
ト
ナ
ノ
デ 

ク
ウ
キ
モ 

キ
ヨ
ク 

ス
ン
デ 

ヰ
マ

シ
タ

一
三
二
四
〇
（
一
九
四
四
・
六
・
十
七
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

バ
ウ
ク
ヮ
ス
ヰ
サ
ウ
（
방
화
수
조
）［
防
火
水
槽
］

オ
タ
ク
ノ 

バ
ウ
ク
ヮ
ス
ヰ
サ
ウ
［
防
火
水
槽
］
ニ
ハ 

イ
ツ
モ 

ミ

ヅ
ガ 

イ
ッ
パ
イ 

ハ
イ
ッ
テ
ヰ
マ
ス
カ

イ
ツ
マ
デ
モ 

ミ
ヅ
ヲ 

イ
レ
タ 

マ
マ
デ 

オ
イ
テ 

ボ
ウ
フ
ラ
ガ 

ワ

イ
テ
ハ 

ヰ
マ
セ
ン
カ

ト
キ
ド
キ 

キ
ヲ 

ツ
ケ
テ 

ミ
ヅ
ヲ 

イ
レ
カ
ヘ
ル
カ
、
キ
ン
ギ
ョ
ヲ 

カ
フ
カ 

シ
マ
セ
ウ

ス
ナ
モ 

シ
メ
ラ
ナ
イ
ヤ
ウ
ニ 

シ
テ 

ス
グ 

ヤ
ク
ニ 

タ
ツ
ヤ
ウ
ニ 

シ
テ 

オ
キ
マ
セ
ウ

一
三
二
四
一
（
一
九
四
四
・
六
・
十
八
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ワ
タ
ク
シ
ノ
ム
ラ
（
우
리
마
을
）［
私
の
村
］

ワ
タ
ク
シ
ノ 

ム
ラ
ハ 

チ
ヒ
サ
イ
ケ
レ
ド
モ 

タ
ノ
シ
イ 

ム
ラ
デ
ス

オ
ト
ナ
ハ 

セ
ッ
セ
ト 

ハ
タ
ラ
キ 

コ
ド
モ
ラ
ハ 

ゲ
ン
キ
ニ 

ハ
シ

リ 

マ
ハ
ッ
テ 
ヰ
マ
ス



一
九
四

ウ
シ
モ 

ブ
タ
モ 

マ
ル
マ
ル
ト 

コ
エ
テ 

ヰ
マ
ス

一
三
二
四
三
（
一
九
四
四
・
六
・
二
十
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

モ
ケ
イ
（
모
형
）［
模
型
］

ワ
タ
ク
シ
ト 

イ
モ
ウ
ト
ハ 

カ
イ
グ
ン
ガ
ス
キ
デ 

ニ
イ
サ
ン
ハ 

ヒ

カ
ウ
キ
［
飛
行
機
］
ニ 
ム
チ
ュ
ウ
デ
ス

オ
ト
ウ
サ
ン
ノ 

オ
タ
ン
ジ
ャ
ウ
ビ
ニ 

オ
ネ
ダ
リ
ヲ
シ
テ 

ニ
イ
サ

ン
ハ 

ヒ
カ
ウ
キ
、
ワ
タ
ク
シ
タ
チ
ハ 
フ
ネ
ト 

グ
ン
カ
ン
ノ 

モ
ケ

イ
ヲ 

カ
ッ
テ 

イ
タ
ダ
キ
マ
シ
タ

ワ
タ
ク
シ
タ
チ
ハ 

ア
サ
カ
ラ 

ヘ
ヤ
ノ 

ナ
カ
デ 
モ
ケ
イ
ヅ
ク
リ
ニ 

イ
ッ
シ
ャ
ウ
ケ
ン
メ
イ
デ
シ
タ

一
三
二
四
四
（
一
九
四
四
・
六
・
二
十
一
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

デ
ン
ワ
（
전
화
）［
電
話
］

オ
タ
ク
ノ 

デ
ン
ワ
ハ 

ド
ウ
シ
テ
モ 

ヒ
ツ
エ
ウ
［
必
要
］
ナ 

デ
ン

ワ
デ
ス
カ

タ
タ
カ
フ 

オ
ク
ニ
ノ 

タ
メ
ニ 

ヤ
ク
ニ
タ
ツ 

デ
ン
ワ
デ
ス
カ

デ
ン
ワ
モ 

ヘ
イ
キ
デ
ス

ヒ
マ
ナ 

デ
ン
ワ
ハ 

オ
ク
ニ
ニ 

サ
シ
ダ
シ
マ
セ
ウ

ソ
シ
テ 

ナ
ル
ベ
ク 

ム
ダ
ナ 

デ
ン
ワ
ハ 

カ
ケ
ナ
イ
コ
ト
ニ 

シ
マ

セ
ウ

一
三
二
四
六
（
一
九
四
四
・
六
・
二
十
三
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

レ
イ
ス
イ
マ
サ
ツ
（
냉
수
마
찰
）［
冷
水
摩
擦
］

ア
サ 

オ
キ
タ 

ト
キ
ト 

ユ
フ
ガ
タ 

ガ
ク
カ
ウ
［
学
校
］
カ
ラ 

カ

ヘ
ッ
タ 

ト
キ 

ワ
タ
ク
シ
ハ 

オ
ト
ウ
ト
ト 

イ
ッ
シ
ョ
ニ 

レ
イ
ス

ヰ
マ
サ
ツ
ヲ 

シ
マ
ス

ア
サ
ノ 

レ
イ
ス
ヰ
マ
サ
ツ
モ 

ス
ズ
シ
ク
テ 

メ
ガ 

サ
メ
ル 

ヤ
ウ

デ
ス
ガ 

ユ
フ
ガ
タ 

ガ
ク
カ
ウ
カ
ラ 

カ
ヘ
リ 

ハ
タ
ケ
ニ
ミ
ヅ
ヲ 

マ

イ
テ
ヤ
ッ
タ 

ア
ト
デ 

ア
セ
ヲ 

ナ
ガ
ス
ト
キ
ノ
キ
モ
チ
ハ 

ナ
ン
ト

モ 

イ
ヘ
マ
セ
ン

一
三
二
四
七
（
一
九
四
四
・
六
・
二
十
四
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ヘ
イ
タ
イ
サ
ン
（
헤
이
따
이
상
）［
兵
隊
さ
ん
］

「
ヘ
イ
タ
イ
サ
ン
」
ト
イ
フ 

エ
イ
グ
ヮ
［
映
画
］
ヲ 

ミ
テ
キ
マ
シ

タ



一
九
五

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

ト
ク
ベ
ツ
シ
グ
ヮ
ン
ヘ
イ
［
特
別
志
願
兵
］
ニ 

ナ
ッ
タ 

オ
ニ
イ
サ

ン
モ 
ア
ノ 

エ
イ
グ
ヮ
ノ 

ヤ
ウ
ニ 

グ
ン
タ
イ 

ケ
ウ
イ
ク
［
教
育
］

ヲ 

ウ
ケ 
イ
マ
ハ 

リ
ッ
パ
ナ 

ク
ヮ
ウ
グ
ン
［
皇
軍
］
ノ 

ヒ
ト
リ

ト 

ナ
ッ
テ 
イ
サ
マ
シ
ク 

ゼ
ン
セ
ン
［
前
線
］
デ 

タ
タ
カ
ッ
テ 

ヰ

ル
コ
ト
デ
セ
ウ

一
三
二
四
八
（
一
九
四
四
・
六
・
二
十
五
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

タ
イ
ヒ
（
퇴
비
）［
堆
肥
］

ニ
イ
サ
ン
タ
チ
ハ 

ム
ギ
カ
リ
ニ 

イ
ッ
シ
ャ
ウ
ケ
ン
メ
イ
デ
ス

ガ
ク
カ
ウ
［
学
校
］
カ
ラ 

カ
ヘ
ッ
タ 

ワ
タ
ク
シ
モ 

テ
ツ
ダ
ヒ
ニ 

デ
マ
シ
タ

ト
チ
ュ
ウ
デ 

オ
ト
ウ
サ
ン
ニ 

ア
ヒ
マ
シ
タ

オ
ト
ウ
サ
ン
ハ 

チ
ゲ
ニ 

ク
サ
ヲ 

カ
ツ
イ
デ 

ヰ
マ
シ
タ

「
コ
レ
デ 

タ
イ
ヒ
ヲ 

ツ
ク
ル
ン
ダ
ヨ
」
ト 

オ
ト
ウ
サ
ン
ハ 
ニ
コ

ニ
コ
シ
テ 

イ
ラ
ッ
シ
ャ
イ 

マ
シ
タ

一
三
二
五
〇
（
一
九
四
四
・
六
・
二
十
七
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

オ
キ
ャ
ク
サ
マ
（
손
님
）［
お
客
様
］

「
オ
キ
ャ
ク
サ
マ
ヨ
」
ト 

ト
ナ
リ
ノ 

ヲ
ン
ナ
ノ
コ
ガ 

シ
ラ
セ
テ 

ク

レ
マ
シ
タ
ノ
デ 

デ
テ 

ミ
ル
ト 

キ
レ
イ
ナ 

ナ
イ
チ
［
内
地
］
ノ 

オ

ヂ
ャ
ウ
サ
ン
デ
シ
タ

コ
ク
ゴ
ガ 

ワ
カ
ラ
ナ
イ 

ワ
タ
ク
シ
ハ 

タ
イ
ヘ
ン 

ア
ワ
テ
テ 

カ

ネ
ヤ
マ
サ
ン
ノ 

オ
ク
サ
ン
ヲ 

ヨ
ビ
ニ 

ヤ
リ
マ
シ
タ

ハ
ヤ
ク 

コ
ク
ゴ
ヲ 

オ
ボ
エ
テ 

コ
ン
ナ
ト
キ 

コ
マ
ラ
ナ
イ 

ヤ
ウ

ニ 

シ
ヨ
ウ
ト 

オ
モ
ヒ
マ
シ
タ

一
三
二
五
一
（
一
九
四
四
・
六
・
二
十
八
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ビ
ャ
ウ
キ
（
병
）［
病
気
］

ユ
フ
ベ
カ
ラ 

シ
ク
シ
ク
ト 

オ
ナ
カ
ガ 

イ
タ
ン
デ 

ナ
ン
ベ
ン
モ 

ゲ

リ
ヲ 

シ
マ
シ
タ

ア
サ 

オ
キ
テ 

ミ
タ
ラ 

ネ
ツ
ガ 

三
十
八
ド
五
ブ
モ 

ア
リ
マ
シ
タ

カ
ア
サ
ン
ガ 

マ
ク
ラ
モ
ト
ヘ 

キ
テ 

シ
ン
パ
イ
サ
ウ
ニ 

ノ
ゾ
キ
コ

ミ
「
キ
ノ
フ 

タ
ベ
タ 

イ
チ
ゴ
ガ 

ア
タ
ッ
タ
ン
ダ
ヨ
」
ト 

オ
ッ
シ

ャ
イ 

マ
シ
タ
。

一
三
二
五
三
（
一
九
四
四
・
六
・
三
十
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」



一
九
六

オ
ト
ウ
ト
（
동
생
）［
弟
］

キ
ョ
ネ
ン 

ウ
マ
レ
タ 

ウ
チ
ノ 

オ
ト
ウ
ト
ハ 

コ
ノ
ゴ
ロ 

ヤ
ッ
ト 

ク
チ
ガ 
キ
ケ
ル 

ヤ
ウ
ニ 

ナ
リ
マ
シ
タ

カ
タ
コ
ト
デ 
ウ
マ
ウ
マ
［
우
마
우
마
］
ト 

イ
ッ
タ
リ
「
バ
ア
バ
ア
」

［
바
아
바
아
］
ト 
ウ
レ
シ
ガ
ッ
テ 

ワ
ラ
ッ
タ
リ 

シ
マ
ス

オ
カ
ア
サ
ン
ガ
「
ア
バ
バ
バ
」［
아
바
바
바
］
ト 

ア
ヤ
シ
テ 

ヤ
ル

ト 

リ
ャ
ウ
テ
ヲ 

フ
リ
マ
ハ
シ
テ 
カ
ジ
リ
ツ
キ
マ
ス

一
三
二
五
四
（
一
九
四
四
・
七
・
一
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

シ
ョ
ク
ジ
（
식
사
）［
食
事
］

ゴ
ハ
ン
ヲ 

イ
タ
ダ
ク
マ
ヘ
ニ 

テ
ヲ 

ア
ラ
ヒ
マ
セ
ウ

ヨ
ク 

カ
ン
デ 

ユ
ッ
ク
リ 

イ
タ
ダ
キ
マ
セ
ウ

ゴ
ハ
ン
ツ
ブ
ヲ 

コ
ボ
サ
ナ
イ
ヤ
ウ
ニ 

キ
ヲ
ツ
ケ
マ
セ
ウ

オ
カ
ズ
ノ 

ス
キ
キ
ラ
ヒ
ヲ 

イ
ハ
ナ
イ
ヤ
ウ
ニ 

シ
マ
セ
ウ

シ
ョ
ク
ジ
ノ 

マ
ヘ
ニ
ハ
「
イ
タ
ダ
キ
マ
ス
」
ス
ン
ダ
ラ
「
ゴ
チ
ソ

ウ
サ
マ
」
ト 

ア
イ
サ
ツ 

シ
マ
セ
ウ

一
三
二
五
五
（
一
九
四
四
・
七
・
二
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

バ
ウ
ク
ウ
（
방
공
）［
防
空
］

ケ
イ
カ
イ 

ケ
イ
ハ
ウ
ガ 

オ
リ
マ
シ
タ

ス
バ
ヤ
ク 

モ
ン
ペ
ト 

マ
キ
ギ
ャ
ハ
ン
［
巻
脚
絆
］
ノ 

ミ
ジ
タ
ク

ヲ 

ト
ト
ノ
ヘ
マ
セ
ウ

ス
ヰ
サ
ウ
［
水
槽
］
ニ 

ミ
ヅ
ハ 

一
パ
イ 

ク
ン
デ 

ア
リ
マ
ス
カ

ハ
ヤ
ク 

ア
カ
リ
ヲ 

カ
ク
シ
マ
セ
ウ

マ
ド
ヤ 

ト
ハ 

ア
ケ
ハ
ナ
シ
テ 

ク
ダ
サ
イ

一
三
二
五
七
（
一
九
四
四
・
七
・
四
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ジ
ョ
シ
テ
イ
シ
ン
タ
イ
（
여
자
정
신
대
）［
女
子
挺
身
隊
］

「
オ
カ
ア
サ
ン
、
ワ
タ
ク
シ
モ 

テ
イ
シ
ン
タ
イ
ニ 

ハ
イ
ッ
テ 

ハ
タ

ラ
キ
タ
イ
ト 

オ
モ
ヒ
マ
ス
」

「
イ
マ
ノ 

シ
ゴ
ト
ハ 

イ
ヤ
デ
ス
カ
」

「
イ
イ
エ
、
イ
マ
ノ 

シ
ゴ
ト
ガ 

イ
ヤ
ナ
ノ
デ
ハ
ア
リ
マ
セ
ン 

モ
ッ

ト 

タ
メ
ニ 

ナ
ル 

シ
ゴ
ト
ガ 

シ
タ
イ
ノ
デ
ス
」

「
ア
ナ
タ
ノ 

ス
キ
ナ 

ヤ
ウ
ニ 

ナ
サ
イ
」

「
イ
マ
ニ 
ワ
タ
ク
シ
ノ 

ツ
ク
ッ
タ 

ヒ
カ
ウ
キ
［
飛
行
機
］
ガ 

ト

ビ
マ
ス
ヨ
、
オ
カ
ア
サ
ン
」



一
九
七

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

一
三
二
五
八
（
一
九
四
四
・
七
・
五
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ト
ウ
ク
ヮ
ク
ヮ
ン
セ
イ
（
등
화
관
제
）［
灯
火
管
制
］

チ
ヒ
サ
イ 
タ
バ
コ
ノ 

ヒ
デ
モ 

テ
キ
ノ 

ク
ウ
シ
フ
［
空
襲
］
ノ 

モ

ク
ヘ
ウ
［
目
標
］
ニ 

ナ
リ
マ
ス

ト
ウ
ク
ヮ 

ク
ヮ
ン
セ
イ
ニ
ハ 

ヨ
ホ
ド 

キ
ヲ 

ツ
ケ
ナ
ケ
レ
バ 

ナ

リ
マ
セ
ン

ヨ
ル 

ネ
ル
ト
キ
ハ 

モ
チ
ロ
ン 
ア
カ
リ
ヲ 

ケ
シ
マ
ス
ガ 

ケ
シ
テ

モ 

ア
カ
リ
ヲ 

カ
ク
ス 

ジ
ュ
ン
ビ
ハ 
チ
ャ
ン
ト
シ
テ 

ネ
ル
コ
ト

ニ 

ナ
ッ
テ
ヰ
マ
ス

一
三
二
六
一
（
一
九
四
四
・
七
・
八
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ア
サ
（
아
침
）［
朝
］

オ
ハ
ヤ
ウ 

ゴ
ザ
イ
マ
ス

オ
ハ
ヤ
ウ 

ゴ
ザ
イ
マ
ス 

キ
ノ
フ
ハ 

ホ
ン
タ
ウ
ニ 

ゴ
ク
ラ
ウ
サ
マ

デ 

ゴ
ザ
イ
マ
シ
タ

イ
イ
エ
、
ド
ウ
イ
タ
シ
マ
シ
テ
、
ハ
ン
チ
ョ
ウ
［
班
長
］
サ
ン
コ
ソ 

オ
ツ
カ
レ
デ 

ゴ
ザ
イ
マ
セ
ウ

デ
モ 

オ
カ
ゲ
サ
マ
デ 

ト
テ
モ 

キ
レ
イ
ナ 

タ
イ
ヒ
ガ
ウ
［
待
避
壕
］

ガ 

デ
キ
マ
シ
タ

ミ
ン
ナ
デ 

チ
カ
ラ
ヲ 

ア
ハ
セ
タ 

カ
ラ
デ
ス
。
ア
リ
ガ
タ
ウ 

ゴ
ザ

イ
マ
シ
タ
。

一
三
二
六
二
（
一
九
四
四
・
七
・
九
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ウ
ミ
（
바
다
）［
海
］

ナ
ツ
ハ 

ウ
ミ
デ 

カ
ラ
ダ
ヲ 

キ
タ
ヘ
マ
セ
ウ

オ
ヨ
ギ 

ツ
カ
レ
タ
ラ 

ス
ナ
ノ 

ウ
ヘ
ニ 

ネ
コ
ロ
ン
デ 

ニ
ッ
ク
ヮ

ウ
ヨ
ク
ヲ 

ス
ル
ノ
モ 

イ
イ
デ
セ
ウ

シ
カ
シ 

ア
ン
マ
リ 

ヒ
ト
リ
デ 

ト
ホ
ク
マ
デ 

オ
ヨ
イ
デ 

イ
ッ
タ

リ 

イ
ツ
マ
デ
モ 

ミ
ヅ
ノ
ナ
カ
ニ 

ツ
カ
ッ
テ 

ヰ
ル
ノ
ハ 

ヨ
ク 

ア

リ
マ
セ
ン

一
三
二
六
五
（
一
九
四
四
・
七
・
十
二
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

サ
ン
パ
イ
（
참
배
）［
参
拝
］

ア
サ 

ハ
ヤ
ク 

ジ
ン
ジ
ャ
ニ 

オ
マ
ヰ
リ
ス
ル
ト 

ト
テ
モ 

ス
ガ
ス

ガ
シ
イ 
キ
モ
チ
デ
ス

四
グ
ヮ
ツ
カ
ラ 

マ
イ
ニ
チ 

ネ
エ
サ
ン
ト 

サ
ン
パ
イ
ヲ 

ツ
ヅ
ケ
テ 



一
九
八

ヰ
マ
ス
ガ 

カ
ラ
ダ
モ 

ジ
ャ
ウ
ブ
ニ
ナ
リ 

ヨ
イ
コ
ニ 

ナ
ッ
タ
ト 

タ

イ
ヘ
ン 
セ
ン
セ
イ
カ
ラ 

ホ
メ
ラ
レ
マ
シ
タ

一
三
二
六
七
（
一
九
四
四
・
七
・
十
四
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

カ
ヲ
ト
ラ
ウ
（
모
기
를
잡
자
）［
蚊
を
捕
ろ
う
］

カ
ヲ 

ト
リ
マ
セ
ウ

カ
ニ 

サ
サ
レ
ル
ト 

イ
タ
イ 
バ
カ
リ
デ
ナ
ク 

オ
ソ
ロ
シ
イ 

マ
ラ

リ
ヤ
ニ 

カ
カ
ル
コ
ト
ガ 

ア
リ
マ
ス

カ
ハ 

キ
タ
ナ
イ 

ミ
ヅ
カ
ラ 

デ
キ
ル
モ
ノ
デ
ス

デ
ス
カ
ラ 

ゲ
ス
ヰ
ダ
ウ
［
下
水
道
］
ニ
ハ 
セ
ウ
ド
ク
ザ
イ
ヲ 

マ

キ 

バ
ウ
ク
ウ 

ス
ヰ
サ
ウ
［
防
空
水
槽
］
ノ 

ミ
ヅ
ハ 
ト
キ
ド
キ 

イ

レ
カ
ヘ
ル
ヤ
ウ
ニ
シ
マ
セ
ウ

一
三
二
六
八
（
一
九
四
四
・
七
・
十
五
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ア
メ
（
비
）［
雨
］

マ
チ
ニ 

マ
ッ
タ 

ア
メ
デ
シ
タ

オ
ヒ
ャ
ク
シ
ャ
ウ
サ
ン
ノ 

バ
ン
ザ
イ
ノ 

コ
ヱ
ガ 

キ
コ
エ
ル 

ヤ
ウ

デ
ス

コ
レ
デ 

モ
ウ 

タ
ウ
エ
ノ 

シ
ン
パ
イ
モ 

ナ
ク
ナ
ッ
タ
デ
セ
ウ

コ
ト
シ
コ
ソ
ハ 

ウ
ン
ト 

タ
ク
サ
ン
ノ 

オ
コ
メ
ヲ 

ツ
ク
ッ
テ

テ
キ 

ベ
イ
エ
イ
ヲ 

タ
タ
キ 

ツ
ブ
シ
マ
セ
ウ

一
三
二
六
九
（
一
九
四
四
・
七
・
十
六
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ハ
イ
キ
フ
（
배
급
）［
配
給
］

ハ
イ
キ
フ
モ
ノ
［
配
給
物
］
ガ 

ス
ク
ナ
イ
ト 

フ
ヘ
イ
ヲ 

イ
フ
ヒ

ト
ガ 

ヲ
リ
マ
ス
ガ 

イ
マ
ノ 

セ
ン
サ
ウ
［
戦
争
］
ノ 

ア
リ
サ
マ
ヲ 

カ
ン
ガ
ヘ
レ
バ 

フ
ヘ
イ
ナ
ド 

イ
ヘ
ル
ト
キ
デ
ハ 

ア
リ
マ
セ
ン

一
ハ
コ
ノ 

マ
ッ
チ
、
一
ポ
ン
ノ 

ネ
ギ
モ 

ア
ア 

ア
リ
ガ
タ
イ
ト 

コ

コ
ロ
カ
ラ 

オ
シ
イ
タ
ダ
キ
マ
セ
ウ

一
三
二
七
二
（
一
九
四
四
・
七
・
十
九
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ア
メ
（
비
）［
雨
］

ア
メ
ガ 

フ
リ
マ
ス

タ
ニ 
ミ
ヅ
ガ 

一
パ
イ 

タ
マ
リ
マ
シ
タ

コ
ノ 
ア
ヒ
ダ 

ウ
エ
タ 

ナ
ヘ
［
苗
］
ガ 

イ
キ
イ
キ
ト 

ノ
ビ
テ
ヰ

マ
ス



一
九
九

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

マ
ダ 

タ
ウ
エ
ノ 

デ
キ
ナ
カ
ッ
タ 

ト
コ
ロ
デ
モ 

コ
ノ 

ア
メ
デ 

ス

ッ
カ
リ 

タ
ウ
エ
ガ 

ス
ム
デ
セ
ウ

一
三
二
七
三
（
一
九
四
四
・
七
・
二
十
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

エ
イ
レ
イ
ニ 

コ
タ
ヘ
ヨ
ウ
（
영
령
에
게 

보
답
하
자
）［
英
霊
に
応

え
よ
う
］

サ
イ
パ
ン
タ
ウ
［
サ
イ
パ
ン
島
］
ノ 

ユ
ウ
シ
タ
チ
ハ 

サ
イ
ゴ
マ
デ 

リ
ッ
パ
ニ 

タ
タ
カ
ッ
テ 

ゼ
ン
ヰ
ン
セ
ン
シ
サ
レ
マ
シ
タ

イ
ヨ
イ
ヨ 

テ
キ
ヲ 

テ
モ
ト
ニ 

ヒ
キ
ヨ
セ
テ 

一
ペ
ン
ニ 

タ
タ
キ 

ツ
ケ
ル
ヒ
ハ 

キ
タ
ノ
デ
ス

サ
イ
ゴ
ノ 

シ
ョ
ウ
リ
ガ 

ワ
ガ
ク
ニ
ノ 

ウ
ヘ
ニ 
カ
ガ
ヤ
ク
ヒ
モ 

ト

ホ
ク
ハ 

ナ
イ
デ
セ
ウ

イ
マ
コ
ソ 

サ
イ
パ
ン
ノ 

エ
イ
レ
イ
ニ 

コ
タ
ヘ
テ 

シ
ニ
モ
ノ
グ
ル

ヒ
デ 

グ
ヮ
ン
バ
リ
マ
セ
ウ

一
三
二
七
五
（
一
九
四
四
・
七
・
二
十
二
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

セ
イ
サ
ン
ヘ
（
생
산
에
）［
生
産
へ
］

ニ
ッ
ポ
ン
ノ 

ヘ
イ
タ
イ
サ
ン
ハ 

セ
カ
イ
デ 

一
バ
ン 

ツ
ヨ
イ
ノ
デ

スヒ
カ
ウ
キ
［
飛
行
機
］
ヤ 

フ
ネ
ヤ 

タ
マ
［
弾
］
サ
ヘ 

十
ブ
ン
ニ

ア
レ
バ 

ア
メ
リ
カ
ナ
ド 

ア
シ
モ
ト
ニ
モ 

ヨ
レ
ナ
イ 

ヤ
ウ
ニ 

タ

タ
キ 

ツ
ブ
ス
コ
ト
ガ 

デ
キ
マ
ス

サ
イ
パ
ン
ノ 

ヘ
イ
タ
イ
サ
ン 

ガ
タ
ハ 

ブ
キ
ガ 

タ
リ
ナ
ク
テ 

ド

ン
ナ
ニ 

ク
ヤ
シ
カ
ッ
タ
デ
セ
ウ

エ
イ
レ
イ
ノ 

ア
ダ
ヲ 

ウ
ツ
ミ
チ
ハ 

タ
ダ
ヒ
ト
ツ 

モ
ノ
ヲ 

タ
ク

サ
ン 

ツ
ク
リ
ダ
ス 

ト
イ
フ 

コ
ト
デ
ス

一
三
二
七
六
（
一
九
四
四
・
七
・
二
十
三
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ウ
ミ
（
바
다
）［
海
］

ニ
ッ
ポ
ン
ハ 

四
ハ
ウ
［
四
方
］
ヲ 

ウ
ミ
ニ 

カ
コ
マ
レ
テ
ヰ
マ
ス

ム
カ
シ
カ
ラ 

ウ
ミ
ノ 

ク
ニ
ト 

イ
ハ
レ 

イ
サ
マ
シ
ク 

ウ
ミ
ヘ 

ノ

リ
ダ
シ
テ 

ク
ニ
ノ 

イ
キ
ホ
ヒ
ヲ 

カ
ガ
ヤ
カ
セ
マ
シ
タ

イ
マ
ノ 

ニ
ッ
ポ
ン
ノ 

ダ
ン
ジ
ガ 

ウ
ミ
ヲ 

シ
ラ
ナ
ク
テ
ハ 

ハ
ヂ

ニ 
ナ
リ
マ
ス

サ
ア 
ウ
ミ
ニ 

シ
タ
シ
ミ
マ
セ
ウ

ウ
ミ
ヘ 
デ
マ
セ
ウ



二
〇
〇

一
三
二
七
八
（
一
九
四
四
・
七
・
二
十
五
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ア
タ
ラ
シ
イ 

ナ
イ
カ
ク
（
새 

내
각
）［
新
し
い
内
閣
］

ア
タ
ラ
シ
イ 
ナ
イ
カ
ク
ガ 

ウ
マ
レ
マ
シ
タ

タ
タ
カ
フ 
ニ
ッ
ポ
ン
ノ 

チ
カ
ラ
ヲ 

マ
ス
マ
ス 

ツ
ヨ
メ 

コ
ク
ナ

ン
ヲ 

ツ
キ
ヤ
ブ
ッ
テ 
ク
ダ
サ
ル 

ツ
ヨ
イ 

タ
ノ
モ
シ
イ 

ナ
イ
カ

ク
デ
ス

コ
ク
ミ
ン
ハ 

一
ソ
ウ 

セ
イ
フ
ヲ 
シ
ン
ラ
イ
シ 

ス
ベ
テ
ニ 

チ
カ

ラ
ヲ 

ア
ハ
セ
マ
セ
ウ

一
三
二
八
一
（
一
九
四
四
・
七
・
二
十
八
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

キ
ン
ラ
ウ
ホ
ウ
シ
（
근
로
봉
사
）［
勤
労
奉
仕
］

ワ
タ
ク
シ
ノ 

ガ
ク
カ
ウ
デ
ハ 

ナ
ツ
ヤ
ス
ミ
ノ 

キ
ン
ラ
ウ
ホ
ウ
シ

ニ 

ヘ
イ
タ
イ
サ
ン
ノ 

フ
ク
ノ 

ボ
タ
ン
ツ
ケ
ヲ 

ヤ
ッ
テ 
ヲ
リ
マ

スハ
ジ
メ
ハ 

ナ
レ
ナ
イ
タ
メ
ニ 

シ
ゴ
ト
モ 

オ
ソ
ク 

ホ
ネ
ガ 

ヲ
レ

マ
シ
タ
ガ 

コ
ノ
ゴ
ロ
ハ 

ナ
レ
テ 

ジ
ャ
ウ
ズ
ニ 

デ
キ
ル 

ヤ
ウ
ニ 

ナ
リ
マ
シ
タ

マ
イ
ア
サ 

オ
キ
ル
ト 

ケ
フ
モ 

一
ニ
チ 

シ
ッ
カ
リ 

ハ
タ
ラ
ク
ノ

ダ
ト 

ム
ク
ム
ク
ト 

チ
カ
ラ
ガ 

ワ
キ
ア
ガ
ッ
テ 

キ
マ
ス

一
三
二
八
二
（
一
九
四
四
・
七
・
二
十
九
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

エ
ウ
ハ
イ
ト 

モ
ク
タ
ウ
（
요
배
와
묵
도
）［
遥
拝
と
黙
祷
］

ア
サ
ノ 

七
ジ
デ
ス

ラ
ジ
オ
カ
ラ 

オ
ゴ
ソ
カ
ナ 

ラ
ッ
パ
ノ
ネ
［
音
］
ガ 

キ
コ
ヱ
テ 

キ

マ
ス

キ
ュ
ウ
ジ
ャ
ウ 

エ
ウ
ハ
イ
［
宮
城
遥
拝
］
ノ 

ラ
ッ
パ
デ
ス

サ
ア 

ヒ
ガ
シ
ヘ 

ム
イ
テ 

ウ
ヤ
ウ
ヤ
シ
ク 

エ
ウ
ハ
イ
ヲ 

イ
タ
シ

マ
セ
ウ

シ
ャ
ウ
ゴ
ニ 

ナ
レ
バ 

ラ
ジ
オ
カ
ラ
「
ウ
ミ
ユ
カ
バ
」
ノ 

オ
ン
ガ

ク
ガ 

キ
コ
エ
マ
ス

ソ
ノ
ト
キ
ハ 

ワ
ス
レ
ズ
ニ 

モ
ク
タ
ウ
ヲ 

イ
タ
シ
マ
セ
ウ

一
三
二
八
三
（
一
九
四
四
・
七
・
三
十
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

マ
モ
リ
マ
セ
ウ
（
직
힙
시
다
）［
守
り
ま
し
ょ
う
］

ハ
ヤ
ク
ネ
テ 

ハ
ヤ
ク 

オ
キ
マ
セ
ウ

タ
ベ
モ
ノ
ニ 
キ
ヲ
ツ
ケ
マ
セ
ウ



二
〇
一

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

ネ
ル
ト
キ
ハ 

ハ
ラ
ヲ 

ヒ
ヤ
サ
ナ
イ
ヤ
ウ
ニ 

シ
マ
セ
ウ

ソ
ト
ヘ 

デ
ル
ト
キ
ハ 

カ
ナ
ラ
ズ 

ユ
ク
サ
キ
ヲ 

イ
ッ
テ 

デ
マ
セ

ウ一
三
二
八
七
（
一
九
四
四
・
八
・
三
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ア
サ
（
아
침
）［
朝
］

ア
サ 

五
ジ
ニ 

オ
キ
マ
シ
タ

レ
イ
ス
ヰ 

マ
サ
ツ
ヲ 

シ
テ 

ミ
チ
バ
タ
ヲ 

ハ
キ
マ
シ
タ

六
ジ
ニ
ハ 

ガ
ク
カ
ウ
ニ 

イ
ッ
テ 
ラ
ジ
オ 
タ
イ
サ
ウ
ヲ 

シ
マ
シ

タト
モ
ダ
チ
モ 

オ
ホ
ゼ
イ 

キ
テ
ヰ
マ
シ
タ

七
ジ
ニ
ハ 

キ
ュ
ウ
ジ
ャ
ウ
エ
ウ
ハ
イ
［
宮
城
遥
拝
］
ヲ 
シ
マ
シ
タ

一
三
二
八
八
（
一
九
四
四
・
八
・
四
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ス
ヰ
サ
ウ
ノ
ミ
ヅ
（
물
통
의
물
）［
水
槽
の
水
］

オ
カ
ア
サ
ン
ガ
「
ス
ヰ
サ
ウ
ノ 

ミ
ヅ
ヲ 

カ
ヘ
テ 

ク
ダ
サ
イ
」
ト 

オ
ッ
シ
ャ
イ
マ
シ
タ

ワ
タ
ク
シ
タ
チ
ハ
「
ハ
イ
」
ト 

イ
ッ
テ 

ソ
ト
ヘ 

デ
マ
シ
タ

ニ
イ
サ
ン
ト 

オ
ト
ウ
ト
ガ 

ミ
ヅ
ヲ 

ク
ン
デ 

キ
マ
シ
タ

ワ
タ
ク
シ
ハ 

ソ
レ
ヲ 

ス
ヰ
サ
ウ
ニ 

ツ
ギ
マ
シ
タ

キ
レ
イ
ナ 

ミ
ヅ
ガ 

ス
ヰ
サ
ウ
ニ 

一
パ
イ
ニ 

ナ
リ
マ
シ
タ

一
三
二
八
九
（
一
九
四
四
・
八
・
五 

）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ア
ツ
サ
ヲ 

ワ
ス
レ
ル
（
더
위
를 

잇
는
다
）［
暑
さ
を
忘
れ
る
］

ア
ツ
イ 

ア
ツ
イ
ト 

イ
ヘ
バ 

マ
ス
マ
ス 

ア
ツ
ク
ナ
リ
マ
ス

ナ
ニ
カ
ニ 

コ
コ
ロ
ヲ 

ウ
チ
コ
ン
デ 

ネ
ッ
シ
ン
ニ 

ハ
タ
ラ
ケ
バ 

ア

ツ
サ
モ 

ワ
ス
レ
テ
シ
マ
ヒ
マ
ス

ア
ツ
サ
ニ 

ウ
チ
カ
ツ 

タ
メ
ニ
ハ 

ア
ツ
イ 

ア
ツ
イ
ト 

イ
フ 

ヒ
マ

ガ
｜
ナ
イ
ホ
ド 

イ
ソ
ガ
シ
ク 

ネ
ッ
シ
ン
ニ 

シ
ゴ
ト
ヲ 

ス
ル
ノ
ガ 

一
バ
ン
デ
ス

一
三
二
九
〇
（
一
九
四
四
・
八
・
六
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

モ
ン
ペ
（
몸
페
）［
も
ん
ぺ
］

「
モ
ン
ペ
ヲ 

ハ
キ
マ
セ
ウ
」
ト 

イ
フ 

ウ
ン
ド
ウ
ガ 

ヒ
ラ
カ
レ
テ 

ヰ
マ
ス

モ
ン
ペ
ヲ 
ハ
ク
ト 

ハ
タ
ラ
キ
ヤ
ス
イ
シ 

キ
モ
ノ
モ 

タ
イ
ソ
ウ 

セ



二
〇
二

ツ
ヤ
ク 

サ
レ
マ
ス

ク
ウ
シ
フ
［
空
襲
］
ガ 

ア
ル
カ 

ワ
カ
ラ
ナ
イ 

イ
マ
、
モ
ン
ペ
ハ 

イ
ノ
チ
ヲ 
マ
モ
ル 

ヨ
ロ
ヒ
ダ
ト
モ 

イ
ヘ
マ
ス

オ
カ
ア
サ
ン
モ 
ネ
イ
サ
ン
モ 

コ
ド
モ
マ
デ
モ 

ヒ
ト
リ
ノ
コ
ラ
ズ 

モ
ン
ペ
ヲ 

ハ
キ
マ
セ
ウ

一
三
二
九
三
（
一
九
四
四
・
八
・
九
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

マ
モ
リ
マ
セ
ウ
（
지
킵
시
다
）［
守
り
ま
し
ょ
う
］

ヒ
ト
リ
デ 

カ
ハ
ニ 

オ
ヨ
ギ
ニ 

デ
テ 
オ
ボ
レ
タ
コ
ド
モ
ガ 

ヲ
リ

マ
ス

カ
ハ
ヘ 

オ
ヨ
ギ
ニ 

デ
ル
ト
キ
ハ 

カ
ナ
ラ
ズ 
オ
ト
ナ
ト 

一
シ
ョ

ニ 

ユ
キ
マ
セ
ウ

ミ
チ
バ
タ
デ 

ウ
ッ
テ
ヰ
ル 

タ
ベ
モ
ノ
ヤ 

ク
サ
ッ
タ 

ク
ダ
モ
ノ
ナ

ド
ヲ 

カ
ッ
テ 

タ
ベ
ル
ト 

ビ
ャ
ウ
キ
ニ 

カ
カ
ル
コ
ト
ガ 

ア
リ
マ

ス
カ
ラ 

キ
ヲ
ツ
ケ
マ
セ
ウ

一
三
二
九
五
（
一
九
四
四
・
八
・
十
一
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

カ
ナ
モ
ノ
ケ
ン
ナ
フ
（
쇠
부
치
헌
납
）［
金
物
献
納
］

カ
ナ
モ
ノ
ハ 

ヒ
ト
ツ
ノ
コ
サ
ズ 

ケ
ン
ナ
フ
［
献
納
］
シ
タ
ヤ
ウ
デ

モ 

ス
ミ
ズ
ミ
ヲ 

サ
ガ
セ
バ 

マ
ダ
ナ
ニ
カ 

ア
ル
モ
ノ
デ
ス

ハ
サ
ミ
、
サ
ジ
、
ナ
ベ
、
カ
マ
、
ハ
ウ
チ
ャ
ウ
［
包
丁
］
ナ
ド
ハ 

ヨ
イ
ノ
デ
ス
ガ 

ソ
ノ 

ホ
カ
ハ 

ヒ
ト
ツ 

ノ
コ
ラ
ズ 

サ
シ
ダ
サ
ナ

ケ
レ
バ 

ナ
リ
マ
セ
ン

オ
マ
ツ
リ
ダ
ウ
グ
［
お
祭
道
具
、
祭
器
］
ヤ 

ク
ヮ
ビ
ン
［
花
瓶
］、

ヒ
バ
チ
、
テ
ツ
ガ
ウ
シ
［
鉄
格
子
］
ナ
ド 

マ
ダ 

ソ
ノ
マ
マ
ニ 

シ

テ
ヰ
ル 

オ
タ
ク
ハ 

ア
リ
マ
セ
ン
カ

一
三
二
九
六
（
一
九
四
四
・
八
・
十
二
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

デ
ン
ワ
（
전
화
）［
電
話
］

ム
ダ
ナ 

デ
ン
ワ
ハ 

カ
ケ
ナ
イ
ヤ
ウ
ニ 

シ
マ
セ
ウ

デ
ン
ワ
デ 

ツ
マ
ラ
ナ
イ 

ナ
ガ
バ
ナ
シ
ナ
ド
ヲ 

ス
ル
ヒ
ト
ハ 

ヒ
ト

ノ 

タ
イ
セ
ツ
ナ 

ハ
ナ
シ
マ
デ 

デ
キ
ナ
イ
ヤ
ウ
ニ 

ジ
ヤ
マ
ヲ 

シ

テ
ヰ
ル
コ
ト
ニ 

ナ
リ
マ
ス

コ
ト
ニ 

ク
ウ
シ
ウ
ケ
イ
ハ
ウ
ガ 

オ
リ
タ 

ト
キ
ナ
ド
ハ 

カ
ケ
ナ
ク

テ 
ヨ
イ
ヤ
ウ
ナ 

シ
ヨ
ウ
（
私
用
）
デ
ン
ワ
ハ 

オ
タ
ガ
ヒ
ニ
｜
ツ

ツ
シ
ミ
マ
セ
ウ



二
〇
三

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

一
三
二
九
七
（
一
九
四
四
・
八
・
十
三
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

モ
ン
ペ
（
몸
뻬
）［
も
ん
ぺ
］

フ
ル
ギ
ヲ 
モ
ン
ペ
ニ 

シ
タ
テ 

ナ
ホ
シ
マ
シ
タ

フ
ル
ビ
テ 
ヤ
ブ
レ
サ
ウ
ナ 

ト
コ
ロ
ハ 

ウ
ラ
カ
ラ 

キ
レ
ヲ 

ア
テ

マ
シ
タ

タ
チ
カ
タ
ヲ 

ヨ
ク 
ク
フ
ウ
シ
マ
シ
タ
カ
ラ 

カ
ッ
コ
ウ
モ 

ヨ
ク
、

ハ
タ
ラ
ク
ニ
モ 

タ
イ
ソ
ウ 
ラ
ク
ナ 

モ
ノ
ガ 

デ
キ
マ
シ
タ

モ
ン
ペ
ハ 

タ
カ
イ 

カ
ネ
ヲ 
ダ
シ
テ 
ア
タ
ラ
シ
ク 

ツ
ク
ル
ヨ
リ 

タ
ン
ス
ノ 

ソ
コ
ヲ 

サ
ガ
シ
テ 

フ
ル
イ 
キ
モ
ノ
デ 

シ
タ
テ 

ナ
ホ

シ
マ
セ
ウ

一
三
三
〇
〇
（
一
九
四
四
・
八
・
十
六
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ア
キ
チ
ノ
キ
ビ
（
빈
터
의
수
수
）［
空
地
の
き
び
］

ハ
タ
ケ
ノ 

キ
ビ
ガ 

ボ
ク
ノ 

セ
イ
ヨ
リ
モ 

タ
カ
ク 

ノ
ビ
マ
シ
タ

コ
レ
ハ 

オ
ト
ウ
サ
ン
ト 

ボ
ク
ガ 

ヒ
ト
ナ
ツ
ヂ
ュ
ウ 

ア
セ
ヲ 

ナ

ガ
シ
テ 

ツ
ク
ッ
タ
モ
ノ
デ
ス

モ
ト
ハ 

ス
テ
テ 

オ
イ
タ 

ア
キ
チ
ガ 

コ
ン
ナ 

リ
ッ
パ
ナ 

キ
ビ
バ

タ
ケ
ニ 

ナ
ッ
タ
ノ
デ 

ム
ラ
ノ 

ヒ
ト
タ
チ
モ 

ビ
ッ
ク
リ
シ
テ
ヰ
マ

スラ
イ
ネ
ン
ハ 

モ
ッ
ト 

タ
ク
サ
ン 

ア
キ
チ
ヲ 

タ
ガ
ヤ
シ
テ 

ハ
タ

ケ
ニ
ス
ル 

ツ
モ
リ
デ
ス

一
三
三
〇
二
（
一
九
四
四
・
八
・
十
八
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

オ
マ
ヰ
リ
（
참
배
）［
お
参
り
］

ア
サ
ハ
ヤ
ク 

ネ
イ
サ
ン
ト 

一
シ
ョ
ニ 

ジ
ン
ジ
ャ
ヘ 

オ
マ
ヰ
リ
シ

マ
シ
タ

ク
チ
ヲ 

ス
ス
ギ 

テ
ヲ　

キ
ヨ
メ
テ 

ウ
ヤ
ウ
ヤ
シ
ク 

ハ
イ
レ
イ
シ

マ
シ
タ

サ
ウ
シ
テ 

カ
ナ
ラ
ズ 

セ
ン
サ
ウ
ニ 

カ
チ
マ
ス
ヤ
ウ
ニ 

マ
ゴ
コ
ロ 

コ
メ
テ 

イ
ノ
リ
マ
シ
タ

ジ
ン
ジ
ャ
ノ 

ハ
ト
ガ 

二
三
バ 

ワ
タ
ク
シ
ノ 

ア
タ
マ
ノ 

ウ
エ
ヲ

｜
ゲ
ン
キ
ヨ
ク 

ト
ン
デ 

ユ
キ
マ
シ
タ

一
三
三
〇
三
（
一
九
四
四
・
八
・
十
九
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ク
ヮ
イ
ラ
ン
バ
ン
（
회
람
판
）［
回
覧
板
］

「
ヲ
バ
サ
ン 
ク
ヮ
イ
ラ
ン
バ
ン
デ
ス
」



二
〇
四

「
ハ
イ 

ゴ
ク
ラ
ウ
サ
マ
」

「
ミ
ン
ナ 

モ
ン
ペ
ヲ 

ハ
ク
ヤ
ウ
ニ
ト 

イ
フ
コ
ト
ト 

ミ
ヅ
ヲ 

セ
ツ

ヤ
ク 
シ
マ
セ
ウ
ト 

イ
フ
コ
ト
ガ 

カ
イ
テ 

ア
リ
マ
ス

コ
レ
カ
ラ
ハ 
ク
ウ
シ
フ
ノ
ト
キ
ハ 

ジ
ャ
ウ
ク
ヮ
イ
［
常
会
］
ヲ 

ヒ

ラ
カ
ナ
イ
デ 

マ
ニ 
ア
ワ
セ
ル
コ
ト
ガ 

ア
リ
マ
ス

一
三
三
〇
四
（
一
九
四
四
・
八
・
二
十
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

カ
ナ
モ
ノ 

ア
ツ
メ
（
쇠
부
치 

모
으
기
）［
金
物
集
め
］

ボ
ク
ガ 

ク
ル
マ
ヲ 

ヒ
キ
マ
シ
タ

カ
ネ
ダ
ク
ン
ト 

ハ
ヤ
シ
ク
ン
ガ
ア
ト
ヲ 

オ
シ
マ
シ
タ

三
ニ
ン
デ 

キ
ン
ジ
ョ
ヲ 

マ
ハ
ッ
テ 

カ
ナ
モ
ノ
ヲ 
ア
ツ
メ
マ
シ
タ

ク
ヮ
ン
ヅ
メ
ノ 

ア
キ
ク
ヮ
ン
ヤ 

ア
ナ
ノ
ア
イ
タ 

カ
ナ
ダ
ラ
ヒ
ヤ 

シ
ン
チ
ュ
ウ
キ
［
真
鍮
器
］
ナ
ド 

タ
ク
サ
ン 

ア
ツ
マ
リ
マ
シ
タ

一
三
三
〇
七
（
一
九
四
四
・
八
・
二
十
三
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ニ
フ
エ
イ
マ
エ
（
입
영
전
）［
入
営
前
］

ニ
フ
エ
イ
マ
エ
［
入
営
前
］
ノ 

カ
ラ
ダ
ハ 

ス
デ
ニ 

オ
ホ
ギ
ミ
［
大

君
］
ニ 

サ
サ
ゲ 

タ
テ
マ
ツ
ッ
タ 

カ
ラ
ダ
デ 

ア
リ
マ
ス

チ
ョ
ウ
ヘ
イ
ケ
ン
サ
モ 

ス
ミ 

コ
レ
デ
ア
ン
シ
ン
シ
タ
ト
バ
カ
リ 

ヨ

ア
ソ
ビ
ヲ
シ
タ
リ 

サ
ケ
ヲ 

ノ
ミ 

マ
ワ
ッ
タ
リ
ス
ル 

ヒ
ト
ハ 

ヰ

マ
セ
ン
カ

モ
ウ
ス
グ 

ク
ヮ
ウ
グ
ン
［
皇
軍
］
ノ 

ヒ
ト
リ
ニ 

ナ
ル
ノ
デ
ス

オ
コ
ナ
ヒ
ヲ 

ツ
ツ
シ
ミ 

カ
ラ
ダ
ヲ 

タ
イ
セ
ツ
ニ
シ
テ 

ア
カ
ル
ク 

キ
ヨ
ラ
カ
ナ 

カ
ラ
ダ
ト 

コ
コ
ロ
デ 

ニ
フ
エ
イ
［
入
営
］
ノ 

ヒ
ヲ 

ム
カ
ヘ
マ
セ
ウ

一
三
三
〇
九
（
一
九
四
四
・
八
・
二
十
五
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

コ
ク
ゴ
ノ 

オ
ケ
イ
コ
（
국
어 

공
부
）［
国
語
の
お
稽
古
］

ワ
タ
ク
シ
ハ 

チ
ョ
ウ
ヘ
イ
ケ
ン
サ
ニ 

カ
フ
シ
ュ
［
甲
種
］
デ 

ガ

フ
カ
ク 

シ
マ
シ
タ

カ
ラ
ダ
ハ 

ジ
ャ
ウ
ブ
デ
ス
ガ 

コ
ク
ゴ
ヲ 

シ
リ
マ
セ
ン

ガ
ク
カ
ウ
ニ 

カ
ヨ
ヘ 

ナ
カ
ッ
タ
カ
ラ
デ
ス

ソ
レ
デ 

コ
ノ
ゴ
ロ
ハ 

ヒ
ル
ハ 

タ
ハ
タ
デ 

ハ
タ
ラ
キ 

ヨ
ル
ハ 

コ

ク
ゴ 
カ
ウ
シ
フ
ク
ヮ
イ
［
国
語
講
習
会
］
ニ 

カ
ヨ
ッ
テ 

一
シ
ャ

ウ
ケ
ン
メ
イ
ニ 

コ
ク
ゴ
ヲ 

オ
ケ
イ
コ
シ
テ
ヰ
マ
ス



二
〇
五

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

一
三
三
一
〇
（
一
九
四
四
・
八
・
二
十
六
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ハ
タ
ラ
ク 

ネ
エ
サ
ン
（
일
하
는 

언
니
）［
働
く
姉
さ
ん
］

ワ
タ
ク
シ
ノ 

ネ
エ
サ
ン
ハ 

ジ
ョ
ガ
ク
カ
ウ
ニ
イ
ッ
テ 

ヰ
マ
シ
タ

ガ 

ナ
イ
チ
ノ 
コ
ウ
バ
ヘ 

ジ
ョ
シ
テ
イ
シ
ン
タ
イ
ニ 

ナ
ッ
テ 

ユ

キ
マ
シ
タ

マ
イ
ニ
チ 

セ
ン
サ
ウ
ニ 
イ
ル
モ
ノ
ヲ 

ツ
ク
リ
ナ
ガ
ラ 

タ
ノ
シ
ク 

ハ
タ
ラ
イ
テ 

ヰ
ル
サ
ウ
デ
ス

コ
ノ
マ
ヘ
ノ 

テ
ガ
ミ
ニ
モ
「
ハ
ヤ
ク
ア
ナ
タ
モ 

コ
ク
ミ
ン 

ガ
ク

カ
ウ
ヲ 

ソ
ツ
ゲ
フ
［
卒
業
］
シ
タ
ラ 
コ
ノ 

コ
ウ
バ
ヘ
キ
テ 

一
シ

ョ
ニ 

オ
ク
ニ
ノ
タ
メ
ニ 

ハ
タ
ラ
キ
マ
セ
ウ
」
ト 

カ
イ
テ 

ア
リ
マ

シ
タ

一
三
三
一
一
（
一
九
四
四
・
八
・
二
十
七
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ヤ
サ
イ
ヲ 

ツ
ク
ラ
ウ
（
야
채
를 

심
자
）［
野
菜
を
作
ろ
う
］

ア
キ
ノ 

ヤ
サ
イ
ヲ 

ツ
ク
ル 

ト
キ
ガ 

キ
マ
シ
タ

ハ
タ
ケ
ノ 

ク
サ
ヲ
ト
リ 

ス
ミ
ズ
ミ
マ
デ 

タ
ガ
ヤ
シ
マ
セ
ウ

ハ
ル
ハ 

ト
マ
ト
ヤ 

ナ
ス
ナ
ド
ヲ 

ツ
ク
リ
マ
シ
タ
ガ 

ア
キ
ハ 

ツ

ケ
モ
ノ
［
김
장
］
ノ 

ヨ
ウ
イ
ニ 

ハ
ク
サ
イ
ヤ 

ダ
イ
コ
ン
ガ 

イ
イ

デ
セ
ウ

ハ
タ
ケ
ニ 

コ
ヤ
シ
ヲ 

イ
レ
テ 

タ
ネ
ヲ 

マ
キ 

ウ
ス
ク 

ツ
チ
ヲ 

カ

ブ
セ
タ
ラ 

ヨ
ロ
シ
イ
ノ
デ
ス

一
三
三
一
四
（
一
九
四
四
・
八
・
三
十
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ヲ
ン
ナ
モ 

ハ
タ
ラ
ク
（
여
자
도 

일
한
다
）［
女
も
働
く
］

セ
ン
サ
ウ
ニ 

カ
ツ
マ
デ
ハ 

ヲ
ト
コ
モ 

ヲ
ン
ナ
モ 

ア
リ
マ
セ
ン

ミ
ナ 

オ
ナ
ジ
ヤ
ウ
ニ 

セ
ン
サ
ウ
ノ
タ
メ
ニ 

ハ
タ
ラ
カ 

ナ
ケ
レ
バ 

ナ
ラ
ナ
イ
ノ
デ
ス

テ
ウ
セ
ン
［
朝
鮮
］
デ
モ 

ヲ
ン
ナ
ニ 

キ
ン
ラ
ウ
レ
イ
（
勤
勞
令
）

ガ 

ク
ダ
リ
マ
シ
タ
ガ 

ソ
レ
ニ 

オ
ド
ロ
ク
ヒ
ト
ハ 

ヒ
ト
リ
モ 

ヲ

リ
マ
セ
ン

ミ
ナ 

ヨ
ロ
コ
ン
デ
｜
ド
ン
ナ 

シ
ゴ
ト
デ
モ 

サ
セ
テ
ク
ダ
サ
イ
ト 

マ
チ
カ
マ
ヘ
テ
ヰ
マ
ス

一
三
三
一
七
（
一
九
四
四
・
九
・
二
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

モ
ン
ペ
（
몸
페
）［
も
ん
ぺ
］

コ
レ
カ
ラ
ハ 
ド
ン
ナ
コ
ト
ガ 

ア
ツ
テ
モ 

ヲ
ン
ナ
ハ 

モ
ン
ペ
ヲ 

ハ



二
〇
六

カ
ナ
ケ
レ
バ 

ナ
リ
マ
セ
ン

モ
ン
ペ
ヲ 

ハ
カ
ナ
イ 

ヒ
ト
ハ 

キ
シ
ャ
ヤ 

デ
ン
シ
ャ
ニ
モ 

ノ
セ

ナ
イ
コ
ト
ニ 
ナ
ツ
テ
ヰ
マ
ス

ソ
ト
ヘ 

デ
ル
ト
キ
ハ 

モ
チ
ロ
ン
ノ
コ
ト 

ウ
チ
デ 

ハ
タ
ラ
ク
ト
キ

モ 

リ
ヨ
カ
ウ
［
旅
行
］
ス
ル
ト
キ
モ 

モ
ン
ペ
ヲ 

ハ
ク
ヤ
ウ
ニ 

シ

マ
セ
ウ

一
三
三
二
一
（
一
九
四
四
・
九
・
六
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ハ
タ
ラ
ク 

キ
ャ
ウ
ダ
イ
（
일
하
는 

형
제
）［
働
く
兄
弟
］

ウ
ヘ
ノ 

ニ
イ
サ
ン
ハ 

オ
ウ
チ
ョ
ウ
シ
［
応
徴
士
］、
シ
タ
ノ 

ニ
イ

サ
ン
ハ 

ヘ
イ
タ
イ
ニ 

ナ
リ
マ
シ
タ

オ
ウ
チ
ョ
ウ
シ
ノ 

ニ
イ
サ
ン
ハ 

イ
マ 

カ
イ
グ
ン
ノ 
コ
ウ
バ
デ 

ハ

タ
ラ
イ
テ
ヰ
マ
ス

ヘ
イ
タ
イ
ノ 

ニ
イ
サ
ン
ハ 

ハ
ツ
カ
ニ 

ニ
フ
エ
イ
［
入
営
］
シ
マ

スボ
ク
ハ 

ラ
イ
ネ
ン
ノ 

三
グ
ヮ
ツ 

ガ
ク
カ
ウ
ヲ 

ソ
ツ
ゲ
フ
シ
テ 

サ

ン
ゲ
フ 

セ
ン
シ
［
産
業
戰
士
］
ニ 

ナ
リ
マ
ス

一
三
三
二
三
（
一
九
四
四
・
九
・
八
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

タ
イ
セ
ウ 

ホ
ウ
タ
イ
ビ
（
대
조
봉
대
일
）［
大
詔
奉
戴
日
］

ア
サ
オ
キ
テ 

コ
ク
キ
ヲ 

タ
テ
マ
シ
タ

六
ジ
ハ
ン
ニ 

ジ
ャ
ウ
ク
ヮ
イ
［
常
会
］
ニ 

デ
マ
シ
タ

ア
サ
ノ 

ウ
チ
ニ 

タ
イ
ヒ
ガ
ウ
［
待
避
壕
］
ノ
テ
イ
レ
ヲ 

シ
テ 

オ

キ
マ
シ
タ

ヨ
ル
ハ 

ア
イ
コ
ク
ハ
ン
［
愛
国
班
］
デ 

バ
ウ
ク
ウ 

ク
ン
レ
ン
［
防

空
訓
練
］
ガ 

ア
リ
マ
ス

ケ
フ
ハ 

ド
コ
ヘ 

イ
ッ
テ
モ 

ミ
ン
ナ 

マ
キ
キ
ャ
ハ
ン
［
巻
脚
絆
］

モ
ン
ペ
ノ 

バ
ウ
ク
ウ 

フ
ク
サ
ウ
［
防
空
服
装
］
デ
ス

一
三
三
二
四
（
一
九
四
四
・
九
・
九
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ニ
フ
エ
イ
（
입
영
）［
入
営
］

コ
ノ
ゴ
ロ
ハ 

ド
ノ
マ
チ
デ
モ 

ニ
フ
エ
イ
［
入
営
］
ス
ル 

ワ
カ
モ

ノ
ノ 

ス
ガ
タ
ガ 

ミ
エ
マ
ス

ワ
タ
ク
シ
ド
モ
ノ 

ア
イ
コ
ク
ハ
ン
［
愛
国
班
］
デ
モ 

オ
ホ
カ
ワ
ク

ン
ト 
カ
ネ
ム
ラ
ク
ン
［
金
村
君
］
ガ 

ニ
フ
エ
イ
ス
ル
コ
ト
ニ 

ナ

リ
マ
シ
タ



二
〇
七

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

ア
イ
コ
ク
ハ
ン
ノ 

ヒ
ト
ガ 

ミ
ナ 

ア
ツ
マ
ッ
テ 

フ
タ
リ
ノ 

カ
ド

デ
ヲ 
イ
ハ
ヒ 

ブ
ウ
ン
チ
ャ
ウ
キ
ウ
［
武
運
長
久
］
ヲ 

イ
ノ
リ
マ

シ
タ

エ
キ
マ
デ 
ラ
ッ
パ
ヤ 

タ
イ
コ
デ 

ニ
ギ
ヤ
カ
ニ 

ギ
ャ
ウ
レ
ツ
ヲ 

ツ

ク
ッ
テ 

ミ
オ
ク
リ
マ
シ
タ

一
三
三
二
五
（
一
九
四
四
・
九
・
十
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ニ
フ
エ
イ
（
입
영
）［
入
営
］

ニ
イ
サ
ン
ガ 

ニ
フ
エ
イ
［
入
営
］
ス
ル
コ
ト
ニ
ナ
リ 

ケ
サ 

キ
シ

ャ
デ 

タ
チ
マ
シ
タ

オ
ト
ウ
サ
ン
ヤ 

オ
カ
ア
サ
ン
ハ 

モ
チ
ロ
ン 
ア
イ
コ
ク
ハ
ン
［
愛

国
班
］
ノ 

ミ
ナ
サ
ン
モ 

エ
キ
マ
デ 

ミ
オ
ク
リ
ニ 
デ
マ
シ
タ

ヒ
ノ
マ
ル
ト 

バ
ン
ザ
イ
ノ
コ
ヱ
ニ 

［
ツ
ツ
マ
レ
テ
］ 

ア
カ
ダ
ス
キ

ヲ 

カ
ケ
タ 

ニ
イ
サ
ン
ハ 

ゲ
ン
キ
ナ 

コ
ヱ
デ
「
シ
ッ
カ
リ 
ヤ
リ

マ
ス
」
ト
イ
ッ
テ 

ヘ
イ
タ
イ
サ
ン
ノ 

ヤ
ウ
ニ 

キ
ョ
シ
ュ
ノ
レ
イ

ヲ 

シ
マ
シ
タ

一
三
三
二
七
（
一
九
四
四
・
九
・
十
二
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ハ
タ
ラ
ク 

ガ
ク
ト
（
일
하
는 

학
도
）［
働
く
学
徒
］

ガ
ク
カ
ウ
ノ 

セ
イ
ト
タ
チ
ガ 

コ
ウ
バ
ヤ 

ク
ヮ
ウ
ザ
ン
［
鉱
山
］
デ 

ア
ブ
ラ
ト 

ア
セ
ニ 

マ
ミ
レ
テ 

ハ
タ
ラ
イ
テ
ヰ
マ
ス

オ
ト
ウ
サ
ン
ヤ 

オ
カ
ア
サ
ン
ガ 

ソ
ノ 

ハ
タ
ラ
キ
ブ
リ
ヲ 

ミ
テ
キ

テ「
ワ
ガ
コ
ナ
ガ
ラ 

ア
タ
マ
ガ 

サ
ガ
ッ
タ
」
ト 

オ
ッ
シ
ャ
イ
マ
シ
タ

一
三
三
三
五
（
一
九
四
四
・
九
・
二
十
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ジ
ュ
ウ
ゴ
ノ 

ア
キ
（
총
후
의 

가
을
）［
銃
後
の
秋
］

サ
ヤ
サ
ヤ
ト 

ア
キ
カ
ゼ
ガ 

イ
ネ
ノ
ホ
ヲ 

ナ
デ
テ 

ユ
キ
マ
ス

タ
ニ
モ 

ハ
タ
ケ
ニ
モ 

コ
ク
モ
ツ
ガ 

ユ
タ
カ
ニ 

ミ
ノ
ッ
テ 

オ
モ

サ
ウ
ニ 

ア
タ
マ
ヲ 

タ
レ
テ
ヰ
マ
ス

ス
ミ
ワ
タ
ッ
タ 

ア
キ
ゾ
ラ
ノ 

シ
タ
デ 

ヲ
ト
ナ
モ 

コ
ド
モ
モ 

セ

ッ
セ
ト 

ハ
タ
ラ
イ
テ
ヰ
マ
ス

ニ
フ
エ
イ
（
入
營
）
ヲ 

ミ
オ
ク
ル 

バ
ン
ザ
イ
ノ 

コ
ヱ
ガ 

ト
ホ
ク

カ
ラ 

キ
コ
エ
テ
キ
マ
シ
タ

一
三
三
三
八
（
一
九
四
四
・
九
・
二
十
三
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」



二
〇
八

ハ
タ
ケ
デ
（
밧
테
서
）［
畑
で
］

「
ヤ
ア 
イ
ツ
モ 

オ
セ
イ
ガ 

デ
マ
ス
ネ
」

「
オ
カ
ゲ
サ
マ
デ 

ゲ
ン
キ
デ 

ハ
タ
ラ
イ
テ
ヲ
リ
マ
ス
」

「
オ
タ
ク
ノ 
サ
ク
モ
ツ
ハ 

ド
レ
モ 

ミ
ナ
｜
タ
イ
ソ
ウ 

ヨ
ク 

デ
キ

テ 

ヰ
マ
ス
ネ
」

「
イ
ネ
ト 

ア
ハ
ハ 

ド
ウ
ヤ
ラ 

ヨ
ク 

デ
キ
タ
ヤ
ウ
デ
ス
ネ
」

「
ナ
ニ
カ 

ヒ
ケ
ツ
デ
モ 

ア
リ
マ
ス
カ
」

「
イ
イ
エ 

タ
イ
ヒ
ヲ 

タ
ク
サ
ン 
イ
レ 
イ
ツ
モ 

サ
ク
モ
ツ
ヲ 

カ

ハ
イ
ガ
ッ
テ 

マ
メ
ニ 

テ
イ
レ
ヲ 

シ
テ
ヰ
ル
ダ
ケ
デ
ス
」

一
三
三
四
五
（
一
九
四
四
・
九
・
三
十
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

カ
ゾ
ク
（
식
구
）［
家
族
］

オ
ト
ウ
サ
ン
ハ 

イ
ラ
ッ
シ
ャ
イ
マ
ス
カ

ハ
イ 

チ
チ
ハ 

ヲ
リ
マ
ス

オ
カ
ア
サ
ン
モ 

イ
ラ
ッ
シ
ャ
イ
マ
ス
カ

ハ
イ 

ハ
ハ
モ 

ヲ
リ
マ
ス

ニ
イ
サ
ン
モ 

ネ
イ
サ
ン
モ 

イ
ラ
ッ
シ
ャ
イ
マ
ス
カ

ハ
イ 

ア
ニ
モ 

ア
ネ
モ 

ヲ
リ
マ
ス

一
三
三
四
九
（
一
九
四
四
・
十
・
四
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

カ
ゾ
ク
（
식
구
）［
家
族
］

コ
ノ
カ
タ
ハ 

ド
ナ
タ 

デ
ス
カ

ワ
タ
ク
シ
ノ 

チ
チ
デ
ス

ア
ノ 

カ
タ
ハ 

ド
ナ
タ 

デ
ス
カ

ワ
タ
ク
シ
ノ 

ハ
ハ
デ
ス

オ
ト
ウ
サ
ン
ハ 

オ
イ
ク
ツ
デ
ス
カ

チ
チ
ハ 

コ
ト
シ 

五
十
三
デ 

ゴ
ザ
イ
マ
ス

オ
カ
ア
サ
ン
ハ 

オ
イ
ク
ツ
デ 

イ
ラ
ッ
シ
ャ
イ
マ
ス
カ

ハ
ハ
ハ 

コ
ト
シ 

四
十
八
デ 

ゴ
ザ
イ
マ
ス

一
三
三
五
二
（
一
九
四
四
・
十
・
七
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

イ
ネ
カ
リ
（
벼
베
기
）［
稲
刈
り
］

ケ
フ
ハ 

イ
ヘ
ヂ
ュ
ウ
ガ 

ソ
ウ
デ
デ 

イ
ネ
カ
リ
ヲ 

シ
マ
シ
タ

オ
ト
ウ
サ
ン
ヤ 

ニ
イ
サ
ン
ガ 

ザ
ク
ザ
ク
ト 

カ
ッ
テ 

ユ
キ
マ
シ
タ

オ
カ
ア
サ
ン
ト 

ネ
イ
サ
ン
ガ 

タ
バ
ニ
シ
マ
シ
タ

オ
ヂ
サ
ン
ト 

ボ
ク
ハ 

イ
ネ
タ
バ
ヲ 

ハ
コ
ビ
マ
シ
タ

コ
ト
シ
ノ 
イ
ネ
ハ 

タ
イ
ソ
ウ 

ヨ
ク 

デ
キ
マ
シ
タ



二
〇
九

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

一
三
三
五
六
（
一
九
四
四
・
十
・
十
一
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ミ
チ
デ
（
길
에
서
）［
道
で
］

「
コ
ン
ニ
チ
ハ
」

「
オ
ヒ
サ
シ
ブ
リ 
デ
ス
ネ
」

「
ド
チ
ラ
ヘ 

オ
デ
カ
ケ
デ
ス
カ
」

「
チ
ョ
ッ
ト 

カ
ヒ
モ
ノ
ニ 
マ
ヰ
リ
マ
ス
」

「
デ
ハ 

イ
ッ
テ 

イ
ラ
ッ
シ
ャ
イ
」

「
サ
ヤ
ウ
ナ
ラ
」

一
三
三
五
九
（
一
九
四
四
・
十
・
十
四
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ホ
ン
（
책
）［
本
］

「
コ
レ
ハ 

ナ
ン
デ
ス
カ
」

「
ソ
レ
ハ 

ホ
ン
デ
ス
」

「
ダ
レ
ノ 

ホ
ン
デ
ス
カ
」

「
ワ
タ
ク
シ
ノ 

ホ
ン
デ
ス
」

「
ド
ン
ナ
コ
ト
ガ 

カ
イ
テ 

ア
リ
マ
ス
カ
」

「
ハ
ン
タ
ウ
［
半
島
］
ノ 

ア
ラ
ワ
シ
［
荒
鷲
］
タ
ケ
ヤ
マ
タ
イ
ヰ

［
大
尉
］
ノ 

イ
サ
マ
シ
イ 

ハ
タ
ラ
キ
ガ 

カ
イ
テ
ア
リ
マ
ス
」

「
オ
ヨ
ミ
ニ 

ナ
リ
マ
シ
タ
ラ 

ワ
タ
ク
シ
ニ
モ 

カ
シ
テ
ク
ダ
サ
イ
」

一
三
三
六
二
（
一
九
四
四
・
十
・
十
七
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

セ
ン
ク
ヮ
（
전
과
）［
戦
果
］

タ
イ
ワ
ン
ノ 

ヒ
ガ
シ
ニ 

ア
ラ
ハ
レ
タ 

テ
キ
キ
ド
ウ
ブ
タ
イ
ヲ 

サ

ン
ザ
ン
ニ 

ウ
チ
ヤ
ブ
ッ
タ 

ワ
ガ 

カ
イ
グ
ン
ノ 

チ
カ
ラ
ハ 

ジ
ツ

ニ 

オ
ド
ロ
ク
ホ
ド
デ 

ア
リ
マ
ス

テ
キ
ハ 

タ
ク
サ
ン
ノ 

カ
ウ
ク
ウ 

ボ
カ
ン
ヤ 

ク
チ
ク
カ
ン
ヤ 

セ

ン
カ
ン
ヲ 

ウ
チ
シ
ヅ
メ
ラ
レ 

マ
タ 

ウ
チ
ヤ
ブ
ラ
レ
テ 

一
萬
三
千

メ
イ
ノ 

ヘ
イ
ト 

六
百
キ
ノ 

ヒ
カ
ウ
キ
ヲ 

ウ
シ
ナ
ヒ
マ
シ
タ

一
三
三
六
三
（
一
九
四
四
・
十
・
十
八
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

ハ
ク
キ
ン
ヲ 

ダ
シ
マ
セ
ウ
（
백
금
을 

내
노
읍
시
다
）［
白
金
を
出

し
ま
し
ょ
う
］

メ
ザ
マ
シ
イ 

セ
ン
ク
ヮ
［
戦
果
］
ハ 

ツ
ギ
ツ
ギ
ニ 

ハ
ッ
ペ
ウ
［
発

表
］
サ
レ
テ 

ヲ
リ
マ
ス

ア
ラ
ワ
シ
［
荒
鷲
］
ノ 

イ
サ
マ
シ
イ 

ハ
タ
ラ
キ
ニ
ハ 

タ
ダ 

ア
リ

ガ
タ
サ
ニ 
ナ
ミ
ダ
ガ 

コ
ボ
レ
ル 

バ
カ
リ
デ
ス



二
一
〇

イ
マ
コ
ソ 

ア
リ
ッ
タ
ケ
ノ 

チ
カ
ラ
ヲ 

ダ
シ
テ 

ヒ
カ
ウ
キ 

グ
ン

カ
ン
ヲ 
ツ
ク
リ 

テ
キ
ヲ 

一
ペ
ン
ニ 

タ
タ
キ
ツ
ブ
サ
ナ
ケ
レ
バ 

ナ

リ
マ
セ
ン

ハ
ク
キ
ン 
ダ
イ
ヤ
ナ
ド
ハ 

イ
ク
サ
ノ 

ダ
ウ
グ
［
道
具
］
ヲ 

ツ
ク

ル
ノ
ニ 

ナ
ク
テ
ハ 
ナ
ラ
ナ
イ
モ
ノ
デ
ス
。

セ
ン
ク
ヮ
［
戦
果
］
ニ 
コ
タ
ヘ
テ 

サ
ア 

一
コ
ク
モ 

ハ
ヤ
ク 

キ

ョ
ウ
シ
ュ
ツ 

シ
マ
セ
ウ

一
三
三
七
三
（
一
九
四
四
・
十
・
二
十
八
）「
ケ
フ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」

カ
ン
シ
ャ 

チ
ョ
チ
ク
（
감
사 

저
축
）［
感
謝
貯
蓄
］

ワ
ガ
グ
ン
ハ 

テ
キ
ノ 

カ
ン
タ
イ
ヲ 

ウ
チ
ヤ
ブ
リ 
マ
イ
ニ
チ
ノ
ヤ

ウ
ニ 

ダ
イ
セ
ン
ク
ワ
ヲ 

ア
ゲ
テ 

ヰ
マ
ス

カ
ン
シ
ャ 

チ
ョ
チ
ク
ウ
ン
ド
ウ
［
感
謝
貯
蓄
運
動
］
ガ 

ヒ
ラ
カ
レ

ル 

コ
ト
ニ 

ナ
ッ
テ 

ヰ
マ
ス

オ
カ
ネ
ヲ 

ノ
コ
シ
テ 

チ
ョ
キ
ン 

シ
ョ
ウ
ト
イ
フ 

キ
モ
チ
ヲ 

ス
テ
テ

マ
ズ 

チ
ョ
キ
ン
ヲ 

シ
テ 

ツ
ギ
ニ 

ノ
コ
ル 

オ
カ
ネ
デ 

ク
ラ

シ
テ 

ユ
ク
ヤ
ウ
ニ

コ
ノ 

キ
ク
ヮ
イ
ニ 

モ
ッ
ト 

カ
ク
ゴ
ヲ 

ア
タ
ラ
シ
ク 

シ
マ
セ

ウ
注（1

） 

李
鍊
（
二
〇
一
三
）『
일
제
강
점
기 

조
선
언
론 

통
제
사
』、
박

영
사
、
二
三
一
頁

（
2
）「
六
．
内
鮮
文
タ
ル
ヲ
問
ハ
ズ
、
鮮
内
發
刊
新
聞
ニ
ハ
必
ズ
國
語

欄
ヲ
設
ケ
簡
易
ナ
ル
日
本
語
ノ
掲
載
ヲ
ナ
サ
シ
ム
ル
コ
ト　

七
．
愛
國
班
常
會
刊
行
物
ニ
ハ
國
語
欄
ヲ
添
記
シ
常
會
席
上
ニ

必
ズ
修
得
セ
シ
ム
」（
慶
尚
北
道
盈
徳
郡
）

　
　

 

「
新
聞
雜
誌
等
出
版
物
ニ
シ
テ
諺
文
版
ノ
モ
ノ
其
ノ
發
刊
部
數

ヲ
極
力
制
限
シ
、
且
ツ
其
ノ
紙
面
半
分
ハ
日
常
語
ノ
常
用
修
得

ニ
必
要
ナ
ル
國
語
文
ヲ
掲
記
セ
シ
ム
ル
コ
ト
」（
江
原
道
春
川

郡
）

　
　

 

「
平
易
ナ
ル
片
仮
名
新
聞
ノ
發
行
、
常
用
者
家
庭
ノ
表
彰
ヲ
ナ
ス

コ
ト
」（
江
原
道
原
州
郡
）

　
　

 

「
諺
文
刷
新
聞
雜
誌
ニ
人
名
地
名
其
ノ
他
平
易
ナ
ル
單
語
ハ
必

ズ
國
語
ヲ
以
テ
示
シ
（
当
分
間
諺
訳
付
ト
ス
）、
尚
紙
面
ノ
一
部

ニ
必
ズ
國
語
欄
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
」（
江
原
道
華
川
郡
）

　
　

 

「
朝
鮮
語
新
聞
雜
誌
ニ
「
國
語
講
座
欄
」
ヲ
設
ケ
ル
コ
ト
」（
咸

鏡
南
道
安
邊
郡
）

　
　

 
「
新
聞
雜
誌
ノ
掲
載
、
ラ
ヂ
オ
放
送
等
ニ
依
リ
、
民
衆
ニ
対
シ
積



二
一
一

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

極
的
ニ
國
語
常
用
ヲ
勸
奬
ス
ル
コ
ト
」（
咸
鏡
南
道
洪
原
郡
）

　
　

 

「
新
聞
、ラ
ヂ
オ
ヲ
通
シ
、國
語
ノ
速
成
敎
育
ヲ
實
施
ス
ル
コ
ト
」

（
咸
鏡
南
道
惠
山
郡
）

　
　

 
「
國
語
ヲ
解
ス
ル
者
ノ
會
話
ハ
凡
テ
國
語
ヲ
使
用
ス
ル
コ
ト
ト

シ
、
新
聞
、
ラ
ヂ
オ
等
ノ
利
用
ニ
依
リ
之
ヲ
强
調
シ
、
本
運
動

ヲ
極
力
助
成
ス
ル
コ
ト
」（
咸
鏡
北
道
吉
州
郡
）

　
　

 

「
諺
文
新
聞
、
雜
誌
等
ノ
廢
止
ハ
時
期
尚
早
ト
思
料
セ
ラ
ル
ル
ニ

付
、
諺
文
ト
共
ニ
國
語
ヲ
併
記
シ
、
以
テ
國
語
普
及
ニ
協
力
セ

シ
ム
ル
様
、發
行
方
法
ヲ
改
メ
シ
ム
ル
コ
ト
」（
黄
海
道
海
州
府
）

　
　

 

「
ナ
ル
ベ
ク
諺
文
印
刷
物
ハ
頒
布
セ
ザ
ル
コ
ト
ト
シ
、
諺
文
新
聞

及
雜
誌
ニ
ハ
簡
易
ナ
ル
國
語
普
及
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
」（
全
羅
南
道

光
州
府
）

（
3
） 『
朝
鮮
』
一
九
四
二
年
一
〇
月
号
、
朝
鮮
総
督
府
、
三
六
～
四
三

頁

（
4
） 『
国
語
運
動
』
第
六
巻
第
一
一
号
、
国
語
協
会
、
一
九
四
二
年
十

一
月
十
五
日
、
一
〇
～
一
二
頁

（
5
） 「
毎
日
新
報
」
一
九
四
四
年
七
月
九
日
（
第
一
三
二
六
二
号
）

（
6
） 「
毎
日
新
報
」
一
九
四
四
年
八
月
四
日
（
第
一
三
二
八
八
号
）

（
7
） 「
毎
日
新
報
」一
九
四
四
年
八
月
二
十
七
日（
第
一
三
三
一
一
号
）

（
8
） 「
乳
飲
兒
ダ
イ
テ
「
ア
イ
ウ
エ
オ
」
女
子
青
年
錬
成
ノ
セ
イ
セ
キ

ハ
上
々
」「
毎
日
新
報
」
一
九
四
四
年
八
月
十
一
日
（
第
一
三
二

九
五
号
）

（
9
） 「
マ
ヅ
國
語
生
活
デ
立
派
ナ
兵
隊
ヲ
出
サ
ウ
」「
毎
日
新
報
」
一

九
四
四
年
八
月
二
十
七
日
（
第
一
三
三
一
一
号
）

（
10
） 

こ
の
数
字
は
号
数
を
示
す
。

（
11
） 

引
用
文
中
の
記
号
「‖

」
お
よ
び
「
｜
」
は
筆
者
が
読
解
の
便

宜
の
た
め
に
書
き
加
え
た
も
の
で
、
句
読
点
の
よ
う
な
役
割
を

持
た
せ
た
も
の
で
あ
る
。

（
12
） 「
文
化
方
面
に
對
し
て
は
、
半
島
人
の
作
家
を
し
て
國
語
に
よ
る

文
學
活
動
を
獎
勵
す
る
と
共
に
、
一
日
の
放
送
時
間
の
三
分
の

一
を
占
め
る
ラ
ジ
オ
の
朝
鮮
語
に
よ
る
放
送
に
於
て
も
國
語
を

混
入
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
漸
次
國
語
へ
の
親
し
み
を
體
得
せ
し

め
よ
う
と
考
慮
さ
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
「
放
送
に
就
て
の
御
注
意
」

と
い
ふ
印
刷
物
の
中
に
「
國
語
讀
放
送
用
語
標
準
」
と
い
ふ
も

の
が
あ
げ
て
あ
り
、
國
語
讀
み
の
み
と
す
る
放
送
用
語
標
準
に

は
、
イ
、
皇
室
關
係
用
語
及
日
本
、
ロ
、
祝
祭
日
及
記
念
日
、

ハ
、
神
宮
神
社
及
内
地
の
佛
寺
、
ホ
、
人
名
、
ヘ
、
地
名
、
ト
、

官
職
名
等
九
項
目
が
あ
げ
ら
れ
て
を
り
、
こ
れ
ら
の
言
葉
は
朝

鮮
語
の
中
に
國
語
讀
み
の
ま
ゝ
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。
な
ほ
諺
文
新
聞
中
に
は
朝
刊
の
三
分
の
一
頁
を
國
語
欄

と
し
て
ゐ
る
。」（
廣
瀨
續
「
國
語
普
及
の
新
段
階
」『
朝
鮮
』
一

九
四
二
年
一
〇
月
号
、
朝
鮮
総
督
府
、
三
六
～
四
三
頁
）

（
13
） 

ま
た
地
名
は
、「
ト
ウ
ダ
イ
モ
ン 

マ
デ 

マ
イ
リ
マ
ス　

동
대
문

까
지 

갑
니
다
」（
一
一
九
十
）、「
コ
ノ 

ノ
リ
カ
ヘ
ヲ 

オ
モ
チ

ニ
ナ
ッ
テ 

シ
ョ
ウ
ロ
デ 

ノ
リ
カ
ヘ
テ 

ク
ダ
サ
イ　

이 

승
환

표
를 

가
지
고 

종
로
에
서 

갈
아 

타
십
시
요
。」（
一
一
九
十
）、



二
一
二

「
コ
チ
ラ
ハ 

西
大
門
ノ 

金
デ
ス
ガ
…
저
어 

서
대
문 

김
인
데
요

…
」（
一
一
九
一
七
）
の
よ
う
に
、
日
本
語
文
で
は
「
ト
ウ
ダ
イ

モ
ン
、
シ
ョ
ウ
ロ
」
の
よ
う
に
「
国
語
読
み
」
を
し
て
い
る
が
、

朝
鮮
語
訳
は
朝
鮮
語
音
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
日
本
語
文
で「
西

大
門
」
と
漢
字
表
記
し
て
い
る
の
は
、「
国
語
読
み
」
を
回
避
し

た
記
述
と
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

（
14
） 

そ
の
ほ
か
、
ダ
イ
ド
コ
ロ
、
デ
ン
シ
ャ
、
テ
ン
キ
、
サ
ウ
ジ
、
ヒ

バ
チ
【
火
鉢
】、
ア
サ
［
朝
］、
で
ん
わ
【
一
】、
デ
ン
ワ
【
二
】、

ホ
ウ
モ
ン
［
訪
問
］、
ラ
イ
キ
ャ
ク
［
来
客
］、
オ
ク
ヤ
ミ
［
お

悔
み
］、
タ
ン
ジ
ョ
ウ
［
誕
生
］、
ウ
バ
［
乳
母
］、
タ
イ
ヨ
ウ

［
太
陽
］、
キ
シ
ャ
［
汽
車
］、
フ
ネ
【
船
】、
セ
ン
タ
ク
【
빨
래
】

［
洗
濯
］、
セ
ン
タ
ク
【
二
】、
ア
ミ
モ
ノ
（
一
）（
편
물
）［
編
み

物
］、
ア
ミ
モ
ノ
【
に
】
편
물
、
シ
ン
ブ
ン
［
新
聞
］、
ギ
ウ
ニ

ユ
ウ
【
우
유
】［
牛
乳
］、
オ
カ
シ
（
과
자
）［
お
菓
子
］、“
ク
ダ

モ
ノ
【
과
일
】［
果
物
］、
セ
ン
セ
イ
【
선
생
님
】［
先
生
］、
メ

ン
カ
イ
【
면
회
】［
面
会
］、
ザ
ツ
シ
【
잡
지
】［
雑
誌
］、
ヨ
ウ

フ
ク
【
양
복
】［
洋
服
］、
ユ
ウ
ビ
ン
【
우
풘
】［
郵
便
］、
イ
エ

【
집
】［
家
］”。

（
15
） 

そ
の
ほ
か
、“
カ
ゼ
ノ
コ
ト
コ
ス
モ
ス
【
바
람
의
아
이
와
크
스
모

스
】［
風
の
子
と
コ
ス
モ
ス
］、
ト
ン
デ
ク
コ
ノ
ハ
【
날
라
가
는

나
무
닙
】［
飛
ん
で
く
木
の
葉
］、コ
ジ
キ
【
거
지
】［
乞
食
］、五

千
ド
ル
ノ
バ
イ
オ
リ
ン
【
五
천
돌
의
「
히
이
올
린
」】［
五
千
ド

ル
の
バ
イ
オ
リ
ン
］、
オ
ン
ジ
ン
ノ
テ
【
恩
人
의
손
】［
恩
人
の

手
］”。

（
16
） 

そ
の
ほ
か
、“【
晝
の
挨
拶
】、【
晩
の
挨
拶
】、季
節
の
挨
拶
【
春
】、

季
節
の
挨
拶
【
夏
】、季
節
の
挨
拶
【
秋
】、季
節
の
挨
拶
【
冬
】”。

（
17
） 

そ
の
ほ
か
、“
自
分
ノ
斧
、
鼠
の
力
、
斧
ノ
エ
［
斧
の
柄
］、
父

ノ
オ
シ
へ
［
父
の
教
え
］、ア
ブ
ノ
ユ
ダ
ン
［
ア
ブ
の
油
断
］、ヨ

ク
バ
リ
ナ
コ
ド
モ
［
欲
張
り
な
子
ど
も
］、
フ
シ
ギ
ナ
ア
ヒ
ル

［
不
思
議
な
ア
ヒ
ル
］、
ク
マ
ノ
サ
ヽ
ヤ
キ
［
熊
の
さ
さ
や
き
］、

狼
ト
子
羊
、
ウ
マ
ノ
カ
ゲ
［
馬
の
影
］、
ロ
バ
ノ
カ
ゲ
［
ロ
バ
の

影
］、
ロ
バ
ノ
ハ
ナ
シ
［
ロ
バ
の
話
］、
ツ
キ
ノ
キ
モ
ノ
［
月
の

着
物
］、二
ヒ
キ
ノ
ネ
ズ
ミ
［
二
匹
の
ネ
ズ
ミ
］、タ
カ
ラ
［
宝
］、

チ
カ
ラ
ク
ラ
ベ
［
力
比
べ
］、シ
シ
ノ
チ
ヱ
［
シ
シ
の
知
恵
］、カ

ラ
ス
ノ
チ
ヱ
［
カ
ラ
ス
の
知
恵
］、
カ
ゼ
ノ
ヨ
［
風
の
夜
］、
ア

カ
イ
ユ
ウ
ヒ
［
赤
い
夕
陽
］、
ズ
ル
イ
カ
ヘ
ル
［
ず
る
い
カ
エ

ル
］、
シ
ン
セ
ツ
ナ
ム
ス
メ
［
親
切
な
娘
］、
オ
シ
ヤ
レ
ナ
ヲ
ト

コ
［
お
し
ゃ
れ
な
男
］、
バ
カ
ナ
ト
ラ
［
馬
鹿
な
虎
］、
ヨ
ク
バ

リ
ノ
ハ
ヒ
［
欲
張
り
の
蠅
］、
ム
リ
ナ
ノ
ゾ
ミ
［
無
理
な
望
み
］、

オ
ホ
カ
ミ
ト
ヤ
ギ
［
狼
と
山
羊
］、
バ
カ
ナ
ヒ
ヤ
ク
セ
ウ
［
馬
鹿

な
百
姓
］、
ネ
ン
ネ
ノ
オ
ク
ニ
［
ね
ん
ね
の
お
国
］、
ワ
ル
イ
オ

キ
ヤ
ク
［
悪
い
お
客
］、
イ
タ
チ
ト
ニ
ハ
ト
リ
［
イ
タ
チ
と
鶏
］、

コ
イ
ヌ
ノ
ウ
タ
ガ
ヒ
［
仔
犬
の
疑
い
］、
コ
ウ
コ
ウ
ナ
コ
ギ
ツ
ネ

［
孝
行
な
子
ぎ
つ
ね
］、
フ
シ
ギ
ナ
ツ
ボ
［
不
思
議
な
壺
］、
ド
レ

イ
ト
シ
シ
［
奴
隷
と
シ
シ
］”。

（
18
） 『
朝
鮮
総
督
府
の
「
国
語
」
政
策
資
料
』、
熊
谷
明
泰
、
関
西
大



二
一
三

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

学
出
版
部
、
二
〇
〇
四
年
、
八
六
頁

（
19
） 「
日
常
會
話
」
は
一
九
四
二
年
六
月
三
十
日
（
一
二
五
二
七
）
ま

で
の
間
に
百
二
十
三
回
連
載
さ
れ
る
が
、
一
九
四
二
年
三
月
一

日
（
一
二
四
十
六
）
に
の
み
「
間
違
え
や
す
い
こ
と
ば
」
が
載

っ
て
い
な
い
の
で
百
二
十
二
回
と
な
っ
て
い
る
。

（
20
） 

一
二
七
五
〇
（
一
九
四
三
．
二
．
十
），
一
二
七
五
二
（
一
九
四

三
．
二
．
十
二
），一
二
七
五
五
（
一
九
四
三
．
二
．
十
五
），一

二
七
五
七
（
一
九
四
三
．
二
．
一
七
）

（
21
） 「
今
夜
の
国
語
用
語
」
連
載
一
回
目
だ
け
は
「
初
等
國
語
講
座
敎

本
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
22
） 「
全
鮮
的
に
捲
起
こ
せ
／
國
語
の
全
解
運
動
／
清
新
溌
剌
議
場

を
壓
す
／
定
例
知
事
會
議
／
成
果
の
跡
を
顧
る
」「
京
城
日
報
」

一
九
四
二
年
四
月
二
十
四
日

（
23
） 「
三
百
語
만 

解
得
하
면 

日
常
會
話
는 

할 
수 
있
다 

島
田
編
輯

課
長
談
」「
毎
日
新
報
」
一
九
四
二
年
五
月
七
日
朝
刊
三
面

（
24
） 「
各
學
校
ニ
於
テ
ハ
、
各
地
方
ノ
實
情
ニ
照
シ
、
父
兄
母
姉
ニ
傳

授
ス
ベ
キ
言
葉
約
三
百
語
ヲ
豫
メ
選
定
シ
置
キ
、
朝
會
暮
會
等

ニ
於
テ
全
生
徒
兒
童
ニ
同
日
同
一
ノ
一
語
ヲ
傳
授
ス
ル
コ
ト
ト

シ
、
一
ケ
面
内
一
語
ヲ
充
滿
セ
シ
メ
、
之
ガ
徹
底
ヲ
期
ス
ル
コ

ト
」（
黄
海
道　

平
山
郡
答
申
書
）

 

「
學
校
中
心
ニ
テ
、
兒
童
ヲ
通
ジ
一
日
一
語
主
義
ヲ
以
テ
之
ヲ
家

庭
全
般
ニ
及
ボ
シ
、
受
持
敎
師
ヲ
シ
テ
月
一
囘
巡
廻
指
導
督
励

ヲ
加
ヘ
ル
」（
咸
鏡
南
道
文
川
郡
答
申
書
）

 

「
各
靑
年
隊
ニ
於
テ
ハ
、
國
語
ヲ
知
ラ
ザ
ル
隊
員
ニ
ハ
、
隊
自
体

ノ
事
業
ト
シ
テ
國
語
未
解
者
ニ
對
シ
テ
一
日
一
語
ノ
研
究
ヲ
爲

サ
シ
メ
、急
速
的
普
及
ヲ
圖
ル
コ
ト
」（
江
原
道
平
康
郡
答
申
書
）

 

「
各
國
民
學
校
（
含
簡
易
學
校
改
良
書
堂
）
ニ
於
テ
ハ
、
特
ニ
簡

易
ナ
ル
會
話
用
ノ
國
語
ヲ
在
學
ノ
全
生
徒
ニ
對
シ
一
日
ニ
一
語

宛
必
ズ
選
定
シ
、
之
ヲ
兒
童
ヲ
通
ジ
テ
家
族
ノ
者
ニ
迠
習
得
セ

シ
ム
ル
」（
咸
鏡
南
道
三
水
郡
答
申
書
）

 

「
學
校
ノ
兒
童
生
徒
ヲ
シ
テ
「
一
日
一
語
」
主
義
ヲ
以
テ
家
庭
ニ

之
ヲ
普
及
セ
シ
ム
ル
ト
共
ニ
、
中
等
學
校
生
徒
ヲ
シ
テ
休
暇
中

本
運
動
ニ
協
力
セ
シ
ム
ル
コ
ト
」（
咸
鏡
北
道
吉
州
郡
答
申
書
）

 

「
指
導
力
低
弱
ナ
ル
兒
童
ナ
ル
ヲ
以
テ
所
期
ノ
効
果
ヲ
得
ザ
ル

モ
、
更
ニ
上
級
生
ヲ
中
心
ニ
、
之
ガ
實
績
ヲ
収
ム
ル
様
強
化
セ

ン
ト
ス
」（
黄
海
道
延
白
郡
答
申
書
）

 

「
簡
單
ナ
ル
日
用
語
ハ
一
日
一
語
ト
シ
、
尚
實
用
語
ヲ
毎
月
五
語

制
ヲ
制
定
シ
、
之
ヲ
全
聯
盟
員
ニ
呼
ビ
掛
ケ
、
其
ノ
月
分
ハ
必

ズ
其
ノ
月
ニ
習
得
セ
シ
ム
ル
ヤ
ウ
ス
ル
コ
ト
」（
黄
海
道
甕
津
郡

答
申
書
）

 

「
學
校
ノ
兒
童
ニ
對
シ
國
語
配
當
表
ヲ
配
付
シ
、
各
々
其
ノ
家
族

ニ
對
シ
必
ズ
一
日
一
語
ヲ
授
ク
ル
ヤ
ウ
督
勵
ス
ル
ト
共
ニ
、
敎

職
員
ハ
常
ニ
査
察
ヲ
嚴
ニ
シ
、
實
行
ノ
徹
底
ヲ
圖
ル
コ
ト
」（
黄

海
道
長
淵
郡
答
申
書
）

 
「
生
徒
兒
童
ハ
校
庭
内
ニ
於
テ
ハ
殆
ン
ド
完
全
ニ
國
語
常
用
ヲ

ナ
ス
モ
、
家
庭
ニ
歸
リ
テ
ハ
殆
ン
ド
國
語
常
用
ヲ
爲
サ
ザ
ル
ハ
、



二
一
四

父
母
兄
弟
中
國
語
ヲ
解
ス
ル
者
ナ
ク
、
話
ス
相
手
ナ
キ
ニ
依
ル

ヲ
主
タ
ル
原
因
ト
ス
ル
ニ
付
、
特
ニ
家
庭
婦
人
ノ
啓
蒙
ヲ
圖
ル

ベ
ク
、
生
徒
兒
童
ヲ
通
ジ
日
常
最
モ
多
ク
使
用
ス
ル
國
語
ヲ
一

日
一
語
宛
父
兄
ニ
習
得
セ
シ
メ
、
之
ガ
成
績
ハ
愛
國
班
常
會
ノ

際
郡
、
邑
面
、
學
校
職
員
調
査
督
励
ヲ
ス
ル
コ
ト
」（
黄
海
道
安

岳
郡
答
申
書
）

 

「
各
國
民
學
校
、
簡
易
學
校
等
ノ
兒
童
ヲ
通
ジ
一
日
一
語
ヲ
各
家

庭
に
普
及
セ
シ
メ
、
關
係
敎
職
員
ヲ
シ
テ
其
ノ
結
果
ヲ
査
察
セ

シ
ム
ル
コ
ト
。
愛
國
班
ヲ
單
位
ト
シ
テ
、
解
得
班
員
ガ
主
體
ト

ナ
リ
テ
其
ノ
班
員
ニ
對
シ
一
日
一
語
宛
解
得
セ
シ
メ
、
其
ノ
結

果
ヲ
郡
面
職
員
ヲ
シ
テ
査
察
セ
シ
ム
ル
コ
ト
」（
黄
海
道
谷
山
郡

答
申
書
）

 

「
國
民
學
校
ニ
於
テ
ハ
、
國
語
ニ
諺
文
ヲ
附
シ
タ
ル
日
用
語
ノ
單

語
カ
ー
ド
ヲ
調
製
シ
、
學
校
兒
童
ヲ
シ
テ
一
日
一
語
以
上
ヲ
其

ノ
全
家
族
ニ
傳
授
セ
シ
メ
、
時
々
其
ノ
成
績
ヲ
審
査
シ
テ
、
物

資
配
給
ニ
考
慮
ヲ
加
ヘ
ル
モ
一
方
法
ナ
リ
ト
思
料
ス
」（
全
羅
南

道
求
禮
郡
答
申
書
）

 

「
學
校
ニ
於
テ
ハ
、
生
徒
兒
童
ヲ
通
ジ
、
其
ノ
父
兄
母
姉
ニ
対
シ

一
日
一
語
ヲ
勸
奬
シ
、
學
校
ニ
於
テ
ハ
父
兄
會
母
姉
會
ヲ
年
四

回
位
開
キ
テ
、
習
得
状
況
ヲ
調
査
ス
ル
ト
共
ニ
、
其
ノ
實
績
ニ

應
ジ
テ
奬
勵
ス
ル
ヲ
要
ス
」（
全
羅
南
道
寶
城
郡
答
申
書
）

 

「
父
兄
ニ
對
シ
一
日
一
語
ノ
習
得
ヲ
目
標
ト
シ
、
兒
童
ヲ
シ
テ
必

ズ
之
ヲ
實
行
セ
シ
メ
、
以
テ
毎
日
其
ノ
狀
況
ヲ
聴
取
採
點
ス
ル

等
、
積
極
的
ニ
指
導
監
督
ヲ
加
フ
ル
コ
ト
」（
全
羅
南
道
長
城
郡

答
申
書
）

 

「
生
徒
兒
童
ノ
國
語
生
活
ヲ
徹
底
セ
シ
ム
ル
ト
共
ニ
、
豫
メ
一
日

一
語
票
ヲ
作
製
シ
置
キ
、
之
ヲ
與
ヘ
テ
該
生
徒
兒
童
家
族
ニ
及

ボ
シ
、
一
方
敎
職
員
ニ
於
テ
ハ
隨
時
巡
廻
、
之
ガ
實
踐
狀
況
竝

ニ
實
情
ヲ
査
察
指
導
（
実
踐
ハ
實
績
査
察
簿
ヲ
備
付
之
ニ
記
入

ノ
コ
ト
）
ス
ル
コ
ト
」（
全
羅
南
道
珍
島
郡
答
申
書
）

（
25
） 「
光
州
刑
務
所
の
國
語
全
解
運
動
は
在
監
者
七
、
八
百
名
に
對

し
、
ま
づ
日
常
の
生
活
か
ら
一
日
一
語
を
勵
行
、
國
語
の
習
得

に
自
發
的
能
率
を
あ
げ
る
方
法
と
し
て
特
殊
事
項
以
外
は
毎
日

の
ニ
ュ
ー
ス
放
送
や
敎
誨
に
は
一
切
通
譯
を
廢
止
し
好
成
績
を

を
さ
め
刑
務
所
を
出
る
こ
ろ
に
は
自
由
に
會
話
の
で
き
る
ま
で

に
上
達
、
皇
國
臣
民
化
の
朗
ら
か
な
第
一
歩
を
踏
出
し
て
ゐ
る
」

（
朝
日
新
聞
南
鮮
版
（
二
版
）　

一
九
四
二
年
十
二
月
二
十
日
第

四
面
「
尾
翼
燈
」
欄
）

（
26
） 「
一
日
一
語
集　

城
南
国
民
校
で
編
纂
」『
朝
日
新
聞
西
鮮
版
』一

九
四
二
年
七
月
十
四
日

（
27
） 「
踏
み
出
す
〝
國
語
全
解
〟
／
施
策
要
綱
を
府
尹
、
郡
守
に
指
示

／
一
齊
に
猛
運
動
を
開
始
」「
京
城
日
報
」（
京
城
版
第
四
面
）
一

九
四
二
年
七
月
十
日

（
28
） 

最
初
の
掲
載
分
（
一
二
九
八
三
）、
お
よ
び
最
後
の
五
回
分
（
一

九
四
三
年
十
二
月
十
五 

日
・
十
七 

日
・
十
八 

日
・
十
九 

日
・

二
十
一
日
）
だ
け
は
、
日
本
語
音
の
朝
鮮
文
字
転
写
が
付
さ
れ



二
一
五

朝
鮮
語
新
聞
「
毎
日
新
報
」（
朝
鮮
総
督
府
機
関
紙
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
語
」
欄
の
歴
史
的
変
遷
（
一
九
三
九
年
～
一
九
四
四
年
）

て
い
な
い
が
、
そ
の
理
由
は
分
か
ら
な
い
。

（
29
） 「
リ
ン
ゴ
」「
ナ
シ
」「
コ
ド
モ
」「
ツ
ル
」
が
二
回
に
わ
た
っ
て

重
複
掲
載
さ
れ
、
ま
た
、
関
連
語
が
一
語
だ
け
の
場
合
が
一
回

あ
る
の
で
、
異
な
り
語
数
は
百
六
十
三
語
だ
っ
た
。

（
30
） 

前
回
に
続
き
、「
リ
ン
ゴ
」
と
「
カ
キ
」
が
重
複
し
て
い
る
。

（
31
） 「
コ
ド
モ
」
は
前
の
方
に
も
あ
り
、
重
複
し
て
い
る
。

（
32
） 「
ツ
ル
」
は
前
の
方
に
も
あ
り
、
重
複
し
て
い
る
。

（
33
） （
三
四
）「
愛
国
イ
ロ
ハ
カ
ル
タ
」
の
も
と
の
文
は
以
下
の
通
り
。

 

【
イ
】
イ
セ
ノ
カ
ミ
カ
ゼ 
テ
キ
コ
ク 

カ
ウ
フ
ク

 

【
ロ
】
ロ
バ
タ 

デ 

キ
ク 
セ
ン
ゾ 

ノ 

ハ
ナ
シ

 

【
ハ
】「
ハ
イ
」
デ 

ハ
ジ
マ
ル 
ゴ
ホ
ウ
コ
ウ

 

【
ニ
】
ニ
ッ
ポ
ン
バ
レ 

ノ 

テ
ン
チ
ヤ
ウ
セ
ツ

 

【
ホ
】
ホ
マ
レ
ハ 

タ
カ
シ 

キ
ウ
グ
ン
シ
ン

 

【
ヘ
】
ヘ
イ
ワ 

ナ 

シ
マ
ジ
マ 

ヒ
ノ
ミ
ハ
タ

 

【
ト
】
ト
ウ
ア 

ヲ 

ム
ス
ブ 

ア
イ
ウ
エ
オ

 

【
チ
】
チ
ヒ
サ
ナ
コ
ト 

カ
ラ 

オ
ホ
キ
ナ 

ハ
ツ
メ
イ

 

【
リ
】
リ
ク
ワ
シ 

ウ
ミ
ワ
シ 

ボ
ク
ラ
モ 

ツ
ヅ
ク

 

【
ヌ
】
ヌ
グ
フ 

ア
セ
ミ
ヅ 

キ
ン
ラ
ウ 

ホ
ウ
シ

 

【
ル
】
ル
ス
ヲ 

マ
モ
ッ
テ 

カ
チ 

ヌ
カ
ウ

 

【
ヲ
】
ヲ
ノ 

ノ 

ヒ
ビ
キ 

モ 

イ
サ
マ
シ
ク

 

【
ワ
】
ワ
ラ
ヂ 

デ 

キ
タ
ヘ
タ 

オ
ヂ
イ
サ
ン

 

【
カ
】
カ
ガ
ヤ
ク 

ム
ネ 

ノ 

シ
ヤ
ウ
イ 

キ
シ
ヤ
ウ

 

【
ヨ
】
ヨ
セ
ク
ル 

ク
ロ
シ
ホ 

ウ
ミ
ノ 

コ 

ワ
レ
ラ

 

【
タ
】
タ
ダ
シ
イ 

ケ
イ
レ
イ 

タ
ダ
シ
イ 

コ
コ
ロ

 

【
レ
】
レ
ン
セ
イ 

デ 

ノ
ビ
ル 

セ
ウ
コ
ク
ミ
ン

 

【
ソ
】
ソ
ラ
ノ 

ア
ヲ
サ
ハ 

カ
ミ
ヨ
カ
ラ

 

【
ツ
】
ツ
ギ
ノ 

ニ
ッ
ポ
ン 

ボ
ク
ラ 

ガ 

ニ
ナ
フ

 

【
ネ
】
ネ
エ
サ
ン 

ガ 

ヌ
フ 

ラ
ク
カ
サ
ン

 

【
ナ
】
ナ
カ
ヨ
シ 

コ
ド
モ
ノ 

ト
ナ
リ
グ
ミ

 

【
ラ
】
ラ
ッ
パ 

デ 

シ
ン
グ
ン 

ヘ
イ
タ
イ
サ
ン

 

【
ム
】
ム
ラ 

モ 

ゾ
ウ
サ
ン 

マ
チ 

モ 

ゾ
ウ
サ
ン

 

【
ウ
】
ウ
ッ
テ 

キ
タ
ヘ
ル 

ニ
ッ
ポ
ン 

タ
ウ

 

【
ヰ
】
ヰ
モ
ン
ブ
ク
ロ 

ニ 

テ
ガ
ミ 

ヲ 

イ
レ
テ

 

【
ノ
】
ノ
コ
エ 

ヤ
マ
コ
エ 

キ
ャ
ウ
カ
ウ 

グ
ン

 

【
オ
】
オ
ニ 

ヲ
モ 

ヒ
シ
グ 

モ
モ
タ
ラ
ウ

 

【
ク
】
ク
ハ 

ノ 

ヒ
カ
リ 

ハ 

ミ
ク
ニ 

ノ 

ヒ
カ
リ

 

【
ヤ
】
ヤ
マ
ノ 

オ
ク 

ニ
モ 

コ
ヒ
ノ
ボ
リ

 

【
マ
】
マ
ツ 

ノ 

イ
ロ
マ
ス 

オ
ホ
ウ
チ
ャ
マ

 

【
ケ
】
ケ
サ
モ 

ハ
ヤ
オ
キ 

レ
イ
ス
ヰ 

マ
サ
ツ

 

【
フ
】
フ
ジ 

ヲ 

ア
フ
イ 

デ 

コ
ク
ミ
ン 

タ
イ
サ
ウ

 

【
コ
】
コ
ト
バ 

ハ 

タ
ダ
シ
ク 

ハ
ッ
キ
リ 

ト

 

【
エ
】
エ
イ
レ
イ 

シ
ヅ
マ
ル 

ヤ
ス
ク
ニ 

ジ
ン
ジ
ャ

 

【
テ
】
テ
ツ 

セ
キ
タ
ン 

ア
ル
ミ 

フ
カ
ウ
キ 

フ
ネ 

ヒ
リ
ヤ
ウ

 

【
ア
】
ア
サ
ヒ 

ニ 

カ
シ
ハ
デ

 
【
サ
】
サ
ク
ラ 

ト 

チ
ッ
タ 

セ
ウ
ナ
ン
コ
ウ

 
【
キ
】
キ
ミ
ガ
ヨ 

ウ
タ
フ 

ア
サ 

ノ 

ガ
ク
カ
ウ



二
一
六

 

【
ユ
】
ユ
キ 

モ 

カ
ヘ
リ 

モ 

レ
ツ
ク
ン
デ

 
【
メ
】
メ 

ガ 

デ
タ 

ハ 

ガ 

デ
タ 

ボ
ク
ラ 

ノ 

ハ
タ
ケ

 
【
ミ
】
ミ
ヅ 

ダ 

バ
ケ
ツ 

ダ 

ヒ
タ
タ
キ
ダ

 
【
シ
】
シ
ュ
ッ
セ
イ 

カ
ゾ
ク 

ヘ 

オ
テ
ツ 

ダ
ヒ

 

【
ヱ
】
ヱ
ガ
ホ 

ト 

ヱ
ガ
ホ 

デ 

ア
カ
ル
イ 

シ
ョ
ク
バ

 

【
ヒ
】
ヒ
ナ
ダ
ン 

ニ 

ヒ
ト
エ
ダ 

モ
モ
ノ
ハ
ナ

 

【
モ
】
モ
ン
ペ 
デ 
ハ
タ
ラ
ク 

オ
カ
ア
サ
ン

 

【
セ
】
セ
ン
セ
イ 
ニ 
ホ
メ
ラ
レ
タ 

チ
ョ
キ
ン
バ
コ

 

【
ス
】
ス
グ
レ
タ 

ク
ニ
ガ
ラ 

セ
カ
イ 

ガ 

ア
フ
グ


